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　このたび、高岡御車山会館建設にあたり、佐渡家に保存されていた高岡にゆかりのある貴重な郷

土資料を寄託いただき、調査を行ない『佐渡家資料目録』を刊行することとなりました。佐渡家の

皆様をはじめ、監修をしていただきました宮地正人先生ならびに搬出入・調査・収録にご尽力いた

だきました関係各位の皆様に厚くお礼を申し上げます。

　高岡の町医者として近隣にその名声を知られていた佐渡家の歴史は古く、戦国時代天正のころま

で遡ります。初代は砺波郡止観寺城主建部佐渡守で、佐々成政に敗戦し、高山に住んでいました

が、前田利長の寵姫の病を治した功績を認められ、慶長14年（1609）高岡に城を築いたときに前田

利長から招かれて移住されました。

　今回、刊行いたしました『佐渡家資料目録』は佐渡家と前田家のつながりを示す文書だけでな

く、医学関係書、当時の社会情勢とその理解に役立つ諸資料など多種多様なものがあり、佐渡家を

中心とした「高岡町医」の力量の高さ、さらには高岡町人の文化レベルの高さを、当時の資料を

もって証明・再確認することができ、高岡市民に広く伝える機会となるものと期待しております。

　高岡市は、加賀藩二代藩主・前田利長が町を開いて以来、華やかな加賀文化の影響を色濃く受け

継ぐ伝統文化が今もなお連綿と息づいております。文化創造都市を標榜する本市といたしまして

は、郷土の歴史と文化の更なる継承・活用に取り組んでおり、本書の刊行は大変意義深いことと存

じております。どうぞ皆様方には、今後とも本市の伝統文化の振興・発展にお力添えを賜りますよ

うお願い申し上げます。

　結びに、貴重な郷土資料をご提供いただいた十三代目佐渡養順様ならびに刊行にご尽力いただき

ました宮地正人先生をはじめ佐伯安一先生、太田久夫先生、神保成伍先生ならびに関係各位の皆様

に心からお礼申し上げますとともに、皆様方の今後ますますのご活躍を祈念し、私のご挨拶といた

します。

　平成27年₃月　　　

は じ め に

教育長　氷　見　哲　正　
高岡市教育委員会



　1973年、最弱年の私は東大史料編纂所の先輩諸氏に従って高岡佐渡家に御伺いし、海内随一の蘭
方医坪井信道に望まれて義子となった坪井信良が実兄第₉代佐渡養順にあてた幕末明治初年の大量
の書状を調査する機会を得た。最後の将軍徳川慶喜の侍医となり、鳥羽伏見の敗戦直後、開陽丸で
慶喜ともども江戸に逃げ戻る信良のこと、一通一通の内容が濃く、兄弟間の家と家庭にかかわる相
談でとか、ペリー来航や攘夷運動、幕府瓦解といった日本全体の激変していく政治情況の中にとけ
込んで語られている180点余の書状が面白くない訳はない。しかもその中に第一級の政治情報が含
まれているのである。私は先輩その他の協力を得て、この書状群を『幕末維新風雲通信－蘭医坪井
信良家兄宛書翰集－』と題して1978年、翻刻・出版することが出来た。幸い多くの方々に活用して
いただけたと同時に、私としても、政治の激動を上から鳥瞰するのではなく、社会的な視座からつ
かんでいく方法を学ばせてもらった学恩ある史料群でもあった。
　今回、佐渡家資料全体が高岡市に寄託されたのを機に丹念に作成された『目録』を拝見し、70 
年代に調査・編纂した信良書状の他にまだ相当数のものが存在していたことを教えられた。また信
良は各書状に添付して種々の風説や文書写・刷物を送っていたが、それらも『目録』の各処にちら
ばっている。これでは『風雲通信』の増補改訂版が必要となってくる。
　また私は『風雲通信』の解題では、明治12年の実兄死後で佐渡家・坪井家の書通が杜絶えたとし
たが、それどころではなく、10代目養順や甥の礼吉の東京遊学に信良は全面的に面倒を見ており、
更に両家の交流が信良の息子坪井正五郎や孫の坪井誠太郎の代まで継続していたことを、この『目
録』で教えられた。信良の高岡の実家を思う郷土愛がそうさせたのであるだろう。
　他方で信良があれほどまで信頼し敬愛していた₉代養順という高岡の町医師の全体像も、この
『目録』によって理解することが可能となった。天保期京都蘭方医小石元瑞塾での勉学と昌平黌で
の漢学修得、幕末維新期の家業と町政参与、明治₂年の高岡学館蘭学教授拝命、更に射水郡下の医
務取締として近代医療行政を下から創りあげる責任者として活躍するなど、日本の近代化を地域か
ら支え確乎たるものにした知識人のモデルがここにある。と同時に高岡の漢詩サークルの組織者の
一人としての風雅で教養ある文化人でもあった。旺盛な知識欲と日本の将来への深い憂慮、そして
家族の男女すべてをおもんばかる家長としての強い責任感が養順の書状にこめられ、その書状の数
だけ信良は誠実に返事を送りつづけたのだ、と私は理解している。佐渡家は町医師と共に妊娠・出
産にかかわる家伝薬を江戸期から戦後に至る迄製造・販売していた薬屋でもあり、休業までの営業
資料も大量に存在している。今日では金沢市立玉川図書館近世史料館所蔵となっている蒼龍館文庫
史料と高岡市立中央図書館の佐渡家文書、及び今回目録化された佐渡家資料を併せ調べていくこと
により、上からの目線ではなく、北陸の高岡という地域の地についた視座から、幕末維新の変革と
日本近代化の歩みは、しっかりつかみ取ることが出来るのだと私は確信している。

序　　文

監修者　宮　地　正　人　
東京大学名誉教授



　あれは「高岡開町四百年祭」の年頭の頃であったか、「御車山会館」建設のため佐渡家の土地を使
わせてもらえないかとのお話があり、「相応しい」と考える旨、快諾申し上げた。
　とはいえ「家屋敷」を解体撤去せねばならず、市のご判断から倉敷は残すことになったものの蔵物
をどうするか思いあぐねていたところ、寄託すれば市の方で管理して下さるとのお申し出に、つい甘
えさせて貰うことにした次第である。
　それが今日このような立派な目録の完成を見て、橘（当時）・髙橋両市長をはじめ、世話役や搬出
入・調査・収録に携わって下さった数多の方々、そして「幕末維新風雲通信」のよしみから監修の労
をとって頂いた宮地正人先生には、只々感謝あるのみ、この場を借りて厚く御礼申し上げます。
　さて、「相応しい」と考えたその訳は、我が佐渡家の伝承によれば、先祖は「建部佐渡守」を名乗
る武士で、止観寺館にあって佐々成政と戦っていたが、瑞泉寺の成政講和に伴い「高山」に逃れ、武
士を捨て、やがて漢方を身に付けた。後に成政の前田方降伏により召し出されるも武士にあらずと固
辞したが、「利長」公ご寵姫難儀の際に求められて一服献上たちまち快癒、覚え目出度、この度「高
岡」の地に彼の姫君居城を設けるにつき帯同を乞われ、これを請け「利屋町」に移り、「養順」と号
した。
　家康の「一国一城令」により「利長」公の築城の夢は潰えたのだが、父君の「利家」公は「太閤殿
下」から「聚楽第行幸」時使用の「御車」を拝領しており、これこそは二番町の二輪の「山」であ
り、「利長」公はこれを彼の姫君になぞらえ、他に六台の「山」を誂え、七福神による巡行祭礼を興
した。
　前田家は「菅原」一門の家系とされ、家紋も梅鉢紋としたが、「利屋町」には菅原聖安寺（梅鉢
紋）を正面に据え、「山」を与えず「天神」様のみを与え戴くとしたのである。
　巡行は、先ず「大仏」参りに始まり、山町を練り歩きつつ、佐渡家前に二番町の「山」を停め、七
台をすっぽりと利屋町内に納めて午餐を取り、再び練り歩いた後、「高の宮」に詣でて終わりとする。
　ご先祖様を尊厳・崇拝し（過去）、今を生きる㐂び＝病気の快癒に感謝し（現世）、子孫の繁栄を祈
願する（未来）、との分かりやすい筋書である。
　「かつては二番町だけでなくどの「山」も他の「山」とすれ違いしてまで佐渡家前に至り、「山」
上の稚児から伴人の大人達に至るまで、何故かは知らねど深々と一礼し、Ｕターンしたものだ。」と
黒川仏壇翁も語ってくれている。
　なお、「高岡」名の由来につき「鳳凰」云々が言われているようであるがこれはおかしい。「鳳凰」
は次の天子の前兆として現われるという伝説の鳥である。成程、皇位簒奪を企んだ将軍義満の金閣
にも留まっている。「豊臣」姓を賜り「桐の御紋」の使用まで許されたその恩顧・縁故の者にして、
「関ヶ原」にも参加せず、弟の「利常」公には鼻毛を伸び放題にして呆気振り、赤門と梅屋敷を建て
て嫁をむかえるまでして家康徳川家を恐れた当時の前田家ご当主が、「鳳凰」云々どちらに向けても
危険極まりない説など採ろうはずがないのである。
　「高山」から下りて「高岡」に移った、高の名は古来より縁起が宜しい、「高ノ宮」は「関野」神
社の、「高町」は「桐木」町のカモフラージュになるというのが小生の説ではある。
　また、不思議とされる「利屋町」名の由来であるが、「家」と記すのはこれも二重に憚り多いので
「屋」と当て字したと思うがこれも又小生の論ではある。
　最後に、時折耳にする「養順堂廃業」説については、県のお奨めにより「廃業」ではなく「休業」
として届出ていることをお知らせしておきたい。
　巷間三回目の東京オリンピックを前に江戸城天守閣復原の呼びかけがある。「利長」公の夢たる
「お堀に映える高岡城の復原的築城」とともに秘かに再興を期すところである。

十三代　佐　渡　養　順（豊）　

刊行に寄せて



Ⅰ-1-1　前田利長書状（建部佐渡より献上物への礼状）
　年不詳5月9日 前田利長→脇田九兵衛・大橋左内

　P1（268）に釈文掲載。

Ⅰ-1-3　前田利長書状（井波の医師佐渡方より献上物へ
の礼状）　年不詳6月5日　　前田利長→山田与兵へ

　P2（267）に釈文掲載。

Ⅰ-1-5　生駒直勝・尊斎宗伯連署状（御病人へ薬進上方
依頼状）年不詳7月6日　生駒内膳正直勝・尊斎宗伯→竹邊佐渡守
　P2（267）に釈文掲載。

Ⅰ-1-2　前田利長書状（医師建部方より献上物への礼状）
　年不詳5月14日 前田利長→脇田九兵衛・大橋左内

　P1（268）に釈文掲載。

Ⅰ-1-4　前田利常書状（帰城につき到来物への礼状）
　年不詳5月26日　　前田利常→宛所不記

　P2（267）に釈文掲載。

Ⅰ-2-1　『建部佐渡守略伝并後胤系譜』
　享保6年（1721）4月　釈温故（4代養順）→

　P4（265）に釈文掲載。



Ⅰ-5　「幕末維新風雲通信」（坪井信良兄佐渡三良宛書翰類）　大和田健二氏撮影

Ⅰ-5-11　七月十二日付書翰（部分）　嘉永6年（1853）7月12日　　坪井信良→佐渡三良　【宮地氏調査】
　ペリー来航直後の江戸の様子を伝えている。P8（261）に釈文掲載。

Ⅰ-5-100　八月三日付書翰（部分）　元治元年（1864）8月3日　　坪井信良→佐渡養順（9代）【宮地氏調査】
　蛤御門の変の様子を伝えている。P9（260）に釈文掲載。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　

Ⅰ-5-135　一月十七日付書翰　　慶応4年（1868）1月17日　　坪井信良→佐渡養順（9代）【宮地氏調査】　
　　鳥羽伏見戦後、慶喜に従い軍艦で大坂より江戸へ移ったことなどを伝える。P11（258）に釈文掲載。



Ⅰ-14-4　「アメリカ蒸気船之図」



Ⅰ-6-58　坪井まき（信良妻）より佐渡姉上（より）宛寒中見舞状（部分）　〔万延元年（1860）2月〕　坪井まき→佐渡
姉上　P15（254）に釈文掲載。

Ⅰ-6-46　坪井くめ（信良義母）より佐渡家宛賀状
　〔嘉永2年（1849）正月〕　〔坪井くめ〕→佐渡家
　P14（255）に釈文掲載。

Ⅰ-6-64　坪井よの（信良後妻）より御かもじ様（佐渡とら）
宛賀状　〔慶応元年（1865）正月〕　坪井よの→おかもじ様
　P16（253）に釈文掲載。

Ⅰ-6-1　正月五日付母上宛書翰（部分）　〔弘化4年（1847）〕1月5日　　坪井信良→佐渡母上　　P12（257）に釈文掲載。



Ⅰ-12-1　佐渡とら（8代養順妻）
　明治2年（1869）撮影　　

Ⅰ-12-23　左から9代養順長女なつ、
三女たみ、次女いつ
　明治23年（1890）撮影　　

Ⅰ-12-38　坪井正五郎
　明治末期頃撮影　　

Ⅰ-12-41　右より坪井正五郎、妻直子、長男誠太郎、次男忠二、次女菊子、
長女春子
　明治41年（1908）撮影　　

Ⅰ-12-20　左から佐渡より（9代養
順妻）、三女たみ
　明治22年（1889）撮影　　

Ⅰ-12-22　左から佐渡敬吉（10代
養順）、順吉（11代養順）
　明治23年（1890）撮影　　

Ⅰ-12-2　佐渡三良（9代養順）　
　明治2年（1869）頃撮影　　

左から坪井信良後妻よの、信良、義母くめ、
長男正五郎許嫁直（箕作秋坪娘）　
　明治23～24年頃撮影　　坪井家蔵（宮地正人編『幕
　末維新風雲通信』より転載）



Ⅲ -2-400　佐渡養順堂製煎じ薬　（下段左より）「産前の薬」、
「産後の薬」、「ちゝのたる薬」、（上段左より）「養順湯　壱号（産
前の薬）」、「養順湯　弐号（産後の薬）」、「産前・産後　産湯参」

Ⅰ-9-49（1）　間取図五　　明治33年（1900）7月25日

Ⅲ-2-392　佐渡養順堂商標看板　　昭和12年（1937）
　先祖三百年祭執行記念　11代佐渡養順、林義幹書

（同左　釈文）

Ⅲ-2-393　佐渡養順堂吊看板

Ⅰ-9-36　佐渡家玄関前写真　　昭和14年（1939）10月

Ⅰ-13-31・32・33　佐渡養順御薬印（拓本）　
（右より）「産前の薬」、「産後の薬」、「ちゝのたる薬」
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Ⅲ-2-391　薬籠（往診用薬箱）

Ⅲ-1-302　土蔵「大の蔵」棟札（表・裏）
　文政8年（1825）竣工

Ⅲ-1-301　土蔵「中の蔵」棟札（表・裏）
　元禄8年（1695）築、文政7年（1824）移築



Ⅱ-1-152　十辺舎一九『越中立山参詣紀行 方言修行金草鞋』十八編
　文政11年（1828）より「高岡」

Ⅱ-1-58　昭和7年5月5日付「報知新聞特別附録／金沢博覧会記念　北陸名勝画報」より、
右上「日本海電気 吉久発電所の一部」、右下「伏木港全景」、左「高岡公園」

Ⅱ-1-25　明治27年6月10日付「富山日
報附録　旧富山藩主前田家系譜略記」



Ⅳ-2-8　小石元瑞書「医箴」
　天保12年（1841）　　佐渡達夫（9代養順）宛

Ⅳ-3-2　ガラス酒盃・箱蓋（坪井信道遺愛品）
　嘉永2年（1849）　坪井信良佐渡家贈呈

Ⅲ-1-23　柄鏡（蓋裏）　文化元年（1804）
　吉川勘右衛門母恵典院（4代長崎玄庭母）遺物
　として佐渡とらへ下賜

Ⅲ-1-243　萩に猪文金蒔絵酒杯・箱蓋
　長崎蓬洲より佐渡龍斎（8代養順）贈呈

Ⅳ-3-6　唐文堆黒筆筒・箱（松平春嶽下賜品）
　安政3年（1856）　 坪井信良佐渡家贈呈

Ⅳ-2-24　坪井信道書「熱海客舎作七絶」
　弘化4年（1847）



Ⅰ-10-54　「高岡市商業家一覧表」　明治29年（1896）1月25日
　高岡市旧旅屋門前94番地　森田吟蔵
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■分類・点数一覧表

Ⅰ　古文書・歴史資料（2,450件  6,672点）

大分類 件数 点数
１．利長文書 5 5
２．系譜・歴代 74 109
３．縁戚 46 59
４．医業・薬業 507 1443
５．幕末維新風雲通信 188 212
６．幕末維新風雲通信関連 150 197
７．書翰 192 279
８．学業 92 369
９．家計・家事 396 1466
10．高岡町 90 106
11．漢詩・文芸 249 439
12．写真 70 77
13．版木 100 179
14．摺物 79 79
15．絵葉書 212 1653

Ⅱ　図書資料（252件  531点）

大分類 件数 点数
１．図書 195 437
２．図書（佐渡速雄氏所蔵分） 57 94

Ⅲ　民具（892件  3,526点）

大分類 件数 点数
１．衣食住 408 2165
２．医業・薬業 22 350
３．交通・運輸・通信 2 4
４．交易 22 42
５．社会生活 40 122
６．信仰 22 52
７．民俗知識 22 65
８．民俗芸能・娯楽・遊戯 323 481
９．人生儀礼 11 101
10．年中行事 13 84
11．その他 7 60

Ⅳ　美術資料（107件  523点）

大分類 件数 点数
１．絵画 49 194
２．書跡 39 286
３．工芸 19 43

合計　3,701件  11,252点
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■解説

₁．利長文書

　₁～₃は佐渡家元祖建部佐渡から前田利長への献上物に対する、側近を通じての礼状である。

　₄は建部佐渡から前田利常への献上物に対する、側近を通じての礼状である。

　₅は前田利長の重臣から「御病人」（利長の寵姫・満か）に薬を進上するようにとの依頼状である。

　いずれも年未詳であるが、佐渡家の系譜史料によって年代とその意味がわかる。また、この文書に

　よって、系譜の内容を確定することができる。以上の詳しい解説は文書選に譲る。

₂．系譜・歴代

Ａ　系譜　　　　　佐渡家の系譜としては、まず 1「建部佐渡守略伝并後胤系譜」がある。開祖の略

伝と歴代の系譜、歴代法号忌日誌が収められている。続いて二百回忌、二百五十

年祭、三百年祭の関係資料とこれに関連した奉告文や祝詞等がある。

Ｂ　歴代・履歴　　個人の経歴とそれに関する辞令等、履歴書、子女覚等。乳母関連資料も含める。

Ｃ　慶弔　　　　　慶弔の祝いや見舞、病気見舞、葬儀記録や香典帳、年忌法要等。

Ｄ　戸籍　　　　　戸籍謄本や抄本、改名等戸籍関係書類。

₃．縁戚

　縁戚の家系や年譜、履歴書、出生・葬儀・年忌等、家族の異動に関する書翰等を親戚の家系別にまと

めた。

　佐渡家には多くの縁戚があって、濃密な親類づきあいが行われていた。特に₈代養順には₇男₅女と

子女が多かった。それは坪井信良にとっては兄弟なので、それぞれの家族の動向については、こまごま

と気配りしている。そのため、佐渡家文書を読むときは複雑な縁戚関係を理解しておく必要がある。

Ａ　坪井家　　　　佐渡良益（坪井信良）の入家した坪井信道家である。信良の子の正五郎、孫の誠

太郎まで₃代のつきあいがあった。

Ｂ　長崎家　　　　₈代養順の妻とら（佐渡三良・坪井信良の母）の実家である。累代高岡の医家と

して、また漢詩壇グループに重きをなした。玄庭（蓬洲＝とらの父）−愿禎（浩

斎＝とらの兄）−言定（秋江）−元貞（発元）と続く。

Ｃ　九鬼家　　　　₈代養順の₃男秀達の入家先。今石動町上新田町。今石動町には秀達らの姉こと

が嫁いだ森本屋土井家もあった。

Ｄ　建部家　　　　₈代養順の₄男賢隆が分家した家である。分家して佐渡家の旧姓である建部を名

乗ったもの。転居をくりかえし、一定しない。

Ｅ　阿
あ

波
わ

加
か

家　　　魚津町の旧家で薬屋を営んだ。佐渡家₆代養順、₈代養順、10代養順は阿波加家

から入っており、また₈代養順₂女とり、₅男脩造は阿波加家に行っていて複

雑、濃密、切っても切れない家系を形成している。

Ｆ　その他　　　　₈代養順の長女ことの嫁ぎ先、今石動町の森本屋土井家、₃女きよの嫁ぎ先、小

杉町の藻谷家、₄女ていの嫁ぎ先、高岡町梶屋寺井家、₅女つねの嫁ぎ先、高岡

町寺崎家などがある。そのほか、₉代養順（三良）、10 代養順（敬吉）、11代養

順（順吉）それぞれの子女の養子先や婚家がたくさんあった。
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₄．医業・薬業

　開祖佐渡守道斎以降、₉代養順までは累代医者であり、₈代養順の創製した産前産後の薬は家伝薬と

して以後の家業となった。そのため、佐渡家文書のなかでも₉代養順の代を中心としてもっとも件数が

多い。

Ａ　医業関係

Ｂ　行政関係　　　　　医業にしても薬業にしても行政との関係が多い。許認可、調査、登録等。

Ｃ　調合書　　　　　　₈代養順が家伝薬を創製するにあたり、参考にした累代の薬書がある。また

創製以後の調合書も多い。

Ｄ　生薬仕入　　　　　家伝薬の材料となる生薬の仕入関係。

Ｅ　家伝薬の製造関係　製造高、原価、売価等。

Ｆ　請売　　　　　　　請売する店への卸売関係。販売網の実態。

Ｇ　広告・薬袋　　　　家伝薬の宣伝関係、薬袋の製造。

Ｈ　薬注文・病状書　産前・産後の薬を求めて広い範囲から注文書や病状書が寄せられている

（No.505・506・507）。その年代と地域を分類してみると次のようになる。　

これは残ったものだけであるから、実際はもっと多かったと思われる。

₅．幕末維新風雲通信（宮地正人氏調査分）

　坪井信良から家兄の佐渡三良（₉代養順）へ宛てた書翰180通と参考分₈通。佐渡家文書の中核をな

す最も重要な文書である。研究書として宮地正人編『幕末維新風雲通信−蘭医坪井信良家兄宛書翰集

−』があり、本目録の監修のことばの中で懇切な解説があるので解説は略す。

　目録番号は同書の書翰番号と一致させた。

年代 数量（通） 地域 数量（通）

明治₇年 1 富　山　県 60

　同 ₉年 1 加　　　賀 11

　同 10年 10 能　　　登 13

　同 12年 1 越　　　後 4

　同 13年 1 飛　　　騨 9

　同 15年 2 長　野　県 2

　同 17年 14 群　馬　県 1

　同 18年 2 栃　木　県 1

　同 19年 21 埼　玉　県 1

　同 28年 2 東　　　京 1

年不詳 69 北　海　道 1

年月日不詳 54 不　　明 74

合計 178通 合計 178通
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６．幕末維新風雲通信関連

　分類₅に関連する文書群である。

　Ａ　坪井信良より佐渡養順（₉代）宛書翰

　　坪井信良から佐渡三良へ宛てた書翰で未調査のもの若干。

　Ｂ　坪井信良関係書翰・資料

　坪井信良自身に関する書翰や資料。信良の義母くめ、妻まき、後妻よのから佐渡家へ宛てた女文字

　の書翰も収める。

　Ｃ　情報・風説書

　当時の世情を伝える情報や風説書で、歴史資料として貴重である。信良から送ってきたものや三良

　が収集したものもある。

　Ｄ　越前侯関係資料

　　信良が藩医を勤めた越前侯や同藩に関する史料。

　Ｅ　坪井信良より佐渡養順（10代）宛書翰（明治12年₉代養順没後）

　家兄の三良は明治12年（1879）に没するが、信良はその後も佐渡家へ書翰を送って遺族と交流を続

　けているので、その書翰を収める。

７．書翰

　書翰は坪井信良からのもののほか、兄弟の九鬼秀達、建部賢隆、阿波加脩造、京都の家塾小石家、そ

の他からのものもあるので家系別に収める。

８．学業

　佐渡家に育った人たちの幼時の習字や図画、作文などが残されている。また、長じて勉学のための旅

行や学費に関する資料。

　佐渡三良が天保12年に京都の小石塾から帰郷し、また、天保14 年に江戸昌平黌から帰郷した際に友

人から贈られた送別の漢詩等はここへ収めた。

９．家計・家事

　一家をとりしきるための資料で、これも件数の多い部類である。Ａの間取図では幕末以来、数回の建

て換えの分をそろえた。

　大福帳や家計簿、その証憑書類も多い。証憑書類は用事別や年別にまとめた。薬業関係の経理は分類

4 の薬業へ回したが、家計とどんぶり勘定のものはここへ収めた。子女の婚礼や聟入りのための仕立関

係も多い。子女が多いのと裕福なので一家の主婦がはりきって取り仕切っている。

　税務関係や寄付関係も多いが廃棄せずに収めた。終戦直後の財産税や法人税関係がまとまっている。

この税のものはほかにはなかろうし、今となっては歴史資料である。

10．高岡町

　高岡町に関する歴史資料があるのでここに収めた。

　明治₂年（1869）から12年にわたる「公事記録一、二、三」（No.29・33・36）もある。引札類もこ

こに収めた。

　砺波郡や金沢関係のものも若干あるが、ここへ収めた。
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11．漢詩・文芸

　江戸時代の学問は儒学であったから漢文や漢詩を読み書きすることは塾での勉学であり、文化人の素

養であった。坪井信良も佐渡三良も盛んに詩作をしている。高岡町でも医者や大店の旦那層を中心とし

た文化人サークルがあり、三良はその中心的存在の一人だったようである。そのため、やりとりした漢

詩の資料が非常に多い。

　分類の方法としてＡでは三良をはじめ佐渡家関係者のもの。Ｂではその他のものを人名、雅号をもと

に50音順に配列した。人名の資料としては津島北渓著（篠島満、現代語訳）『高岡詩話』が参考になっ

た。

12．写真

　　明治初年のガラス乾板時代からの写真が多い。

　　家系別に分け、年代順に配列した。幸い、人名や関係、年齢等が記してあるので参考になる。

13．版木

　家伝薬の効能や使用法をはじめ、薬業関係のものが多い。用途別に配列した。版木は拓本をとって

ファイルにまとめた。

14．摺物

　幕末の世情や地震・火事などの情報に関する摺物が多い。内容的に分類6のＣ情報・風説書と重なる

が、摺物の形をとったものをここにまとめた。

15．絵葉書

　集まったのか、コレクトしたのか、非常に多い。分類は地域別とし、Ａ 高岡関係、Ｂ 富山県内、Ｃ 皇

室関係、Ｄ 全国名所、その他とした。全国名所のリーフレットもここに収めた。

 （佐伯安一）

■凡例

１．佐渡家資料のうち、古文書・歴史資料の目録である。

２．種類別に15大分類とし、さらに中分類した。総件数2,450件（番号合計）、点数にして6,672点（数量欄

の合計）である。分類内訳は下記分類表のとおりである。

３．目録の掲載順は、番号（大分類ごとに一連番号とした）、表題、年代、差出、宛所、形態、数量、枚

数（冊子は丁数、印刷物は頁数）、法量とした。○を付した記載は備考である。

４．用字は目録、文書選とも原則として常用漢字を使用した。変体仮名は仮名に改めた。

５．本文書の研究書に宮地正人編『幕末維新風雲通信−蘭医坪井信良家兄宛書翰集−』（1978年12月東

京大学出版会発行）がある。その略称を『風雲通信』とし、その書翰番号を参考にして記す場合は

「『風雲通信』No.　（p.　）」とした。なお、分類₅．幕末維新風雲通信の一連番号は同書の書翰

番号と一致する。

６．改元の年の日付は、改元日以前は改元前の年号とした。

７．目録内容のうち、文書に記載のないものは（　　）書きとした。なお、人名は同一人でも幾つもの名
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や号があって混乱するので系譜資料や戸籍により特定し、それを（　　）書きとした。また、「佐渡

養順」は何代も襲名されているので（　　）で代数を記した。

８．目録内容のうち、年代、差出、宛名などを推定したものは〔　　〕書きとした。

９．形態は、竪紙・続紙・切紙・折紙・巻紙・罫紙・袋綴・長帳・横半帳・手帳・罫紙綴などに分類し

た。竪紙より大きい形態は「大判」とした。折紙より小さい形態は「帳折」とした。なお、多様な形

態を有する近代文書については資料に即した形態表現を採用した。

10．目録の一部に差別的とみられる表記があるが、これは当時の社会情勢を正しく認識するための措置で

ある。差別を容認するものではなく、国語辞典にも記載されている用語なので、そのまま表記した。

11．解説、文書選、関係諸家の家系図、主要人物解説を付した。

○分類表

大分類 中分類 件数 点数
₁．利長文書 5 5

計 5 5
₂．系譜・歴代 Ａ　系譜 12 16

Ｂ　歴代・履歴 21 38
Ｃ　慶弔 30 39
Ｄ　戸籍 11 16

計 74 109
３．縁戚 Ａ　坪井系 8 9

Ｂ　長崎系 4 4
Ｃ　九鬼系 3 6
Ｄ　建部系 7 11
Ｅ　阿波加系 8 10
Ｆ　その他 16 19

計 46 59
₄．医業・薬業 Ａ　医業 141 362

Ｂ　行政関係 124 248
Ｃ　調合書 29 31
Ｄ　生薬仕入 53 209
Ｅ　製造 36 63
Ｆ　請売 37 73
Ｇ　広告・薬袋 68 263
Ｈ　薬注文・病状書 19 194

計 507 1443
₅．幕末維新風雲通信 188 212
　（宮地正人氏調査分） 計 188 212
₆．幕末維新風雲通信関連 Ａ　坪井信良より佐渡養順（₉代）宛書翰 25 55

Ｂ　坪井信良関係書翰・資料 49 51
Ｃ　情報・風説書 34 40
Ｄ　越前侯関係資料 12 15
Ｅ　坪井信良より佐渡養順(10代)宛書翰(明治12年₉代養順没後) 30 36

計 150 197
₇．書翰 Ａ　家族より自宅宛（養順、より、敬吉、礼吉） 15 17

Ｂ　九鬼秀達関係 16 16
Ｃ　建部賢隆関係 19 20
Ｄ　阿波加脩造関係 24 35
Ｅ　小石中蔵関係 5 11
Ｆ　坪井正五郎・誠太郎関係 14 23
Ｇ　その他親戚関係 24 27
Ｈ　その他 75 130

計 192 279
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₈．学業 Ａ　人別資料 79 351
Ｂ　勉学旅行・学費 13 18

計 92 369
₉．家計・家事 Ａ　土地・建物・間取図 57 192

Ｂ　什器・骨董 7 7
Ｃ　大福帳・出納帳・家計簿 36 38
Ｄ　金銭出入・証憑 158 765
Ｅ　子女仕立 35 82
Ｆ　上納・寄付・負担金 16 26
Ｇ　税務 87 356

計 396 1466
10．高岡町 90 106

計 90 106
11．漢詩・文芸 Ａ　佐渡家関係漢詩等 92 96

Ｂ　一般人別漢詩等 95 223
Ｃ　その他文芸 62 120

計 249 439
12．写真 Ａ　佐渡家 36 43

Ｂ　坪井家 5 5
Ｃ　阿波加家 12 12
Ｄ　藻谷家 6 6
Ｅ　永守家 7 7
Ｆ　その他 4 4

計 70 77
13．版木 Ａ　効能・用法・注意書 30 30

Ｂ　御薬印 23 23
Ｃ　定価印 7 7
Ｄ　氏名・住所印 14 14
Ｅ　家紋印 4 4
Ｆ　図・文様印 8 8
Ｇ　その他 14 93

計 100 179
14．摺物 Ａ　幕末世情 8 8

Ｂ　地震・火事 23 23
Ｃ　番付 16 16
Ｄ　浄瑠璃・歌舞伎芝居 10 10
Ｅ　暦 4 4
Ｆ　名所 11 11
Ｇ　その他 7 7

計 79 79
15．絵葉書 Ａ　高岡関係 21 75

Ｂ　富山県内 30 143
Ｃ　皇室関係 19 123
Ｄ　全国名所 95 831
Ｅ　リーフレット（全国名所） 20 20
Ｆ　その他 27 461

計 212 1653
合計 2450 6672
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■目録

１．利長文書

番号 表題 年代 差出 宛所 形態 数量
丁数
枚数

法量
（縦×横.cm）

1
前田利長書状（建部佐渡より
献上物への礼状）

年不詳5月9日 前田利長
脇田九兵衛・大橋佐
内

竪紙 1
〈本紙〉33.2×

49.1

2
前田利長書状（医師建部方よ
り献上物への礼状）

年不詳5月14日 前田利長
脇田九兵衛・大橋佐
内

竪紙 1
〈本紙〉33.5×

49.1

3
前田利長書状（井波の医師佐
渡方より献上物への礼状）

年不詳6月5日 前田利長 山田与兵へ 竪紙 1
〈本紙〉33.3×

49.1

4
前田利常書状（帰城につき到
来物への礼状）

年不詳5月26日 前田利常 宛所不記 竪紙 1
〈本紙〉33.4×

49.1

5
生駒直勝・尊斎宗伯連署状
（御病人へ薬進上方依頼状）

年不詳7月6日
生駒内膳正直勝・尊
斎宗伯

竹邊佐渡守 竪紙 1
〈本紙〉32.0×

50.1

　○鱸（すずき）10枚を献上。

　　年は永禄5年（1562）～慶長19年（1614）。

　○脇田九兵衛は、利長の側近。利長の高岡入城に従う。生没年は天正13年（1585）～万治3年（1660）。

　○大橋佐内は、利長の側近。利長の入城に従う。

　○軸装

　○軸装

　○杏子（あんず）百を献上。

　○軸装

　○杏子一折を献上。

　○前田利長は、加賀藩2代藩主。関ヶ原の戦い以後（1600）、加賀・能登・越中3国を領有。慶長14年（1609）、高岡城を築く。生没

　　年は、永禄7年（1564）～慶長19年（1614）。

　○山田与兵衛は、利長の側近。利長の入城に従う。

　○前田利常は、加賀藩3代藩主。前田利家の4男。生没年は文禄2年（1593）～万治元年（1658）。

　○尊斎宗伯は詳細不明。

　○軸装

　○薯蕷一折を献上。

　○軸装

　　没年は寛永19年（1642）。

　○生駒直勝は、安土桃山時代の武将。慶長8年（1603）前田利長に招かれ、5000石で前田家に仕える。利長の高岡入城に従う。生没

　○竹邊（建部）佐渡守は、安土桃山～江戸前期の武将・医者。高岡町医者・佐渡養順家の祖。諱は不明。釈名は道斎。生年は不詳。
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２．系譜・歴代

Ａ　系譜

番号 表題 年代 差出 宛所 形態 数量
丁数
枚数

法量
（縦×横.cm）

1 建部佐渡守略伝并後胤系譜
享保6年（1721）丁丑
4月

釈温故（4代養順） 袋綴 1 11丁 27.0×21.0

2 養順再び佐渡に改名の届控
延享3年（1746）寅4
月16日

佐渡養順（5代） 町会所役人 巻紙 1 15.6×20.0

3 佐渡第七世養壽信士肖像 浅野豊英写 軸装 1
〈本紙〉95.2

×30.8

4 先祖二百回忌等諸事控
天保15年（1844）8月
13日

釈心畫（8代養順） 袋綴 1 10丁 24.5×18.0

5 漢詩（祭「元祖衜斎信士」） 天保15年（1844） 教（建部賢隆） 巻紙 1 21.0×66.5

6
佐渡氏元祖道斉先生二百五十
年祭ノ奉告文

明治24年（1891）9月
3日

佐渡養順（10代） 折本 1 28丁 28.5×9.0

7 先祖三百年祭執行記録
昭和16年（1941）4月
6日

佐渡養順（11代） 袋綴 2 17丁 29.8×20.8

8
和歌（御祖先の三百年祭を寿
きて）

昭和16年（1941）4月
6日

彌（国澤彌吉） 佐渡家 短冊 3 36.1×6.0

9
漢詩（祝佐渡家高祖三百年
祭）

昭和16年（1941）辛
巳春4月

対天道人 佐渡家 大判 1 31.0×44.5

10
和歌（祝佐渡家高祖三百年
祭）

昭和16年（1941）4月
6日

知房 佐渡家 色紙 2 21.1×18.1

11 家系年暦
昭和21年（1946）丙
戌

袋綴 1 23丁 29.8×20.0

　○「享保六年丁丑四月　釈温故誌之」とあり。享保6年は「辛丑」であり、「丁丑」は誤記。釈温故は4代養順。

　○「右建部氏由起、応七代目養順需書於之、聖安寺重擔」とあり。聖安寺は佐渡家の檀那寺。

　○「町会所留」写

　○先祖道斉信士200回忌、養父養寿信士33年、養母麗寿信尼7年

　○「二百五十年祭ノ奉告文」選文は坪井信良、謹書は阿波加脩造。

（2）和歌（慶祝）　知房

（3）和歌（慶祝）　彌（国澤彌吉）

　○七言絶句

（2）和歌（祝賀）　彌（国澤彌吉）

　○「追記　八世・九世養順略伝」は阿波加脩造識。

　○佐渡家先祖300年祭の記録。

　○文中に「元祖…二百歳星霜」とあるので寛永19年（1642）に没した建部道斎の200回忌を行なった天保15年に当たる。

　○「先祖三百年執行記録」（番号2-7）から年代を特定。

（2）三百年祭式典次第

　○養壽は７代養順（竹次郎）の法名。６代養順（宗順）の２男。

　○裏面に「従六位勲六等国澤彌吉」とある。

　○木箱蓋裏貼紙墨書「佐渡七世養壽信士肖像　浅野豊英写」

　○虫損甚大

　○国澤彌吉は、高岡図書館長で高岡文化会の代表者。

　○系譜は7代まで同筆。以後、歴代が加筆。11代まで。

　○佐渡家先祖300年祭を祝して贈られたもの。

　○佐渡家先祖300年祭を祝して贈られたもの。

　○「先祖三百年執行記録」（番号2-7）から年代を特定。

　○佐渡家先祖300年祭を祝して贈られたもの。
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12
富山新聞記事「養順湯で知ら
れる高岡の佐渡家」

昭和47年（1972）3月
18日

新聞 1 54.0×81.5

Ｂ　歴代・履歴

番号 表題 年代 差出 宛所 形態 数量
丁数
枚数

法量
（縦×横.cm）

13 号「龍斎」（曰「蒼龍」）
文政元年（1818）戊
寅9月

林文 佐渡龍斎（8代） 竪紙 1 28.8×36.0

14 応索書（8代養順子弟）
嘉永元年（1848）8月
1日

長崎半健 大判 1 40.0×52.5

15 阿波加家家系につき書簡 3月22日 穎（阿波加脩造）
葆斎大兄（佐渡養
順）

巻紙（朱
和紙）

1 16.0×78.5

16 学館講師申渡書
明治元年（1868）戊
辰12月20日

佐渡養順（9代） 1 20.0×26.6

17 蘭学教授申渡書
〔明治2年（1869）〕
巳3月11日

佐渡養順（9代） 巻紙 1 15.6×19.2

18 九代佐渡養順履歴書 明治5年（1872）
佐渡養順在邦（9
代）

罫紙 1 24.0×35.6

19 九代佐渡養順履歴書 明治6年（1873）7月 佐渡養順（9代） 罫紙 1 24.5×35.7

20 九代佐渡養順履歴書 明治6年（1873） 佐渡養順（9代） 罫紙 1 24.0×35.5

21 九代佐渡養順履歴明細書一括 明治6年（1873）～ 佐渡養順（9代） 8

22 九代養順の妻よりの心覚え
明治13年（1880）辰
10月

9代養順妻より 3

（3）履歴明細書　明治8年（1875）9月　佐渡養順（9代）→　　罫紙　縦24.0cm×横35.7cm

（2）履歴明細書　明治6年（1873）7月　佐渡養順（9代）→　　罫紙綴　1冊2枚　縦24.2cm×横18.0cm

　○学館とは高岡学館のこと。明治元年12月、開設。

　○端裏に「学館主附」とあり。

　○履歴明細書は、改名之義につき願（番号2-64）にまとめられていた。

　○8代養順（千代九郎）の子女の略歴。長崎家にとって外孫となる（8代の妻とらは、長崎玄庭の娘）。

　○「応索書長崎半健時年五十」とあり。

　○長崎半健は、とらの兄。名は健、字は中正、愿禎と称した。号は浩斎。蘭方医。

　○葆斎は9代養順（三良）のこと。8代養順（千代九郎）の長男。阿波加脩造の兄。

（1）心覚え　明治13年（1880）辰10月　9代養順妻より

（2）心覚え　明治13年（1880）辰10月　9代養順妻より

（1）履歴明細書　明治6年（1873）7月　佐渡養順（9代）→　　罫紙綴　1冊2枚　縦24.5cm×横18.2cm

　○龍斎は8代養順（千代九郎）の号。阿波加玄理の息。佐渡家に養子に入る。

（6）履歴明細書　〔明治8年（1875）〕　佐渡養順（9代）→　　罫紙　縦24.4cm×横35.2cm

　○9代養順の年齢から年代を推定。

（7）履歴明細書　明治9年（1876）4月　佐渡養順（9代）→（新川県）県令山田秀典　罫紙綴　1冊2枚　縦24.4cm×横18.2cm

（8）履歴明細書　佐渡養順（9代）→　　竪紙　縦28.1cm×横39.8cm

　○元祖建部佐渡守から11代佐渡養順までと、その妻の法名・忌日・年令・出自・年忌の年などを記す。

　○案文

　○10代養順から筆が変わるので、この10代が9代養順室が亡くなった明治28年（1895）に起筆したのであろう。

　○文化を文政に訂正している（戌寅は文化になく、文政（元年）にあり）。

　○「松曰蒼龍、碧龍」とあり。蒼龍館（蒼龍文庫）の館名の源。

　○穎は阿波加脩造のこと。8代養順（千代九郎）の5男。阿波加玄李の養子となる。

　○案文

（4）履歴明細書　明治8年（1875）　佐渡養順（9代）→権令　罫紙綴　1冊2枚　縦24.1cm×横18.0cm

　○案文

（5）履歴明細書　明治8年（1875）　佐渡養順（9代）→（新川県）権令山田秀典　袋綴　1冊2丁　縦28.2cm×横20.1cm

　○『越中百家』上巻（昭和48年・富山新聞社）p67～72に収録。
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23
幕末から明治までの加賀洋学
展　解説目録

昭和41年（1966）11
月

金沢市立図書館 印刷物 1 44頁
21.3×15.3
〈A5〉

24 蒼龍館文庫目録
昭和43年（1968）3月
10日

金沢市立図書館 印刷物 1 106頁
25.8×18.3
〈B5〉

25
石川県立郷土資料館資料借用
関係書類一括

昭和43（1968）～同
47年（1972）

石川県立郷土資料館 佐渡養順 8

26 命名目録（順、字子睦） 北海志殻 佐渡 折紙 1 19.6×52.0

27 なつ乳母給金覚
明治4年（1871）辛未
7月

帳折 2 12.0×34.8

28 寄留證（控）
明治7年（1874）3月
17日

副戸長・戸長
堀田与三兵衛三男
栄吉

罫紙 1 24.2×35.8

29 寄留證（控）
明治7年（1874）3月
23日

戸長　小幡東四郎・
副戸長　高木甚次郎

幸四郎亡次女そよ 罫紙 1 24.2×35.8

30 いつ乳母給金等覚 〔明治7年（1874）〕 帳折 1 24.0×35.9

　○清書。金種附記

（3）後年子孫覚書　昭和43年（1968）10月記

　○希望する借用延期の期間は昭和47年4月1日から同48年（1973）3月31日。

　○印刷物

　○会期は昭和41年11月3～9日まで。

　○印刷物

　○石川県立郷土資料館資料科長吉岡康暢、金沢市立図書館館長補佐高藤人

　○優待券あり。

（6）資料の借用期間の延長について　昭和45年（1970）3月20日　石川県立郷土資料館長森義雄→佐渡養順

　○第21大区副区長荒木六郎の奥書あり。

　○いつは、9代養順（三良）の2女。明治4年（1871）6月19日生。四方町、永守兵太郎に嫁ぐ。

　○端裏書「夏女乳母給銀等扣」

　○栄吉が佐渡養順の家に雇人として寄留することを証明。

　○そよが佐渡養順の家に雇人として寄留することを証明。

　○「戊辰閏四月四日来／夏女乳母トナル」。戊辰は明治元年（1868）。

　○乳母は砺波郡太郎丸村宗市娘。

　○なつは、9代養順（三良）の長女。明治元年4月4日生。10代養順（敬吉）の妻。

（2）なつ乳母給銀等受取

　○昭和43年11月6日付、同月20日付で借用した資料。

　○希望する借用延期の期間は昭和45年4月1日から同46年（1971）3月31日。

（7）資料の借用期間の延長について　昭和47年（1972）7月21日　石川県立郷土資料館長→佐渡養順

　○昭和43年11月6日付、同月20日付で借用した資料。

　○希望する借用延期の期間は昭和44年11月1日から同45年（1970）3月31日。

　○「原始から現代まで…資料が語る郷土の歩み」

　○金沢藩医学館規則（木版刷）他１件

（5）昭和45年度優待券送付について　石川県立郷土資料館長→佐渡養順

　○石川県立郷土資料館案内あり。

（4）資料の借用期間の延長について　昭和44年（1969）10月11日　石川県立郷土資料館長森義雄→佐渡養順

（3）石川県立郷土資料館開館ポスター　昭和43年（1968）11月23日　石川県立郷土資料館

　○黒川良安書状他5件

　○借用期間は昭和43年11月6日から同44年（1969）10月31日。

（2）借用証　昭和43年（1968）11月20日　石川県立郷土資料館館長森義雄→佐渡養順

　○借用期間は昭和43年11月20日から同44年（1969）10月31日。

（1）借用証　昭和43年（1968）11月6日　石川県立郷土資料館館長森義雄→佐渡養順

（8）名刺

　○昭和43年11月6日付、同月20日付で借用した資料。
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31 礼吉乳母給金他覚
明治10年（1877）3月
15日

帳折 1 12.0×35.7

　　郎2女。

32 乳母給金他受領証
明治12年（1879）11
月15日

砺波郡神嶋村広瀬与
右衛門娘ぬい

佐渡（10代） 罫紙 1 24.0×35.8

33
土井ます報酬の義につき約定
証

明治27年（1894）9月
2日

土井豊次郎 佐渡養順（10代） 罫紙 1 24.0×34.1

Ｃ　慶弔

番号 表題 年代 差出 宛所 形態 数量
丁数
枚数

法量
（縦×横.cm）

34 八代主人諸事覚（8代養順）
安政3年（1856）丙辰
8月13日

袋綴 1 51丁 24.5×18.0

35 正為信尼諸事覚（8代養順妻）
明治3年（1870）8月3
日

袋綴 1 40丁 24.5×18.0

36 遺品分け帳（8代養順妻）
明治3年（1870）8月
14日

9代養順 長帳 1 4丁 14.0×37.0

37 祝儀見舞人交名
明治9年（1876）3月
12日

帳折 1 24.2×35.2

38
佐渡葆斉（9代養順）病中経過
畧記

明治12年（1879）3月
2日起

罫紙綴 1 6枚 16.7×11.8

39 敬吉帰宅見舞帳
明治12年（1879）9月
28日

長帳 1 2丁 12.2×35.6

40 香典帳（9代養順）
明治12年（1879）10
月3日

佐渡 長帳 4 30丁 12.0×36.0

41 献立覚書
明治12年（1879）10
月8日

帳折 1 24.3×35.1

42 忌中買物拂方帳（9代養順）
明治12年（1879）10
月12日

佐渡 横半帳 1 12丁 7.2×26.2

43
佐渡養順（10代）東京より帰
宅につき祝宴・配物覚書

明治15年（1882）7月
22日

罫紙綴 1 18枚 16.6×11.2

（4）忌中諸事控

　○9代養順（三良）妻より、記帳。

　○9代養順の初七日の献立。

　○帰宅は9代養順危篤のため東京より。

　○葬式（8月15日）の香典・追善の次第を書いたもの。

　○「八月十四日送物之覚」（明治3年8月3日没）

　○8代養順妻とらは、明治3年8月3日没。享年68

　○葬式（8月5日）の次第を書いたもの。

　○9代養順は、明治12年10月3日没。

　○明治12年3月2日から9月28日までの症状記録。

　○敬吉は10代養順。阿波加脩造の長男。9代養順（三良）の養子。

　○3月12日から28日まで。

　○保証人は、金谷太吉（射水郡高岡白銀後町）。

　○礼吉は、9代養順（三良）の3男。明治7年（1874）7月生。乳母のよは同年11月から同9年（1876）12月まで雇入。仏生寺村細越市三

　○土井ますは石動、土井卯兵衛（三良姉ことの嫁ぎ先）の娘。留守番として明治20年（1887）雇入。

　○9代養順（三良）は、明治12年10月3日没。

　○8代養順は、安政3年8月13日没。享年62。法名は心畫信士。

　○乳母は砺波郡小野村幸四郎2女そよ。

（2）内處弔帳

（3）御弔帳

払

斎
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44 見舞物覚帳 明治15年（1882）
佐渡敬吉（10代養
順）

長帳 1 8丁 12.0×35.3

45
母（10代養順の養母）病気見
舞記

明治28年（1895）2月
8日

横半帳 1 4丁 12.0×18.0

46 忌中諸事控（9代養順妻）
明治28年（1895）8月
20日

佐渡 長帳 4 43丁 12.0×35.5

47 香典帳（9代養順娘たみ）
明治31年（1898）5月
16日

佐渡 長帳 1 9丁 12.0×36.0

48 内処弔帳（9代養順娘たみ）
明治31年（1898）5月
16日

佐渡 長帳 1 2丁 12.0×35.5

49
忌中諸事控帳（9代養順娘た
み）

明治31年（1898）5月
16日

佐渡 長帳 1 15丁 12.0×35.5

50
忌中諸事払方控帳（9代養順娘
たみ）

明治31年（1898）5月
16日

佐渡 長帳 1 4丁 12.0×35.5

51 釋圓融忌中留帳（10代養順）
大正10年（1921）6月
12日

佐渡養順（11代） 罫紙綴 1 48枚 24.0×18.0

52
十代七回忌九代妻より三十三
回忌

昭和2年（1927）6月9
日

佐渡養順（11代） 長帳 1 5丁 12.0×36.3

53 九代養順五十回忌
昭和3年（1928）10月
3日

佐渡養順（11代） 長帳 2 5丁 12.0×35.5

54 十代養順十三回忌
昭和8年（1933）4月9
日

佐渡養順（11代） 長帳 2 5丁 12.0×36.2

55
釋康忍忌中留帳（10代養順6
男）

昭和9年（1934）7月
23日

佐渡養順（11代） 罫紙綴 1 49枚 24.5×18.5

56 十代養順十七回忌
昭和12年（1937）5月
9日

佐渡養順（11代） 長帳 2 4丁 12.2×35.0

57
釋尼妙喜忌中留帳（10代養順
妻）

昭和19年（1944）11
月28日

佐渡養順（11代） 袋綴 1 23丁 26.5×19.0

58 祖父母、父年忌おぼえ
昭和27年（1952）9月
6日

佐渡養順（12代） 長帳 1 4丁 12.1×36.3

59 祖父母、父、叔父年忌おぼえ
昭和46年（1971）10
月3日

佐渡養順（12代） 長帳 1 4丁 12.3×36.3

60 客人覚 帳折 1 12.0×35.3

61 祝儀覚 帳折 1 16.7×46.0

62 交名帳 帳折 1 17.0×40.8

　○釋尼妙喜は10代養順妻なつの法名。昭和19年11月28日没。

　○12代養順は順一のこと。11代養順（順吉）の長男。

　○たみは、9代養順（三良）の3女。八尾町、橋爪徳右衛門に嫁ぐ。明治9年（1876）7月27日生。享年、数え23歳。

　○釋圓融は10代養順（敬吉）の法名。大正10年6月9日没。

　○11代養順は順吉のこと。10代養順の長男。

（2）献立

（2）献立

（2）献立

　○「敬吉卒業帰宅」

　○明治15年6月東京大学中退。

　○10代養順（敬吉）の養母は、9代養順（三良）の妻より。横田屋吉左衛門の娘。明治28年8月20日没。

（2）香典帳

（4）御弔帳

　○9代養順（三良）の妻よりは明治28年8月20日没。

（3）内處弔帳

　○10代養順（敬吉）の6男、康之介の忌中一式留帳。



−13−

63 順一入営餞別等諸事控 佐渡よし 手帳 1 41頁 15.5×8.8

Ｄ　戸籍

番号 表題 年代 差出 宛所 形態 数量
丁数
枚数

法量
（縦×横.cm）

64 改名之義につき願
明治12年（1879）12
月1日

佐渡敬吉（10代養
順）

石川県射水郡長　三
橋久実

罫紙 2 24.5×18.0

65 十代養順（敬吉）身上書 明治15年（1882）6月 佐渡養順（10代） 罫紙 1 24.0×18.0

66
戸籍年令御引直し願（十代養
順）

明治15年（1882）11
月

佐渡養順（10代）
射水郡書記　宮村祐
春

罫紙綴 1 2枚 24.0×18.0

67 戸籍簿写
明治15年（1882）12
月

罫紙 1 23.8×35.5

68 戸籍謄本
明治35年（1902）7月
26日

高岡市戸籍吏　堀二
作

罫紙綴 1 2枚 27.5×19.5

69 戸籍謄本
明治42年（1909）1月
22日

高岡市戸籍吏　松島
喜五郎

罫紙綴 1 3枚 28.0×20.0

70 国勢調査申告書控
大正9年（1920）10月
1日

佐渡養順（10代） 内閣臨時国勢調査局 用紙 1 44.0×30.0

71 改名願
大正10年（1921）6月
10日

佐渡順吉（11代養
順）

高岡市長　鳥山敬二
郎

罫紙 4 24.1×36.3

72 戸籍抄本
昭和7年（1932）5月
30日

高岡市長　早苗西蔵 罫紙綴 1 2枚 27.0×19.5

73 改名願関係書類一式 昭和21年（1946）9月 2

74 身元証明書
昭和21年（1946）9月
17日

高岡市長　堀健治 佐渡養順（12代） 1 24.7×17.2

（2）戸籍抄本　昭和21年（1946）9月12日　富山県高岡市長堀健治

　○同文2通

（4）氏名変更届　大正10年（1921）6月17日　佐渡養順（11代）→高岡市長鳥山敬二郎　罫紙綴　1冊2枚

（2）家督相続届　大正10年（1921）6月14日　佐渡順吉（11代養順）→高岡市長鳥山敬二郎

　○戸長江守助六の連署あり。

　○射水郡長三橋久実より12月4日付で許可が下りている。

（2）跡式譲渡御届　明治12年（1879）12月2日　旧□代理津島小右衛門、長男佐渡敬吉、親戚長崎元貞→戸長江守助六

　○明治15年6月が最終記事。

　○津島小右衛門、津島小八郎、阿波加脩造、戸長江守助六の連署あり。

　○射水郡書記（郡長代理）小松信成より12月5日付で許可が下りている。

　○戸主は佐渡養順（10代）。

　○文久2年（1862）11月11日を安政3年（1856）の同日に訂正方。

　○11代養順（順吉）は、昭和21年9月6日没。長男順一が襲名のため改名。

　○控。改名許可書の写を添付。

　○父養順（10代）が大正10年6月9日没。襲名のため順吉を養順に改名。

（1）改名許可書　昭和21年（1946）9月16日　高岡市長堀健治→佐渡順一（12代養順）

　○11代養順（順吉）と長男順一の抄本。

　○戸主は佐渡養順（10代）。

　○戸主は佐渡養順（10代）。

　○大正9年は第1回国勢調査。

　○佐渡順吉は11代養順。10代養順（敬吉）の長男。

　○控

（3）改名許可書　大正10年（1921）6月15日　高岡市長鳥山敬二郎→佐渡順吉（11代養順）

　○順一は12代養順。佐渡よしは順一の母。

　○父養順(9代)が明治12年10月3日没。藝名のため敬吉を養順に改名。
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３．縁戚

Ａ　坪井系

番号 表題 年代 差出 宛所 形態 数量
丁数
枚数

法量
（縦×横.cm）

1 坪井家系・年譜
天保15年（1844）甲
辰正月

袋綴 1 28丁 24.5×18.0

2 奥医師坪井信良「親類書」
元治2年（1865）乙丑
正月

坪井信良 袋綴 1 4丁 24.3×18.0

3 男子誕生の報告の書簡
明治26年（1893）9月
9日

坪井正五郎 佐渡養順（10代） 巻紙 1 17.8×30.0

4 坪井信良の会葬への礼状
明治37年（1904）12
月22日

坪井正五郎 佐渡養順（10代） 巻紙 1 18.0×76.0

5
坪井信良の墓銘石摺り郵送の
書状

明治38年（1905）11
月10日

坪井正五郎 佐渡養順（10代） 巻紙 2 18.0×44.5

6
坪井信良七回忌の菓子を送っ
た案内

明治43年（1910）11
月9日

坪井正五郎 佐渡養順（10代） 巻紙 1 19.0×42.5

7
新聞切抜（故坪井正五郎博士
略歴）

〔大正2年（1913）〕 新聞切抜 1 6.7×18.7

8
「志」の品郵送への御礼の葉
書

〔大正10年
（1921）〕7月30日

坪井〔誠太郎〕 佐渡養順〔11代〕 葉書 1 14.2×9.0

Ｂ　長崎系

番号 表題 年代 差出 宛所 形態 数量
丁数
枚数

法量
（縦×横.cm）

9 長崎氏祖母古衣覚
〔天保元年
（1830）〕庚寅10月9
日

長帳 1 12丁 12.0×35.3

10 百廻忌献立（長崎家分）
天保3年（1832）壬辰
5月8日

巻紙 1 20.7×116.7

11 長崎氏系 安政2年（1855） 袋綴 1 3丁 24.0×18.0

12 叔母君（とら）還暦祝添書
文久3年（1863）4月
11日

長崎敬勝（長崎言
定）

佐渡とら 巻紙 1 16.0×10.5

　○長崎敬勝は長崎言定。とらの兄、長崎愿禎の長男。

　○坪井信良は、8代養順（千代九郎）の2男。この年9月、坪井信道の養子となる。

　○元治2年は、幕府奥医師時代。

　○「實方」（佐渡・長崎）「養方」（坪井）

　○長男誠太郎が誕生したことを報告。

　○坪井正五郎は、坪井信良の2男。人類学者。文久3年（1863）1月5日生～大正2年（1913）5月26日没。

　○坪井誠太郎は、坪井正五郎の長男。地質・鉱物学者。

　○略歴あり。

　○長崎家は、8代養順（千代九郎）の妻とらの実家。

（2）坪井信良墓碑拓本

　○名刺あり（信良2枚、正五郎3枚、誠太郎1枚）。

　○佐渡とらは、長崎玄庭の娘。8代養順（千代九郎）の妻。敬勝の叔母。

　○坪井信良は、明治37年（1904）11月9日没。

　○佐渡家から坪井信良の一周忌に菓子をもらったことへの礼。

　○信良の墓銘（石摺り）とお茶を一周忌志として同封したと記されている。

　○10代養順（敬吉）は大正10年6月9日没。その葬儀に関連。

　○「装束類留帳」（天保3年、番号9-260）と同筆。よって庚寅は天保元年とする。
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Ｃ　九鬼系

番号 表題 年代 差出 宛所 形態 数量
丁数
枚数

法量
（縦×横.cm）

13 人別送状（写） 安政2年（1855）5月
高岡利屋町町頭室屋
武兵衛、小竹屋宗兵
衛

今石動上新田町組合
頭山田屋昌平

竪紙 1 24.0×35.4

14 人別請取状（写） 安政2年（1855）5月
今石動上新田町組合
頭山田屋昌平

高岡利屋町町頭室屋
武兵衛、小竹屋宗兵
衛

竪紙 1 24.2×36.0

15 住所移転届と入籍證の写 明治9年（1876）6月 土井豊次郎 罫紙 4 24.0×18.0

Ｄ　建部系

番号 表題 年代 差出 宛所 形態 数量
丁数
枚数

法量
（縦×横.cm）

16 婚儀成立につき感謝状
〔嘉永元年
（1848）〕10月28日

宇津木栄安（逢夫） 佐渡養順 折紙 3 15.9×44.0

17
建部賢隆医業開業につき願状
（案文）

〔明治2年（1869）〕
巳12月6日

佐渡養順（9代） 町肝煎文九郎 巻紙 2 15.8×32.6

18 建部賢隆履歴書 明治5年（1872） 建部堅隆 罫紙 1 23.8×36.4

19 建部賢隆履歴明細書 明治5年（1872） 建部堅隆 罫紙 1 24.0×35.6

20 寄留証下付願（案）
〔明治5年（1872）〕
壬申

佐渡 巻紙 2 15.7×28.5

21 送籍一札之事（写）
明治6年（1873）1月8
日

副区長杉村義成、戸
長服部嘉十郎

新川県管轄第15大区
小2区戸長副戸長

罫紙 1 23.8×35.5

22 山王町第三番組交名 11月23日 　 竪紙 1 24.2×36.0

　○佐渡（建部）賢隆、富山市山王町11番屋敷若林一致宅へ同居寄留。

(2)前顕寄留のことにつき願書

　○建部賢隆が富山市山王町若林一致方へ同居の際の送籍状。

　○三番組の構成員に建部賢隆が入っている。

　○断簡（追筆）あり。

　○番号3-21を参考。

　○今石動町から東京湯嶋新蔵町に移住するため。

(4)入籍証　明治9年（1876）7月10日　東京府下第4大区5小区戸長→石川県下第22大区2小区正副戸長

　○土井豊次郎の送籍に対する入籍証。

　○9代養順（三良）の弟賢隆が一番町で家を構え医業する許可を求めている。

　○草案作成者の送状添付。

　○応索書（番号2-14）に（賢隆）「十九歳ノ九月ニ宇津木翁孫女ノ婿トナル」とあるので嘉永元年と特定。

（3）宇津木家系　嘉永元年（1848）　袋綴　1冊4丁

（2）宇津木栄安養家親類書　嘉永元年（1848）9月　宇津木栄安

　○九鬼秀達の署名あり。

　　頭に送られた。

　○土井豊次郎の姉ます（まさ）を九鬼秀達方へ附籍。

(3)送籍消願　明治9年（1876）6月　土井豊次郎→正副戸長

(2)附籍の義御届　明治9年（1876）6月　土井豊次郎→正副戸長

　○土井豊次郎は土井こと（8代養順の長女）の息、豊吉か。

　○8代養順（千代九郎）の3男秀達は今石動、九鬼秀輔の養子となる。この人別は秀達のもので、利屋町の町頭から今石動上新町の組合

　○秀達の人別送状に対する請取状。

(1)寄留帰宅届　明治9年（1876）6月　土井豊次郎→第22区会所

　○「佐渡養順方同居」
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Ｅ　阿波加系

番号 表題 年代 差出 宛所 形態 数量
丁数
枚数

法量
（縦×横.cm）

23 佐渡脩吾人別切願状（控）
〔安政5年（1858）〕
午4月

利屋町町頭津嶋屋小
八郎

町肝煎文九郎 巻紙 1 16.6×40.3

24 人別送状（写） 安政5年（1858）5月
高岡利屋町町頭津嶋
屋小八郎

魚津組合頭北鬼江屋
四郎右衛門

竪紙 1 24.5×35.2

25 人別請取状 安政5年（1858）5月
魚津大町組合頭四郎
右衛門、藤九郎

高岡利屋町町頭津嶋
屋小八郎

巻紙 1 16.8×27.0

26 寺送証文 安政5年（1858）7月 聖安寺 魚津常泉寺 竪紙 1 24.0×35.3

27
送り状届出と印章作成の報告
状

明治13年（1880）3月
19日

阿波加脩造 おまさ 巻紙 1 14.8×65.5

28 亡父九代養順宛書類返送の事
明治15年（1882）1月
24日

阿波加家 棚田喜作 罫紙 3 24.5×18.0

29 乳母解雇延期の書簡
明治24年（1891）2月
24日

阿波加脩造 佐渡養順（10代） 巻紙 1 16.8×40.7

30 祖先法事への招待状
大正9年（1920）5月8
日

阿波加信（信子） 佐渡養順（10代） 巻紙 1 18.3×64.0

Ｆ　その他

番号 表題 年代 差出 宛所 形態 数量
丁数
枚数

法量
（縦×横.cm）

31 人別送状（写） 安政2年（1855）5月
高岡利屋町町頭室屋
武兵衛、同小竹屋宗
兵衛

今石動上新町組合頭
北村屋長五郎

竪紙 1 24.0×35.3

32 人別請取状（写） 安政2年（1855）5月
今石動上新町組合頭
北村屋長五郎

高岡利屋町町頭室屋
武兵衛、小竹屋宗兵
衛

竪紙 1 24.0×35.5

33 送り状之事（写） 安政2年（1855）6月
高岡利屋町町頭室屋
武兵衛、小竹屋宗兵
衛

小杉新町肝煎新四郎 竪紙 1 24.0×35.5

34 慶弔録
文久2年（1862）壬戌
5月起筆

横半帳 1 35丁 12.0×18.0

35 進物・支出等覚 〔江戸期〕 横半帳 1 2丁 29.0×41.0

　　に送られた。

　○魚津より放生津までの舟賃、舟子酒代。

　○明治23年（1890）8月までの佐渡家の親戚・知人の生誕・死亡の記録。

　○横吉、九鬼、長崎、梶儀、小杉丸屋への進物

　○8代養順（千代九郎）の5男脩吾（脩造）が魚津阿波加玄李の養子となる。脩吾の人別を利屋町から除くよう願い出ている。

　○脩吾（脩造）の人別は、利屋町の町頭から魚津の組合頭に送られた。

　○脩吾（脩造）の人別送状に対する請取状。

　○脩吾（脩造）は魚津、阿波加玄李の養子となるため、聖安寺から常泉寺に証文を送っている。

　○阿波加信子は、阿波加脩造の娘。

　○8代養順（千代九郎）の長女ことは石動、土井卯兵衛（森本屋）に嫁ぐ。ことの人別は、利屋町の町頭から今石動上新町の組合頭

　○まさを脩造の附籍とすること。まさは石動土井卯兵衛（妻ことは三良の姉）の娘。

　○魚津戸長役場に届ける印章を作ったこと（まさは石動の役所では名前を「ます」とされていたので印字は「増」とした）。

　○まさは、佐渡家で留守居の手伝いをする。

　○借用関係

　○ことの人別送状に対する請取状。

　○8代養順（千代九郎）の3女きよは、小杉、丸屋弥三郎に嫁ぐ。きよの人別は、利屋町の町頭から小杉新町の肝煎に送られた。
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36 戸籍写交付願の下書
明治15年（1882）12
月

射水郡戸破村藻谷伊
作、同郡高岡利屋町
津島小右衛門

高岡利屋町戸長江守
助六

罫紙 1 24.0×35.8

37 法会招待状
大正10年（1921）7月
6日

永守兵太郎 佐渡順吉 巻紙 1 18.0×36.6

38 たつ子男子出産につき礼状
大正10年（1921）7月
12日

沢田金太郎
佐渡順吉（11代養
順）

巻紙 1 18.8×47.0

39
沢田家先祖と祖父の法要への
招待状

大正12年（1923）4月
6日

沢田金太郎 佐渡養順（11代） 用紙 1
20.5×29.0
〈A4〉

40 鈴木次助の戸籍謄本
大正12年（1923）6月
14日

富山県東砺波郡出町
長永井加悦

鈴木次助 罫紙綴 1 2枚 27.5×20.0

41 福冨文雄・佐渡くに婚姻届控 昭和5年（1930）1月
夫福冨文雄、妻佐渡
くに

富山県福野町長安永
六之焏

罫紙綴 1 2枚 24.0×18.3

42
十代佐渡養順の五十回忌法要
に欠席の返事

昭和46年（1971）9月
28日

及川正吉 佐渡養順 便箋 2 25.5×18.0

43
十代佐渡養順五十回忌御礼の
葉書三通

昭和46年（1971）10
月

及川正吉、佐渡俊
雄、佐渡藤枝

佐渡養順 葉書 3 15.0×10.0

44 戸籍謄本（麻嶋家）
昭和14年（1939）7月
4日

富山県西砺波郡石動
町長岡本吉次郎

罫紙綴 1 2枚 28.1×20.0

45 板倉村稲泉親戚略表 罫紙 1 24.0×17.7

46 佐野家戸籍 罫紙 1 27.6×39.5

　○沢田金太郎（富山市荒町）は10代養順（敬吉）の長女たつの夫。

　○たつが男子を出産。出産祝いを頂いた礼状。

　○10代養順（敬吉）の5男健吉は鈴木次助の養子となる。

　○戸主は、石動町福町麻嶋嘉作。

　○戸主は、高岡市内免町佐野徹。

（2）十代佐渡養順の法要に出席の返事　昭和46年（1971）9月28日　永守はな子、佐渡藤枝→佐渡養順　2通（葉書）

　○永守はな子は、永守兵太郎に嫁いだ9代養順（三良）の2女いつの関係者か。

　○先祖200回忌、祖父50回忌の案内。

　○佐渡くには、11代養順（順吉）の長女。福野、福冨文雄に嫁ぐ。

　○佐渡俊雄は、佐渡礼吉（9代養順の3男）の息。

　○稲泉家は不詳。

　○佐野家は不詳。

　○佐渡藤枝は、厚木で分家した10代養順（敬吉）の3男良吉の関係者か。

　○麻嶋家は不詳。

　○8代養順（千代九郎）の3女きよと縁組するので戸籍写の交付を願い出ている。

　○及川正吉は、10代養順（敬吉）の4男。青森、及川家に養子に入る。

　○同一紙に建物配置図。ただし敷地は間口8間、奥行24間なので佐渡家ではない。

　○永守兵太郎（四方町）の亡父50回忌、亡虎次郎1周忌の案内。

　○永守兵太郎は、9代養順（三良）の2女いつの夫。

　○佐渡順吉は11代養順のこと。10代養順（敬吉）の長男。
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４．医業・薬業

Ａ　医業

番号 表題 年代 差出 宛所 形態 数量
丁数
枚数

法量
（縦×横.cm）

1 往診別録 佐渡三良 袋綴 1 29丁 23.9×17.2

2 九代養順　診断書・処方箋
弘化4年（1847）1月
～

九代養順 竪紙 42 24.0×35.5

3
種痘の治療を受けるべきこと
触出し

嘉永2年（1849）12月 佐倉医学所 竪紙 1 24.6×33.4

4 高岡病院掛副直申付書
〔明治4年（1871）〕
辛未6月

学校 佐渡養順（9代） 巻紙 1 16.2×29.0

5 高岡病院副直在職届（控）
〔明治4年（1871）〕
辛未11月19日

佐渡養順建部在邦 金沢県庁 罫紙 1 24.1×35.8

6
薬品買入代及び患者施薬取立
代等報告

〔明治5年（1872）〕
壬申3月

卯辰山病院 高岡病院 竪紙 1 24.4×35.3

7 県下毎郡一舎設置願
〔明治5年（1872）〕
壬申9月

廣埜基ほか20名 新川県庁 罫紙綴 1 4枚 24.2×17.5

8
名古屋鎮台御召集兵卒身体検
査御届（案文）

明治6年（1873）4月 佐渡養順（9代） 新川県高岡御出張所 罫紙綴 1 2枚 24.2×35.3

9 御召集兵卒之義につき願 明治6年（1873）4月 道坪野村鉄次郎 参事三吉周亮 竪紙 1 24.1×35.3

10
御召集兵卒身体検査御届（案
文）

明治6年（1873）4月 佐渡養順（9代） 竪紙 1 24.4×34.7

11 医術開業者明細書差出方通達
明治6年（1873）6月
19日

文部省三等出仕　従
五位田中不二麿

諸府県 罫紙綴 1 3枚 24.5×18.0

12 徴兵検査につき雇方布達書
明治7年（1874）3月
22日

高岡出張戸籍係 佐渡養順ほか3名 罫紙 1 24.0×35.6

13 「和蘭薬性歌」の解説 明治7年（1874）6月 佐渡三良 罫紙 1 23.9×35.6

14 兵卒検丁関連 明治8年（1875） 竪紙 8 24.0×35.6

（3）診断書（雛形）

（4）診断書　片山文哲

　○飴谷吉三郎の診断書。

（5）集計表

（6）兵卒検査氏名等一覧

　○今石動、牧潤朔長男主税の身体検査。

　○組合惣代杉原覚平ほか3名の奥書あり。

　○砺波郡道坪野村鉄次郎の身体検査。

　○新川県権令山田秀典より各区正副戸長への通達あり（明治6年7月2日付）。

（1）骨相字語表　明治8年（1875）3月12日

（2）兵卒明細連盟籍（骨相の特徴を表わす語集）

　○佐渡養順（三良）が自著「和蘭薬性歌」（慶応2年4月刊）の効果を認めたもの。

　○9代養順は三良のこと。8代養順（千代九郎）の長男。

　○木版刷

　○弘化3年（1846）頃から文久3年（1863）まで。

　○記録の要所を抜き出したものか。

　○佐渡養順建部在邦は9代養順（三良）のこと。

　○署名に阿波加脩造の名前あり。阿波加脩造は、8代養順（千代九郎）の5男。阿波加玄李の養子となる。10代養順（敬吉）の父。

　○年記載は弘化4年の1枚だけ。あとは月日だけであるが、番号4-1と同年代であろう。
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15
太政官達第四十九号悪病流行
の節貧困の者処分概則（写）

明治8年（1875）4月8
日

太政大臣　三条実美 袋綴 1 2丁 24.0×35.8

16 診察録（断簡） 長帳 1 1丁 13.0×33.5

17 馬脾風并天然痘御届 明治9年（1876）1月 佐渡養順（9代） 罫紙 1 24.0×35.7

18 医務伺（案文）
明治9年（1876）2月
24日

佐渡養順（9代） 罫紙 1 24.1×37.4

19
医務取締設立につき人撰書差
出通達

明治9年（1876）2月
19日

新川県令　山田秀典 管下各区正副区長 罫紙 1 24.0×35.3

20 兵卒明細連名籍骨相
明治9年（1876）2月
27日

竪紙 1 23.8×34.5

21 新川県庁へ出頭通達書
明治9年（1876）3月7
日

新川県令　山田秀典 第22大区正副区長 巻紙 1 15.3×17.9

22 新川県庁へ出頭通達書
明治9年（1876）3月8
日

新川県第17区正副区
長

佐渡養順（9代） 罫紙 2 24.0×34.8

23 医務取締申付書
明治9年（1876）3月
12日

新川県 佐渡養順（9代） 竪紙 1 19.7×26.7

24
医務取締心得につき伺関係書
綴

明治9年（1876）3月 罫紙綴 11 16枚 24.0×17.6

25
履歴書提出につき送付状（後
欠）

明治9年（1876）4月5
日

第14大区小2区下村
広瀬文哲

巻紙 1 15.0×12.0

26 患者死亡届差出方につき布達
明治9年（1876）4月
14日

新川県令　山田秀典 管下各区 罫紙 1 24.0×35.5

27 履歴上申につき伺書 明治9年（1876）4月
新川県第14大区医師
石川乾

医務取締　佐渡養順
（9代）

罫紙 1 24.0×35.5

28 第十四大区医師履歴明細書綴 明治9年（1876）4月
第14大区小1区打出
本江村藤田三貞ほか
63名

新川県令　山田秀典 袋綴 1 62丁 28.5×20.0

　○枝番号は綴順

　○佐渡養順と片山文哲の出頭を通達。

　○馬脾風はジフテリアの漢方名。

　○区員取締区割あり。

（8）履歴書等の儀につき伺の回答（写）　明治9年（1876）4月4日　新川県→

（9）履歴書等の儀につき伺の回答（写）　明治9年（1876）4月4日　新川県→

（10）医務伺　明治9年（1876）3月24日　佐渡養順→

（11）天然痘流行につき種痘施行出張方令書　明治9年（1876）5月27日　石川県権令桐山純孝→九鬼秀達

（8）覚

（7）月日別合否統計表

　○枠外に「明治九年二月廿七日、明治十年三月十四日、明治十一年三月六日」とあり。検査日であろう。

　○砺波郡津沢村中島壮吾と今石動町九鬼秀達に出頭を命じている。

　○九鬼秀達は8代養順（千代九郎）の3男。石動、九鬼家に養子に入る。

（2）新川県庁への出頭通達書（控）　明治9年（1876）3月7日　新川県令山田秀典→第17大区正副区長

（6）履歴書等の儀につき伺（写）

（7）履歴書等の儀につき伺（写）　明治9年（1876）4月3日　阿波加脩造→新川県令山田秀典

（1）医務取締心得

（2）脩造から三良宛書簡　3月16日　脩造（阿波加脩造）→佐渡大兄（佐渡三良）

　○勧業課への伺書写（3月14日付）添付。

（3）新川県勧業課からの回答（写）　明治9年（1876）4月4日　新川県→

（4）人身健康有害の上申および医務取締心得の伺（写）　明治9年（1876）3月23日　医務取締須賀忠愛→新川県令山田秀典

（5）人身健康有害の上申および医務取締心得の伺につき回答（写）

　○概則あり。
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29
第十四大区医師履歴明細書略
写

〔明治9年（1876）〕 罫紙綴 1 32枚 24.5×18.2

30 第十五大区医師履歴明細書綴 明治9年（1876）4月
第15大区小1区東津
幡江村長教寺住職盛
光僧蓋ほか53名

新川県令　山田秀典 袋綴 1 53丁 28.4×20.0

31
第十五大区医師履歴明細書略
写

明治9年（1876） 罫紙綴 1 27枚 24.8×18.3

32 第十六大区医師履歴明細書綴 明治9年（1876）4月
第16大区小1区新湊
町元伏木村松井貞三
ほか38名

新川県令　山田秀典 袋綴 1 40丁 28.3×20.5

33
第十六大区医師履歴明細書略
写綴

明治9年（1876） 罫紙綴 1 28枚 24.3×17.8

34
医師履歴書人名表（第十四～
十六大区）

明治9年（1876）4月
射水郡医務取締　佐
渡養順

罫紙綴 2 14枚 24.1×18.0

35 医師履歴明細書綴 明治9年（1876）2月
第十四大区小二区東
老田村庄司吉久ほか
53名

新川県令　山田秀典
ほか

袋綴 1 52丁 28.0×20.0

36
職務上の願伺届に関する回答
書

明治9年（1876）5月
24日

石川県権令　桐山純
孝

越中国医務取締種痘
医

巻紙 1 13.7×25.8

37 戸長等立会開査覚書（前欠） 明治9年（1876）5月 区会所 罫紙 1 24.3×17.7

38
医術等開業者の人名書の提出
について

明治9年（1876）6月9
日

（石川県）第14大区
正副区長

佐渡養順（9代） 罫紙 1 24.2×36.2

39 医術開業人履歴書返却方通達
明治9年（1876）6月
22日

石川県富山派出所
佐渡養順（9代）、
片山文哲

罫紙 2 23.9×35.6

40 施治患者死去御届 明治9年（1876）6月
（石川県）第14大区
小3区新開発村医師
竹内清兵衛

石川県権令　桐山純
孝

切紙 1 24.3×17.9

41 死亡届
〔明治9年（1876）〕
7月11日

（石川県）14大区小
4区堀井助二郎

佐渡養順（9代） 竪紙 1 24.3×35.2

42
当区各医員新履歴書の加印等
指示、および回答書（十六大
区）

〔明治9年（1876）〕
7月24日

巻紙 2

　　28日没。

　○薬舗、産婆などの履歴あり。

　○僧盛光僧蓋ほか52名分。

　○薬舗、産婆などの履歴もあり。

　○藤田三貞ほか62名分。

　○明治9年から同11年（1878）まで。明治9年4月以降の追加分綴。

　○宛所は「石川県権令桐山純孝」「石川県大書記官熊野九郎」あり。

　○佐渡養順は射水郡第14大区より第16大区まで担当の医務取締。

　○片山文哲は同郡第17大区より第19大区まで担当の医務取締。片山文哲は高岡の医師。片山文貞の息。名は逸。明治21年（1888）4月

（2）履歴書に付御答　明治9年（1876）6月30日　佐渡養順（9代）・片山文哲→石川県富山派出所

　○第15大区小5区北野村吉田嘉右ヱ門長女はるの死去届。

　○医務取締として佐渡養順（9代）が署名している。

（2）医師姓名籍（整理前の原簿）　罫紙綴　1冊12枚

　○人名まとめ表（医師、整骨、口中科、薬舗、産婆、灸、鍼灸を含む）計173名

　○父胤輔の死亡届。

（1）新履歴書の加印及び控の取立申渡書　7月24日　（石川県）第16大区区会所→佐渡養順（9代）

（2）新履歴書の加印了解と控の要求書　7月24日　佐渡養順（9代）→（石川県）第16大区区会所

　○松井貞三ほか55名分。

　○14大区64名、15大区53名、16大区56名、計173名。
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43
患者死亡届の儀につき伺
（写）

明治9年（1876）7月

（石川県）越中国第
17大区副区長　南兵
吉、区長心得　大□
義太郎

竪紙 1 24.0×34.0

44 牛痘苗配分方につき通達書
明治9年（1876）8月4
日

石川県富山派出所第
五課

医務取締　佐渡養順
（9代）

罫紙 1 23.9×35.7

45 牛痘苗請取状（案）
明治9年（1876）8月6
日

第14大区小6区権少
医務取締

石川県富山御派出所
第5課

巻紙 2 16.0×40.7

46 医員病死の義につき御届
明治9年（1876）8月
28日

射水郡水戸田村戸長
河原伝平代理副戸長
堀孫次

医員係 罫紙 1 24.2×35.6

47
医務取締御廃止につき御請書
（控）

明治9年（1876）9月
10日

佐渡養順（9代）
石川県権令　桐山純
孝

罫紙 1 24.0×35.7

48 種痘児調査手続
明治9年（1876）9月
16日

石川県権令　桐山純
孝

区長、医務取締 罫紙綴 1 6枚 24.2×17.8

49 種痘開院の儀承知状
明治9年（1876）9月
29日

（石川県）第14大区
正副区長

該医担当医務取締中 罫紙 1 24.0×36.0

50
石川県富山分病院開院式施行
通知

明治9年（1876）10月
16日

（石川県）第15大区
区会所

医務取締　佐渡養順
（9代）

罫紙 1 24.3×36.0

51
当区各医員履歴書の捺印方法
問合状（後欠）

明治9年（1876）10月
16日

（石川県）第十五大
区会所

巻紙 3 16.2×33.5

52 医務経過録罫紙御願
明治9年（1876）10月
17日

担当医務取締　九鬼
秀達

石川県令　桐山純孝 罫紙綴 1 3枚 24.0×17.5

53 事務心得疑問につき伺
明治9年（1876）10月
18日

佐渡養順（9代） 罫紙綴 2 3枚 24.5×17.8

54
石川県富山分病院開院につき
告示・答辞・祝辞（写）

明治9年（1876）10月
20日

罫紙 1 24.1×34.6

55 種痘表差出方達書
明治9年（1876）10月
21日

石川県富山支庁第5
課

医務取締　佐渡養順
（9代）

罫紙 1 24.0×35.8

56 死亡届提出方通達書
明治9年（1876）10月
24日

石川県富山支庁第5
課

医務取締　佐渡養順
（9代）

罫紙 1 24.2×34.7

57 死亡届届方について
明治9年（1876）10月
25日

石川県富山支庁第5
課

越中国第16大区請合
区長

罫紙 1 24.0×35.7

58 別冊捺印の上、返却依頼状
〔明治9年（1876）〕
11月5日

元16大区請合 医務取締御中 巻紙 1 15.9×24.5

59
第十四大区死亡届書の回報に
ついて

〔明治9年（1876）〕
11月6日

旧第14大区正副区長 佐渡養順（9代） 罫紙 1 24.2×36.1

60
死亡人届書の記載等につき書
状

〔明治9年（1876）〕
11月6日

医務取締　佐渡養順
（9代）

元14大区正副区長 巻紙 1 16.0×27.2

　○衛生局より。

（2）牛痘苗配分案内状　松野長敬、青木三七宛

　○水戸田村、清水東斉の死亡届。

　○同文2通。

（2）当区各医員履歴書返答後、再度の問合状（断簡）

（3）当区各医員履歴書返答後、再度の問合状　明治9年（1876）10月27日　第15区会所→佐渡養順（9代）

（2）医務の儀につき伺

　○内科・外科・産婆・鍼治・灸治の書式。

　○富山分病院開院の告示（石川県権令正六位桐山純孝代理権大属　石川昌三郎）。

　○富山分病院開院答辞（石川県富山分病院々長　田中信吾謹言）。

　○祝辞（師範学校富山支校監事教育代理　内山行貫、越中国第9大区々長　大沢弘道）
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61 死者届提出に付き回報
〔明治9年（1876）〕
11月11日

旧第14大区区会所 佐渡養順（9代） 巻紙 1 15.5×26.5

62 佐渡養順宛名書
〔明治9年（1876）〕
11月15日

（石川県）富山支庁
第1課

佐渡養順（9代） 封筒 1 19.0×7.1

63 病死之義御届（写）
明治9年（1876）11月
25日

医務取締　佐渡養順
（9代）

第16大区御会所 罫紙 1 24.0×35.7

64
富永六郎右衛門死亡届につき
年齢書入依頼状

明治9年（1876）11月
26日

下村副戸長広瀬太左
衛門代理　林市左衛
門

医務取締　佐渡養順
（9代）

巻紙 1 15.2×23.8

65 巡回之義につき御届（控） 明治9年（1876）11月
医務取締　佐渡養順
（9代）

（石川県）権令　桐
山純孝

罫紙 1 24.1×35.6

66
区画改正につき医務取締担当
区申付書（石川県）

明治9年（1876）12月
5日

石川県権令　桐山純
孝

佐渡養順（9代） 罫紙 1 28.0×40.5

67 出頭方通達（回状）
明治9年（1876）12月
7日

医務取締　佐渡養順 宮原順吾ほか6名 罫紙 1 24.2×35.8

68 其担当区内交名の者確認書写
明治9年（1876）12月
9日

石川県 医務取締　九鬼秀達 罫紙 1 24.2×32.3

69 職務区画改正につき報知状
明治9年（1876）12月
12日

医務取締　阿波加脩
造

医務取締　佐渡養順
（9代）、同　片山
文哲

罫紙 1 24.2×31.8

70
医術開業之義につき出頭方回
状

明治9年（1876）12月
15日

医務取締　佐渡養順
（9代）

六渡寺村　越野長
左ェ門、酒尾与三
郎、毛利弘

罫紙 1 24.0×35.5

71
開業医鑑札下附者の姓名書の
加除について

明治9年（1876）12月
22日

石川県権令　桐山純
孝

第1大区より第5大区
まで医務取締

罫紙 1 24.1×35.6

72 医務の件につき伺書（前欠） 明治9年（1876） 巻紙 1 15.5×34.0

73 医業鑑札受取書綴
明治9年（1876）8月5
日

射水郡吉久新村医師
松野長敬ほか22名

射水郡医務取締　佐
渡養順（9代）

罫紙綴 1 23枚 24.1×18.1

74
履歴書并名簿短冊上申之義に
つき願等綴

明治9年（1876）12月 願人
石川県権令　桐山純
孝・石川県大書記官
熊野九郎

罫紙綴 9 26枚 24.5×17.8

75 兵卒明細連名籍 明治9年（1876） 竪紙 1 24.0×35.5

76
種痘院開設につき派出人員数
等談合伺書差出通達（回状）

明治10年（1877）1月
18日

医務取締　佐渡養順
（9代）

元14大区担当種痘医
師

罫紙 1 24.0×35.6

　　官　熊野九郎　2通

　　九郎　14通

（8）薬舗業御鑑札下渡願　明治10年（1877）1月4日　射水郡伏木村　竹林平右衛門→石川県権令　桐山純孝　1通

（9）医術開業願　明治11年（1878）6月　八島新村　松島弥次兵衛　1通

（2）産婆履歴等の儀につき願　明治10年（1877）2～5月　射水郡松木村　松井與甚妻やその他2名→石川県権令　桐山純孝　3通

（3）原籍改名御届　明治10年（1877）2月　栂森推範→石川県権令　桐山純孝　1通

（4）医業御鑑札御下渡願　明治10年（1877）4～12月　射水郡明神新村　松岡与三右衛門ほか1名→石川県権令　桐山純孝、同県大書記

（5）医業履歴書并鑑札御下渡につき願　明治10年（1877）5月　石瀬村　正近権次郎→石川県権令　桐山純孝　1通

（6）医師御鑑札御下渡願　明治10年（1877）5～12月　射水郡寺塚原村　中村七平ほか13名→石川県権令　桐山純孝、同県書記官　熊野

（7）炙術御鑑札御下渡願　明治10年（1877）11月　堀内村　柳澤与三右衛門→石川県大書記官　熊野九郎　1通

　○開業者の履歴取立、阿波加脩造の辞職願出に関すること。

　○明治9年（1876）8月5日から同10年（1877）6月まで。

　○明治9年12月から同11年（1878）6月まで。

（1）履歴書并名簿短冊上申の義につき願　明治9年（1876）12月　新湊放生津町　金山五左衛門→石川県令　桐山純孝　1通

　○駒井之愛（明治9年）、大森政喜（明治10年11月）の2名分。

　○高峰ほか5名の署名あり。
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77 履歴再提出申付書
明治10年（1877）1月
27日

石川県 医務取締 罫紙 2 24.0×34.5

78 診療録
明治10年（1877）1月
27日

罫紙 1 23.3×31.5

79 医師等履歴御取換願 明治10年（1877）2月 大垣清安ほか2名
石川県権令　桐山純
孝

罫紙 3 23.7×34.5

80 産婆名簿御取換願 明治10年（1877）2月
新湊放生津　宮島四
郎兵衛妻この

石川県権令　桐山純
孝

罫紙 1 24.0×35.0

81
産婆履歴開業月失念につき御
届

明治10年（1877）2月
上伏間江村　村岡ふ
て

石川県権令　桐山純
孝

罫紙綴 1 3枚 24.0×17.5

82 定期巡回宿泊里程簿 明治10年（1877）6月 医務取締　九鬼秀達 長帳 1 6丁 13.5×35.2

83
富山病院内に医学所分設につ
き布達

明治10年（1877）6月
22日

権令代理石川県大書
記官　熊野九郎

罫紙綴 1 3枚 24.0×18.0

84 給金受取書（控）
明治10年（1877）9月
1日

佐渡養順（9代） 罫紙 1 23.8×35.9

85 給銀の支払いに関する通知状 佐渡 巻紙 1 15.4×19.2

86 富山病院寄付金につき回章
明治10年（1877）10
月29日

医務取締　佐渡養順
（9代）

藤田静久ほか114名 罫紙綴 1 6枚 23.7×36.0

87
新川・婦負・射水三郡の病院
新築につき献金尽力方依頼状

石川県富山支庁詰
中村正義

第4大区医務取締佐
渡養順（9代）、片
山文哲

罫紙綴 1 2枚 23.9×18.1

88
富山病院献金御届（案）・献
金願（案）

明治10年（1877）10
月

医務取締　佐渡養順 石川縣大書記官 罫紙 2 24.0×35.6

89
コレラ病予防方心得の義請状
（回状）

明治10年（1877）10
月

医師　山口又三郎ほ
か38名

〔石川県〕 罫紙綴 1 3枚 24.0×18.0

90
石川県富山病院開院式祝詞
（案文）

明治10年（1877）11
月4日

射水郡医務取締　佐
渡養順（9代）

罫紙 1 24.2×35.8

91 石川県富山病院祝詞
明治10年（1877）11
月8日

医務取締　佐渡養順
（9代）

罫紙綴 1 2枚 24.0×18.3

92 医務取締辞職願
明治10年（1877）11
月17日

佐渡養順（9代）
石川県大書記官　熊
野九郎

罫紙 1 24.1×35.8

93 臨時巡回回数届書
明治10年（1877）11
月28日

医務取締　佐渡養順
（9代）

石川県大書記官　熊
野九郎

罫紙綴 1 2枚 24.3×17.9

94
医師の履歴質問主意書につき
書類一式

明治10年（1877）12
月1日

権令代理石川県大書
記官　熊野九郎

第4大区医務取締 罫紙綴 1 2枚 27.7×20.7

95 富山病院助費金につき願書
明治10年（1877）12
月29日

医務取締　片山文哲
石川県権令　桐山純
孝

罫紙 1 25.0×36.0

　○同文2通

　○表紙に「明治十年六月一日ヨリ」「第五大区小八区より小十四区迄／担当／医務取締九鬼秀達印」とあり。

　○別紙として「富山医学所入学手続」あり。

　○10月27日付と12月2日付の回状あり。

（2）石川県より御達につき佐渡養順宅へ出頭案内　明治10年（1877）2月3日　佐渡養順（9代）→中川村　松川孫次郎ほか7名

　○医師履歴御取換願2通、産婆履歴御取換願1通

　○佐渡養順（9代）の署名あり。

　○医務取締佐渡養順（9代）と副戸長森甚蔵の署名あり。

　○佐藤養順（9代）の署名あり。

　○村岡ふての産婆履歴書あり。

　○明治10年（1877）1月27日から2月2日まで。4名分の診療録。

　○下書1通。

　○石川県富山病院（医学所併設）は、明治9年（1876）10月設置。同10年（1877）11月、建物完成。
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96
施治患者死亡御届（明治十年
分）

明治10年（1877）12
月

医師　橘禎三郎ほか
11名

石川県権令　桐山純
孝

罫紙 2 24.3×18.0

97
患者死亡届取纏につき点検依
頼状

明治10年（1877） 筏井甚造ほか 佐渡養順（9代） 巻紙 20

98 患者表（書式） 2 28.0×41.5

99 患者職業区別（書式） 1 28.0×40.9

100 患者職業区別表 2 28.0×39.5

101 眼病患者表（書式） 1 28.5×40.0

102 三等医務取締関係文書
明治10年（1877）～
同11年（1878）

罫紙綴 6 11枚 24.4×18.0

103 死亡届につき急回書（控）
明治11年（1878）1月
23日

医務取締　佐渡養順
（9代）

香月隆栄ほか9名 罫紙 1 24.0×35.8

104 医務取締佐渡養順宛通達
明治11年（1878）1月
29日

石川県権令　桐山純
孝

医務取締　佐渡養順
（9代）

罫紙綴 2 2枚 27.6×20.3

105 種痘表副書 明治11年（1878）3月
医務取締　佐渡養順
（9代）

石川県権令　桐山純
孝

罫紙 1 24.0×35.8

106 履歴明細書（佐渡敬吉） 明治11年（1878）5月 佐渡敬吉 石川県令　桐山純孝 竪紙 1 24.0×36.2

（2）死亡届副書（下書き）　→石川県令桐山純孝

（1）旧医業者諮問の義につき上申　明治10年（1877）12月21日　三等医務取締片山文哲、同佐渡養順（9代）→石川県権令桐山純孝

　○活版刷。同7枚。

　○「丁弐千七百六十三番」に対する上申。

　○交名あり（26名分）。

（2）旧医業者諮問の義につき上申　明治11年（1878）2月　三等医務取締片山文哲、同佐渡養順（9代）→石川県権令桐山純孝

　○「丁弐千二百四拾三番御達」に対する上申。

　○交名あり（4名分）。

（3）諮問見込書届出方通達　明治11年（1878）5月16日　権令代理石川県大書記官　熊野九郎→第4大区区長、医務取締

　○「丁千三百七十弐番御達」に対する上申

（1）諮問見書届出方通達　明治11年（1878）1月29日　石川県権令桐山純孝→第4大区区長、医務取締

　○「丁千三百七十二番」

（4）旧医業者諮問の義につき上申　明治11年（1878）5月31日　三等医務取締片山文哲、同佐渡養順（9代）→石川県大書記官熊野九郎

　○交名あり（19名分）。

（5）質問見込書届出方通達　明治11年（1878）5月28日　県令代理石川県大書記官熊野九郎→区長、医務取締

　○「丁千五百十六番」

（6）旧医業者諮問の義につき上申　明治11年（1878）6月10日　三等医務取締片山文哲、同佐渡養順（9代）→石川県令桐山純孝

　○明治5年（1872）5月より、父養順に従い、同11年まで6ヶ年間、産科医術修行。

　○医務取締、片山文哲の署名あり。

　○「丁千五百十六番御達」に対する上申。

　○交名あり（10名分）。

　○「丁二百四十三番」

（2）旅費等下附につき受請差出方通達　明治11年（1878）2月7日　石川県第4大区区戸長→医務取締佐渡養順（9代）

　○「丁三百三十番」

　○佐渡敬吉は、10代養順のこと。阿波加脩造の長男で、9代養順（三良）の養子となる。

　○明治10年の依頼状は6通（2月8日から7月6日まで）。

　○年未詳は14通。

　○活版刷。2枚1組、8部。

（2）患者統計表（書式）

　○活版刷

　○活版刷。同13枚。

　○医務取締佐渡養順の連署あり。12通。
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107 医務取締辞職願
明治11年（1878）7月
15日

佐渡養順（9代） 石川県令　桐山純孝 罫紙 1 24.1×35.6

108 死亡届につき至急回書（控）
明治11年（1878）7月
25日・26日

医務取締　佐渡養順
（9代）

罫紙 3 24.2×36.0

109 施治患者死亡無之御届
明治11年（1878）7月
31日

戸破村医師　五辻法
倫

石川県令　桐山純孝 罫紙 1 24.5×35.3

110 金沢病院改築覚書 明治11年（1878）7月
金沢病院長　太田美
農里

罫紙綴 1 2枚 24.0×18.0

111
施治患者死亡御届（明治十一
年分）

明治11年（1878）1～
8月

医師　鈴木要ほか62
名

石川県権令　桐山純
孝

罫紙 107 24.1×35.9

112 伝染病患者の警察署への報告 明治11年（1878） 巻紙 2

113 届洩の者書加え命令状 2月16日
小四区戸長（印「西
村」）

佐渡養順 巻紙 1 15.2×25.6

114
区会所へ出頭方依頼状（案
文）

2月17日 正副区長 佐渡ほか 巻紙 1 15.7×15.2

115
職務上必要な用紙の増量及び
指出方法についての通知書

8月31日 片山文哲 佐渡 巻紙 1 15.4×31.7

116 元十四大区区会所の書類送状 11月6日 長崎元貞 葆光斉（佐渡三良） 巻紙 1 16.0×34.5

117
馬脾風並天然痘の流行につ
き、区会所への届出につき伺
い（案文）

巻紙 1 16.0×34.1

118
経過録の記載事項に関する問
合せ状（前欠）

巻紙 1 15.2×15.2

119
分科医師統計および医師区分
表

阿波加脩造 罫紙 1 24.0×35.3

120 己卯処治録（処方箋） 明治12年（1879）己 冊子 1 19丁 23.2×16.8

121
死亡統計月報差出方につき病
名種類書

明治13年（1880）3月
18日

上新川郡長　稲垣義
方

富山町戸長役場 印刷物 1 6頁 18.5×13.9

122 旧医業鑑札返上御届 明治13年（1880）6月 佐渡養順（10代） 石川県令　千坂高雅 罫紙 1 24.5×36.0

123 医業御免許願
明治15年（1882）7月
22日

佐渡養順（10代） 石川県令　千坂高雅 罫紙綴 2 3枚 28.0×20.5

124 医業鑑札受取状
明治15年（1882）11
月15日

佐渡養順（10代） 石川県令　千坂高雅 罫紙 1 24.0×36.0

　○同文3通

　○履歴明細書あり。

　○活版刷

　○「永第十八番」

　○養父養順（9代）死亡につき。

　○医務取締片山文哲、戸長江守助六の連署あり。

　○衛生委員守谷東平と戸長北條東吾の連署あり。

　○10月31日付の許可書あり。

　○11月15日付の通達書あり（戸長役場→佐渡養順）。

（2）医業御免許願（案）　明治15年（1882）7月

　○医師取締、佐渡養順（9代）の署名あり。

　○明治12年4月24日から同16年（1883）9月5日まで。

　○8月22日付で石川県令桐山純孝より許可が下りている。

　○7月25日付（宛所は松野長敬ほか10名）、7月26日付（宛所は桂井養元ほか10名）、7月26日付（宛所は津島玄順ほか12名）。

　○同文2通。
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125 内外科医術開業免状（写）
明治17年（1884）4月
28日

内務卿　山縣有朋 佐渡養順（10代） 罫紙 1 17.9×24.0

126 診断書
明治17年（1884）9月
8日

澤村敬吉 佐渡養順（10代） 罫紙 1 24.0×34.3

127 開業医師組合規約
明治17年（1884）12
月26日

（富山県）上新川郡
長前田則邦代理上新
川郡書記　中村光徳

戸長役場・衛生委員 冊子 1 7枚 18.5×13.7

128 患者統計表・患者職業区別表 明治17年（1884） 用紙 2 24.2×36.1

129 医師よりの病状書
明治19年（1886）7月
19日

魚津　阿はか脩造
（阿波加脩造）

佐渡養順（10代） 巻紙 2 15.2×24.0

130 医学書代領収証
明治21年（1888）11
月25日

医書専売　明文舘 佐藤（佐渡） 印刷物 1
18.4×26.7

〈B5〉

131
赤痢蔓延の兆につき迅速報告
方申達

明治26年（1893）9月
27日

高岡市役所
利屋町　佐渡養順
（10代）

切紙 1 23.5×17.9

132 医会開設につき参会案内状
明治26年（1893）11
月8日

高岡市役所
医師　佐渡養順（10
代）

切紙 1 23.5×17.7

133 経過録（処方箋）
明治27年（1894）2月
20日

〔佐渡養順（10
代）〕

罫紙綴 1 18枚 23.7×17.9

134 高岡市医会規約
明治30年（1897）12
月1日

高岡市医会 続紙 2 36.0×102.0

135 医師取締規則 明治32年（1899）4月 高岡市医会 印刷物 1
21.2×14.3
〈A5〉

136 高岡市医会規約（貼紙） 明治35年（1902）7月 高岡市医会 用紙 1
36.3×52.1

〈B3〉

137 診療費内規 明治39年（1906） 高岡市医会 印刷物 1 18.2×27.2

138 灸点図解 竪紙 1 28.3×40.0

139 越後高田の医師診断書 巻紙 1 17.2×17.0

140 外療道具包紙
外療道具師真龍軒
源安則（鍜冶安則）

3

141
取り扱う医療用具（報告用
紙）

佐渡千賀子（佐渡養
順堂）

B5 1 25.7×17.8

　○診察料・診断書・薬価・手術料

　○同3枚。

　○同文2枚。

　○2月20日から27日まで。

　○同文40枚。

（2）高岡市医会規約　年不詳　印刷　縦19.7cm×横27.2cm〈B5〉

　○印刷。同文45枚。

　○印刷物

　○活版刷

　○「京都寺町六角南ヘ入ル」

　○明治17年（1884）から同22年（1889）6月まで。2枚1組、6部。

（2）黴毒患者表（書式）

　○医師、山本一覚よりの病状書あり（1月17日付）。

　○印刷

　○射水郡放生津三ヶ村宝みつ他35名。

　○免状受領証あり（明治15年11月、同17年4月28日）。

印刷物　縦19.7cm×横27.2cm〈B5〉
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Ｂ　行政関係

番号 表題 年代 差出 宛所 形態 数量
丁数
枚数

法量
（縦×横.cm）

142 売薬願書雛形 〔明治9年（1876）〕 罫紙 1 23.9×17.9

143 売薬営業願綴
明治12年（1879）10
月

佐渡養順
石川県令　千坂高
雅、県令代理石川県
大書記官　熊野九郎

袋綴 3 6丁 23.9×17.7

144 売薬営業願他
明治12年（1879）10
月

営業願人　佐渡養順
石川県令　千坂高
雅、県令代理石川県
大書記官　熊野九郎

罫紙綴 3 5枚 27.7×20.0

145 薬局之規則（貼紙）
明治12年（1879）11
月

大判 2 35.7×74.2

146 薬営業鑑札御請書
明治12年（1879）12
月1日

佐渡養順旧宅代理
津島小右衛門

石川県大書記官　熊
野九郎

竪紙 1 24.0×36.0

147 売薬営業鑑札証書換願
明治12年（1879）12
月13日

願人　佐渡養順（10
代）

石川県大書記官　熊
野九郎

袋綴 1 2丁 27.4×19.9

148 営業鑑札書換御請書
明治13年（1880）1月
13日

佐渡養順（10代） 射水郡長　三橋久実 竪紙 1 24.2×35.7

149
全国医師並薬舗姓名一覧表
全

明治13年（1880）4月
26日

栃木県　菅又謙次編
輯

1 27.5×39.2

150 売薬印紙税規則
明治15年（1882）10
月7日

太政大臣　三条実
美、大蔵卿　松方正
義

1 19.6×15.0

151 薬価受取書
明治17年（1884）1月
14日

高岡病院 佐渡養順（10代） 巻紙 1 15.5×12.5

　○印刷物

（3）免許書

　○明治17年（1884）11月1日付（産前の薬、産後の薬）、明治19年（1886）3月1日付（ちちのたる薬）。

　○1枚は明治12年以降と推察。

　○第51号

　○印刷物

　○産後の薬ほか1剤。

　○石川県令千坂高雅よりの聞届書あり（明治12年12月26日付）。

　○医務取締片山文哲、戸長江守助六の連署あり。

（3）売薬営業願　明治13年（1880）1月25日　営業願人佐渡養順→県令代理石川県大書記官熊野九郎

　○県令代理石川県大書記官熊野九郎より11月7日付で許可が下りている。

　○石川県令千坂高雅より3月18日付で許可が下りている。

（2）売薬営業願　明治14年（1881）1月25日　営業願人佐渡養順（10代）→県令代理石川県大書記官熊野九郎

　○産前の薬、産後の薬

　○衛生委員和田格太郎、戸長江守助六の連署あり。

（2）調合書

　○紫蘇和気飲、養血湯

　○衛生委員和田格太郎、戸長江守助六の連署あり。

　○ちちのたる薬

（1）売薬営業願　明治12年（1879）10月1日　営業願人佐渡養順→石川県令千坂高雅

　○差出は、本人と医務取締または区戸長の連印が必要としている。

　○宛所は、新川県（明治5年（1872）9月から同9年4月まで）としている。

（1）売薬営業願　明治12年（1879）10月1日　営業願人佐渡養順→石川県令千坂高雅

　○産前の薬、産後の薬
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152 売薬営業鑑札満期継続願
明治17年（1884）9月
10日

佐渡養順（10代） 富山県令　国重正文 罫紙綴 1 2枚 23.8×17.5

153 売薬免許鑑札（貼札）
明治17年（1884）11
月1日

内務省 佐渡養順（10代） 印刷物 1 24.0×18.0

154 売薬営業鑑札御請書（控）
明治17年（1884）11
月7日

佐渡養順（10代） 射水郡長　百尾喬利 罫紙 1 24.0×35.8

155 売業鑑札訂正願
明治18年（1885）7月
4日

佐渡養順（10代）
富山県令国重正文代
理富山県大書記官
前田利充

罫紙 1 24.0×36.0

156 売薬営業鑑札満期継続願
明治19年（1886）1月
13日

佐渡養順（10代） 富山県令　国重正文 罫紙綴 1 2枚 23.9×17.0

157 売薬営業鑑札御請書 明治19年（1886）2月 佐渡養順（10代） 射水郡長　渋谷孝常 罫紙 1 36.1×24.3

158 売薬印紙買入鑑札下附願
明治19年（1886）8月
27日

売薬営業人　佐渡養
順（10代）

富山県射水郡長渋谷
孝常代理射水郡書記
小林政恒（小松信
成）

罫紙綴 1 2枚 24.1×17.4

159 売薬税受検査簿
明治19年（1886）12
月27日

佐渡養順（10代） 罫紙綴 2 12枚 28.0×20.0

160 鑑札番号許可につき通知
明治21年（1888）3月
17日

魚津町　田辺理右衛
門

佐渡養順（10代） 巻紙 1 15.5×45.8

161 請売人名御届（書式案）
明治22年（1889）2月
25日

佐渡養順（10代） 租税検査受 罫紙 1 27.4×16.0

162 許可証番号等の回答
明治22年（1889）6月
12日

下新川郡生地町　富
山いさ

佐渡養順（10代） 葉書 1 14.2×8.9

163 売薬薬味分量等御届
明治32年（1899）12
月7日

佐渡養順（10代）
富山県知事　金尾稜
巌

罫紙綴 1 3枚 23.8×17.6

164 売薬免許証（写）
大正10年（1921）8月
10日

富山県 佐渡養順（11代） 罫紙 1 25.0×34.8

　○衛生委員桑山二作、戸長江守又一の連署あり。

　○富山県令国重正文代理富山県大書記官前田利充より8月6日付で許可が下りている。

（2）売薬印紙受払日計　大正3年（1914）以前

　○産前の薬、産後の薬、ちちのたる薬

　○産前の薬、産後の薬、ちちのたる薬

　○11代養順は佐渡順吉のこと。10代養順（敬吉）の長男。

　○5月31日から9月9日まで、12月28日から12月30日まで。

　○売薬印紙税規則は、明治15年（1882）太政官布告、同44年（1911）改正、大正3年に廃止。

　○戸長代理多賀能八次郎の連署あり。

　○明治14年（1881）3月に鑑札が下りた「ちちのたる薬」の継続願。

　○戸長江守又一の連署あり。

　○富山県令国重正文代理富山県書記官木間瀬柔三より2月3日付で許可が下りている。

　○富山県射水郡長代理射水郡書記小松信成より8月31日付で許可が下りている。

　○明治19年12月27日から同32年（1899）4月18日まで。

　○控あり。

　○活版刷。同10枚。

　○産前の薬（明治17年11月1日付、満期は同22年（1889）10月）、産後の薬（明治17年11月1日付、満期は同22年10月）、ちちのたる薬

　○富山県令国重正文代理富山県大書記官前田利充より10月29日付で許可が下りている。

　○ちちのたる薬の鑑札。

　○居住地番号の変更を願い出ている。

　　（明治19年（1886）3月1日付、満期は同24年（1891）2月）

　○衛生委員内藤誠佑、戸長江守又一の連署あり。

　○明治12年（1879）11月に鑑札が下りた「産前の薬」「産後の薬」の継続願。
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165 商標登録願
大正12年（1923）9月
4日

出願人　佐渡養順
（11代）

特許局長官　崎川才
四郎

罫紙 1 27.8×40.0

166 売薬処方審査申請（様式）
大正12年（1923）10
月

富山県売薬処方研究
会理事

佐渡養順（11代） 用紙 2
25.2×36.1

〈B4〉

167 売薬営業免許御届書
大正12年（1923）12
月20日

佐渡養順（11代） 高岡税務署 罫紙 2 24.0×35.6

168 封緘紙使用許可申請書類一式 大正15年（1926）3月 佐渡養順（11代） 大蔵大臣 4

169 商標登録料等領収証
大正13年（1924）11
月22日以降

松井特許事務所 佐渡養順（11代） 用紙 33 15.3×19.9

170 商標登録等関係書類
大正13年（1924）12
月以降

11

171 商標登録関係書類
大正14年（1925）11
月以降

8

（3）出頭通知書　大正15年（1926）6月15日　高岡税務署→佐渡養順（11代）

（4）許可書　大正15年（1926）7月13日　大蔵大臣早速整爾→佐渡養順（11代）

　○大正13年11月22日から昭和18年（1943）3月11日まで。

　○添状あり。

（1）売薬封緘紙使用許可願　大正15年（1926）3月24日　出願人佐渡養順（11代）→大蔵大臣濱口雄幸

（2）封緘紙使用許可申請（案）　売薬営業者佐渡養順（11代）→大蔵大臣早速整爾

（1）商業登録願につき報告書　大正13年（1924）12月　弁理士松井太作→佐渡養順（11代）

　○大正13年12月付、同14年（1925）6月24日付　2通

（2）商業登録願審査中につき通知　大正14年（1925）8月12日　特許局→高岡商業会議所

　○大正14年8月12日付、同年同月26日付　2通

（3）大正14年商標出願公告　大正14年（1925）11月24日

　○出願人佐渡養順（11代）、代理人弁理士松井太作　4枚

（4）登録通知並びに領収証　大正15年（1926）2月23日　特許局→松井太作

　○3通

（5）大正15年商標出願公告　大正15年（1926）4月13日

　○出願人佐渡養順、代理人弁理士松井太作　1枚

（6）登録料の請求書　大正15年（1926）11月26日　弁理士松井太作→佐渡養順（11代）

　○大正15年11月26日付、昭和2年（1927）3月4日付、同年同月12日付　3通

（7）実用新案出願公告　大正15年（1926）12月16日

　○出願人考案者佐渡養順（11代）、代理人弁理士松井太作　1枚

（8）出願公告決定謄本　昭和2年（1927）2月23日　特許局審査官日下繁→出願人佐渡養順（11代）、代理人松井太作　1通

（9）領収書　昭和2年（1927）3月15日　特許局→佐渡養順（11代）

　○昭和2年3月15日から同11年（1936）7月23日まで。7通

　○代理人は山本文吾、大崎一郎

（10）更新登録無効審判提起の件等の説明通知　昭和14年（1939）8月19日　松井順孝→越野長二　1通

（11）登録更新出願につき委任状と請求　昭和20年（1945）1月12日　松井特許事務所→佐渡養順（11代）　1通

（1）商標出願公告　大正14年（1925）11月24日

　○大正14年11月24日から同15年（1926）6月8日まで　4枚

　○出願人は佐渡養順（11代）、代理人弁理士松井太作

（2）商標登録通知　大正15年（1926）7月12日　特許局→佐渡養順（11代）

　○大正15年7月12日から11月25日、昭和13年（1938）5月17日　7通

　○商標権者は、佐渡養順（11代）

（5）出願公告の決定謄本　昭和16年（1941)6月20日　特許局審査官横山豊→出願人佐渡養順（11代）、代理人松井順孝　2通

（3）登録料領収書　昭和6年（1931）3月3日　特許局→佐渡養順（代理人大崎一郎）

　○昭和6年3月3日、同7年（1932）2月17日　2通

（4）商標登録通知書　昭和15年（1940）10月2日

　○昭和15年10月2日から同17年（1942）1月16日まで　4通
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172
売薬封緘に使用の換造証紙の
件につき番号および許可年月
日回答方依頼状

昭和2年（1927）8月
13日

高岡税務署間税課 佐渡養順（11代） 葉書 1 14.1×9.1

173 実用新案登録証 昭和2年（1927）
特許局長官　崎川才
四郎

佐渡養順（11代） 2 32.0×26.5

174 登録商標その他に関する案内
昭和5年（1930）2月7
日

富山県売薬同業組合 組合員各位 1 19.5×54.0

175 富山日報（売薬法改正記事）
昭和5年（1930）5月
24日

新聞 1 54.7×40.0

176
売薬法施行規則中改正につき
通知書

昭和5年（1930）10月
7日

富山県売薬同業組合
組長　飯倉平兵衛

組合員各位 1 19.3×35.6

177 実用新案登録更新手続通知書 昭和8年（1933）
松井特許事務所弁理
士　大崎一郎

〔佐渡養順〕 1 26.5×19.3

178
売薬法改正につき出頭手続方
通知書

昭和10年（1935）5月
29日

富山県売薬同業組合
高岡支部

組合員各位 用紙 1 22.2×15.2

179 業務成績報告書 昭和11年度（1936） 富山県売薬同業組合 袋綴 1 22頁 24.0×18.2

180 商号登記関連書類一式 昭和12年（1937）5月 3

181 売薬製造定価総額等照会
昭和12年（1937）12
月1日

高岡税務署 佐渡養順（11代） 用紙 2 24.0×16.4

182 昭和十二年度高岡支部予算書 昭和12年（1937） 用紙綴 1 4枚 24.6×18.5

183
「組合家庭薬」につき請願書
（書式）

〔昭和12年
（1937）〕

売薬業　立山雪雄
（書式）

用紙綴 1 2枚 24.1×18.1

184 不正競争防止法 昭和13年（1938）3月 用紙綴 1 2枚 24.3×18.1

185
売薬販売価額並に麻薬製造高
届出の件

昭和14年（1939）1月
22日

富山県売薬同業組合
高岡支部（高岡薬剤
株式会社）

佐渡養順（11代） 用紙 1 23.9×17.0

　○ガリ版

（2）売薬販売価額並に麻薬製造高届出の件

　○昭和11年度高岡支部経費決算書、昭和12年度本部経費賦課額各組合員負担金名簿あり。

　○「昭和十二年三月第七十議会」の記事あり。

　○タイプ

　○ガリ版

（2）商号登記録騰本公布申請書　昭和12年（1937）5月10日　佐渡養順（11代）→高岡区裁判所

（3）登記簿騰本　昭和12年（1937）5月10日　高岡区裁判所判事伊部栄治→

　○代理人は、棚田喜作。

　○委任状を添付。

（1）商号登記申請書　昭和12年（1937）5月8日　佐渡養順（11代）→高岡区裁判所

　○印刷物

　○委任状（書式）あり。

　○昭和24年1月25日、3月3日　3通

（8）更新登録通知書の送付状　昭和33年（1958）9月2日　松井特許事務所→佐渡養順　1通

　○商標権者は、佐渡養順（11代）　3通

　○薬品容袋の封口（昭和2年3月25日）。大正15年実用新案出願公告添付

（6）商標権存続期間更新登録通知書　昭和21年（1946）2月18日　特許標準局→松井順孝

　○同支部よりの受付書（佐渡養順分、売薬営業届）あり。

　○印刷

　○「賣藥法施行細則中／改正條項縣報で發表」

（7）登録商標使用状況報告方指令書　昭和24年（1949）1月25日　特許標準局→佐渡養順

　○薬品包袋の封口（昭和2年8月1日）。昭和2年実用新案出願公告添付
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186
満州国商標の出願方依嘱につ
き関係書類

〔昭和14年
（1939）〕6月12日

上野特許法律事務所
上野利喜雄

佐渡養順（11代） 2 26.8×19.5

187 満州国商標登録出願関係書類
昭和14年（1939）7月
3日

上野利喜雄 佐渡養順（11代） 2 29.6×19.6

188 満州国商標登録受付書
康徳6年（昭和14年・
1939）

特許発明局 佐渡養順（11代） 罫紙 1 25.7×18.3

189 満州国輸出売薬につき回報状
〔昭和14年
（1939）〕10月23日

内山甚兵衛 棚田喜作 便箋 1 24.0×17.7

190
満州国商標登録許可決定につ
き手続案内状

昭和15年（1940）1月
24日

上野利喜雄法律事務
所　石黒武一

佐渡養順（11代） 便箋 3 24.0×17.6

191 石炭需要調査表 昭和15年（1940）3月 用紙 1 26.4×19.5

192
特殊店頭売薬製造販売申請書
控

昭和15年（1940）10
月10日

佐渡養順（11代）
富山県売薬同業組合
高岡支部

罫紙綴 3 2枚 23.3×17.7

193 売薬統制処理要綱
昭和16年（1941）7月
5日

富山県警察部衛生課 売薬営業者 印刷物 1
25.5×36.0

〈B4〉

194 特殊売薬申請につき関係書類
昭和16年（1941）10
月

5

195 企業調査票（控）
昭和16年（1941）12
月13日

佐渡養順（11代） 富山県 印刷物 1
25.8×36.2

〈B4〉

196
企業許可令第七條第十一條に
依る報告之件

昭和17年（1942）1月
22日

富山県売薬同業組合
高岡支部

組合員 葉書 1 14.3×9.1

197
企業許可令第七條に依る事業
報告書

昭和17年（1942）1月
23日

佐渡養順（11代）
富山県知事　町村金
五

用紙 1
25.5×17.9

〈B5〉

198
昭和十七年度卸売販売先並び
に販売商の明細表提出通知書

昭和18年（1943）12
月8日

富山県東部医薬品小
売商業組合

佐渡養順（11代） 用紙 1
25.0×17.7

〈B5〉

199
売薬製造高並びに売薬正価格
照会状

昭和18年（1943）12
月20日

高岡税務署 佐渡養順（11代） 印刷物 1
25.7×18.4
〈B5〉

200 売薬販売価格届に関する案内
昭和19年（1944）1月
10日

第一売薬株式会社 佐渡養順（11代） 印刷物 1
25.4×18.2

〈B5〉

　○未記入

　○昭和14年（1939）7月31日付「受付番号確認につき照会」（番号4-187(2)）に対する回答。

　○「康徳」は満州帝国の年号。

（2）契約書　昭和　→弁理士上野利喜雄

（2）受付番号確認につき照会　昭和14年（1939）7月31日　佐渡養順（11代）→満州帝国特許発明局

（2）督促状　　昭和15年（1940）2月9日　石黒武一→佐渡養順（11代）

　○登録料等

（3）督促状　昭和15年（1940）2月15日　石黒武一→佐渡養順（11代）

（2）特殊薬・特殊剤のことにつき書簡

　○昭和16年（1941）8月8日付新聞記事（富山厚生新聞）添付

（3）薬袋（養順堂）

　○印刷

（1）特殊売薬の決定に関し参考資料回答案内通知書（控）　昭和16年（1941）10月10日　富山県売薬同業組合高岡支部→各営業者

　○タイプ

（2）特殊売薬申請書（控）　昭和16年（1941）10月23日　佐渡養順（11代）

（3）佐渡家売薬の沿革（控）　昭和16年（1941）10月23日

（4）佐渡家沿革草稿

（5）佐渡氏婦人薬の由緒（案文）

　○印刷

　○請売店48軒他一覧添付

　○ガリ版
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201
昭和十七年度取引実績調査提
出願

昭和19年（1944）1月
20日

富山県西部医薬品小
売商業組合

佐渡養順（11代） 印刷物 1 25.6×13.8

202
企業許可令第七條に依る事業
報告書

昭和19年（1944）1月
23日

佐渡養順（11代）
富山県知事　町村金
五

用紙 1
25.5×17.8

〈B5〉

203 （工業）調査票甲（控）
〔昭和19年（1944）1
月末日〕

佐渡養順 用紙 1
20.4×29.7

〈A4〉

204
県への申請につき請売人への
配布等計算表

昭和19年（1944）1月
～2月

佐渡養順（11代） 富山県知事　坂信彌 1 28.0×39.8

205
生産販売届内訳表につき通達
書

昭和19年（1944）2月
19日

第一医薬株式会社 佐渡養順（11代） 用紙 1
25.3×17.8
〈B5〉

206 医薬品販売届（控） 昭和19年（1944） 佐渡養順（11代）
富山県知事　西村彰
一

罫紙 2 25.0×34.8

207 営業証明願
昭和20年（1945）1月
15日

佐渡養順（11代）
富山県商工経済会会
頭　金岡又左衛門

用紙 1
25.0×37.1

〈B4〉

208
産前・産後ノ薬由緒書と定価
回答方依頼書

昭和20年（1945）3月
1日

第一売薬株式会社 佐渡養順（11代） 用箋 1 25.0×18.9

209
配置家庭薬供給手数料に関す
る照会

昭和21年（1946）4月
6日

第一医薬品株式会社 （佐渡）営業所 罫紙 1 25.0×35.2

210 麻薬在庫量回答依頼状
昭和21年（1946）8月
2日

第一薬品株式会社 佐渡作業所 印刷物 1
25.5×18.2

〈B5〉

211
営業所並に作業所廃止に関す
る件

昭和21年（1946）8月
22日

第一薬品株式会社 佐渡営業所 印刷物 2
25.3×18.1

〈B5〉

212 売薬製造高報告書
昭和21年（1946）～
同22年（1947）5月

第一薬品（株）佐渡
営業所

高岡税務署 用紙 5
21.0×29.7

〈A4〉

213 医薬品販売業許可申請書
昭和22年（1947）1月
25日

佐渡養順
富山県知事　石丸敬
次

用紙 1
25.0×35.6

〈B4〉

214
売薬製造高・正価格等関係照
会状

昭和22年（1947）6月
9日

高岡税務署 用紙 1
25.8×18.3
〈B5〉

215
医薬品販売業主任薬剤師変更
届

昭和23年（1948）7月
13日

佐渡養順
富山県副知事　高辻
武邦

用紙 6
25.5×36.0

〈B4〉

　○ガリ版

　○裏に「生産販売届内訳表」。

（2）調剤原料配給方依頼書（案）　佐渡養順（11代）→富山県薬品統制株式会社生薬配給所

　○同日、金岡又左衛門により証明されている。

　○タイプ

　○様式あり。

　○タイプ

　○タイプ

（2）申請書

　○分工場整理の結果、廃止することになる。

　○ガリ版書式に記入

　○計算メモ添付

（2）雇傭契約証書（写）　昭和22年（1947）3月10日

　○雇傭主は佐渡養順（12代）、被雇傭者は塩岡章子。

（3）雇傭契約証書　昭和22年（1947）3月10日

　○雇傭主は佐渡養順（12代）、被雇傭主は塩岡章子。

（6）雇傭契約書　昭和23年（1948）7月13日

　○裏に工業調査規則（軍需省令第10号改正）とあり。

（4）履歴書　昭和22年（1947）3月8日　塩岡章子

（5）薬剤師免許証（写）　昭和14年（1939）4月12日　厚生大臣廣瀬久忠、厚生省衛生局長林信夫→塩岡章子
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216
医薬品販売業登録申請につい
て

昭和23年（1948）11
月12日

富山県西部薬品商業
協同組合

佐渡養順 印刷物 1 24.1×33.5

217 薬剤師免許証（写） 昭和23年（1948） 厚生大臣　竹田儀一
佐渡千賀子（水橋千
賀子）

用紙 4
25.7×36.4

〈B4〉

218 医薬品製造業登録申請書
昭和24年（1949）2月
25日

佐渡養順 厚生大臣　林譲治 用紙 1
25.7×18.1

〈B5〉

219
医薬品（化粧品、用具）製造
業登録更新について

昭和24年（1949）9月
15日

富山県衛生部長　福
田一

医薬品製造業者（薬
局内医薬品製造業者
を含む）、化粧品製
造業者、用具製造業
者

用紙綴 3 3枚
25.8×17.8
〈B5〉

220
昭和二十五年度医薬品製造業
登録更新申請書

昭和24年（1949）10
月11日

佐渡養順 厚生大臣　林譲治 用紙綴 1 2枚
25.8×18.1

〈B5〉

221
昭和二十五年度医薬品製造業
登録票の交付について

昭和24年（1949）12
月15日

富山県衛生部長
県下製薬・用具・化
粧品製造業者

印刷物 1
25.3×35.5
〈B4〉

222 生薬使用報告 昭和25年（1950）2月 （佐渡養順） 用紙 1 28.2×21.3

223 生産業態調査票
昭和25年（1950）10
月1日

佐渡養順 用紙 2
25.5×18.0

〈B5〉

224 収去証
昭和25年（1950）10
月5日

薬事監視員 佐渡養順堂 用紙 1
15.3×9.9
〈A6〉

225
昭和二十六年度医薬品製造業
登録更新申請書

昭和25年（1950）10
月18日

佐渡養順 厚生大臣　黒川武雄 用紙 1 27.8×39.5

226
ロット数及び自家試験の実状
調査表

昭和25年（1950） 佐渡養順堂 用紙 3
25.7×36.6
〈B4〉

227
昭和二十七年度医薬品製造業
登録更新申請書

昭和26年（1951）10
月25日

佐渡養順 厚生大臣　橋本龍伍 用紙 1
25.9×35.2

〈B4〉

228 生産販売報告書（控） 昭和26年（1951） 佐渡養順 厚生大臣 用紙 11
36.2×25.7
〈B4〉

229 実態調査資料（控）
〔昭和26年
（1951）〕

佐渡養順堂 用紙 1

25.1×35.8
〈B4〉

25.1×17.8
〈B5〉

230
屋外広告物表示設置（継続）
許可書

昭和27年（1952）4月
7日

高岡市長南慎一郎 佐渡養順 用紙 1
25.5×17.5
〈B5〉

231
昭和二十八年度医薬品製造業
登録更新申請書

昭和27年（1952）10
月20日

佐渡養順 厚生大臣 用紙 1
25.5×36.2

〈B4〉

232 生産販売報告書（控） 昭和27年（1952） 佐渡養順 厚生大臣 用紙 3
36.5×25.9
〈B4〉

　○ちちのたる薬、産前の薬、産後の薬

　○同文2通。

　○2月～12月分

　○2月～5月分の宛所は厚生大臣黒川武雄、10月～12月分は厚生大臣橋本龍伍。

　○表示（設置）許可期間は昭和26年（1951）11月1日～同27年12月31日。

（2）26年度生産業態調査（控）

　○雇傭者は佐渡養順（12代）、被雇傭者は水橋千賀子。

　○ガリ版

　○佐渡千賀子（水橋千賀子）は、11代養順（順吉）の2男速雄の妻。

　○履歴書（佐渡養順、佐渡千賀子）、薬剤師免許証（佐渡千賀子）、店舗・作業場の平面図添付。

　○「医薬品の製造の設備施設の概要・図面2枚」あり。

　○ガリ版

　○産前の薬、産後の薬、ちちのたる薬

（2）昭和25年度医薬品（化粧品用具）製造業登録更新申請書　昭和24年（1949）10月　佐渡養順→厚生大臣林　林譲治

（3）医薬品の製造の設備施設の概要　佐渡養順→

　○産前の薬1枚、産後の薬2枚、ちちのたる薬1枚

25.1×35.8
〈B4〉

25.1×17.8
〈B5〉
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233
昭和二十九年度医薬品製造業
登録更新申請書（控）

昭和28年（1953）10
月28日

佐渡養順 厚生大臣　山縣勝見 用紙 1
26.0×36.1

〈B4〉

234 商標更新登録出願費用領収書
昭和31年（1956）6月
5日

松井特許事務所 佐渡養順 用紙 3 12.4×15.9

235
医薬品製造業許可更新申請書
（控）

昭和37年（1962）8月
31日

佐渡養順 厚生大臣 用紙 5
25.7×36.1

〈B4〉

236 医薬品製造業変更届書（控）
昭和39年（1964）11
月1日

佐渡養順 厚生大臣　神田博 用紙 2
25.0×36.2

〈B4〉

237
昭和46年工業統計調査　工業
調査票乙（控）

昭和46年（1971） 佐渡養順堂 通商産業省 用紙 1
29.8×21.0
〈A4〉

238
第4回工業実態基本調査　工業
実態基本調査票（控）

昭和47年（1972）1月 佐渡養順堂 通商産業省 用紙 1
36.4×51.4
〈B3〉

239
昭和47年工業統計調査　工業
調査票乙（控）

昭和47年（1972） 佐渡養順堂 通商産業省 用紙 1
29.8×20.9
〈A4〉

240
昭和48年工業統計調査　工業
調査票乙

昭和48年（1973） 佐渡養順堂 通商産業省 用紙 1
29.8×20.9
〈A4〉

241
医薬品等製造業及び輸入販売
業の許可更新について（通
知）

昭和49年（1974）10
月2日

富山県厚生部長 医薬品等製造業者 印刷物 1 26.0×16.0

242 品目表関連書類
昭和49年（1974）11
月15日

佐渡養順 厚生省薬務局長 用紙 3
36.3×25.7

〈B4〉

243 取り扱い品目（特例販売業） 佐渡養順 用紙 2
25.5×17.8
〈B5〉

244 医薬品製造業等企業概要 昭和49年（1974） 佐渡養順堂
富山県厚生部薬事振
興課

用紙 1
36.1×26.1

〈B4〉

245
昭和49年工業統計調査　工業
調査票乙

昭和49年（1974） 佐渡養順 通商産業省 用紙 1
29.8×21.0
〈A4〉

246
薬事工業生産動態統計調査用
紙

昭和50年（1975）1月
9日

富山県薬事振興課長 佐渡養順堂 用紙 3
18.2×25.7
〈B5〉

247
昭和50年工業統計調査　工業
調査票乙

昭和50年（1975）12
月

佐渡養順堂 通商産業省 用紙 1
29.8×20.9
〈A4〉

　　り。

　○施設概要図図面あり。

（2）出願費用請求書　昭和31年（1956）6月1日　松井特許事務所→佐渡養順

（3）領収御通知　昭和31年（1956）6月5日　松井特許事務所→佐渡養順

（2）医薬品製造業製造許可品目表　佐渡養順

　　生産月報10部（3枚1組）。

　○昭和37年8月31日・同43年10月26日・同45年10月12日・同49年10月22日・同49年10月25日。

　○タイプ、ガリ版

（2）品目表　佐渡養順堂

（3）品目表の一連番号１、２、３

　○1月～3月分

　○昭和44年工業統計調査集計結果あり。

　○「業種別にみた企業規模の大きさと販売先対象のちがい」及び「業種別にみた企業規模の大きさと取引形態のちがい」のグラフあ

　○昭和45年工業統計調査集計結果あり。

　○記入者は佐渡千賀子。

　○説明書あり

　○第Ⅰ票医薬品生産月報統括表5部（3枚1組）、第Ⅱ票最終製品中特掲医薬品生産月報5部（3枚1組）、第Ⅲ票最終製品中非特掲医薬品

　○送付状「薬事工業生産動態統計調査用紙の送付について」あり。

　○送付状「事業所のみなさんへ」あり。

（1）製造（輸入）販売に係る医薬品の実態調査報告書　昭和49年（1974）11月15日　佐渡養順→厚生省薬務局長
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248 医薬品等製造業の企業概要 昭和50年（1975） 佐渡養順堂
富山県厚生部薬事振
興課

用紙 1
36.4×25.8
〈B4〉

249
薬事法違反品目関係報告書
（写）

昭和51年（1976）5月
6日

佐渡養順
富山県知事　中田幸
吉

印刷物 1
25.8×36.4
〈B4〉

250
医薬品製造品目追加許可申請
書（コピー）

昭和51年（1976）9月
28日

中新薬業株式会社 厚生大臣　早川崇 印刷物 1
25.8×18.2
〈B5〉

251
第5回工業実態基本調査　調査
票記入の手引（製造品・加工
品分類票）

昭和51年（1976）9月
通商産業大臣官房調
査統計部

印刷物 1
25.8×18.3

〈B5〉

252 製造廃止届書一式
昭和51年（1976）10
月31日

佐渡養順
厚生大臣、厚生省薬
務局長

用紙 2
25.8×18.2

〈B4〉

253 特例販売業廃止届書（下書）
昭和51年（1976）10
月

佐渡養順
富山県知事　中田幸
吉

用紙 1
25.8×36.4

〈B4〉

254
薬種商販売業許可申請書（下
書）

昭和51年（1976）10
月

佐渡千賀子
富山県知事　中田幸
吉

用紙 1
25.8×36.4

〈B4〉

255
工業統計調査商品分類表（第4
分冊）

昭和51年（1976）12
月

通商産業省 印刷物 1
25.7×18.1

〈B5〉

256
商標登録出願手続補正につき
関係書類

昭和55年（1980）9月
29日

2

257
商標登録出願公告決定につき
関係書類

昭和55年（1980）12
月

2

258 日本国特許庁商標公報第1類
昭和56年（1981）5月
16日

日本国特許庁 印刷物 1
25.7×18.3

〈B5〉

259 商標登録査定関係書類
昭和56年（1981）9月
4日～12月11日

2

260 商標登録通知書
昭和57年（1982）4月
30日

特許庁審査第一部登
録課

原謙三特許事務所 葉書 1 10.1×15.0

　○吉倉正之輔より佐渡千賀子宛送付状あり（昭和51年9月28日付）。

　○請求書、送付状あり。

　○印刷物

　○原謙三特許事務所より佐渡養順宛の送付状あり（昭和56年6月15日付）。

（1）手続補正書　昭和55年（1980）9月29日　原謙三特許事務所

（1）出願公告決定謄本　昭和55年（1980）12月12日　通商産業事務官→出願人佐渡養順、代理人原謙三

　○報告書兼請求書、送付状あり（原謙三特許事務所→佐渡養順）。

（2）領収証（商標登録出願成功報酬）昭和55年（1980）12月18日　原謙三特許事務所→佐渡養順

　○振込金受取書、送付状あり。

（1）登録査定謄本　昭和56年（1981）9月4日　通商産業事務官角田芳生→出願人佐渡養順、代理人原謙三

　○請求書、送付状あり（原謙三特許事務所→佐渡養順）。

（2）領収書（商標登録料10年分納付費用）　昭和56年（1981）12月7日　原謙三特許事務所→佐渡養順堂社長佐渡養順

　○商標登録料納付書、振込金受取書、送付状あり。

　○原謙三特許事務所より佐渡養順宛の送付状あり（昭和57年5月15日付）。

　○振込金受取書、送付状あり。

　○コピー

　○附近見取図（下書）あり。

（2）領収証（商標登録出願手続補正手数料）　昭和55年（1980）10月14日　原謙三特許事務所→佐渡養順

　○青焼きコピー

　○産前養順湯、産後養順湯、催乳養順湯

　○記入者は佐渡千賀子。

　○印刷物（総頁数26）

　○印刷物（総頁数14）
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261
医薬品製造業許可申請書等様
式

昭和 厚生大臣 用紙 4
25.5×17.9

〈B5〉

262
医薬品配置販売業新規従事者
講習日程

富山県立薬業講習所 印刷物 1 44.0×30.3

263 工業調査票 佐渡養順 用紙 1
21.0×29.6
〈A4〉

264
家庭薬としての解熱鎮痛剤の
主薬配伍量許可基準内規

印刷物 1
25.0×18.2

〈B5〉

265
追加された有効成分について
の参考事項一覧表

印刷物 1
25.4×36.1

〈B4〉

Ｃ　調合書

番号 表題 年代 差出 宛所 形態 数量
丁数
枚数

法量
（縦×横.cm）

266 集要 宝暦6年（1756）丙子 冊子 1 12丁 14.9×10.4

267 集要（内題「家伝調合方」） 横半帳 1 9丁 12.6×18.7

268 蒼龍館合薬便覧
天保15年（1844）甲
辰5月下旬

佐渡氏調合所（8
代）

横半帳 1 10丁 11.7×16.6

269 蒼龍館合薬便覧
天保15年（1844）甲
辰5月下旬

佐渡氏調合所（8
代）

横半帳 1 8丁 12.0×17.7

270 蒼龍館合薬便覧
天保15年（1844）甲
辰

手帳 1 15丁 7.3×16.7

271 蒼龍館合薬便覧
天保15年（1844）甲
辰

手帳 1 11丁 8.8×16.7

272 蒼龍館合薬便覧
明治9年（1876）丙子
9月

手帳 1 11丁 6.6×15.7

273 賣薬家傳秘方 文化2年（1805） 袋綴 1 11丁 23.0×16.8

274 調合書
文政5年（1822）5月
14日

袋綴 1 5丁 24.0×18.3

275 調合書 冊子 1 51丁 11.5×17.3

276 調合書 袋綴 1 10丁 19.0×13.4

277 調合書 長帳 1 2丁 13.3×40.5

278 調合書 長帳 1 3丁 13.4×36.6

279 病名解　附方略
文久2年（1862）壬戌
6月

横半帳 1 9丁 12.3×17.3

280 家方集要記 横半帳 1 14丁 12.8×18.5

281 家方抄 横半帳 1 7丁 13.0×17.6

282 春林軒膏方便覧
文久元年（1861）11
月28日

建部楨（建部賢隆）
写

袋綴 1 35丁 24.2×18.0

283 塾語解
明治10年（1877）丁
丑4月上旬

手帳 1 8丁 8.8×17.4

　○『春林軒膏方便覧』は華岡青洲の著。

　○建部賢隆は、8代養順（千代九郎）の4男。

　○序文に「温故誌」とあり。温故は、4代養順の法名。

　○ガリ版

　○ガリ版

　○印刷物（ポスター）

　○「商工省」とあり。

　○変更届書など
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284 売薬方数帳 明治23年（1890）1月 佐渡養順（10代） 罫紙綴 1 3枚 27.0×19.0

285 調合一覧表
〔昭和20年（1945）
10月16日〕

1 22.9×15.0

286 産前・産後・ちゝ薬調合書 2 18.9×22.4

287 売薬台帳（調合） 売薬営業　佐渡養順 罫紙綴 2 4枚 28.0×20.0

288 産前の薬説明書 用紙 1
36.1×26.1
〈B4〉

289 産後の薬説明書 用紙 1
36.0×26.1

〈B5〉

290 ちちのたる薬説明書 用紙 1
18.2×26.1

〈B5〉

291 生薬書上請求書 7月13日
柳田屋佐兵衛（片原
町）

佐渡 竪紙 1 24.2×34.9

292 覚（急々入用物） 帳折 1 24.0×35.5

293 和田氏秘方（調合書） 巻紙 1 16.4×61.4

294 煎剤処方例 印刷物 1
35.8×25.4

〈B4〉

Ｄ　生薬仕入

番号 表題 年代 差出 宛所 形態 数量
丁数
枚数

法量
（縦×横.cm）

295 調物覚
安政4年（1857）丁巳
1月

佐渡養順（9代） 今石動九鬼氏 帳折 2 31.7×42.3

296 薬種屋払方覚 午7月8日 帳折 1 24.2×33.9

297 薬種仕入覚 1月12日から 帳折 1 14.6×41.1

298 薬種代受取 6月23日 彦兵衛 佐渡 帳折 1 25.6×36.0

299 生薬書上納品書・請求書 〔明治9年（1876）〕 岩見谷伊兵衛 佐渡養順（9代） 巻紙 9

300 薬種仕入覚 明治10年（1877） 帳折 3 16.0×41.9

301 薬種仕入覚 明治11年（1878） 帳折 4

302 店別薬種仕入高覚 明治11年（1878） 帳折 1 26.9×36.6

303 御薬種通（表紙のみ） 明治13年（1880） 渡辺桃造 佐渡家（10代） 長帳 1 1枚 16.0×42.0

304 御薬種通（表紙のみ） 明治15年（1882）
高岡御馬出町　棚田
屋半兵衛

佐渡養順（10代） 長帳 2 1枚 16.0×42.0

305 御薬種通
明治17年（1884）7月
1日

棚田喜作 佐渡（10代） 横半帳 1 2枚 16.0×21.0

306 薬種領収書
明治21年（1888）6月
30日

棚田喜作代棚田喜太
郎ほか5名

佐渡養順（10代） 7

　○同文2枚

　○同文2枚

　○棚田屋喜兵衛の印あり。

　○産前の薬、産後の薬、ちちのたる薬

　○産前の薬、産後の薬、ちちのたる薬

　○棚田屋喜兵衛の印あり。

（2）調物覚　安政5年（1858）戊午1月　佐渡養順（9代）→今石動九鬼秀達

　○ガリ版

　○実母散、五香湯、産前、産後、催乳薬

　○1月から12月まで。

　○明治16年（1883）の御薬種通（表紙）あり。

　○付込期限は、17年7月より18年6月までの1年。

　○宛所が「佐渡」と表記しているものあり。
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307 薬品御通 昭和14年（1939）2月 守山町　岩城新兵衛 佐渡養順（11代） 横半帳 1 3丁 15.5×21.0

308 売薬原料・所要数量照会状
昭和15年（1940）4月
18日

富山県売薬工業組合 工業組合員 印刷物 1
12.4×17.9

〈B6〉

309 御通 昭和17年（1942）1月 坂下町　田代半兵衛 佐渡養順（11代） 横半帳 1 19丁 13.0×19.0

310 売揚品通帳
昭和17年（1942）1月
4日

薬肆　棚田喜作（木
舟町）

佐渡養順（11代） 罫紙綴 1 36枚 19.4×13.5

311 生薬品名・所要数量一覧表
昭和18年（1943）5月
1日

佐渡養順（11代） 用紙 1
24.8×35.6

〈B4〉

312 木通・柴胡明細書
昭和20年（1945）2月
1日

中田製薬株式会社 佐渡養順（11代） 用紙 1 23.1×17.1

313 生薬入荷台帳
昭和20年（1945）9月
11日

用紙 1
15.0×19.9
〈A5〉

314 和漢薬種領収書等
昭和20年（1945）12
月9日

池田屋安兵衛商店 佐渡養順（11代） 用紙 2
15.0×21.0

〈A5〉

315 生薬代金領収書
昭和20年（1945）12
月25日

共栄製薬株式会社
長崎六郎

佐渡養順（11代） 用紙 1 15.0×10.3

316 薬種明細書等
昭和21年（1946）2月
28日

共栄製薬株式会社 佐渡養順（11代） 用紙 2 23.3×17.2

317 薬種仕切書
昭和21年（1946）3月
4日

薬種卸商中新薬業株
式会社

佐渡養順（11代） 用紙 1 17.5×24.0

318 薬種代請求書・領収書等
昭和21年（1946）3月
8日

金岡又左衛門商店 佐渡養順（11代） 20

319 しそ代金入帳通知書等
昭和21年（1946）7月
22日

南野尻信用購買販売
利用組合

福富文雄 用紙 2 13.2×9.1

320 領収書
昭和22年（1947）8月
5日

富山市荒川　第一薬
品株式会社

佐渡養順 3

321 （医薬品）領収書
昭和23年（1948）8月
27日

富山県医薬品卸業組
合

佐渡養順堂 用紙 1
14.8×21.0

〈A5〉

322 薬種配達につき送付状
昭和24年（1949）1月
19日

富山市袋町　金岡又
左衛門商店

佐渡養順 用箋 1 24.7×17.4

323 薬種代請求書 昭和24年（1949）6月
富山市袋町5番地
薬種商　金岡又左衛
門商店

佐渡養順 19

324 薬種代領収証等
昭和25年（1950）4月
28日

富山市和漢生薬卸商
山本商店

佐渡 57

325
昭和25・昭和26年生薬使用実
績と予定使用量

昭和26年（1951）1月
30日

用紙 1
35.9×25.3
〈B4〉

　○仕切書あり。

　○昭和21年3月8日から同23年（1948）10月まで。

　○昭和32年（1957）2月26日付、同年8月30日付あり。

　○昭和24年6月から同31年（1956）9月まで。

　○昭和25年4月28日から同32年（1957）12月31日まで。

　○納付書（昭和21年6月13日付）あり。

　○印刷

　○12月9日付と同月10日付。

（2）紫蘇代金領収書　昭和21年（1946）8月13日　南野尻農業会→佐藤（佐渡）

　○昭和20年9月11日から同21年（1946）6月18日まで

　○産前の薬、産後の薬、ちちのたる薬

　○福富文雄は11代養順（順吉）の長女くにの夫。
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326 薬種代領収証
昭和26年（1951）12
月3日

富山市西堤町4番地
池田屋安兵衛商店

佐渡養順 17

327 薬剤代領収書
昭和31年（1956）4月
29日

高岡市旅籠町54　西
部薬品株式会社

佐渡養順 3

328 医薬品代請求書
昭和32年（1957）12
月6日

高岡市片原横町18
医薬品等卸商　牧野
商店

佐渡養順堂 5

329 薬種仕入帳（断簡） 6月30日 帳折 2 15.7×40.7

330 薬荷受取届状 7月20日 佐渡 巻紙 1 13.1×18.2

331 御薬種之通（表紙のみ） 子 井上志甫録（塩六） 佐渡 長帳 1 1丁 16.0×42.0

332 薬種仕入覚（断簡） 帳折 4 16.0×41.0

333 御薬種通（表紙のみ） 横半帳 3 1丁 31.6×40.2

334 御薬種通（表紙のみ） 津嶋小八郎 佐渡御調合所 帳折 1 16.0×42.0

335 薬種仕入帳（断簡） 帳折 4 32.1×41.6

336 薬種仕入帳（断簡） 帳折 3 16.3×41.0

337 薬種仕入帳（断簡） 帳折 2 15.4×39.3

338 薬種仕入帳（断簡） 帳折 2 16.3×40.9

339 薬種仕入帳（断簡） 帳折 3 16.1×41.2

340 薬種御通（断簡） 横半帳 1 1枚 15.0×19.5

341 御薬種通（断簡） 7月～10月 棚田屋喜兵衛 長帳 1 1枚 16.0×42.0

342 生薬代書出（請求書） 佐渡ほか8名 帳折 1 24.6×32.9

343 青柳（生薬入） 松村屋清右衛門 1 17.0×6.8

344 生薬袋
高岡木舟町たなたや
喜兵衛

袋 1 30.6×30.0

345 生薬袋
高岡木舟町たなたや
喜兵衛

袋 1 30.9×30.1

346 生薬袋 袋 1 49.3×31.1

347 生薬袋 袋 1 32.2×43.4

Ｅ　製造

番号 表題 年代 差出 宛所 形態 数量
丁数
枚数

法量
（縦×横.cm）

348 日傭人覚 嘉永6年（1853）9月 横半帳 1 10丁 16.0×20.4

　○「大和川芎」

　○「木通」

　○「陳皮」

　○昭和31年4月29日から同32年（1957）5月31日まで。

　○「玉小」

　○12月6日から12月30日まで。

　○越後国糸魚川在、広田甚助行

　○昭和26年12月3日から同32年（1957）12月27日まで。

　○別紙、年未詳の断簡あり。

　○生薬実物入

　○法量は上包の大きさ。

　○上包に「先達而御咄し申上候／青柳／松むら屋清右衛門」とあり。
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349 傭人覚
文久4年（1864）甲子
1月吉日

帳折 3 15.2×41.0

350 傭人等諸事覚 明治2年（1869） 帳折 2 30.2×40.8

351 売上帳
明治10年（1877）丁
丑

帳折 2 15.7×41.4

352 売薬定価帳 明治23年（1890）1月
売薬営業　佐渡養順
（10代）

罫紙綴 1 2枚 27.0×19.0

353
昭和十一年度本部経費賦課金
各組合員負担額一覧表

罫紙綴 1 3枚 23.9×17.2

354
生産高（産前の薬・産後の
薬・ちちのたる薬）

昭和18年（1943） 用紙 1
19.9×15.0
〈A5〉

355 金銭出納簿 昭和20年（1945）1月 帳簿 1 18頁 26.5×19.5

356 原料公定価格表 昭和20年（1945）9月 1 37.6×15.0

357 在庫数量調査表
昭和20年（1945）10
月16日

1 23.9×14.9

358 生薬原料費、公定価格 昭和20年（1945） 用紙 1
21.1×15.0
〈A5〉

359 製造高報告 昭和21年（1946）1月 罫紙 1 18.2×25.7

360 薬原価計算書
昭和21年（1946）3月
4日

第一薬品株式会社佐
渡営業所

用紙綴 1 5枚
21.2×15.0

〈A5〉

361 薬原価計算書 用紙綴 1 5枚
21.1×15.0

〈A5〉

362 認可価格表
昭和21年（1946）4月
5日

用紙 1
21.1×14.4
〈A5〉

363 製造高原簿
昭和21年（1946）5月
20日

ノート 1 16頁 20.2×15.8

364 給与領収書
昭和22年（1947）3月
22日

高岡市御旅屋町薬種
商　塩岡清太郎（章
子）

佐渡養順 用紙 1 12.0×18.4

365 薬種原価計算メモ
〔昭和22年
（1947）〕4月10日

用紙 1
29.5×21.1
〈A4〉

366
納付額・経費負担額決定につ
き通知書

昭和23年（1948）8月
20日

富山県医薬品卸業組
合内価格差益査定委
員会

佐藤養順堂（佐渡養
順堂）

葉書 1 14.0×9.0

367 履歴書（佐渡千賀子） 昭和24年（1949）3月 佐渡千賀子 用紙 1
24.4×36.5
〈B4〉

368 薬製造売上簿 昭和25年（1950）1月 手帳 1 55頁 12.6×7.6

369 薬売上等 昭和25年（1950） 用紙 1
36.2×26.2
〈B4〉

　○昭和18年、同19年（1944）、同20年（1945）の生産高

　○各生薬の原料名、昭和16年9月15日協定価格（参考）。

　○以降、大正9年（1920)4月まで改正の記入あり。

　○原料仕入の部、売薬売上金卸売の部、小売の部、雑費。

　○昭和20年1月から同21年（1946）4月まで。

　○昭和21年1月から同22年（1947）5月まで。

　○表紙裏に「順一へ贈る　父より」とあり。

　○産前の薬、産後の薬、ちちのたる薬

　○産前の薬、産後の薬、ちちのたる薬

　○生薬

　○昭和20年10月16日付と同21年10月16日付の在庫数

　○昭和25年1月から同26年（1951）12月31日まで。
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370 調剤数日計表
昭和33年（1958）10
月29、30日

農協高岡病院薬剤科 用紙 2 17.8×24.7

371 新株式引受書類提出依頼
昭和18年（1943）9月
10日

第一売薬株式会社 佐渡養順（11代） 印刷物 1
25.0×17.8
〈B5〉

372 臨時株主総会招集通知書
昭和19年（1944）1月
15日

第一売薬株式会社取
締役社長　金岡又左
衛門

佐渡養順（11代） 用紙 1
25.4×36.2

〈B4〉

373
増資新株引受希望申込の件通
知書

昭和19年（1944）5月
13日

第一売薬株式会社
印

佐渡養順（11代） 印刷物 1 25.0×17.5

374 納品案内書
昭和20年（1945）5月
25日

第一売薬株式会社 佐渡養順（11代） 用紙 4
15.0×20.5

〈A5〉

375 職員・工員人名員数調査の件
昭和21年（1946）6月
8日

第一薬品株式会社 佐渡営業所 用紙 1
24.9×35.4

〈B4〉

376 定時株主総会招集通知書
昭和21年（1946）11
月14日

第一薬品株式会社取
締役社長　金岡又左
衛門

株主各位 用紙 2
18.1×26.0
〈B5〉

377
和漢生薬代金請求書兼領収書
等

昭和21年（1946）10
月23日

山本薬店 佐渡営業所 12

378 和漢生薬請求書兼領収書等
昭和21年（1946）10
月23日

第一薬品株式会社金
岡営業所

佐渡養順 用紙 5
18.0×26.0
〈B5〉

379
製造に関する打ち合わせにつ
き案内状

昭和21年（1946）12
月3日

第一薬品株式会社企
画課

便箋 1 23.2×17.7

380
販売等許可申請につき必要書
類送付方依頼状

昭和21年（1946）12
月18日

第一薬品株式会社 佐渡営業所 用紙 2

25.6×36.0
〈B4〉

25.6×18.0
〈B5〉

381 見本御渡し願
昭和22年（1947）8月
1日

第一薬品株式会社 佐渡養順 罫紙 1 24.6×17.5

382 薬代請求書
昭和22年（1947）9月
28日

第一薬品株式会社佐
渡営業所

山本 用紙 1
17.5×12.4
〈B6〉

383 定時株主総会決議事項報告 昭和31年（1956） 第一薬品株式会社 3

（1）第20期定時株主総会決議事項報告　昭和31年（1956）5月26日

（2）株主総会決議事項報告　昭和32年（1957）5月29日

（3）第21期営業報告書

　○昭和31年4月1日より同32年3月31日に至る。

　○貸借対照表、財産目録、損益計算書、利益金処分

　○タイプ

　○活版刷

　○引受申込条件（ガリ版）あり。

　○昭和20年5月25日から7月25日まで。

　○委任状あり。

　○産前の薬、産後の薬、ちちのたる薬

（2）第10期営業報告書　第一薬品株式会社

　○昭和21年4月1日より同年8月10日に至る。

　○昭和21年10月23日から同23年（1948）6月4日まで。

　○昭和21年10月23日から同23年（1948）7月10日まで。

　○タイプ

　○販売業許可申請に関する件（昭和21年12月18日付、同月20日付）。

25.6×36.0
〈B4〉

25.6×18.0
〈B5〉
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Ｆ　請売

番号 表題 年代 差出 宛所 形態 数量
丁数
枚数

法量
（縦×横.cm）

384
売薬請売誓約書（明治十三年
分）

明治13年（1880）7月
22日

請売人　下新川郡浦
山村　河村順吾ほか
2名

営業人　佐渡養順
（10代）

用紙 3
21.0×14.9

〈A5〉

385
売薬請売誓約書（明治十四年
分）

明治14年（1881）2月
請売人　岐阜県　山
寺長八ほか7名

営業人　佐渡養順
（10代）

用紙 8
21.0×14.9

〈A5〉

386
売薬請売誓約書（明治十五年
分）

明治15年（1882）9月
8日

請売人　下新川郡生
地村　冨山イサ

営業人　佐渡養順
（10代）

用紙 1
21.0×14.9

〈A5〉

387
売薬請売誓約書（明治十六年
分）

明治16年（1883）3月
24日

高岡金屋町　佐山長
右衛門長男佐山長一
郎ほか1名

営業人　佐渡養順
（10代）

用紙 2
21.0×14.9

〈A5〉

388 売薬請売約定書
明治16年（1883）4月
12日

請売人　下新川郡泊
町村　後藤栄次郎ほ
か65名

営業人　佐渡養順
（10代）

綴 1 37枚 24.3×18.0

389 売薬請売誓約書（年不詳分）
請売人　石川県　大
岡藤左ェ門

営業人　佐渡養順
（10代）

用紙 1
21.0×14.9

〈A5〉

390 売薬請売願（写）
明治21年（1888）5月
7日

請売願人　富山柳町
女川梅太郎

上新川郡長　尾越悌
輔

竪紙 1 24.0×35.8

391 売薬請売鑑札願（書式） 罫紙 1 24.0×36.0

392 売薬請売許可証写一括 明治21年（1888） 各郡役所 請売営業人 6

393
請売鑑札番号通知証（明治十
六年分）

明治16年（1883）5～
6月

請売人　下新川郡泊
町村　後藤栄次郎ほ
か1名

営業人　佐渡養順
（10代）

罫紙 2 24.3×17.4

394
請売鑑札番号通知証（明治十
八年分）

明治18年（1885）
請売人　石川県　鍋
田嘉右ェ門ほか6名

営業人　佐渡養順
（10代）

罫紙 7 24.3×17.4

395
請売鑑札番号通知証（明治十
九年分）

明治19年（1886）3月
21日

請売人　山寺長八ほ
か5名

営業人　佐渡養順
（10代）

罫紙 6 24.3×17.4

396
請売鑑札番号通知証（明治二
十年分）

明治20年（1887）3月
13日

請売人　野村吉平ほ
か5名

営業人　佐渡養順
（10代）

罫紙 6 24.3×17.4

（3）売薬請売許可之証（写）　明治29年（1896）12月3日　婦負郡役所→婦負郡八尾町中山銭太郎

（4）売薬請売許可之証（写）　明治29年（1896）　石川県金沢市役所→金沢市泉町松本宗太郎

（5）売薬請売許可之証（写）　明治30年（1897）3月27日　石川県河北郡役所→河北郡津幡町小泉豊□

（6）売薬請売許可之証（写）　明治33年（1900）2月14日　岐阜県庁→

　○3月21日から4月26日まで。

　○3月13日から12月26日まで。

　○上新川郡長尾越悌輔から女川梅太郎に鑑札1枚を渡している（5月9日付）。

　○活版刷

　○産前の薬、産後の薬、ちちのたる薬

　○明治21年から同33年（1900）まで。

（1）売薬請売許可之証（写）　明治21年（1888）8月31日　上新川郡役所→上新川郡清水村久米トキ

（2）売薬請売許可之証（写）　明治21年（1888）11月5日　上新川郡役所→上新川郡富山中野町松丘善四郎

　○同文16枚。

　○明治16年4月12日から同44年（1911）8月10日まで。

　○不綴分37枚。

　○7月22日から8月2日まで。

　○2月から10月17日まで。

　○3月24日付、9月25日付

　○戸長堀義正の連署あり。
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397
請売鑑札番号通知証（明治二
十一年分）

明治21年（1888）2月
8日

請売人　砺波郡今石
動町　九鬼甚太郎

営業人　佐渡養順
（10代）

罫紙 1 24.3×17.4

398
請売営業人鑑札書換の事につ
き回答

〔明治〕3月10日
今石動町　九鬼甚太
郎

佐渡養順 葉書 1 14.1×8.9

399 賣薬請賣営業認可通知 3月20日 山寺長八 佐渡養順 罫紙 1 23.5×33.5

400 売薬定価帳 大正10年（1921） 佐渡養順 罫紙綴 1 2枚 24.8×18.8

401 請売者の住所氏名一覧表
大正15年（1926）10
月10日

巻紙 1 18.5×136.0

402 昭和2年店頭売上高（メモ） 〔昭和2年（1927）〕 便箋 1 22.0×14.8

403 売薬請売留帳（昭和10年分）
昭和10年（1935）1月
3日

罫紙綴 1 24枚 25.0×17.6

404 売薬請売留帳（昭和11年分）
昭和11年（1936）1月
3日

罫紙綴 1 25枚 25.0×17.8

405 売薬請売留帳（昭和12年分）
昭和12年（1937）1月
2日

罫紙綴 1 24枚 24.2×18.6

406 売薬請売留帳（昭和13年分）
昭和13年（1938）1月
3日

罫紙綴 1 24枚 24.2×18.5

407 売薬請売留帳（昭和14年分）
昭和14年（1939）1月
2日

罫紙綴 1 26枚 24.4×18.0

408 請売店より現状回答
昭和14年（1939）2月
17日

北海道　西畑助造 佐渡養順（11代） 便箋 2

409 請売数量一覧表
昭和15年（1940）1月
3日

用紙 2
25.7×18.1
〈B5〉

410 売上年間統計表（断簡） 年不詳 罫紙綴 1 27.7×20.0

411 売薬請売留帳（昭和15年分）
昭和15年（1940）1月
5日

罫紙綴 1 30枚 24.2×18.2

412 売薬請売留帳（昭和16年分）
昭和16年（1941）1月
3日

罫紙綴 1 32枚 24.3×18.2

413 請売業者名簿
昭和16年（1941）3月
25日

（佐渡養順） 便箋 1
18.1×25.8
〈B5〉

414 売薬請売留帳（昭和17年分）
昭和17年（1942）1月
1日

罫紙綴 1 27枚 25.0×17.5

　○売捌年月日、方名、数量、請売者氏名を記す。

　○九鬼甚太郎は、九鬼秀達の息。

　○1月3日から12月31日まで。

　○1月1日から12月30日まで。

　○請売年月日、方名、数量、請売者氏名を記す。

　○1月3日から12月30日まで。

　○売捌年月日、方名、数量、請売者氏名を記す。

　○1月2日から12月31日まで。

　○売捌年月日、方名、個数、請売者氏名を記す。

　○1月5日から12月31日まで。

　○売捌年月日、方名、個数、請売者氏名を記す。

　○売捌年月日、方名、数量、請売者氏名を記す。

　○1月3日から12月31日まで。

　○1月2日から12月31日まで。

　○産前の薬、産後の薬、ちちのたる薬

　○売捌年月日、方名、個数、請売者氏名を記す。

　○1月3日から12月30日まで。

売薬請売
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415 売薬請売留帳（昭和18年分）
昭和18年（1943）1月
6日

罫紙綴 1 22枚 25.0×17.5

416 売薬請売留帳（昭和19年分）
昭和19年（1944）1月
4日

罫紙綴 1 8枚 25.0×18.0

417 売薬請売留帳（昭和20年分）
昭和20年（1945）1月
3日

罫紙綴 1 4枚 24.2×18.2

418
任務断行証書（星製薬株式会
社）

昭和11年（1936）5月
9日

星製薬株式会社々長
任務断行期成団々長
星一

佐渡順一 3 15.8×22.0

419
財団法人星薬学専門学校設立
賛助員証

昭和16年（1941）3月
31日

財団法人星薬学専門
学校設立委員長　星
一

佐渡順一 1 16.5×11.3

420 御通（星製薬株式会社）
昭和16年（1941）3月
31日

ホシチェーンストア
高岡支部長任務断行
期成団高岡分団長
星野久太郎

佐渡順一 1 13.0×18.6

Ｇ　広告・薬袋

番号 表題 年代 差出 宛所 形態 数量
丁数
枚数

法量
（縦×横.cm）

421 佐渡養順本舗広告原稿 佐渡養順（11代） 11

422 佐渡養順本舗広告 佐渡養順（11代） 10

423 サドヨウジュン異字書出 佐渡養順 罫紙 1 23.1×33.7

424 薬服用説明書 佐渡養順 3

425 薬チラシ「超越せる家傳薬」
特約店　婦負郡四方
町　永守兵太郎内永
守いつ

1 26.4×37.1

426 北海道薬品広告関係一式
昭和12年（1937）9月
10日

北海道空知郡富良野
町　西畑助造

佐渡養順 3

427 北海道の新聞広告の実態報告 〔昭和〕9月6日
北海道夕張郡長沼市
街　吉井喜二

佐渡養順 罫紙 1 25.0×17.8

　○佐渡養順製、金子恕謙製

　○永守いつは、9代養順（三良）の2女。婦負郡四方町、永守兵太郎に嫁ぐ。

　○請売年月日、方名、数量、請売者氏名を記す。

（1）北海道における新聞購読状況の件につき回答　西畑助造→佐渡養順（11代）

（2）領収書　富良野町駅前加藤新聞店→西畑

（3）優先任務断行支払遂行関係通知　昭和17年（1942）2月4日　星製薬株式会社優先任務断行支払遂行本部→佐渡順一

　○出荷案内書5枚添付（昭和16年10月11日から同19年（1944）5月7日まで）。

　○原稿8通、店舗写真1枚、商標図案2枚

（2）優先任務断行証書　昭和16年（1941）3月31日　星製薬株式会社々長任務断行期成団々長星一→佐渡順一

　○活版印刷

（3）広告

　○赤坂養順堂製「サドサン」、荒木天祥堂製「観授球」

　○売捌年月日、方名、個数、請売者氏名を記す。

　○1月6日から12月31日まで。

　○売捌年月日、方名、個数、請売者氏名を記す。

　○1月4日から12月28日まで。

　○売捌年月日、方名、個数、請売者氏名を記す。

　○1月3日から12月26日まで。

　○星協力商品券あり。
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428 薬広告 養順堂薬院 1 25.3×35.4

429 密丸功能書略
調合所　加州金沢町
第十一区上胡桃町
多賀氏製

1 15.0×43.1

430 封臭液広告 明治9年（1876）2月
製造局分局越中高岡
鴨嶋町中　渡辺桃造

1 24.0×35.0

431 薬チラシ「寳丹」
越中国高岡木船町
棚田喜作

用紙 1 25.5×34.3

432 逆症麒麟円効能書 竪紙 1 24.0×32.7

433 各種妙薬発売広告
東京銀座2丁目楽善
堂　岸田吟香

印刷物 1 12.0×16.7

434 病名別による千葉漢方医薬
（株）千葉三郎次商
店

印刷物 1
25.2×35.6

〈B4〉

435 漢方治療の手引 千葉漢方医薬研究所 印刷物 1
25.8×36.6

〈B4〉

436 流感注意警告チラシ 昭和25年（1950）1月 高岡市 市民各位 印刷物 1
18.0×25.3
〈B5〉

437 広告文案作成方依頼状（控） 5月15日
佐渡養順（代棚田喜
作）

富山県売薬同業組合
事務長　羽根芳一

巻紙 1 18.5×74.1

438
薬袋・広告送り状（小間印刷
所）

昭和11年（1936） 小間印刷所 佐渡養順（11代） 用箋 3

439 佐渡養順封緘紙
昭和12年（1937）7月
16日

明治印刷株式会社 佐渡養順（11代） 3 21.1×46.1

440 広告見積
昭和12年（1937）8月
5日

明治印刷株式会社 佐渡養順（11代） 便箋 1 24.3×17.8

441 印刷打合状
昭和12年（1937）8月
10日

明治印刷株式会社 佐渡養順 便箋 1 24.5×18.0

442 印刷物出荷御案内
昭和12年（1937）8月
20日

明治印刷株式会社 佐渡養順（11代） 葉書 2 14.2×9.2

443 印刷代計算書 昭和12年（1937）8月 明治印刷株式会社 佐渡養順（11代） 用紙 1 26.1×19.4

　○出荷御案内（昭和12年8月22日付）あり。

　○昭和11年から同14年（1939）まで。

　○薬袋の図案に「明治十年後警視庁蒙軍用之命也」とあり。

　○印刷物、同文68枚。

　○木版刷

（2）印刷物送状　昭和12年（1937）8月20日

　○活版刷

　○活版印刷

　○木版刷

　○領収証（昭和12年8月5日付）あり。

　○注意ビラ15,000枚（8月20日）、宣伝ビラ35,000枚（8月22日）。

　○「取次所／越中高岡阪ノ下町　関屋長四郎」（「長四郎」の横に朱印「藤兵衛」とあり）

　○「浪華菊水堂秘方／弘所／うこんのかんばん有／大阪こんどうじ町しんさいばし筋西入北がハ浮田冨造」

　○印刷

　○製造局は、加賀国金沢材木町渡辺太左衛門

　○漢方薬要覧（抄）、漢方薬の常識、千葉漢方医薬について記載

　○活版刷

　○サドサンの薬広告。偽薬。

　○1枚に100枚印刷。

（2）封緘紙出荷案内　昭和12年（1937）7月13日

（3）印刷物未到着につき現況報告　昭和12年（1937）8月13日　明治印刷株式会社→佐渡養順（11代）
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444 印刷代領収証
昭和16年（1941）3月
7日

明治印刷株式会社 佐渡養順（11代） 用紙 1 22.0×16.5

445 封筒印刷代計算書 昭和18年（1943）7月 明治印刷株式会社 佐渡養順（11代） 用紙 1 25.2×18.2

446 印刷物等代金請求書・領収証
昭和20年（1945）12
月

中越印刷株式会社 佐渡養順 5

447 印刷代領収書等
昭和21年（1946）12
月26日

北陸印刷株式会社 佐渡養順堂 用紙 5

448 印刷代請求書等
昭和22年（1947）3月
29日

北陸印刷株式会社 佐渡養順堂 用紙 2

449 薬袋代請求書 昭和22年（1947） 北陸印刷株式会社 佐渡養順堂 用紙 1 12.4×17.6

450 印刷代領収書
昭和26年（1951）12
月2日

明治印刷株式会社 佐渡養順堂 用紙 16

451 印刷代領収書
昭和31年（1956）3月
4日

高岡市小馬出町　株
式会社谷道文開堂

用紙 1 17.5×13.2

452 広告料領収書
昭和31年（1956）9月
20日

シバタ図案社 用紙 1 13.4×16.0

453 印刷代領収書
昭和32年（1957）12
月2日

高岡市利屋町3番地
有限会社小間印刷所

佐渡養順堂 用紙 1 12.8×17.6

454 電柱広告掲出申込書
昭和12年（1937）7月
9日

佐渡養順（11代） 高岡産業振興会 用紙 9 26.5×19.5

455 電柱広告掲出料領収証
昭和12年（1937）7月
9日

高岡産業振興会 佐渡養順（11代） 用紙 4 18.8×18.8

456 電柱広告申込関係書類一式 昭和13年（1938）9月 4

457 新聞広告料領収証
昭和20年（1945）12
月19～26日

北日本新聞社ほか2
社

佐渡養順（11代） 用紙 3

　○送状あり。

（7）表示又ハ設置場所略図（書式）

　　第二次附属図面、申請書第三次付属図面、申請書第四次付属図面

　○昭和21年12月26日から同22年（1947）10月1日まで。

　○昭和22年3月29日付、同25年（1950）5月9日付

　○昭和26年12月2日から同32年（1957）12月12日まで。

　○7月9日付、7月29日付（代理は棚田喜作）

（2）注文書　棚田喜作→

（3）電柱広告掲出料領収証　昭和14年（1939）7月16日　高岡産業振興会→佐渡養順（11代）

　○昭和20年12月から同22年（1947）1月まで。

（8）広告物掲出許可申請書（書式）

（4）電柱広告料金表　高岡産業振興会→

（5）広告関係書類一括

　○広告物設置許可申請書（昭和16年7月2日付）、設置理由書、工事仕様書及寸法、電柱広告掲出承認書（昭和16年7月2日付）、申請書

（6）電柱広告期限控

（1）電柱広告申込書　昭和13年（1938）9月20日　佐渡養順（11代）→日本海電気株式会社三日市営業所・上市営業所

（3）領収書等　昭和13年（1938）9月15日　高岡産業振興会ほか→佐渡養順（11代）ほか　7通

　○9月15日から12月2日まで。

（4）セードサイン申込原稿

　○12月19日から26日まで。

（9）委任状（書式）

（2）電柱広告申込書等受取につき通知　昭和13年（1938）9月27日　日本海電気株式会社上市営業所→棚田喜作

　○7月9日から9月7日まで。
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458 新聞広告掲載料領収証等 昭和21年（1946）1月
朝日新聞広告扱所近
畿広告富山出張所ほ
か

佐渡養順 用紙 39

459 電柱広告料領収証
昭和23年（1948）5月
末日

加越能通信社 佐渡養順 用紙 2
14.8×21.3

〈A5〉

460 電柱使用料領収書
昭和24年（1949）4月
12日

加越能通信社 佐渡養順 用紙 2

461 謝近火広告料領収書
昭和24年（1949）4月
4日

北日本新聞社ほか2
社

佐渡養順 用紙 3

462
屋外広告物法による広告物表
示・掲出・設置期間記入につ
いて

昭和25年（1950）2月
21日

高岡市役所 用紙 2
26.0×17.7
〈B5〉

463 電柱広告料領収書
昭和26年（1951）3月
15日

北陸電気商事有限会
社

佐渡養順 用紙 13

464 広告宣伝代領収証
昭和26年（1951）6月
29日

高岡市利屋町中央商
店街協栄協同組合

佐渡養順堂 用紙 1 13.3×18.6

465
薬袋（薬の用法および注意
書）

高岡　佐渡 1 30.8×21.2

466 紙製品代受取 卯7月
高岡三番町　帳面出
来所紙屋文七

佐渡 巻紙 2 15.4×76.4

467 紙代受取書 卯12月26日 志摩屋善助 佐渡 巻紙 1 15.5×26.4

468 紙、袋、のり代等書上 佐渡 巻紙 1 15.0×52.8

469 薬袋（産前の薬・産後の薬）
〔明治9年（1876）～
同16年（1883）〕

佐渡養順 袋 2 12.8×8.5

470 用剤袋（内用剤・外用剤） 明治30年（1897）～ 佐渡調剤所 袋 2 15.0×10.0

471 薬袋（産前の薬）3種 佐渡養順 袋 3

472 薬袋（産後の薬）3種 佐渡養順 袋 3

473 薬袋（ちゝのたる薬）3種 佐渡養順 袋 3

474 御薬袋 佐渡養順 袋 10

475 養順堂薬袋 「養」 袋 1 12.0×6.7

476 かうべ薬の薬袋 明治25年（1892）1月
売弘所　放生津新町
吉野喜平

袋 1 21.0×16.1

　○内用剤は8枚、外用剤は8枚。

（2）福田修一からの領収証　昭和28年（1953）8月9日　福田修一→佐渡養順

　○4月4日付、4月6日付、4月付

　○用法書あり。

　○印刷原稿あり。

　○顧客名記入。

　○昭和21年1月から同22年（1947）5月まで。

　○木版刷

（2）領収証　昭和27年（1952）4月4日　高岡市長南慎一郎→佐渡養順

　○昭和26年3月15日から同32年（1957)9月26日まで。

　○木版刷。原板は番号13-6。

　○「石川縣越中国…」とあるので明治9年から同16年の間。

　○本家調合所は、大阪山田屋長谷川加右衛門。

　○4月12日付、4月26日付

　○1日分（内袋）。

　○用法書あり。

　○「文久三年癸亥五月／品川君手跡」とある。
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477 実母散の薬袋 袋 1 29.5×41.0

478
阿波加家家伝製剤奇應丸包装
紙

魚津町　阿波加憲吉
謹製

包装紙 1 25.5×28.5

479 「薬業事報」購読料領収証
昭和22年（1947）4月
4日

薬業事報社 佐渡養順 用紙 1 16.9×12.3

480 「薬事日報」購読料受領書
昭和23年（1948）3月
24日

薬事日報社 佐渡養順 葉書 18 14.0×9.0

481 「薬業日本」購読料領収書 昭和23年（1948）4月 薬業日本新聞社 佐渡養順堂 用紙 1 13.0×10.1

482 会費領収書
昭和25年（1950）3月
27日

富山県薬剤師協会 佐渡千賀子 用紙 11

483 賦課金領収証
昭和25年（1950）4月
8日

富山県薬業会（のち
富山県薬業連合会）

佐渡養順堂 用紙 24

484 「薬日新聞」購読料領収書
昭和25年（1950）12
月

大東出版文化協会薬
日新聞

佐渡養順堂 用紙 1 6.1×6.9

485 会費領収書
昭和27年（1952）1月
11日

富山県家庭薬剤師会 佐渡千賀子 用紙 3

486 会費領収書
昭和28年（1953）8月
13日

呉西薬業倶楽部（大
同製薬株式会社）

佐渡養順 用紙 3

487 富山県薬業名鑑代領収書
昭和31年（1956）2月
16日

富山市千歳町3番地
政経タイムス社

佐渡養順堂 用紙 1 12.5×11.0

488 賦課金領収証
昭和31年（1956）10
月15日

富山県薬業教育振興
会会長　廣瀬重造

佐渡養順堂 用紙 1 17.4×17.9

Ｈ．薬注文・病状書

番号 表題 年代 差出 宛所 形態 数量
丁数
枚数

法量
（縦×横.cm）

489
佐渡養順への薬注文につき葉
書

明治19年（1886）3月
30日

能登鳳至郡　間島甚
七郎

高岡源平町　車谷市
三郎

葉書 1 14.2×9.0

490 薬品送付方依頼状
明治19年（1886）5月
13日

輪島　杉本忠右衛門 佐渡養順（10代） 罫紙 1 23.3×34.7

491 薬品注文のことにつき電報
明治23年（1890）4月
1日

ベンテンマチ　ワキ
ザカキサ

サトウヨウジュン 電報 1 24.4×19.4

492 薬送付方依頼状
〔明治26年（1893）2
月3日〕

〔平沢キン〕 佐渡 巻紙 1 15.5×24.6

493 薬注文および送金方法問合せ
明治27年（1894）5月
30日

長野県北安曇郡神城
村　田中竹次

佐渡（養順）薬店 巻紙 1 16.0×41.6

494 薬代送付状
明治29年（1896）10
月22日

能登羽咋郡樋川村
中村格太郎

佐渡養順（10代） 巻紙 1 16.5×29.7

495 薬代運送につき願状 〔明治〕2月26日 飛田留次郎 佐藤（佐渡） 巻紙 1 16.0×42.3

496 薬注文書 〔明治〕4月15日
飛騨古川　桐正源兵
衛

佐渡 巻紙 1 15.5×17.0

　○昭和25年3月27日から同32年（1957）11月4日まで。

　○昭和25年4月8日から同32年（1957）9月21日まで。

　○昭和27年（1952）から同32年（1957）3月20日まで。

　○阿波加憲吉は魚津寺崎家に生まれる。阿波加蕃の養子となる。

　○昭和22年5月から10月までの6ヶ月分。

　○昭和23年3月24日から同28年（1953）7月27日まで。

　○昭和28年8月13日から同32年（1957）3月20日まで。

　○「本家／江戸中橋／千葉堂豊□製」「取次所／江戸本銀町／大和屋平兵衛

　○年代、差出は封筒より推定。
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497 薬代送付状 〔明治〕10月26日 能生町　岡本安平 佐渡養順 巻紙 1 18.5×22.5

498 薬注文書 〔明治〕 巻紙 1 15.2×10.3

499 薬代送状 今石動　九鬼秀達 佐渡 巻紙 1 15.3×12.5

500 薬注文書 千寸〔ちず〕 佐渡薬局 巻紙 1 18.0×47.1

501 薬注文願書
昭和21年（1946）5月
20日

第一薬品株式会社 佐渡養順（11代） 用箋 1 23.3×17.6

502 産前の薬等送付依頼状 4月23日 第一薬品株式会社 佐渡養順 用箋 1 17.5×24.5

503 薬注文書
昭和23年（1948）3月
20日

富山市袋町　薬種商
金岡又左衛門商店

佐渡養順 葉書 1 14.5×9.1

504 和漢生薬分譲方依頼状 7月9日 共栄製薬株式会社 佐渡養順堂 切紙 1 25.7×13.2

505
患者よりの病状書（明治七～
三十年分）

明治7年（1874）～同
30年（1897）

新川郡上末村　宗七
ほか

佐渡養順 55

506
患者よりの病状書（年不詳一
月～十二月分）

後藤重秀ほか 佐渡養順 69

507
患者よりの病状書（年月日不
詳）

佐渡養順 54

　　県から1通、埼玉県から1通、栃木県から1通、東京から1通、北海道から1通、不明74通。合計は178通。

　○富山県から19通、加賀から5通、能登から7通、越後から1通、飛騨から6通、長野県から2通、群馬県から1通、埼玉県から1通、東京

　○富山県から28通、加賀から4通、能登から2通、飛騨から1通、栃木県から1通、不明33通。

　○富山県から13通、加賀から2通、能登から4通、越後から3通、飛騨から2通、北海道から1通、不明29通。

　○明治7年1通、同9年1通、同10年10通、同12年1通、同13年1通、同15年2通、同17年14通、同18年2通、同19年21通、同28年2通。

　○請売人

　　から1通、不明12通。

　○番号505～507の地域別計は、富山県から60通、加賀から11通、能登から13通、越後から4通、飛騨から9通、長野県から2通、群馬

　○価格申請のため。

　○薄荷注文
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５　幕末維新風雲通信（宮地先生調査分）

番号 表題 年代 差出 宛所 形態 数量 枚数
法量

（縦×横.cm）

参考
1

六月十六日付佐渡家宛坪井信
道書翰

弘化元年（1844）6月
16日

坪井信道 佐渡養順（8代） 巻紙 1 16.2×107.6

参考
2

十月九日付佐渡三良宛黒川良
安書翰

弘化元年（1844）10
月9日

黒川良安 佐渡三良 ― 1 ―

参考
3

四月七日付佐渡家宛坪井信道
書翰

弘化3年（1846）初夏
7日

坪井信道
佐渡養順（8代）、
佐渡三良

巻紙 1 16.3×128.3

1 月不明書翰別紙 弘化3年（1846） 坪井信良 罫紙綴 1 2枚 24.1×17.6

参考
4

一月十四日付佐渡家宛坪井信
道書翰

弘化4年（1847）正月
14日

坪井信道
佐渡養順（8代）、
佐渡三良

巻紙 1 16.0×99.3

2 二月（？）書翰別紙 弘化4年（1847） （坪井信良） 竪紙綴 1 14枚 24.2×33.5

参考
5

六月二日付佐渡家宛坪井信道
書翰

弘化4年（1847）6月2
日

坪井信道
佐渡養順（8代）、
三良

巻紙 1 15.7×91.3

参考
6

六月二十四日付佐渡家宛坪井
信道書翰

弘化4年（1847）6月
24日

坪井信道
佐渡養順（8代）、
三良

巻紙 1 16.1×92.5

参考
7

十月二十四日付佐渡家宛坪井
信道書翰

弘化4年（1847）10月
24日

坪井信衜
佐渡養順（8代）、
佐渡三良

巻紙 1 16.3×164.5

3 月不明書翰 嘉永2年（1849） （坪井信良） （佐渡三良） 巻紙 1 15.6×342.8

4 十二月十六日付書翰
嘉永2年（1849）12月
16日

坪井信良 佐渡三良 巻紙 1 19.5×349.1

5 三月（？）書翰 嘉永3年（1850） （坪井信良） （佐渡三良） 巻紙 1 16.5×148.5

6 八月八日付書翰
嘉永3年（1850）8月8
日

坪井信良 佐渡三良 巻紙 1 16.4×322.8

7 八月十三日付書翰
嘉永5年（1852）8月
13日

坪井信良 佐渡三良 巻紙 1 16.8×207.2

8 月不明書翰別紙 嘉永5年（1852） 柊里（坪井信良） （佐渡三良） ― 1 ―

9 五月十四日付書翰
嘉永6年（1853）5月
14日

坪井信良、秀達代筆 佐渡三良 巻紙 1 14.7×62.2

10 七月三日付書翰
嘉永6年（1853）7月3
日

坪井信良 佐渡三良 巻紙 1 16.2×360.6

11 七月十二日付書翰
嘉永6年（1853）7月
12日

坪井信良 佐渡三良 巻紙 1 16.1×156.8

12 十月十一日付書翰
嘉永6年（1853）10月
11日

坪井信良 佐渡三良 巻紙 1 16.5×130.9

13 十一月一日付書翰
嘉永6年（1853）11月
1日

坪井信良 佐渡三良 巻紙 3
16.2×77.8
16.2×178.8
14.1×73.8

14 十一月（？）書翰 嘉永6年（1853） （坪井信良） （佐渡三良） 巻紙 1 15.9×31.1

15 一月七日付書翰
安政元年（1854）1月
7日

坪井信良 佐渡三良 巻紙 1 16.2×124.9

16 一月十七日付書翰
安政元年（1854）1月
17日

坪井信良 佐渡三良 巻紙綴 1 5枚 16.4×41.4

17 一月二十七日付書翰
安政元年（1854）1月
27日

坪井信良 佐渡三良 巻紙 1 16.1×118.8

18 二月七日付書翰
安政元年（1854）2月
7日

坪井信良 佐渡三良 巻紙 1 16.0×133.4

（宮地正人氏調査分）
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19 二月十六日付書翰
安政元年（1854）2月
16日

坪井信良 佐渡三良 巻紙 1 16.5×205.3

20 三月一日付書翰
安政元年（1854）3月
1日

坪井信良 佐渡三良
巻紙
罫紙

2
16.5×79.9
24.2×33.9

21 三月十三日付書翰
安政元年（1854）3月
13日

坪井信良 佐渡三良 巻紙 1 15.8×80.2

22 三月十九日付書翰
安政元年（1854）3月
19日

坪井信良 佐渡三良 巻紙 1 15.4×114.4

23 四月一日付書翰
安政元年（1854）4月
1日

坪井信良 佐渡三良 巻紙 1 15.5×127.7

24 四月十一日付書翰
安政元年（1854）4月
11日

坪井信良 （佐渡三良） 巻紙 1 15.5×146.9

25 四月十六日付書翰
安政元年（1854）4月
16日

坪井信良 佐渡三良 巻紙 1 15.9×149.9

26 四月二十七日付書翰
安政元年（1854）4月
27日

坪井信良 佐渡三良 巻紙 1 15.9×74.8

27 五月二日付書翰
安政元年（1854）5月
2日

坪井信良 佐渡三良 巻紙 1 15.9×220.1

28 六月五日付書翰
安政元年（1854）6月
5日

坪井信良 佐渡三良 巻紙 1 15.8×121.2

29 六月二十三日付書翰
安政元年（1854）6月
23日

坪井信良 佐渡三良 巻紙 1 15.8×181.4

30 六月二十八日付書翰
安政元年（1854）6月
28日

坪井信良 佐渡 巻紙 1 15.4×49.7

31 七月三日付書翰
安政元年（1854）7月
3日

坪井信良 佐渡三良 巻紙 1 15.1×150.7

32 七月二十三日付書翰
安政元年（1854）7月
23日

坪井信良 佐渡三良 巻紙 1 17.5×91.4

33 閏七月一日付書翰
安政元年（1854）閏7
月1日

坪井信良 佐渡三良 巻紙 1 15.0×190.6

34 閏七月二十一日付書翰
安政元年（1854）閏7
月21日

坪井信良 佐渡三良 ― 1 ―

35 閏七月二十八日付書翰
安政元年（1854）閏7
月28日

（坪井信良） （佐渡三良） 巻紙 1 15.1×146.7

36 八月五日付書翰
安政元年（1854）8月
5日

坪井信良 佐渡三良 巻紙 1 15.2×83.9

37 八月七日付書翰
安政元年（1854）8月
7日

坪井信良 佐渡三良 巻紙 1 15.2×141.5

38 八月十七日付書翰
安政元年（1854）8月
17日

（坪井信良） （佐渡三良） 巻紙 1 15.3×135.8

39 九月十日付書翰
安政元年（1854）9月
10日

坪井信良 佐渡三良 巻紙 1 16.9×117.0

40 十月四日付書翰
安政元年（1854）10
月4日

坪井信良 佐渡三良 巻紙 1 16.9×171.2

41 十一月十一日付書翰
安政元年（1854）11
月11日

坪井信良 佐渡三良 巻紙 1 16.8×241.7

42 十二月十日付書翰
安政元年（1854）12
月10日

坪井信良 佐渡三良 巻紙 1 16.3×126.0

43 一月七日付書翰
安政2年（1855）1月7
日

坪井信良 佐渡三良 巻紙 1 15.8×104.6
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44 一月二十一日付書翰
安政2年（1855）1月
21日

坪井信良 佐渡三良 巻紙 1 16.3×199.1

45 二月五日付書翰
安政2年（1855）2月5
日

坪井信良 佐渡三良 巻紙 1 16.3×250.8

46 二月二十四日付書翰
安政2年（1855）2月
24日

坪井信良 佐渡三良 巻紙 1 15.7×109.4

47 二月三十日付書翰
安政2年（1855）2月
晦日

坪井信良 佐渡三良 ― 1 ―

48 三月十日付書翰
安政2年（1855）3月
10日

坪井信良 佐渡三良 巻紙 1 16.0×169.6

49 四月三日付書翰
安政2年（1855）4月3
日

坪井信良 佐渡三良 巻紙 1 16.0×327.5

50 四月六日付書翰
安政2年（1855）4月6
日

（坪井信良） （佐渡三良） 巻紙 1 16.1×77.8

51 四月十一日付書翰
安政2年（1855）4月
11日

坪井信良 （佐渡三良） 巻紙 1 16.0×232.0

52 四月二十一日付書翰
安政2年（1855）4月
21日

坪井信良 佐渡三良 巻紙 1 16.1×223.0

53 五月六日付書翰
安政2年（1855）5月6
日

坪井信良 佐渡三良 巻紙 1 15.9×259.0

54 五月十一日付書翰
安政2年（1855）5月
11日

坪井信良 佐渡三良 巻紙 1 16.2×191.9

55 五月十六日付書翰
安政2年（1855）5月
16日

坪井信良 佐渡三良 巻紙 1 16.4×116.0

56 六月一日付書翰
安政2年（1855）6月1
日

坪井信良 佐渡三良 巻紙 1 16.2×123.1

57 六月八日付書翰
安政2年（1855）6月8
日

坪井信良 佐渡三良 巻紙 1 16.1×143.4

58 六月二十四日付書翰
安政2年（1855）6月
24日

坪井信良 佐渡三良 巻紙 1 15.6×239.3

59 八月二十一日付書翰
安政2年（1855）8月
21日

（坪井信良） （佐渡三良） 巻紙 2
16.2×42.3
14.8×83.9

60 九月一日付書翰
安政2年（1855）9月1
日

坪井信良 佐渡三良 巻紙 1 14.9×167.6

61 九月四日付書翰
安政2年（1855）9月4
日

坪井信良 佐渡三良 巻紙 2
14.9×158.6
14.2×21.9

62 九月二十日付書翰
安政2年（1855）9月
20日

坪井信良 佐渡三良 巻紙 1 16.3×97.9

63 十月二十一日付書翰
安政2年（1855）10月
21日

坪井信良 佐渡三良 巻紙 1 15.4×46.0

64 安政二年（？）月不明書翰 〔安政2年（1855）〕 （坪井信良） （佐渡三良） 巻紙 1 15.8×129.4

65 二月十日付書翰
安政3年（1856）2月
10日

坪井信良 佐渡三良
巻紙
竪紙

2
1枚
2枚

16.1×140.9
24.7×33.8

66 月不明書翰別紙 安政4年（1857） （坪井信良） （佐渡三良） 巻紙 1 16.4×105.4

67 四月（日不明）書翰 万延元年（1860）4月 （坪井信良） （佐渡三良） 巻紙 1 16.4×53.4

68 十二月一日付書翰
文久2年（1862）12月
1日

坪井信良
佐渡養順（9代、以
下同じ）

巻紙 1 16.2×117.8

69 十二月十二日付書翰
文久2年（1862）12月
12日

坪井信良 佐渡養順 巻紙 1 16.3×121.4
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70 十二月二十日付書翰
文久2年（1862）12月
20日

（坪井信良） （佐渡養順） 巻紙 1 16.1×92.2

71 一月六日付書翰
文久3年（1863）1月6
日

坪井信良 佐渡養順 折紙 1 16.1×42.0

72 一月十九日付書翰
文久3年（1863）1月
19日

坪井信良 佐渡養順 巻紙 1 16.3×52.9

73 二月四日付書翰
文久3年（1863）2月4
日

坪井信良 佐渡養順 巻紙 1 15.0×152.7

74 二月十九日付書翰
文久3年（1863）2月
19日

（坪井信良） （佐渡養順） 巻紙 1 16.2×74.0

75 三月八日付書翰
文久3年（1863）3月8
日

（坪井信良） （佐渡養順） 巻紙 1 16.9×125.6

76 三月十五日付書翰
文久3年（1863）3月
15日

坪井信良 佐渡養順 巻紙 1 17.0×95.8

77 三月二十日付書翰
文久3年（1863）3月
20日

坪井信良 佐渡養順 巻紙 1 16.7×212.4

78 四月十七日付書翰
文久3年（1863）4月
17日

坪井信良 佐渡養順 巻紙 1 17.1×58.2

79 五月（日不明）書翰 文久3年（1863）5月 （坪井信良） （佐渡養順） 巻紙 1 15.1×235.7

80 六月三日付書翰
文久3年（1863）6月3
日

坪井信良 佐渡養順 巻紙 1 15.1×122.6

81 六月十九日付書翰
文久3年（1863）6月
19日

坪井信良 佐渡養順 巻紙 1
15.1×170.6
14.5×14.9

82 七月十八日付書翰
文久3年（1863）7月
18日

（坪井信良） （佐渡養順） 巻紙 1 15.1×180.8

83 八月十一日付書翰
文久3年（1863）8月
11日

坪井信良 佐渡養順 巻紙 1 15.1×119.9

84 九月十一日付書翰
文久3年（1863）9月
11日

坪井信良 佐渡養順 巻紙 1 15.0×78.1

85 十月十一日付書翰
文久3年（1863）10月
10日

坪井信良 佐渡養順 巻紙 1 15.5×243.1

86 十月二十三日付書翰
文久3年（1863）10月
23日

坪井信良 佐渡養順 巻紙 1 15.5×109.1

87 十一月九日付書翰
文久3年（1863）11月
9日

坪井信良 佐渡養順 巻紙 1 15.1×169.3

88 十一月二十三日付書翰
文久3年（1863）11月
23日

（坪井信良） （佐渡養順） 巻紙 1 15.5×169.2

89 十二月十三日付書翰
文久3年（1863）12月
13日

坪井信良 佐渡養順 巻紙 1 15.4×186.9

90 一月十一日付書翰
元治元年（1864）1月
11日

坪井信良 佐渡養順 巻紙 1 15.2×167.4

91 一月（日不明）書翰 元治元年（1864）1月 （坪井信良） （佐渡養順） 巻紙 1 15.8×155.2

92 二月八日付書翰
元治元年（1864）2月
8日

坪井信良 佐渡養順 巻紙 1 15.9×70.8

93 二月二十六日付書翰
元治元年（1864）2月
26日

坪井信良 佐渡養順 巻紙 2
16.0×50.3
15.7×87.0

94 三月九日付書翰
元治元年（1864）3月
9日

坪井信良 佐渡養順 巻紙 1 15.9×143.4
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95 三月三十日付書翰
元治元年（1864）3月
30日

坪井信良 佐渡養順 巻紙 1 16.0×90.2

96 四月二十一日付書翰
元治元年（1864）4月
21日

坪井信良 佐渡養順 罫紙綴 1 3枚 38.3×27.6

97 五月十三日付書翰
元治元年（1864）5月
13日

坪井信良 佐渡養順 巻紙 1 15.4×113.0

98 五月二十六日付書翰
元治元年（1864）5月
26日

坪井信良 佐渡養順 巻紙 1 15.0×120.8

99 六月二十二日付書翰
元治元年（1864）6月
22日

坪井信良 佐渡養順 ― 1 ―

100 八月三日付書翰
元治元年（1864）8月
3日

坪井信良 佐渡養順 巻紙 2
15.9×302.9
16.0×111.9

101 八月十六日付書翰
元治元年（1864）8月
16日

坪井信良 佐渡養順 巻紙 2
15.5×178.8
15.8×31.7

102 八月二十五日付書翰
元治元年（1864）8月
25日

（坪井信良） （佐渡養順） 巻紙 2
16.0×115.0
16.0×18.6

103 九月八日付書翰
元治元年（1864）9月
8日

坪井信良 佐渡養順 巻紙 3
15.8×30.7
15.0×87.7
15.8×255.5

104 九月下旬書翰 元治元年（1864）9月 （坪井信良） （佐渡養順） 巻紙 1 15.9×173.7

105 十月十三日付書翰
元治元年（1864）10
月13日

坪井信良 佐渡養順 巻紙 1 14.2×260.0

106 十二月十八日付書翰
元治元年（1864）12
月18日

坪井信良 佐渡養順 巻紙 1 15.9×333.2

参考
8

加賀藩への養順願書（控） 慶応元年（1865） （佐渡養順） （加賀藩） 巻紙 1 15.2×41.3

107 閏五月二十一日付書翰
慶応元年（1865）閏5
月21日

坪井信良 佐渡養順 巻紙 1
虫損につき
計測不能

108 七月四日付書翰
慶応元年（1865）7月
4日

坪井信良 佐渡養順 巻紙 2
虫損につき
計測不能

109 八月二十三日付書翰
慶応元年（1865）8月
23日

坪井信良 佐渡養順 巻紙 1 15.8×208.0

110 一月（日不明）書翰 慶応2年（1866）1月 （坪井信良） （佐渡養順） 巻紙 1 16.3×46.1

111 三月十五日付書翰
慶応2年（1866）3月
15日

（坪井信良） （佐渡養順） 巻紙 1 14.3×84.9

112 六月三日付書翰
慶応2年（1866）6月3
日

坪井信良 佐渡養順
袋綴
巻紙

2
5枚
1枚

23.9×17.3
15.7×30.5

113 十月五日付書翰
慶応2年（1866）10月
5日

（坪井信良） （佐渡養順） 巻紙 1 16.6×137.6

114 三月六日付書翰
慶応3年（1867）3月6
日

坪井信良 佐渡養順
巻紙
巻紙
竪紙

3
15.5×146.3
15.8×24.2
24.2×36.0

115 三月二十日付書翰
慶応3年（1867）3月
20日

坪井信良 （佐渡養順） 巻紙 1 15.1×102.6

116 四月十三日付書翰
慶応3年（1867）4月
13日

（坪井信良） （佐渡養順） 巻紙 1 15.8×160.2

117 四月十六日（？）付書翰 慶応3年（1867）4月 坪井信良 佐渡養順 巻紙 1 15.2×66.1

118 四月下旬書翰 慶応3年（1867）4月 （坪井信良） （佐渡養順） 巻紙 1 15.7×91.3

119 五月七日付書翰
慶応3年（1867）5月7
日

坪井信良 佐渡養順 巻紙 1 15.2×85.4
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120 六月七日付書翰
慶応3年（1867）6月7
日

（坪井信良） （佐渡養順） 巻紙 2
15.6×157.5
15.6×79.4

121 六月下旬書翰 慶応3年（1867）6月 坪井信良 （佐渡養順） 巻紙 2
16.0×96.5
15.6×55.6

122 八月八日付書翰
慶応3年（1867）8月8
日

（坪井信良） （佐渡養順） 巻紙 1 15.7×110.6

123 八月十三日付書翰
慶応3年（1867）8月
13日

（坪井信良） （佐渡養順） 巻紙 1 15.6×199.2

124 八月二十八日付書翰
慶応3年（1867）8月
28日

坪井信良 佐渡養順 巻紙 1 16.5×124.1

125 九月六日付書翰
慶応3年（1867）9月6
日

（坪井信良） （佐渡養順） 巻紙 1 16.3×46.0

126 九月下旬書翰 慶応3年（1867）9月 （坪井信良） （佐渡養順） 巻紙 1 15.4×279.5

127 九月二十三日付書翰
慶応3年（1867）9月
23日

坪井信良 佐渡養順 巻紙 1 15.6×212.0

128 十月三日付書翰
慶応3年（1867）10月
3日

（坪井信良） （佐渡養順） 巻紙 1 15.7×71.1

129 十月八日付書翰
慶応3年（1867）10月
8日

坪井信良 佐渡養順 巻紙 1 16.5×115.5

130 十月十五日付書翰
慶応3年（1867）10月
15日

坪井信良 佐渡養順 巻紙 1 15.6×58.4

131 十月二十三日付書翰
慶応3年（1867）10月
23日

坪井信良 佐渡養順 巻紙 1 15.7×196.5

132 十一月五日付書翰
慶応3年（1867）11月
5日

坪井信良 佐渡養順
巻紙
袋綴

2
1枚
3枚

15.5×61.1
24.0×17.6

133 十一月八日付書翰
慶応3年（1867）11月
8日

（坪井信良） （佐渡養順） 巻紙 1 15.7×80.1

134 十二月二十五日付書翰
慶応3年（1867）12月
25日

坪井信良 （佐渡養順） 竪紙 2 3枚
24.8×34.0
24.8×34.2

135 一月十七日付書翰
慶応4年（1868）1月
17日

坪井信良 佐渡養順 竪紙 2
24.4×33.5
24.5×33.5

136 二月三十日付書翰
慶応4年（1868）2月
晦日

坪井信良 佐渡養順 罫紙綴 1 6枚 24.1×16.9

137 四月八日付書翰
慶応4年（1868）4月8
日

坪井信良 佐渡養順 巻紙 1 15.8×45.6

138 五月十日付書翰
明治2年（1869）5月
10日

坪井信良 佐渡養順
竪紙
袋綴

2
3枚
8枚

24.2×35.6
24.2×17.6

139 一月二十六日付書翰
明治3年（1870）1月
26日

坪井信良 佐渡養順 袋綴 1 7枚 24.4×15.8

140 閏十月二十七日付書翰
明治3年（1870）閏10
月27日

坪井信良 佐渡養順 袋綴 1 3枚 22.5×14.5

141 十二月九日付書翰
明治3年（1870）12月
9日

坪井信良 佐渡三良
竪紙
罫紙綴

2
1枚
11枚

24.2×31.5
23.8×17.7

142 一月三日付書翰
明治5年（1872）1月3
日

坪井信良 佐渡養順 罫紙綴 1 2枚 25.8×17.4

143 一月四日付書翰
明治6年（1873）1月4
日

坪井信良 佐渡養順 竪紙 1 24.1×31.6

144 三月一日付書翰
明治6年（1873）3月1
日

坪井信良 佐渡養順 竪紙綴 1 5枚 24.8×34.5
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145 五月十一日付書翰
明治6年（1873）5月
11日

坪井信良 佐渡養順 竪紙 1 3枚 25.3×35.0

146 五月二十七日付書翰
明治6年（1873）5月
27日

坪井信良 佐渡養順 竪紙 1 3枚 24.6×32.9

147 六月二十八日付書翰
明治6年（1873）6月
28日

坪井信良 佐渡養順 竪紙 1 24.2×32.7

148 十月五日付書翰
明治6年（1873）10月
5日

坪井信良 佐渡養順 竪紙 1 5枚 24.7×33.8

149 十月二十一日付書翰
明治6年（1873）10月
21日

坪井信良 佐渡養順 竪紙 1 3枚 24.6×33.9

150 十月二十五日付書翰
明治6年（1873）10月
25日

坪井信良 佐渡養順 竪紙 1 24.4×34.0

151 十一月一日付書翰
明治6年（1873）11月
1日

坪井信良 佐渡養順 罫紙 1 2枚 25.0×33.7

152 十一月二十日付書翰
明治6年（1873）11月
20日

坪井信良 佐渡養順 罫紙 1 4枚 18.2×26.3

153 一月十七日付書翰
明治7年（1874）1月
17日

坪井信良 佐渡養順 罫紙 1 2枚 25.5×34.6

154 一月十九日付書翰
明治7年（1874）1月
19日

坪井信良 佐渡養順 罫紙 1 25.3×34.7

155 一月二十二日付書翰
明治7年（1874）1月
22日

坪井信良 佐渡養順 罫紙 1 24.1×35.7

156 一月三十日付書翰
明治7年（1874）1月
30日

坪井信良 （佐渡養順） 竪紙 1 27.5×27.4

157 二月十五日付書翰
明治7年（1874）2月
15日

坪井信良 佐渡養順 罫紙 1 2枚 24.2×36.0

158 三月七日付書翰
明治7年（1874）3月7
日

坪井信良 佐渡養順 罫紙 1 24.2×35.8

159 三月二十三日付書翰
明治7年（1874）3月
23日

坪井信良 佐渡養順 罫紙 1 24.1×35.8

160 四月二日付書翰
明治7年（1874）4月2
日

（坪井信良） （佐渡養順） 罫紙 1 2枚 24.4×33.1

161 四月十九日付書翰
明治7年（1874）4月
19日

坪井信良 佐渡養順、九鬼秀達 罫紙 1 2枚 20.3×14.0

162 五月四日付書翰
明治7年（1874）5月4
日

坪井信良 佐渡養順 罫紙 1 24.4×33.0

163 五月十八日付書翰
明治7年（1874）5月
18日

坪井信良 佐渡養順 竪紙 1 2枚 25.0×34.3

164 五月二十八日付書翰
明治7年（1874）5月
28日

坪井信良 佐渡養順 罫紙 1 2枚 24.6×33.1

165 五月三十日付書翰
明治7年（1874）5月
30日

坪井信良 佐渡養順 罫紙 1 24.5×33.0

166 六月十五日付書翰
明治7年（1874）6月
15日

坪井信良 佐渡養順 罫紙綴 1 3枚 20.6×13.3

167 六月二十二日付書翰
明治7年（1874）6月
22日

坪井信良 佐渡養順 罫紙 1 24.3×33.1

168 七月三十日付書翰
明治7年（1874）7月
30日

（坪井信良） （佐渡養順） 罫紙 1 24.2×36.1

169 八月八日付書翰
明治7年（1874）8月8
日

坪井信良 佐渡養順 罫紙 1 2枚 24.4×32.0
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170 九月二日付書翰
明治7年（1874）9月2
日

坪井信良 佐渡養順 罫紙 1 24.3×33.0

171 九月五日付書翰
明治7年（1874）9月5
日

坪井信良 佐渡養順 罫紙 1 24.3×33.1

172 十一月二十六日付書翰
明治7年（1874）11月
26日

東京下谷第二街十一
号地　坪井信良

佐渡養順 罫紙 1 24.3×33.3

173 十二月二十四日付書翰
明治7年（1874）12月
24日

坪井信良 佐渡養順 罫紙 1 24.0×35.8

174 二月三日付書翰
明治8年（1875）2月3
日

坪井信良 佐渡養順 罫紙 1 24.1×36.1

175 二月二十日付書翰
明治8年（1875）2月
20日

坪井信良 佐渡養順 罫紙 1 24.2×32.9

176 二月六日付書翰
明治9年（1876）2月6
日

坪井信良 佐渡養順 罫紙 1 24.0×35.8

177 二月二十五日付書翰
明治9年（1876）2月
25日

坪井信良 佐渡養順 罫紙 1 24.0×35.9

178 五月二十日付書翰
明治9年（1876）5月
20日

坪井信良 佐渡養順 罫紙 1 24.1×32.9

179 十一月十三日付書翰
明治9年（1876）11月
13日

坪井信良 佐渡養順 罫紙 1 2枚 23.9×32.9

180 年末書翰 明治10年（1877） 坪井信良 （佐渡養順）
竪紙
罫紙綴

2
1枚
2枚

24.0×35.9
24.4×16.6
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６．幕末維新風雲通信関連

Ａ　坪井信良より佐渡養順（9代）宛書翰

番号 表題 年代 差出 宛所 形態 数量
丁数
枚数

法量
（縦×横.cm）

1 正月五日付母上宛書翰
〔弘化4年（1847）〕
1月5日

坪井信良 佐渡母上 巻紙 1 15.0×235.0

2 書簡（前後欠） 〔嘉永4年（1851）〕 〔坪井信良〕 〔佐渡三良〕 巻紙 1 15.8×62.2

3 二月二日付書翰
〔嘉永5年（1852）〕
子2月2日

坪井信良 佐渡三良 巻紙 1 16.0×85.8

4 漢詩（偶感）
〔嘉永5年（1852）〕
閏2月12日

坪井信良 佐渡三良 巻紙 1 16.9×51.5

5 閏二月二十二日付書翰
〔嘉永5年（1852）〕
閏2月22日

坪井信良 佐渡三良 巻紙 1 16.8×89.8

6 壬子暦（牛痘） 嘉永5年（1852）壬子
冨家賀和（深川）
亀齢橋隠士

1 18.7×16.1

7
十二月六日付書翰（牛痘詩
暦）

〔嘉永6年（1853）〕
12月6日

坪井信良 佐渡三良 巻紙 1 15.3×37.0

8 嘉永六丑年牛痘詩暦 嘉永6年（1853） 〔坪井信良〕 〔佐渡三良〕 巻紙 1 15.8×37.3

9 正月の書状（追書のみ）
〔安政2年（1855）〕
正月

坪井信良 三良（佐渡三良） 巻紙 1 16.0×17.9

10 詠歌 〔元治2年（1865）〕 坪井信良 竪紙 4 35.0×24.0

11 十一月十九日付書翰 11月19日 坪井柊里（信良） 博粲（佐渡三良） 巻紙 1 15.7×154.0

12 處治録
天保13年（1842）晩
冬

上東遺書 罫紙綴 1 36枚 23.9×17.2

13 勉学・翻訳ノート 3月27日 坪井信良 佐渡三良 竪紙 2 24.3×36.0

（4）雪夜待人不来（冬）

　○「江戸侍医法眼坪井信良作」とある。法眼となるのは、元治元年（1864）12月16日なので、次年（元治2年）正月か。

　○「十二月四日、七ツ時、市久携到」

　○標題「次見示之韻、偶感」

　○佐渡良益（坪井信良）求。

　○文政12年（1829）から天保10年（1839）までの記述。

　○「異船も当年ハ弥御打払の御手配とか評し申候、安政昇平を祈申のみニ御坐候」とあり。

　○安政への改元は嘉永7年（1854）末のこと故、おそらくは安政2年正月のものか。

（1）春の夢（春）

（2）夕涼（夏）

（3）月下砧（秋）

　○3月9日到着。

　○同文3枚のうち1枚に、朱で「坪井信良」「西村松軒」「桑田立齋」とある。

　○「牛痘詩暦先日指上置…」別簡に「嘉永六丑年牛痘詩暦」あり（番号6-8）。

　○文中の「市久」は、高岡・江戸間の飛脚「市野屋久兵衛」。

　○2月に大阪適塾へ入学予定のことを書いているので、弘化4年とする。

　○坪井信良は8代養順（千代九郎）の2男。坪井信道の養子となる。

　○堅隆が信良宅へ来ているので嘉永5年。

　○堅隆は、建部賢隆のこと。8代養順（千代九郎）の4男。

　○牛痘詩暦

　○2月17日到着。

　○「閏二月」とあるので嘉永5年とする。

処
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14 蘭文（医学） 坪井信良 大判 1 29.7×43.0

15 蘭語 帳折 1 13.4×38.5

16 新定生活官能表
佛蘭斯　利施蘭土
（フランス、リヒラ
ンド）著

続紙 2 27.8×64.5

17 あねまの御守り紹介状 9月17日
江戸の未三郎〔坪井
信良〕

高岡のあんま〔佐渡
養順〕

切紙 1 24.3×23.2

18 宸筆宝船送付につき添状
京の江戸〔坪井信
良〕

高岡のあんさま〔佐
渡養順〕

切紙 1 30.8×24.0

19 詠歌等
京の江戸〔坪井信
良〕

お嫂様〔佐渡養順妻
より〕

続紙 1 24.0×57.0

20 六月二十三日付書翰
明治8年（1875）6月
23日

坪井信良 佐渡養順 罫紙 1 24.8×32.8

21 八月二十五日付書翰
明治8年（1875）8月
25日

坪井信良 佐渡養順 罫紙 1 24.7×34.3

22 一月二日付書翰
〔明治9年（1876）〕
1月2日

坪井信良 佐渡養順 罫紙 1 24.0×35.1

23
兄弟三人新川県医務取締を奉
ずるを祝す

明治9年（1876） 坪井信良
葆斉先生（佐渡養
順）

罫紙綴 1 2枚 24.0×16.5

24 五月十六日付書翰 〔明治〕5月16日 坪井信良 佐渡養順 罫紙 1 25.0×34.3

25 封書上包 坪井信良ほか 佐渡養順 26

　○続けて、自身の回顧文と漢詩三篇。

　○医務取締発令は明治9年3月12日（番号4-23）。

　○「令妹喜子殿…死去の趣…」。喜子は不詳。

　○「英船事実之記」「蕃所調書出投（役）恩命」のメモあり。

　○住所「江戸浅草新堀端阿部川町」「江戸深川冬木町」

　○信良から養順宛は21通、信道から養順宛は1通、信友から養順宛は4通。

　○豊吉、不知所在

　○年賀

　○逸見文九郎、片山文哲の記事。

　○阿波加鋤吉無事勉学、お清母子無事、豊吉様横浜奉職無事、お政も無事。

　○昨年中書籍代精算。医事雑誌、朝野新聞、文園雑誌、明六雑誌。明六雑誌廃刊（明治8年）のことがあるので、明治9年と特定。

　○「兄弟三人」は、佐渡養順（射水郡医務取締）、九鬼秀達（砺波郡医務取締）、阿波加脩造（新川郡医務取締）。

　○1月8日到着。

　○「未三郎」は信良の幼名。「未」は生年が文政6年（1823）であるため。応索書（番号2-14）より。

　○「節分」に使用。

　○書体は信良の若年のもの。

　○豊吉、行方不明。豊吉は、石動土井卯兵衛（三良の姉ことの嫁ぎ先）の3男。

　○「お清（阿波加清）…此度修造義弟良造ヘ配偶之由、於本人、意外之大幸ニ存候…」。阿波加清は、魚津阿波加玄李の娘。

　○阿波加清、快癒

　○6月28日到着。

　○他に上包（勉学ノートの裏使用）。

　○「gom Catheter」とあり。

　○身体の機能の分類。

　○訳はオランダ、ハンエルヘキュム。重訳は丹波、河島元成
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Ｂ　坪井信良関係書翰・資料

番号 表題 年代 差出 宛所 形態 数量
丁数
枚数

法量
（縦×横.cm）

26
佐渡良益（信良）の学業等の
ことにつき書簡

〔天保14年
（1843）〕9月13日

黒川良安 佐渡三良 巻紙 1 16.1×42.5

27
佐渡良益（信良）、坪井家入
家同意方依頼状

〔弘化元年
（1844）〕3月23日

黒川良安 佐渡三良 巻紙 1 15.5×70.5

28 進上目録 坪井信道 佐渡養順 切紙 2 40.0×16.6

29
坪井信良、大坂の緒方洪庵塾
へ入塾に際し、師（義父）信
道よりの激励長詩

〔弘化4年（1847）〕
丁未2月

坪井信道 坪井信良 竪紙 1 29.9×46.2

30
坪井信良、福井藩御用向につ
き扶持書付（後欠）

〔安政2年（1855）〕 （福井藩） （坪井信良） 巻紙 1 16.3×17.0

31
医業の義につき福井藩御触渡
の写

安政3年（1856）丙辰
春

福井藩 坪井信良 巻紙 1 15.5×30.5

32
坪井信良、高岡より越前帰国
につき人足継立方等依頼状

安政3年（1856）辰7
月21日

佐渡養順 馬問屋役人衆中 巻紙 1 15.6×23.2

33
坪井信良、越前より高岡へ帰
省につき加州より高岡迄人足
先触

安政4年（1857）巳3
月20日

長谷部甚平
加州橘より越中高岡
まで宿々問屋中

竪紙 1 24.3×35.7

34
坪井信良、高岡より越前へ帰
国につき人足依頼状

安政4年（1857）巳4
月2日

佐渡養順 問屋御役人衆中 巻紙 1 15.9×26.4

35 坪井信良事
元治元年（1864）12
月16日

巻紙 1 15.5×21.5

36 坪井君の書簡につき書状
慶応3年（1867）3月
12日

切紙 1 15.9×12.2

37 母上様への路費上包
〔慶応3年（1867）9
月〕

1 32.5×43.1

38
上京中の老母帰国につき、関
所通行方差支なきやとの某依
頼状

慶応3年（1867）9月
22日

草□ 悌全 巻紙 1 15.4×64.5

　　る。

　○『風雲通信』No.121（p.291）に「一金拾五両也／右御路費之一助ニモ御用被下候ハゝ…」とあるので、このときのものとする。

　○端裏書に「閏九月十六日到」とあるので、天保14年と特定した。

　○安政3年（1856）、藩主について福井行（『風雲通信』「信良年譜」を参照）。

　○文中の「京越又」は京都～越中の飛脚。信良が京都在住なので、徳川慶喜の侍医として在京中の慶応3年とする。

　○黒川良安は、江戸後期の蘭学者。文化14年（1817）生～明治23年（1890）没。天保12年（1841）、江戸にのぼり坪井信道の塾頭とな

　○坪井信良が大坂の緒方洪庵塾へ入塾するに際し、師坪井信道から贈った。

　○（福井藩主）「来辰春御帰国」とあるので、安政2年（卯）とする。

　○坪井信良筆写

　○『風雲通信』参考8　慶応元年「加賀藩への養順願書」（p.247）と関連。

　○佐渡三良筆か。

　○「御路費」「御母上様江／一、金拾五両也」とあり。

　○慶応3年9月6日から23日まで、母とら上京（坪井信良が徳川慶喜の侍医として上京中）。

　○坪井信良筆写

　○坪井信良は当時、越前侯の侍医。

　○3月21日に大聖寺、22日に金沢。

　○坪井信良の経歴。

　○白縮緬1反

（2）進上目録　坪井信道→佐渡御内室

　○白縮緬1反
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39 坪井信良宛配達料受取書
明治9年（1876）1月
17日

〔越中壱円内国通運
□之□社〕

佐藤養順（佐渡養
順）

巻紙 1 20.0×10.6

40 坪井信良宛小包運賃受取書
明治12年（1879）卯8
月2日

通運会社 佐渡養順 巻紙 1 16.1×14.9

41
東京医事新誌切抜「坪井信良
翁伝記」

〔明治38年
（1905）〕

坪井正五郎 切抜 1 22.5×15.0

42 越中びと（5）二人の名医
昭和41年（1966）2月
4日

新聞切抜 1 29.0×17.8

43
適塾　特集号　適塾門下生調
査資料　第1集

昭和38年（1963）4月
1日

適塾記念会 印刷物 1 84頁
25.8×18.3

〈B5〉

44
適塾　特集号　適塾門下生調
査資料　第1集

昭和43年（1968）9月
5日

適塾記念会 印刷物 1 199頁
25.6×18.3

〈B5〉

45
坪井くめ（信良義母）より佐
渡家宛賀状

〔弘化2年（1845）正
月〕

〔坪井くめ〕 佐渡家 折紙 1 15.5×41.0

46 坪井くめより佐渡家宛賀状
〔嘉永2年（1849）正
月〕

〔坪井くめ〕 佐渡家 折紙 1 16.6×46.1

47 坪井くめより佐渡とら宛書翰
〔慶応3年（1867）〕
10月6日

青地信敬母（くめ） 佐渡御室（とら） 巻紙 1 15.0×77.0

48 坪井くめより佐渡家宛賀状 〔坪井くめ〕 佐渡家 折紙 1 16.0×44.3

49 坪井くめより佐渡家宛賀状 〔坪井くめ〕 佐渡家 折紙 1 　 16.0×42.0

50 坪井くめより佐渡家宛賀状 〔坪井くめ〕 佐渡家 折紙 1 16.4×41.5

51 坪井くめより佐渡家宛賀状 〔坪井くめ〕 佐渡家 折紙 1 16.3×42.0

52 坪井くめより佐渡家宛賀状 〔坪井くめ〕 佐渡家 折紙 1 15.8×42.2

53 坪井くめより佐渡家宛賀状 〔坪井くめ〕 佐渡家 折紙 1 16.6×42.7

54 坪井くめより佐渡家宛賀状 〔坪井くめ〕 佐渡家 折紙 1 16.0×41.8

55 坪井くめより佐渡家宛賀状 〔坪井くめ〕 佐渡家 折紙 1 16.7×41.7

56 坪井くめより佐渡家宛賀状 〔坪井くめ〕 佐渡家 折紙 1 16.2×44.9

　○『風雲通信』No.127（p.305）に「二ツ分番所通行切手之事…」とある。

　○富山県関係では坪井信良、佐渡賢隆、片山文哲の3人登載。

　○「信良事夫婦初てノはるの御事故、娘米よりも御年始文さし上候はつながら…」とある。信良と坪井信道の長女・まきの結婚は嘉永

　○「米と申名、昨冬、万亀と申名ニ取かへ候…」とある。米から万亀（まき）に改名。

　○「（坪井信良が亡くなって）一周忌も過ぎて余りに時が遅れますから…」とあるので、明治38年と特定。

　○坪井正五郎は、坪井信良の2男。人類学者。文久3年（1863）1月5日生～大正2年（1913）5月26日没。

　○坪井信良、黒川良安について

　○佐渡とらは、坪井信良の実母（8代養順の妻）。享和3年（1803）4月2日生～明治3年（1870）8月3日没。

　○青地信敬は、谷信敬のこと。坪井信道とくめの3男。元治元年（1864）から母の実家の姓である「青地」を名乗る。『風雲通信』

　○坪井くめは、信良の義母（坪井信道の妻）。明治32年（1899）12月12日没。

　　No.105　元治元年（p.235）を参照。

　　元年（1848）11月。この賀状は翌年（嘉永2年・1849）か。

　　か。本状はその翌年の正月か。

　○北日本新聞記事

　○印刷物

　○例言に「昭和38年刊のものは不備があるため廃刊とし、これを第1集とする」とある。

　○「昨冬ハ信良との御事、ふしきの御縁にて万端相整候御事…」とある。弘化元年（1844）、信道の義子になったことを示しているの

　○娘の米（のち、まきと改名）に帯地を頂戴したお礼。

　○加藤氏、黒川氏（塾頭、黒川良安）への品を頂戴したお礼。

　○「賢隆様御事よふやく御出被成…」
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57
坪井まき（信良妻）よりの礼
状

〔万延元年
（1860）〕

〔坪井まき〕 おかもじ様 巻紙 1 16.0×41.3

58
坪井まきより佐渡姉上（よ
り）宛寒中見舞状

〔万延元年（1860）
12月〕

坪井まき 佐渡姉上 巻紙 1 16.0×84.0

59 坪井まきより佐渡家宛賀状
〔万延2年（1861）正
月〕

坪井まき （佐渡家） 折紙 1 16.3×45.0

60
坪井まきより佐渡母上（と
ら）宛賀状

〔万延2年（1861）正
月〕

坪井まき 佐渡母上 折紙 1 16.0×41.7

61
坪井まきより佐渡母上宛暑中
見舞と信良立寄りの礼状

〔文久3年（1863）4
月〕

坪井まき 佐渡母上 巻紙 1 15.6×81.0

62
坪井まきより佐渡母上宛京土
産への礼状

夏 坪井まき 佐渡母上 巻紙 1 15.0×89.5

63
坪井まきより佐渡姉上宛お品
頂戴の礼状

坪井まき 佐渡姉上 巻紙 1 15.3×97.8

64
坪井よの（信良後妻）より御
かもじ様（佐渡とら）宛賀状

〔元治2年（慶応元
年・1865）正月〕

坪井よの おかもじ様 折紙 1 16.0×46.0

65 坪井よのより賀状
〔慶応3年（1867）正
月〕

〔坪井よの〕 折紙 1 16.5×44.5

66
坪井よのより母上の上京を祝
う状

〔慶応3年（1867）〕 坪井よの 御母様 折紙 1 16.8×46.2

67 坪井よのより賀状
〔慶応4年（1868）正
月〕

〔坪井よの〕 折紙 1 16.5×42.0

68 坪井よのより賀状 〔坪井よの〕 折紙 1 16.2×44.5

69 坪井よのより賀状 〔坪井よの〕 折紙 1 16.2×43.0

70 坪井よのより賀状 〔坪井よの〕 折紙 1 16.5×44.5

71 坪井よのより賀状 〔坪井よの〕 折紙 1 16.3×44.5

72 坪井よのより賀状 〔坪井よの〕 折紙 1 16.5×41.0

73
坪井よのより二度餅の用法説
明書

よの（坪井よの） 御かもじ様 巻紙 1 13.4×16.2

　○坪井まきは、信良の妻。坪井信道の長女。天保5年（1834）4月4日生～元治元年（1864）9月14日没。

　○長女きく誕生（万延元年9月）の文があるので、万延元年と特定。

　○返礼の品を送った案内。

　○追て書に「もはや当年も少々ニ相成候」とある。娘の菊女は万延元年（1860）に生まれ、翌年の文久元年（1861）の7月に死亡して

　○文久3年、信良は福井から江戸への帰途、高岡に立ち寄っている。4月11日江戸着。

　○「姉上様五月は御あたり月（出産）の由」とある。

　○文久3年5月8日、亮吉が誕生。『風雲通信』No.82（p.183）に「五月八日御平産、殊ニ御男子御出産の由…」とあり。

　　いるので、本状は文久元年正月の直前の万延元年12月とした。

　○スルメと信良に長衣を頂いたことへの礼。

　○よのは、元治元年（1864）12月に入家しているので、本状は元治2年正月と特定。

　○「信良事、冬年上京被仰付早速出立いたし…」とあり。信良上京は慶応2年12月なので、本状は慶応3年正月と特定。

　○母上のとらは慶応3年9月6日上京、同月23日帰郷しているので、年代を特定。

　○「昨年中は遠路処御（か）もじ様懸させられ」は慶応3年9月、母とら上京のこと。慶応4年正月と特定。

　○つね（信良妹）の縁談が調ったことへの祝いを述べている。

　○つね（信良妹）の縁談が調ったことへの祝いを述べている。

　○佐渡の母から京都見物の土産を頂いたことへの礼。

　○三良より、お年玉をもらった御礼。

　○『風雲通信』No.129　慶応3年（p.308）を参照。

　○坪井よのは、信良の後妻。荒井清兵衛の娘。天保4年（1833）6月30日生～明治41年（1908）4月4日没。

　○「ふしきの御縁ニ而…」「ふてうほう者ニ而」とあるので、よのの最初の賀状。
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74 封書上包 坪井よの 佐渡御かか様 2

Ｃ　情報・風説書

番号 表題 年代 差出 宛所 形態 数量
丁数
枚数

法量
（縦×横.cm）

75
大坂表放火一件（大塩平八郎
の変）

天保8年（1837）2月 袋綴 1 8丁 24.3×17.3

　

76 仁孝天皇の詔勅写
弘化元年（1844）12
月2日

竪紙 1 24.3×33.0

77
本丸普請につき上納金上納者
名前

〔弘化元年
（1844）〕

帳折綴 1 2丁 12.0×34.5

78
御即位奉祝上使費用倹約につ
き評判

〔弘化3年（1846）〕 巻紙 1 16.0×32.3

79

嘉永六癸丑六月渡来北亜墨利
加船合衆国伯理璽天徳（プレ
ジデント）書翰および同副
翰、合衆国水師提督上書およ
び同口上書

嘉永6年（1853）6月

北亜墨利加合衆国伯
理璽天徳ミルラン
ド・ヒルモオレ（ミ
ラード・フィルモ
ア）

日本国帝殿下 罫紙綴 1 36枚 23.6×16.8

80

嘉永六年七月長崎渡来ロシア
国宰相よりの本翰・御前大臣
ポウチャチン書簡附、御老中
返翰

嘉永6年（1853）7月
魯西亜国ニコラース
第一世全権使ポウ
チャチン

大日本ノ執政 袋綴 1 12丁 24.6×17.8

81
嘉永六年癸丑八月長崎渡来俄
羅斯国宰相国公子世利羅徳書
簡及水師提督布恬廷副簡

嘉永6年（1853）8月 袋綴 1 11丁 24.3×18.1

82 水府老公與福山侯十箇条
〔嘉永6年（1853）7
月〕9日

水戸老公（徳川斉
昭）

福山侯（老中首座、
阿部正弘）

袋綴 1 12丁 24.0×17.8

83 亜米利幹書翰
嘉永6年（1853）8月
27日

袋綴 1 8丁 24.3×18.0

（5）水師提督彼理上書及口上書　漢文附譯

　○「伯里璽天徳之命を奉、ミルランドヒルモオレ親筆して外国事務宰相エルワルトエヘレット親筆」

（3）合衆国水師提督彼理上書附口上書　1853年7月7日（嘉永6年6月2日）　合衆国海軍の統師マツテウセ・ベルリ（マシュー・ペリ

（4）合衆国大統領斐謨美辣本翰・副翰　漢文附譯

　○「嘉永六年六月十五日ニ命ヲ奉テ二十九日ニ譯成／箕作阮甫・杉田成卿・宇田川興斎　同譯」

（1）北亜墨理駕合衆国伯理璽天徳斐謨美辣本翰和解　1852年11月13日（嘉永5年10月2日）　北亜墨利加合衆国伯理璽天徳ミルランド・

　　 ヒルモオレ→日本国帝殿下

　○「ミルランドヒルモオレ伯理璽天徳之命を請て外国事務宰相エトワルドエヘレット親筆」

（2）伯理璽天徳斐謨美辣副翰和解　1852年11月13日（嘉永5年10月2日）　伯里璽天徳ミルランド・ヒルモオレ→

     ー）→

　○1852年（嘉永5年）7月21日　ロシア帝ニコラース第一世→大日本の執政

　○1852年（嘉永5年）8月23日　ニコラス皇帝の上宰相ネッセルローデ→大日本国貴御老中

　○坪井信良筆

　○本書は、ペリー来航直後の嘉永6年（1853）7月に與えたもの。

　○『風雲通信』No.28　安政元年（p.79）に「水府老公與福山侯之書、一通指上申候…」とある。

　○1853年（嘉永6年）9月9日（癸丑8月19日）　オロシヤ国御前大臣全権使東海水師将軍ポウチャチン→大日本国御老中

　○1852年8月23日（我嘉永5年7月21日）　ネッセルロオデ親筆

　○1853年9月9日（癸丑年8月19日）御前大臣ポウチャチン→大日本御老中

　○改元の詔勅。

　○孝明天皇即位は、弘化3年秋につき、同年の書状。

　○返翰　嘉永6年10月15日　大日本国老中（阿部正弘ほか5名）→大オロシヤ国上宰相ネッセルローデ　（安積艮斎翁誌、小島吾一書）

　○天保8年（1837）2月、大坂で起きた大塩平八郎の乱について。

　○加賀藩士・高田弥右衛門が本多播磨守（政和）らに宛てた文書の写（『加賀藩史料』第14編p765を参照）。
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84
松前藩より御用番へ、蝦夷地
へ露船来航につき報告ほか

〔嘉永6年（1853）〕
9月17日

松前伊豆守 御用番備前守 袋綴 5 10丁 25.1×17.5

85
大坂来航のロシア軍艦図に付
した説明書付

安政元年（1854） 袋綴 1 3丁 25.0×17.1

86 安政乙卯江戸地震記
安政2年（1855）乙卯
10月

袋綴 1 10丁 24.5×18.1

87
条約勅許不可の勅答につき、
将軍家定大広間席大名へ攘夷
の決定披露書付

安政5年（1858）4月
25日

続紙 1 24.1×52.6

88
安政五年十一月十五日江戸大
火覚書

安政5年（1858）11月 袋綴 1 3丁 24.3×18.2

89
異国船の伏木来航につき報告
および聞取書

安政6年（1859）己未
4月24日

伏木浦　又次郎等16
名

御郡所、高岡御奉行
所、今石動　明石主
計

袋綴 1 3丁 24.0×18.0

90 夷銀銭五種図解
〔安政6年（1859）〕
未10月

竪紙 1 24.0×36.3

91
桜田門外の変直後の水戸家初
め国替風聞

万延元年（1860）申 帳折 1 12.0×35.0

92 桜田門外の変風説書 万延元年（1860） 山本万春より 袋綴 2 3丁 24.2×18.2

93 桜田門外の変風説書 万延元年（1860） 袋綴 1 7丁 24.5×18.0

94 文久元年情勢覚書
文久元年（1861）辛
酉10月9日

袋綴 1 2丁 24.8×18.0

95 坂下門外の変風説書
〔文久2年（1862）〕
戌正月16日

袋綴 1 6丁 24.4×18.2

96 水府浪人趣意書
〔文久2年（1862）〕
1月

袋綴 1 6丁 24.4×18.5

　○坪井信良筆

　○「九月廿四日手塚」とある。

　○坂下門外の変は文久2年（1862）1月15日、水戸浪士を中心とする尊攘派が老中安藤信正をおそい負傷させた事件。

　○坪井信良筆

　○坪井信良筆

　○坪井信良筆

　○桜田門外の変は安政7年（1860）3月3日、尊攘激派が大老井伊直弼を暗殺した事件。

　○坪井信良筆

（2）亜墨利加国御上使御名前附等

　○万延元年の遣米使節のこと。

　○安政の大地震（安政2年10月2日午後10時ごろ発生）直後の江戸の状況。

　○坪井信良筆

　○偽文書（宮地正人氏より）

　○この大火で石町河岸の坪井信良宅も類焼（『風雲通信』「信良年譜」を参照）。

　○異国船は、ロシアの軍艦で伏木浦に碇泊した。

　○「此頃松前ヨリ帰来ル船商ノ持居タル夷銀五種…」とあり。

　○嘉永7年（1854）9月、大坂天保山沖にロシア軍艦が姿を見せたあと下田沖へ回漕、下田地震の大津波で沈没。

　○「洪庵緒方章誌」とあり。

　○蘭文および邦訳文

（2）公義中院中慎み方御触　7月22日

（3）質素倹約申渡　7月

（4）衣食住・家建等の儀につき申渡状　〔嘉永6年（1853）〕丑10月　町会所→町年寄

（5）参勤の節心得仰渡方書上　〔嘉永6年（1853）〕丑8月　書御奉行所

　○「琢齋建部楨騰寫」。琢斉建部楨は佐渡賢隆のこと。8代養順（千代九郎）の4男。斎
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97
御買揚船発機丸の船印につき
軍艦奉行触写

文久3年（1863）癸亥
1月

竪紙 1 24.3×35.8

98 長州につきいろはたとひ 元治元年（1864） 帳折 1 17.8×39.8

99 第二次長州征伐風説書 慶応2年（1866） 袋綴 1 4丁 24.3×17.8

100 御上洛御供方覚書 袋綴 1 3丁 24.3×18.1

101 御征討軍役人付
慶応4年（1868）辰正
月7日

帳折 1 12.0×34.5

102 官軍福井御本陣入用覚
慶応4年（1868）2月
19日

巻紙 1 15.3×115.5

103 御勘定奉行へ書上 帳折 1 12.0×35.8

104 集議院御下問之写 明治3年（1870）6月 袋綴 1 4丁 20.8×14.9

105 越嶽（越前春嶽）老侯に呈韻 〔明治3年（1870）〕 坪井信良 罫紙綴 1 3枚 24.4×16.7

106 新紙幣製造之事
明治8年（1875）1月
15日

太政大臣　三条実美 切紙 1 16.8×10.1

　

107
朝野新聞　第五百九十四号記
事

明治8年（1875）8月
13日

綴 2 6枚 24.5×17.8

108 府県統廃合書出（写）
明治9年（1876）8月
21日

罫紙 1 24.0×34.8

Ｄ　越前侯関係資料

番号 表題 年代 差出 宛所 形態 数量
丁数
枚数

法量
（縦×横.cm）

109 名越春三郎一行宿料覚書 〔安政3年（1856）〕 巻紙 1 21.0×15.6

110 仮米代等のお渡し方依頼状 亥5月24日 田場子屋吉郎右衛門 佐渡 巻紙 2 15.9×15.0

　　あるので、加賀藩のものと推定。

　○第一次長州征伐（元治元年）

　○第2次長州征伐は慶応2年6月。

　○「六月廿二日午之刻越後高田飛脚／金沢問屋ニ而口弁」とあり。

　○坪井信良筆

　○「水原清五郎」「三浦八郎左衛門」の名前あり。

　○田川捷一編著『加越能近世史研究必携』「11　主要役職名一覧」に水原清五郎（御算用場奉行）と三浦八郎左衛門（宮腰町奉行）が

　○不正確なもの（宮地正人氏より）。

　○集議院は明治初期の議事機関。明治2年（1869）7月設置。同6年（1873）に廃止

　○「距今八年前、余仕越藩」

（2）庚午歳暮雑詠　〔明治3年（1870）〕

（2）開化新聞定価等

（3）辛未元日賀　〔明治4年（1871）〕

　○朝野新聞記事

　○海内新報の記事。

　○戊辰戦争、新政府軍福井入。

　○「佐渡養順」「片山文哲」の名あり。

　○江戸四里四方の町数、人口、武士町人1人あたりの米の配分などを記す。

　○金沢吉本屋次郎兵衛発行

　○明治9年8月21日、右大臣岩倉具視から各府県に通達。

　○坂下門外の変関連。

　○坪井信良筆

　○安政3年7月、坪井信良が越前より高岡の実家へ帰宅の際のものか。

　○罫紙の版心に「葆光斎蔵」とある。
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111 品川様宿料覚 5月22日 下宿七尾屋卯兵衛 品川様御宿所 巻紙 1 15.8×18.1

112 品川様の宿料頂戴につき届状 巻紙 1 16.0×17.7

113 宿料書出（断簡） 巻紙 3

114 宿料米受取 七尾屋卯兵衛 巻紙 1 15.9×21.2

115 賄料書出（後欠） 帳折 1 11.8×35.7

116 宿料等受取状（断簡） 巻紙 1 15.8×12.3

117 宿料人数覚 巻紙 1 15.3×25.9

118 宿料覚 巻紙 1 15.8×48.4

119 福井侯行状 袋綴 1 23丁 23.9×17.8

120 越前福井御家中討死姓名 折紙 1 15.7×41.7

Ｅ　坪井信良より佐渡養順（10代）宛書翰（明治12年9代養順没後）

番号 表題 年代 差出 宛所 形態 数量
丁数
枚数

法量
（縦×横.cm）

121 諸入用雑録 明治15年（1882）7月 坪井信良 横半帳 1 3丁 12.5×17.3

122 十二月十八日付葉書
明治17年（1884）12
月18日

坪井信良 佐渡養順（10代） 葉書 1 14.0×8.9

123 四月二十日付書翰 4月20日 坪井信良 佐渡養順（10代） 巻紙 1 17.3×24.7

124 八月二十七日付書翰
明治21年（1888）8月
27日

坪井信良 巻紙 1 17.9×24.2

125 九月十日付書翰
明治21年（1888）9月
10日

信良（坪井信良）
敬吉（10代佐渡養
順）

巻紙 1 17.8×24.2

126
子息坪井正五郎、帝国大学理
科大学助手拝命につき報告

明治21年（1888）9月
17日

坪井信良 佐渡養順（10代） 巻紙 1 17.8×24.1

　○礼吉の学費明細、送金依頼。

　○坪井信良筆

　○「七尾屋卯兵衛へ相渡□」

（2）お願状（断簡）　亥5月24日　田場子屋吉郎右衛門→佐渡　巻紙　縦15.9cm×横9.8cm

　○坪井正五郎「六日ニ帰宅」（7月6日よりアイヌ調査『坪井正五郎』「正五郎年譜」を参照）。

　○「…合百匁三厘七尾屋卯兵衛」

　○「本陣向」「下宿向」

　○「応伯兄命小弟頴騰寫」。頴は阿波加脩造。

　○坪井正五郎は、坪井信良の2男。人類学者。文久3年（1863）1月5日生～大正2年（1913）5月26日没。

　○封筒あり。

　○礼吉、学費入用につき送金依頼状

　○10代養順（敬吉）は阿波加脩造の長男。9代養順（三良）の養子となる。

　○礼吉は、佐渡礼吉のこと。9代養順（三良）の3男。

　○豊吉、佐藤病院に入院のこと。

　○封筒あり。

　○封筒あり。

（2）追伸

　○10代養順（敬吉）の帰宅費用。

　○「年暮之御祝詞申上」

　○叔母君（9代養順妻より）一行の旅行、礼吉の勉学について。

　○士分14名、総計190名。不正確なもの。江戸での風聞。

　○豊吉は、石動土井卯兵衛（三良の姉ことの嫁ぎ先）の息。
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127 十月十七日付書翰
明治21年（1888）10
月17日

坪井信良 佐渡養順（10代） 巻紙 1 17.9×24.2

128 封筒 明治21年（1888） 坪井信良 佐渡養順（10代） 2

129 一月八日付書翰
明治24年（1891）1月
8日

城山（坪井信良） 佐渡養順（10代） 竪紙 1 24.4×33.2

130 二月二日付書翰
明治24年（1891）2月
2日

坪井信良 佐渡養順（10代） 巻紙 1 16.5×13.9

131 二月十一日付書翰
明治24年（1891）2月
11日

坪井信良 佐渡養順（10代） 巻紙 1 16.4×8.3

132 三月十九日付書翰
明治24年（1891）3月
19日

坪井城山（坪井信
良）

佐渡養順（10代） 竪紙 1 24.5×34.1

133 四月二日付書翰
明治24年（1891）4月
2日

坪井信良 佐渡養順（10代） 竪紙 1 24.4×34.2

134 四月十三日付書翰
明治24年（1891）4月
13日

坪井信良 佐渡養順（10代） 竪紙 1 24.5×34.1

　

135 六月一日付書翰
明治24年（1891）6月
1日

坪井信良 佐渡養順（10代） 竪紙 1 24.9×33.6

136 七月十日付書翰
明治24年（1891）7月
10日

坪井信良 佐渡養順（10代） 竪紙 1 24.9×33.3

137 封筒
明治25年（1892）～
同30年（1897）

坪井信良 佐渡養順（10代） 封筒 3

138 一月十七日付書翰
明治29年（1896）1月
17日

坪井信良 佐渡養順（10代） 罫紙 1 24.2×32.3

139 年賀葉書
明治32年（1899）1月
1日

坪井信良 佐渡養順（10代） 葉書 1 14.0×9.0

　○封筒あり。

　○「本年ハ祖先之大祭ニ付」とあり。

　○栄誉録を注文したことなど。

　○明治25年1月11日、同年2月27日（宛名の書体、異筆）、同30年10月15日。

　○礼吉ほか源四郎、准二のこと。

　○礼吉の学費のこと。

　○封筒あり。

　○礼吉、源四郎の近況報告。

　○封筒あり。

　○礼吉、准二、源四郎の学業のこと。

　○准二は、阿波加清（阿波加玄李の長女）の息。

　○封筒あり。

　○新年のあいさつが書かれた坪井正五郎の名刺あり（フランス語表記）。

　○封筒あり。

　○5月25日付、7月27日付。

　○礼吉の勉学、関係者（東京近在）の近況報告。

　○封筒あり。

　○「サボリヲ角石礆」の製造所と売捌所の照会。

　○封筒あり。

　○源四郎は、塚田村川口、髙井源四郎。小杉へ嫁した藻谷きよの曽孫（射水市新湊博物館編『髙井源四郎家文書目録』を参考）。

　○石鹸の調達について。

　○礼吉の勉学、学費等のこと。図画（高等3年）が同封。

　○豊吉、大病により佐藤病院に入院のこと。

　○封筒あり。

　○封筒あり。
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140 一月十四日付葉書
明治32年（1899）1月
14日

坪井信良 佐渡養順（10代） 葉書 1 14.0×9.0

141 七月二十二日付葉書
明治32年（1899）7月
22日

坪井信良 佐渡養順（10代） 葉書 1 14.1×9.0

142 十一月七日付葉書
明治32年（1899）11
月7日

坪井信良 佐渡養順（10代） 葉書 1 14.2×9.2

143 五月十五日付葉書
明治33年（1900）5月
15日

坪井信良・坪井正五
郎

佐渡養順（10代） 葉書 1 14.2×9.0

144 八月四日付書翰
明治33年（1900）8月
4日

坪井信良 佐渡養順（10代） 罫紙 1 24.3×33.8

145 十一月三十日付書翰
明治33年（1900）庚
子11月30日

坪井信良 佐渡養順（10代） 罫紙 1 25.0×33.1

146 四月五日付書翰
明治34年（1901）4月
5日

坪井信良 佐渡養順（10代） 巻紙 1 18.3×45.3

147 八月十日付書翰
明治36年（1903）8月
10日

坪井信良
佐渡養順（10代）・
礼吉

罫紙 1 24.4×33.2

148 二月十二日付書翰 2月12日 坪井信良 佐渡養順（10代） 罫紙 1 24.3×32.8

149
二月二十七日付書翰（八寸紙2
束受納礼状）

2月27日 坪井信良 佐渡養順（10代） 巻紙 1 16.6×21.3

150 名刺
本郷真砂町十二番地
坪井松樹院ほか

名刺 4

　○養順宅の建築の様子、礼吉の学業など。

　○封筒あり。

　○書体異筆（代筆）

　○寺崎与四郎病死の報告を友作より受けたこと。

　○昨年、高岡大火。

　○『萬病治準』（蒲原花歇尓著、坪井信道訳）の校正について。

　○八寸紙送付依頼

　○八寸紙到来。二月十二日付書翰（番号6-148）で送付を依頼しているので両通は同年。

　○「ロンドンより別紙到来」。別紙は正五郎の明治23年年賀状。正五郎のロンドン在住は明治22年11月から同25年まで。

　○暑中見舞い

　○11月2日、正五郎に女の子（菊子）が誕生したことを報告。

　○転居案内

　○火事見舞い（明治33年6月高岡大火のこと）

　○坪井信良の孫（正五郎の子）のこと。

　○封筒あり。

　○寒中見舞い

　○「薄氷一折拝受」「海苔一カン進上」

　○坪井松樹院1枚、坪井信良1枚、坪井正五郎2枚。

　○封筒あり。

　○封筒あり。
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７．書翰

Ａ　家族より自宅宛（養順、より、敬吉、礼吉）

番号 表題 年代 差出 宛所 形態 数量
丁数
枚数

法量
（縦×横.cm）

1 聠珠詩格等送付方依頼状 2月10日 立策（佐渡立策） 三良兄（佐渡三良） 巻紙 1 15.8×40.1

2 杉木新町より近況申送状 〔明治〕3月1日
佐渡主人（佐渡三
良）

佐渡敬吉 竪紙 1 23.7×35.0

3 奈良到着につき電報 〔明治〕4月24日 ヨリ（佐渡より） サドヨウジュン 電報 1 24.3×17.3

4 東京までの道中報告（前欠）
〔明治24年
（1891）〕

母（佐渡より）

養順（10代）、おな
つ（佐渡なつ）、お
いつ（佐渡いつ）、
おたみ（佐渡た
み）、甚吉（佐渡順
吉）

巻紙 1 17.0×54.3

5
東京滞在につき近況報告（後
欠）

〔明治24年
（1891）〕

〔母（佐渡より）〕 （自宅） 巻紙 1 17.1×33.1

6 東京の宿泊先変更につき案内
〔明治24年
（1891）〕

母（佐渡より） 家内皆々様 巻紙 1 17.0×33.8

7 おなつ上京につき注意書
〔明治24年
（1891）〕

母（佐渡より） おなつ（佐渡なつ） 巻紙 1 17.0×91.8

8 おなつ上京につき注意書
〔明治24年
（1891）〕

母（佐渡より）

おなつ（佐渡な
つ）、いつ（佐渡い
つ）、たみ（佐渡た
み）

巻紙 1 17.1×110.7

9 敬吉のことにつき書状
〔明治24年
（1891）〕

母（佐渡より）
おなつ（佐渡な
つ）、いつ（佐渡い
つ）

巻紙 2 17.1×29.2

10
おたみのことにつき書状（断
簡）

〔明治24年
（1891）〕

（佐渡より） （自宅） 巻紙 1 17.1×11.2

11 近況書状
明治12年（1879）5月
16日

敬（佐渡敬吉） 巻紙 2 16.0×22.6

12 送金依頼状
明治25年（1892）1月
29日

佐渡礼吉
佐渡御兄（10代養
順）

巻紙 1 16.7×21.8

　○ゆかたを送るよう頼んでいるので、時季は夏（礼吉の夏休み中）。

（2）追伸（断簡）

（2）副啓（医務取締辞職の事情）　明治12年（1879）5月16日　敬（佐渡敬吉）→

　○封筒あり。坪井信良の印あり。

　○信良の書簡に礼吉の記載があるのは明治24年（1891）が多いので明治24年と推定。

　○佐渡なつは9代養順（三良）の長女。10代養順（敬吉）の妻。

　○佐渡いつは9代養順（三良）の2女。婦負郡四方町、永守兵太郎に嫁ぐ。

　○佐渡たみは9代養順（三良）の3女。婦負郡八尾町、橋爪徳右衛門に嫁ぐ。

　○佐渡順吉は11代養順のこと。10代養順（敬吉）の長男。

　○礼吉は宿泊先を神田北神保町から南こうが町に移した。

　○佐渡敬吉は、10代養順のこと。阿波加脩造の長男。9代養順（三良）の養子となる。

　○番号7-189を参考

　○佐渡立策は、8代養順（千代九郎）の6男。天保10年（1839）7月22日生～安政2年（1855）6月15日没。

　○佐渡よりは9代養順（三良）の妻。横田屋吉左衛門娘。

　○「ブシ（ジ）テ（デ）ナラエ（ヘ）ツイタ」

　○礼吉は東京で下宿。上京した「より」は礼吉の下宿先で宿泊。礼吉は9代養順（三良）の3男。
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13 迎えの要請につき電報
明治26年（1893）11
月9日

サドレイキチ（佐渡
礼吉）

サドヨウジュン（10
代養順）

電報 1 24.4×18.2

14 書物届かざるにつき質問状 8月27日 礼吉（佐渡礼吉） 御兄上（10代養順） 巻紙 1 17.8×24.0

15 書状下書 佐渡 （片山）文哲 巻紙 1 15.5×20.0

Ｂ　九鬼秀達関係

番号 表題 年代 差出 宛所 形態 数量
丁数
枚数

法量
（縦×横.cm）

16
診療録「尿道中生瘤者誤為
痳」

嘉永4年（1851）辛亥
4月13日

九鬼秀達筆記 竪紙 1 24.2×34.7

17
石動祭礼および種痘願出につ
き書状

〔明治8年（1875）〕
4月29日

秀達（九鬼秀達） 養順（9代） 巻紙 1 15.0×51.7

18 種痘施行試検願（控） 明治8年（1875）5月 九鬼秀達 権令　山田秀典 罫紙 1 24.7×34.4

19 石動種痘院の現状報告
〔明治9年（1876）〕
3月22日

九鬼秀達 養順（9代） 巻紙 1 15.5×64.8

20 石動種痘院の状況につき書状
〔明治9年（1876）〕
10月8日

秀達（九鬼秀達） 養順（9代） 巻紙 1 15.4×56.3

21
賢隆東遊の事および石動種痘
につき書状

〔明治9年（1876）〕
10月22日

九鬼秀達 養順（9代） 巻紙 1 15.6×34.7

22 豊吉の件につき現状報告 〔明治〕3月10日 秀達（九鬼秀達） 養順（9代） 巻紙 1 15.5×45.0

23
豊吉のこと等につき書状（後
欠）

〔明治〕 〔九鬼〕 〔佐渡養順〕 巻紙 1 15.1×50.8

24 豊次郎のことにつき書状 〔明治〕4月8日 秀達（九鬼秀達） 佐渡順（佐渡養順） 巻紙 1 15.6×46.0

25 書籍購入につき書状 〔明治〕8月8日 九鬼秀達 養順（9代） 巻紙 1 15.3×39.1

26 近況報告 〔明治〕9月9日 九鬼秀達 佐渡養順 巻紙 1 15.5×70.8

27 朝拝の事につき書状 〔九鬼秀達〕 〔佐渡養順〕 巻紙 1 15.8×32.2

28 新年の挨拶
明治20年（1887）1月
2日

九鬼甚太郎 佐渡養順（10代） 巻紙 1 16.0×22.2

29 年頭賀状 〔明治〕1月2日 九鬼秀平 佐渡養順 竪紙 1 24.7×34.7

30 出府旅費等請取状 子4月6日 土肥豊吉 佐渡養順 罫紙 1 24.3×35.7

　○次（番号7-18）に関連するので、明治8年とする。

　○今石動種痘院にて。

　○番号7-21に関連するので明治9年とする。番号7-20も同じ。

　○「一昨日ハ石動ニテハ大谷法師（門主）、御器屋平兵衛ト申方ヘ御一宿…混雑古今無類…」

　○建部賢隆は8代養順（千代九郎）の4男。

　○賢隆の東遊は『風雲通信』No.177・179および賢隆書簡（番号7-45）により明治9年と特定。本状に石動種痘所のことがあるので、

　○秀達に種痘術を伝授したのは、兄の坪井信良。

　○豊吉は石動、土井卯兵衛（三良の姉ことの嫁ぎ先）の3男。

　○豊吉の記事があるのでここに置く。

　○豊次郎、明治4年11月今石動脱籍人。土井豊吉と同人か。

　○差出、宛所は記されてないが秀達筆。

　○九鬼甚太郎は九鬼秀達の息。

　○封筒あり。坪井信良の印あり。九鬼甚太郎が東京の信良宅から出したもの。

　○番号7-28と同筆、似文につき九鬼秀平は九鬼甚太郎と同人。

　○大谷龍玄診療

　○九鬼秀達は8代養順（千代九郎）の3男。石動、九鬼秀輔の養子となる。

　　他の種痘所の記事のある書簡も同年とする。
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31 病気見舞金頂戴につき礼状
〔明治21年
（1888）〕11月1日

土井豊二郎 佐渡養順 巻紙 1 16.7×93.9

Ｃ　建部賢隆関係

番号 表題 年代 差出 宛所 形態 数量
丁数
枚数

法量
（縦×横.cm）

32 近況申送状
〔安政2年（1855）〕
1月16日

佐渡賢隆 佐渡三良 巻紙 1 16.3×80.0

33 近況報告（前欠）
〔安政2年（1855）〕
8月7日

賢隆 葆光斉（佐渡三良） 巻紙 1 15.5×50.0

34
修吾子を通じての金子受取、
礼状

〔安政2年（1855）〕
8月21日

賢隆 葆光斉（佐渡三良） 巻紙 1 15.5×43.5

35 近況再報
〔安政2年（1855）〕
8月23日

賢隆 葆光斉（佐渡三良） 巻紙 1 15.5×64.0

36
年頭賀詞、使送籍および建部
と改姓につき書状

明治6年（1873）1月
23日

建部堅隆 佐渡養順（9代） 巻紙 1 15.5×93.0

37 送籍届出につき書状
〔明治6年（1873）〕
2月4日

建部堅隆 佐渡養順（9代） 巻紙 1 15.3×64.1

38
暑中見舞に兼ねて修学の状況
報告

〔明治7年（1874）〕
甲戌8月5日

建部堅隆
〔佐渡養順（9
代）〕

巻紙 1 15.2×69.0

39
年頭賀詞及び新庄小学校在勤
など近況報告

明治8年（1875）1月1
日

建部堅隆 佐渡養順（9代） 巻紙 1 14.5×74.7

40
新庄小学より八尾学校へ転勤
につき近況報告

明治8年（1875）3月5
日

建部堅隆 佐渡養順（9代） 罫紙 1 24.0×33.0

41 八尾学校在勤につき近況報告
〔明治8年（1875）〕
5月3日

建部堅隆 佐渡養順（9代） 罫紙 1 24.7×35.0

42 菓子料頂戴につき礼状
〔明治8年（1875）〕
12月13日

建部堅隆 佐渡養順（9代） 便箋 1 16.6×32.4

43 八尾より近況報告
〔明治8年（1875）〕
12月19日

建部堅隆 佐渡養順（9代） 便箋 1 16.7×49.3

44 年頭賀詞及び引越につき書状
明治9年（1876）1月1
日

建部楨（建部賢隆） 佐渡養順（9代） 便箋 1 16.6×35.1

45 東京滞在中につき近況報告
明治9年（1876）7月4
日

建部堅隆 佐渡養順（9代） 巻紙 1 15.6×100.9

　○番号6-126・6-127によると豊吉は東京で入院中につき明治21年と特定。

　○2月10日到着。

　○八尾学校へ転勤は明治8年3月。

　○「来春ニも相成候ハゝ下谷之内ニ而相当之小宅見計、開業仕度図ニ御座候」（明治9年1月1日引移案内につき明治8年と特定）

　○「道普波留未（ドゥーフハルマ訳）、江戸表ニ而弥出板ニ相成…」

　○修吾は阿波加脩造のこと。8代養順（千代九郎）の5男。魚津、阿波加玄李の養子となる。

　○「再啓…」

　○「道普出板」

　○賢隆の富山山王町へ移籍は明治6年1月8日付である（番号3-21）。

　○香魚酢（鮎ずし）を送っている。

　○「林子平著書校正海国兵談御覧ニ成候哉」

　○土井豊二郎は土井豊吉と同人か。

　　年と特定。

　○賢隆の緒方塾入門は安政元年（1854）閏7月2日（『風雲通信』「信良年譜」）。但し、信良・脩造書状により本状と以下3通は安政2

　○「愛弟立策子ハ誠ニ残念至極…」（立策は三良・賢隆の弟。安政2年（1855）6月15日没。）

　○「緒方塾日日盛ニ而…天下之大愉快此事と奉存候」

斎

斎

斎
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46 近況報告（断簡）
〔明治9年（1876）〕
11月4日

建部堅隆
〔佐渡養順（9
代）〕

巻紙 1 14.7×16.2

47 病気見舞礼状 〔明治〕11月23日 建部堅隆 佐渡養順（9代） 巻紙 1 15.5×77.5

48 借金依頼状（前欠） 16日 堅隆 吉太郎 巻紙 1 15.7×35.3

49 封書上包 佐渡賢隆 佐渡三良 1 17.4×6.5

50 封筒
明治9年（1876）7月
28日

建部賢隆 佐渡養順 2

Ｄ　阿波加脩造関係

番号 表題 年代 差出 宛所 形態 数量
丁数
枚数

法量
（縦×横.cm）

51 佐渡慎近況報告
〔安政2年（1855）〕
7月10日

慎（脩造） 佐渡三良 巻紙 1 16.3×95.5

52 近況書状
〔安政2年（1855）〕
7月25日

頴（阿波加脩造） 佐渡三良 巻紙 1 16.5×55.8

53 近況書状
〔安政2年（1855）〕
8月7日

頴（阿波加脩造） 佐渡三良 巻紙 1 16.5×55.8

54 近況書状
〔安政2年（1855）〕
8月21日

頴（阿波加脩造） 佐渡三良 巻紙 1 16.5×167.3

55 賢隆兄帰省判断につき書状
〔安政2年（1855）〕
8月23日

頴（阿波加脩造） 佐渡三良 巻紙 1 16.5×107.5

56 経過録の書式につき書状
明治10年（1877）2月
8日

頴（阿波加脩造）
葆光佐渡大兄（佐渡
三良）

巻紙 1 15.4×26.5

57 近況報告につき書状
明治10年（1877）2月
12日

頴（阿波加脩造）
葆光大兄（佐渡三
良）

巻紙 1 15.4×68.1

　○「坪井兄よりも折々小子へも書状到来…」

　○大坂より。

　○戸出村等の小作百姓の暴動（明治10年2月戸出騒動）。

　○「堅隆兄及小生不相変無恙惜光仕居候…」

　○9月12日到着。

　○「七月廿六日夜御認之貴翰当月十一日午後拝被啓読仕候」

　○「賢隆兄ハ近来写本も不怠孜々勉強致し被居…」

　○「銭屋伝兵衛一件も都合克相済し…」

　○「賢隆兄御帰国可被成哉之御申越御座候ヘ共、半迷…」

（2）封筒（年不詳）

　○住所は「金沢区高岡町拾壱番地」。

　○「賢隆兄委曲承知仕候」（信良書状により安政2年と特定。以下6通同じ）

　○「堅隆兄及小生益々壮健ニ消光仕居候…」

　○「長崎氏、森本屋、九鬼氏、横田屋、梶屋及弊家皆々御壮健にて被為居候哉…」

　○9月3日到着（大坂より）。

　○写真送付の件。

　○寄留書手続のこと。

　○替名のことお任せ。

　○佐渡よりの実家、横山吉太郎か。

　○「平安急要」

　○住所は「東京下谷徒町三丁目十六番地」（番号7-45の住所に同じ）。

　○近況参照『風雲通信』No.177・179　明治9年（p408・409）

　○封筒住所「東京下谷御徒町三丁目十六番地」

　○借宅売渡の件があるので、明治9年と推定。
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58 和蘭文典送付礼状
明治11年（1878）12
月5日

愚弟頴（阿波加脩
造）

（佐渡三良） 切紙 1 31.5×22.5

59 近況返状 8月27日 阿波加脩造
佐渡大兄（佐渡三
良）

巻紙 1 15.0×65.0

60 魚津へ帰宅途中より近況 10月13日 阿波加脩造 佐渡三良 竪紙 1 23.8×35.3

61
金澤慶恩寺へ進物のことにつ
き書状

11月9日 学校より慎（脩造） 佐渡三良大兄 竪紙 1 30.0×39.5

62 使差向けにつき一泊願 11月26日 頴（阿波加脩造） 葆光斉（佐渡三良） 巻紙 1 15.9×30.5

63 来訪へのお礼につき葉書
明治17年（1884）12
月6日

阿波加脩造 佐渡養順（10代） 葉書 1 14.2×8.9

64
借用金受取に使いの者派遣の
書簡

明治23年（1890）7月
26日

阿波加脩造 佐渡養順（10代） 罫紙 1 24.0×18.0

65 郵便為替送状
明治24年（1891）1月
25日

阿波加脩造 佐渡養順（10代） 罫紙 2 25.0×35.9

66
借用金利子送金案内および近
況

明治24年（1891）7月
8日

阿波加脩造 佐渡養順（10代） 巻紙 1 15.0×44.2

67 近況報告
〔明治25年（1892）2
月1日〕

阿波加脩造 佐渡養順（10代） 巻紙 1 15.0×88.4

68 韻字の事（漢詩添削）
明治25年（1892）2月
21日

阿波加脩造 佐渡養順（10代） 巻紙 8

69 借財返済延期方願状
明治26年（1893）7月
24日

酔夢老人（阿波加脩
造）

佐渡養順（10代） 巻紙 1 16.6×78.0

70 借受金の半分返済の書簡
明治27年（1894）8月
2日

阿波加信 佐渡養順（10代） 罫紙 1 24.0×35.8

71 病気見舞の御礼の葉書
明治33年（1900）3月
25日

阿波加脩造 佐渡養順（10代） 葉書 1 14.2×9.0

72 イツ様縁組祝状 11月26日 阿波加蕃 敬吉（10代養順） 巻紙 1 16.7×97.6

73
履歴書の印及び町村等での家
伝薬販売についての問合状

年不詳 〔阿波加脩造〕 巻紙 1 15.3×27.0

74 封筒 明治19年（1886）～ 阿波加脩造 佐渡養順（10代） 4

　○阿波加脩造筆。

　○書体から阿波加脩造と推定。

　○明治19年3月30日付、同22年（1889)9月25日付、同25年（1892）2月1日付、年不詳2月12日付。

　○たみの結婚について。

　○准二の高等中学校卒業について。

　○准二は阿波加清（阿波加玄李の娘）と佐伯某の息。

　○詩作のすすめ、蕃のこと。

　○阿波加蕃は阿波加脩造の長女信子の夫。

　○阿波加信子は阿波加脩造の娘。蕃の妻。

　○14日到着。

　○「養母之葬式、弊地祭礼ニ指懸リ…」

　○委任状あり（阿波加蕃、阿波加脩造→□□善右衛門）。



−74−

Ｅ　小石中蔵関係

番号 表題 年代 差出 宛所 形態 数量
丁数
枚数

法量
（縦×横.cm）

75
近況報告及び貴著頂戴につき
礼状

慶応2年（1866）10月
10日

小石紹 佐渡養順（9代） 巻紙 1 16.8×51.0

76
年頭賀状の礼および父の容態
近況

2月21日 小石中蔵 佐渡三良 巻紙 1 17.7×35.6

77 名産干鰮の礼および世情近況 3月27日 小石中蔵 佐渡三良 巻紙 1 17.7×51.0

78
名産干鰮の礼および近況、漢
詩交換

4月9日 小石中蔵 佐渡三良 巻紙 1 15.0×77.7

79 小石中蔵より三良宛封書上包
京都　小石中蔵、小
石拙翁

佐渡三良 上包 7

Ｆ　坪井正五郎・誠太郎関係

番号 表題 年代 差出 宛所 形態 数量
丁数
枚数

法量
（縦×横.cm）

80 年賀状
明治23年（1890）1月
1日

坪井正五郎 佐渡養順（10代） 葉書 1 14.1×9.0

81
新年の挨拶絵葉書（ロンドン
より）

明治25年（1892）1月
1日

ロンドン　しやうご
ろう（坪井正五郎）

さどみなみなさま
（佐渡皆々様）

1 8.0×10.6

82
坪井正五郎より信良の代理返
書

7月27日 坪井正五郎 佐渡養順（10代） 巻紙 1 18.5×66.0

83 佐渡養順様拜復
明治41年（1908）7月
13日

坪井正五郎 佐渡養順（10代） 1 20.5×8.0

84
坪井誠太郎より（養順様方）
坪井正五郎宛葉書

明治41年（1908）8月
7日

坪井誠太郎 坪井正五郎 葉書 1 9.0×14.0

85 礼状と近況報告書状
明治41年（1908）8月
22日

坪井正五郎 佐渡養順（10代） 巻紙 1 19.0×82.5

86 年賀状
大正2年（1913）1月1
日

坪井正五郎 佐渡養順（10代） 葉書 1 14.1×9.0

87
「志」郵送への御礼と粗忽お
詫びの葉書

大正10年（1921）6月
24日

坪井誠太郎 佐渡養順（11代） 葉書 2 14.2×9.0

　○「志」品を頂いたお礼。

　○お礼の葉書に切手を貼り忘れたお詫び。

　○10代養順（敬吉）は大正10年6月9日没。

　○正五郎は明治22年（1889）6月から同25年（1892）10月まで、イギリス・フランス留学中。

　○おば様（佐渡三良妻より）の病気見舞状。

　○封筒のみ。

　○第一中学校水泳部は鎌倉光明寺で合宿中。

　○宛所の住所は「越中國高岡利屋町／佐渡養順様方」

　○坪井誠太郎は坪井正五郎の長男。地質・鉱物学者。

　○文中に「老父」の容態を述べ、「執筆は于今六ヶ舗、其故代筆ニ而…」とある。

　○追筆に「堅隆君至極御壮健御出精ニ御座候」とある。

　○「弊地昨年来変事」

　○上包あり。裏に2月21日付、佐渡三良から小石中蔵の宛名あり。「乾鰯壱包添」とあるから、その上包を利用して返信したか。

　○「本人よりの申越に従い留守宅より」

　○坪井正五郎は、坪井信良の2男。人類学者。文久3年（1863）1月5日生～大正2年（1913）5月26日没。

　○小石紹は小石元瑞の息。

　○小石中蔵は小石元瑞の息。

　○小石元瑞は江戸時代後期の蘭方医。佐渡三良、坪井信良の師匠。天明4年（1784）11月20日生～嘉永2年（1849）2月10日没。
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88 外国へ出発の挨拶状 大正10年（1921）7月 坪井誠太郎 佐渡養順（11代） 葉書 1 14.2×9.0

89 品物をいただいた礼状
大正12年（1923）11
月25日

坪井誠太郎内 佐渡養順（11代） 巻紙 1 18.5×52.5

90
祖父（三良）五十回忌法要香
料送付状

昭和3年（1928）10月
7日

坪井誠太郎内 佐渡養順（11代） 巻紙 1 17.5×70.7

91
「高岡市民読本」恵送への礼
状

昭和13年（1938）7月
14日

坪井誠太郎 佐渡養順（11代） 便箋 1 18.8×26.2

92
坪井誠太郎より末弘博士へ問
合せ仲介状

昭和14年（1939）9月
1日

坪井誠太郎 佐渡養順（11代） 9

93 住所移転の通知葉書 坪井誠太郎 佐渡養順 葉書 1 14.2×9.0

Ｇ　その他親戚関係

番号 表題 年代 差出 宛所 形態 数量
丁数
枚数

法量
（縦×横.cm）

94 礼状 11月23日 九郎兵衛
半健（長崎愿禎）、
言定（長崎言定）

巻紙 1 15.0×49.5

95 書籍送付状 2月19日
小健（長崎愿禎）、
言定（長崎言定）

佐渡三良 巻紙 1 15.6×38.3

96 新年の賀状 正月7日
長崎発元（長崎元
貞）

佐保斎（佐渡三良） 折紙 1 15.6×33.5

97 葡萄頂戴につき礼状 9月14日 元貞（長崎元貞） 佐渡 巻紙 1 16.0×22.5

98 金銭借用願状 9月30日 長崎元貞 佐渡養順（9代） 罫紙 1 21.2×17.0

99 魚一尾贈状 10月25日 元貞（長崎元貞） 葆光斉（佐渡三良） 巻紙 1 15.5×34.5

100 新年の賀状 1月6日 森本屋こと
佐渡御母（佐渡と
ら）

折紙 1 17.5×51.0

101
おきよ殿を本家へ継縁方照会
状（後欠）

〔明治9年（1876）〕 〔某家分家〕 〔佐渡養順〕 巻紙 1 16.8×46.8

102 菓子贈呈添状 7月7日
もたにきよ（藻谷
清）

佐渡おく様（佐渡よ
り）

巻紙 1 16.2×89.9

103 切高買入につき照会状 8月7日 藻谷小右衛門 佐渡養順 巻紙 1 16.7×36.8

104 やす子出立祝招待状 〔明治〕10月14日 藻谷伊作 佐渡養順 巻紙 1 17.5×35.3

　○長崎発元（正路）は長崎言定の長男。通称は元貞。

　○きよは、8代養順（千代九郎）の3女。小杉、藻谷小右衛門に嫁ぐ。

　○文面に「小杉下条屋御老人（小右衛門）此頃御死去之由、其御配偶之おきよさま御事、御都合ニより私本家へ御継縁被成下間敷哉

　○「慶弔録」（番号3-34）によると小右衛門没は明治9年2月2日。

　○藻谷小右衛門（小杉、下条屋）は、8代養順（千代九郎）の3女きよの嫁ぎ先。

　○養順の令閨（奥様）を招待。

　○森本屋ことは、8代養順（千代九郎）の長女。土井卯兵衛（石動、森本屋）に嫁ぐ。

　○昭和14年9月1日から同15年（1940）2月まで。

　○新住所は「本郷区曙町七番地にノ十一号」。

　○別紙に「明月□□桂分□／星泉」とあり。

　○半健は長崎愿禎（浩斎）。長崎玄庭（蓬洲）の息。8代養順（千代九郎）の妻とらの兄。高岡の町医者。寛政11年（1799）生～元治

　○長崎言定は、長崎愿禎（浩斎）の長男。高岡の町医者。文政9年（1826）5月27日生～明治7年（1874）8月27日没。

　○「長崎氏調合処請取印」の印あり。

　○一般地質学および岩石学研究のため、イギリス・アメリカ・ドイツに留学。

　○坪井誠太郎は10月5日に帰朝。

　○関東大震災が発生した東京も大分、落ちついたこと。

　　元年（1864）没。

　　…」とある。
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105
結城治平方借用証書のことに
つき経過報告

2月27日 藻谷伊作 佐渡養順 巻紙 2 16.0×40.0

106 おたみ出籍届出方依頼状
明治24年（1891）7月
8日

橋爪徳右衛門 佐渡養順（10代） 巻紙 1 16.2×38.7

107 借用金証書
明治27年（1894）5月
10日

橋爪徳右衛門 佐渡養順（10代） 罫紙 2 24.0×36.0

108 金借用につき書簡一式
〔明治27年
（1894）〕5月

徳右衛門 佐渡養順 巻紙 2

109 故養順遺愛品拝受につき礼状
大正10年（1921）8月
5日

永守一同 佐渡養順（11代） 巻紙 1 18.2×46.2

110 はな子より姉上への手紙
昭和37年（1962）11
月19日

永守はな子 姉上 便箋 1 23.0×18.0

111 結納につき礼状
大正12年（1923）9月
8日

富山県出町薬舗鈴木
次助

佐渡養順（11代） 巻紙 1 18.7×149.8

112
サンフランシスコへ到着の御
礼と近況

大正15年（1926）丙
寅9月9日

鈴木健吉 佐渡養順（11代） 葉書 1 8.9×13.7

113 奉祝御大典「五節の舞」 昭和3年（1928）11月 鈴木健吉 佐渡養順（11代） 葉書 1 9.0×13.8

114
関東・東海道へ旅行中の絵葉
書

昭和12年（1937）5月
9日

鈴木健吉・としこ 佐渡養順（11代） 葉書 1 14.1×9.1

115 岡山出張につき近況報告
昭和19年（1944）9月
19日

岡山市二葉旅館内
小林茂

佐渡養順（11代） 葉書 1 8.9×14.1

116 岡山出張につき近況報告
昭和19年（1944）11
月24日

神戸市恩給金庫神戸
支店内　小林茂

佐渡養順（11代） 葉書 1 8.9×14.1

117 螢を人におくる文 5月29日 佐渡たつ 発田とめ子 罫紙 1 24.0×36.0

Ｈ　その他

番号 表題 年代 差出 宛所 形態 数量
丁数
枚数

法量
（縦×横.cm）

118
一門の者京都へ勉学につき請
合証文

寛政9年（1797）閏7
月

氷見濱町新保屋小三
郎、同弥三郎、今町
番匠屋平兵衛

高岡町佐渡養順（7
代か）

竪紙 1 24.0×34.5

119
中与へ申越の銀高調方につき
書状（後欠）

文政6年（1823） 巻紙 1 15.3×37.5

　○「姉上」佐渡よしは11代養順（順吉）の妻。永守兵太郎の2女（母は田上こと）。

　○佐渡家へ結納が納まったことにつき礼状。10代養順（敬吉）5男健吉は鈴木家へ養子入。

　○鈴木健吉は10代養順（敬吉）の5男。出町、鈴木次助の養子となる。

　○小林茂は11代養順（順吉）の2女しづの夫。

  ○佐渡たつは、10代養順（敬吉）の長女。富山市荒町、沢田家に嫁ぐ。

　○徳右衛門は橋爪か。

(1)借用依頼　5月9日

(2)金調達・借用への礼状　5月12日

　○10代養順（敬吉）は大正10年6月9日没。

　○永守家は9代養順（三良）の2女いつの嫁ぎ先。

　○永守はな子は、永守兵太郎に嫁いだ9代養順（三良）の2女いつの関係者か。

　○藻谷伊作は藻谷小右衛門の息。

　○結城治平と亀井政二の間で話し合われた結果を報告。

(2)結城治平方借用証書の義につき申送状　2月27日　富山中野新町亀井政二→藻谷伊作。

　○証書を作成するまでの経緯など。

　○橋爪徳右衛門（婦負郡八尾町）は、9代養順（三良）の3女たみの夫。

(2)再借用依頼状　明治27年（1894）8月31日　橋爪徳右衛門→佐渡養順（10代）
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120
譯書校読傍注の上返納状（漢
詩同封）

〔嘉永〕5月1日
能州七尾より安田元
蔵（順成）

高岡佐渡三良（9代
養順）

巻紙 3 18.8×76.8

121
父への弔の礼および貴父への
弔状

〔安政4年（1857）〕
3月20日

南太右衛門 佐渡三良 巻紙 1 16.4×77.0

122 貸家住人転宅案内（後欠）
文久3年（1863）9月
20日

巻紙 1 16.0×11.0

123 新年の挨拶
慶応4年（1868）正月
3日

谷敬三郎信敬 佐渡養順（9代） 折紙 1 16.1×42.0

124 火事見舞
明治12年（1879）3月
6日

西尾吉平 佐渡 巻紙 1 16.2×17.3

125 弔状
〔明治12年
（1879）〕10月15日

巻紙 1 16.0×57.0

126 故佐渡養順老追悼会案内
明治13年（1880）辰
11月13日

上子元成・福岡屋清
右衛門

（佐渡家） 巻紙 1 15.8×33.3

127
知事と面談のため射水郡湶分
木谷甚平方へ出頭通知状

明治20年（1887）7月
1日

富山県 佐渡養順（10代） 罫紙 1 28.3×40.5

128 融通依頼状
明治25年（1892）10
月11日

津島小右衛門 佐渡 巻紙 1 21.0×24.0

129 近況報告につき葉書
明治26年（1893）3月
7日

（不記） 横山吉太郎 葉書 1 14.0×9.0

130
温泉場上等客室ならびに浴室
等竣工につき開館式の祝宴招
待状

明治29年（1896）8月
19日

越中国小川温泉場主
伊藤祐賢

佐藤養順（10代佐渡
養順）

1 20.5×27.0

131
小松宮総裁殿下来県につき総
会執行案内状

明治31年（1898）6月
22日

日本赤十字社富山支
部高岡市委員部

社員佐渡養順（10
代）

7 23.5×12.0

（3）小松宮総裁殿下との拝謁案内状　明治31年7月3日

（2）融通依頼状　9月9日

　○宛名の横山吉太郎の住所は、金沢市なみ木町。

　○小松宮総裁殿下来県につき諸事を日本赤十字社員に通知。

　○印刷物。

（2）奉迎送順序及心得書　明治31年（1898）7月3日

　○送状あり。

　○昨年（慶応3年）12月25日、薩邸焼討の報。

　○谷信敬は坪井信道の3男。坪井信良の義弟。谷八左衛門の2女楽と婚姻し谷姓を名乗る。

　○「一昨夜は祝融之災…」

　○文中に「先達而尊大人…御逝去之由…」とある。明治12年10月3日に没した9代養順（三良）の弔状。

　○明後15日、広乾寺（片原横町）。

　○9代養順（三良）は明治12年（1879）10月3日没。明治13年11月は1周忌。

　○「柊里草」は坪井信良。

（3）漢詩　庚戌孟夏　安田順成

　○嘉永5年に近い「庚戌」は嘉永3年。

　○同封の2編により本状を嘉永期とする。

　○文中に「去秋は尊大翁御長逝被遊候由」とある。8代養順（千代九郎）は安政3年（1856）8月13日に没しているので、翌4年の書状

　○南太右衛門は能登川尻出村。

　○赤坂屋小兵衛の転宅案内。

　○日付に「仲夏朔」、包紙に「五月朔日」とある。

　○追記に「英夷いよいよ軍艦差越候沙汰ニ而江戸表大変之由…」とある。

（2）同封漢文「春日偶感」・「壬子詩暦咏牛痘、桑田立斎所属戯作」

　○壬子は番号6-6によると嘉永5年。

　　と思われる。
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132
来岡の大島第三師団長への優
待に対する礼状

明治31年（1898）8月
1日

堀二作 佐渡養順（10代） B5 1 18.0×23.6

133
御大典記念貯金抽籤会臨席に
つき礼状

昭和3年（1928）11月
13日

株式会社金澤貯蓄銀
行常務取締役密田松
太郎

佐渡養順（11代）
封筒入
葉書

1 14.2×18.2

134
国際製薬株式会社創立につき
謝意

昭和3年（1928）8月
18日

国際製薬株式会社金
岡又左衛門

佐渡養順（11代）
封筒入
葉書

3 16.2×10.2

135 会う約束の日程につき葉書
昭和8年（1933）8月
16日

大門町　河合
佐渡順一（12代養
順）

葉書 1 14.0×9.1

136 那須にて絵葉書
昭和13年（1938）6月
9日

吉田貞子
佐渡養順（11代）、
伯母

葉書 1 14.1×9.2

137 信州軽井沢より絵葉書
昭和13年（1938）9月
25日

吉田貞信 佐渡養順（11代） 葉書 1 14.0×9.0

138 信州軽井沢より絵葉書
昭和14年（1939）7月
17日

吉田貞信 佐渡養順（11代） 葉書 1 14.1×9.1

139 預かり銀子送金通知状 子6月9日 池田太造 佐養順（佐渡養順） 巻紙 1 15.1×33.7

140 川口左州書物代渡し方願状 子12月25日 巻紙 1 15.5×26.5

141
三月会用達講指引案内（前
欠）

丑7月 天野屋甚 佐渡 巻紙 1 14.8×20.5

142 新年賀状 正月吉日
吉川権次郎、吉川九
郎右衛門

佐渡養順（8代）、
佐渡三良

折紙 1 15.5×41.2

143 賀状 新正吉 南太右衛門 佐渡三良 折紙 1 15.5×43.5

144 小宴招待状 1月4日 寺井若 佐渡 巻紙 1 16.5×23.0

145 年頭賀状 人日（1月7日） 高嶋庄助 佐渡三良 巻紙 1 16.2×43.0

146
エルゴチ子（ネ）皮下注射法
篇拝借願

1月24日 　 佐渡 巻紙 1 16.6×44.6

147 賀状 正月29日 青地信敬 佐渡養順 折紙 1 15.6×41.2

148 新規則につき書状 2月4日 松野長敬ほか1名 佐渡養順 巻紙 1 15.3×25.3

149
二上山登山につき社中同伴方
依頼状

2月7日 真□ 〔三良〕 巻紙 1 15.6×40.5

150 出勤中の礼状 3月3日 喜多康斉 佐渡養順 巻紙 1 15.8×54.0

151 招待状 3月5日 劉三郎 葆光（佐渡三良） 巻紙 1 16.1×28.0

　○印刷物。

（2）残暑見舞い　昭和3年（1928）8月18日　白根竹介→佐渡養順（11代）

（3）残暑見舞い　昭和3年（1928）8月20日　富山県技師木庶英献→

　○3通同内容につき、関連するものとして一括。

　○高島庄助は射水郡十村役。

　○金沢城下より発、「御礼御目見被仰付候…」

　○医事雑誌による。

　○青地信敬は谷信敬のこと。坪井信道の3男。元治元年（1864）から母の実家の姓である「青地」を名乗る。『風雲通信』No.105　元

（4）拝謁日時変更通知状　明治31年（1898）7月6日

（5）緊急通知状　明治31年（1898）7月8日

（6）日本赤十字社々員章佩用方等心得

（7）歩兵第三十五聯隊及び砲兵騎兵来県につき演習参観案内状　明治31年（1898）7月10日

　○堀二作は、射水郡作道村（現射水市）出身の政治家。明治25年（1892）と同34年（1901）の2度高岡市長に就任。嘉永2年（1849）9

　　治元年（p.235）を参照。

　　月25日生～昭和14年（1939）1月11日没。
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152
出勤中の礼状および預け品渡
方依頼

3月16日 喜多康斉 佐渡養順 巻紙 1 16.0×42.5

153 依頼状（前欠） 3月17日 土肥清平 佐渡養順 巻紙 1 16.0×18.8

154 来訪につき礼状 3月20日 千秋茂之 佐渡養順 切紙 1 23.9×17.5

155 金子借用依頼状 4月10日 皆信（聖安寺） おく様 巻紙 1 17.7×41.2

156 代金送り状 4月12日 八郎左衛門 佐渡養順 巻紙 1 18.2×66.9

157 書籍の貸借につき書状 4月24日 立庵 佐渡三良 巻紙 1 16.2×36.8

158 金子借用依頼状(前欠） 6月6日 皆信（聖安寺） 佐渡御奥様 巻紙 1 14.9×24.0

159 品物につき回答状 6月18日 元稑（高峰元稑） 三良（佐渡三良） 巻紙 1 15.9×11.5

160 祝品拜納礼状 6月吉日 舞連代理関陵 佐渡 切紙 1 24.5×26.5

161 暑中見舞 7月19日 吉田健作 佐渡養順 巻紙 1 16.9×41.7

162 明六雑誌借用礼状 〔明治〕8月盡日 服部嘉十郎 佐渡国手 罫紙 1 16.6×21.5

163 病状報告 9月3日 二□ 伊作 巻紙 1 15.5×47.0

164 碁酒会招待につき回状 菊（9）月3日 佐渡 福岡屋ほか7名 巻紙 1 16.0×41.0

165 書簡 9月3日 松花堂 巻紙 1 15.8×29.5

166 参上の礼状 9月18日 青山熊二郎 佐渡養順 竪紙 1 24.0×35.5

167 土産扇子等礼状 9月18日 村円右衛門 佐渡三立（三良） 巻紙 1 15.5×51.2

168 礼状と詩文の交流 晩秋（9）月23日 晩翆 葆斉先生（佐渡三良） 巻紙 1 15.8×47.5

169 冊子借用につき礼状 9月24日 雪中 金堀大人 巻紙 1 17.1×94.0

170 異人との掛合い歌につき書状
神無月中4日（10月14
日）

菊の屋あるじ 佐渡の大人 巻紙 1 19.5×32.5

171 明六新聞雑誌贈呈につき添状 10月19日
葆光佐渡大兄（佐渡
三良）

巻紙 1 16.2×48.2

172 参加不可につき電報 10月23日 ヨコヤマキチタロ サドヨウジュン 電報 1 24.3×17.4

173 近火見舞状 10月23日
能州南太次右衛門、
太右衛門

佐渡養順、三良 巻紙 1 15.6×35.5

174 書籍貸借につき書状 10月 立庵 三良（佐渡三良） 巻紙 1 16.0×42.3

175 書籍貸借につき書状 仲冬3日（11月3日） 晩翆 三良（佐渡三良） 巻紙 1 16.0×65.0

176 近況報告 霜月7日 佃義定、石黒千鶴 長崎ぬしふた方 巻紙 1 15.5×53.0

177 金子調達につき書状 11月13日 　 巻紙 1 15.6×14.7

178 帰国挨拶延引につき書状 11月15日 大倉袖□ 佐渡賢隆 巻紙 1 19.6×61.5

179 燭台借用依頼状 11月20日 聖安寺記帳所 切紙 1 23.9×17.0

180 金子受取礼状 11月29日 横田屋吉太郎 佐渡 巻紙 1 15.2×34.4

181 拙宅へ来訪方招待状（後欠） 巻紙 1 15.9×82.6

182 回状宛名書 塩屋喜三郎ほか28名 巻紙 1 15.8×88.0

　○かな文字。

　○高峰元稑は高岡の町医者。高峰譲吉の父。安政2年（1855）金沢に召され、壮猶館に出仕。

　○御菓子1箱、御酒1升。

　○伊作は藻谷伊作のことか。

　○冊子借用と冬葱頂戴のお礼。

　○品物は青酸カリ。

　○「ヤマイニテコレン」。

　○承知書あり。中に「無據義有之、多分参詣仕兼候と奉存候」とあるので、年忌会の招待か。

拝

斎

翠

翠
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183 肴進上につき添状 　 巻紙 1 16.3×72.2

184 近況報告（後欠） 　 巻紙 1 17.0×36.0

185
上京につき送るものがあれば
ことづかる旨の書状

巻紙 1 15.8×34.5

186 茸送状 道斉 蛙舎利 巻紙 1 15.6×30.0

187 唐紙五六枚持参の頼み 八郎左衛門 巻紙 1 15.5×10.5

188 在京につき近況報告 井恒忠 有隣先生 巻紙 1 19.9×154.8

189
徴兵検査につき傭医出頭方通
知

請□長 佐渡養順 巻紙 1 15.3×29.8

190
卒業・高等学校志望への励ま
しにつき葉書

第四高等学校時習寮
河合良成

高岡中学校第五年級
諸君

葉書 1 14.2×9.0

191
満州国皇帝来訪の実況につき
絵葉書

□□□□川英 佐渡養順 葉書 1 14.2×9.2

192 封書上包・封筒 各人 佐渡養順（三良） 46

　○明12日まで杉木へ（参考、番号7-2）。

　○書籍のこと、京都での出来事などを記している。
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８．学業

Ａ　人別資料

番号 表題 年代 差出 宛所 形態 数量
丁数
枚数

法量
（縦×横.cm）

1 年徳大善神（書初）
〔天保2年（1831）〕
卯正月吉日

佐渡達太郎（佐渡三
良）

大判 1 31.9×41.5

2 漢詩（送三龍君遊学于京） 〔天保9年（1838）〕 周策 三龍君（佐渡三良） 大判 1 31.8×34.5

3
龍門楼全科修了許可書（佐渡
三良）

〔天保12年
（1841）〕辛丑仲秋

究理堂主人（小石元
瑞）

佐渡三良 折紙 2 16.3×45.5

4 送佐渡達夫帰越中
〔天保12年
（1841）〕

亀（小石元瑞）
佐渡達夫（9代養
順）

大判 1 32.1×82.9

5
漢詩「佐渡三良君業成而帰乃
公文炳君以書報知喜而賦贈」

天保12年（1841）辛
丑暮秋

東林病頭陀郷雪象 佐渡三良 大判 1 134.2×29.0

6 起止簿（佐渡三良）
天保13年（1842）寅
11月

佐渡三良 横半帳 1 9丁 12.5×17.3

7
漢詩「留別相城佐渡君用其送
別芳韻二首」

〔天保14年
（1843）〕

東條耕 佐渡君（三良） 大判 1 31.0×44.5

8
漢詩（佐渡三良・昌平黌より
帰郷に際し贈詩）

〔天保14年
（1843）〕

塩谷守誠 佐渡三良 切紙 1 30.2×22.3

9
漢詩「送佐渡君帰郷臨別賦以
呈」

〔天保14年
（1843）〕

璋 博粲（佐渡三良） 巻紙 1 16.3×33.5

10
漢詩「昌平黌送佐渡三良君帰
郷」

〔天保14年
（1843）〕

南豫、上甲礼 佐渡三良 巻紙 1 21.0×39.0

11 佐渡氏帰郷、送別の和歌二首
〔天保14年
（1843）〕

政徳 佐渡 切紙 1 22.7×12.5

12
漢詩（佐渡三良・江戸昌平黌
より帰郷につき贈詩）

〔天保15年
（1844）〕甲辰中秋

諸友 佐渡三良 巻紙 1 20.2×64.7

　○佐渡三良の京都小石塾入塾は天保9年（番号2-18）。

　○龍門楼は京都小石元瑞の塾。

　○印章がある。白文方印「東條／耕印」、朱文方印「子／臧」

　○佐渡三良が昌平黌より帰郷したのは、天保14年（番号2-18）。以下、同年とする。

　○印章に「元瑞」とあるので、小石元瑞と特定。

　○上甲礼は詳細不明。

　○佐渡達太郎は、佐渡三良の幼名。8代養順（千代九郎）の長男。9代養順。

　○江戸昌平黌、入塾中。

　○寅（天保13年）11月2日から癸卯（同14年）3月12日まで。学習内容を記載。

（2）龍門楼日課目録（同文2通）

　 （1847）まで昌平黌講師。

　○佐渡達夫は、9代養順（三良）。三良は天保12年9月、京都、小石元瑞の塾より帰郷。

　○七言絶句

　○雪象は石堤、長光寺住職。

　○塩谷守誠は詳細不明。

　○七言絶句

　○璋は詳細不明。

　○七言絶句

　○東條耕は東條琴台。幕末の儒者。名は信耕、または耕。字は子臧。無得斎、掃葉山房と号した。文政7年（1824）から弘化4年

　○七言絶句

　○同文2枚
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13 漢詩「佐渡葆斎兄帰北越」 井出彊
佐渡葆斎（9代養
順）

巻紙 1 20.2×27.6

14 漢詩「送佐渡君三良高陵」 大野衢 佐渡三良 大判 1 32.1×30.9

15 漢詩「葆斎佐渡君還郷」 熊谷有 佐渡君 切紙 1 24.2×32.5

16 漢詩「葆斎賢□還郷」 芝璋 葆斎（9代養順） 巻紙 1 20.4×22.8

17 漢詩「送葆斎佐渡君」 千秋慥
葆斎佐渡（9代養
順）

巻紙 1 20.8×36.3

18 漢詩「送佐渡三良君」 中田毅 佐渡三良 切紙 1 32.5×11.9

19
漢詩「佐渡葆斎賢伯業成而帰
不堪欣慶之贈尊」

南塘郷蔵海
佐渡葆斎（9代養
順）

大判 1 30.1×33.0

20 詠歌（佐渡三良～帰郷） □岐満呂 佐渡三良 巻紙 1 15.5×26.0

21 鯛魚考
嘉永6年（1853）端午
（5月）

葆光散人邦（佐渡三
良）抄録

罫紙綴 1 4枚 23.9×17.9

22 蘭語に関する照会回答
文久元年（1861）辛
酉11月8日

葆光斎主佐渡三良 石黒氏 竪紙 1 24.0×35.7

23 大日本図解
文久3年（1863）癸亥
3月

罫紙綴 1
10枚
7枚

24.3×18.1

24 綿蕝考 明治2年（1869）己巳
佐渡在邦（9代養
順）

罫紙綴 1 4枚 24.6×18.0

25 佐渡邦（三良）印紙
天保12年（1841）辛
丑

三雲 佐渡邦 切紙 1 15.4×12.7

26 葆光斎印紙
〔弘化3年（1846）丙
午9月〕

松陵 葆光 切紙 1 14.4×7.0

27 篆刻印文
〔弘化3年（1846）丙
午〕

松陵 三良 切紙 1 15.8×7.0

28 篆刻印文
〔弘化3年（1846）丙
午〕

松陵 三良 切紙 1 20.5×13.5

29 三良印紙 公溪 三良 切紙 1 14.9×7.7

　○七言絶句

　○五言絶句2首

　○七言絶句

　○七言絶句

　○「三良為佐渡国手　公溪篆」

　○包紙あり。

　○「葆光斎」は9代養順（三良）の号。

　○「松陵鐫」

　○外に七言絶句2首添付（重陽遊小松原待友不至・其二）

　○同文3冊。

　○七言絶句

　○三良が江戸の昌平黌から帰郷の翌年、友人から再遊を望む詩。

　○落款印に「強毅／敬甫」とある。

　○「丙午晩秋　松陵□」

　○七言絶句

　○「天保辛丑季秋／僊□三雲孝七十三鉄筆」とある。

　○「邦」は9代養順（三良）の名。

　○包紙に入っている。

　○「丙午晩秋　松陵□」

　○七言絶句

弈洯

嘯

鐫

鐫
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30 篆刻印文 切紙 3 12.5×6.8

31 東游雑費録（佐渡賢隆） 嘉永3年（1850） 佐渡賢隆 横半帳 1 4丁 12.0×17.6

32 文法表 緑窓（佐渡立策） 竪紙 1 24.0×35.5

33 育英学校祝辞
明治9年（1876）9月3
日

佐渡敬吉 大判 1 36.1×36.0

34 敬吉東遊記録
明治10年（1877）丁
丑5月20日

佐渡敬吉 手帳 1 9丁 8.5×16.6

35 縫裁課下等第五級卒業証書
明治11年（1878）3月
19日

第6大学区石川県下
第12中学区射水郡高
岡怡柔小学校

佐渡なつ 竪紙 1 19.7×24.8

36 縫裁課下等第四級卒業証書
明治11年（1878）11
月22日

第6大学区石川県下
第12中学区射水郡高
岡怡柔小学校

佐渡奈津（佐渡な
つ）

竪紙 1 20.0×24.5

37
敬吉、賢隆等の進路につき申
付書（案）

明治12年（1879）10
月14日

帳折 1 12.0×35.5

38 退塾願（佐渡敬吉）
明治12年（1879）10
月

佐渡敬吉（10代養
順）

東京大学医学部幹事 竪紙 1 24.0×35.5

39
東京大学医学部通学生規則
（佐渡敬吉）

明治12年（1879） 1 5頁 19.1×13.7

40
佐渡養順婦人科専門卒業証明
書

明治13年（1880）2月 坪井信良 佐渡養順（10代） 竪紙 1 27.4×39.3

41 別課医学在学証書（誓約書）
明治15年（1882）2月
13日

佐渡養順（10代）
東京大学総理　加藤
弘之

竪紙 1 27.3×39.9

42 退学願（佐渡敬吉）
明治15年（1882）6月
23日

別課医学第3期生徒
佐渡養順（10代）

東京大学総理　加藤
弘之

竪紙 1 27.8×39.6

43 習字
高岡尋常高等小学校
高等科1学年　佐渡
順吉

習字紙 1 33.5×22.7

44
富山県高岡尋常中学校入学撰
抜試験施行案内等書類

明治31年（1898）4月
12日

富山県高岡尋常中学
校

佐渡順吉 3

（2）志願者時間表

　○印刷

（3）問題用紙

　○9代養順（三良）は、明治12年10月3日没。14日は、その直後。筆写不明。

　○保証人は坪井信良、副保証人は神谷善吉。

　○保証人は坪井信良、副保証人は神谷善吉。

　○路用金、修業金の出納。

　○生徒総代

　○佐渡順吉は、11代養順。10代養順（敬吉）の長男。

　○佐渡賢隆は8代養順（千代九郎）の4男。9代養順（三良）の弟。

　○嘉永3辛亥年10月11日から翌年2月24日まで。但し辛亥は嘉永4年、翌年の壬子閏2月は嘉永5年。

　○佐渡なつは、9代養順（三良）の長女。10代養順（敬吉）の妻。

　○新築落成祝辞

　○佐渡敬吉は、10代養順。阿波加脩造の長男。9代養順（三良）の養子となる。

　○貰物、酒宴客、見送人記録

（1）富山県高岡尋常中学校入学撰抜試験施行案内

　○ガリ版

　○印刷

　○印刷

　○緑窓は、佐渡立策のこと。8代養順（千代九郎）の6男。9代養順（三良）の弟。
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45
富山県高岡尋常中学校入学許
可通知書

明治31年（1898）4月
23日

富山県高岡尋常中学
校

佐渡順吉 竪紙 1 23.7×35.7

46 修身科作文 佐渡たつ 習字紙 1 23.0×34.0

47 習字 佐渡たつ 習字紙 1 22.5×32.5

48 図画 佐渡たつ 習字紙 57

49 習字 佐渡良吉 習字紙 4

50 図画 佐渡良吉 習字紙 16

51 習字 佐渡正吉 習字紙 4

52 図画 佐渡正吉 習字紙 5

53 日誌
第3学年1組　佐渡健
吉

袋綴 1 15丁 24.2×18.0

54 作文 6学年　佐渡健吉 罫紙綴 1 24枚 21.5×15.0

55 習字 佐渡健吉 習字紙 10

56 習字綴
高岡市博労町尋常小
学校第3学年　佐渡
くに

習字紙 1 30枚

57 習字綴
博労町尋常小学校第
3学年　佐渡くに

習字紙 1 7枚

58 習字
第12学級第4学年
佐渡くに

習字紙 4

59 習字綴 第5学年　佐渡くに 習字紙 1 6枚

60 習字 佐渡くに 習字紙 42

61 習字 佐渡くに 習字紙 31

62 計算問題解答紙 佐渡くに 習字紙 10

63 国語科問題解答紙 佐渡くに 習字紙 7

64 宿題（化学）
佐渡志都（佐渡し
づ）

罫紙 1 21.2×33.2

65 塩・船等記（断簡） 横半帳 1 2丁 12.0×17.3

66 浦島子等の歌（断簡） 帳折 1 13.0×16.5

67 作文 罫紙綴 1 17枚 20.7×15.3

68 作文 罫紙綴 1 12枚 22.0×14.5

69 習字 習字紙 7

　○作者不詳

　○作者不詳

　○鐘・塩・船・尺度・空気について。

　○筆記者不詳

　○佐渡くには、11代養順（順吉）の長女。福野、福冨文雄へ嫁す。

　○作者不詳（「僕」とあるので男）

　○佐渡しづは、11代養順（順吉）の2女。桑名市、小林茂へ嫁す。

　○筆記者不詳

　○「六の會の様子を友人に知らする手紙」の文末に「健吉」「大正二年六月一日」とあり。

　○佐渡健吉は、10代養順（敬吉）の5男。出町、鈴木次助へ養子。

　○佐渡正吉は、10代養順（敬吉）の4男。青森、及川家へ養子。

　○佐渡たつは、10代養順（敬吉）の長女。富山市荒町、沢田家へ嫁す。

　○佐渡良吉は、10代養順（敬吉）の3男。厚木へ分家す。

　○ガリ版
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70 習字 習字紙 15

71 図画 習字紙 63

72 英文練習 習字紙 1 23.5×35.0

73 種痘館稽古日（貼紙） 種痘館 竪紙 1 24.9×33.0

74 『食療正要』の写（部分） 竪紙 1 21.6×30.0

75 一．共鳴
〔明治42年
（1909）〕

季山 袋綴 1 30丁 24.5×18.0

76 二．会心
〔明治42年
（1909）〕

季山 袋綴 1 42丁 24.5×17.8

77 三．修養資料
明治43年（1910）庚
戌2月

季山 袋綴 1 28丁 24.5×18.0

78 高岡女子高等小学校校訓 竪紙 1 21.1×26.0

79 第22回日本薬学大会関係書類 昭和41年（1966）
第22回日本薬学大会
準備委員会

佐渡養順 7

Ｂ　勉学旅行・学費

番号 表題 年代 差出 宛所 形態 数量
丁数
枚数

法量
（縦×横.cm）

80 道中名所泊り覚
文久2年（1862）壬戌
3月吉日

佐渡氏（9代？） 長帳 1 8丁 12.5×34.5

81 江戸行宿場町書留 10月12日 切紙 1 14.0×20.4

82 駅々宿名留（板橋～能生） 巻紙 1 15.7×75.5

83
敬吉の学資送金につき書状
（控）

〔明治〕4月29日 佐渡養順（9代） 坪井信良 切紙 1 24.1×18.0

84 学費等出納帳
明治13年（1880）3月
27日

長帳 1 12.3×34.6

　○作者不詳

　○季山は11代養順か。

　○作者不詳

　○内科に坪内芳州、解体科に坪井信道の名あり。

　○木版刷

　○作者不詳

（7）ポスター

　○3月2日から4月21日まで。

　○京、大阪、伊勢、桑名、関ケ原、三国、吉崎

　○9代養順死去時（明治12年10月3日）には、敬吉は東大医学部在学中につきそれ以前。

（1）第22回日本薬学大会日程表　同文2枚

（2）日本薬学大会宿泊の申込みについて　同文2枚

（3）振込用紙　同文2枚

（4）日本薬学大会観光案内　同2部

　○9代養順か（数え43歳）。

（5）第22回日本薬学大会プログラム

（6）預り証　昭和41年3月30日　富山市立郷土博物館長江尻章など3名→佐渡養順（12代）

　○内容（41）に「本県売薬業の趨勢」として明治36～40年の統計を記す。

　○内容（45）に「四十二年六月二日十一時記」とある。

　○（47）「三十七八年は…茲に四年…」とあり。明治42年か。

　○印刷

　○裏面に教育勅語。
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85 明治十五年学費出納録
明治14年（1881）12
月31日

佐渡養順（10代） 罫紙 1 23.8×32.2

86 学資総記および消費月表
明治13～同15年
（1880～1882）

竪紙 1 26.7×39.0

87 学費領収書
明治21年（1888）3月
29日～5月18日

富山県射水郡高岡御
馬出町外三十一ヶ町
戸長江守又一

佐渡礼吉 用紙 3 16.2×12.0

88 学費領収書
明治21年（1888）3月
29日～5月18日

富山県射水郡高岡御
馬出町外三十一ヶ町
戸長江守又一

佐渡養順（10代） 用紙 4 16.2×11.9

89 道中支出留帳 〔明治初年〕 横半帳 1 3丁 12.0×17.8

90 出費覚 帳折 1 12.0×35.7

91 親族会議決写
明治34年（1901）6月
26日

佐渡養順（10代）・
佐渡礼吉・藻谷伊作

罫紙綴 1 2枚 23.3×17.0

92
礼吉について協議決定につき
取定書写

明治35年（1902）7月
25日

佐渡養順（10代）・
佐渡礼吉・藻谷伊作

罫紙 1 23.7×35.3

　○活版刷

　○明治13年4月4日から同14年（1881）7月6日まで。

　○佐渡礼吉は、9代養順（三良）の3男。

　○活版刷

　○学資総記は明治13年3月27日から同15年（1882）6月28日まで。

　○佐渡敬吉、修学につき坪井信良記か。

　○「坪井」の印あり。

　○佐渡敬吉、修学につき坪井信良記か。

　○消費月表は明治13年4月から同15年7月6日まで。

　○23日から28日まで。東京－上田－高岡。

　○佐渡礼吉の件。
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９．家計・家事

Ａ　土地・建物・間取図

番号 表題 年代 差出 宛所 形態 数量
丁数
枚数

法量
（縦×横.cm）

1 守山町と利屋町との地境証文
享保10年（1725）乙
巳10月21日

切紙 2 32.5×12.8

2 借屋請合証文
延享5年（1748）辰3
月5日

請人　関野三四郎 佐渡養順 竪紙 1 23.0×32.8

3 借屋請合証文
延享5年（1748）戊辰
4月

請人　あめ屋忠左衛
門・佐か野屋与四兵
衛

佐渡養順 竪紙 1 23.1×33.7

4 借屋請合証文 寛延3年（1750）9月
請人　二口屋佐次右
衛門

佐渡養順 続紙 1 22.4×43.8

5 地面借用証文
文化2年（1805）8月
28日

関屋理兵衛 佐渡養順 竪紙 1 24.0×29.6

6 地面借用証文
文政2年（1819）卯7
月20日

関屋理兵衛 佐渡 竪紙 1 23.8×35.7

7 土地売渡証文
文政11年（1828）戊
子2月5日

高橋屋武吉ほか6名 佐渡養順 竪紙 1 24.2×34.8

8 地面貸渡証文
嘉永元年（1848）10
月

佐渡養順 関屋理兵衛 竪紙 2 24.2×34.8

9 地境証文
嘉永元年（1848）申
11月

関屋理兵衛 佐渡養順 続紙 2 24.0×76.0

10 小屋根葺直し之図
安政5年（1858）4月
12日

桶屋伝助 竪紙 1 27.8×35.4

11 大工人工書出し 子7月 大工弥平 佐渡 巻紙 1 15.3×57.5

12
地租改正時利屋町関係者持地
覚

明治8年（1875）12月 帳折 1 12.0×35.0

13 地券（利屋町15番地） 明治13年（1880）6月 石川県
持主　佐渡養順（10
代）

竪紙 1 25.3×32.8

14 地券（利屋町21番地） 明治13年（1880）6月 石川県
持主　佐渡養順（10
代）

竪紙 1 25.3×32.8

15 地券（利屋町22番地） 明治12年（1879）9月 石川県 持主　岡本他助 竪紙 1 25.3×32.8

（2）地子銀等書上　享保5年（1720）庚子11月

　○封書上包あり。墨書「此證文／文化十一年デ九十五年／相成」。

　○本人は、中杉屋久四郎。

　○本人は、佐賀野屋又吉。

　○本人は、二口屋市右衛門。

（2）地境証文（案）

　○明治8年12月地租改正作業時。

　○番地、間数（表口、裏幅、奥行）、地主、坪数を記入。

　○図面あり。

　○組合若林屋伊兵衛の署名あり。

　○上包あり。墨書「地境之證文／并ニ関屋理兵衛之證文もアリ」。

　○宅地

　○宅地

　○宅地
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16 建家出来取究之証書
明治12年（1879）3月
28日

能登国鹿島郡豊板村
青木善右衛門

佐渡養順（9代） 袋綴 6 10丁 24.5×17.5

17 家屋建築につき約定証
明治12年（1879）4月
23日

舟崎政治郎 佐渡養順（9代） 罫紙 4 24.0×35.8

18 普請方受取証
明治20年（1887）4月
3日

樋口長五郎 佐渡養順（10代） 罫紙 1 23.0×33.8

19 工料受取
〔明治23年
（1890）〕4月27日

吉岡治一郎 巻紙 1 16.6×13.5

20 借地返納につき約定証
明治23年（1890）7月
2日

関理平 佐渡養順（10代） 罫紙 1 23.2×34.0

21 家屋新築御届
明治33年（1900）7月
25日

佐渡養順（10代）
高岡警察署長　警部
保田乙吉

10 24.0×18.1

22
利屋町二十二番地土地買入関
係

明治34年（1901） 5

（2）地所売渡約定証　明治34年（1901）8月17日　高岡市利屋町22番地岡本他助→

　○地所建物仲買人は、城石伊平。

（3）土地売買証書　明治34年（1901）8月20日　高岡市利屋町22番地売渡人岡本他助→高岡市大工町16番地買受人樋口長五郎

　○代書は、麻内政太郎。

（9）建物落成延期歎願　明治34年（1901）6月23日　佐渡養順（10代）→高岡警察署長警部泉研介

　○代書は、麻内政太郎。

（10）落成の義につき御届　明治34年（1901）9月22日　佐渡養順（10代）→高岡警察署長警部泉研介

（1）持地証明書　仲裁人高岡市金屋町金森兵太郎方笹□佐久馬

　○利屋町22番地は、岡本他助の持地であることを証明している。

（3）家屋落成延期願　明治33年（1900）12月28日　佐渡養順（10代）→高岡警察署長警部岡本普喬

（4）家屋絵図面

（5）家屋建築認可証　明治33年（1900）7月26日　富山県高岡警察署長警部保田乙吉→佐渡養順（10代）

（6）建物建築届　明治33年（1900）10月1日　佐渡養順（10代）→高岡警察署長警部岡本普喬

（7）建物建築認可証　明治33年（1900）10月2日　富山県高岡警察署長富山県警部岡本普喬→佐渡養順（10代）

（8）建物仮使用の義につき歎願　明治34年（1901）6月23日　佐渡養順（10代）→高岡警察署長警部泉研介

　○建家を取り壊し借用地を返納するため、関理平が養順に提出。

　○証人は、中込儀兵衛。

（2）建家取毀日延の義につき約定書　明治23年（1890）7月2日　関理平→佐渡養順（10代）

　○家屋新築について。

　○絵図面あり。

（2）建築方法書　明治33年（1900）7月25日　佐渡養順（10代）

　○借用地（利屋町15番地2号）に家屋を建築するため、舟崎政治郎が養順に提出。

（2）家屋売渡につき約定証　明治20年（1887）11月18日　舟崎政治郎→佐渡養順（10代）

　○借用地の家屋を売り渡すため、舟崎政治郎が養順に提出。

（3）建物売券証　明治20年（1887）11月18日　舟崎政次郎→佐渡養順（10代）

　○登記料領収証あり。

（4）貸地建物売買の義につき願書（控）　明治20年（1887）10月20日　佐渡養順（10代）→高岡御馬出町等戸長江守又一

（3）家屋建築につき約定証　明治12年（1879）4月23日　射水郡高岡利屋町関理平→佐渡養順（9代）

　○借用地に家屋を建築するため、関理平が養順に提出。

（4）地租改正につき地子銀通達書　明治9年（1876）8月4日　佐渡養順（9代）→関理平、船崎政次郎

（5）佐渡家所有地金額書上（控）　明治13年（1880）　佐渡養順（10代）

（6）家宅材木等入費控　〔明治12年（1879）〕

　○表紙に「井上塩六殿／豊田善右衛門殿」とあり。

　○青木善右衛門は、建築の棟梁。

　○材木運送に関する送状あり。

（2）新築入費覚　明治12年（1879）3月
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23 納屋新築につき関係書類
明治35年（1902）5月
23日

佐渡養順（10代）
高岡警察署長　警部
泉研介

4 24.0×36.1

24 建物御届（平面図添付） 明治39年（1906） 佐渡養順（10代） 高岡市長　堀二作 用紙 1 22.7×34.1

25
持地、貸地の番地・坪数・地
価

巻紙 1 16.2×22.3

26 街路使用許可書
大正3年（1914）8月
25日

富山県高岡警察署長
富山県警視　瀧武二
郎

富山県高岡市利屋町
21番地　佐渡養順
（10代）

切紙 1 24.1×9.1

27 宅地売渡証書
大正9年（1920）3月
30日

富山県高岡市利屋町
21番地　売渡人　佐
渡養順（10代）

高岡市利屋町21番地
佐渡順吉

罫紙綴 3 2枚 28.0×20.0

28 家屋名義変更届
大正10年（1921）9月
16日

高岡市利屋町21番地
相続人　佐渡順吉
（11代養順）

高岡市長　鳥山敬二
郎

用紙 1 23.8×17.2

29 宅地所有権保存登記申請書
大正11年（1922）5月
29日

佐渡養順（11代） 高岡区裁判所 罫紙 1 24.3×36.2

30
土地名義人表示変更登記申請
書

大正12年（1923）1月
25日

佐渡養順（11代） 高岡区裁判所 罫紙 1 24.0×36.2

31 給水工事設計予算及精算書
昭和5年（1930）7月
22日

水道部 佐渡養順（11代） 2 47.7×25.8

32
湯殿・洗面所等建築につき領
収書等一括

昭和5年（1930） 志浦又右衛門ほか 佐渡養順 42

33 三階建新館建築関係書類 昭和8年（1933） 佐渡養順（11代） 5

　○高岡市利屋町21番

　○高岡市利屋町15番、22番

　○大正10年（1921）6月15日、順吉は養順と改名。

　○代人は、幸塚宗太郎。

（2）増設設計予算精算書　昭和5年（1930）8月26日　水道部→佐渡養順（11代）

（1）建築願　昭和8年（1933）4月5日　佐渡養順（11代）→富山県知事齊藤樹　1冊

　○代人は、津島小八郎。

（3）保証書　大正9年（1920）3月31日　高岡市定塚町35番地保証人幸塚宗太郎ほか1名

　○高岡市利屋町22番

　○登記義務者は、佐渡養順（10代）であることを保証。

　○高岡市利屋町21番

　○大正10年6月9日、10代養順（敬吉）没。同月14日、順吉家督相続。

　○「弐千七百三十番／佐渡□作」とあり。

　○使用期間は8月25日から31日まで。

　○高岡市利屋町地内15番、22番の売渡について。

　○佐渡順吉は、11代養順。10代養順（敬吉）の長男。

（2）所有権保存登記申請書　大正9年（1920）3月31日　高岡市利屋町21番地佐渡養順（10代）→高岡区裁判所

　○高岡市利屋町15番

（1）建物新築御届　明治35年（1902）5月23日　佐渡養順（10代）→高岡警察署長警部泉研介

　○代書は、麻内政太郎。

（2）建物方法書　明治35年（1902）5月23日　佐渡養順（10代）

（3）建物新築認可書　明治35年（1902）5月25日　富山県高岡警察署長富山県警部泉研介→佐渡養順（10代）

（4）建物落成御届　明治35年（1902）12月4日　佐渡養順（10代）→高岡警察署長警部小野時男

　○代書は、麻内政太郎。

（4）名義人表示更生登記申請書　明治34年（1901）9月5日　高岡市大工町17番地所有者樋口長五郎→高岡区裁判所

　○代人は、城石伊平。

（5）土地売買証書　明治34年（1901）9月5日　高岡市大工町17番地売渡人樋口長五郎→高岡市利屋町21番地買受人佐渡養順（10代）
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34 建築家屋竣工届
昭和8年（1933）10月
31日

佐渡養順（11代） 富山県知事　斉藤樹 罫紙 1 24.7×36.6

35 動力発電屋内配線工事見積書
昭和13年（1938）1月
13日

高岡電燈株式会社 佐渡養順（11代） 5 26.1×21.7

36 佐渡家玄関前写真
昭和14年（1939）10
月

2 9.8×13.9

37 家屋申告書（平面図添付） 昭和15年（1940）8月 高岡税務署長 佐渡養順（11代） 4 25.9×36.0

38 木材代請求書
昭和21年（1946）8月
9日

仏生寺製材所 佐渡 便箋 1 25.3×18.0

39 店舗構造設備概要書
昭和21年（1946）12
月22日

3 21.9×28.8

40
臨時建築制限規則による届書
（及び資材割当申請書）

昭和24年（1949）9月
佐渡養順堂　佐渡養
順

富山県知事 用紙 2
18.0×25.1
〈B5〉

41
台所・仕事場建築につき領収
書等一括

昭和24年（1949） 佐野重雄ほか 佐渡養順 18

42 店建築関係書類 昭和27年（1952） 7

43
高岡都市計画下水道事業受益
者負担金制度の受益者申告に
ついてのお知らせ

昭和42年（1967）4月 高岡市建設部下水課 佐渡養順 用紙 3
26.9×39.0
〈B4〉

44
下水道排水設備工事費概算額
通知書

昭和42年（1967）9月
18日

高岡市下水課長　米
原吉人

佐渡養順 用紙 3 25.8×18.2

（7）諸領収書等　炭元五平商店ほか→　40通

（2）下水道事業受益者申告書（書式）

（3）下水道負担金賦課対象区域内土地のお知らせ書

（2）領収証書　昭和42年（1967）9月18日　高岡市下水課長　米原吉人→佐渡養順

（3）図面

（1）店舗住宅壱棟見積書　1通

（2）契約書　昭和27年（1952）3月24日　大工町山崎幸次→佐渡養順　1通

（3）確認通知書　昭和27年（1952）4月21日　1通

（4）検査済証　昭和27年（1952）7月12日　富山県土木部建築課→佐渡速雄　1通

（5）図面　1枚

（6）土地分譲依頼状　町内吉田義太朗→佐渡養順　1通

（2）家屋平面図

（3）塀見取図

（4）坪数変更覚

（2）店舗及付属建物平面図

（3）店舗場所及付近状況図

（2）店舗構造設備　〔佐渡養順堂〕→

（3）動力電熱屋内配線工事見積書　昭和13年（1938）1月17日　高岡電灯株式会社→佐渡養順（11代）

　○領収書添付。

（4）請求書

　○昭和13年2月26日付領収印あり。

（5）電燈営業案内　昭和12年（1937）12月1日　日本海電気株式会社→御需用家各位

（2）写真現像領収書　昭和14年（1939）10月　高岡市御旅屋町15倉田精美堂→佐渡

（2）職方交名　昭和8年（1933）4月11日　1通

　○起工は4月11日、建立は6月10日、竣工は12月20日。

（3）図面　1枚

（4）御通　山村清次郎等　5冊

（5）領収書等　畳商大場亥次郎等　172通

（2）電熱工事施行承諾書　昭和13年（1938）1月13日　佐渡養順（11代）→高岡電灯株式会社
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45 間取図一 嘉永6年（1853）以前 佐渡家 1 32.6×44.1

46 間取図二
安政2年（1855）8月
25日

佐渡家 2 64.6×84.1

47 間取図三（御役地検地絵図） 明治5年（1872） 佐渡家 1 35.8×24.2

48 間取図四　新築入費覚付図 明治12年（1879）3月 佐渡家 3 40.5×28.2

49 間取図五　家屋建築届付図
明治33年（1900）7月
25日

3

50
間取図六　医薬品製造業登録
申請書付図

昭和24年（1949）2月
25日

佐渡家 1

51 構造設備概要図 2 25.8×18.3

52
間取図七　貴殿持添地之内私
方借請地面絵図

嘉永元年（1848）11
月

守山町関屋理兵衛 1 44.0×33.5

53
間取図八　借屋関屋理兵衛、
赤坂屋小兵衛間取図

年不詳 1 64.7×43.5

54 間取図九　新宅図 年不詳 3 34.4×26.6

55
間取図十　前々より持伝り候
屋敷地面図写

年不詳 2 33.9×24.0

56 間取図十一 年不詳 坪井信良 2 27.6×40.2

57 間取図十二　不特定分 13

Ｂ　什器・骨董

番号 表題 年代 差出 宛所 形態 数量
丁数
枚数

法量
（縦×横.cm）

58 家什飲饌諸器録 弘化元年（1844）辰 佐渡氏（8代） 長帳 1 22丁 13.2×37.2

（1）邸居宗宅間略

　○「僕部屋、物置」の記載あり。

（2）間取図

　○「前塾」「後塾」の記載あり。坪井塾か。

　○番号9-21（4）に原図あり。

（2）土蔵と土蔵への廊下部分

（3）本屋と土蔵への廊下（白図）

　○仏壇移転、離れ8畳。

　○製造場？奥行2間。

　○番号4-218に原図あり。

　○大工能州鹿島郡豊坂村青木善右衛門

　○仏壇は離れにあり。離れ4畳半。

　○製造場奥行1.5間。

　○明治33年6月27日、大火。

　○同34年（1901）9月22日、落成。

（1）本屋部分

　○『風雲通信』№12　嘉永6年（p.48）「去月（9月）二十一日朝、守山町室武より延焼尊宅も三分通り之焼失之趣…」とあるので、本

（1）五十分一之図

　○嘉永6年（1853）火事のあと改築。

　○大工次郎左衛門縮図

（2）元治2年2月下旬、前口コケラ葺替図、桶屋伝助

　○明治12年火事。

　　図はそれ以前と特定。天保2年（1831）築か（番号11-74を参照）。

　○利屋町21番地
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59 器物代書出し 寅閏月10日 佐渡 巻紙 1 15.8×79.3

60 器物入手帳
安政3年（1856）丙辰
9月

佐渡氏（9代） 長帳 1 13丁 13.5×37.8

61 掛物代受取 午2月19日 中野屋吉兵衛 佐渡 巻紙 1 15.5×16.5

62 道具市売上覚 巻紙 1 17.2×23.4

63 家什飲饌諸器録 大正2年（1913）5月 （10代養順） 長帳 1 17丁 12.2×36.4

64 佐渡家所蔵品目録
昭和37年（1962）6月
21日～同41年
（1966）3月27日

ノート 1 6頁 21.0×15.0

Ｃ　大福帳・出納帳・家計簿

番号 表題 年代 差出 宛所 形態 数量
丁数
枚数

法量
（縦×横.cm）

65 貸殖帳
嘉永5年（1852）壬子
正月

越中高岡青蚨堂（8
代）

横半帳 1 106丁 13.2×17.8

66 おぼへとめ帳
嘉永7年（1854）とら
5月

（8代養順） 長帳 1 17丁 12.2×34.0

67 年賦覚（断簡）
安政4年（1857）丁巳
7月

（9代養順） 小瀧屋庄右衛門 横半帳 1 2丁 12.0×17.4

68 金銭覚
文久2年（1862）3月2
日

（9代養順） 横半帳 1 4丁 12.3×17.0

69 小遣覚（断簡） 帳折 1 24.4×15.5

70 萬福帳
明治10年（1877）1月
吉日

越中高岡佐渡氏（9
代）

横半帳 1 26丁 16.9×21.0

71 収入覚帳
明治10年（1877）丁
丑

（9代養順） 長帳 1 3丁 16.1×42.0

72 萬福帳
明治12年（1879）1月
吉日

越中高岡佐渡氏（9
代）

横半帳 1 11丁 16.8×21.3

73 備忘録
明治17年（1884）1月
1日

佐渡氏（10代） 手帳 1 35丁 8.7×16.5

74 備忘録
明治18年（1885）1月
1日

（10代養順） 手帳 1 31丁 8.5×16.5

　○毎日の入金額記録。

　○1月1日から12月31日までの収入高。

　○1月1日から12月31日までの収入高。

　○元銀800匁、10ヶ年賦。

　○明治10、11年。

　○毎日の入金額記録。

　○単位、匁。

　○明治10年から同12年（1879）まで。

　○1月から9月まで。

　○寅で閏月のあるのは、安政元年7月。

　○御膳之部、御椀之部、御重之部、御菓子鉢・御盆之部。

　○表紙に「大正二年五月改」とあり。

　○嘉永5年より明治25年（1892）まで。

　○青蚨は、銭の別名。

　○諸払覚

　○御膳之部、御椀之部、重之部、…夜具扣、大小刀覚。

　○裏表紙に「天保十五歳次甲辰七月」とあり。
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75 備忘録
明治19年（1886）1月
1日

（10代養順） 手帳 1 30丁 8.1×16.7

76 金銀出入簿 明治20年（1887） 高岡佐渡氏（10代） 手帳 1 101丁 7.8×18.0

77 萬福帳
明治24年（1891）1月
1日

（10代養順） 手帳 1 76丁 8.2×18.0

78 覚帳 明治26年（1893）5月
佐渡養順母ヨリ（佐
渡より）

横半帳 1 14丁 12.0×17.5

79 萬福帳
明治27年（1894）甲
午1月1日

（10代養順） 手帳 1 126丁 8.0×18.0

80 萬福帳
明治32年（1899）己
亥1月1日

（10代養順） 手帳 1 75丁 9.0×17.7

81 萬福帳
明治35年（1902）壬
寅1月1日

（10代養順） 手帳 1 87丁 8.6×16.8

82 出納帳（出之部） 明治37年（1904） （10代養順） 長帳 1 6丁 12.2×36.0

83 出納簿 昭和9年（1934）
佐渡ヨシ（佐渡よ
し）

ノート 1 12頁 20.0×15.6

84 出納簿 昭和10年（1935）
佐渡ヨシ（佐渡よ
し）

ノート 1 62頁 20.0×15.8

85 出納簿
昭和23年（1948）1月
1日

佐渡ヨシ（佐渡よ
し）

ノート 3 87頁 18.7×13.7

86 出納簿 昭和23年（1948） 手帳 1 171頁 15.5×10.0

87 出納簿 昭和25年（1950） 手帳 1 104頁 13.5×8.2

88 出納簿 昭和26年（1951） 手帳 1 81頁 16.0×10.8

89 出納簿 昭和27年（1952） 手帳 1 103頁 15.5×9.5

90 支出簿 昭和28年(1953) ノート 1 42頁 15.2×10.4

91 収入簿 昭和30年(1955) 手帳 1 153頁 15.0×9.0

　○昭和23年(1948)から同25年(1950)12月30日まで。

　○昭和25年2月2日から同26年(1951)12月31日まで。

　○昭和26年1月1日から同27年(1952)12月26日まで。

　○昭和27年1月1日から同29年(1954)12月31日まで。

　○昭和28年1月2日から同29年(1954)12月30日まで。

　○昭和30年1月1日から同35年(1960)9月30日まで。

　○昭和9年1月16日から同14年（1939）12月20日まで。

　○佐渡よしは、11代養順（順吉）の妻。

　○1月25日から12月31日まで。

　○昭和23年1月1日から同26年（1951）6月30日まで。

（2）玉串料等書出

（3）昆布代等書出

　○明治24年1月1日から同26年（1893）12月31日までの収入高。

　○佐渡よりは、9代養順（三良）の妻。10代養順（敬吉）の養母。

　○明治27年1月1日から同31年（1898）12月31日までの収入高。

　○明治32年1月1日から同34年（1901）12月31日までの収入高。

　○明治35年から大正7年（1918）までの収入高。

　○明治37年6月23日から同42年（1909）9月10日までの支出。

　○1月1日から12月31日までの収入高。

　○明治20年から同23年（1890）までの収入高。

　○表紙に「明治十二年己卯一月」とあり。
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92 支出簿 昭和30年(1955) ノート 1 46頁 15.2×10.4

93 出納簿 昭和31年(1956) ノート 1 29頁 15.2×10.4

94 出納簿 昭和32年(1957) ノート 1 51頁 15.2×10.4

95 支出簿 昭和32年(1957) ノート 1 49頁 15.2×10.4

96 支出簿 昭和34年(1959) ノート 1 45頁 15.0×10.2

97 収入簿 昭和35年(1960) ノート 1 39頁 14.9×10.3

98 出納簿 昭和36年(1961) ノート 1 49頁 14.9×10.3

99 支出簿 昭和36年(1961) ノート 1 33頁 14.9×10.3

100 出納簿 昭和38年(1963) ノート 1 49頁 15.2×10.5

Ｄ　金銭出入・証憑

番号 表題 年代 差出 宛所 形態 数量
丁数
枚数

法量
（縦×横.cm）

101 銀子借用証文
天明2年（1782）寅2
月

関屋吉左衛門 佐渡養順（6代） 切紙 1 24.1×28.5

102 大法寺等地子高写
文政7年（1824）甲申
4月19日

（8代養順） 巻紙 1 16.9×55.5

103 御印紙・金子借用証文
天保4年（1833）12月
21日

佐渡養順（8代） 手崎屋彦右衛門 切紙 1 24.1×24.0

104 丁銭借用証文
〔天保10年
（1839）〕亥10月5日

吉村蔵人 佐渡養順（8代） 巻紙 1 15.4×18.5

105 尿小便の取付米証文
天保11年（1840）子1
月

赤井村長左衛門
佐藤養順（8代佐渡
養順）

切紙 1 24.0×25.9

106 銀子借用証文
天保13年（1842）卯9
月6日

森本屋卯兵衛 棚田屋喜兵衛 切紙 1 24.0×16.4

107 金子・銀子借用証文
天保14年（1843）5月
5日

森本屋卯兵衛
佐渡養順（8代）、
棚田屋喜兵衛

切紙 1 24.0×28.3

108 開運講出金請取通
弘化3年（1846）丙午
12月

開運講方主附 佐渡養順（8代） 長帳 1 2丁 16.1×43.0

109 頼母子講当り鬮請取証文
嘉永6年（1853）丑2
月

本人佐渡養順（8
代）

開運講連中 竪紙 1 24.0×34.8

110 銭借用証文
嘉永7年（1854）閏7
月

白石屋久左衛門 佐渡養順（8代） 竪紙 1 24.3×35.2

　○請人は、山田屋宗兵衛。

　○一門・沢田屋弥三右衛門、組合・亀谷三郎平、請人・棚田屋喜作の署名・捺印あり。

　○昭和36年1月6日から同37年(1962)12月31日まで。

　○昭和36年1月1日から同37年(1962)12月30日まで。

　○昭和38年1月から同39年(1964)12月まで。

　○大法寺・専福寺・聖安寺

　○森本屋卯兵衛は、9代養順（三良）の義兄（姉ことの夫）。

　○棚田屋は、薬種の仕入先。

　○「天保十三年卯九月六日」とあるが、天保13年は寅年である。「卯」は誤記。

　○昭和30年1月2日から同31年(1956)12月31日まで。

　○昭和31年1月5日から同32年(1957)4月6日まで。

　○昭和32年1月から同33年(1958)12月まで。

　○昭和32年1月3日から同33年(1958)12月31日まで。

　○昭和34年1月2日から同35年(1960)12月30日まで。

　○昭和35年10月1日から同37年(1962)12月31日まで。
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111 天甚頼母子証文覚書（写） 嘉永 〔天甚〕 御連中 竪紙 1 24.0×35.7

112 勧進諸雑用覚
安政3年（1856）丙辰
正月吉日

（8代養順） 横半帳 1 2丁 16.6×22.4

113 払方覚（受取帳）
〔安政4年（1857）〕
丁巳7月

（9代養順） 長帳 1 7丁 13.5×35.5

114 奉公人請合状
安政6年（1859）未8
月25日

奉公人□入請縮所
紺屋治郎八・米屋藤
助・提灯屋五一郎

佐渡養順（9代） 竪紙 1 24.2×35.2

115 正銭両替覚 安政6年（1859）己未 （9代養順） 長帳 1 3丁 17.0×40.0

116 萬雑日銭諸勧化等覚
安政7年（1860）庚申
正月

（9代養順） 横半帳 1 10丁 16.7×23.3

117 金子借用証文
万延元年（1860）5月
24日

巻紙 1 15.7×35.3

118 西明寺村温泉行覚書
万延元年（1860）9月
4日

（9代養順） 長帳 1 2丁 16.6×43.3

119 隋喜講掛銀受取通
文久元年（1861）辛
酉6月

隋喜講方主附 佐渡養順（9代） 帳折 1 15.7×41.2

120
能州惣持寺隋喜講より銀子借
用につき証文

文久2年（1862）4月4
日

佐渡養順（9代）
隋喜講銀貸附方主附
衆中

竪紙 1 24.1×35.9

121
能州惣持寺隋喜講より銀子借
用につき証文

文久2年（1862）壬戌
9月晦日

佐渡養順（9代）
隋喜講銀貸附方主附
衆中

切紙 1 24.1×26.2

122
能州惣持寺隋喜講より銀子借
用につき証文

文久3年（1863）癸亥
4月2日

佐渡養順（9代）
隋喜講銀貸附方主附
衆中

竪紙 1 24.1×35.4

123
能州惣持寺隋喜講より銀子借
用につき証文

文久3年（1863）10月
4日

佐渡養順（9代）
隋喜講貸附銀方主附
衆中

切紙 1 24.1×26.1

124
能州惣持寺隋喜講より銀子借
用につき証文

元治元年（1864）4月
2日

佐渡養順（9代）
隋喜講貸附銀方主附
衆中

竪紙 1 24.0×35.6

125
能州惣持寺隋喜講より銀子借
用につき証文

慶応元年（1865）丑
10月

佐渡養順（9代）
隋喜講貸付仕法主附
衆中

竪紙 1 24.3×34.9

　○裏面に利息計算あり。

　○案文1通。

　○町肝煎中条屋六郎右衛門の奥書あり。

　○裏面に利息計算あり。

　○案文1通。

　○町肝煎中条屋六郎右衛門の奥書あり。

　○端裏書に「百三十六匁九分六厘相渡」とあり。

　○端裏書に「此り（利）三十目（匁）七分弐厘」とあり。

　○案文1通。

　○町肝煎中条屋六郎右衛門の奥書あり。

　○正月から10月まで。

　○文中に「己未年／割返し／銀六拾五匁五分六厘／申十二月廿四日受取」とあり。

　○文中に「九月朔日昼後／出立其夜西明寺／到着四日夕方／無事ニ而帰／宅」とあり。

　○酉6月24日から未3月□日まで。

　○町肝煎野尻屋庄三郎の奥書あり。

　○案文1通。

　○「他家の分写」とあり。

　○12月27日まで。

　○「丁巳七月盆切」とあり。

　○佐渡家に奉公する二口村仁治郎の身元を保証する証文。
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126
能州惣持寺隋喜講より銀子借
用につき証文

慶応2年（1866）寅9
月4日

佐渡養順（9代）
隋喜講貸附方主附衆
中

竪紙 1 24.3×34.7

127 銀子借用証文
慶応3年（1867）卯8
月29日

専福寺、慶圓寺組合
佐渡養順（9代）

棚田屋喜作 竪紙 1 24.3×35.8

128 払方用意控
慶応4年（1868）戊辰
7月13日

佐渡（9代） 帳折 1 31.2×40.1

129 払方人数覚
明治元年（1868）戊
辰7月

（9代養順） 長帳 1 4丁 32.3×40.5

130 頼母子「貨殖帳」
明治元年（1868）戊
辰

（9代養順） 帳折 1 15.3×40.5

131 払方覚（受取帳）
〔明治3年（1870）〕
庚午7月13日

（9代養順） 長帳 1 3丁 12.2×35.1

132 大豆・小豆代書出し 子6月5日 木村屋 佐渡 巻紙 1 15.2×22.0

133 家代銀等受払書出 子6月6日
細呂木屋与三右衛
門・今井屋友太郎

佐渡 巻紙 1 15.5×70.7

134 紙製品代書出し 子12月30日 〔紙屋文七〕 佐渡 巻紙 1 15.0×107.4

135 天甚頼母子帳写書 丑3月 取人　佐渡 竪紙 1 24.0×35.5

136 書物等代金受取 卯10月29日 田井屋久左衛門 佐渡 巻紙 1 16.4×17.9

137
瑞龍寺貯用銀年賦分差出方申
付状

卯12月 瑞龍寺祠堂銀才許人 佐渡養順 切紙 1 24.0×11.6

138
瑞龍寺貯用銀年賦分差出方申
付状

辰12月 瑞龍寺祠堂銀才許人 佐渡養順 切紙 1 23.9×11.7

139
町頭より本勘集まる迄貸金依
頼状

辰10月25日
町頭　武右衛門・次
郎九郎

佐渡養順 切紙 1 23.9×14.0

140 開運講受取状 巳10月11日 開運講主附 佐渡 巻紙 1 16.0×11.2

141 屏風代金受取 未10月7日 高木屋善七郎 佐渡 巻紙 1 15.4×25.1

142 銀高利足受取状 酉7月17日 小馬出屋七右衛門 建部 巻紙 1 15.6×36.3

143 瑞竜寺法会御用料等受取 亥5月23日 巻紙 1 15.8×30.5

144 頼母子方算用書 12月1日 井波屋吉□□ 佐渡 巻紙 1 16.0×92.3

145 頼母子講懸金覚 巻紙 1 14.9×22.7

146 開運講頼母子配当覚 開運講主附 佐渡 長帳 1 9丁 14.8×39.0

147 頼母子受取分 帳折 1 16.2×43.2

148 正金等覚 巻紙 1 15.4×24.1

149 元利覚書 巻紙 1 15.2×26.7

150 払米切手・茶代等覚書 巻紙 1 15.0×21.7

151 反物代受取帳（断簡） 帳折 3

152 食材・食器代書出し 9月30日 巻紙 1 15.8×22.2

　○丑6月から12年後の丑2月まで。

　○請取を証明する裏書あり。

　○請取を証明する裏書あり。

　○開運講請取通は弘化3年（1846）午年にあり（番号9-108）。この巳年は弘化2年か。

　○文中に「瑞竜寺為御用」とあるが、消されている。

　○辰年から未年まで（辰11月、巳2月、巳6月、巳10月、午2月、午6月、午10月、未2月）。

　○開運講請取通は弘化3年（1846）午年にあり（番号9-108）。

　○町肝煎新蔵の奥書あり。

　○天甚頼母子は嘉永にあり（番号9-111）。この丑年は嘉永6年（1853）か。
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153 魚料理代受取 10月3日 小又 巻紙 1 15.8×16.6

154 祝儀覚（断簡） 長帳 1 1丁 12.0×34.4

155 小遣い支払覚（断簡） 長帳 3 1丁 12.8×35.2

156 借用証文
明治5年（1872）壬申
9月

関守一 佐渡養順（9代） 1 16.2×20.5

157 金・銀換金算用覚書 〔明治初期〕 巻紙 1 15.8×55.5

158 賊難之義につき御届
明治6年（1873）11月
10日

佐渡養順（9代）
新川県権令　山田秀
典

罫紙綴 1 2枚 24.2×17.8

159 貸金覚
明治9年（1876）丙子
1月9日

帳折 1 32.3×41.4

160 地子銀・金利入覚 明治9年（1876）丙子 帳折 1 32.5×41.4

161 菓子・蠟燭御通
明治10年（1877）丑1
月

横町屋九兵衛 佐渡（9代） 横半帳 1 4丁 15.4×20.4

162 盆代受取
明治11年（1878）3月
28日

三村卯右衛門 佐渡（9代） 巻紙 1 16.3×18.4

163 起業公債引受方申込証書 明治11年（1878）8月 佐渡養順（9代）
第一国立銀行代理店
金沢為替会社

罫紙 5 24.1×35.6

164 直段定書
明治12年（1879）卯3
月2日

高岡三番町紙屋文七 巻紙 1 14.9×23.5

165 賊難につき訴状一括
明治13年（1880）5月
4日

4

166 置去物御届（控）
明治14年（1881）3月
8日

佐渡養順（10代）、
留主代理　津嶌小右
衛門

罫紙 2 24.2×36.1

167 借用金返済方約定書
明治15年（1882）1月
24日

戸破村　藻谷伊作・
同村　折橋二策

佐渡養順（10代） 罫紙 1 24.0×35.8

168 借用証文
明治16年（1883）3月
12日

寺井城太郎 佐渡（10代） 罫紙 1 23.8×17.0

169 井波別院本堂再建志受取状 明治17年（1884）9月 井波別院志納場
利屋町　佐渡養順
（10代）

用紙 1
18.0×25.2

〈B5〉

（2）賊難訴　明治14年（1881）3月8日届写

　○封書上包あり「証書　棚田喜作」。

（5）起業公債証書利子金受取方遷延事故書　明治15年（1882）9月　佐渡養順（10代）→金沢為替会社

（1）賊難御訴書　明治13年（1880）5月4日　佐渡養順（10代）留主代理津嶌小右衛門→

（2）置去物御届　明治13年（1880）5月4日　佐渡養順（10代）留主代理津嶌小右衛門→石川県令千坂高雅

（3）賊難につき御訴　佐渡養順（10代）留主代理津嶌小右衛門→

（4）盗賊忘物品書上

　○手葛籠1個と紙幣（810円）を盗まれる。

　○案文（被害状況）あり。

（2）起業公債証書利子金受取方遷延事故書　明治14年（1881）8月　佐渡養順（10代）→金沢為替会社

　○ほか同文控1通。

（3）起業公債証書利子金受取書　明治14年（1881）8月　佐渡養順（10代）→金沢為替会社

（4）起業公債証書利金請取書　明治14年（1881）12月　佐渡養順（10代）→金沢為替会社

　○ほか同文案文1通。

（2）支払覚（断簡）

（3）払方覚

　○裏面に請人、江沼吉右衛門ほか4人の署名・捺印あり。

　○金、銀を円と交換。

　○被害状況を書き添えている。
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170 預入券譲渡申為取替証（案）
明治18年（1885）8月
27日

佐渡養順（10代） 今川儀 罫紙 2 24.0×36.0

171 預入券譲請申為取替証
明治18年（1885）8月
28日

今川儀 佐渡養順（10代） 罫紙綴 1 2枚 23.5×17.3

172
公債証書売渡につき代金受取
証

明治18年（1885）9月
9日

山田信政 佐渡養順（10代） 罫紙 2 24.0×35.7

173 御通（断簡）
〔明治20年（1887）
丁亥〕

小杉屋五右衛門 佐渡（10代） 長帳 1 1丁 13.2×37.5

174 本宮再営につき寄付金受納証
明治21年（1888）10
月19日

金刀比羅宮社務所
富山県下越中国射水
郡高岡利屋町佐藤ヨ
リ（佐渡より）

竪紙 2 35.3×48.6

175 小川温泉御買物通
明治22年（1889）9月
27日

小川温泉台所
佐藤養順（10代佐渡
養順）

横半帳 1 5丁 11.9×17.9

176 東本願寺再建志等受取状
明治22年（1889）～
同40年（1907）

本山志納場
利屋町　佐渡養順
（10代）

竪紙 4 18.0×24.5

177 株券相場報告
明治24年（1891）3月
22日

御ぞんじより おんかたさま 竪紙 1 24.0×28.4

178 借用証
明治24年（1891）7月
14日

寺崎友作 佐渡養順（10代） 竪紙 1 24.0×36.0

179 家買入代金借用証文
明治25年（1892）1月
23日

本人寺井成太郎 佐渡（10代） 罫紙 2 23.9×35.9

180 盗難届
明治25年（1892）10
月

富山県知事　徳久恒
範

罫紙 1 24.0×34.3

181 公債相場につき書状
明治26年（1893）4月
20日

金沢市　横山吉太郎 佐渡養順（10代） 罫紙 1 23.6×33.8

182
明治三十六年一月茶御通（表
紙のみ）

明治36年（1903）1月 茶舗　高橋半次郎 佐渡養順（10代） 横半帳 1 1丁 15.0×19.6

183 臨時事件公債応募申込書
明治39年（1906）3月
14日

佐渡養順（10代） 日本銀行富山代理店 用紙 1 28.0×19.6

184 利息覚
明治42年（1909）9月
13日

藻谷伊作 巻紙 1 18.4×87.7

185
明治四十五年呉服御通（表紙
のみ）

明治45年（1912） 高橋呉服店 佐渡（10代） 横半帳 1 1丁 15.3×20.3

　○藻谷は、9代養順（三良）の妹きよの嫁ぎ先。

　○相続講　未12月26日〔明治40年（1907）〕　金30銭

　○再建志　未12月27日〔明治40年（1907）〕　金2円

　○明治26年（1893）4月20日付、横山吉太郎より佐渡養順宛「公債相場につき書状」（番号9-181）と同筆。

　○証人は、吉富小平。

　○寺崎友作は寺崎半左衛門（高岡、三木屋）。8代養順（千代九郎）の5女・常の夫。

　○通帳付込期限は1月から12月の満1ヶ年。

　○佐渡よりは、9代養順（三良）の妻。10代養順（敬吉）の養母。

（2）御紋付盃下付状

　○9月27日から10月4日まで湯治。

　○巻末に10月4日付、小川温泉台所の請取状あり。

　○相続講　明治22年（1889）12月27日　金30銭

　○再建志　申4月17日〔明治29年（1896）〕　金1円

（2）委任状　明治18年（1885）8月27日　佐渡養順（10代）

　○中仙（山）道鉄道公債千円券1葉、1200円。

（2）公債証書売上代金受取証　明治18年（1885）9月19日　山田信政→佐渡養順（10代）

　○中山道鉄道公債千円券4枚、4080円。
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186 蒸菓子代受取 寅5月27日 〔木舟町大野重吉〕 巻紙 1 15.3×20.3

187 菓子代受取 3月18日 〔木舟町大野重吉〕 上様 巻紙 1 16.2×11.0

188 畳代請求書（断簡） 5月5日 大橋孫七 巻紙 1 14.9×24.8

189 紙代受取状（断簡） 寅7月 島田善六 巻紙 1 14.8×18.7

190 書籍代金領収書 12月1日 永楽堂 佐渡 巻紙 1 18.1×20.5

191 聖安寺月米代領収証 12月29日 聖安寺事務方 佐渡養順 巻紙 1 16.0×25.0

192 金額覚（断簡） 横半帳 1 3丁 13.4×19.5

193 箱等品物代書出 巻紙 1 15.4×39.0

194 金子氏・長崎氏受薬覚 帳折 1 30.3×40.8

195
昭和二年度分利子送金につき
送状

昭和3年（1928）6月
20日

富山県海外移民協会 佐渡養順（11代） 用紙 1 24.3×35.8

196
昭和二年度利子の領収証返送
方依頼状

昭和3年（1928）8月8
日

富山県海外移民協会 佐渡養順（11代） 罫紙 1 25.9×17.8

197 株主の調印方依頼状
昭和3年（1928）11月
21日

国際製薬株式会社 佐渡養順（11代） 用紙 1 24.2×18.3

198 聖安寺受納証
昭和10年（1935）11
月22日

聖安寺 佐渡養順（11代） 用紙 1 13.6×12.8

199 大黒像等彫刻代請求書
昭和12年（1937）6月
11日

高山市　津田亮則 佐渡養順（11代） 用紙 1 16.2×21.9

200 賦課額領収書
昭和12年（1937）6月
20日

富山県売薬同業組合
高岡支部

組合員　佐渡養順
（11代）

用紙 3 19.4×11.0

201
国際製薬株式会社壱百株以上
の株主名簿

昭和14年（1939）9月
20日

国際製薬株式会社 佐渡養順（11代） 罫紙綴 1 4枚 24.0×18.2

202 日本興業銀行株券
昭和14年（1939）12
月28日

株式会社日本興業銀
行

佐渡順一 竪紙 14 20.0×26.3

203 聖安寺割当金受取書
昭和15年（1940）9月
16日

聖安寺世話方　富田
嘉次郎

佐渡養順（11代） 便箋 1 23.2×17.8

204 本会事業資金領収証
昭和16年（1941）12
月10日

高岡市博労校下方面
事業助成会

佐渡養順（11代） 用紙 1 12.3×16.7

205 特別回収買上伝票
昭和16年（1941）12
月21日

財団法人戦時物資活
用協会

佐渡養順（11代） 4

206 株券等
昭和17年（1942）1月
22日

福冨文雄 6

　○東洋拓殖株式会社株券5枚、南満州鉄道株式会社株券1枚。昭和17年1月22日付で福冨文雄の所有となる。

　○東洋拓殖株式会社新株式第弐回払込金領収証（昭和18年1月29日）、受領証（南満州鉄道株式会社東京支社、同19年9月30日）、南満

　○福冨文雄は、11代養順（順吉）の長女くにの夫。

　　州鉄道株式会社新株式申込証拠金領収証（同20年5月11日）あり。

　○銅の回収買上伝票は、昭和16年12月21日から同18年（1943）2月26日まで。3枚。

　○鉄の回収買上伝票は、昭和17年（1942）10月8日から同19年（1944）年12月25日まで。4枚。

（2）金属類供出物件一覧　〔昭和18年（1943）〕3月30日　1枚

（3）非常回収物件受領調書　昭和19年（1944）8月31日　佐渡養順（11代）→金属回収統制株式会社　1通

　○引取担当者は、大寺理三。

（4）譲渡価額並補償費計算書　佐渡養順（11代）→金属回収統制株式会社　1通

○「田舎源氏三十八編揃／壱部」

　○結婚式費用割

　○昭和14年（1939）6月25日付、賦課額領収書・賦果徴収告知書あり。

　○佐渡順一は、12代養順。11代養順（順吉）の長男。

　○雪害修繕費および結婚費割当。
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207 聖安寺受納証
昭和17年（1942）10
月9日

聖安寺 佐渡養順（11代） 用紙 1 13.0×10.6

208
大日本帝国政府大東亜戦争割
引国庫債券

昭和17年（1942）10
月22日

大蔵大臣 用紙 1
12.8×18.2
〈B6〉

209
昭和十八年呉服御通（表紙の
み）

昭和18年（1943） 旅篭町戸出屋呉服店 佐渡養順（11代） 横半帳 1 2丁 13.8×19.8

210 火災保険契約証
昭和19年（1944）4月
28日

同和火災海上保険株
式会社金沢支店

佐渡養順（11代） 用紙 5 26.9×18.8

211 経費徴収告知書
昭和20年（1945）4月
6日

富山県商工経済会会
頭　金岡又左衛門

佐渡養順 用紙 2 13.0×12.8

212 戦争死亡障害保険証券
昭和20年（1945）5月
7日

同和火災海上保険株
式会社金沢支店長

保険契約者　佐渡養
順（11代）

用紙 2
12.7×18.2

〈B6〉

213 火災保険契約証
昭和20年（1945）7月
16日

佐渡養順（11代）
同和火災海上保険株
式会社

用紙 2 25.0×17.6

214
振替貯金現在高相違に関する
件（照会）

〔昭和20年
（1945）〕9月17日

用紙 1
25.5×18.7
〈B5〉

215 雨樋工事領収書 7月23日 竹村六平 巻紙 1 14.7×20.2

216 領収書 11月30日 川原町　阿左吉 利屋町　佐渡 用紙 1 15.2×12.9

217 呉服屋通 横半帳 1 2丁 14.0×19.9

218 布仕立代等受取（前欠） 巻紙 1 15.2×36.7

219 食器等代書出し 巻紙 1 15.3×14.9

220 魚屋請求書 桶川 佐渡 用紙 1
14.7×21.0
〈A5〉

221 昭和21年領収書等一括 昭和21年（1946） 福田看板店ほか 佐渡養順 8

222 昭和22年領収書等一括 昭和22年（1947） 北陸新思潮社ほか 佐渡養順 10

223 昭和23年領収書等一括 昭和23年（1948） 高岡商工会議所ほか 佐渡養順 5

224
昭和24年領収書等一括（諸領
収）

昭和24年（1949）
材木商炭元五平商店
ほか

佐渡養順 63

225 昭和25年領収書等一括 昭和25年（1950） 高岡商工会議所ほか 佐渡養順 43

　○取扱者は、棚田喜作。

　○2月3日から11月29日まで。

　○1月31日から11月30日まで。

　○4月27日から12月30日まで。

　○1月19日から12月28日まで。

　○取扱者は、棚田喜作。

　○昭和20年度上期営業税割。領収書も兼ねている。

　○10月26日付、告知書兼領収書あり（下期営業税割）。

　○被保険者は佐渡養順、保険金受取人は佐渡よし子。

　○7月16日付では、被保険者は佐渡よし子、受取人は佐渡養順。

（2）保険料領収証　昭和20年（1945）7月16日　同和火災海上保険株式会社金沢支店長下村操→佐渡養順

　○帳簿付込期限は昭和18年1月、満1ヶ年。

　○扱店は、高岡棚田店。

（2）火災保険申込書　佐渡養順（11代）→横浜火災海上保険株式会社

（3）戦争地震保険付火災保険料領収証　昭和19年（1944）4月28日　同和火災海上保険株式代理店棚田喜作→佐渡養順（11代）

（4）戦争保険申込書　昭和19年（1944）4月28日　佐渡養順（11代）→同和火災海上保険株式会社

（5）保険料領収証　昭和20年（1945）4月28日　同和火災海上保険株式会社金沢支店長下村操→佐渡養順（11代）

　○三男・四男、養子縁組懇志。

　○償還期日は、昭和27年（1952）12月9日。

　○昭和22年（1947）7月18日に、1,740円を償還。
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226 昭和26年領収書等一括 昭和26年（1951） 高岡商工会議所ほか 佐渡養順 42

227 昭和27年領収書等一括 昭和27年（1952） 高岡商工会議所ほか 佐渡養順 44

228 昭和28年領収書等一括 昭和28年（1953） 高岡商工会議所ほか 佐渡養順 48

229 昭和31年領収書等一括 昭和31年（1956） 高岡商工会議所ほか 佐渡養順 67

230 昭和32年領収書一括 昭和32年（1957） 高岡商工会議所ほか 佐渡養順 45

231 昭和33年領収書等一括 昭和33年（1958）
二上鉄工所、山崎幸
次

佐渡養順 2

232 昭和34年領収書等一括 昭和34年（1959） 荒俣金物店ほか 佐渡養順 21

233 昭和35年領収書等一括 昭和35年（1960） 二上鉄工所ほか 佐渡養順 9

234 昭和36年領収書等一括 昭和36年（1961） 二上鉄工所ほか 佐渡養順 13

235 領収書等一括（年不詳） 二上庄作ほか 佐渡養順 29

236
水道光熱費領収証（昭和21
年）

昭和21年（1946）
高岡瓦斯株式会社ほ
か

佐渡養順 26

237 光熱費領収証（昭和22年） 昭和22年（1947）
北陸配電株式会社富
山支店

佐渡養順 2

238 光熱費領収証（昭和23年） 昭和23年（1948）
北陸配電株式会社富
山支店

第一薬品株式会社佐
藤営業所

13

239 光熱費領収証 昭和24年（1949）
北陸配電株式会社富
山支店

第一薬品株式会社佐
藤営業所

用紙 1 8.7×8.0

240 光熱費領収証（年未詳）
北陸配電株式会社富
山支店

佐渡養順 用紙 1 8.2×8.1

241 通信費領収証書（昭和21年） 昭和21年（1946） 18

242 通信費領収証書（昭和22年） 昭和22年（1947） 12

243 通信費領収証書（昭和23年） 昭和23年（1948） 3

244 通信費領収証書
昭和24年（1949）1月
20日

用紙 1 13.5×5.7

245 貨物発送伝票
昭和21年（1946）3月
12日

日本通運株式会社富
山支店

佐渡養順 用紙 1
17.8×13.1

〈B6〉

246 運賃諸掛計算書（昭和22年） 昭和22年（1947） 山本ほか3名 佐渡養順堂 18

247 運賃諸掛計算書（昭和23年） 昭和23年（1948） 山本ほか3名 佐渡養順堂 14

　○荷送人は、金岡。

　○取扱は、富山貨物自動運送株式会社小口部。

　○2月13日から12月25日まで。

　○1月30日から12月26日まで。

　○1月から6月。

　○1月から12月。

（2）電気料金暫定・新定通知書　昭和22年（1947）6月10日　北陸配電株式会社高岡営業所→第一薬品株式会社佐藤営業所

　○ガリ版書式

　○昭和21年（1946）から同24年（1949）の間か。

　○13枚

　○1月5日から12月21日まで。

　○1月から12月。

　○1月18日から12月28日まで。

　○1月13日から12月28日まで。

　○1月25日から12月26日まで。

　○7月29日、12月。

　○1月19日から12月25日まで。
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248 運賃諸掛計算書（昭和27年）
昭和27年（1952）2月
13日

金又（金岡又左衛
門）

養順堂 用紙 1 14.4×8.4

249 運賃諸掛計算書（年未詳） 4月11日 〔金岡〕 佐ド養順ド 用紙 1 17.8×9.1

250 振替貯金受領通知
昭和21年（1946）3月
20日

〔金沢振替貯金局〕 佐渡養順 用紙 2 14.7×9.5

251 給与支給明細袋 昭和21年（1946）5月 佐渡速雄 19

252 変圧器預り証
昭和21年（1946）10
月15日

北陸配電株式会社高
岡営業所

第一薬品株式会社佐
渡営業所

用紙 1 25.9×19.8

253 株主名簿記載関係往復葉書 昭和22年（1947）3月
株式会社日本興業銀
行株式係

佐渡順一 葉書 1 14.0×18.0

254 新株式第二回株式払込催促書
昭和23年（1948）2月
11日

日本興業銀行総裁
岸喜二雄

株主各位 4 24.3×30.8

255 定時株主総会招集通知状
昭和33年（1958）9月
6日

福野町北一醤油株式
会社

用紙 1
18.3×25.6

〈B5〉

256 納税貯蓄通帳 昭和34年（1959） 利屋町納税貯蓄組合 佐渡養順、佐渡速雄 用紙 4
17.5×13.1

〈B6〉

257 家具代領収証
昭和47年（1972）8月
13日

暮しの家具吉田 福冨文哉 用紙 2
15.2×20.4

〈A5〉

258
注文本の発送と郵券代返却の
お知らせ

3月17日 岩波書店 佐渡速雄 罫紙 1 24.5×17.8

Ｅ　子女仕立

番号 表題 年代 差出 宛所 形態 数量
丁数
枚数

法量
（縦×横.cm）

259 おこと諸道具入用留帳 文政9年（1826）戌 長帳 1 17丁 12.2×35.0

260 装束類留帳 天保3年（1832）辰 長帳 1 6丁 12.2×35.5

261 お喜代諸道具衣類留帳
弘化2年（1845）乙巳
5月吉日

佐渡氏（8代） 長帳 3 32丁 12.0×36.2

　○ことは、8代養順（千代九郎）の長女。土井卯兵衛（石動、森本屋）に嫁ぐ。

　○福冨文哉は、11代養順（順吉）の長女くにの長男。

　○きよは、8代養順（千代九郎）の3女。小杉丸屋弥三郎、のち藻谷小右衛門（小杉下条屋）に嫁ぐ。

（2）おきよ衣類諸道具覚　文久元年（1861）12月吉日

（2）払込書

（3）増資新株御希望の方之御注意

（4）金融機関再建整備法

　○別紙

　○印刷物

　○昭和34年度、同35年度。

　○同文2通

　○取扱は、富山貨物自動車運送株式会社小口部。

（2）預貯金口座通知書　昭和21年（1946）4月17日　金沢振替貯金局→佐渡養順

　○北陸銀行高岡支店の印あり。

　○昭和21年5月分から同22年（1947）6月分まで。

　○佐渡速雄は、11代養順（順吉）の2男。12代養順（順一）の弟。

　○通知書あり（年末一時金変更）。

　○タイプ印刷書式に記入。

　○取扱は、富山貨物自動運送株式会社小口部。

　○1月28日から11月9日まで。

　○取扱は、富山運輸株式会社。
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262 おてい諸道具入用物留帳 弘化2年（1845）乙巳 長帳 1 14丁 12.2×36.0

263 おてい衣服類覚帳 嘉永2年（1849）己酉 長帳 3 49丁 12.2×36.0

264 結納進上目録 霜月吉日 梶屋儀兵衛 佐渡養順（9代） 折紙 5 22.2×75.7

265 おつね諸道具衣類留帳 安政3年（1856）丙辰 長帳 1 18丁 12.2×36.0

266 結納進上目録
〔安政6年（1859）〕
己未11月19日

寺崎市右衛門敏敬 佐渡養順（9代） 折紙 1 22.0×75.5

267 常女縁組諸事覚
安政6年（1859）11月
19日

佐渡氏（9代） 長帳 4 36丁 12.0×35.8

268 女物覚（書上） 竪紙 6 24.2×35.7

269 よろづひかい 長帳 1 10丁 13.0×37.6

270
嫁入に際し婿方家族へ土産進
上目録

佐渡養順
竪紙

（奉書）
1 45.5×75.0

271 御縁女待受御土産覚帳 長帳 1 4丁 14.8×41.5

272
十代養順娘たつ嫁入につき道
具仕度等覚

大正元年（1912） 8

273 婚礼進上目録
大正12年（1923）9月
23日

長帳 1 4丁 22.7×74.0

274 健吉縁組につき仕度覚
大正13年（1924）3月
30日

4

　○ていは、8代養順（千代九郎）の4女。寺井儀兵衛（高岡、梶屋）に嫁ぐ。

（2）貞女縁組諸事扣　嘉永5年（1852）壬子2月吉日

（3）おてい初出産諸事扣　嘉永7年（1854）甲寅9月21日

（3）婚礼進上目録　　→おてい

　○つねは、8代養順（千代九郎）の5女。寺崎半左衛門（高岡、三木屋）に嫁ぐ。

　○常女縁組諸事覚（番号9-267）から、安政6年と特定。

（2）諸道具見積書　竹村八三郎→佐渡

（3）常女諸道具衣類覚　万延元年（1860）霜月吉日

（2）常女諸道具覚　万延元年（1860）11月吉日

　○家族の年齢から、よりが三良に嫁入したときと推察。

（1）嫁入に際し婿方家族へ土産進上目録　1通

（3）小杉下条屋小右衛門様へ縁談覚　文久3年（1863）癸亥9月吉日

（6）領収書等（10代佐渡養順宛）　12枚

（8）領収書等綴（棚田喜作宛）　1冊

（7）領収書等綴（津島小八郎宛）　1冊

　○たつは、10代養順（敬吉）の長女。富山市荒町、沢田家に嫁ぐ。

（2）諸道具控　1冊

（3）道具行列　1通

（4）道具仕度につき支出目録　1通

（5）支出覚　3通

　○表紙に「高砂」、裏表紙に「寿栄広」とあり。

（4）三木屋常女披露贈物覚　万延2年（1861）辛酉正月25日

（2）結納進上目録　梶屋儀兵衛→佐渡養順

（4）婚礼進上目録

（5）結納進上目録　2月吉日　佐渡養順→梶屋儀兵衛

　○嘉永5年（1852）頃か（おてい衣服類覚帳（番号9-263）より）。

　○水引あり

（1）道具決算報告

　○健吉は、10代養順（敬吉）の5男。出町、鈴木次助の養子となる。
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275 婚礼進上目録 長帳 1 6丁 22.9×75.4

276 敬吉乳母嫁入仕度覚 帳折 1 12.0×34.7

277 縮緬羽織等代金受取 寅5月17日
〔加賀金沢下味噌蔵
町　杉野太作〕

巻紙 1 15.1×26.6

278 悦女乳母諸道具代（断簡） 巻紙 1 16.0×37.0

279 くに結納諸事控 昭和4年（1929） ノート 6 43頁 20.0×14.0

280 婚礼進上目録
昭和15年（1940）2月
11日

小林茂 佐渡養順（11代） 折紙 1 22.0×58.0

281 婚礼諸事控
〔昭和15年
（1940）〕

佐渡よし ノート 4 20頁 20.0×14.0

282 速雄結婚諸事メモ 7

283 結納進上目録 正月吉日 横山吉左衛門致 折紙 2 25.3×74.7

284 結納進上目録 5月 佐渡養順 橋爪徳右エ門
竪紙（奉

書）
2 45.5×74.5

285 結納進上目録 11月3日 佐渡養順
竪紙（奉

書）
1 46.0×74.8

286 結納進上目録 佐渡養順 寺垣庄三郎 折紙 1 23.2×75.3

287 結納進上目録 折紙 6 23.4×75.9

（6）婚礼進上目録

（2）婚礼進上目録

　○棚田喜作、津島小八郎、田代友太郎に贈られたもの。

　○阿波加蕃、藻谷伊作、高井源四郎、阿波加准二、長崎元貞、菅原厳妙に贈られたもの。

（5）婚礼進上目録

　○佐渡礼吉、寺崎とき子、寺井てい子に贈られたもの。

（4）婚礼進上目録

　○御子様方に贈られたもの。

（3）婚礼進上目録

　○悦女は、9代養順（三良）の2女いつのことか。

（2）献立

　○小林茂は、11代養順（順吉）の2女しづの夫。

（3）献立書き

（4）目録

　○橋爪徳右衛門は、9代養順（三良）の3女たみの夫。

　○文子（くにの長女）出産諸事控もあり。

（3）御膳控

（4）御雛様一式領収書　昭和7年（1932）2月11日　三越金沢支店→佐渡養順

（5）領収書　昭和7年（1932）10月21日　河合万寿堂→佐渡養順

　○裏面に進上目録あり

（2）婚礼進上目録

　○阿波加李仙、長崎言定、森本屋宇兵衛、九鬼秀輔、丸屋弥左衛門に贈られている。

　○上包あり

（2）領収書等一括　13通

（4）おひつ使用法　1枚

（3）凉美蚊帳定価表（宮市大丸）　1枚

　○母、主人（11代養順）、令閨、良吉、良吉令夫人、正吉、正吉令夫人、康之助、くに子、しづ子、長男（順一）、速雄、聖安寺、礼

　○乳母は、吉久村権兵衛娘。

　　吉、永守兵太郎、沢田金太郎、阿波加蕃、礼吉令夫人、永守令夫人、沢田金太郎令夫人、給仕人、料理人、健吉乳母、出入人、下女

　　に贈られている。

（6）メモ帳

　○くには、11代養順（順吉）の長女。福野町、福冨文雄へ嫁ぐ。

竪紙
（奉書）

竪紙
（奉書）
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288 婚礼進上目録 御出入衆 続紙 1 35.6×97.9

289 献立覚 巻紙 1 16.2×44.6

290 献立書き（断簡） 長帳 1 1丁 13.3×37.2

291 婚礼献立 続紙 1 31.6×293.9

292 婚礼献立 続紙 1 31.7×266.0

293 婚礼献立 続紙 1 35.0×497.6

Ｆ　上納・寄付・負担金

番号 表題 年代 差出 宛所 形態 数量
丁数
枚数

法量
（縦×横.cm）

294 上納銀割符申渡
〔安政4年（1857）〕
丁巳7月

佐渡養順（9代） 巻紙 1 16.4×22.1

295 社倉御取立につき寄付申上書
文久2年（1862）壬戌
4月

佐渡養順（9代） 高岡町会所 竪紙 1 24.1×35.8

296
社倉御取立につき寄付申上書
（書式）

文久2年（1862） 巻紙 1 15.5×28.7

297 御調達金受取 慶応4年（1868）2月
町年寄・町算用聞・
町肝煎

佐渡養順（9代） 竪紙 3 24.2×35.0

298 町方難渋人救米代銭受取
明治3年（1870）午4
月20日

諸上納方 佐渡養順（9代） 竪紙 1 24.0×35.4

299 貧民救恤方へ差出につき感状
明治3年（1870）庚午
9月

金沢藩大参事 佐渡養順（9代） 巻紙 1 18.0×83.7

300 育英学校建築につき献金願
明治8年（1875）7月2
日

佐渡養順（9代）
新川県参事　成川尚
義

罫紙綴 1 2枚 24.0×17.8

301 御救助金御請取書
明治12年（1879）9月
7日

右惣代　加納亀太
郎・津幡三郎平・白
石久平

佐渡養順（9代） 罫紙 1 24.0×35.2

302 飛騨街道工費献金願
明治20年（1887）5月
24日

佐渡養順（10代）
富山県知事　国重正
文

罫紙 1 23.8×34.5

303
大日本武徳会高岡分会特別会
員へ推薦書

大正14年（1925）11
月

大日本武徳会富山支
部高岡分会長　船埼
久一

佐渡養順（11代） 用紙 1 25.7×38.0

304
富山県海外移住組合関係書類
送付状

昭和3年（1928）7月6
日

富山県海外移民協会
長　白根竹介

佐渡養順（11代） 用紙 6 28.2×40.5

305 赤十字有功社員関係書類 昭和14年（1939） 3

（6）富山県海外移住組合出資証券　昭和6年（1931）10月1日　富山県海外移住組合→佐渡養順（11代）

（1）寄付申込書　昭和14年（1939）2月13日　日本赤十字社社長公爵徳川家達→佐渡養順（11代）

　○射水郡高岡町御馬出町外31ヶ町戸長江守又一の奥書あり。

　○富山県知事国重正文より明治20年5月31日付、聞届書あり。

（2）富山県海外移住組合設立趣意

（3）富山県海外移住組合定款

（4）富山県海外移住組合事業方法書

（5）総会招集通知　昭和3年（1928）12月11日　富山県海外移住組合理事長齋藤直橘→佐渡養順（11代）

　○御家来方、御出入方に贈られたもの。

　○町肝煎庄三郎の奥書あり。

（2）御調達金受取　慶応4年（1868）8月　町年寄、町算用聞、町肝煎→佐渡養順（9代）

（3）調達金受取証文（控）　慶応4年（1868）　町年寄、町算用聞、町肝煎→佐渡養順（9代）

　○2月付と8月付。

　○明治12年3月3日、木舟町より出火。
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306
富山県家庭薬海外紹介パンフ
レット編纂協力資金等領収書

昭和25年（1950）7月
8日

富山県薬務課 佐渡養順堂 2

307 薬事研究所建設基金預り証
昭和28年（1953）3月
2日

富山県薬事研究所建
設委員会

佐渡養順堂 用紙 1 14.9×12.5

308 国旗掲揚塔寄付金領収証 5月25日 利屋町惣代 佐渡養順 用紙 1
11.0×8.5
〈A7〉

309 寄付金領収書 6月14日
利屋町々内会会長
小間義雄

佐渡養順 罫紙 1 25.8×18.2

Ｇ　税務

番号 表題 年代 差出 宛所 形態 数量
丁数
枚数

法量
（縦×横.cm）

310 所得金高届
明治20年（1887）7月
29日

佐渡養順（10代）
射水郡長・富山県知
事・金沢税務管理局

罫紙綴 1 21枚

311 諸税領収書（連合町）
明治20年（1887）7月
29日

戸長　江守又一 佐渡養順（10代） 6 17.7×12.2

312 地租割領収書（連合町）
明治21年（1888）1月
22日

御馬出町等戸長役場
佐藤養順（10代佐渡
養順）

罫紙 1 24.0×18.7

313 町内費領収書（連合町）
明治21年（1888）3月
27日

総代戸長役場
納人　佐渡養順（10
代）

罫紙 1 23.7×8.9

314 諸税領収書（連合町）
明治21年（1888）3月
18日

富山県射水郡高岡御
馬出町外三十一ヶ町
戸長　江守又一

佐渡礼吉 9 15.8×12.4

315 諸税領収書（連合町）
明治21年（1888）3月
18日

富山県射水郡高岡御
馬出町外三十一ヶ町
戸長　江守又一

佐渡養順（10代） 9 15.8×12.6

316 諸税領収書（連合町）
明治21年（1888）3月
18日

富山県射水郡高岡御
馬出町外三十一ヶ町
戸長　江守又一

射水郡高岡利屋町
佐渡養順（10代）

4 14.8×11.0

317 諸税領収書（連合町）
明治21年（1888）3月
18日

富山県射水郡高岡御
馬出町外三十一ヶ町
戸長　江守又一

佐渡礼吉 4 15.1×10.6

318 領収書
明治21年（1888）3月
27日

高岡利屋町勘定方 納人　佐渡礼吉 罫紙 5 24.0×8.7

　○地方税

　○3月18日から12月18日まで。

　○3月18日から12月18日まで。

　○佐渡礼吉は、9代養順（三良）の3男。

　○公儲金等

　○3月18日から12月18日まで。

　○地方税

　○3月18日から12月18日まで。

　○惣代印「小間」

　○町内ポンプ（200円）、高岡号飛行機（150円）寄付。

　○明治20年（1887）から同35年（1902）4月28日まで。

　○売薬税等

　○明治20年7月29日から同21年（1888）9月15日まで。

　○公儲金等

　○2通。領収書付。

（2）領収書　昭和14年（1939）2月20日　日本赤十字社富山支部出納主任主事家森久四郎→佐渡養順（11代）

（3）有功社員名簿　昭和14年（1939）2月13日調

　○昭和25年7月8日付、同26年（1951）4月28日付。
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319 領収書
明治21年（1888）4月
11日

高岡利屋町勘定方
納人　佐渡養順（10
代）

罫紙 5 24.0×8.7

320 所得税等級金額通知書
明治21年（1888）7月
2日

富山県射水郡長　鈴
木定直

佐藤養順（10代佐渡
養順）

罫紙 1 23.3×17.5

321 所得税等級金額通知書
明治29年（1896）8月
5日

富山県知事　安藤謙
介

佐渡養順（10代） 印刷物 1 24.0×18.0

322
大正七年分第三種所得申告依
頼書

大正7年（1918）4月
19日

高岡税務署長 佐渡養順（10代） 用紙 3 23.9×16.8

323
大正八年分第三種所得申告依
頼書

大正8年（1919）5月
14日

高岡税務署長 佐渡養順（10代） 印刷物 1 23.8×16.5

324
大正十年分第三種所得申告依
頼書

大正10年（1921）4月
23日

高岡税務署長 佐渡養順（10代） 用紙 4 23.6×16.5

325 預金・貸金のことにつき回答
大正10年（1921）5月
31日

佐渡養順（10代） 高岡税務署長 罫紙 1 24.0×36.2

326 相続税課税通知書
大正10年（1921）12
月14日

高岡税務署長　司税
官　窪田礒吉

佐渡養順（11代） 綴 3 24.3×16.7

327
大正十二年分第三種所得申告
書

大正12年（1923）5月
9日

佐渡養順（11代） 高岡税務署長 用紙 1 24.1×33.8

328 印紙貼用高報告書
大正12年（1923）12
月20日

佐渡養順（11代） 高岡税務署長 罫紙 1 24.0×35.9

329 営業名及課税標準届 大正13年（1924） 佐渡養順（11代） 高岡税務署 罫紙 1 23.4×34.5

330
第三種所得申告書（大正14年
度分）

大正14年（1925）4月
25日

佐渡養順（11代） 税務署 印刷物 1 24.4×16.7

331 相続税につき領収証書
昭和2年（1927）1月1
日

日本銀行 佐渡養順（11代） 用紙 1
18.0×12.7

〈B6〉

332
昭和三年分第三種所得金額等
決定通知書

昭和3年（1928）5月
23日

高岡税務署長 佐渡養順（11代） 用紙 3 13.5×16.2

333
本年分営業収益税及所得税の
審査につき通知書

昭和4年（1929）1月
23日

高岡税務署長 佐渡養順（11代） 用紙 1 24.0×33.1

334
売薬製造総額及行商人に引渡
額照会

昭和4年（1929）1月
25日

高岡税務署 佐渡養順（11代） 用紙 1 23.7×10.6

335
第三種所得金額及資本利子金
額申告書

〔昭和4年（1929）3
月15日〕

高岡税務署長 佐渡養順（11代） 用紙 1 27.1×38.8

（3）昭和三年分所得決定額通知書　越野長二→佐渡養順

　○相続税年賦延納願（様式）と相続税保証書（様式）あり。

（2）相続税年賦延納願（控）　大正11年（1922）1月6日　佐渡養順→高岡税務署長司税官窪田礒吉

（3）相続税納税保証書（控）　大正11年（1922）1月6日　保証人棚田喜作→高岡税務署長司税官窪田礒吉

　○印刷

　○封筒に「第五回最終分納相続税完納」とあり。

（2）売上高・配当金報告書　昭和3年（1928）4月14日　佐渡養順→越野長二

（3）計算メモ

　○ガリ版

（2）申告書様式

（3）所得納税者の心得　大阪税務監督局

（4）計算メモ　大正10年（1921）4月30日

　○「大正十年六月九日、相続人佐渡養順死亡ニ因リ…」

　○3月27日から12月18日まで。

　○4月11日から12月18日まで。

　○印刷

（2）申告書様式
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336
昭和四年分第三種所得金額決
定通知書

昭和4年（1929）5月
23日

高岡税務署長 佐渡養順（11代） 用紙 1 13.6×16.6

337
売薬製造総額及行商人に引渡
額照会

昭和5年（1930）1月6
日

高岡税務署
佐藤養順（11代佐渡
養順）

切紙 2 23.6×17.9

338
昭和五年分第三種所得・利子
金額申告書

昭和5年（1930）3月8
日

佐渡（11代） 高岡税務署長 用紙 2 26.9×19.5

339 相続税領収書
昭和6年（1931）1月
20日

日本銀行 佐渡よし、佐渡順一 用紙 2
18.0×12.8

〈B6〉

340
昭和十一年分第三種所得金額
決定通知書

昭和11年（1936）5月
26日

高岡税務署長　桂林
平

佐渡養順（11代） 用紙 1 18.1×17.9

341
昭和十一年分第三種所得乙種
資本利子金額申告書

昭和12年（1937）3月
6日

佐渡養順（11代） 高岡税務署長 用紙 5 27.2×19.6

342
昭和十二年分第三種所得金額
他決定通知書

昭和12年（1937）5月
27日

高岡税務署長　桂林
平

佐渡養順（11代） 用紙 1 21.1×18.0

343 県税・市税領収書
昭和12年（1937）6月
21日

高岡市金庫 佐渡養順（11代） 用紙 1 15.6×11.4

344
昭和十三年分第三種所得決定
通知書

昭和13年（1938）5月
26日

高岡税務署長　澤田
善祐

佐渡養順（11代） 用紙 1 19.3×18.0

345 売薬・商業関係調査依頼書
昭和13年（1938）12
月13日

高岡税務署 佐渡養順（11代） 2

346
営業純益金額他の申告関係書
類

昭和14年（1939） 4

347
工事請負及物品購入販売に関
する件（照会）

昭和15年（1940）1月
11日

高岡税務署 佐渡養順（11代） 用紙 1 26.5×18.4

348 支払調書提出注意書（様式） 昭和15年（1940） 高岡税務署 佐渡養順（11代） 用紙 1
25.4×35.3
〈B4〉

349
昭和十五年分分類所得等金額
申告書（様式）

昭和15年（1940） 1 27.1×39.5

350
昭和十六年分分類所得等金額
決定通知書

昭和16年（1941）5月
27日

高岡税務署長　澤田
善祐

佐渡養順（11代） 用紙 1 24.0×21.7

351
昭和十七年分分類所得等金額
決定通知書

昭和17年（1942）5月
27日

高岡税務署長　澤田
善祐

佐渡養順（11代） 用紙 1 24.1×22.2

　○同文2通

　○納税翼賛に就ての案内が貼付。

　○昭和13年12月13日付と同14年（1939）1月16日付あり。

（1）営業純益・第三種所得・乙種資本利子・臨時利得金額申告に就て　昭和14年（1939）2月　高岡税務署→

（2）営業純益金額の申告注意書　税務署→佐渡養順（11代）

（3）計算メモ

（4）営業純益金額申込注意書　昭和　税務署→佐渡養順（11代）

　○俸給賞与等資料箋あり。

（2）第三種所得資本利子金額の申告書注意書　昭和12年（1937）　〔高岡〕税務署→佐渡養順（11代）

（3）営業純益金額の申告注意書　昭和12年（1937）

（4）計算メモ　昭和13年（1938）3月9日

（5）計算メモ

　○昭和12年度第1期

　○国民精神総動員につき税率・税額案内書1通あり。

　○製造定価総額記入表と特殊郵便物受領証あり。

（2）製造高（定価額）・品名・売価等メモ

　○昭和2年（1927）から同4年（1929）分。

（2）営収他計算書

　○昭和6年1月20日付は佐渡よし宛、同7年（1932）4月2日は佐渡順一宛。
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352
昭和十九年分所得金額決定通
知書

昭和19年（1944）5月
25日

高岡税務署長　司税
官　辻誠一

佐渡養順（11代） 用紙 1 16.8×22.8

353
所得純益の申告並に控除の申
請書（書式）

昭和20年（1945） 用紙 1
25.6×18.1
〈B5〉

354
昭和20年領収書等一括（税金
関係）

昭和20年（1945） 高岡市金庫 佐渡養順（11代） 用紙 2
13.4×9.5
〈B7〉

355 昭和20年度所得税関係 昭和20年（1945） 2

356 財産税財産台帳等綴
〔昭和21年（1946）2
月14日〕

用紙 2
30.0×21.8
〈A4〉

357 朝日新聞（財産税記事）
昭和21年（1946）9月
30日

発行所　朝日新聞大
阪本社

新聞 1 54.6×40.8

358
昭和21年領収書等一括（税金
関係）

昭和21年（1946） 高岡市金庫ほか 佐渡養順（11代） 15

359 昭和21年度所得税関係 昭和21年（1946） 2

360 債券・定期台帳
〔昭和21年
（1946）〕

用紙 1 10枚
18.2×25.3
〈B5〉

361 財産税申告注意書
〔昭和22年（1947）1
月25日〕

大蔵省 1 62.3×43.0

362 財産税納税額通知書
昭和22年（1947）3月
10日

高岡税務署長　大蔵
事務官　佐野宅次郎

佐渡養順 用紙 2 17.8×24.8

363 改正所得税法早わかり
昭和22年（1947）6月
5日

日本税務相談所編 冊子 1 22頁 25.5×18.3

364 申告納税のあらまし
昭和22年（1947）6月
10日

名古屋財務局 冊子 1 23頁 20.8×14.8

365
国債及び準旧勘定等以外の財
産税物納許可書

昭和22年（1947）6月
30日

高岡税務署長　大蔵
事務官　佐野宅次郎

佐渡養順 用紙 2 25.9×17.5

366
昭和22年領収書等一括（税金
関係）

昭和22年（1947）
日本銀行国税代理店
ほか

佐渡養順 13

367 昭和22年度所得税関係 昭和22年（1947） 8

（4）昭和22年所得確定申告控　昭和22年（1947）

（5）昭和二十二年分所得税月別予定申告書　昭和22年（1947）　佐渡養順→高岡税務署長

（6）領収証書　昭和23年（1948）1月29日　高岡税務署→佐渡養順

　○財産目録あり。

（2）債券等計算表

　○2月28日から10月31日まで。

（1）昭和二十二年分営業純益金額申告書（様式）　昭和22年（1947）

（2）所得税確定申告注意書　〔昭和22年（1947）〕

（3）昭和22年度所得計算表（予定表）　昭和22年（1947）

　○物納財産目録（その2）様式、財産税物納ならびに納付猶予申請書、約束手形など。

（2）物納現物提出算（控）

　○1月28日から12月28日まで。

（1）昭和21年分所得金額等決定通知書　昭和21年（1946）5月29日　高岡税務署長大蔵事務官佐野宅次郎→佐渡養順（11代）

（2）増加所得金額決定通知書　昭和22年（1947）3月24日　高岡税務署長大蔵事務官佐野宅次郎→佐藤養順

（2）財産税課税価格等申告書　佐渡養順→高岡税務署長

　○昭和19年（1944）分

　○12月5日付と12月20日付。

（1）昭和二十年分所得金額等決定通知書　昭和20年（1945）5月25日　高岡税務署長司税官辻誠一→佐渡養順（11代）他1名

（2）昭和二十一年分分類所得金額の申告及控除の申請書　昭和21年（1946）1月28日　佐渡養順（11代）→高岡税務署長

　○1通は控。
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368 財産税領収書等一括
昭和22年（1947）3月
14日

高岡税務署 佐渡順一 13

369
昭和21年営業純益金額申告書
（控）

昭和22年（1947）5月
30日

用紙 1
20.8×14.7

〈A5〉

370 取引高税台帳
昭和23年（1948）9月
1日

佐渡養順 用紙綴 3 22頁
18.0×25.0

〈B5〉

371
昭和23年領収書等一括（税金
関係）

昭和23年（1948） 高岡市金庫ほか 佐渡養順 19

372 昭和23年度所得税関係 昭和23年（1948） 10

373 相続税領収書等一括 昭和24年（1949） 高岡税務署
佐渡よし、順一、速
雄

13

374
資産再評価法に基く有形減価
償却資産及び非事業用家屋に
ついての再評価倍数表

〔昭和24年
（1949）〕

用紙 1 37.4×26.4

375
昭和24年領収書等一括（税金
関係）

昭和24年（1949） 高岡市金庫ほか 佐渡養順 9

376 昭和24年度所得税関係 昭和24年（1949） 6

377
償却資産申告書（償却資産課
税台帳）

昭和25年（1950）10
月31日

高岡市長　南慎一郎 用紙 2
21.2×30.1

〈A4〉

　○添状あり（高岡税務署長→佐渡養順）。

（4）納付書等　昭和24年（1949）

（5）昭和24年分所得税確定申告書（控）　昭和25年（1950）1月31日　佐渡養順→高岡税務署長

（6）昭和24年分所得税確認申告についての注意書　昭和25年（1950）1月　国税庁、国税局、税務署

　○1月24日から12月15日まで。

　○宛所は、「佐渡養順」のほかに「佐渡速雄」あり。

（1）昭和24年分所得税6月予定申告説明書　昭和24年（1949）6月　大蔵省・財務局・税務署

（2）24年所得税予定申告書ウツシ　昭和24年（1949）9月14日

　○上部に「修」の朱字あり。

（3）昭和24年分所得税10月予定・修正予定申告書　昭和24年（1949）

（7）昭和23年分所得金額、所得税（確定申告に対する）更生・決定通知書　昭和24年（1949）2月25日　高岡税務署長→佐渡養順

　○所得税の四月予定申告に対する更生・決定通知書あり。

（8）納税についての催告書　昭和24年（1949）4月13日　税務署→佐渡養順

（9）昭和23年度分所得税納付金額回答方案内　昭和25年（1950）　金沢国税局監察課→佐渡養順

（10）計算メモ

　○4月1日から8月31日まで。

（2）昭和二十三年分所得税修正予定申告書（案）　昭和23年（1948）

（3）所得税4月予定申告補足説明書　昭和23年（1948）

（4）領収証書等　昭和23年（1948）7月31日～同24年（1949）8月24日　高岡市税務署→佐渡養順

（5）督促状　昭和23年（1948）12月25日　高岡税務署長大蔵事務官北村萬蔵→佐渡養順

（6）昭和23年分所得税確定申告書（控）　昭和24年（1949）1月28日　佐渡養順→高岡税務署長

　○昭和二十三年分所得税第二期分の納税と申告の説明書あり。

　○昭和23年9月1日から同24年（1949）4月30日まで。

（2）取引高税について　昭和23年（1948）　大蔵省主税局

（3）取引高税印紙購入通帳　昭和23年（1948）8月25日

　○1月29日から12月9日まで。

（1）昭和二十三年分所得税照会状　昭和23年（1948）　高岡税務署→佐渡養順

　○タイプ

（7）所得税の確定申告に対する更生・決定通知書　昭和23年（1948）2月28日　高岡税務署長大蔵事務官田中熊平→佐渡養順

（8）納税告知書等　昭和23年（1948）2月28日　高岡税務署長大蔵事務官田中熊平

　○3月14日から10月14日まで。



−111−

378
昭和25年領収書等一括（税金
関係）

昭和25年（1950） 高岡市金庫ほか 佐渡養順 15

379 昭和25年度所得税関係 昭和25年（1950） 6

380
昭和26年領収書等一括（税金
関係）

昭和26年（1951） 高岡市金庫ほか 佐渡養順 26

381 昭和26年度所得税関係 昭和26年（1951） 2

382
昭和27年領収書一括（税金関
係）

昭和27年（1952） 高岡市金庫ほか 佐渡養順 14

383 昭和27年度所得税関係 昭和27年（1952） 3

384
昭和28年領収書等一括（税金
関係）

昭和28年（1953）1月
21日

高岡税務署ほか 佐渡養順 17

385 昭和28年度所得税関係 昭和28年（1953） 3

386
国民健康保険税徴税令書及び
納付書

昭和30年（1955）8月
20日

高岡市長　堀健治 佐渡養順 用紙 1 16.3×13.2

387 納税袋 昭和30年（1955）9月 高岡市役所 封筒 1 28.2×19.9

388 昭和30年度所得税関係 昭和30年（1955） 用紙 1 16.6×12.6

389
昭和31年領収書等一括（税金
関係）

昭和31年（1956） 高岡市金庫ほか 佐渡養順 12

390 昭和31年度所得税関係 昭和31年（1956） 3

391
昭和32年領収書等一括（税金
関係）

昭和32年（1957） 高岡市金庫ほか 佐渡養順 15

392 昭和32年度所得税関係 昭和32年（1957） 1

（1）領収証書　昭和31年（1956）3月26日　高岡税務署→佐渡養順

　○1月16日から12月10日まで。

（1）領収証書　昭和31年（1956）8月7日～同32年（1957）3月15日　高岡税務署→佐渡養順

（2）徴収猶予許可書　昭和32年（1957）3月13日　高岡税務署長→佐渡養順

（3）31年分の所得税の確定申告書受付書　昭和32年（1957）3月13日　高岡税務署→佐渡養順

　○1月10日から12月3日まで。

（2）昭和27年分所得税7月予定申告書　昭和27年（1952）7月31日　高岡税務署→佐渡養順

（3）昭和27年分所得税確定申告書　昭和28年（1953）3月13日　高岡税務署→佐渡養順

　○1月21日から12月30日まで。

（1）領収証書　昭和28年（1953）7月30日、11月30日　高岡税務署→佐渡養順

（2）昭和28年分所得税7月予定申告書　昭和28年（1953）7月30日　高岡税務署→佐渡養順

　○領収印の日付は、昭和30年8月25日から同31年（1956）4月5日まで。

（6）昭和二十五年分申告所得税の納税についての注意　国税庁、国税局、税務署

　○1月26日から12月13日まで。

（1）昭和26年分所得税7月予定申告書　昭和26年（1951)7月31日　→佐渡養順

（2）昭和26年分所得税確定申告書　昭和27年（1952）2月29日　税務署→佐渡養順

　○1月8日から12月25日まで。

（1）領収証書　昭和27年（1952）7月31日～同28年（1953）3月13日　高岡税務署→佐渡養順

　○宛所は、「佐渡養順」のほかに「佐渡速雄」「佐渡養順堂」とあり。

（1）昭和25年分所得税についての所得税額見積額通知書　昭和25年（1950）8月25日　高岡税務署長大蔵事務官廣瀬他八郎→佐渡養順

（2）督促状　昭和25年（1950）9月25日～同26年（1951）3月30日　高岡税務署長大蔵事務官廣瀬他八郎→佐渡養順

（3）所得税第二期分納税についてのお知らせ　昭和25年（1950）10月　税務署→納税者

（4）昭和二十五年分申告所得税の納税方について　昭和25年（1950）11月20日　高岡税務署→佐渡養順

（5）昭和25年分所得税（農業）確定申告書　昭和26年（1951）2月28日　高岡税務署→佐渡養順

（2）固定資産申告について　昭和25年（1950）10月　高岡市役所

　○1月16日から11月2日まで。
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393 納税についての催告 8月13日 高岡税務署 佐渡養順 葉書 1 13.8×9.1

394 動産・不動産メモ 4

395 改正所得税法概要一覧表 大阪税務監督局 1 27.3×39.5

396
第十五條の規定による所得税
額表（簡易税額表）

用紙 1
25.8×17.6

〈B5〉

（1）領収証書　昭和32年（1957）4月15日、7月31日　高岡税務署→佐渡養順

　○昭和23年（1948）から同25年（1950）の間か。

　○所得税関連
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１０．高岡町

番号 表題 年代 差出 宛所 形態 数量
丁数
枚数

法量
（縦×横.cm）

1 上銀御願書付写
文政9年（1826）戌6
月

高岡惣町町頭 高岡町町会所 袋綴 1 9丁 24.4×18.0

2 神鏡御寄付帳 天保7年（1836）2月
蓮花寺屋伝右衛門
（大長）

佐渡 袋綴 1 3丁 24.2×17.3

3 高岡稲荷御社略縁起 天保14年（1843）4月
御祈願所高岡大宮司
謹識

大判 1 31.8×41.1

4
七月八日御用所において御伺
申上につき御下知有之分

〔天保〕7月8日 袋綴 1 6丁 24.0×17.7

5
『天満宮御伝記略』下巻末頁
の写

嘉永5年（1852）壬子
2月25日

関野総社 竪紙 1 24.5×33.0

6 通行手形控
嘉永5年（1852）10月
12日

太田勘左衛門（高岡
町奉行）

富田主殿 竪紙 1 24.0×34.8

7 倹約方之義につきヶ条書写
嘉永5年（1852）子10
月

高岡町奉行太田勘左
衛門、小堀金五右衛
門

町会所町年寄 袋綴 1 9丁 24.1×17.6

8
石堤長光寺廓静五十回忌及び
先住雪像（東林）十三回忌書
画・詩歌・俳諧の勧進状

嘉永6年（1853）癸丑
1月

越中石堤村長光寺蔵
海

切紙 1 15.2×20.9

9 高岡町万雑御改法一件
嘉永6年（1853）12月
29日

町会所 袋綴 1 5丁 17.9×24.4

10
異国船渡来につき、冥加銀差
上方願書

〔嘉永7年（1854）寅
2月〕

佐渡養順（9代） 町肝煎新蔵 巻紙 1 17.5×39.0

11
異国船渡来につき医業を以て
国恩に報いたく伺書（案）

〔嘉永7年（1854）〕
寅

高峰ほか12人 巻紙 1 16.0×33.0

12 高岡町役人忌引定 安政3年（1856）1月 竪紙 1 24.4×36.1

13
高峰元稑へ壮猶舘舎塾方御用
申渡状（写）

〔安政3年（1856）
辰〕10月18日

壮猶館 高峰元稑 巻紙 1 15.4×20.6

14
安政五年二月二十六日大地震
被害状況報告

安政5年（1858）戊午
2月

小健（長崎愿禎） 建部兄（9代養順） 大判 1 36.5×49.7

　○御調達銀割符、国中7,000貫目、内高岡町550貫目。高岡町方難渋にて上ヶ銀迷惑につき願書。

　○杉戸、附書院等、天保倹約令関係。

　○大工中町上関屋松右衛門談。

　○木版刷

　○絵図入り。

　○高峰元稑は、高岡の町医者。高峰譲吉の父。安政2年（1855）金沢に召され、壮猶館に出仕。

　○末尾朱書「今七月を限一切取払可申事、八月ニ入候ヘハ見分之役人指遣候事」

　○儀礼作法

　○木版刷

　○医師佐渡養順（8代？）ほか弟子1人、下人10人、越後国へ病用にて。

　○木版刷

　○他に案文1通。

　○同文3枚

　○同文6枚

　○同文2通（内1通に「寅」なし）。

　○「当町諸万雑方」

　○90歳以上の者5名を付記。

象

密
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15 加越能古人高名鏡番付 安政6年（1859）己未 大判 1 50.8×35.9

16 御用宿余荷銀ノ覚 文久元年（1861）3月
町年寄・町算用聞・
町肝煎

利屋町町頭中 袋綴 1 2丁 24.3×17.8

17
去酉九月より当戌八月まで宿
余内銀本勘割符覚

文久2年（1862）戌12
月

町年寄、町算用聞、
町肝煎

利屋町町頭中 竪紙 1 24.3×36.2

18
当戌八月より十月まで三ヶ月
分宿余内割符覚

文久2年（1862）戌12
月

町年寄、町算用聞、
町肝煎

利屋町町頭中 竪紙 1 24.3×36.2

19
去戌十月より当亥三月中まで
宿余内銀割符覚

文久3年（1863）亥4
月

町年寄、町算用聞、
町肝煎

町頭 竪紙 1 24.1×35.4

20 高岡町役銭惣町見込
明治3年（1870）9月
24日

横半帳 1 9丁 13.8×19.5

21 天長節御酒肴料目録副状
明治4年（1871）辛未
9月

佐渡養順（9代） 巻紙 1 17.0×29.3

22
手合町々風俗之義につき申談
事書

5月 町肝煎 袋綴 1 2丁 24.0×17.8

23 町頭奥書依頼 12月6日 町肝煎　文九郎 佐渡養順（町頭） 巻紙 1 15.6×20.7

24 歴代高岡町奉行一覧 大判 1 41.1×31.6

25 高岡町町頭役并惣組合頭名書 罫紙綴 1 3枚 24.9×18.2

26 役家分覚 帳折 1 11.9×33.2

27 利屋町人別書出（断簡） 巻紙 1 12.0×38.3

28 加越能将棋鑑番付 大判 1 50.6×34.9

29 公事記録一（己巳御触写）
明治2年（1869）1月6
日～同9年（1876）6
月13日

袋綴 1 100丁 24.7×17.4

30
官費の病院当分閉院申渡状
（写）

〔明治5年（1872）〕
壬申3月

本県（七尾県） 高岡詰 切紙 1 24.2×17.8

31 私用米手当御届につき証文 明治6年（1873）10月 佐渡養順（9代） 触次衆中 罫紙 1 24.0×36.0

32 千円見込割名簿
明治8年（1875）12月
21日

罫紙綴 1 9枚 24.3×18.0

33 公事記録二
明治9年（1876）6月
～同11年（1878）5月

袋綴 1 118丁 22.8×17.5

34 高岡利屋町番屋敷交名 明治9年（1876）7月 罫紙綴 1 4枚 24.0×18.0

　○61町。

　○天長節とは天皇誕生日のこと。明治元年（1868）制定。

　○壱組は32人（11軒）、弐組は13人（5軒）。家族数か。

　○幕末か。

　○「高壱万貫文之正」

　○中組13町、東組12町、西組12町、北組12町に中計を記す。

　○書、画、連歌、医、儒人、碁、刀工等

　○木版刷

　○在任時期と石高。

　○承応元年（1652）より安政4年（1857）まで。

　○幕末か。

　○罫紙に「葆光斎蔵」（佐渡三良）と印刷。

　○木版刷

　○幕末か。

　○表紙副題「己巳御触渡写」

　○文末「明治八年十一月廿一夜写之佐渡所蔵」
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35 第四大区区長等名簿一覧 明治10年（1877） 罫紙 1 24.0×35.8

36 公事記録三
明治11年（1878）5月
9日～同12年（1879）
9月2日

袋綴 1 24丁 23.0×17.5

37 射水郡役所新築費献金願
明治13年（1880）8月
7日

佐渡養順（10代）
石川県射水郡長　三
橋久実

罫紙 1 24.0×35.2

38 高岡警察署新築費献金願
明治13年（1880）8月
7日

佐渡養順（10代） 石川県令　千坂高雅 罫紙 1 23.8×35.2

39
高岡警察署新築費献金につき
領収証

明治13年（1880）9月
26日

所長役場 佐渡養順（10代） 罫紙 1 24.2×11.6

40
射水郡役所新築費献金につき
褒状

明治14年（1881）1月
27日

石川県 佐渡養順（10代） 竪紙 1 19.5×26.5

41
射水郡役所新築費賞詞請書
（控）

明治14年（1881）2月
23日

佐渡養順（10代） 石川県令　千坂高雅 罫紙 1 24.0×35.7

42
高岡警察署新築費献金につき
褒状

明治14年（1881）12
月15日

石川県 佐渡養順（10代） 竪紙 1 19.5×26.5

43 利屋町委員勘定方当選状
明治16年（1883）12
月13日

戸長　江守助六 佐渡養順（10代） 罫紙 1 23.7×17.5

44 茶料受取書
〔明治16年
（1883）〕

能登国和倉村鉱泉所
和歌﨑六五郎

上様 1 15.5×18.9

45 川巴良諏訪神社医祖概言 明治23年（1890）1月 川巴良諏訪神社 用紙 1 21.4×30.8

46
高岡市明治二十三年度地方税
戸数割賦課額名簿

明治23年（1890） 罫紙綴 1 14枚 24.1×17.2

47 引札
明治23年（1890）12
月10日

越中高岡市旅篭町
小松吉祐

大判 1 38.4×28.0

48 開店開業引札 明治23年（1890） 4

49 せり市引札 明治23年（1890） 3

50 商品引札 明治23年（1890） 4

（1）蔵諸道具　明治23年（1890）2月12、13日　亀井喜太郎　縦15.4cm×横21.0cm

（2）陶磁器広告　12月30日～1月3日　高岡市守山町56番地、久和元次郎　縦22.0cm×横31.4cm

（3）樹木燈籠庭石　22～24日　萬樹園主人　縦17.3cm×横22.3cm

　○活版刷

（1）茶葉開荷広告　明治23年（1890）10月7日　高岡市通町、茶舗高橋半次郎　縦18.2cm×横23.2cm

　○「諸国陶器販売所」

　○明治24年暦「大販売所越中高岡木舟町室崎門右ェ門版」

　○石版刷

（3）陶器物大安売広告　1月2日～5日　高岡市源平町、在田商店　縦15.0cm×横20.4cm

（1）諸紙開業広告　明治23年（1890）4月15日より　高岡市大字小馬出町大黒茶屋より西5軒目、島田清吉　縦17.5cm×横24.0cm

　○裏に和倉鉱泉の効能書あり。明治16年8月、内務省衛生局に於て試験。

（3）写真開業広告　9月11日より17日まで　高岡市三番町21番地、横田定太郎　縦16.2cm×横21.7cm

　○破れ

（2）書画・諸道具　明治23年（1890）5月5～8日　藤田三郎　縦15.2cm×横20.5cm

　○活版刷

（4）菓子開店広告　9月21日、22日　高岡市御馬出町高峯氏隣り、風月堂　縦17.5cm×横24.2cm

（2）料理営業開店広告　明治23年（1890）6月20、21日　高岡市中嶋町、東川樓　縦17.5cm×横24.2cm

（4）おろし牛鶏肉小うり広告　11月3～5日　高岡市御馬出町21番地1番町へ入、入江銀太郎　縦17.5cm×横23.4cm

　○石版刷

　○印刷物

　○活版刷、木版刷
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51 引札（上半分欠）
明治24年（1891）12
月

高岡川原町呉服太物
売捌商　守川甚作

1 22.9×26.8

52 明治二十七歳略暦
明治26年（1893）12
月12日

発行兼印刷者　小泉
ユキ

1 48.1×35.9

53
高岡市明治二十七年度地方税
戸数割賦課額名簿

明治27年（1894） 罫紙綴 1 9枚 24.2×17.2

54 高岡市商業家一覧表（番付）
明治29年（1896）1月
25日

高岡市旧旅屋門前94
番地　森田吟蔵

大判 1 57.1×46.5

　○木版刷

55
高岡市明治二十九年度地方税
戸数割賦課額名簿

明治29年（1896） 罫紙綴 1 24枚 24.2×16.8

56 衆議院議員選挙投票案内
明治31年（1898）8月
2日

高岡市長　堀二作 佐渡養順（10代） 切紙 2 24.0×11.4

57
中越鉄道株式会社社債募集に
つき落選通知状

明治31年（1898）9月
23日

中越鉄道株式会社 佐渡養順（10代） 印刷物 2 24.0×18.1

58
高岡市明治三十一年度地方税
戸数割賦課額名簿

明治31年（1898） 罫紙綴 1 24枚 23.5×17.0

59 御局へ留置証御下付願
明治32年（1899）2月
8日

高岡市利屋町　佐渡
養順（10代）

高岡郵便局 罫紙 1 23.4×17.6

60
高岡市明治三十二年度地方税
戸数割賦課額名簿

明治32年（1899） 罫紙綴 1 23枚 23.3×17.0

61
高岡市明治三十五年度地方税
戸数割賦課額名簿

明治35年（1902） 罫紙綴 1 22枚 23.6×17.5

62
高岡市明治三十七年度地方税
戸数割賦課額名簿

明治37年（1904） 罫紙綴 1 22枚 24.0×18.0

63
高岡市明治三十八年度地方税
戸数割賦課額名簿

明治38年（1905） 罫紙綴 1 7枚 24.0×18.0

64
高岡市明治三十九年度四十年
度市税負担対比表

明治39年（1906）～
同40年（1907）

罫紙綴 1 16枚 24.5×18.0

65 武藤子恒権典事部下交名断簡 明治初年 巻紙 1 16.4×24.1

66 高岡持屋鑑（番付） 竪紙 1 35.3×24.1

67 区費賦課分限見込 〔明治〕 罫紙 1 24.3×35.9

68 引札
高岡市大鋸屋町　吉
田佐十郎　ほか

6

69 利屋町戸別等差割名簿
大正4年（1915）12月
21日

罫紙綴 1 3枚 24.5×18.0

（2）衆議院議員選挙投票所入場券

（2）本社々債募集結果

　○明治25年略暦

　○活版刷

　○引札。足袋製造所、三辺治平（高岡市三番町）。

　○明治26年11月30日印刷

　○印刷物

　○「第十七区見廻方」とあるので、大小区制の始まった明治5年（1872）ころ。

　○石版刷

　○明治初年か。

　○利屋町分

　○石版刷、活版刷
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70 出雲大社教会祭典広告
〔大正13年
（1924）〕

出雲大社教会所祭典
掛

印刷物 1 18.5×24.7

71 市立高岡図書館資料 昭和5年（1930）11月 1 15.9×46.8

72
高岡市第一区博労町校下方面
事業助成会関係書類

昭和6年（1931）7月
高岡市第一区博労町
校下方面事業助成会
長佐伯亮齊

佐渡養順（11代） 印刷物 2 24.6×33.4

73
高岡山瑞龍寺護持会役員・会
員名簿

昭和9年（1934）9月 瑞龍寺護持会 印刷物 1
16頁
10頁

17.5×12.7
〈B6〉

74 道路舗装費割当通知書
昭和13年（1938）10
月26日

受取代理人　開発清
八郎

佐渡 罫紙 1 23.7×35.4

75
臨時国勢調査申告書（練習
用）

昭和14年（1939）8月
1日

佐渡養順（11代） 1 27.0×19.6

76 高岡市利屋町町内会規約
昭和15年（1940）10
月16日

利屋町町内会 1 19.9×54.5

77
高岡警防団第壹分団器具置場
建設費仮領収証

昭和16年（1941）8月
8日

高岡警防団第壱分団
長　地倶初三郎

佐渡養順（11代） 1 17.5×15.7

78 町報№1　39年.5月
〔昭和39年
（1964）〕4月25日

利屋町 用紙綴 1 12枚
25.7×18.2

〈B5〉

79 高の宮再建寄付者一覧 7月25日 竪紙 1 24.4×36.3

80 名簿 竪紙 1 24.1×33.9

81 金沢城炎上歴覚
天保15年（1844）5月
10日

巻紙 1 15.0×43.5

82 御恐悦盆正月　諸見物手引草
安政3年（1856）丙辰
3月1・2日

大判 1 32.5×46.2

83 金沢町絵図 大判続紙 1 66.0×98.1

84
能登熊木正田村など物成割付
状（後欠）

竪紙 1 28.7×44.0

85 金沢藩医学館規則 明治3年（1870）2月 金沢藩医学館 袋綴 1 9丁 23.5×16.0

86 洋学南校諸規則并姓名録
明治3年（1870）庚午
初冬

洋学南校 長帳 1 8丁 12.3×34.5

87 砺波郡郷長交名
〔明治3年（1870）9
月～同4年（1871）4
月〕

巻紙 1 14.7×71.6

　○明治3年9月十村制廃止後、明治4年4月廃藩置県までの間の職名。郷長棟取は旧御扶持人十村、郷長は旧十村、郷長次列は旧十村次

　○安政3年3月1・2日は、加賀藩13代藩主・前田斉泰の昇官を祝う盆正月が行なわれた。

　○木版刷

　○青焼き（複写）あり。

　○内容不詳。45名の人名を列記し、上に二種の数字が書いてある。中に佐渡養順の名もある。

　○印刷物

（2）助成会概要

　○「昭和九年九月現在」

（1）顧問就任依頼状　昭和6年（1931）7月20日

　○ガリ版刷

　○木版刷

　○石版刷

　○印刷物

　○活版刷

　○活版刷

　○100円以上の分。

　○木版刷、墨1色
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88 輪島町組合頭退役願
〔明治4年（1871）〕
辛未11月

輪島町組合頭　北門
與四平

輪島町市長御中 罫紙 1 24.2×35.5

89
明治四十一年十二月三十一日
現在人口記

明治41年（1908）12
月31日

罫紙綴 1 3枚 24.4×18.0

90 萬国地名競（番付） □文堂知利 竪紙 1 35.5×24.3

　　列。

　○全国主要都市と北陸3県の人口。
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１１．漢詩・文芸

Ａ　佐渡家関係漢詩等

番号 表題 年代 差出 宛所 形態 数量
丁数
枚数

法量
（縦×横.cm）

1
佐渡第八世心画信士遺墨千字
文

安政3年（1856）正月
19日

佐渡養順（8代） 軸装 1
〈本紙〉206.8

×51.2

2 詩韻についての質問（漢文）
天保13年（1842）壬
寅2月10日

佐渡邦（9代養順） 後藤典礼 竪紙 1 22.7×34.0

3 詩作の韻位について回答
天保13年（1842）壬
寅2月

後藤典礼
佐渡壮公（9代養
順）

切紙 1 24.6×21.2

4 序文（灌松園記）
天保13年（1842）壬
寅6月

佐渡邦（9代養順） 袋綴 1 3丁 24.2×17.5

5 良益弟の東都行につき贈詩
〔天保14年
（1843）〕

邦（9代養順） 良益 大判 1 30.7×45.7

6 詠歌
天保15年（1844）12
月22日

佐渡邦（9代養順） 竪紙 1 24.2×35.2

7 賢隆への餞につき贈詩 嘉永2年（1849） 愚兄邦（9代養順） 賢隆 大判 1 30.5×53.4

8 祭恵美寿神歌 嘉永6年（1853） 佐渡邦（9代養順） 袋綴 3 18丁 24.3×17.3

9 泊行小詩 安政3年（1856）
佐渡葆斎（9代養
順）

罫紙綴 1 6枚 24.2×18.0

10 七尾紀行 安政4年（1857）9月
佐渡葆斎（9代養
順）

罫紙綴 1 12枚 24.2×18.0

11 英遠（阿尾）紀行後序 安政4年（1857）
佐渡葆光斎（9代養
順）

罫紙綴 1 6枚 24.5×18.6

12
序文（五箇山天柱（石）詩草
序）

安政4年（1857）丁巳
葆光斎佐渡在邦（9
代養順）

罫紙 1 24.3×35.7

13 漢文（跋心竹翁桜花画巻）
安政5年（1858）戊午
3月

山梁詞痴邦（9代養
順）

罫紙 1 24.2×36.1

14 題英吉利竜動図記（文）
文久元年（1861）7月
6日

越中高岡佐渡三良記 罫紙 1 24.4×35.6

　○本紙左下に心竹の和歌あり。

　○収納箱あり。

（3）漢詩　建邦（9代養順）

（2）焚餘無恙集　山梁邦（9代養順）、琢斎楨（建部賢隆）

　○後序は春塘阿波加頴（阿波加脩造）。

　○七言律詩2首。

　○「良益」は坪井信良のこと。8代養順（千代九郎）の2男。天保14年（1843）、江戸坪井信道塾へ入門。弘化元年（1844）、坪井信道

　○番号11-2に対しての回答。

　○同文2通。

　　の養子となり、「信良」と改称。

　○同2冊

　○同2冊

　○「字士寧偶省親季春朔初抵郷留滞凡四旬六日今将帰京餞以七律二篇」

　○「士寧」は建部賢隆の字。8代養順（千代九郎）の4男。嘉永2年2月、京都小石元瑞塾に入門。

　○「山梁詞痴（山梁詩痴）」は佐渡三良の号。

　○「英吉利竜動」は、イギリスのロンドン。

　○心竹は上子心竹。名は衡、字は竹王。元城と称す。高岡の町医者。『高岡詩話（現代語訳）』を参照。
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15 序文（盆蘭記）
明治2年（1869）己巳
10月

佐渡在邦（9代養
順）識

袋綴 1 2丁 24.2×17.9

16 漢詩（雀斎の還暦賀詩）
明治4年（1871）辛未
1月1日

佐渡在邦（9代養
順）

大判 1 31.5×43.0

17 漢詩（病院・蘭正会席上）
明治4年（1871）辛未
11月20日

佐渡葆斎（9代養
順）

竪紙 1 36.0×24.0

18 漢詩（小竹村夜帰） 葆斎（9代養順） 軸装 1
〈本紙〉137.9

×60.9

19 漢詩（弟兄三個酔陶然） 葆斎（9代養順） 竪紙 1 23.5×33.5

20
玄妙上人及び東山老兄への贈
詩

邦（9代養順） 玄妙・東山 巻紙 1 24.4×54.3

21 題病中小稿後
葆光散人佐渡邦（9
代養順）

切紙 1 24.4×31.6

22
漢詩（馬埒観桜花・春晩感
事）

佐渡在邦（9代養
順）

竪紙 1 24.2×35.5

23 漢詩（春風海月楼不集）
葆斎在邦（9代養
順）

竪紙 1 35.9×24.2

24 漢詩（水亭睡起） 葆斎（9代養順） 竪紙 1 35.6×23.7

25 気海観深廣義序 邦（9代養順） 切紙 1 27.8×10.0

26 立秋
佐渡在邦（9代養
順）

竪紙 1 24.7×35.7

27 漢詩（紅葉）
佐渡在邦（9代養
順）

竪紙 1 24.2×35.0

28 漢詩（中秋観岳楼対月） 葆斎邦（9代養順） 竪紙 1 35.8×24.3

29 漢詩（秋日山行）
佐渡在邦（9代養
順）

竪紙 1 24.2×35.6

30 漢詩（山行秀紅葉） 葆斎（9代養順） 竪紙 1 24.5×35.1

31 漢詩（秋暁渉園、聞蟲） 葆光邦（9代養順） 大判 1 31.0×35.5

　○「雀斎」は笹原北湖。名は辰省、字は不爭、号は雀斎・北湖。絹屋権九郎と称す。高岡の教育家。『高岡詩話（現代語訳）』を参

　○七言絶句

　○下書きあり。

　　照。

　○漢文か。

　○同文2冊。

　○「九鬼・阿波加二弟」

　○玄妙は国分痴王か。名は玄妙、字は太玄。『高岡詩話（現代語訳）』を参照。

　○五言律詩

　○文中「方舟逸見子」とあり。

　○明治9年（1876）、3兄弟医務取締になったときか。

　○同文2通。

　○七言絶句

　○七言絶句2首。

　○同文2通。

　○五言律詩と五言排律か。

　○七言律詩

　○七言絶句

　○七言絶句

　○七言絶句2首。
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32
漢詩（重陽遊小松原待友不
至）

佐渡在邦（9代養
順）

竪紙 1 24.2×35.2

33 漢詩（雪意）
佐渡在邦（9代養
順）

竪紙 1 24.2×36.0

34 漢詩（偶成） 葆斎（9代養順） 大判 1 32.0×36.5

35 漢詩
九世裔邦（9代養
順）

大判 1 30.5×67.0

36 漢詩三首 邦〔9代養順〕 大判 1 30.5×50.5

37 漢詩
〔佐渡養順（9
代）〕

竪紙 1 24.2×35.6

38 漢詩 葆光（9代養順） 竪紙 1 34.7×24.1

39 漢詩
佐渡在邦（9代養
順）

竪紙 1 24.2×35.8

40 漢詩 山梁邦（9代養順） 巻紙 1 16.0×20.2

41 漢詩
半山彦、邦（9代養
順）

大判 1 31.8×61.1

42 漢詩 佐渡邦（9代養順） 竪紙 1 35.9×24.3

43 漢詩
〔佐渡養順（9
代）〕

竪紙 1 24.3×36.2

44 漢詩 葆光邦（9代養順） 切紙 1 24.5×14.3

45 漢詩 佐渡邦（9代養順） 大判 1 31.2×32.6

46 漢詩
〔佐渡養順（9
代）〕

竪紙 1 36.0×24.4

47 打鬼行
文久3年（1863）癸亥
12月26日

初白翁（坪井信良） 罫紙 1 24.3×34.2

48 漢詩
初白散人（坪井信
良）

大判 1 30.3×34.0

　○五言律詩か。

　○『風雲通信』No.68　文久2年（p.157）に「楼号初白ハ内実は我老公之命名ニテ、」とあり、「初白」を坪井信良と特定。

　○七言絶句

　○七言律詩3首

　○下書き

　○書体から推定。

　○2首。

　○五言律詩

　○七言絶句

　○「子孫相継伝秘訣二百星霜八世長々」

　○七言絶句2首。

　○七言律詩

　○七言絶句

　○七言絶句

　○七言絶句

　○断片

　○七言絶句

　○七言絶句

　○書体から推定

　○五言律詩

　○版心に「初白樓」とあり。
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49
漢詩（賀矢田堀君任大砲隊都
督）

初白平良（坪井信
良）

矢田堀君 大判 1 30.2×41.1

50 記先祖父遺行 嘉永2年（1849）5月 楨夫（建部賢隆） 袋綴 1 4丁 23.5×14.9

51 長光寺成趣園十勝 万延元年（1860）
琢斎建部楨（建部賢
隆）写

罫紙綴 1 2枚 24.7×17.9

52 漢詩（竹逕避暑・夜齋見蛍） 楨（建部賢隆） 竪紙 1 24.5×35.0

53 漢詩（夜到漁家） 楨（建部賢隆） 竪紙 1 24.2×34.6

54 漢詩 琢斎（建部賢隆） 竪紙 1 24.3×34.8

55 漢詩（歳勉述懐・冬暁） 楨（建部賢隆） 巻紙 1 16.3×46.5

56 吟稿
建部眉山〔建部賢
隆〕

罫紙綴 1 19枚 24.2×17.7

57 范石湖田園雑興
佐渡眉山教〔建部賢
隆〕写

大判 1 5枚 31.2×134.0

58 通玄田中君帰省につき贈詩 佐渡教〔建部賢隆〕 田中通玄 大判 1 31.6×48.1

59 漢詩（夏夜歩之） 佐渡教〔建部賢隆〕 巻紙 1 20.7×22.0

60 漢詩（月夜聴隣人弾琴） 教〔建部賢隆〕 竪紙 1 23.8×34.0

61 漢詩 教〔建部賢隆〕 葆斎（9代養順） 巻紙 1 16.0×42.0

62 漢詩（子規） 佐渡教〔建部賢隆〕 切紙 1 21.2×21.1

63 漢詩（秋山訪友図） 佐渡教〔建部賢隆〕 巻紙 1 20.0×39.5

64 漢文（寛猛論） 教〔建部賢隆〕 竪紙 1 23.7×34.0

65 書「白雲不興此山齊」 五無斎（建部賢隆） 大判 3 132.7×30.6

　○資料中に「栄蔵」とある。栄蔵は建部賢隆のこと（番号2-1を参照）。「建部眉山」は、賢隆とする。

　○端裏書「佐渡賢隆三之内」

　○端裏書「佐渡氏」

（3）書「我心如秋月」　三枚散人

　○「建部眉山」を建部賢隆としたので、「佐渡眉山教」は賢隆とする。

　○范石湖の七言絶句60首。范石湖は范成大。中国・南宋の政治家、詩人。

　○「天保己亥暮春於文華堂中書」とある。己亥は天保10年（1839）。

　○端裏書「佐渡賢隆三之内」

（2）漢詩　五無斎

　○七言絶句

　○七言律詩1首、七言絶句3首。

　○七言絶句

　○七言絶句

　○七言絶句3首。

　○七言律詩

　○七言律詩と五言排律。

　○七言絶句2首。

　○矢田堀は矢田堀鴻か。幕臣・明治時代前期の官僚。坪井信良の後妻よのの血縁者か。文政12年（1829）生～明治20年（1887）12月18

　○「楨夫」は建部賢隆のこと。8代養順（千代九郎）の4男。

　　日没。

　○「琢斎」は建部賢隆の号。

　　で高岡に滞在、知識人と交流。

　○広瀬旭荘の漢詩。旭荘は江戸後期の儒者。広瀬淡窓の弟。文化4年（1807）生～文久3年（1863）没。万延元年（1860）2月から3月ま

　○七言律詩

　○「佐渡眉山教」を建部賢隆としたので、「佐渡教」および「教」は賢隆とする。

　○五言絶句
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66 漢詩
〔嘉永6年（1853）〕
癸丑8月6日

慎（阿波加脩造） 両兄 巻紙 1 16.4×53.0

67 書解体小式後 安政2年（1855）3月
阿波加頴（阿波加脩
造）

罫紙綴 1 2枚 24.0×16.7

68 漢詩
万延元年（1860）庚
申

春塘陳人頴（阿波加
脩造）

大判 1 31.7×38.0

69
漢詩（己巳十月念九夜観賊徒
過二首＜ばんどり騒動＞）

明治2年（1869）11月 頴（阿波加脩造） 罫紙 1 24.6×33.4

70 漢詩（湖上観梅など） 頴（阿波加脩造） 巻紙 1 16.1×67.1

71 漢詩
春塘陳人頴（阿波加
脩造）

大判 1 31.5×32.1

72 漢詩 頴（阿波加脩造） 竪紙 1 24.0×34.0

73 緑窓遺稿
安政7年（1860）1月
18日

佐渡景行（佐渡立
策）

袋綴 1 23枚 24.2×17.7

74
建部老（佐渡家）新居落成の
賀文

天保2年（1831）11月
9日

荻原健（長崎浩斎）
写

建部家 大判 1 30.5×34.2

75 漢詩（賀富田蘆州大人六十）
天保14年（1843）癸
卯5月29日

荻原健（長崎浩斎） 富田蘆州 竪紙 1 25.0×36.7

76 漢詩 弘化2年（1845）元旦
四十七翁确然〔長崎
浩斎〕

葆斎（9代養順） 大判 1 134.5×31.0

77 漢詩
嘉永7年（1854）丙寅
麦秋（4）月晦日

千蒙小健（長崎浩
斎）

短冊 1 34.4×7.8

78
漢詩（三月望日空翠、翁遊卜
春亭）

3月 半健（長崎浩斎） 巻紙 1 19.7×59.5

79 漢詩（龍斎先兄観楽） 7月22日 健（長崎浩斎） 龍斎（8代養順） 巻紙 1 16.1×41.5

80 漢詩（九日夜宴、十一日） 9月11日 浩斎健（長崎浩斎）
誠所、葆（9代養
順）

巻紙 1 16.7×39.5

81 漢詩 荻原健（長崎浩斎） 巻紙 1 20.7×50.1

　○「確然」を使用していること､弘化2年のとき数え47才であること､落款印「越中／康醫｣「□（誠？）意堂」から長崎浩斎と推定。

　○「春塘」は阿波加脩造の号。

　○版心に「春塘文草」とあり。

　○佐渡景行は佐渡立策のこと。緑窓は号。8代養順（千代九郎）の6男。

　○七言絶句

　○七言絶句

　○「弘化二年元旦次葆斎韻四十七翁确然」

　○七言絶句

　○七言律詩

　○建部家新居落成の賀文を荻原健が写したもの。

　○七言絶句

　　医者。寛政11年（1799）生～元治元年（1864）9月14日没。『高岡知名録』を参照。

　○阿波加頴は阿波加脩造のこと。8代養順（千代九郎）の5男。魚津、阿波加玄季の養子となる。

　○七言絶句

　○七言絶句2首

　○「健」は長崎浩斎の名。長崎玄庭（蓬洲）の息。字は中正、号は養浩斎・浩斎・清風明月樓主人・鵷郊居士。通称は愿禎。高岡の町

　○七言絶句と五言律詩。

　○「龍斎」は、8代養順（千代九郎）の号。

　○七言絶句

　○印「浩斎」とあることから、荻原健は長崎浩斎と特定。

　○七言絶句



−124−

82
伝聞／高涛誠所／兄耳順寄／
壊于金府／客舎

浩斎荻原健（長崎浩
斎）

巻紙 1 15.5×35.5

83 漢詩（傲露園菊） 浩斎（長崎浩斎） 色紙 1 18.5×16.5

84 漢詩（傲露園菊） 浩斎（長崎浩斎） 色紙 1 18.5×16.5

85 漢詩 浩斎（長崎浩斎） 巻紙 1 10.5×15.0

86 漢詩（紫雲英） 浩斎健（長崎浩斎） 　 巻紙 1 16.3×18.0

87 漢詩
隣六翁小健（長崎浩
斎）

巻紙 1 15.4×25.9

88 漢文（華陽君見訪） 半健（長崎浩斎） 巻紙 1 16.5×31.5

89 漢詩（匆匆歳月十二年…） 半健子（長崎浩斎） 巻紙 1 15.5×25.0

90 漢詩（檉園先生二十回忌）
明治元年（1868）戊
辰2月10日

門人橘敬勝（長崎言
定）

竪紙 1 24.1×35.4

91 漢詩
長崎敬勝（長崎言
定）

葆光（9代養順） 巻紙 1 24.2×55.5

92
漢詩（年過四十にして初生子
誕生の祝詩）

敬勝（長崎言定） 巻紙 1 17.3×27.0

Ｂ　一般人別漢詩等

番号 表題 年代 差出 宛所 形態 数量
丁数
枚数

法量
（縦×横.cm）

93 朋友年齢 嘉永2年（1849）己酉 竪紙 1 24.1×35.1

　　録』を参照。

　　生～嘉永5年（1852）没。『高岡詩話（現代語訳）』など参照。

　○朋友9人(津島彦逸､山本道斎､松田良順､長崎元周､片山文哲､高峰元陸(元稑)､土肥俊蔵､沢田龍岱､上原文泊)の氏名､年齢を記す。

　○高峰元陸(元稑)は加賀藩医。号は槐窓。幼名は剛太郎。元稑と称し､昇と改める。明治2年(1869)に精一と改名。安政2年（1855)、

　　28日没。

　○松田良順は高岡の町医者。名は晉、字は良順、号は逸斎。山本道斎の弟で松田丁梦（9代松田三知）の養子となる。文政8年（1825）

　○七言絶句

　○七言絶句

　○華陽は森華陽か。名は恕、字は仲仁。嘉永5年（1852）、高岡に来る。『高岡詩話（現代語訳）』を参照。

　○七言律詩

　○沢田龍岱は高岡の町医者。沢田早雲の息。文政11年（1828）生。明治元年（1868）に開校した高岡学館の句読師となる。

　　壮猶館に出仕。士籍に列す。御姫様付奥医師から典医に昇進する。工学・薬学博士、高峰譲吉の父。『高岡市史』中巻を参照。

　　（現代語訳）』を参照。

　○土肥俊蔵は高岡の町医者。高岡で医者として家を起こした土肥知言の息。名は敏、字は遜志。俊造と称す。号は松軒。『高岡詩話

　○片山文哲は高岡旅籠町の医師。名は逸。片山文貞の息。明治9年（1876）3月、新川県射水郡医務取締となる。明治21年（1888）4月

　○上原文泊は詳細不明。

　○橘敬勝は長崎言定。長崎愿禎（浩斎）の長男。名は敬勝、号は秋江・松風水月居士。言定と称し、のち正国と改名する。高岡の町医

　　者。文政9年（1826）5月27日生～明治7年（1874）8月27日没。天保12年（1841）、小石元瑞塾に入門。『高岡市史』中巻を参照。

　○七言絶句

　○檉園先生は小石元瑞。嘉永2年（1849）没。明治元年は20回忌にあたる。

　○七言絶句

　○五言絶句

　○七言絶句

　○津島彦逸は高岡の町医者・漢学者。名は佶、字は叔閑、号は北渓・□翁。文化10年（1813）生～文久2年（1862）没。『高岡知名

　○七言絶句

　○山本道斎は高岡の勤王家。名は奎、字は仲章、号は道斎。文化11年（1814）生～安政2年（1855）没。『高岡知名録』を参照。

　○長崎元周は長崎言定。年齢より特定。

衛戀

橘敬勝は長崎言定。長崎愿禎（浩斎）の長男。名は敬勝、号は秋江。言定と称し、のち正国と改名する。高岡の町医者。文政9年

（1826）5月27日生～明治7年（1874）8月27日没。天保12年（1841）、小石元瑞塾に入門。『高岡市史』中巻を参照。
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94 詩座会合者の姓 巻紙 1 16.5×39.5

95 漢詩（席上秋斎雨中） 竪紙 89 24.0×34.8

96 漢詩（暮秋見菊花） 竪紙 6

97 漢詩（雲龍山観涛閣八勝） 蔵海 葆斎 罫紙 2 23.6×34.3

98 漢詩綴（開炉・雪晴郊行）
〔元治元年
（1864）〕

綴 1 15枚 24.5×35.0

99
漢詩綴（萱岸秋晴・月下独
酌）

〔慶応元年
（1865）〕乙丑8月22
日

竪紙綴 1 14枚 24.2×35.8

100
漢詩綴（夜投山邨・冬日早
起）

綴 1 7枚 24.3×36.0

101
漢詩綴（雪深不出門・寒夜偶
懐壮遊有感）

綴 1 7枚 24.3×36.5

102 漢詩 綴 1 9枚 24.5×35.8

103 漢詩（春雨訪友） 大判 1 30.3×49.5

104 漢詩（児誕生の賀詩） 巻紙 1 17.7×65.5

105 漢詩 竪紙 1 24.2×35.5

106 席上逆旅書壁 袋綴 1 8丁 24.3×18.8

107
漢詩綴（雨後清晩・端午前頓
熱）

綴 1 7枚 24.8×35.8

　○作者は、格、浩斎小健（長崎浩斎）、在。

　○作者は、格、桃酒。

　○外に作者不明4枚あり。

　○作者は、綱、秋江敬（長崎言定）、東竹（上子東竹）、東亭志人、八九翁、方舟（逸見方舟）、由斎（津田由斎）、柳谷。

　○外に作者不明1枚あり。

　○七言絶句草稿

　○七言絶句2首。

　○外に作者不明11枚あり。

　○作者は上子等合、鶴堂、活杖、佶（津島北渓）、渓生佶（津島北渓）、浩斎小健（長崎浩斎）、崑崙双子（崑崙山人）、莎洲（福尾

　○七言絶句2首

　　莎洲）、在、澤釼突、三竹、雀斎（笹原北湖）、竹□、直、楨（建部賢隆）、藤佶〔津島北渓〕、東亭、東竹（上子東竹）、半健

　○作者は、東方芝山、山田新川。

　○作者は、浩斎小健（長崎浩斎）、東竹（上子東竹）、葆斎邦（9代養順）、北渓（津島北渓）。

　○外に作者不明1枚あり。

　○作者は、格、佶（津島北渓）、浩斎健（長崎浩斎）、楨（建部賢隆）、葆斎邦（9代養順）、北渓（津島北渓）。

　○作者は秋芳（富田秋芳）、石化、方秋、北湖（笹原北湖）、由斎（津田由斎）。

　○作者は、秋江敬（長崎言定）、秋芳（富田秋芳）、石化、東竹（上子東竹）、稲□、半邨、方舟（逸見方舟）、葆斎邦（9代養

　○外に作者不明2枚あり。

　○広瀬旭荘は万延元年（1860）2月から3月まで高岡に滞在、知識人と交流した（参考、番号11-51）。

　○作者は、孝、秋芳（富田秋芳）、石化、東竹（上子東竹）、葆斎（9代養順）、方舟（逸見方舟）、由斎（津田由斎）。

　○但し詩文は（1）と異なる。蔵海はこれを手本として（1）の詩作をしたもの。

　　養順）、夜、由斎（津田由斎）、□波、柳虹？、盧山（釈盧山）、麈山外史、□園。

　○作者は、梧門（高峰玄台）、李園。

（2）漢詩（雲龍山観涛閣八勝）　広瀬旭荘作

　○蔵海は石堤長光寺住職（参考、番号10-8）。葆斎に、この詩の添削を依頼している。

　○雲龍山は伏木勝興寺。

　　順）、北湖（笹原北湖）、由斎（津田由斎）。

　　（長崎浩斎）、福斎、方舟（逸見方舟）、北渓（津島北渓）、北湖（笹原北湖）、葆斎邦（山梁詩痴、佐渡邦、葆斎、邦あり、9代
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108
漢詩（筑紫太宰府題梅・糸魚
川途上偶成・今町途上瞬目・
秋冬）

大判 1 31.1×133.5

109 葆斎の還暦を賀す作詩等 明治12年（1879） 葆斎 17

以下、雅号の50音順に配列

110 漢詩（盧岸秋晴） 藤森安業 巻紙 1 20.3×27.8

111 漢詩（奉賀葆斎君得令嗣） 片山逸 巻紙 1 15.5×20.9

112 増田蕉雨詩画屏風の題讃
〔安政元年
（1854）〕甲寅11月

佐伯有清 袋綴 1 2丁 24.0×36.0

113
漢詩（加賀藩祖桶峡奏賦二
首）

伊賀隠斎 巻紙 1 15.8×62.2

114
漢詩（録丙申之秋遊自生山之
詩以応達夫之需）

〔天保7年（1836）〕
丙申

井代 達夫（9代養順） 巻紙 1 20.5×27.5

115 漢詩 原迂斎 切紙 1 22.5×29.3

116 織姫手向、詩歌 大のや（端裏） 色紙 1 35.5×51.0

117 佐渡君令嗣東京行の餞 海寧 佐渡 罫紙 1 24.2×35.9

118 旭荘先生近作（漢詩） 広瀬旭荘 巻紙 1 16.5×42.0

119 漢詩
明治11年（1878）戊
寅元旦

敬児 罫紙 1 24.9×18.3

120 漢詩断簡（後欠） 仙台、中田敬甫 巻紙 1 16.0×17.2

121 漢詩（神通橋作）
得處生謙（金子得
所）

大判 1 31.0×47.0

122 漢詩（越中客裡術感二首） 乾 切紙 1 21.1×17.4

123 漢詩（不向芳筵把別巵） 乾 切紙 1 21.5×17.3

124
漢詩（太上皇幸北山離宮窃賦
一律）

文政7年（1824）甲申 岡崎元□ 大判 1 29.4×31.9

125 淡窓広瀬氏碑文 安政4年（1857）1月 孝（広瀬孝） 袋綴 1 2丁 24.1×17.9

126 漢詩 香雪陳人 巻紙 2 21.5×25.5

　○作者は、小健（長崎浩斎）、東竹（上子東竹）、葆斎邦（9代養順）、北渓・北渓生佶（津島北渓）、北湖（笹原北湖）。

　○七言絶句

　○木版刷

　○七言絶句3首

　○七言絶句3編

　○「孝謹識」

　○七言絶句

　○「葆斎」9代養順（三良）の号。

　○七言絶句

　○外に作者不明1枚あり。

　○作者は、津田半邨、南桃□、高紀堂、楨（建部賢隆）、葆光邦（9代養順）。

　○七言絶句

　○七言絶句

　○漢詩、和歌、句、漢文

　○作者は雪々斎、如水、時女、〆斎、里雅、河月、南唐海、□老、賀男、不詳2名。

　○「暮三関常好茶香処時々陪寅客周賦詠」

　○七言絶句

　○七言律詩

　○「孝、淡窓之義子、旭窓之実子也、当今齢二十二」

卂鴇

疼癩
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127 和歌と漢詩 国分山老 佐渡 巻紙 1 16.3×33.5

128 試作の近況報告 国分山禿 佐渡三龍（三良） 巻紙 1 20.9×39.2

129 漢詩（咏梅之詩） 斎藤 巻紙 1 16.3×23.2

130 漢詩（雪後引菊） 梧門渋丞 巻紙 1 22.7×15.0

131 佐久間象山翁雑感之詩九首 佐久間象山 巻紙 1 15.5×129.5

132 漢詩（雪深不出門） 春翠 切紙 1 21.5×15.2

133 漢詩 春水 巻紙 1 16.5×12.0

134 漢詩（次韻） 元旦 乗海正純 葆斎（9代養順） 切紙 1 29.7×25.6

135 奉呈野草一茎
弘化2年（1845）乙巳
7月22日

上子衡（上子心竹）
葆斎佐渡三良（9代
養順）

竪紙 1 24.1×35.7

136 漢詩（寄葆斎長兄） 心竹（上子心竹） 葆斎（9代養順） 切紙 1 45.9×17.3

137 漢詩
〔嘉永3年（1850）〕
庚戌元旦

小橋居士 大判 1 30.8×48.0

138 漢詩（壬子詩暦、小園梅） 嘉永5年（1852）壬子 晴湖老人 巻紙 1 12.7×14.5

139 近況詩歌
〔文政8年（1825）〕
乙酉9月9日

誠所
龍斎盟兄（8代養
順）

巻紙 1 16.0×75.5

140
漢詩（蒼龍佐先生勧学高韻兼
喜郷学命講之盛事）

明治2年（1869）己巳 爪葛生八十翁高嶋興
蒼龍佐先生（9代養
順）

大判 1 32.2×63.9

141 漢詩（年八十一侍宴詩） 八十翁高嶋興 蒼龍佐渡先生 大判 1 30.1×52.6

142 漢詩（寿　空翠　六十一） 梧門高峰清直 竪紙 1 24.0×34.4

143 漢詩（過日至富山途上作） 西□ 竪紙 1 24.1×35.8

　○合十和南

　○七言絶句

　○誠所は高島誠處。名は興、字は凡民・庄助と称す。五十里村、十村役。『高岡詩話（現代語訳）』を参照。

　○上子衡は上子心竹。名は衡、字は竹王。元城と称す。

　○七言絶句7首と七言律詩2首。

　○七言絶句

　○五言対句

　○七言絶句

　○「空翠」は野村空翠か。名を円平といい、八田屋円平と称す。『高岡詩話（現代語訳）』を参照。

　○五言律詩と七言絶句。

　○七言絶句2首

　○「葆斎賢兄元旦」

　○五言律詩

　○七言絶句

　○「四月八日之小集宿題杜鵑ニ御座候…」

　○蒼龍佐先生は9代養順（三良）。明治元年（1868）、高岡学館講師を命ぜられているので、己巳は明治2年。

　○梧門渋丞は高峰玄台か。号は犀江・赤松青。高岡町奉行小堀金五右衛門の家来・松井利右衛門の子。松井藤馬と称す。高峰幸菴の婿

　○龍斎は8代養順（千代九郎）。魚津、阿波加玄理の息。7代養順（竹次郎）の養子となる。

　○七言律詩

　○七言律詩

　○高嶋興は、五十里村、9代高島庄助。十村役。

　○漢詩2首（帰雁・山房春事）を書き添えている。

　○七言絶句

　○梧門は高峰玄台。

　　養子となり、玄台と改名。『高岡市史』中巻を参照。
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144 漢詩（立春即興）
慶応4年（1868）戌辰
1月11日

津田操（津田半村） 巻紙 1 17.7×29.0

145 漢詩 蓀□ 扇面 1 14.0×38.8

146 漢詩 大夢 竪紙 1 24.0×35.2

147 漢詩（酒醒枕上聞雁） 大夢 切紙 1 24.4×24.1

148 漢詩（山房秋日即事和） 大夢 葆斎国手（9代養順） 切紙 1 28.9×32.3

149 漢詩（五篇）の添削依頼 竹洲 5 33.4×15.0

150 漢詩（蛛綱、画意） 藤鳳梧 大判 1 31.0×62.5

151 漢詩（春暁聞鶯和） 藤公名 佐渡葆斎（9代養順） 大判 1 31.1×53.7

152 漢詩（葆斎詞兄芳韻）
慶応3年（1867）丁卯
3月

東斎 葆斎 巻紙 1 20.1×28.8

153 漢詩（偶成・百中花） 東斎老人 巻紙 1 20.0×32.0

154 漢詩 東竹（上子東竹） 巻紙 1 15.5×42.1

155 漢詩（夜投山村） 東竹（上子東竹） 切紙 1 30.5×24.2

156 漢詩
〔慶応3年（1867）〕
丁卯元旦

七三翁東亭 巻紙 1 19.8×64.0

157
漢詩（葆斎佐渡賢盟湖山新緑
芳韻）

桃□穆
葆斎佐渡賢盟（9代
養順）

切紙 1 27.4×30.3

158 詩作の提示および近況報告 桃□
葆斎賢兄（9代養
順）

巻紙 1 18.4×34.3

159 「問蛙高歌」問答
半山吟、邦（佐渡三
良）答

巻紙 1 21.0×40.5

160 漢詩
〔安政6年（1859）己
未

晩翠 佐渡両賢兄 巻紙 1 18.0×30.0

161 漢詩（丙午除日　丁未元日） 弘化4年（1847） 未建 巻紙 1 15.5×61.0

　○七言律詩

　○漢詩3首（月下為梅・暮春偶成）

　○七言律詩

　○七言絶句2首。

　○上子東竹は、名を格といい、字は物卿。担庵と称す。『高岡詩話（現代語訳）』を参照。

　○緑画が問い、半山と邦（佐渡三良）が答えている。

　○五言絶句2首

　○七言

　○五言律詩

　○七言律詩

　○「佐渡葆斎兄芳韻」

　○七言絶句

　○五言絶句2首

　○七言絶句2首。

　○七言絶句

　○津田操は津田半村。名は操、字は子薫。塩屋彌右ェ門と称す。

　○丙午は弘化3年（1846）、丁未は同4年。

　○「葆斎国手韻」

　○七言絶句

　○印文「津田／操印」

　○美濃の大夢。美濃の漢詩人木蘇岐山の父。

垞写

卂鴇

卂鴇
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162 漢詩 彦 切紙 1 31.1×16.6

163 送立齋詞兄西遊 弼 立斎 竪紙 1 23.8×32.8

164 漢詩 敏 大判 1 31.0×45.0

165 漢詩 南堀聞海
佐渡葆斎（佐渡三
良）、長崎剱山

巻紙 1 19.3×27.5

166 漢詩（乙丑元旦恭謁）
〔元治2年（1865）〕
乙丑

逸見在綱（逸見方
舟）

竪紙 1 24.4×34.7

167 漢詩（佐葆斎見示） 元旦
方舟逸見（逸見方
舟）

佐葆斎（9代養順） 大判 1 30.0×39.9

168 漢詩（家厳病蓐下）
逸見清晨〔逸見方
舟〕

佐渡先生 大判 1 138.0×65.2

169
詩作添削依頼および唐船入港
書翰写など落手につき書状

9月15、16日 逸見在（逸見方舟） 佐葆斎（9代養順） 大判 1 29.8×60.0

170 漢詩（草風翁追善賦）
〔嘉永3年（1850）〕
庚戌5月11日

佶（津島北渓） 切紙 1 31.2×21.8

171 漢詩
安政元年（1854）甲
寅

藤佶〔津島北渓〕 切紙 1 31.5×15.2

172 漢詩（賀龍斎君華甲） 〔安政3年（1856）〕 藤佶〔津島北渓〕 龍斎（8代養順） 大判 1 31.2×31.0

　

173
序文（香霧帖序＜高岡桜馬場
＞）

安政5年（1858）戌午 津島北渓 罫紙 1 24.1×36.2

174 漢詩 北渓（津島北渓） 切紙 1 30.0×14.3

175 聞虫旧製録以塞責
北渓生佶（津島北
渓）

切紙 1 30.4×21.5

176 漢詩（四月即景得蓙字） 北渓佶（津島北渓） 竪紙 1 34.5×24.0

177 漢文
□□□津島佶（津島
北渓）

大判 1 31.0×43.8

178
佐渡兄に自作詩の評を乞うこ
との依頼

道者游 佐渡兄（三良？） 巻紙 1 17.0×37.0

179
大野介堂作詩紹介および近況
報告

由斎（津田由斎）
葆斎盟兄（9代養
順）

大判 1 29.8×50.3

　○逸見在綱は、逸見方舟。名は在綱、字は有秋、号は方舟・舫斎。屋号は高原屋。幼名は直太郎。文九郎、のち又一と改める。高岡の

　○五言律詩

　○「臨別次佐渡先生方韻謹呈」

　○漢詩（佐葆斎詞兄賞月於横田橋得横字）

　○五言律詩

　○七言絶句

　○五言律詩

　○五言律詩

　○七言絶句

　○七言絶句

　　勤王家。文政8年（1825）8月1日生～明治8年（1875）8月31日没。『高岡知名録』を参照。

　○七言絶句

　○「佐渡葆斎長崎剱山二詩宗」

　○「敏」は、土肥松軒か。

　○龍斎（8代養順）が還暦を迎えるのは安政3年。

　○「佶」は津島北渓の字。

　○七言絶句

　○七言絶句
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180 漢詩（小隊教練・大隊教練）
〔安政5年（1858）］
戊午1月

山中有暦 巻紙 1 16.1×33.2

181
漢詩（祭星前夕訪佐渡畳兄席
上韻）

□場未定 長崎老 巻紙 1 16.4×50.0

182
寓廣軋精舎待以遣興・与琢斎
兄夜話

劉昇（劉冷窓） 琢斎（建部賢隆） 大判 1 24.3×54.2

183 漢詩 冷窓（劉冷窓） 絹本 1 22.5×19.3

184 漢詩（宿佐渡氏竹林亭） 老□ 切紙 1 30.3×23.8

185 漢詩（春晴晩眺） 釈盧山 竪紙 1 36.0×23.7

186 名刺（金子与三郎） 金子与三郎 切紙 1 19.0×7.0

187 漢詩等（作者不明） 14

Ｃ　その他文芸

番号 表題 年代 差出 宛所 形態 数量
丁数
枚数

法量
（縦×横.cm）

188 賦何瓶連歌
元禄11年（1698）3月
26日

浄休など10名 長帳 1 4丁 16.8×47.8

189 諭歌・誓歌 巻紙 1 16.3×30.6

190 狂歌 切紙 1 32.0×12.7

191 戯歌（「謹酒」） 竹子や 切紙 1 24.5×24.0

192
戯歌、四良と蛙舎梨のちらし
書

大判 1 30.8×52.0

193 戯歌 巻紙 3 13.5×13.5

194 道歌（親鸞上人、沢庵和尚） 巻紙 1 15.5×46.0

195 四月松魚売勇商人 竪紙 1 24.2×35.4

196 道行文二枚 竪紙 2 24.3×36.6

197 絵草紙覚 長帳 1 3丁 12.0×34.0

198 棋譜（将棋） 大判 1 32.0×41.7

199 倭仮名色七文字 袋綴 1 5丁 24.0×18.0

200 徒然草第六十八章（写） 大判 1 30.7×42.0

　○「温故」の名あり。

　○作者は井中蛙、強気。

　○七言絶句

　○由斎は津田由斎。名は景完、字は苟好、鶴来屋喜三次と称す。横田町の津田家、酒造業の「つるぎ屋」。

　○大野介堂は富山藩の儒者。儒者大野拙斎の子。通称は欽一郎、名は賁、字は士文。介堂は号。広徳館教授。文化5年（1808）生～文

　○金子与三郎は金子得所。出羽国の人。名を謙といい、與三郎と称す。『高岡詩話（現代語訳）』を参照。

　○大野介堂作の漢詩2首（立山・籠渡）。

　　久元年（1861）没。

　○劉昇は劉冷窓。名は昇、字は君平。三郎と称す。『高岡詩話（現代語訳）』を参照。

　○釈盧山は、名を周玄、字を周民。慶圓寺、常敬寺と称す。『高岡詩話（現代語訳）』を参照。

　○七言絶句

　○七言絶句

　○□場から長崎老丈兄に贈られたもの。

　○作者は、四良、蛙舎梨。

　○浄瑠璃

　○四月松魚は初鰹。その売声の文句。

疼癩
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201 詠歌（天是花中偏愛菊） 巻紙 1 17.2×38.5

202 詠歌（菊の歌数首） これやす 巻紙 1 17.2×24.7

203 水府景山公と尾張公の和歌 巻紙 1 16.5×155.5

204
和歌五首（山居午睡・雨窓医
客・燕子来・酔歩田間）

関 巻紙 1 15.7×51.8

205 和歌（雪中歳暮） 閑山 短冊 1 36.0×5.5

206
和歌（長閑なる世に長閑なる
…）

閑山 短冊 1 36.0×6.0

207 和歌（詠養順之字） 恵雲 養順 短冊 1 35.7×6.0

208 詠歌 言定（長崎言定） 大判 1 30.6×42.0

209 和歌 言定（長崎言定） 大判 1 30.5×41.1

210 高岡市名所詠（和歌） 明治31年（1898） 孝種 大判 1 35.5×59.3

211 祝新婚の和歌 子仁 短冊 1 36.0×6.0

212
和歌（佐渡大人還暦御齢を迎
て杖の頭に福らすずめを彫て
つけられければ）

楫雄 佐渡大人 短冊 1 35.6×6.0

213 和歌（月前時島） 成 大判 1 31.0×41.0

214
和歌五首（竹生島にて、春夜
聞雨、杜鵑二声、遠聞杜鵑、
五月雨）

青仲 巻紙 1 16.4×63.0

215 歌評を乞う手紙の返書 6月17日 雪中（日下雪中） 堀大人 巻紙 1 16.2×27.6

216
「糸巻形御所落雁」をもらい
歌による御礼

雪中（日下雪中） 巻紙 1 15.7×16.3

217
和歌（産婦に名たたる佐渡氏
の菊見にまいりて）

雪中（日下雪中） 佐渡氏 短冊 1 36.6×6.0

218
和歌一首（めに見えぬ秋は風
にぞ…）

雪中（日下雪中） 　 巻紙 1 15.7×8.4

219 和歌（色菊は…） 雪中（日下雪中） 巻紙 1 17.0×16.5

220 四十二の賀歌 長春 色紙 1 17.0×17.8

221 和歌三首
長崎半健（長崎浩
斎）

竪紙 1 23.8×35.3

222
和歌六首（卯花、ほととぎ
す、弥陀を頼むこころを）

やどり木のあるじ 巻紙 1 16.0×49.0

223
和歌四首（卯花、ほととぎ
す）

やどり木 巻紙 1 15.9×43.2

224
和歌（われをみてもひさしく
なりぬ…）

とく 色紙 1 34.7×50.0

225 和歌 色紙 1 36.5×51.0

226
俳句（改て建し佐渡公の館を
祝し奉る）

真葛 佐渡氏 短冊 1 36.0×6.0

227 俳句 青雨 色紙 1 18.2×17.0

　○真葛は真葛坊か。江戸時代後期、高岡の俳人。

　○琉球三絃を読む。

　○和歌2首。

　○「言定潤色」

　○水府景山は水戸徳川斉昭。

　○雪中は日下雪中。名は明、字は子明、号は越の雪中・六々亭・成雅。通称は茶木屋権兵衛。高岡の俳人。『高岡知名録』を参照。
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228 書 逸露 扇面 1 18.5×48.3

229 書 廣瀬謙 扇面 1 14.5×41.3

230 書 柏原虎陵 扇面 1 14.5×45.8

231 書「壽祺」
嘉永7年（1854）甲寅
元旦

坪井信敬 大判 1 31.0×55.0

232
書「慶雲興以招龍和風起而儀
鳳」

弘化4年（1847）元旦 坪井信友 大判 1 130.0×30.7

233 書「海内無虞萬国玄静」 坪井信友 大判 1 130.0×30.7

234 往来物（手紙文） 続紙 3 30.0×131.0

235 中山正使浦添王子詠等 巻紙 2 15.0×33.0

236 菅神遺訓 大判 1 37.8×50.0

237 佐藤継信の書状写と釈文 弘化4年（1847）9月 大判 1 32.0×123.3

238
漢詩（山居留宿、夜坐、金陵
駅）

巻紙 1 15.9×30.0

239 拓本（処世術）
安永10年（1781）辛
丑正月

大判 1 32.2×51.0

240 拓本 閑雲 大判 1 29.8×38.2

241
拓本「加賀國學助教蓀坡林先
生墓誌銘」

大判 2 46.0×31.5

242 拓本（いろはうた） 大判 7 30.5×29.5

243 漢字敷写 大判 23 28.4×40.5

244 図画 袖蘭女史 扇面 1 14.7×46.5

245 白鷺図 晴洲
葆斎大兄（9代養
順）

大判 1 136.0×32.2

246 神農図 巻紙 1 18.5×26.7

247 刀の銘極め 切紙 1 25.8×16.0

248 和歌散らし書 19

249 和歌等（作者不明） 6

　○閑雲は、18代瑞龍寺住職。名は国常、字は真巖、号は閑雲・雪荘・碧蓮道人など。『高岡知名録』を参照。

　○坪井信友は坪井信道の長男。天保3年（1832）10月5日生～慶応3年（1867）5月25日没。

　○「右晋書夏侯湛伝」

　○落款・落款印は「晴洲」。

　○「為　葆斎大兄□」

　○坪井信敬は、坪井信道の3男。谷八左衛門の2女・楽と結婚し、谷姓を名乗る。

　○七言絶句・和歌

　○元（中国）の雲林、宋（中国）の文天祥の漢詩。

　○訳文　黒河春村

　○「右晋書陸雲傳」「試筆」

（3）往来物（手紙文）

（2）拓本（林氏碑文）

　○木版刷

（2）挨拶文

　○祖　左兵衛尉継信

　○五言律詩1首、七言律詩2首。

　○木版刷　裏貼

　○頒布　佐藤信古

葆斎大兄（9代養順）
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１２．写真（写真収納箱)

Ａ　佐渡家

番号 表題 年代 差出 宛所 形態 数量
法量

（縦×横.cm）

1 佐渡登良（8代養順の妻）
明治2年（1869）己巳
11月22日

ガラス乾
板

紙焼き
2 10.3×6.7

2 佐渡養順（9代） 〔明治2年（1869）〕
ガラス乾

板
紙焼き

2 11.0×7.8

3 佐渡養順（9代）
明治2年（1869）　50
才

ガラス乾
板

1 10.0×7.3

4
佐渡養順（9代）・敬吉（養
子、後の10代）

明治2年（1869）
ガラス乾

板
1 10.0×7.3

5 佐渡養順（10代）
明治2年（1869）
（実14才）

ガラス乾
板

1 9.0×7.1

6
佐渡なつ（9代養順の長女）、
いつ（9代養順の2女）、阿波
加のぶ（脩造の2女）

明治8年（1875）5月
27日

ガラス乾
板

1 8.3×11.3

7 佐渡養順（9代）、なつ、いつ 明治10年（1877） 紙焼き 1 9.2×5.9

8 佐渡養順（9代）、なつ、いつ
明治11年（1878）4月
28日

紙焼き 1 6.0×9.0

9 佐渡養順（9代）、なつ、いつ 明治11年（1878）5月 紙焼き 1 9.1×6.0

10 佐渡敬吉（10代養順）
明治11年（1878）1月
10日

紙焼き 1 8.1×5.8

11
佐渡より（9代養順の妻）、礼
吉（9代養順の3男）

明治11年（1878）5月 紙焼き 1 9.3×5.8

　○敬吉の年齢は明治15年（1882）戸籍訂正により、文久2年（1862）生れを安政3年（1856）生れとしたので、6才遡る。よって

　○『風雲通信』口絵に使用。

　○佐渡いつは、9代養順（三良）の2女。婦負郡四方町、永守兵太郎に嫁ぐ。

　　膝上に安んするものハ、なつの妹ゑつなり／明治八年五月二十七日魚津清水舎に於て富山の／写真家建部某に写し取らし

　　む」。

　○裏面に「三／明治十一年四月廿八日／越中高岡澤田一郎写／右、佐渡養順五十九才／中、次女いつ八才／左、長女なつ十一

　○箱蓋表に「佐渡老母真影」。

　○箱蓋裏に「名登良長崎蓬洲女／八世佐渡養順室明治／己巳時年六十七仲冬／二十二日嘱立花香輔／直写其真」。

　○佐渡とらは、8代養順（千代九郎）の妻。長崎玄庭の娘。

　○9代養順は佐渡三良のこと。8代養順（千代九郎）の長男。

　○『風雲通信』の口絵に使用。

　○法量は、箱の額縁の大きさ。

　○裏面に「第一／明治十一年一月十日東京片山某写取／十五年三ヶ月」（実23才）。

　○裏面に「五／佐渡より年四十四才／同礼吉年五才／明治十一年五月／澤田一郎写」。

　○佐渡よりは9代養順（三良）の妻。横田屋吉左衛門の娘。

　○「明治二年六月／右ハ九世養順也　年五十才／左ハ十世養順也　年八才（実14才）」

　○箱蓋内側面に「中央に座するものハ、阿波／加脩造の次女のぶ、／其右なるは佐渡養順の長女なつ、／その左に居て乳母の／

　○佐渡敬吉は10代養順のこと。阿波加脩造の長男。9代養順（三良）の養子となる。

　○佐渡なつは9代養順（三良）の長女。10代養順（敬吉）の妻。

  ○裏面に「七／明治十年七月／長女なつ十才／佐渡養順五十八才／二女いつ七才」。

　○裏面に「六／十一年長女なつ／八年次女ゑつ（いつ）／五十九年佐渡養順九代目三良／明治十一年五月澤田一郎写」。

　○阿波加のぶは、阿波加脩造の娘。

　　才」。

　　実年齢をカッコ書きする（以下同じ）。

ガラス乾板
紙焼き

ガラス乾板
紙焼き

ガラス乾板

ガラス乾板

ガラス乾板

ガラス乾板

明治2年（1869）

明治2年（1869）
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12 佐渡敬吉（10代養順） 明治12年（1879）2月 紙焼き 1 9.0×5.8

13
佐渡なつ、いつ、たみ（9代養
順の3女）

明治16年（1883）1月
ガラス乾

板
1 10.2×9.9

14 佐渡たみ
明治16年（1883）3月
23日

ガラス乾
板

1 11.0×8.1

15 佐渡たみと下女
ガラス乾

板
1 9.8×7.8

16 佐渡養順（10代） 明治17年（1884） 紙焼き 1 9.0×6.0

17 佐渡養順（10代） 明治17年（1884） 紙焼き 1 9.0×6.4

18
佐渡なつ、順吉（11代養
順）、たみ

明治19年（1886）1月 紙焼き 1 9.0×5.8

19 佐渡なつ 紙焼き 2 9.0×5.9

20 佐渡より、たみ 明治22年（1889） 紙焼き 1 9.4×5.8

21
佐渡より、藻谷きよ（8代養順
の3女）、土井まさ、高井ゆき

紙焼き 1 9.0×5.6

22
佐渡養順（10代）、順吉（11
代養順）

明治23年（1890）1月 紙焼き 1 8.8×5.8

23 佐渡なつ、いつ、たみ 明治23年（1890） 紙焼き 1 9.8×5.8

24
佐渡いつ、たつ（10代養順の
長女）

明治25年（1892）4月 紙焼き 2 9.4×6.1

25
佐渡なつ、順吉（11代養
順）、たつ

明治25年（1892）7月
4日

紙焼き 1 9.5×6.3

26
佐渡なつ、順吉（11代養
順）、たつ

明治25年（1892）7月 紙焼き 1 9.7×6.2

　○裏面に「十／明治廿五年七月四日写／廿五才なつ女／一才たつ女／八才順吉」。

　○台紙に「越中高岡桃井製」。

　○裏面に「九／明治廿五年七月写／なつ廿五才／順吉八才／たつ七ヶ月」。

　○裏面に「十三／明治23年／佐渡ゑつ（いつ）二十才、佐渡たみ十五才／佐渡なつ二十三才／桃井之写」。

　○裏面に「十七／いつ子／たつ子」「第二十二／明治廿五年四月／いつ二十二才／たつ四ヶ月」。

　○佐渡たつは10代養順（敬吉）の長女。富山市荒町、沢田家に嫁ぐ。

　○土井まさは、石動、土井卯兵衛に嫁いだ8代養順（千代九郎）の長女ことの3女。

　○高井ゆきは藻谷きよの孫で、塚原村川口の高井家へ嫁す。

　○裏面に「四／明治二十三年一月写／佐渡養順、年二十九才（実35才）／順吉、当才六才」。

　○佐渡順吉は11代養順のこと。10代養順（敬吉）の長男。

　○裏面に「十六／なつ」「十五／佐渡なつ」。

　○裏面に「十一／佐渡母より子、年五十五才／三女たみ子、年十四才」。

　○裏面に「第四十三／茂谷きよ／高井ゆき／佐渡より／土井まさ」。

　○藻谷きよは8代養順（千代九郎）の3女。小杉、藻谷小右衛門（下条屋）に嫁ぐ。

　○裏面に「十二／佐渡なつ十九才／順吉二才／たみ十一才／明治十九年一月」。

　○箱蓋内側面に「中なるわ、佐渡たみ／その左なるわ、下女松／なり、又右なるハ、下女糸也」。

　○佐渡礼吉は9代養順（三良）の3男。

　○裏面に「第二／大学医学部生徒／佐渡敬吉／十六年四ケ月／明治十二年二月写真」（実24才）。

　○箱蓋内側面に「右、佐渡なつ十六才／中、たみ八才／左、いつ十三才／明治十六年一月うつす」。

　○佐渡たみは9代養順（三良）の3女。婦負郡八尾町、橋爪徳右衛門に嫁ぐ。

　○裏面に「十代目佐渡養順年二十三才／明治十七年」（実29才）。

　○台紙に「越中国高岡澤田製」

　○裏面に「三／明治十七年写／十世佐渡養順／敬吉23才」（実29才）。

　○箱蓋内側面に「明治十六年三月廿三日／午後三時澤田に於テ之／レヲ写ス／右ハ佐渡たみ女年八才」。

ガラス乾板

ガラス乾板

ガラス乾板
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27 佐渡なつ、いつ 明治26年（1893）5月 紙焼き 2 5.7×9.0

28 佐渡たみ
明治26年（1893）5月
4日

紙焼き 1 9.2×6.1

29 いつ、たつ 明治26年（1893）5月 紙焼き 2 9.2×5.9

30 佐渡健吉（10代養順の5男）
明治35年（1902）8月
19日　1才

紙焼き 1 8.8×5.7

31 佐渡たつ、佐渡健吉
明治36年（1903）1月
17日

紙焼き 1 8.7×5.8

32
佐渡良吉（10代養順の3男）、
佐渡正吉（10代養順の4男）、
佐渡健吉

明治37年（1904）7月 紙焼き 1 8.8×5.9

33 佐渡たつ、佐渡健吉 明治38年（1905）7月 紙焼き 1 8.8×5.8

34 佐渡良吉、関小一 紙焼き 1 8.8×5.8

35 佐渡正吉
明治39年（1906）6月
19日

紙焼き 2 8.5×5.5

36 佐渡りつ（10代養順の3女） 明治41年（1908） 紙焼き 1 8.9×5.9

Ｂ　坪井家

番号 表題 年代 差出 宛所 形態 数量
法量

（縦×横.cm）

37 坪井くめ（坪井信良義母） 紙焼き 1 9.7×5.9

　○裏面に「在京坪井信良母」。

　○表覆紙に「四十一」。

　○台紙に「鈴木真一／横浜真砂町／東京九段坂」。

　○台紙「高岡市／臼井写」

　○佐渡リツ子（りつ）は、10代養順（敬吉）の3女。夭折。

　○裏面に「明治三十九年、九歳正吉／第五十一」「明治三十九年、佐渡正吉、年九才／第五十」。

　○台紙に「高岡市坂下町西方寺向ヒ小路臼井美弘舘」「高岡市桐木町臼井美弘舘」。

　○上覆紙に「十世佐渡養順の三女リツ子／明治四十年未／十一月廿四日午前出産ス／同四十一年申七月廿四日朝死ス」。

　○裏面に「第五十八／佐渡リツ子／年八ヶ月」。

　○裏面に「佐渡たつ十四年／佐渡健吉四年／明治丗八年七月／第五十三」。

　○台紙に「北陸高岡市／桐木町／臼井美弘舘」。

　○裏面に「佐渡良吉／関小一／第五十七」。

　○台紙に「写真部／上野為次郎／越中高岡市梶原町」。

　○台紙に「北陸高岡市／梶原渕町／写真師／上野為次郎」。

　○裏面に「第五十六／右、佐渡良吉十一才／中、同健吉三才／左、同正吉七才」。

　○台紙に「北陸／高岡市／梶原町／上野為次郎」。

　○佐渡良吉は、10代養順（敬吉）の3男。厚木で分家する。

　○佐渡正吉は10代養順（敬吉）の4男。青森、及川家に養子。

　○裏面に「第三十三／佐渡健吉／明治丗五年八月十九日」。

　○台紙に「上野為二／北陸高岡市大神宮前通」。

　○佐渡健吉は10代養順（敬吉）の5男。出町、鈴木次助の養子となる。

　○裏面に「佐渡たつ年十二才／佐渡健吉二才／第五十二／明治三十六年一月十七日」。

　○台紙に「越中高岡桃井製」。

　○裏面に「第二十四／明治廿六年五月四日写／佐渡たみ年十八才／橋爪せん二才」。

　○台紙に「高岡市桜馬々」。

　　才」。

　○裏面に「十八／明治二十六年五月写／いつ廿三才／たつ二才」「十九／明治二十六年五月写／佐渡ゑつ二十三才／佐渡たつ二

  ○裏面に「十四／明治二十六年五月／佐渡ゑつ（いつ）／佐渡なつ」「二十／姉佐渡なつ／妹佐渡ゑつ」。
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38 坪井正五郎（坪井信良の2男） 紙焼き 1 8.7×5.7

39
坪井誠太郎（坪井正五郎の長
男）

明治26年（1893）頃 紙焼き 1 9.1×6.3

40
坪井誠太郎、坪井春子（正五
郎の長女）、坪井菊子（正五
郎の2女）

明治36年（1903）5月 紙焼き 1 14.0×9.7

41
坪井正五郎家族（正五郎、直
子、誠太郎、忠二、菊子、春
子）

明治41年（1908） 紙焼き 1 9.3×13.5

Ｃ　阿波加家

番号 表題 年代 差出 宛所 形態 数量
法量

（縦×横.cm）

42 阿波加脩造（8代養順の5男）
明治2年（1869）己巳
6月9日

ガラス乾
板

1 8.0×11.0

43
阿波加脩造家族（脩造、准
二、のぶ、やす）

明治11年（1878）10
月

紙焼き 1 9.5×5.7

44 阿波加たみ、准二
明治11年（1878）10
月

紙焼き 1 9.1×5.4

45
阿波加脩造家族（脩造、た
み、蕃、信子、良造）

明治20年（1887）10
月22日

紙焼き 1 10.2×15.3

46 阿波加秀子
明治36年（1903）1月
4日

紙焼き 1 8.8×5.9

　　右者則、蕃之妻信子、／歳二十二／在右方而坐椅者、末家／良造也、歳四十一／明治廿年十月廿二日撮影／于家庭」。

　○阿波加脩造は、8代養順（千代九郎）の5男。阿波加玄李の養子となる。

　○裏面に「次男准二十年三ヶ月／阿波加脩造四十二年一ヶ月／次女のぶ十二年三ヶ月／長女やす廿一年一ヶ月／明治十一/年十

　○阿波加准二は、阿波加清（阿波加玄李の娘）と佐伯某の息。（『風雲通信』「阿波加家系図」参照）

　○阿波加やすは、阿波加玄李の娘。蕃に嫁いでいたが早世。（同上）

　○裏面に「左方靠椅者、阿波加蕃、歳丗三／其右則、蕃之父脩造、五十三／其右即卓位者、脩造之妻民子、／歳四十九／坐其

　○阿波加信子は阿波加脩造の娘。蕃を婿に迎える。（同上）

　○裏面に「明治11年10月撮影／次男准二、十年三ヶ月／阿波加脩造妻たみ、／三十九年五か月／第三十三」。

　○阿波加たみは、阿波加脩造の妻。

　　月／撮影ス」。

　○坪井忠二は、坪井正五郎の2男。

　○箱蓋表面に「阿波加脩造眞影」。

　○箱蓋裏面に「…明治二年己巳歳三十五夏六月初九使富山藩士立花香平写其眞此像是也…」。

　○裏面に「坪井誠太郎／九年九ヶ月／同春子／六年三ヶ月／同菊子／三年七ヶ月／明治三十六年五月」。

　○台紙に「東京本郷湯島天神町三丁目／宮内幸太郎」。

　○坪井春子は坪井正五郎の長女。西田成三に嫁ぐ。

　○坪井菊子は坪井正五郎の2女。佐谷台二に嫁ぐ。

　○台紙に「坪井正五郎家族／明治四十一年撮影／正五郎／直子／誠太郎／十五才／忠二／六才／菊子／九才／春子／十一才」

　○坪井直子は、坪井正五郎の妻。

　　「Y.Ichikawa／本郷御茶ノ水／市川製」。

　○台紙に「東京／九段／T.HASEGAWA／長谷川」。

　○坪井正五郎は、坪井信良の2男。人類学者。文久3年（1863）1月5日生～大正2年（1913）5月26日没。

　○表覆紙に「四十二／在京／坪井誠太郎／清」。

　○台紙に「写真師／丸木利陽／東京芝新シ橋角／国会議事堂前」。

　○坪井誠太郎は坪井正五郎の長男。地質・鉱物学者。

　○坪井くめは坪井信道の妻。青地林宗の娘。

　○包紙に「坪井正五郎」。

　○阿波加良造は、阿波加清の夫。（『風雲通信』「阿波加家系図」参照）

ガラス乾板
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47 阿波加脩造
明治36年（1903）4月
8日

紙焼き 1 8.8×5.6

48 阿波加信子、清、菊子 紙焼き 1 9.0×6.0

49 阿波加信子、憲吉 紙焼き 1 9.5×6.2

50 阿波加国雄
明治36年（1903）6月
30日

紙焼き 1 9.0×6.0

51 阿波加国雄
明治38年（1905）5月
13日

紙焼き 1 9.0×6.0

52 阿波加国雄の乳母春み
明治38年（1905）5月
13日

紙焼き 1 9.0×6.0

53 阿波加脩造 大正5年（1916）頃 紙焼き 1 8.7×5.8

Ｄ　藻谷家

番号 表題 年代 差出 宛所 形態 数量
法量

（縦×横.cm）

54 藻谷伊作
明治23年（1890）2月
11日

紙焼き 1 9.3×6.2

55 茂（藻）谷伊作 紙焼き 1 9.2×6.0

56 藻谷梅子（藻谷伊作の妻） 明治23年（1890）2月 紙焼き 1 9.2×6.0

57 藻谷たか（藻谷伊太郎妻） 明治23年（1890）2月 紙焼き 1 9.6×6.0

58 茂（藻）谷やす子 紙焼き 1 9.3×6.1

59 藻谷貞子
明治29年（1896）11
月1日

紙焼き 1 8.9×6.0

　○藻谷伊太郎は小杉、赤壁徳平の第3子。藻谷家の養子となる。海内果に師事し越中改進党を組織する。

　　系図」参照）

　○阿波加清は阿波加玄李の娘。佐伯某に嫁いだが、准二をつれて実家に戻り、良造を婿に迎える。（『風雲通信』「阿波加家

　○台紙裏面に「阿波加脩造撮影／明治三十六年四月八日写ス時ニ年／六十九…」「第四十」。

  ○裏面に「阿波加のぶ／分家奥／娘きく／第三十五」。

　○阿波加菊子は、阿波加清と良造の娘。（同上）

　○台紙裏面に「明治廿三年二月写／藻谷伊太郎／妻たか」「第二十九」。

　○裏面に「のぶ／憲吉／第三十四」。

　○阿波加憲吉は、魚津寺崎家より蕃・信子夫妻の養子となる。（『風雲通信』「阿波加家系図」参照）

　○台紙裏面に「阿はか国雄／乳母春み」「第三十九」。

　○台紙表面に「富山県高岡市小森謹写」。

　○台紙裏面に「明治廿三年二月写／藻谷伊作／妻梅子／四十一才」「第二十八」。

　○8代養順の3女清が小杉、藻谷小右衛門に嫁いでいる。伊作は小右衛門の息。

　○台紙裏面に「茂谷伊作」「第二十七」。

　○台紙裏面に「明治三十六年一月四日之写／阿波加秀子／十才」「第三十八」。

　○阿波加秀子は詳細不明。

　○中表紙に「大正五年五月十二日死亡／大空院覚葊醉夢居士／生前肖像」。

　○差紙に「魚津町／阿波加老人脩造／年八十二才斗リ」。

　○台紙に「魚津／武隈写真館」。

　○台紙裏面に「明治廿三年二月十一日写／藻谷伊作／五十一才」「第二十六／二」。

　○台紙裏面に「阿波加蕃次男國雄／明治丗六年癸卯五／月十三日生／越三十日撮影」「第三十六」。

　○阿波加国雄は、阿波加信子と蕃の息。（『風雲通信』「阿波加家系図」参照）

　○台紙裏面に「明治三十八年五月／十三日之写／阿はか国雄／まん二年」「第三十七」。

　○台紙表面に「富山県／高岡市／小森謹写」。

　○台紙裏面に「茂谷娘／やす子」「第三十」。

　○台紙裏面に「呈佐渡君／藻谷伊作第八孫／三女貞子／廿九年九月一日生／廿九年十一月一日写之」「第三十一」。
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Ｅ　永守家

番号 表題 年代 差出 宛所 形態 数量
法量

（縦×横.cm）

60 永守やい 紙焼き 1 9.1×6.0

61 永守やい、岩瀬はる子 紙焼き 1 9.3×6.1

62 永守やい 紙焼き 1 9.1×6.0

63 永守曻太郎 紙焼き 1 8.9×6.0

64 永守はる、曻太郎 紙焼き 1 9.2×5.9

65 永守はる、曻太郎 紙焼き 1 9.2×5.9

66 永守はる 紙焼き 1 8.9×6.2

Ｆ　その他

番号 表題 年代 差出 宛所 形態 数量
法量

（縦×横.cm）

67 橋爪せん 紙焼き 1 9.6×5.0

68
高井セイ、源次郎、ギン、ツ
ネ、セイ長男由田雅之

明治23年（1890）2月 紙焼き 1 10.2×6.1

69 津島とよ勝光寺老母 紙焼き 1 9.0×5.8

70 佐渡家玄関前
昭和14年（1939）10
月

銅版ネガ 1 6.0×9.0

　○この兄弟の母ゆきは藻谷家より高井家へ嫁す（番号12-21参照）。

　○台紙裏面に「廿三年二月写／高井セイ／十八才／高井源次郎／十五才／高井ギン／十三才／高井ツ子／十一才／セイ長男／由

　○年代は、焼付の領収書による。（番号9-36(2)）

　○四方町、永守家は、9代養順（三良）の2女いつの嫁ぎ先。

　○八尾町、橋爪家は、9代養順（三良）の3女たみの嫁ぎ先。

　○台紙裏面に「永守やい」「第二十五」。永守家の配列は、裏面の墨書番号に従う。

　○台紙表面に「高岡市／臼井美弘館」。

　○台紙裏面に「永守春子／永守曻太郎」「第四十九」。

　○台紙裏面に「永守やい」「第四十五」。

　○台紙裏面に「岩瀬はる子／永守やい子」「第四十四」。

　○台紙表面に「越中高岡市桜馬場／青木東吉」。

　　田雅之二才」「第四十六」。

　○台紙裏面に「津島とよ／勝光寺（新湊）／老母」「第八」。

　○台紙裏面に「永守はる子」「第五十五」。

　○台紙表面に「越中国富山市黒田製」。

　○台紙裏面に「橋爪せん」「第二十一」。

　○台紙表面に「富山県高岡市大佛横通小森」。

　○台紙表面に「山田謹写」。

　○台紙裏面に「はる／曻太郎」「第四十八」「高岡市坂下町西方寺向の小路／臼井美弘舘」。

　○台紙裏面に「永守曻太郎」「第四十七」。
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１３．版木

Ａ　効能・用法・注意書

法　量

（縦×横×厚さcm）

1 「産後心得の事」 1 15.8×9.8×2.7

2 薬の用法および注意 1 16.6×9.5×2.6

3 「血の道の御薬」 1 16.4×12.0×2.8

4 「産前養生御薬」 1 16.6×14.2×2.8

5 薬の用法および注意 1 17.4×8.3×2.3

6 薬の用法および注意 1 16.8×9.5×1.6

7 薬の用法および注意 1 17.4×8.6×1.5

8 薬の用法および注意 1 18.4×9.3×1.4

9 薬の用法および注意 1 18.8×9.6×2.5

10 薬の用法および注意 1 20.0×11.4×1.4

11 薬の用法および注意 1 16.6×10.0×2.2

12 薬の用法 1 15.2×8.9×2.0

13 薬の用法および注意 1 15.6×9.7×2.5

14 薬の用法および注意 1 18.2×10.0×2.3

15 薬の効能・用法印 1 8.5×6.0×2.3

16 薬の効能・用法印 1 5.0×5.0×2.3

17 薬の効能・用法印 1 4.6×5.4×2.3

18 薬の用法印 1 6.0×4.5×5.5

19 薬の用法印 1 6.0×4.5×5.5

　○薬の飲み方と避ける食物。

　○薬の効用。

　○薬の飲み方と避ける食物。

　○薬の効用。

　○薬の飲み方と避ける食物。

　○しゃく、つかえ、腹痛

　○頭痛、立ち眩みなど

　○薬の飲み方と避ける食物。

　○薬の飲み方と避ける食物。

　○裏面に墨書がある。「壱包煎法」

　○障り目、赤眼

　○煎じ法（薬2包）

　○煎じ法（薬1包）

　○薬の飲み方と避ける食物。

　○薬の飲み方と避ける食物。

　○薬の飲み方と避ける食物。

　○薬の飲み方と避ける食物。

　○薬の飲み方と避ける食物。

　○薬の用法。

名　　称

　○出産した後の心得。

年代番号 数量
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20 「功能」 1
6.0×3.0×2.5
〈持手付寸6.0〉

21 「功能」 1
6.4×3.7×2.5
〈持手付寸6.0〉

22 「功能」 1 5.5×3.5×6.0

23 「功能」 1
6.4×3.7×2.5
〈持手付寸6.0〉

24 「用法」 1 5.8×4.0×6.0

25 「用法」 1 5.4×4.0×6.0

26 「用法」 1
5.7×4.2×2.0
〈持手付寸6.0〉

27 「用法」 1
5.5×4.8×2.0
〈持手付寸6.0〉

28 薬の定価・用法・効能印 1
6.0×10.2×2.0
〈持手付寸6.0〉

29 薬の定価・用法・効能印 1
6.0×10.2×2.0
〈持手付寸6.0〉

30 薬の定価・用法・効能印 1
6.0×10.2×2.0
〈持手付寸6.0〉

Ｂ　御薬印

法　量

（縦×横×厚さcm）

31 御薬印「産前の薬」 1
7.5×8.0×2.0
〈持手付寸6.0〉

32 御薬印「産後の薬」 1
7.5×8.0×2.0
〈持手付寸6.0〉

33 御薬印「ちゝのたる薬」 1
7.5×8.0×2.0
〈持手付寸6.0〉

34 御薬印「御薬」 1 5.3×2.5×6.0

35 御薬印「御薬」 1 5.0×2.5×5.7

36 御薬印「御薬」 1 6.3×2.8×2.5

37 御薬印「御薬」 1 7.0×2.2×3.0

38 御薬印「黒薬」 1 6.5×3.1×3.4

　○版木に持ち手あり。

　○版木に持ち手あり。

　○産前血行疎利

　○版木に持ち手あり。

　○版木に持ち手あり。

　○版木に持ち手あり。

　○乳汁分泌

　○版木に持ち手あり。

　○版木に持ち手あり。

　○産後血液調理など

　○産後血液調理

　○版木に持ち手あり。

　○産後血液調理など

　○煎じ法（薬2包）

　○産前血行疎利など

　○版木に持ち手あり。

　○乳汁分泌

　○版木に持ち手あり。

　○煎じ法（薬2包）

　○煎じ法（薬2包）

　○煎じ法（薬1包）

　○版木に持ち手あり。

番号 名　　称 年代 数量
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39 御薬印「萬金丹」 1 7.5×2.8×2.5

40 御薬印「萬金丹」 1 10.0×3.0×2.5

41 御薬印「牛砂安神丸」 1 6.0×1.9×6.3

42 御薬印「家法　建中丸」 1 7.7×3.5×2.2

43 御薬印「潤腸圓」 1 4.0×1.5×6.4

44 御薬印「萬能膏」 1 4.5×1.5×3.4

45 御薬印「薄荷煎」 1 4.5×1.5×6.4

46 御薬印「血の道御薬」 1 8.3×1.9×6.6

47 御薬印「疱瘡前御薬」 1 9.5×1.7×4.3

48 御薬印「産ぜん」 1 4.0×1.3×6.1

49 御薬印「産ご」 1 2.9×1.0×6.8

50 御薬印「ちゝのたる」 1 4.7×0.9×6.2

51 御薬印「産ぜん養生」 1 7.0×1.7×4.4

52 御薬印「産ご養生」 1 7.0×1.9×4.4

53 御薬印「通称サドサンの」 1 4.8×0.8×5.0

Ｃ　定価印

法　量

（縦×横×厚さcm）

54 「壱包價貮銭五厘」 1 3.7×1.1×5.0

55 「定價貮錢五厘」 1 3.9×1.0×5.1

56 「定價五銭」 1 3.7×1.0×5.0

57 「定價八錢」 1 3.6×0.8×6.0

58 「定價拾錢」 1 3.5×0.8×6.0

59 「定價貮拾錢」 1 3.5×0.9×5.8

60 「廢税壹割引」 1 3.6×0.8×6.0

Ｄ　氏名・住所印

法　量

（縦×横×厚さcm）

61 「佐渡養順」 1 7.5×2.0×4.3

62 「佐渡養順」 1 7.0×2.0×4.3

63 「佐渡養順」 1 7.0×2.0×3.2

64 「佐渡養順」 1 8.8×2.0×5.7

65 「佐渡養順」 1 7.1×1.9×6.0

66 「佐渡養順」 1 7.0×2.0×5.0

67 「佐渡養順」 1 6.5×2.3×2.4

68 「佐渡氏」 1 6.5×2.2×7.0

69 「越中髙岡　 佐渡養順」 1 3.0×1.3×6.4

70 「越中髙岡　 佐渡養順」 1 3.0×1.5×4.5

71 「越中高岡　 佐渡養順調合」 1 8.0×2.8×2.5

　○建中丸は佐渡製の薬。

番号 名　　称 年代 数量

番号 名　　称 年代 数量
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72 「富山縣髙岡市利屋町二十一番地　佐渡養順」 1 5.6×2.4×6.0

73 「越中射水郡高岡利屋町廿一番地」 1 5.8×1.2×6.2

74 「越中國髙岡市利屋町二十一番地」 1 5.6×1.4×6.0

Ｅ　家紋印

法　量

（縦×横×厚さcm）

75 家紋印 1 6.0×6.0×1.5

76 家紋印 1 4.4×5.5×1.3

77 家紋印 1 4.2×5.0×5.8

78 家紋印 1 3.4×3.8×5.5

Ｆ　図・文様印

法　量

（縦×横×厚さcm）

79 図・文様印 1 3.5×3.5×2.0

80 図・文様印 1 4.0×4.3×2.0

81 図・文様印 1 4.4×5.4×1.5

82 図・文様印 1 5.7×3.0×5.5

83 図・文様印 1 0.9×2.0×0.9

84 図・文様印 1 3.3×5.0×3.0

85 図・文様印 1 3.5×5.5×2.0

86 図・文様印 1 6.0×6.1×1.5

Ｇ　その他

法　量

（縦×横×厚さcm）

87 書箱と生花図 天保12年（1841） 1 14.6×10.2×1.6

88 薬請取「記」 1 12.8×7.2×2.0

89 十二支の霊符（鼠と牛） 1 16.4×15.2×2.0

90 十二支の霊符（虎と兎） 1 16.4×15.2×2.0

91 十二支の霊符（龍と蛇） 1 16.4×15.2×2.0

92 十二支の霊符（馬と羊） 1 16.4×15.2×2.0

　○三つ輪違いと桐の合わせ。

　○書軸。

　○金輪桐と酷似。

　○桐

　○金輪桐と酷似。

　○金輪桐と酷似。

　○熨斗

　○建（建部佐渡守）

　○熨斗

　○書軸

　○風車

　○光琳鐶桐

番号 名　　称 年代 数量

番号 名　　称 年代 数量

番号 名　　称 年代 数量
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93 十二支の霊符（猴と鶏） 1 16.4×15.2×2.0

94 十二支の霊符（狗と猪） 1 16.4×15.2×2.0

95 印「年玉」 1 7.2×2.8×1.5

96 版式雛形 1 18.6×25.8×1.2

97 版式雛形 1 15.8×26.0×3.0

98 版式雛形 1 27.8×18.2×1.5

99 ゴム印類 76

100 摺用具 5

　○硯（木製）、木箱、バレン（手作り）、刷毛、きり

　○収納木箱あり。

　○版心に「葆光斎藏」とある。

　○版心に文字なし。

　○横罫。版心に文字なし。
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１４．摺物

番号 表題 年代 作者 形態 数量
法量

（縦×横.cm）

1 小金ヶ原御用掛役人付 嘉永2年（1849） 大判続紙 1 48.2×69.2

2
日光山御宮　御参詣御供奉并に御用
掛

竪紙 1 23.5×35.9

3 〔関州台場配置図〕
嘉永6年（1853）8月2
日

大判 1 33.0×41.4

4 アメリカ蒸気船の図 大判 1 40.4×31.6

5
豆州・相州・武州・上総・下総・房
州海陸御固御場所附

竪紙 1 37.0×24.4

6 海陸御固御場所附 大判 1 36.6×48.2

7 海陸御固御役人附 竪紙 1 24.1×33.0

8
慶応四年辰四月改　在京諸侯御本陣
鑑

慶応4年（1868）4月 大判 1 30.6×41.5

Ｂ　地震・火事

番号 表題 年代 作者 形態 数量
法量

（縦×横.cm）

9 〔文政十二年江戸大火〕
文政12年（1829）3月
21日

大判続紙 1 45.9×64.6

10 江戸失火之狂詩
文政12年（1829）晩
春

竪紙 1 24.3×33.7

11 〔江戸大火〕
嘉永3年（1850）庚戌
2月5日

大判続紙 1 48.9×72.0

12 雷神場所附
嘉永3年（1850）戌8
月8日

大判 1 35.8×47.4

　○大名屋敷（上屋敷・中屋敷・下屋敷）を示す印あり。

　○船の大きさ、オランダほか11ヵ国までの航海距離を記載。

　○「惣御人数合四十八万五千百余人、但シ一万石ニ付千人」

　○現在の東京湾沿岸。

　○諸大名の陣配置図。

　○「御救小屋場所」と「大名屋敷」を示す印を凡例で紹介。

Ａ　幕末世情

　○徳川12代将軍家慶が小金ヶ原で狩を行なったときのもの。

　○「嘉永六年辛丑八月二日寫大略」

　○老中・阿部伊勢守ほか168名の幕臣を記載。

　○小金原略絵図の写、狩の記事あり。

　○「次第不同毎月改」

　○蘭船の図あり。

　○現在の東京湾沿岸。

　○墨書

　○「番太樓主人題」

　○浦賀奉行の就任者は、戸田伊豆守と伊沢美作守。武州川越17万石松平誠丸ほか33名の諸大名を記載。

　○細川越中守ほか40名の諸大名を記載。

　○「文政十二丑の年三月廿一日朝四ッ時頃より外神田佐久間町弐丁目材木小屋より出火」

　○3月に江戸大火

　○「頃嘉永三庚戌二月五日四ッ時ころより麹町八丁辺より出火」
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13 京都出火略図
〔嘉永7年（1854）〕
寅4月6日

竪紙 1 24.1×35.0

14 京都大火之図
嘉永7年（1854）寅4
月6日

大判 1 48.7×36.5

15 地震抜文句
嘉永7年（1854）甲寅
6月12日

大判 1 36.4×48.7

16
伊勢・伊賀・志摩・近江・尾張・美
濃大地震の図

嘉永7年（1854）寅6
月14日

大判続紙 1 40.1×61.3

17 聞書　諸国大地震并に出火
嘉永7年（1854）寅6
月14日

　 大判 1 35.7×46.9

18 本しらべ　大阪大地震の次第　初編
嘉永7年（1854）寅11
月4日

大判 1 36.4×49.5

19
諸国聞書　大坂大地震　二編并に大
津波

嘉永7年（1854）寅11
月4、5日

大判 1 36.0×48.1

20 諸国　大地震大津波　三編
嘉永7年（1854）寅11
月4日

大判 1 36.1×48.5

21 大阪上町出火
嘉永7年（1854）寅11
月29日

竪紙 1 24.1×35.8

22 〔安政二年江戸火事摺物〕
安政2年（1855）卯3
月

切紙 1 23.1×31.4

23 関東江戸大地震并大火方角場所附
安政2年（1855）卯10
月2日

大判続紙 1 37.5×99.3

24 安政二卯十月二日大地震附類焼場所
安政2年（1855）卯10
月2日

大判続紙 1 51.2×74.4

25 江戸大地震新焼場附
安政2年（1855）10月
2日

大判 1 38.8×51.6

26 大江戸焼場方角
安政5年（1858）11月
14日

大判 1 36.7×48.8

27 〔慶応二年江戸火事摺物〕
慶応2年（1866）丙寅
11月9日

切紙 1 22.5×30.0

　○「頃は安政五年十一月十四日夜八ッ半時頃、外神田相生町辺より出火」

　○大坂・尼ヶ崎・奈良・丹波園部・伊勢志摩

　○大坂川口大津波の大略あり。

　○奈良・伊賀・郡山ならびに南大和・江州・勢州四日市・越前福井。

　○売弘所は馬喰町。

　○「嘉永七寅年十一月四日五日」「二篇本しらべ」

　○伊勢山田ならびに志州鳥羽・尾州路・伊勢四日市。

　○「本しらべ／同五日七ッ半時／大ゆりハ後出ス」

　○「寅四月六日午ノ刻ヨリ翌七日明六ッ時ニ止ル」

　○「嘉永七寅四月六日正午之刻御所様近辺より出火」

　○「是から世を直し」「菅原四ッ目」

　○「嘉永七寅十一月／廿九日未下刻にし／風はけしくよる四ッニしすまり」

　○「頃ハ安政二卯どし三月朔日夜八ッ時ほり江丁四丁めより出火」

　○「安政二卯歳十月二日夜」

　○「安政二乙卯年十月二日夜四ッ時」

　○墨書

　○「江戸表をはじめ関八府其外国々共ニ…」

　○右下に印「建部」あり。

　○「嘉永七年甲寅六月十二日午時より」

　○「嘉永七寅年十一月四日五ッ半時より半時計りゆる」
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28 〔江戸火事摺物〕 年未詳 切紙 1 23.5×31.7

29 〔江戸火事摺物〕 年未詳 切紙 1 22.5×32.8

30 〔江戸町絵図〕 年未詳 切紙 1 22.3×30.2

31 （信濃）大地震　満水の図 年未詳 大判続紙 1 30.7×52.8

Ｃ　番付

番号 表題 年代 作者 形態 数量
法量

（縦×横.cm）

32 倭漢開闢智勇賢兼備高名集 天保4年（1833）正月 　 大判続紙 1 68.9×47.3

33 当時流行町請医師名集大鑑
弘化3年（1846）丙午
4月

大判続紙 1 34.2×71.6

34 先哲尚歯大会
嘉永元年（1848）9月
7日

鷹阜　山礬街　褾虞
屋分右衛門

大判 1 41.9×30.9

35 角力番付
嘉永5年（1852）子11
月吉日

神田金沢町　板元
三河屋治右衛門

大判 1 47.1×35.9

36 角力番付
嘉永6年（1853）丑11
月吉日

神田金沢町　板元
三河屋治右衛門

大判 1 48.1×36.1

37 大坂持丸長者鑑 嘉永7年（1854）寅秋 椿井堂蔵板 大判 1 40.5×32.0

38 東都持○長者鑑
嘉永7年（1854）寅初
秋

花亀堂蔵 竪紙 1 33.2×24.2

39 当時町請発行名医大輯
安政2年（1855）卯6
月

大判続紙 1 45.5×68.2

40
安政二年十月評判当時流行家業役者
見立

安政2年（1855）10月 泰平堂蔵版 大判 1 49.0×35.4

41 角力番付
文久元年（1861）酉
10月吉日

神田昌平橋外本郎代
地　板元　三河屋治
右衛門・同治三郎

大判 1 49.0×35.4

42 江戸高名芸園四天王　第一輯 安排庵蔵 大判 1 35.1×46.4

　○「千賀松門三訂証之」

　○裏面に印「松ヶ枝喜三郎」あり。

　○同3枚。

　○「勧進元禁売買千五百枚限」

　○「嘉永七寅初秋改正大新版」

　○「安政二乙卯六月改正」

　○「安政二年十月評判」

　○「武門医家歌人書画連狂俳三歌茶香花諸子寿鑑嗣出」

　○先哲の長寿番付。

　○裏面に「深川冬木町ニ住ス／頭取ナリ武隈文右衛門」とあり。

　○裏面に「武隈文右衛門」とあり。

　○「頃ハ慶応二丙寅十一月九日夜八ッ時過西北風はげしくて川ばし永□□丁辺出火」

　○火事関係か。

　○善光寺・篠の井・松代・須坂・松本・上田など。

　○和漢武将、政治家、王侯

　○「嘉永元年戊申七月廿三日草稿九月七日刻成以寿迂浩両斎七五初度越中生春堂」

　○「天保四年巳正月大新版」

　○「集撰／加州五條産□陽座住／飯川山城守信賢十代辻清兵衛正重良蔵版」

　○「就先哲叢談前後続餘四帙凡二百八十人中撰百二十人」

　○「株元書林／大坂心斎橋通／順慶町南ニ入／塩屋喜助／浪花書林綿屋喜兵衛／同筆耕和田正兵衛書」

　○「弘化三丙午之歳四月大新版」「次第不同」
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43 江戸高名芸園四天王　第二輯 安排庵蔵 大判 1 35.1×46.5

44 五名物おなじ畠 大判 1 52.5×38.9

45 大日本持○長者鑑　初編　三ヶ津除 切紙 1 26.0×19.2

46 宝生流謡季寄相撲見立 切紙 1 16.0×35.4

47 東都花競番付 竪紙 1 35.9×25.3

Ｄ　浄瑠璃・歌舞伎芝居

番号 表題 年代 作者 形態 数量
法量

（縦×横.cm）

48
三都大芝居浜芝居子供芝居惣役者大
見立

万延2年（1861）辛酉
正月

板元　京四条通寺町
西入　吉野屋勘兵衛

大判続紙 1 36.9×60.6

49
三都大芝居浜芝居子供芝居惣役者大
見立

文久2年（1862）戌 大判続紙 1 36.8×52.5

50 〔芝居配役摺物〕
〔文久2年（1862）〕
戌3月

竪紙 1 24.5×34.3

51 大日本俳優大見立
明治19年（1886）10
月8日

編輯出版者　大阪府
前田徳太郎

大判続紙 1 37.7×111.9

52 劇場優人名番附第百拾号
明治20年（1887）11
月18日

盛波堂 大判 1 37.8×52.7

53
一世一代　浄瑠璃（語り）大会出演
者摺物

明治26年（1893）10
月

大判 1 25.3×38.3

54 〔歌舞伎配役摺物〕 辰8月吉日 竪紙 1 24.9×33.9

55 〔歌舞伎配役摺物〕 辰8月吉日 道頓堀角平 竪紙 1 24.5×33.8

56 〔浄瑠璃芝居配役摺物〕 戌2月吉日 竪紙 1 24.7×33.5

　○「弐三番叟　引ぬき」

　○「太夫元　まんじうや」

　○「明治二十年亥十一月十八日より越中三劇場おゐて」

　○儒・書・歌・医・画

　○「小石元瑞」あり。

　○「文久貮戌歳大新板本しらべ極細唫」

　○「戯場堂飯田芳兵衛選」

　○今昔相宿噺、切狂言は近江源氏先陣舘。

　○販売は東京、上方屋花合本舗。

　○座本は、市川てる□。

　○「一紙配当百枚ニ限ル禁売」

　○「一紙配当人数ニ限ル禁売」

　○「小□筆　藤おうはん」

　○座本は、嵐和三橘。

　○前狂言は嫁入信田褄、切狂言は忠孝恵賜譲。

　○地域は大坂か。

　○浄瑠璃操り座、竹本長登大夫。

　○仮名手本忠臣蔵

　○「千秋万歳楽／江戸楽舞堂」

　○撰者／日永菴遊好／女酒堂孝仏」

　○花雪箱根曙、堂嶋救入浜

　○地域は大坂か（立命館大学アート・リサーチセンターのホームページに同一資料が掲載）。

　○「萬延二辛酉之正月改正大新板」

　○「真正明治廿年亥一月大改正」

。
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57 名代物真似配役摺物 切紙 1 21.1×30.4

Ｅ　暦

番号 表題 年代 作者 形態 数量
法量

（縦×横.cm）

58 辛亥暦　本国伊勢 嘉永4年（1851）辛亥 切紙 1 12.7×18.5

59 嘉永癸丑詩暦 嘉永6年（1853）癸丑 金蓓窩主人草 切紙 1 22.7×14.4

60 癸丑暦
〔嘉永6年（1853）〕
癸丑

冨家賀和（深川）
亀齢橋隠士

切紙 1 19.7×15.5

61 〔明治三年庚午暦〕 明治3年（1870）庚午
京都　院御経師菊澤
藤蔵

竪紙 1 25.0×33.8

Ｆ　名所

番号 表題 年代 作者 形態 数量
法量

（縦×横.cm）

62 摂州住吉宮地全図
文政10年（1827）丁
亥4月

版木施主　大阪書林
江戸堀二丁目　野田
屋元蔵

大判続紙 1 35.3×96.2

63 〔難波屋の松〕
文政13年（1830）庚
寅

住吉難波屋 大判 1 27.7×41.3

64 東都芝萬松山泉岳禅寺略図 嘉永元年（1848）申
泉岳寺蔵版　彫工嘉
兵衛

大判 1 37.1×49.8

65 新改勢後町宝年代記 嘉永2年（1849） 大判 1 37.8×51.0

66 城州八幡山案内絵図 大判 1 36.6×49.1

67 當麻寺案内　略縁起 大判 1 25.0×34.5

68 中将姫由来　略縁起 大判 1 25.1×34.2

69 厳金山実珠宝厳寺　竹生島絵図 大判 1 36.5×49.3

70 〔賤ヶ岳の戦い布陣図〕 大判 1 36.0×49.4

71 尾上のかね由来 大判 1 36.4×49.3

72 越中国立山諸神社并名所図絵 明治期 大判 1 50.2×35.9

　○「百井古水写」

　○「嘉永四郎辛亥凡三百五十四代」

　○奈良県當麻寺

　○「嘉永元申年改再彫　密禅画」

　○高岡大仏前にて9月3日より。

　○「咏大」「咏小」（月の大小を七言絶句に詠みこむ）

　○上包あり

　○禁売買

　○同文2枚

　○現在の兵庫県加古川市尾上町にある尾上神社の鐘。

　○京都取次は、茂知屋惣左衛門。

　○加州元捌所は、柄巻屋八兵衛・相河屋佐兵衛・具足屋常太郎。

　○奈良県當麻寺に伝わる中将姫説話。

　○浪華　蔀関牛画図

　○彫工　京都　井上治兵衛

　○住吉大社参詣の途中、紀州街道筋にあった名所。茶店・難波屋の庭にあった松。

　○「松高サ一丈東西拾五間半／南北拾八間計リ栳柱／不知其数」「右ハ元文三戊午／春三月之間数也」

　○「文政十三庚寅再板」
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Ｇ　その他

番号 表題 年代 作者 形態 数量
法量

（縦×横.cm）

73 大象
興行物版元　京寺町
通蛸薬師通　七宝堂
製

大判 1 39.0×51.6

74 牛馬放生勧進弁 大判 1 30.9×45.7

75 御免　琉球人行列附
天保13年（1842）壬
寅11月

江戸芝神明前　板元
丸屋甚八

竪紙 1 23.5×35.9

76 琉人行列之図
嘉永3年（1850）庚戌
11月

生栄堂 大判 1 35.4×48.7

77 晩刻図説（見立） 大判 1 38.2×53.3

78 七福神 切紙 1 24.0×17.8

79 福禄寿図 醉夢山人 切紙 1 35.4×11.7

　○「京師　熊谷蓮心敬白」

　○「八幡宮　天満宮　弘法大師　其餘　神仏学信の人々江」

　○渓斉英泉写

　○「亜細奈人　自列臺述」

　○「画工／京寺町／錦上ル／野村芳園」
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１５．絵葉書

番号 名称 年代 発行・作者 種類 数量
法量

（縦×横.cm）

1 皇太子殿下行啓紀念
明治42年（1909）10
月

絵葉書 2 9.1×14.1

2 〔皇太子殿下行啓紀念〕
明治42年（1909）10
月

絵葉書 4 9.0×14.1

3 高岡市生産共進会紀念 明治44年（1911）4月
（高岡市生産共進
会）協賛会発行

絵葉書 2 9.0×14.0

4 〔高岡名所〕 絵葉書 6 9.1×14.1

5 〔高岡公園〕 絵葉書 7 9.0×14.1

6
〔高岡関係（高岡公園の桜な
ど）〕

棚田書房発行 絵葉書 4 8.9×14.1

7 〔伏木名所〕 絵葉書 7 8.9×14.1

8 伏木測候所
富山県伏木測候所復
興会発行

絵葉書 6 8.9×14.1

9 高岡曳山 絵葉書 7 9.0×14.1

10 高岡御車山
東京神田橋筒井盛華
堂印行

絵葉書 7 9.1×14.0

11 「瑞龍寺の蓮花」
東京日本橋区通二丁
目松聲堂発行

絵葉書 1 9.0×14.0

12 射水神社
高岡市敬神講発行、
棚田書房納、東京今
川橋青雲堂作製

絵葉書 2 8.9×13.9

13
國幣中社射水神社（列格五十
年祭紀念）

大正10年（1921）
高岡帝国印刷株式会
社印行

絵葉書 2 8.9×14.1

14
〔高岡市博労町尋常小学校
（二十周年記念卒業生大会・
奉安式）〕

大正10年（1921） 絵葉書 2 9.1×14.0

Ａ　高岡関係

　○エンボス加工。

　○タトウあり。皇太子殿下行啓紀念のスタンプあり（明治42年10月2日、高岡市）。

　○全てに皇太子殿下行啓紀念のスタンプあり（明治42年10月2日、高岡市）。

　○エンボス加工。

　○全てにスタンプあり「高岡市生産共進会紀念／明治四十四年四月」。

　○袋あり。高岡生産共進会（明治44年4月5日～4月20日開会）。

　○全てに「K.T.」とあり。

　○袋あり。

　○全てに「K.T.」とあり。

　○袋あり（高岡御車山の説明あり）。

　○全てに「K.T.」とあり。

　○袋あり。袋に印刷の発行所「高岡市木舟町棚田書房」とあり。

　○エンボス加工。

　○全てにスタンプあり（高岡敬神講　國幣中社射水神社）。

　○タトウあり。

　○解説あり（射水神社宮司　高野義太郎）。

　○タトウあり。

　○2枚1組、2部。
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15 高岡高等商業学校開校記念 東京神田・八光社製 絵葉書 1 9.0×14.2

16
高岡高等商業学校プール竣工
記念

昭和7年（1932） 近藤白鹿写真場製 絵葉書 2 8.9×14.2

17
高岡高等商業学校開校十周年
記念

昭和10年（1935） 絵葉書 3 9.1×14.1

18
富山県高岡高等女学校創校二
十周年記念

昭和3年（1928） 絵葉書 3 9.0×14.2

19
富山県立高岡中学校校舎改築
落成記念

昭和12年（1937） 絵葉書 5 9.0×14.1

20 高岡山瑞龍寺 大正2年（1913）
発行兼編集者　棚田
喜作、発行所　高岡
山瑞龍寺

冊子 1 12.9×19.1

21 高岡古城公園写真 写真 1 22.8×29.8

番号 名称 年代 発行・作者 種類 数量
法量

（縦×横.cm）

22
日本赤十字社富山支部病院新
築落成式記念

明治44年（1911）4月 東京ともゑ商会謹製 絵葉書 3 9.0×14.1

23
富山県主催一府八県聯合共進
会紀念

大正2年（1913）
聯合共進会富山県協
賛会発行、凸版印刷
株式会社印刷

絵葉書 2 8.9×14.0

24
富山県主催一府八県聯合共進
会紀念

大正2年（1913）
聯合共進会富山県協
賛会発行、凸版印刷
株式会社印刷

絵葉書 2 9.1×14.1

25 富山県主催聯合共進会 大正2年（1913） 絵葉書 11 8.9×14.0

26 富山薬学専門学校開校記念 大正11年（1922） 絵葉書 3 9.0×14.1

　○袋あり（裏にスタンプ「富山縣高岡市愽勞町尋常小學校」）。

　○高岡高等商業学校は富山大学経済学部の前身校、発足は大正13年（1924）。

　○タトウあり（高岡高等商業学校）。

　○タトウあり（タトウ内側に校章あり）。

　○タトウあり。

　○絵葉書・タトウ、全てにスタンプあり（「富山縣立髙岡髙等女學校　記念　創立二十周年　昭和3.－5.－6.」）。

　○タトウあり。

　○落成式次第あり（裏面落成式の歌）。

　○同3冊

Ｂ　富山県内

　○エンボス加工。

※このほか、番号15-204「絵葉書帖」に（2）〔皇太子殿下高岡行啓記念〕、（3）〔高岡名所〕がある。他の絵葉書と共に

帖に収納されていたので、「Ｆ□その他」で整理した。

　○全てに日本赤十字社富山支部病院新築落成式記念のスタンプあり（日付は明治44年4月5日）。

　○2枚1組、3部。

　○エンボス加工。

　○タトウあり。

　○2枚1組、3部。

　○エンボス加工。

　○タトウあり。

　○11枚中10枚は富山日報社発行、1枚は東京ともゑ商会謹製。

　○袋あり（富山県協賛会発行）。

　○エンボス加工。

　○富山薬学専門学校は富山大学薬学部の前身校。

（5）
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27 富山薬専開校記念祭 大正11年（1922） ネギシ写真館謹製 絵葉書 5 9.0×13.9

28 陸軍特別大演習記念 大正13年（1924）
富山県発行、富山県
工業試験場製作

絵葉書 3 9.0×14.4

29
創立四十周年記念式・教育会
館新築落成式（富山県教育
会）

昭和3年（1928） 富山県教育会発行 絵葉書 3 9.0×14.0

30 富山県立福野農学校 昭和7年（1932） 校友会販売部発行 絵葉書 8 9.0×14.0

31 富山武徳殿落成記念 昭和10年（1935）
大日本武徳会富山支
部

絵葉書 3 9.2×14.2

32 武徳殿落成記念全国演武大会 昭和11年（1936）
大日本武徳会富山支
部

絵葉書 3 9.1×14.1

33
富山市主催日満産業大博覧会
記念

昭和11年（1936）
富山市主催日満産業
大博覧会発行

絵葉書 3 9.0×14.1

34 日満産業大博覧会記念 昭和11年（1936） 絵葉書 2 9.2×14.2

35 日満産業大博覧会 昭和11年（1936）
日満産業大博覧会協
賛会発行、京都祇園
観光社印行

絵葉書 5 9.2×14.2

36 〔富山県関係絵葉書〕
富山県発行、東京日
本橋区数奇屋町とも
ゑ商会謹製

絵葉書 2 9.2×14.2

37 〔富山新風景絵葉書〕 絵葉書 6 9.1×14.3

38 売薬元祖富山廣貫堂 富山廣貫堂 絵葉書 3 9.0×14.2

39 立山名所絵はがき 絵葉書 14 9.0×14.2

40 立山資料展覧会記念雪の立山
富山県電気局、中央
製版印行

絵葉書 4 9.1×14.0

41
「（越中立山）剱小屋の景
觀」

絵葉書 1 8.9×13.9

42 黒部峡谷名勝 絵葉書 5 9.0×14.0

43 黒部渓谷風景絶佳新鐘釣温泉
経営者　三和竹二発
行

絵葉書 3 8.9×14.1

44 愛本姫 立山写真館発行 絵葉書 10 9.1×14.2

　○タトウあり。

　○エンボス加工。

　○タトウあり。

　○タトウあり。

　○タトウあり（裏に「神田・八光社謹製」）。

　○タトウあり。

　○タトウあり。

　○袋あり（裏に日満博事務局）。

　○5枚1組、2部。

　○吉田初三郎画伯筆。

　○タトウあり。

　○エンボス加工。

　○3枚中1枚にエンボス加工。

　○14枚中4枚は東京神田美土代町筒井盛華堂印行。エンボス加工。

　○袋あり。

　○袋あり。

　○タトウあり。

　○愛本姫の解説書あり。
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45 富山鉄道線名所 絵葉書 12 9.0×15.8

46 越中笹津名所
発行所　越中笹津廣
瀨商店

絵葉書 6 9.0×14.1

47 大岩名所 絵葉書 10 9.1×14.0

48 〔小川温泉〕 絵葉書 2 8.8×13.9

49 湯谷名所
東砺波郡井波在湯谷
温泉場

絵葉書 7 9.2×14.1

50 「ウダッキャ溪」 絵葉書 1 8.9×13.9

51 「七重瀧」 絵葉書 1 8.9×13.9

番号 名称 年代 作者 種類 数量
法量

（縦×横.cm）

52
神宮式年遷宮紀念（伊勢神
宮）

明治42年（1909）
逓信省発行、東京印
刷株式会社製

絵葉書 2 9.0×14.1

53
明治天皇御大喪鹵簿通御・御
様式

大正元年（1912） 絵葉書 12 9.1×14.2

54 御即位式　説明書付 大正2年（1913）

京都市松原通高倉東
つ入　印刷者　近藤
善八郎、奈良市高天
市町玄勝園製墨商
苻阪勝五郎

絵葉書 7 9.1×14.1

55 昭憲皇太后陛下御大葬実写 大正3年（1914） 中村與文堂謹製 絵葉書 15 9.1×14.2

56 御大礼特別大観艦式記念 大正4年（1915） 絵葉書 2 9.4×14.2

57 大婚弐十五年紀念絵葉書 大正14年（1925）
逓信省発行、凸版印
刷株式会社HB特許製
版印刷

絵葉書 2 9.1×14.1

　○形状は冊子。

　○富山鉄道沿線地図あり。

　○袋あり。

　○封筒あり。

　○下新川郡朝日町付近

　○下新川郡朝日町笹川

Ｃ　皇室関係

　○エンボス加工。

　○表面に神宮式年遷宮紀念スタンプあり（明治42年10月5日、山田）。

　○12枚1組

　○袋あり。

　○取扱上の注意書あり。

　○「御大葬次第書添附」とあるが中にはなし。

　○タトウあり。

　○「御即位式図解談」あり（編纂兼発行者　土田弘敏、印刷者　扶川熊次郎、発行所　杢保村三郎）。

　○袋あり。

　○全てにスタンプあり（昭憲皇太后御大葬紀念　大正三年五月廿四日）。

　○エンボス加工。

　○タトウあり。

　○2枚1組、2部。

　○エンボス加工。

　○袋あり。

　○絵葉書、切手、印についての解説書。
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58 御尊影十種 島田商店謹製 絵葉書 10 9.0×14.1

59 大正天皇御一家尊影 絵葉書 3 9.1×14.1

60
立太子記念絵葉書（タトウの
み）

絵葉書 1 15.4×9.9

61 御大礼式場拝観の栞 昭和3年（1928） 鉄道省 パンフレット 1 17.8×9.5

62
絵葉書「五節の舞」（大礼記
念）

昭和3年（1928） 絵葉書 1 9.0×13.8

63
御大礼実況及京都御所拝観記
念

昭和3年（1928） 絵葉書 16 9.1×14.0

64
「（大禮記念國産振興東京博
覧會）誘導塔・正門」

昭和3年（1928）
大礼記念国産振興東
京博覧会協賛会発行

絵葉書 1 9.1×14.0

65 御即位式奉祝花電車 絵葉書 8 9.1×14.1

66 御代の栄　昭和の御盛典 昭和4年（1929） 絵葉書 16 9.0×14.1

67 荘厳なる皇居 東京九段つるや画房 絵葉書 6 9.1×14.1

68 皇城一週 島田書店発行 絵葉書 6 9.1×14.1

69
〔桃山御陵・乃木神社参拝紀
念絵葉書〕

絵葉書 5 9.1×14.2

70 〔靖国神社遊就館〕
（靖国神社附属）遊
就館発行

絵葉書 9 9.1×14.1

番号 名称 年代 発行・作者 種類 数量
法量

（縦×横.cm）

71 日光東照宮　全景之部
日光東照宮社務所発
行、東京印刷株式会
社印行

絵葉書 2 9.1×14.1

72 日光東照宮　彫刻之部 大正6年（1917）
日光東照宮社務所発
行、東京印刷株式会
社印行

絵葉書 4 9.1×14.2

　○全てに大婚25周年紀念の切手（3銭・1銭5厘）と紀念スタンプ（大正14年5月10日、富山出町）があり。

　○明治天皇・大正天皇・皇太子殿下ほか。

　○袋あり。

　○五節の舞の説明あり。

　○表面に大礼記念切手（1銭5厘）、大礼記念スタンプ（昭和3年11月10日、富山出町）あり。

　○袋あり。

　○全てに、御即位大典式場記念のスタンプあり（昭和3年）。

　○神田橋ホテルからの博覧会案内あり。

　○袋あり。

　○16枚中7枚は、大礼記念京都大博覧会事務局発行。

　○全てに御大礼御所拝観記念のスタンプあり（昭和4年4月10日、御苑内）。

　○6枚1組

　○袋あり。

　○袋あり。

　○全てに、桃山両御陵乃木神社参拝紀念のスタンプあり。

　○全てに、靖国神社遊就館のスタンプあり。

　○9枚中1枚は志村写真版印刷所製。

Ｄ　全国名所

　○栃木県

　○表面にスタンプ「別格官幣東照宮」あり。

　○袋あり（スタンプ「別格官幣東照宮」あり）。
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73 日光東照宮　絵画之部 大正6年（1917）
日光東照宮社務所発
行、東京印刷株式会
社印行

絵葉書 4 9.2×14.2

74 日光東照宮　宝物之部 大正9年（1920）
日光東照宮社務所発
行、東京印刷株式会
社印行

絵葉書 4 9.2×14.1

75 国宝　日光山輪王寺 絵葉書 3 9.1×14.1

76 絵葉書「日光裏見の瀧」 東京銀座上方屋製 絵葉書 1 9.0×14.1

77 塩原の風景 絵葉書 5 9.1×14.1

78 紅葉の塩原 東京神田櫻井印刷 絵葉書 8 9.1×14.2

79 下志津名所（第一集） 大和屋書店発行 絵葉書 6 9.1×14.1

80 下志津名所（第二集） 大和屋書店発行 絵葉書 7 9.1×14.0

81
大正博覧会各館のイルミネー
ション　夜間会場之美観

大正3年（1914） 東京通信社発行 絵葉書 8 9.1×14.1

82
帝都の一大美観　大正博覧
会々場夜景

大正3年（1914） 絵葉書 7 8.9×13.9

83 東京名所 大正3年（1914）
大日本国民公徳会発
行

絵葉書 32 8.8×13.8

　○栃木県

　○解説書あり。

　○表面にスタンプ「別格官幣東照宮」あり。

　○袋あり（スタンプ「別格官幣東照宮」あり）。

　○栃木県

　○解説書あり。

　○表面にスタンプ「別格官幣東照宮」あり。

　○袋あり（スタンプ「別格官幣東照宮」あり）。

　○栃木県

　○解説書あり。

　○表面にスタンプ「別格官幣東照宮」あり。

　○袋あり（スタンプ「別格官幣東照宮」あり）。

　○栃木県

　○全てにスタンプあり。

　○タトウあり。

　○栃木県

　○栃木県

　○袋あり。

　○栃木県

　○全てにスタンプ「遊覽紀念」あり。デザインは異なる。

　○袋あり。

　○現在の千葉県四街道市。

　○袋あり。

　○現在の千葉県四街道市。

　○袋あり。

　○東京

　○袋あり。

　○東京

　○袋あり。

　○32枚組

　○東京
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84 大東京 絵葉書 32 9.1×14.0

85 大東京　百五十景 絵葉書 32 9.1×14.0

86 大東京鳥瞰 東京青海堂発行 絵葉書 12 9.1×13.9

87 〔東京名所〕 絵葉書 48 8.6×13.6

88 〔皇城一週〕 絵葉書 10 9.1×14.0

89 「（花の名所）飛鳥山の櫻」 入谷精華堂 絵葉書 1 9.1×14.1

90 〔大学校舎写真〕 写真 7 8.7×14.3

91 村山貯水池 肥沼写真館発行 絵葉書 8 9.1×14.1

92 「武蔵拜島」 日本葉書会発行 絵葉書 1 9.1×14.1

93 「吉野村」 日本葉書会発行 絵葉書 1 9.1×14.0

94 横浜名所 絵葉書 7 9.0×14.3

95 「箱根並木ノ景」 絵葉書 1 9.0×14.0

96 勤王家表彰標除幕式記念 昭和5年（1930）
加越能維新勤王家表
彰会

絵葉書 3 8.9×14.0

97 金沢市産業と観光の大博覧会 昭和7年（1932）
金沢市発行、撮影印
刷金沢橋本□□

絵葉書 10 9.0×14.1

98 〔山中温泉〕 絵葉書 5 9.1×14.0

　○紙ケースあり。

　○32枚組

　○東京

　○袋あり。

　○32枚組

　○東京

　○袋あり。

　○16枚組であるが12枚のみ在中。

　○東京

　○表面に各名所の解説あり。

　○紙ケースあり（内側に新大東京市区域図あり）。

　○東京

　○袋あり。「東京名所十九枚」との手書きあるも48枚在中。

　○「東京市牛込區北山伏町十三番地／知新堂」とあり。

　○東京

　○袋あり（「東京十枚」と手書きあり）。

　○東京

　○東京

　○東京

　○タトウあり。

　○東京

　○東京

　○神奈川県

　○袋あり。

　○神奈川県

　○石川県

　○タトウあり。

　○石川県

　○全てに産業と観光の大博覧会のスタンプあり（昭和7年4月12日から6月5日、金沢市）。

　○袋あり。
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99 〔加賀山代温泉くらや〕 絵葉書 5 9.1×13.9

100 〔和倉温泉柴端別館〕 絵葉書 4 8.8×13.9

101 越前永平寺参拝記念 大正14年（1925） 絵葉書 16 9.1×14.1

102 松本名勝 東京盛華堂製 絵葉書 6 8.9×13.9

103 〔信濃名所〕 豊科町西村書店発行 絵葉書 6 9.1×14.1

104 〔善光寺〕 絵葉書 2 9.1×14.0

105 浅間温泉場 松本明倫堂製 絵葉書 2 9.1×14.2

106 小諸風穴
小諸風穴蠶種貯蔵所
発行

絵葉書 1 9.1×14.2

107
加藤大道作木版手摺（上高
地）

絵葉書 7 9.1×14.1

108 日本アルプス展望台燕山荘 絵葉書 1 8.9×13.7

109
祝典紀念　松本歩兵第五十聯
隊

大正7年（1918） 中坪納 絵葉書 2 9.0×14.1

110 幽邃閑寂の境飛騨高山 絵葉書 8 8.8×13.9

111 木曾情趣　八景を巡りて 絵葉書 6 8.9×14.0

　○石川県

　○5枚中3枚は、「金沢市片町小松写真館製版部印刷」。

　○袋あり（手作り）。

　○石川県

　○石川県

　○16枚組

　○福井県

　○袋あり。

　○全てにスタンプ（印刷）。

　○長野県

　○エンボス加工。

　○袋あり。

　○長野県

　○袋あり（「三色原色版松本名勝葉書（六枚組）」の表記あり。内容相違）。

　○長野県

　○1枚は葉書の形態ではない。

　○長野県

　○袋あり。

　○長野県

　○袋あり。

　○長野県

　○長野県

　○タトウあり。

　○栞あり。

　○長野県

　○全てに歩兵第五十聯隊第十四回軍旗拝受紀念のスタンプあり（大正7年4月15日、松本）。

　○袋あり。

　○岐阜県

　○タトウあり。

　○8枚中5枚の法量は縦9.1cm×横14.1cmである。

　○岐阜県
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112 「清水市羽衣の碑文」 櫻田書店発行 絵葉書 1 9.0×14.1

113 大名古屋名勝 大正14年（1925） 絵葉書 16 9.2×14.4

114 名古屋の美 絵葉書 8 9.0×14.1

115 〔名古屋城金鯱絵葉書〕 絵葉書 2 8.9×14.2

116 「名古屋港」 絵葉書 1 9.0×14.1

117 伊勢神宮ガイドみやげ 京都美巧社印行 絵葉書 8 9.0×14.0

118 参宮紀念　伊勢大廟 絵葉書 16 9.1×14.1

119 伊勢二見浦名所 絵葉書 8 9.1×14.2

120 二見名所 大正14年（1925）
絵画研究会出版部発
行

絵葉書 8 9.1×14.2

121
（参宮記念）伊勢　二見　鳥
羽　カード

カード 32 4.8×7.0

122 神都　風光の栞（伊勢） 栞 7 4.7×14.2

123
「日和山ヨリ見タル志州鳥羽
港全景」

絵葉書 4 9.1×14.1

124 〔近江八景絵葉書〕 絵葉書 2 9.1×14.1

125 栞「近江石山寺月見亭」 栞 1 6.4×11.8

　○静岡県

　○三保羽衣名所遊覧記念のスタンプあり。

　○愛知県

　○袋あり（裏に「大正十四年六月十四日」と手書きあり）。

　○愛知県

　○袋あり。

　○愛知県

　○エンボス加工。

　○袋あり。

　○愛知県

　○名古屋遊覧紀念のスタンプあり。

　○三重県

　○栞4枚（縦3.9cm×横9.1cm）あり。

　○折りたたみタトウあり。（内側に神都名勝絵図及び伊勢神宮・名所旧跡の解説あり）。

　○タトウにガイドみやげの内容が記載されている。「繪圖及四色版繪葉書八枚／名所の説明　志ほり四枚」

　○三重県

　○袋あり。

　○三重県

　○袋あり。

　○三重県

　○二見興玉神社参拝のスタンプあり（大正14年6月14日、二見浦禊斎）。

　○袋あり（裏に「大正十四年六月十四日」と手書きあり）。

　○32枚組

　○三重県

　○ケースあり。

　○三重県

　○袋あり。

　○三重県

　○4枚連結

　○滋賀県
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126 京都名勝 絵葉書 16 8.9×14.0

127 最近実写　京都名所 絵葉書 23 9.2×14.0

128 趣味の小型写真　大京都 写真 8 7.0×10.1

129 京都名勝写真 写真 8 7.0×10.1

130 最新版金閣寺拝観記念 大正14年（1925） 絵葉書 17 8.9×13.9

131 嵐山風景 大正14年（1925） 絵葉書 8 9.1×14.4

132 都をどり 京都朝日堂発行 絵葉書 7 9.1×14.1

133 大谷派本願寺 大谷派本願寺発行 絵葉書 3 9.1×14.2

134 〔京都嵐山〕 京都朝日堂発行 絵葉書 4 9.1×14.3

135 壮絶快絶保津川下り 京都南風堂発行 絵葉書 4 8.8×13.7

136 大阪名所一集 大正14年（1925） 絵葉書 14 9.1×13.7

137 大阪名所 絵葉書 23 9.1×14.2

138 大阪名勝 絵葉書 7 8.9×13.7

139 〔大阪名所〕 絵葉書 15 9.1×14.0

　○滋賀県

　○エンボス加工。

　○京都府

　○各名勝の解説を記載。

　○袋あり。

　○京都府

　○袋あり。

　○京都府

　○袋あり。

　○京都府

　○袋あり。

　○17枚組

　○京都府

　○袋あり（スタンプ「金閣」あり、裏に「大正十四年六月八日」と手書きあり）。

　○京都府

　○袋あり（裏に「大正十四年六月八日」と手書きあり）。デボス加工（表題）。

　○京都府

　○袋あり（「京都祇園歌舞會」とあり）。

　○京都府

　○タトウあり（裏に解説、内側に枳殻邸の一部、白書院を印刷）。

　○京都府

　○京都府

　○袋あり。

　○大阪府

　○名所を解説（関西弁）。

　○袋あり（表に「十四枚」、裏に「大正十四年六月十一日」と手書きあり）。

　○大阪府

　○袋あり。

　○大阪府

　○原色版

　○袋あり。

　○大阪府
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140 上から見たる大阪市 絵葉書 8 8.7×13.9

141 仏法最初四天王寺 大正14年（1925） 絵葉書 6 9.0×14.2

142 宝塚名勝絵葉書第一集 大正14年（1925） 絵葉書 11 9.0×14.3

143 奈良名勝 奈良筒井錦華堂 絵葉書 8 9.1×14.1

144 官幣大社春日神社（第三集） 大正14年（1925） 春日神社社務所発行 絵葉書 8 9.1×14.1

145 栞「奈良南圓堂」 栞 1 5.2×8.9

146

「（瀞峡の絶勝）白帆碧潭に
影じ萬仭の懸崖錦衣にて蔽ふ
峽中第一の妙観、大境洞窟釜
島より下瀞峽を望む」

絵葉書 1 9.0×13.9

147 出雲大社 絵葉書 10 9.0×15.3

148 〔岡山名所〕 絵葉書 3 8.9×13.9

149 呉名勝 昭和8年（1933） 絵葉書 7 9.1×14.2

150 日本三景　厳島 大正5年（1916） 絵葉書 20 9.0×14.0

151 〔尾道港全景〕 絵葉書 5 9.2×14.3

152 讃岐金刀比羅宮全景 絵葉書 16 8.9×14.1

153 趣味の小形写真　栗林公園 写真 6 8.1×11.1

154 太宰府天満宮 絵葉書 6 8.9×14.0

　○大阪府

　○袋あり。

　○大阪府

　○袋あり（表に「六枚」、裏に「大正十四　六月十一日」と手書きあり）。

　○兵庫県

　○袋あり（表に「十一枚」、裏に「大正十四　六月十二日」と手書きあり）。

　○奈良県

　○袋あり。

　○奈良県

　○タトウあり（裏に「大正14年6月13日」と手書きあり）。

　○奈良県

　○和歌山県

　○島根県

　○冊子状

　○目次あり（解説つき）。

　○岡山県

　○8枚1組

　○広島県

　○袋あり。

　○広島県

　○全てにスタンプ「大日本三景安藝國嚴島參拝紀念」あり。

　○袋あり。

　○広島県

　○香川県

　○袋あり。

　○香川県

　○タトウあり（デボス加工）。

　○福岡県

　○全てにスタンプ「官幣中社太宰府神社」あり。
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155 熊本百景 濱田書画堂発行 絵葉書 15 9.1×14.0

156 〔熊本百景〕 熊本西通町濱田印刷 絵葉書 3 9.1×14.0

157 世界的名火山阿蘇山十六景 絵葉書 11 8.7×13.8

158 別府名所　附近の勝地百廿景 絵葉書 40 9.1×14.2

159 〔別府名所〕 絵葉書 6 9.1×14.0

160 羅漢寺参拝耶馬渓観光記念 発行所　羅漢寺 絵葉書 11 9.0×13.8

161 〔全国各地の名所絵葉書〕
鉄道省撮影、（東
京）日本旅行協会発
行

絵葉書 19 8.6×13.6

162 「小丸山の櫻」 絵葉書 1 8.9×13.9

163 「松林風景画」 絵葉書 1 9.0×14.1

164 「瀧風景画」 絵葉書 1 9.1×14.2

165 「温泉舘・正門」 絵葉書 1 9.1×14.0

Ｅ　リーフレット（全国名所）

番号 名称 年代 発行・作者 種類 数量
法量

（縦×横.cm）

166 滋賀県明細地図 明治44年（1911） 小林書店発行 リーフレット 1 19.9×9.2

167
京都と奈良　遊覧の栞　旅の
友新年号附録

昭和4年（1929） 名古屋鉄道局 リーフレット 1 18.3×9.2

168 城崎温泉御案内 常盤旅館 リーフレット 1 19.2×9.2

169
御入浴の御つれづれに（城崎
温泉みなとや）

リーフレット 1 12.7×8.9

170 おみやげ御案内（城崎温泉） 城崎勧商場坂本榮藏 リーフレット 1 13.7×10.3

171 いゑつと（城崎温泉） 郡文商店 リーフレット 1 13.0×9.4

172 厳島案内 昭和3年（1928）
クラク女性プラトン
社印行

リーフレット 1 18.1×9.8

173 厳島案内 昭和3年（1928） 門司鉄道局 リーフレット 1 15.5×8.7

174 瀬戸内海図絵 昭和6年（1931）
大阪商船株式会社特
製、大阪濱田印行

リーフレット 1 17.8×8.8

175 博多附近 昭和3年（1928） 〔門司鉄道局〕 リーフレット 1 15.8×8.8

　○「宮小路寫眞舘謹寫」

　○タトウあり（エンボス加工、内側に由緒沿革概要・特殊神事・官幣中社太宰府神社々務所）。

　○「十六枚組」とあるが15枚在中。

　○熊本県

　○袋あり。

　○熊本県

　○熊本県

　○袋あり。

　○大分県

　○袋あり。

　○大分県

　○大分県

　○袋あり。

　○袋あり（発行所とは異なる封筒（中部旅行協会））。

　○石川県の七尾か。

　○観光・遊覧記念スタンプ（近江石山）あり。
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176 福岡市内略図と博多織元松居 リーフレット 1 18.2×8.7

177 栗林公園御案内 大正9年（1920）

発行人　香川県香川
郡栗林村　岩佐辰
臟、著作兼印刷人
京都市　林虎太

リーフレット 1 19.6×9.4

178 別府温泉 昭和3年（1928） 〔門司鉄道局〕 リーフレット 1 15.3×8.9

179 日本八景　別府温泉 リーフレット 1 17.9×10.0

180 入場券（十万地獄） 十万地獄 入場券 1 10.7×15.7

181 八幡地獄（別府温泉）説明書 リーフレット 1 16.5×24.2

182
泉都唯一の遊園地鶴見園と東
洋第一の鶴見大地獄（説明
書）

大正15年（1926） リーフレット 1 17.1×24.5

183 別府案内と鶴田

旅館鶴田（鉄道省
ジャパン・ツーリス
ト・ビューロー指定
旅館）

リーフレット 1 17.9×11.1

184 耶馬溪案内 昭和3年（1928） 門司鉄道局 リーフレット 1 15.5×9.0

185 耶馬溪御観光御案内 耶馬溪鉄道株式会社 リーフレット 1 23.7×53.4

番号 名称 年代 発行・作者 種類 数量
法量

（縦×横.cm）

186 花蝶しおり 明治42年（1909） 栞 1 4.1×12.6

187
〔大日本私立衛生会新築落成
紀念〕

明治44年（1911）
大日本私立衛生会発
行、東洋印刷株式会
社印行

絵葉書 2 9.1×14.1

188 「川合玉堂筆『夕日夜』」 大正2年（1913） 絵葉書 1 9.1×14.1

189 帝国美術院展覧会 大正10年（1921）
上野公園前絵葉書販
売所

絵葉書 6 9.2×14.0

190
「The Ferry Building,San
Francisco,California」

昭和2年（1927） 絵葉書 1 8.9×13.7

191 「田中賴璋筆『残雪』」 昭和3年（1928） 絵葉書 1 9.2×14.1

192 郵便貯金百億円記念 昭和17年（1942）
逓信協会発行、凸版
印刷株式会社印刷

絵葉書 2 9.0×14.1

193 読売ニュース写真焼付版 昭和18年（1943） 写真 205

194
〔第一生命保険相互会社50年
記念〕

昭和27年（1952）
第一生命保険相互会
社、凸版印刷株式会
社

絵葉書 3 8.7×13.8

　○記念スタンプあり。

　○別府温泉

Ｆ　その他

　○エンボス加工。

　○新築落成紀念のスタンプ（明治44年6月25日）あり。

　○袋あり。

　○各絵画には100億の表示あり。

　○タトウあり。

　○説明文あり。

　○昭和18年7月4日から同19年（1944）9月22日まで。

　○タトウあり（内側に相互主義五十年の歴史）。
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195 〔軍艦絵葉書〕 絵葉書 30 9.2×14.3

196 軍艦愛宕の雄姿　写真 海軍省御蔵版 写真 6 9.0×13.8

197 出征将兵後援絵葉書
愛国恤兵財団助成会
発行

絵葉書 4 9.0×13.9

198
懸賞写真　自然之美　第弐拾
八号　雨十景

絵葉書 5 9.1×14.0

199 御勅題　松上鶴 名古屋菊花堂発行 絵葉書 3 8.9×14.1

200 〔帆船〕 絵葉書 8 9.1×14.1

201 高山植物しおり 栞 3 6.3×5.7

202 女性肖像画しおり 栞 1 4.4×6.7

203
〔簡易保険・郵便年金絵葉
書〕

絵葉書 2 9.0×14.2

204 絵葉書帖 絵葉書 42

205 乃木希典大将（軍人姿） 写真 1 8.7×5.9

206 名高い人 写真 23

207 東京美人 写真 23

208 全国各地名所 写真 41

209 名所（場所無記入） 写真 28 5.5×8.8

210 汽車キカイ 写真 1 5.5×8.6

211 女性ブロマイド 写真 15 13.5×10.2

212 邦楽演奏大会番組 番組 3

　○袋あり。

　○タトウあり。

　○説明書あり。

　○海軍省検閲済不許複製。

　○タトウあり。

　○袋あり。

　○エンボス加工。

　○袋あり。

　○袋あり。

（1）〔東京大相撲〕　26枚

（2）〔皇太子殿下高岡行啓紀念　明治42年（1909）　高岡市役所発行、学海堂納品、東京青雲堂謹製　3枚

（3）〔越中魚津蜃気楼〕　明治42年（1909）　越中魚津木下雑貨店発行　3枚

（4）〔雹絵葉書〕　2枚

（5）〔高岡名所〕　棚田書房発行　4枚

（6）〔南極探検隊〕　4枚

　○東伏見氏ほか20名

　○3枚中2枚に阿波加頴（阿波加脩造）稿の漢詩あり

念〕　明治42年（1909）　高岡市役所発行、学海堂納品、東京青雲堂謹製　3枚
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■解説

　佐渡家資料のうち、図書資料について記すこととする。佐渡家伝来の資料と高等学校の教諭を務められ
た佐渡速雄氏の所蔵資料とに分けて整理した。
　佐渡家伝来の資料は、歴史・社会科学（経済・教育など）・医薬学・唱歌・文学関係の資料が大部分を
占めていた。医家でありながら医薬学関係の資料が、全体の分量からみて少ないのは、平成12年に高岡市
立中央図書館が入手して蔵書に加えたからであろう。同館は『佐渡家文書目録』を平成14年に発行し、利
用者の便宜をはかっている。
　珍しい資料について若干記す。「旧前田家系譜略記」は、「富山日報」明治27年₆月10日の附録であ
る。同年₆月₉日から於保多神社で開市祭を盛大に挙行され、記念に発行されたものであろう。発行の主
旨は「粤に我が富山藩主歴代の偉蹟を稽がへ、始祖龍光院殿上り次第して系統を列挙し、開市祭当日の祝
意を表し併せて後昆の紀念に遺すと云爾」ということである。初代利次から11代利友までの事蹟が記して
ある。富山県内の図書館には未所蔵の資料で貴重なものといえよう。
　本目録が発行のころは、北陸新幹線が開業していると思う。自治体や観光関係者は、観光客の来訪を待
ちわびていることだろう。昭和₇年に金沢市で「産業と観光の博覧会」が開催され、北陸三県の名勝・観
光地を写真で紹介した「報知新聞」昭和₇年₅月₅日の特別附録がある。ちなみに富山県内は、呉羽山か
らみた立山連峰・黒部峡谷猿飛峡・黒部峡谷錦繍関・伏木港全景・高岡公園・日本海電気吉久変電所の一
部・富山市の薬売・富山電鉄電車・弥陀ヶ原・称名滝・庄川下流飛州木材会社青島貯木場と製材工場・庄
川流材状況・大岩山霧降りの滝・富山ホテル歓迎会・宇奈月温泉旅館（水月旅館・富山館支店・延対寺別
館・河内屋旅館・宇奈月館）・富山都市計画事業富岩運河竣工部分・富岩運河の掘鑿・県有模範林の一部
が、見開き₂ページを費やして紹介されている。
　文学関係資料には、読本類が多く含まれている。これらの資料は、宮地正人先生の著『幕末維新風雲通
信』（東京大学出版会　1978年刊）によれば、₈代養順の次男として生まれ、坪井信道の養子となった信
良が、母親に送ったものという。木版刷のこれらの本を読む佐渡家の女性の教養の高さが伺い知れる資料
でもある。これらの中に、十返舎一九の『方言修行金草鞋』がある。第18編は現在の富山県のことが書き
記されている。近年は県内でも所蔵機関が増えてきたが、貴重な資料といえよう。
　このほか『国書総目録』にも記載のない資料、例えば「元三大師御鬮箋」、「執讐海七漁船」、「青戸硯
雲切仁左衛門」などである。明治期の資料でも「川上行義復讐新話」は、国立国会図書館の藏書目録に記
載のない資料である。このように稀書を含む資料群である。
　速雄氏の資料は、昭和30年代のものが多い。昭和27年産業教育全般を改善する構想が立てられ、工業技
術・産業経済に関する教育の改善を目的に、富山産業教育館・高岡産業教育館が設置された。産業教育館
編刊の資料は、本県の理科教育の方向を示す研修資料である。これらの資料は、県内の公立図書館で未所
蔵の資料で貴重なものといえよう。
　ほかに赴任した高等学校の生徒会誌なども含まれている。小杉高等学校の「みしまの」2号には、南原
繁氏の講演記録があり、同校設立の経過が分る貴重な資料である。また「佐渡博物学会誌」1・2号は、本
県の教育界にも大きな功績を残された菊池勘左衛門の功績について記したものである。
　総じて本県の教育界の一断面の資料群であるといえる。
� （太田久夫）
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■凡例

₁．佐渡家資料のうち、図書類の目録である。
₂．書名の前の番号は、資料番号である。
₃．目録は、類似資料群に分けて記載した。
₄．目録中の空欄は、調査しても判明しなかった分である。
₅．年号は、刊年または書写年の西暦を記し、和暦を（　　）に記した。
₆．軸装のものは「₁幅」とした。
₇．新聞小冊子のものは、「₁部」とした。
₈．一枚物のものは、「₁枚」とした。
₉．異なる資料を便宜上、同一資料としたものは、「₁点」とした。
10．資料は、毛筆書・謄写印刷・タイプ印刷・活版刷と多岐にわたっているが、特に注記はしなかった。
11．資料名のはっきりしないものは［　　］で仮の標題を付した。
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１．図書

番号 資料名 編著者名 出版社（発売者） 年号 頁（丁）数
寸法

（縦×横.cm）
請求番号

1 蒼龍館蔵本目録 佐渡家 1844年（天保15） 46丁 17.1×12.1 025-1

2 蒼龍館蔵書目一 佐渡家 63丁 23.5×17.1 025-2-1

3 蒼龍館蔵書目二 佐渡家 57丁 23.5×17.1 025-2-2

4 蒼龍館文庫目録 金沢市立図書館 金沢市立図書館 1968年（昭和43） 105 25.8×18.3 025-3

5 郷土史料展覧会出陳目録 市立高岡図書館 市立高岡図書館 1925年（大正14） 32 19.1×13.2 027-1

6 戦時社会常識百科事典 志摩達郎 研文書院 1940年（昭和15） 41，981 16.4×9.5 031-1

7

唐音の弁、韻譜、松苗編次国
史略抜萃大要、[中国系譜]、
奕事策、清汪晴川先生尺牘
（歛□）、内藤維喬の大須賀
吉輔宛書簡、京都木下弥三郎
より同苗仁平え遣候紙面写

54丁 24.3×17.8 049-1

8 石川県立郷土資料館要覧
石川県立郷土資料
館

石川県立郷土資料
館

1968年（昭和43) 49 25.8×18.4 069-1

9
福井市立郷土歴史博物館々報
復刊10号

福井市立郷土歴史
博物館

福井市立郷土歴史
博物館

1985年（昭和60) 27，6 25.2×18.7 069-2

10 開化新聞 吉本屋次郎兵衛 吉本屋次郎兵衛 1871年（明治4） 3丁 24.2×16.5 071-1

11

古新聞一括[富山日報明
33.1.1=5,6頁、高岡新報昭
3.11.16=1,2頁、東京朝日新聞
大正4.6.20=3～6頁]

8 54.5×40.0 071-2

12 中部日本新聞 中部日本新聞社 中部日本新聞社
1953～1957年
（昭和28～32）

12部 54.5×40.9 071-3

13 古学二千文 菅原道満 1844年（天保15） 11丁 23.9×17.0 170-1

14 伊勢朝熊略縁起 勝峯山金剛證寺 勝峯山金剛證寺 5丁 23.9×17.4 185-1

15 講師圓乗院碑銘 菅原長材 2丁 24.5×18.0 185-2

16 元三大師御鬮箋
鈆屋安兵衛
吉田屋新兵衛

1800年（寛政12）
30.5×80.8
折りたたみ
15.3×7.3

188-1

17 古文書への招待2 藤本篤 柏書房 1980年（昭和55） 158 21.6×16.0 210-1

18 増補改正和漢年歴箋 折本15.7×6.8 210-2

19 越中史料叢書1，2号 越中史料研究会 越中史料研究会
1979,1980年
（昭和54,55）

18，14 24.9×17.5 210-3

20 読んで候
高岡市立中央図書
館古文書解読教室

高岡市立中央図書
館

1980年（昭和55） 33 26.6×17.8 210-4

21 勅諚 2丁 24.8×18.1 210-5

22 国公家譜歴略 1847年（弘化4） 1枚 102.6×35.0 210.5-1

23 前田利家年譜写（断簡） 6枚 210.5-2

24 富山侯利保公御祭文 1789年（寛政元） 10丁 24.0×17.8 210.5-3

25
旧富山藩主前田家系譜略記
（富山日報明治27.6.10附録）

1894年（明治27） 2 49.8×34.7 210.5-4

26 加越能之大守前田家 1枚 24.0×140.3 210.5-5

27
松平春嶽公未公刊書簡集
（二）

福井市立郷土歴史
博物館

福井市立郷土歴史
博物館

1985（昭和60） 8，77 20.2×14.8 210.5-6

28 御領国海岸筋寄々 7丁 23.9×17.0 210.5-7

29 諸家上書 37丁 24.1×17.9 210.5-8

30 東照御神消息一通 15丁 23.4×16.8 210.5-9

31
報知新聞号外二・二六事件判
決下る

報知新聞社 報知新聞社 1936年（昭和11） 2 54.3×40.9 210.7-1

32
越中の国分寺と砺波郡の東大
寺墾田地

武田旨弘 自刊 1979年（昭和54）
41

付図7枚
25.5×17.6 214-1

■目録
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33 史記抜萃 8丁 21.0×16.2 222-1

34 帝国名望家大全予約出版汎告
帝国近世史鑑編輯
会

帝国近世史鑑編輯
会

1895年（明治28） 1 24.1×33.0 281-1

35 帝国人名辞典
東京図書出版合資
会社

東京図書出版合資
会社

1899年（明治32）
108，

1784，120
23.0×15.4 281-2

36 富山県人会名簿 1946年（昭和21） 6 12.6×18.0 281-3

37 人名簿 7 26.0×16.7 281-4

38 人名録 21.1×14.8 281-5

39 市川三之丞伝
1846～58年
（弘化3～安政5）

19丁 24.5×18.0 281-6

40 皇室御一統御尊影 青雲堂 青雲堂 1902年（明治35） 1 47.2×63.4 288-1

41 御歴代山陵真景 歴史写真会 歴史写真会 1929年（昭和4） 60 26.5×37.0 288-2

42 明治天皇御聖徳画集 報知新聞社 報知新聞社 1931年（昭和6） 15 38.5×26.4 288-3

43 竹の園生の御栄え 報知新聞社 報知新聞社 1931年（昭和6） 19 38.4×26.8 288-4

44 日嗣の皇子御降誕 報知新聞社 報知新聞社 1933年（昭和8） 2 54.4×40.7 288-5

45 皇宮 田中萬逸 大日本皇道奉賛会 1937年（昭和12) 1冊 26.2×38.1 288-6

46 早引定紋鑑 須原屋茂兵衛ほか 6，102丁 10.6×15.6 288.6-1

47 茨木君系譜叙 千秋慥
1852～54年
（嘉永5～安政元）

6丁 27.0×19.1 289-1

48 橋本景岳先生の生涯
福井市立郷土歴史
博物館

福井市立郷土歴史
博物館

1985年（昭和60) 217 25.6×18.2 289-2

49 孝子塚建立寄附願 1841年（天保12） 1 27.1×39.9 289-3

50 少年教育楠公 榎本松之助 榎本書房 1915年（大正4） 4丁 7.6×12.7 289-4

51 孝子六兵衛のお話 棚田喜作 頌孝会 1979年（昭和54） 18 21.1×15.0 289-5

52 格蘭氏伝倭文賞二編上之巻
仮名垣魯文和解
鮮斎永濯画

金松堂 1879年（明治12） 1冊 17.5×11.8 289-6

53 福島中佐遠征日記 牧金之助 牧金之助 1893年（明治26） 11丁 11.6×8.1 290-1

54 W.MSTRACHAM & Co.YOKOHAMA 11 17.9×13.4 290-2

55 新製輿地全図 1幅 120.７×35.6 290-3

56 新製輿地全図 1幅 88.8×35.9 290-4

57
「御即位紀念　室内用大日本
新地図」

鍾美堂編輯部 星野文星堂 1912年（大正元） 1幅 113.1×106.8 291-1

58 金沢博覧会北陸名勝画報 報知新聞社 報知新聞社 1932年（昭和7） 4 54.8×40.2 291-2

59 地誌提要越中国 16丁 23.0×16.8 291-3

60 みゆのしるべ28号 山下義保 山下義保 1903年（明治36） 2 13.3×7.7 291-4

61 都林泉名勝図会

秋里籬嶌
法橋佐久間草偃・
法橋西村中和・奥
文鳴源貞章（画
工）

吉野屋為八ほか 1799年（寛政11） 6冊 26.3×18.5 291-5

62 河内名所図会
秋里籬嶌
丹羽桃溪画

高橋平助ほか 1801年（享和元） 6冊 26.3×18.4 291-6

63 改正絵入南都名所記 絵図屋庄八 1841年（天保12） 20丁 22.3×16.2 291-7

64 建白書 島津久光 1875年（明治8） 3丁 24.4×16.4 312-1

65
加賀・能登・越中市村区分一
覧表

小島致將 小島致將 1877年（明治10） 1，43丁 9.9×15.0 318-1

66 越中大小区画 1876年（明治9） 20丁 18.0×12.0 318-2

67 憲法発布豊明殿御宴
報知新聞社
岡吉枝謹画

報知新聞社 1936年（昭和11） 1枚 26.7×38.7 323-1

68 丸屋商社之記 丸屋商社 丸屋商社 1869年（明治2) 12丁 21.7×15.0 335-1

69 證券印税心得 太政官 太政官 1873年（明治6） 28丁 22.5×16.7 338-1

70 射水一覧表 越中活版会社 　 1882年（明治15） 1枚 29.0×36.0 354-1

71 愛国婦人会趣意書 愛国婦人会 愛国婦人会 1903年（明治36） 30 18.5×12.8 367-1

72 時局と家庭 国本ひさ 高岡婦人会 1918年（大正7） 31 18.5×12.9 367-2
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73
博労町校下婦女会の沿革並に
現況

大松はつい
高岡市博労町婦女
会

1932年（昭和7） 42 18.8×12.5 367-3

74 飢饉用心書上 熊谷蓮心 　 1833年（天保4） 1枚 27.8×40.0 369-1

75 東都風潮記 1856年（安政3） 4丁 25.0×15.8 369-2

76 育英社奨学事業拡張趣意書 育英社 育英社 1902年（明治35） 8 22.6×15.1 373-1

77 育英社規則 育英社 育英社 13 18.8×12.9 373-2

78 実業学校図画教科書 図画教育研究会 晚成処 1913年（大正2） 1冊 18.0×26.3 375-1

79 四十周年記念寄附名簿
博労国民学校同窓
会

博労国民学校同窓
会

1941年（昭和16） 48 20.8×14.8 376-1

80 高岡高等商業学校要覧 高岡高等商業学校 高岡高等商業学校 1935年（昭和10) 20 18.9×12.9 377-1

81 明治大学要覧 明治大学 明治大学 1912年（明治45） 60 14.9×9.0 377-1

82 日本大学学則要抄 日本大学 日本大学 1918年（大正7） 51 14.5×8.8 377-2

83 四明会名簿
京都大学農学部四
明会

京都大学農学部四
明会

1985年（昭和60) 454 25.8×18.0 377-3

84 青訓美談 富山県 富山県 1934年（昭和9） 82 22.0×14.9 379-1

85 婚礼罌粟袋 白水 1750年（寛延3） 116，36丁 12.4×17.9 385-1

86 大内物語
笠亭仙果
一勇斎国芳画

笑寿屋庄七
1859～1863年
（安政6～文久3）

5冊 17.8×11.9 392-1

87 將校准士官連名簿 南方軍第一憲兵隊 南方軍第一憲兵隊 1946年（昭和21） 8 12.8×18.3 392-2

88 初荷界便り3、4、6号 稲葉芳郎 稲葉芳郎 1957年（昭和32） 3部 35.4×25.2 392-3

89 ノート 21.5×17.0 392-4

90 高島流砲術伝幡の研究 岩崎鐵志 静岡女子短期大学 1974年（昭和49） 27-63 25.7×18.7 399-1

91
略本暦明治19、24、25、26、
28年

神宮司庁 神宮司庁
1885～1891年
（明治18～24)

5冊 15.9×11.2 449-1

92 盆蘭記 喜多温 　 3丁 24.8×16.8 479-1

93 仙人掌多肉植物銘鑑 京楽園片桐 京楽園片桐 1935年（昭和10) 1枚 39.4×54.7 479-2

94 ヒポクラス画像考 日本医事週報社 日本医事週報社 1895年（明治28） 1枚 31.8×23.5 490-1

95 ボーグアルド油効能 3丁 24.0×17.8 490-2

96 唐土歴代名医図 1幅 136.9×66.4 490-3

97 方府紀聞　七 1847年（弘化4） 50丁 23.0×16.3 493-1

98 平安草沢医小石龍謹再拝呈案 1869年（明治2) 3丁 24.2×16.8 493-2

99 体部病名 5丁 24.0×18.2 493-3

100 大悪 7丁 24.8×17.1 493-4

101 サントルペスト 1871年（明治4） 5丁 24.1×18.0 493-5

102 蟄杜満外科必読抜萃 29丁 23.0×15.2 494-1

103 叢桂亭蔵方 原昌克子柔 12丁 24.3×17.7 499-1

104 磐水先生閲和蘭薬秤分量図考 芝蘭堂家塾 5丁 24.3×18.0 499-2

105 薬物資源要説
中川盛次、中川安
一

中川安出版社 1946年（昭和21） 220，42 18.1×12.1 499-3

106 和漢薬研究所年報11巻
富山医科薬科大学
和漢薬研究所

富山医科薬科大学
和漢薬研究所

1985年（昭和60) 101，34 25.6×18.2 499-4

107 餾スレバ油多ク 25.1×17.4 499-5

108 当世裁縫独稽古 池田東籬亭 蓍屋宗八 1832年（天保3） 1，5，86丁 8.2×16.3 593-1

109 園芸要覧 横浜植木株式会社 横浜植木株式会社
1938～39年
（昭和13～14）

2冊 26.0×18.4 620-1

110 東京横浜電車便覧 1916年（大正5） 3，185 8.2×6.1 686-1

111
ぼくとわたしのフレッシュ切
手ガイド

椎名研二 学研 1966年（昭和41） 1冊 12.5×17.2 693-1

112 古美術展覧会目録 高岡市 高岡市 1936年（昭和11） 1枚
39.4×54.1
（折19.9×
9.3）

706-1
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113 古美術展覧会目録 高岡市 高岡市 1936年（昭和11） 1枚
39.4×54.1
（折19.9×
9.1）

706-2

114 蘭竹画譜 景山沢鐘 須原屋茂兵衛 1804年（文化元） 1冊 27.3×17.6 721-1

115
聖徳記念絵画館壁画集（乾）
（坤）

明治神宮奉賛会 1932年（昭和7） 2冊 42.9×34.7 721-2

116 千字文 728-1

117 歴史唱歌西郷隆盛
渡辺光風、渡辺又
次郎作歌野村成仁
作曲

金昌堂 1900年（明治33） 30 14.8×10.5 767-1

118
国民教育忠勇唱歌2集四十七
士、3集豊太閤

大和田建樹作歌
多梅稚作曲

開成館 1901年（明治34） 2冊 20.4×11.2 767-2-1，2

119 家庭唱歌一寸法師
木村小舟作歌
田村虎蔵作曲

文武堂 1901年（明治34） 32 15.0×11.0 767-3

120 家庭唱歌瘤取り
木村小舟作歌
田村虎蔵作曲

文武堂 1901年（明治34） 32 15.0×11.0 767-4

121 春夏秋冬花鳥唱歌
大和田建樹作歌
本 元子作曲

開成館 1902年（明治35） 10 20.3×11.3 767-5

122 戦争唱歌第二編 文部省 日本書籍 1905年（明治38） 44 18.6×12.7 767-6

123 歌舞伎座筋書十五号 鈴木孝平 鈴木孝平 1893年（明治26） 1冊 23.1×15.4 774-1

124 歌舞伎十八番之内勧進帳 歌舞伎座 歌舞伎座 1893年（明治26） 1冊 23.2×15.7 774-2

125
万国国際オリンピック陸上記
録対照表

富山県立高岡中学
校陸上競技部

富山県立高岡中学
校陸上競技部

1924年（大正13） 1枚 46.2×61.0 780-1

126 諸流秘伝生花独稽古巻2 [沢田寛一] 朝山精華堂 1892年（明治25） 30丁 17.2×11.9 793-1

127 瓶史国字解抜萃 袁宏道中郎 　 11丁 23.9×17.2 793-2

128 漢字部首 811-1

129 言海 大槻文彦 吉川弘文館 1921年（大正10） 1冊 18.9×13.2 813-1

130 新しい時代語の字引 実業之日本社 実業之日本社 1928年（昭和3） 8，400 15.2×8.1 813-2

131 ペン字行書入実用辞典 東光社編集部 東光社 1935年（昭和10) 240 14.8×8.0 813-3

132 語録解義 19.2×13.6 813-4

133 書翰文大観 斯華会 吉川弘文館 1907年（明治40） 1冊 15.1×11.5 816-1

134 大正独和辞典 保志虎吉 三省堂書店 1912年（大正元） 1529 17.0×9.2 843-1

135 双解独和小辞典 片山正雄 南江堂書店 1933年（昭和8） 1冊 18.2×10.0 843-2

136 和独辞典 澤井要一、辻善定 南山堂書店 1939年（昭和14） 1冊 18.7×10.6 843-3

137 増訂荷蘭語彙叙 佐久間象山 2丁 28.0×20.4 849-1

138 銀の鳥4巻2号 銀の鳥社 銀の鳥社 1921年（大正10） 32 15.0×10.8 909-1

139 推韻千字文 浅野栗斎 1858年（安政5) 11丁 24.4×18.2 911-1

140 俳風たねふくべ 三友堂益亭 文林堂
1844～1845年
（天保15～弘化2）

10冊 17.6×11.6 911-2

141 詩集残照の中で 朝森弓子
富山現代詩サーク
ル

1980年（昭和55） 140 21.4×15.9 911-3

142 ある　７４
富山現代詩サーク
ル

富山現代詩サーク
ル

1980年（昭和55） 24 25.7×18.2 911-4

143 明治英名百人首
安井乙然
松斉吟光画

平野傳吉
山中市兵衛

1881年（明治14） 50丁 11.5×8.5 911-5

144 伊勢物語 下河辺拾水画 海部屋勘兵衛 1793年（寛政5） 2冊 26.3×18.2 913-1

145 竹取翁物語解 田中大秀 松屋善兵衛
1828～1830年
（文政11～13)

6冊 26.4×18.2 913-2

146 浮世風呂　初編～四編 式亭三馬
丁字屋平兵衛
美濃屋甚三郎

1809～1820年
（文化6～文政3）

12冊 18.1×12.0 913-3

147 一盃綺言
式亭三馬
歌川豊国画

桂林堂 1813年（文化10） 21丁 18.2×12.7 913-4

148 真柴（動物図絵）
条野伝平
歌川貞秀画

1863年（文久3） 20丁 17.5×11.7 913-5

2冊
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149
執讐海土漁船（ｶﾀｷｳﾁｱﾏﾉﾂﾘﾌ
ﾈ）

岳亭梁左
一梅斎芳春画

吉田屋文三郎 40丁 17.7×11.5 913-6

150 頼光大江山入
竹葉舎金瓶　富雪
画

1845年（弘化2） 22丁 17.7×11.5 913-7

151 青戸硯雲切仁左衛門
岳亭春信
一梅斎芳春画

吉田屋文三郎 1861年（文久元） 38丁 17.5×11.8 913-8

152 金草鞋

十返舎一九　観雪
斎月麿画（初～
3,5,12編）歌川よ
し麿画（4,6編）
軽雲亭国丸画
（7,8,11編）歌川
国直画（9編） 歌
川国安画（18編）

錦森堂
1813～1828年
（文化10～文政11）

7冊 17.8×12.2 913-9

153 昔語鳥羽之恋塚
欣堂間人
歌川国丸画

1822年（文政5） 30丁 17.8×11.6 913-10

154 偐紫田舎源氏
柳亭種彦
歌川国貞画

仙鶴堂
1830～1842年
(文政13～天保13）

38冊 17.1×11.9 913-11

155 朧月猫草紙
山東京山
歌川国芳画

上州屋重蔵
1842～1849年
（天保13～嘉永2）

7冊 17.7×11.8 913-12

156 釈迦八相倭文庫

万亭応賀
一陽斎豊国画（1～
30編）一寿斎（歌
川）国貞画（31～
50編）

錦重堂（上州屋重
蔵）

1845～1862年
（弘化2～文久2）

49冊 17.8×11.7 913-13

157 膝栗毛余興読而未来記弐編
東里山人
歌川貞秀画

森尾治郎兵衛 1847年（弘化4） 20丁 17.8×11.7 913-14

158 遊仙沓春雨草紙
緑亭川柳
一陽斎豊国画

錦耕堂
1847～49年（弘化4
～嘉永2）

5冊 17.8×11.8 913-15

159 其由縁鄙迺俤

柳下亭種員（1～15
編）柳下亭種秀
（15～18編）柳下
亭種彦（19,20編）
一陽斎豊国画（1～
8編）一寿斎国貞画
（9～20編）

仙鶴堂（1,2,4,6
編）仙鶴堂、錦林
堂合梓（3,5編）錦
曻堂（7～20編）

1847～1867年
（弘化4～慶応3）

20冊 17.7×11.6 913-16

160
白逢物語（初編～44編、46
編）

柳下亭種員（初編
～29編）柳下亭種
員遺稿（30,31編）
柳下亭種員遺稿 二
世柳亭種彦校（32
～34編）二世柳亭
種彦校（35～46
編） 　三世歌川豊
国画（初編～8編）
二世歌川国貞画（9
～36編）一恵斎芳
機画（37～46編）

広岡屋（初～5,28
～37,39～43編）柳
下亭（6,9,10,21～
27編）松林堂
（7,11～14編）柳
下・松林合梓（17
～20編）菊寿堂
（38,43,44,46編）
藤慶（8編）

1849～1864年
（嘉永2～元治元）

22冊 16.6×11.5 913-17

161 黄金花咲千世物語
三世十返舎一九
歌川貞秀画

菊屋幸三郎 1850年（嘉永3) 20丁 17.8×11.7 913-18

162 桜姫粧穀雨二編上・下
楽亭西馬
一雄斎国輝画

栄久堂 1852年（嘉永5） 20丁 17.7×11.7 913-19

163 東海道中栗毛弥次馬
仮名垣魯文
一盛斉芳直画

1865年（慶応元） 50丁 17.7×11.8 913-20

164 以呂波文庫

柳煙亭種久
一龍斎国盛画
（初,2編）一勇斎
国芳画（3～5編）
一恵斎芳機画（6
編）

甘泉堂
1857～1860年
（安政4～万延元）

6冊 17.7×11.7 913-21

165 玉菊物語
仮名垣魯文
歌川国綱画

文慶堂
1858～1860年
（安政5～万延元)

4冊 17.7×11.7 913-22

166 恋車淀翡翠
柳水亭種清
梅蝶楼国貞画

蔦屋吉蔵
1859～1861年
（安政6～万延2）

5冊 17.2×11.1 913-23

167 童絵解万国噺初～4編各上・下
仮名垣魯文訳
一孟斎芳虎画

錦橋堂
1861～1862年
（万延2～文久2）

4冊 17.3×11.7 913-24
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168 緑柳五箇国双紙
山亭秋信
一蘭斎国綱画

京屋庄兵衛
1861～1863年
（文久元～文久3）

3冊 17.5×11.3 913-25

169 室町源氏胡蝶巻初編～23編

二世柳亭種彦　二
世梅蝶楼国貞画二
世柳亭種彦遺稿
山々亭有人校訂一
陽斉豊国画（22,23
編）

蔦屋吉蔵
1864年～1871年
（元治元～明治4）

23冊 17.6×11.6 913-26

170 康申通夜譚二上・中
泉龍亭是正
歌川房種画

栄光堂 1880年（明治13） 18丁 17.7×11.6 913-27

171
川上行義復讐新話初編、2編各
上・中・下

岡本起泉 島鮮堂 1881年（明治14） 2冊 17.7×11.6 913-28

172
冠松真土夜暴動前・後編各
上・中・下

武田交来
大蘇芳年画

錦寿堂 1881年（明治14） 2冊 17.8×11.7 913-29

173
金梅鉢誉名木宮本左門之助武
勇伝上・下

岡田霞船著英一画 金松堂
1884～1887年
（明治17～20）

2冊 17.5×11.5 913-30

174 絵本真田三代記全 菅谷與吉 日吉堂 1885年（明治18） 24丁 11.7×8.6 913-31

175 明治新刻絵本太閤記全 小宮山五郎 金英堂 1885年（明治18） 23丁 11.4×8.0 913-32

176 絵本太功記 澤久次郎 澤久次郎 1885年（明治18） 20丁 11.9×8.1 913-33

177
絵本実録幡随院長兵衛一代記
全

綱島亀吉 綱島亀吉 1886年（明治19） 24丁 11.9×8.5 913-34

178 大岡政談天一坊 松田槌太郎 松田槌太郎 1889年（明治22） 20丁 11.0×8.1 913-35

179 偽れる未亡人 三宅やす子 婦人公論発行所 1932年（昭和7） 32 14.5×10.8 913-36

180 たのしみ草紙 8丁 16.8×11.5 917-1

181 檉園小石先生詩文集 小石元瑞 1842年（天保13） 6丁 24.9×17.1 919-1

182 檉園先生西遊絶句 小石元瑞 1845年（弘化2） 13丁 24.1×17.8 919-2

183 三至録 羽倉用九簡堂 16丁 24.2×18.1 919-3

184 [漢詩集]抜萃 11丁 27.3×19.2 919-4

185 雲竜山觀涛閣八勝 廣瀬旭荘 4丁 24.0×17.4 919-5

186 能州紀行 水野和泉三春 9丁 24.1×17.5 919-6

187
宋書・世説・輟耕録・五雑組
抜萃

沈約著ほか 1843年（天保14） 20丁 24.3×16.8 920-1

188 毛詩指説 成伯瑜 17丁 24.0×17.2 921-1

189 偑文斎詠物詩選二編 2丁 24.2×18.2 921-2

190 輟耕録抜萃 陶宗儀 1843年（天保14） 15丁 24.1×17.8 924-1

191 [輟耕録読後感] 公慨 1870年（明治3） 1丁 24.7×18.1 924-2

192 五雑組抜萃 謝肇淛 1843年（天保14） 22丁 24.1×17.7 924-3

193 探偵叢話 あきしく 駸々堂 1900年（明治33） 189 22.4×15.1 930-1

194 出陣画帖 25丁 29.5×22.3 391-1

195

REMARKS OF DAILY PAPERS OF
JAPAN IN REFERENCE TO THE
TWELVE BRONZE FAL CONS.（林
忠正作「十二の鷹」について
の日本の日刊紙の論評）

1893年（明治26）

林忠正
「Remaks.｣

(両面刷)

1枚
新聞評論
（英文）9
写真図版
14枚

28.6×21.2 756-1

「Remarks.｣

林忠正 林忠正

9、

1枚、

REMARKS OF DAILY PAPERS OF
JAPAN IN REFERENCE TO THE
TWELVE BRONZE FALCONS.

（林忠正作「十二の鷹」についての
日本の日刊紙の論評）
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２．図書（佐渡速雄氏所蔵分）

番号 資料名 編著者名 出版社（発売者） 年号 頁（丁）数
寸法

（縦×横.cm）
請求番号

1
学士会報
660,661,664,665,668,669号

学士会 学士会
1955～59年（昭和30
～34）

6冊 21.0×14.8 060-1

2
義宮さまの立山ご登山に随伴
して

植木忠夫 富山県教育会 1959年（昭和34） 4 21.1×14.9 288-1

3 魚津市 魚津市 魚津市 1958年（昭和33） 3点 291-1

4 名勝氷見
氷見高等学校歴史
クラブ

氷見市役所 1958年（昭和33） 82 17.8×10.6 291-2

5 改訂新日本地図　昭和九年版 下田禮佐 冨山房 1934年（昭和9） 1冊 22.5×15.1 291-3

6 新詳高等地図 帝国書院編集部 帝国書院 1961年（昭和36） 141 26.5×18.7 291-4

7 新外国地図　昭和七年版 下田禮佐 冨山房 1932年（昭和7） 1冊 22.4×15.0 293-1

8
顕微鏡　小学校教員理科実験
技術講習会テキスト実験実習
のしおり　NO47

高岡産業教育館 高岡産業教育館 1957年（昭和32） 9 25.3×18.0 375-1

9
音の実験　小学校教員理科実
験技術講習会テキスト実験実
習のしおり　NO48

高岡産業教育館 高岡産業教育館 1957年（昭和32） 5 25.3×18.2 375-2

10
光の実験　小学校教員理科実
験技術講習会テキスト実験実
習のしおり　NO49

富山県産業教育館 富山県産業教育館 1957年（昭和32） 5 25.2×18.3 375-3

11
理科工作　小学校教員理科実
験技術講習会テキスト実験実
習のしおり　NO50

富山県産業教育館 富山県産業教育館 1957年（昭和32） 7 25.3×18.3 375-4

12
理科の実験技術　小学校教員
理科実験技術講習会テキスト
実験実習のしおり　NO52

高岡産業教育館 高岡産業教育館 1957年（昭和32） 16 25.2×18.3 375-5

13
繊維の科学　小学校教員理科
実験技術講習会テキスト実験
実習のしおり　NO54

高岡産業教育館 高岡産業教育館 1957年（昭和32） 15 25.1×18.2 375-6

14
生物物理　中学校理科教員実
技講習会実験実習のしおり
NO38

富山県産業教育館 富山県産業教育館 1956年（昭和31） 12 25.3×18.0 375-7

15
理科実験と装置の自作　中学
校理科教員実技講習会実験実
習のしおり　NO46

富山県産業教育館 富山県産業教育館 1957年（昭和32） 21 25.3×18.8 375-8

16
家庭と電気　富山県高等学校
家庭課程共同実習テキスト
（学習の手引　NO38）

高岡産業教育館 高岡産業教育館 1957年（昭和32） 40 25.2×18.1 375-9

17
アイソトープ実験室の構造
アイソトープ農業関係文献目
録

富山県産業教育館 富山県産業教育館 1957年（昭和32） 26 25.0×17.7 375-10

18
富山県高等学校理科生物生徒
実験最低基準案

富山生物学会 富山生物学会 1955年（昭和30） 36 24.1×17.1 375-11

19 高等学校理科物理 渡瀬譲ほか 新興出版社啓林館 1956年（昭和31） 398 21.3×15.1 375-12

20
高等学校理科実験と観察　昭
和34年度改訂版

文部省
大日本図書株式会
社

1959年（昭和34） 228 20.9×14.8 375-13

21
遺伝実験用味旨試験薬ディ
フェニールチオウレアについ
て

富山産業教育館 富山産業教育館 1957年（昭和32） 5 25.6×18.0 375-14

22
新湊市中学校理科学習発表録
第6号

新湊市中学校教育
研究会,同理科部会

新湊市中学校教育
研究会,同理科部会

1956年（昭和31） 1冊 24.9×17.6 375-15

23 テキスト類一括 7冊 375-16

24 テキスト類一括 3冊 375-17

25 ノート 佐渡速雄 1956年（昭和31） 1冊 20.8×14.7 375-18

26 生物クラブノート 1960年（昭和35） 1冊 21.0×15.1 375-19

27
富山県高校教育研究集会要綱
第1回

富山県高等学校教
職員組合

富山県高等学校教
職員組合

1957年（昭和32） 12 24.5×17.8 376-1
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28
富山県高等学校教育研究発表
大会要項　第8回

富山県高等学校教
育研究会,富山県教
育研究会

富山県高等学校教
育研究会,富山県教
育研究会

1960年（昭和35） 18 25.6×18.2 376-2

29 研究会誌　第一号,第二号
富山県高等学校生
物教育研究会

富山県高等学校生
物教育研究会

1958～59年（昭和33
～34）

2冊 25.0×17.8 376-3

30 みしまの　2,3,5,7号
富山県立小杉高等
学校生徒会

富山県立小杉高等
学校生徒会

1962～67年（昭和37
～42）

4冊 21.0×15.0 376-4

31 創造　5号
富山県立小杉高等
学校ユネスコクラ
ブ

富山県立小杉高等
学校ユネスコクラ
ブ

1965年（昭和40） 79 24.1×17.5 376-5

32 書苑　NO1
富山県立小杉高校
図書館

富山県立小杉高校
図書館

1966年（昭和41） 51 25.8×18.4 376-6

33 五稜　創刊号
新湊高等学校生徒
会

新湊高等学校生徒
会

1955年（昭和30） 75 24.9×14.8 376-7

34 くろゆり　創刊号～3号
新湊高校生物研究
室OBくろゆり会

新湊高校生物研究
室OBくろゆり会

1957年（昭和32） 3冊 25.8×17.9 376-8

35 志貴野　10号
高岡高等学校生物
クラブ

高岡高等学校生物
クラブ

1959年（昭和34） 100 26.3×18.8 376-9

36 学校要覧　昭和35年度
富山県立氷見高等
学校

富山県立氷見高等
学校

1960年（昭和35） 31 24.2×17.9 376-10

37 卒業生名簿　昭和35年3月
富山県立氷見高等
学校

富山県立氷見高等
学校

1960年（昭和35） 1枚 19.4×26.0 376-11

38 生徒手帳
富山県立氷見高等
学校

富山県立氷見高等
学校

2冊 12.0×7.3 376-12

39 麗峯　12～16号
富山県立氷見高等
学校生徒会

富山県立氷見高等
学校生徒会

1957～61年（昭和32
～36）

5冊 21.2×15.0 376-13

40 ありそ　1～8号
富山県立有磯高等
学校

富山県立有磯高等
学校

1975～82年（昭和50
～57）

8冊 21.1×15.0 376-14

41 新藻　8～10,12,13号
富山県立有磯高等
学校生徒会

富山県立有磯高等
学校生徒会

1967～72年（昭和42
～47）

5冊 21.1×15.3 376-15

42 富山県の化石目録 坂下栄作 富山地学会 1957年（昭和32） 48 25.5×18.3 457-1

43 佐渡博物学会誌　1巻1/2号 佐渡博物学会 佐渡博物学会 1957年（昭和32） 106 25.6×18.1 460-1

44 顕微鏡の使い方 石澤政男,田中克己 裳華房 1953年（昭和28） 246 21.7×15.6 460-2

45 大学実習生物学実験 佐藤重平 裳華房 1955年（昭和30） 163 21.4×15.5 460-3

46 生物重要問題集　昭和35年版 久世源太郎 数研出版 1960年（昭和35） 1冊 18.1×12.9 460-4

47 遺伝学講習会講習内容抄 高桑昇 高桑昇 1958年（昭和33） 1冊 26.0×18.3 467-1

48 富山県動物目録 坂下栄作 1955年（昭和30） 192 24.8×17.7 480-1

49

やつでひとで
（Coscinasterias Acutispina
Stinpson）の自切部の骨格構
造について

沢田正史 沢田正史 1960年（昭和35） 5 17.7×25.5 484-1

50
ドジョオ科魚類の比較形態学
的研究

石浦邦夫 石浦邦夫 18 25.4×17.7 487-1

51 血液の科学ノート 佐渡速雄 1956年（昭和31） 1冊 21.0×14.9 491-1

52 農村電化論文集
富山県農業電化協
会

富山県農業電化協
会

1960年（昭和35） 57 24.4×17.4 614-1

53
The Marine Wood boring
Crustaceans of
Japan.I.Limnoriidae

椎野季雄 1950年（昭和25） 333-358 22.8×15.7 657-1

54 日本産木材穿孔性海産甲殻類 椎野季雄 1958年（昭和33） 153-161 25.8×18.2 657-2

55 穿孔性甲殻類概説 椎野季雄 1958年（昭和33） 135-152 25.7×18.2 657-3

56
各種プランクトンネット稚魚
網カタログ

城留吉 城留吉 17.5×25.8 663-1

57
A NEW GUIDE TO BASIC
ENGLISH

高田力 研究社 1936年（昭和11） 211,14 22.0×15.1 830-1



Ⅲ
民　
　

具
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■解説

　民具は日常の暮らしの中で使われてきたすべての生活用具で、時代的変遷・地域的特色・生活階層・職
能などを語る生活文化財である。
　高岡最古の医家として名をはせた利屋町の佐渡家より、藩政期から近代に至る生活用具が高岡市に寄
託された事を受け、平成25年26年の₂ヶ年に渡り整理調査を実施した。なお分類は、文化庁の民俗文化
財分類表に基づき10項目に分け、破損などで用途不明のものは、その他の項目にまとめた。調査資料総数
3,526点を大別すると、衣食住関係資料が全体の2/3を占め、ついで芸能・娯楽関係や医薬業関連の資料が
多く残されている。
　衣食住のなかでも最も多いのが食器類である。日常使いから祝祭用まで、鉢や皿、酒器など大半が硬質
で軽く美しい色絵が施された磁器の有田焼である。その他白い素地に山水や花鳥図などの色絵の上にさら
に金彩などを加えた豪華な九谷焼の平皿や酒器などもある。磁器は江戸初期有田（佐賀県）で始まり瀬戸
（愛知県）清水（京都）本郷（福島県）へと焼成技術が伝播し、幕末から明治にかけて大量に生産され、
さらに鉄道の発達もあいまって全国津々浦々にひろまった。
　また漆塗りの食器類も多く、繊細な唐草図や松竹梅図、家紋など金銀蒔絵された吸い物椀の20客揃、台
付三重杯、五段重など華やかなものから朱や黒塗りの20客揃宗和膳と椀が数組ある。他に、これも20客組
の懐石膳や僧膳はじめ蒔絵角盆や菓子器も多く、冠婚葬祭はじめ広い交流のあった家柄が偲ばれる。
　これらの磁器や漆器には、桐材の収納箱に納められ、購入月日が墨書きされているものもある。墨書き
の日付を見ると、江戸後期の天保から安政期に集中しており、佐渡家の経済基盤が安定した８代・９代養
順の頃にあたる。ちなみに、このような箱書きの風習は、江戸の中頃より広く普及した茶道における抹茶
椀の箱書きの影響だといわれている。
　次に多いのは、明治大正期に発行された百人一首、かるた、双六である。特に双六は55点もあり、新聞
や少年少女雑誌の元旦号付録である。「歴史いろはかるた」や「開国五十年双六」など、テーマの多くは
日清・日露戦争や軍人が主題となっている。これは、明治以来の富国強兵という日本の近代化策を反映し
たもので、軍国へと進む時代の児童教育の様子をうかがうことができる。
　また北陸中央新聞明治33年（1900）元旦号付録の「高岡繁盛双六」からは、高岡の特産品はじめ北陸経
済をリードした金融機関や米穀取引所、綿糸問屋や大商家、活気ある青果・魚市場などが描かれており、
明治高岡の盛況ぶりを読み取ることができる。
　さらに医家としての佐渡養順堂固有の薬剤や医院看板などもある。『高岡市史』によれば７代養順（竹
次郎）には子供が無く、魚津の町医阿波加家より18才の千代九郎（1795～1856）を八代目に迎えている。
江戸後期の当時、当家は医業を中断しており、経済的に最大の受難期であったと云われている。そのよう
な時期、８代養順は家勢を立て直そうとして家伝の典籍をもとに研鑽を重ね、産前・産後における婦人
の体調管理や体力回復に特効のある数種類の和漢薬を開発した。煎じて服用する「養順湯」「産湯参」
「ちゝのたる薬」など、通称サドサン・養順ハンの煎じ薬としてその効能が広く知られ、薬の販売と共に
養順堂への診療者も増え、数年にして経済的基盤が確立した。煎じ薬は、明治以降も順調に製造販売が続
いたが、昭和30年代になると各種の新薬が登場し、次第に下火となったようである。
　このように佐渡家の民具は、その家の暮らしを語るだけでなく、移り変わる時代の様子をも語ってくれ
ている。
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〔資料紹介〕※資料の写真は巻頭図版を参照

No.23　柄鏡
　　法量：径28.0cm×長さ38.5cm
　黒漆塗鏡入れが付き蓋裏の漆書きによれば、高岡の蘭方医長崎玄庭（1765～1829）の母、「恵典院殿」
忌日の文化元年（1804）₄月20日に、その孫長崎とら（1803～1870、₈代佐渡養順の妻）へ遺品として贈
られた銅鏡である。
　中国から伝わった円形の銅鏡は、室町時代に柄付きとなり、明治以降普及するガラス製鏡以前の女性化
粧道具の必需品であった。
（鏡入れ蓋裏）
「恵典院殿／右ハ富山吉川勘右衛門母／即長崎四代玄庭之／母也　孫おとらへの／遺物として賜ふ／文化
元甲子四月廿日／忌日ナリ」

No.243　萩に猪文金銀蒔絵酒杯
　　年代：文化12年（1815）　法量：口径9.7cm×高さ4.4cm� 作者：京都かたちや清兵衛
　朱塗地に干支動物が蒔絵技法で描かれた京漆器。杯見込みの猪図は文化12年の干支（亥）を表し、胴部
には文化13年（1816）の干支（子）である鼠図が繊細な筆致で描かれている。
　箱蓋裏墨書「蓬洲老人／遺物呈／佐渡龍斎老」からこの杯は、高岡の蘭方医長崎蓬洲（玄庭、1765～
1829）の遺品で、佐渡家と共に医家としてまた漢学者として親交のあった事が読みとれる。

No.400　「佐渡養順堂製煎じ薬」₆種（各ケース₇包入り）
　　法量：【紙ケース】縦9.0～10.0cm　横12.0～13.8cm　高さ2.5～3.6cm
　高岡で最も古い医家の佐渡家8代養順（1795～1856）が研究、開発した女性用の和漢薬。
　産前産後の体調を整え体力回復に効があり、広く県内外から求められた。戦後各種の新薬が開発され養
順堂和漢薬の製造販売は次第に縮小していった。
（1）「養順湯壱号」� 通称「サドサンの産前の薬」。足腰の冷え、血行不良の改善
（2）「養順湯弐号」� 通称「サドサンの産後の薬」。血行不良の改善、更年期障害、月経不順の改善
（3）「ちゝのたる薬」�母乳の分泌促進、体力増進
（4）「産前の薬」� 腹痛、むくみ、肝臓炎、脚気、痔、冷え、風邪の症状軽減
（5）「産後の薬」� 肥立ちの良好、胃腸の活性化、流産後の養生、神経痛、高血圧に効果あり
（6）「産湯参」� 産前産後、婦人血道薬、血行不良による筋肉痛、腹部・足の冷え、月経不順改善
　　　　　　　　　　（男性服用可）
� （神保成伍）�

�■凡例

₁．佐渡家資料のうち、民具の目録である。
₂．分類は、文化庁の民俗文化財分類表に基づき10項目に分け、用途不明のものは、その他の項目にまと

めた。
₃．「１．衣食住」は、さらに「Ａ　衣」「Ｂ　食」「Ｃ　住」と中分類した。
₄．佐渡家は近世以降、医業・薬業を生業としていたので、文化庁の民俗資料分類表で「₂．生産・生

業」にあたる項目は「₂．医業・薬業」とした。
₅．目録の掲載順は、番号（一連番号）、名称、点数（件数）、材質、年代、法量、付属品、備考とした。
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１．衣食住

Ａ　衣

№ 名称 点数（件数） 材質 年代 法量 付属品 備考

1 裃 13（7） 綿，麻

【1】肩衣：幅59.5cm×身丈62.0cm
　　 袴：前巾25.0cm×丈63.5cm

【2】肩衣：幅46.2cm×身丈51.5cm
　　 袴：前巾23.5cm×丈53.0cm

【3】肩衣：幅78.5cm×身丈67.5cm
　　 袴：前巾27.0cm×丈79.0cm

【4】肩衣：幅72.0cm×身丈68.5cm
　　 袴：前巾27.0cm×丈84.0cm

【5】肩衣：幅67.5cm×身丈55.0cm
　　 袴：前巾27.0cm×丈74.5cm

【6】肩衣：幅68.0cm×身丈54.0cm
　　 袴：前巾27.5cm×丈76.0cm

【7】肩衣：幅75.0cm×身丈67.0cm

2 紋付 2 布
【a】裄63.5cm×袖丈50.5cm×身丈
131.4cm

【b】裄57.0cm×袖丈52.5cm×身丈
139.0cm

3 帯 12 綿
【1】幅8.7cm×長さ532.0cm
【2】幅8.0cm×長さ232.0cm
【3】幅7.5cm×長さ225.0cm
【4】幅7.0cm×長さ304.0cm

【1】2点
【2】5点
【3】2点
【4】3点

4 道行 1 布 裄62.5cm×袖丈51.7cm×身丈95.0cm

5 羽織 2 布
【紋付】裄62.9cm×袖丈53.8cm×身
丈94.6cm

【夏用】裄65.5cm×袖丈52.5cm×身
丈80.6cm

6 経縞模様男着物 1 布 裄59.0cm×袖丈43.0cm×身丈121.0cm

7 金輪桐紋子供祝着 2 布 【a】裄50.5cm×袖丈45.5cm×身丈90.0cm
【b】裄53.5cm×袖丈45.5cm×身丈93.0cm

8 子供服 3 布，金属
【上衣】肩幅37.0cm×丈56.2cm
【下衣】幅61.0cm×丈98.5cm
【帽子】幅16.5cm×奥行22.5cm×高
さ5.5cm

9 礼服 8 布，紙，金
属

蝶ネクタイ，
釦

【a】上衣・下衣・ネクタイ・カフス・胸当
【b】上衣・下衣，【c】上衣・ベスト

10 履物各種 10
木 ， 布 ，
漆，竹皮，
ビニールほ
か

【1】幅8.8cm×長さ22.5cm×高さ5.1cm
【2】幅9.0cm×長さ21.8cm×高さ5.7cm
【3】幅8.8cm×長さ22.2cm×高さ5.0cm
【4】幅9.1cm×長さ22.0cm×高さ9.6cm
【5】幅9.7cm×長さ22.0cm×高さ6.2cm
【6】幅9.2cm×長さ22.2cm×高さ9.8cm
【7】幅8.7cm×長さ22.2cm×高さ3.2cm
【8】幅8.5cm×長さ22.1cm×高さ5.2cm
【9】幅8.0cm×長さ19.5cm×高さ4.2cm
【10】幅7.9cm×長さ13.5cm×高さ2.2cm

11 小風呂敷 9 布

【1】縦69.2cm×横69.2cm
【2】縦36.5cm×横35.2cm
【3】縦36.4cm×横35.3cm
【4】縦42.5cm×横41.2cm
【5】縦41.0cm×横41.0cm
【6】縦33.5cm×横37.5cm
【7】縦35.5cm×横32.5cm
【8】縦36.0cm×横36.5cm
【9】縦33.0cm×横37.5cm

12 風呂敷 1 布 縦109.5cm×横108.0cm 木箱

■目録
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13 風呂敷 18 布（麻・木
綿・絹）

【1】縦190.0cm×横195.0cm
【2】縦182.5cm×横167.0cm
【3】縦163.0cm×横182.0cm
【4】縦123.0cm×横123.0cm
【5】縦129.0cm×横122.5cm
【6】縦112.0cm×横110.0cm
【7】縦149.0cm×横149.0cm
【8】縦99.0cm×横93.0cm
【9】縦93.0cm×横100.0cm
【10】縦79.0cm×横81.5cm
【11】縦81.5cm×横79.0cm
【12】縦94.5cm×横85.0cm
【13】縦108.5cm×横105.0cm
【14】縦106.0cm×横102.0cm
【15】縦116.5cm×横114.0cm
【16】縦97.5cm×横110.5cm
【17】縦104.5cm×横110.0cm
【18】縦97.0cm×横99.0cm

端 切 4 種 9
枚，
房4点，黒
塗箱

14 櫛 3 木，漆，鼈
甲

【1】幅12.3cm×高さ5.4cm
【2】幅13.1cm×高さ4.7cm
【3】幅7.6cm×高さ4.5cm

【1】布袋

15 櫛・笄 2 木，漆 【櫛】幅11.0cm×高さ6.0cm
【笄】長さ32.3cm 布袋，畳紙

16 簪 1 銀，珊瑚 幅2.8cm×長さ19.0cm 木箱，布袋

17 簪 7 銀，鼈甲，
石，珊瑚

【1】長さ12.5cm
【2】長さ18.2cm
【3】長さ18.1cm
【4】長さ15.5cm
【5】長さ21.1cm
【6】長さ17.6cm
【7】長さ17.2cm

木箱，包紙

18 髪飾 3 鼈甲，貝
【1】長さ13.9cm
【2】長さ15.2cm
【3】長さ14.1cm

【1】布袋

19 髪飾（櫛・笄・簪） 20 鼈甲

【1】幅10.8cm高さ6.5cm
【2】幅10.0cm×高さ4.8cm
【3】幅10.6cm×高さ3.7cm
【4】幅9.8cm×高さ3.3cm
【5】幅8.5cm×高さ2.9cm
【6】幅9.2cm×高さ2.3cm
【7】幅7.9cm×高さ2.2cm
【8】長さ34.7cm
【9】長さ24.4cm
【10】長さ23.4cm
【11】長さ13.9cm
【12】長さ6.9cm
【13】長さ23.0cm
【14】長さ23.0cm
【15】長さ21.1cm
【16】長さ18.7cm
【17】長さ18.3cm
【18】長さ16.2cm
【19】長さ12.0cm
【20】長さ12.2cm

木箱，布袋

20 髪飾（櫛・笄・簪） 16（9）
木，鼈甲，
石，金属，
貝，ガラス
ほか

【1-a】幅8.6cm×高さ3.5cm
【1-b】長さ16.0cm
【2-a】幅8.9cm×高さ3.7cm
【2-b】長さ13.8cm
【3-a】幅9.0cm×高さ3.8cm
【3-b】長さ14.7cm
【4】長さ14.4cm
【5】長さ14.5cm
【6】長さ15.6cm
【7】長さ20.0cm
【8-a】長さ13.4cm
【8-b】長さ6.5cm
【8-c】長さ14.2cm
【9-a】幅9.6cm×高さ4.5cm
【9-b】幅9.2cm×高さ4.1cm
【9-c】幅9.0cm×高さ4.0cm

木箱，紙箱

【1-a】櫛（蒔絵・螺鈿）
【1-b】笄（蒔絵・螺鈿・銘「光山」）
【2-a】櫛（鼈甲）
【2-b】笄（鼈甲）
【3-a】櫛（蒔絵・彫刻）
【3-b】笄（蒔絵・彫刻）
【4】平簪（鼈甲）
【5】玉簪（金属）
【6】玉簪（金属）
【7】平簪（金属）
【8-a】笄（木／金属・彫金）
【8-b】笄（金属・彫金）
【8-c】笄（蒔絵・螺鈿）
【9-a】櫛（蒔絵・螺鈿）
【9-b】櫛（切金）
【9-c】櫛（鼈甲）

21 髪飾（簪飾金具，櫛） 6 鼈 甲 ， 珊
瑚，金属

【1】幅2.9cm
【5】幅9.1cm×高さ1.8cm
【6】幅7.9cm×高さ2.4cm

木箱，布袋【2】【3】【4】法量計測せず

22 飾留 1 金属 長さ5.5cm 木箱
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23 柄鏡 1 金属 文化元年4月�
� （1804）径28.0cm×長さ38.5cm 木箱（共箱）

木箱蓋裏
「恵典院殿／右ハ富山吉川勘右衛門母／即
長崎四代玄庭之／母也孫おとらへの／遺
物として賜ふ／文化元甲子四月廿日／忌
日ナリ」

24 鶴亀松竹梅文柄鏡 1 金属 径24.0cm×長さ34.4cm×厚さ0.6cm
木箱（共箱）
木箱（合わ
せ箱）

鏡裏陽刻「天下一加賀田河内正安」

25 七宝文柄鏡 1 金属 径18.3cm×長さ28.2cm×厚さ0.4cm
木箱（共箱）
木箱（合わ
せ箱）

鏡裏陽刻「天下一田中伊賀守」

26 桐文柄鏡 1 金属 径15.3cm×長さ25.1cm×厚さ0.3cm
木箱（共箱）
木箱（合わ
せ箱）

鏡裏陽刻「天下一西村藤原吉勝」

27 角銅鏡 1 金属 長辺13.5cm×短辺9.0cm×厚さ0.2cm 包紙 陽鋳「天正清水藤原光正作」

28 鶴亀松竹文銅鏡 1 金属 径11.4cm×高さ1.0cm 包革，紙（短
冊）

29 松に南天文金蒔絵鏡台 1 木，漆，金
粉，金属 幅27.3cm×奥行27.5cm×高さ64.0cm

30 鏡袱紗 1 金属，布 【全体】径8.5cm
【鏡】径6.0cm

31 草花文金蒔絵化粧箱 2 木，漆，金粉
【a】幅29.0cm×奥行37.3cm×高さ
24.5cm

【b】幅15.0cm×奥行17.6cm×高さ
13.8cm

32 梅松唐草文蒔絵化粧道具一式 18 木，漆，金
粉，金属

【1】鏡台：幅27.5cm×奥行27.5cm×
高さ65.8cm 木箱

33 松葉に梅文蒔絵化粧箱 1 木，漆，金粉 幅7.5cm×奥行7.5cm×高さ6.5cm

34 白粉 2 粉末のため未計測 包紙2点，
口上2点

【1】都白牡丹（「京都ふや町通松原下ル町／
本家白粉司　木田千賀麿製」）

【2】蘭の香（「本舗調製所　浪花　杉本謹製
／白粉發賣所　大阪心齋橋／南壹丁目
泉屋勘七」）

35 脂取紙入 1 紙，布 縦12.3cm×横5.1cm×厚さ0.4cm 脂取紙，説
明書

36 鳳凰文朱塗小箱 1 木，漆 幅10.3cm×奥行10.3cm×高さ5.1cm

37 菊に鈴虫文四段小箱 1 貝，象牙，
金属 幅4.3cm×奥行6.3cm×高さ5.8cm 木箱

38 扇子 3 紙，竹，漆，
金銀箔

【a】縦21.5cm×横37.1cm
【b】縦19.7cm×横33.4cm
【c】縦20.0cm×横34.7cm

39 扇子 4 紙，竹，漆
【a】縦28.8cm×横43.0cm
【b】縦30.8cm×横43.0cm
【c】縦27.3cm×横44.0cm
【d】縦22.0cm×横40.0cm

木箱

40 袱紗 3 布
【1】縦27.0cm×横28.7cm
【2】縦26.9cm×横27.9cm
【3】縦26.1cm×横26.7cm

包紙，
紙箱（合わ
せ箱）

41 渡金 2 金属
【1】長辺37.3cm×短辺7.2cm×厚さ
0.4cm

【2】長辺33.6cm×短辺6.1cm×厚さ
0.3cm

包紙，木箱

42 家紋・名前入端切 63（2） 綿
【1】幅3.8cm×長さ30.5cm
【2】幅10.0cm×長さ123.5cm
【3】幅10.5cm×長さ101.0cm
【4】幅15.5cm×長さ90.0cm
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Ｂ　食	

№ 名称 点数（件数） 材質 年代 法量 付属品 備考

43 楼閣山水文金蒔絵四段提重 1 木，漆，金粉 天保15年�
正月�（1844）幅16.0cm×奥行14.4cm×高さ25.9cm 木箱 木箱側面墨書

「天保十五年正月吉日」

44 唐草文縁蒔絵五段重 1 木，漆，金粉 幅24.1cm×奥行23.1cm×高さ39.4cm 木箱 蓋5枚あり

45 草花尽文螺鈿金蒔絵五段重 1 木，漆，金
粉，貝 幅18.2cm×奥行17.0cm×高さ28.9cm 木箱 蓋2枚あり

46 宝尽文漆絵金銀蒔絵五段重 1 木，漆，金
銀粉 幅29.2cm×奥行28.9cm×高さ40.4cm 木箱，重台 蓋3枚，台1点

法量：台含む

47 松竹梅文金蒔絵五段重 1 木，漆，金粉 幅29.0cm×奥行27.5cm×高さ47.4cm 木箱

48 花籠文金銀蒔絵四段重 1 木，漆，金
銀粉 幅22.8cm×奥行21.3cm×高さ28.6cm 木箱

49 扇文金蒔絵四段重 1 木，漆，金粉 幅23.0cm×奥行21.7cm×高さ31.2cm 木箱 蓋2枚あり

50 飴無地塗四段丸重 1 木，漆 径23.1cm×高さ25.5cm

51 五三桐文金銀蒔絵一段重 2 木，漆，金
銀粉

【a】幅27.2cm×奥行25.7cm×高さ
12.2cm

【b】幅27.1cm×奥行25.6cm×高さ
12.2cm

木箱，重台

52 隅切黒塗一段重 2 木，漆，金粉 幅25.9cm×奥行24.9cm×高さ11.7cm 木箱

53 青海波文金蒔絵四段提重 1 木，漆，金粉 幅16.9cm×奥行16.0cm×高さ25.2cm 木箱

54 青貝螺鈿四段提重 1 木，漆，金
粉，貝 幅18.2cm×奥行17.0cm×高さ24.4cm 木箱

55 三鱗紋蒔絵提重 1 木，漆，金
粉，金属 幅32.6cm×奥行18.8cm×高さ31.7cm 木箱

56 花鳥丸文金蒔絵手提重 1 木，漆，金粉 幅17.1cm×奥行16.0cm×高さ23.9cm 木箱

57 宝尽文金銀蒔絵手提重 2 木，漆，金
銀粉，金属

【a】幅14.5cm×奥行15.2cm×高さ
22.2cm

【b】幅14.5cm×奥行8.5cm×高さ
22.2cm

木箱

58 鶴に松文金蒔絵手提重 1 木，漆，金粉 幅12.1cm×奥行12.1cm×高さ15.9cm 木箱

59 重台・重掛 2 綿・絹 【重台】縦33.0cm×横34.0cm
【重掛】縦66.5cm×横68.0cm 木箱

60 重台 2 綿，絹 【a】縦31.5cm×横33.5cm
【b】縦33.0cm×横33.0cm

61 朱塗角膳 10 木，漆 天保9年9月
� （1838）25.5cm×25.6cm×高さ3.9cm 木箱 木箱蓋裏墨書

「天保九年戊戌／歳九月求之／佐渡氏」

62 皆朱僧膳揃 20 木，漆 天保15年7月�
� （1844）

一の膳
【1】親椀：径12.2cm×高さ8.0cm
【2】汁椀：径10.3cm×高さ3.2cm
【3】平椀：径13.2cm×高さ7.1cm
【4】壺椀：径10.8cm×高さ8.8cm
【5】腰高：径11.5cm×高さ7.0cm
【6】膳：幅35.5cm×奥行35.5cm×高
さ19.9cm
二の膳

【1】汁椀：径11.2cm×高さ5.6cm
【2】猪口：径9.0cm×高さ6.5cm
【3】平皿：径16.1cm×高さ3.4cm
【4】膳：幅32.5cm×奥行32.5cm×高
さ17.3cm

木箱
木箱蓋裏墨書
「天保十五歳次甲辰／七月中澣／佐渡氏」
2客揃
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63 皆朱輪島宗和膳 141 木，漆 天保15年� �
� （1844）

【1】親椀：径12.3cm×高さ9.2cm
【2】汁椀：径12.1cm×高さ7.0cm
【3】平椀：径13.6cm×高さ7.3cm
【4】壺椀：径11.0cm×高さ8.8cm
【5】腰高：径13.4cm×高さ4.4cm
【6】膳：幅31.8cm×奥行31.8cm×高
さ12.3cm

【7】飯櫃：径25.3cm×高さ12.8cm
【8】杓子：最大幅7.2cm×長さ24.5cm
【9】懸盤：幅28.8cm×奥行28.6cm×
高さ12.1cm

【10】湯桶：横25.1cm×高さ13.5cm
×径15.3cm

【11】盆（小）：径24.2cm×高さ2.3cm
【12】盆（大）：径25.7cm×高さ2.2cm

木箱（4箱）

木箱蓋表墨書
「皆朱輪島宗輪膳五人前」
木箱蓋裏墨書
「天保十五甲辰歳孟穐／三十人前之内／佐
渡氏用」
20客。欠品あり

64 栗色夜食膳 20 木，漆 弘化3年9月�
� （1846）

【1】飯椀：径11.7cm×高さ8.8cm
【2】汁椀：径10.7cm×高さ5.7cm
【3】大平椀：径13.0cm×高さ7.9cm
【4】膳：幅29.0cm×奥行29.0cm×高
さ9.2cm

木箱
木箱蓋裏墨書
「弘化三年秋九月／島屋小右衛門塗漆／青
□堂佐渡氏什」
5客揃

65 黒塗縁金宗和膳 136 木，漆，金粉 慶応3年� �
� （1867）

【1】飯椀：径12.6cm×高さ9.1cm
【2】汁椀：径11.8cm×高さ7.0cm
【3】大平椀：径13.8cm×高さ7.8cm
【4】壺椀：径10.8cm×高さ9.0cm
【5】腰高：径12.2cm×高さ7.5cm
【6】膳：幅31.7cm×奥行31.7cm×高
さ13.1cm

【7】御櫃：径25.2cm×高さ14.1cm
【8】杓子：幅6.3cm×長さ23.6cm
【9】懸盤：幅28.9cm×奥行28.9cm×
高さ12.2cm

【10】盆（小）：径24.7cm×高さ1.9cm
【11】盆（大）：径25.8cm×高さ1.7cm

木箱（4箱）

木箱蓋表墨書
「縁金黒塗宗和膳」（各箱）
（各箱）「春」「夏」「秋」「冬」
木箱蓋裏墨書
「慶應三年丁卯春九代主人求之」
20客揃

66 黒塗縁金僧膳 6 木，漆，金粉 慶応4年9月�
� （1868）

【1】汁椀：径12.6cm×高さ8.9cm
【2】親椀：径12.6cm×高さ9.9cm
【3】腰高：径11.9cm×高さ6.9cm
【4】壺椀：径10.9cm×高さ8.6cm
【5】平椀：径13.5cm×高さ7.3cm
【6】膳：幅33.0cm×奥行33.3cm×高
さ21.2cm

木箱 木箱蓋裏墨書
「慶應四年秋九月／九代主人葆斎」

67 雀文金蒔絵懐石膳 20 木，漆，金粉 27.3cm×27.1cm×高さ2.5cm 木箱

68 紅透溜塗縁黒会席膳 10 木，漆 33.1cm×33.2cm×高さ3.1cm 木箱

69 朱塗脚黒角膳 20 木，漆 縦23.0cm×横23.0cm×高さ4.0cm 木箱

70 花蝶文金蒔絵六角膳 1 木，漆，金粉 長径49.0cm×短径42.8cm×高さ27.0cm 木箱

71 紅葉文金銀蒔絵胡桃脚夜食膳 10 木，漆，金
銀粉 29.5cm×29.5cm×高さ4.9cm 木箱

72 膳・椀・櫃・箸 13 木，漆

【1】幅30.5cm×奥行30.5cm×高さ
22.8cm

【2】幅30.0cm×奥行29.8cm×高さ
19.0cm

【3】幅29.8cm×奥行29.8cm×高さ
14.1cm

【4】幅29.8cm×奥行29.8cm×高さ
11.9cm

【5】径25.9cm×高さ14.9cm
【6】幅6.8cm×長さ22.4cm×厚さ
1.9cm

【7】径12.7cm×高さ9.7cm
【8】径11.9cm×高さ7.4cm
【9】径13.8cm×高さ7.3cm
【10】長さ30.3cm×径0.4cm
【11】幅33.2cm×奥行5.9cm×高さ
3.9cm

【12】長さ22.8cm×径0.6cm
【13】幅27.1cm×奥行5.0cm×高さ
1.9cm

木箱

【1】膳a（朱・脚付折敷）
【2】膳b（溜・脚付折敷）
【3】膳c（溜・懸盤）
【4】膳d（溜・懸盤）
【5】御櫃
【6】杓子
【7】飯椀
【8】汁椀
【9】平椀
【10】箸a
【11】箸箱a（茶）
【12】箸b（若狭塗）
【13】箸箱b（黒）

木箱：合わせ箱の可能性あり
木箱蓋表墨書「御斎膳」，側面貼紙「僧膳」

73 黒塗縁金角盆 20 木，漆，金粉 嘉永4年8月
� （1857）22.4cm×22.4cm×高さ3.6cm 木箱 木箱蓋裏墨書

「嘉永四年八月」

74 朱塗角盆 2 木，漆 安政3年6月�
� （1856）

【a】51.8cm×51.8cm×高さ3.5cm
【b】45.5cm×45.5cm×高さ3.0cm 木箱 木箱蓋表墨書

「惣盆六枚／安政三年六月」

75 桐に鳳凰文存星丸盆 1 木，漆 安政3年6月�
� （1856）径49.0cm×高さ3.0cm 木箱 木箱蓋表墨書

「惣盆六枚／安政三年六月」
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76 富士に松原文・鶴文蒔絵丸盆 2 木，漆，金粉 安政3年6月�
� （1856）

【a】富士：径53.0cm×高さ3.6cm
【b】鶴：径50.1cm×高さ3.8cm 木箱 木箱蓋表墨書

「惣盆六枚／安政三年六月」

77 牡丹文存星惣盆 1 木，漆 文久3年� �
� （1863）幅63.5cm×奥行63.3cm×高さ12.8cm 木箱 木箱側面墨書

「文久三／年癸亥／晩秋」「佐渡氏」

78 芙蓉文存星惣盆 1 木，漆 文久3年� �
� （1863）幅63.5cm×奥行63.5cm×高さ13.0cm 木箱 木箱側面墨書

「文久三／年癸亥／晩秋」「佐渡氏」

79 鯛文彫刻塗盆 4 木，漆 （大正4年）��
� （1915）径25.2cm×高さ1.6cm 裏面朱書

「御大典記念」・梅形の中に「貯」

80 薊・秋草に虫文金銀蒔絵方盆 2 木，漆，金
銀粉，貝

【a】24.1cm×24.1cm×高さ3.6cm
【b】25.6cm×26.8cm×高さ4.0cm 木箱

81 桐に唐草文金蒔絵角盆 1 木，漆，金粉 28.9cm×28.9cm×高さ3.6cm 木箱

82 獅子に牡丹文存星角盆 5 木，漆 24.0cm×24.0cm×高さ2.1cm 木箱

83 きれ尽文漆絵蒔絵角盆 2 木，漆，金粉 【a】31.6cm×31.6cm×高さ4.0cm
【b】30.1cm×30.1cm×高さ4.0cm 木箱

84 桑長盆 1 木，漆 長辺36.1cm×短辺26.0cm×高さ4.7cm 木箱

85 角盆 4（3） 木，漆ほか
【1】27.0cm×27.0cm×高さ2.8cm
【2】31.7cm×31.8cm×高さ4.5cm
【3-a】30.3cm×30.2cm×高さ2.6cm
【3-b】30.3cm×30.4cm×高さ2.7cm

木箱
（合わせ箱）

86 黒塗縁金角盆 3 木，漆，金粉
【a】33.3cm×33.3cm×高さ3.0cm
【b】33.3cm×33.4cm×高さ3.0cm
【c】30.3cm×30.3cm×高さ2.6cm

87 草花文螺鈿隅切盆 1 木，漆，貝 21.3cm×21.3cm×高さ2.9cm

88 螺鈿角盆 2 木，漆，貝 30.2cm×30.2cm×高さ1.8cm

89 柘榴唐草文角盆 1 木，漆 32.8cm×33.0cm×高さ3.1cm 木箱

90 唐人物文角盆 1 木，漆 38.4cm×38.9cm×高さ2.8cm 木箱

91 雲に鳳凰文存星大広蓋 1 木，漆 長辺60.2cm×短辺37.8cm×高さ4.2cm 木箱

92 大黒文彫刻塗盆 1 木，漆 長径32.9cm×短径24.3cm×高さ1.6cm

93 鉄線文蒔絵螺鈿丸盆 1 木 ， 漆 ，
貝，金粉 径52.5cm×高さ2.9cm 木箱

94 尾長に蔦文存星丸盆 1 木，漆 径24.0cm×高さ2.5cm

95 赤壁賦船遊文金蒔絵丸盆 1 木，漆，金粉 長径25.2cm×短径23.4cm×高さ2.7cm

96 小鳥柘榴文沈金長手盆 1 木，漆，金 長辺33.3cm×短辺21.5cm×高さ1.7cm 木箱

97 菊文金銀蒔絵長手盆 1 木，漆，金
銀粉 長辺30.3cm×短辺18.0cm×高さ2.4cm 木箱

98 鶴亀文金蒔絵縁金長手盆 2 木，漆，金粉
【a】長辺48.5cm×短辺30.7cm×高さ
3.8cm

【b】長辺48.5cm×短辺30.8cm×高さ
4.0cm

木箱

99 鯉の滝登り文金蒔絵螺鈿長手
盆 1 木，漆，金

粉，貝
長辺51.7cm×短辺36.5cm×高さ
4.5cm 木箱

100 雲に鳳凰，渦巻文蒔絵手盆 2 木，漆，金粉 長辺19.5cm×短辺16.4cm×高さ
1.8cm 紙箱

101 牡丹文金蒔絵長手盆 1 木，漆，金粉 長辺37.0cm×短辺21.7cm×高さ2.2cm

102 軍配提手丸盆 1 木，漆，金属 径41.8cm×高さ27.5cm

103 牡丹文金蒔絵銘々盆 10 木，漆，金粉 径17.7cm×高さ2.1cm 木箱

104 朱塗平椀 10 木，漆 天明3年� �
� （1783）径18.0cm×高さ8.0cm 木箱

105 高砂文金蒔絵吸物椀 19 木，漆，金粉 天保11年7月�
� （1840）径12.0cm×高さ8.4cm 木箱2点

木箱【a】蓋裏墨書
「天保十一年庚子七月」
木箱【b】合わせ箱の可能性あり
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106 栗色縁金餅椀 10 木，漆，金粉 径13.8cm×高さ8.5cm 木箱

107 梅文金蒔絵吸物椀 20 木，漆，金粉 径13.9cm×高さ7.5cm 木箱

108 こぼれ梅文蒔絵丸形吸物椀 20 木，漆，金
銀粉 径12.0cm×高さ9.0cm 木箱

木箱蓋表墨書
「京押小路通車屋町西北角／かたちや／清
兵衛（印）」（印文「堅清」）

109 春七草文金蒔絵吸物椀 20 木，漆，金粉 径12.0cm×高さ8.1cm 木箱

110 桐に貝盡文金蒔絵吸物椀 20 木，漆，金粉 径12.2cm×高さ9.9cm� 木箱
作者：堅地屋清兵衛
木箱蓋裏墨書
「京押小路車屋町西北角／かたちや清兵衛
（印）」

111 吉祥捻り文金蒔絵吸物椀 20 木，漆，金粉 径13.4cm×高さ8.2cm 木箱

112 網目文朱塗椀 19 木，漆，金粉 径13.2cm×高さ7.5cm 木箱

113 果実に茗荷文蒔絵吸物椀 10 木，漆，金粉 径12.0cm×高さ8.6cm 木箱

114 色絵牡丹に楼閣山水文蓋付椀 10 土 径12.7cm×高さ8.8cm

115 瓢箪文塗椀 1 木，漆 径12.6cm×高さ9.2cm

116 独楽筋文蓋茶碗 9 土 口径12.3cm×高さ7.3cm

117 紅葉文敷瓦 1 土 25.3cm×25.6cm×厚さ3.3cm

118 色絵花鳥文茶碗・小皿 24 土 【茶碗】口径11.3cm×高さ5.8cm
【小皿】径10.0cm×高さ2.9cm

119 古萩茶碗 1 土 口径13.8cm×高さ8.0cm 木箱

120 鶴に牡丹文茶碗 5 土 口径9.1cm×高さ5.0cm 木箱

121 錦手蓋茶碗 20 土 口径11.2cm×高さ8.3cm 木箱

122 色絵松竹梅文蓋茶碗 16 土 口径11.7cm×高さ7.2cm 木箱
（合わせ箱）

123 色絵雲に草花文蓋茶碗 20 土 口径10.4cm×高さ7.3cm 木箱

124 伊羅保茶碗 1 土 口径15.4cm×高さ8.0cm 木箱，仕覆

125 花唐草文七宝焼蓋茶碗 10 金属 口径11.5cm×高さ9.4cm 木箱

126 錦手松竹梅文小鉢 20 土 安永8年10月�
� （1779）口径14.5cm×高さ4.7cm 木箱

木箱蓋裏墨書
「安永八己亥／十月吉日蔵之／御貮拾之内
／佐渡氏」

127 南京手船遊文鉢 1 土 口径17.0cm×高さ7.3cm 木箱 木箱蓋表墨書
「享保十五年十一月吉日／五拾六番」

128 色絵雲龍菊文輪花鉢 1 土 口径37.6cm×高さ7.0cm 木箱 木箱側面墨書
「嘉永／七年／甲寅／秋月／佐渡氏蔵」

129 染付蓮華文鉢 10 土 口径16.2cm×高さ5.5cm 木箱
（合わせ箱）

木箱蓋表墨書
「大皿中盛□　二拾人前入／横田や吉左衛
門」

130 染付松竹梅文鉢 7 土 口径14.4cm×高さ4.5cm 木箱
（合わせ箱）

木箱蓋表墨書
「大皿中盛□　二拾人前入／横田や吉左衛
門」

131 青磁花文大鉢 1 土 口径35.7cm×高さ13.0cm 木箱

132 色絵花鳥流水文平鉢 1 土 口径28.5cm×高さ6.9cm 木箱
（合わせ箱）

133 唐船吉祥文輪花鉢 1 土 口径22.8cm×高さ6.5cm
木箱

（合わせ箱
？）

134 錦手紋尽し大鉢 1 土 口径22.8cm×高さ8.5cm 木箱

135 色絵蝶文鉢 1 土 口径22.0cm×高さ4.8cm 木箱
（合わせ箱）
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136 赤絵花鳥魁字文深鉢 1 土 口径21.6cm×高さ11.3cm 木箱

137 楼閣人物文鉢 1 土 口径21.1cm×高さ10.6cm 木箱

138 赤絵花鳥魁字文深鉢 1 土 口径21.0cm×高さ8.9cm 木箱

139 色絵龍に宝珠人物文輪花鉢 1 土 口径19.4cm×高さ10.6cm 木箱

140 錦手梅に牡丹文輪花鉢 2 土 口径16.0cm×高さ8.0cm 木箱

141 色絵草花文輪花鉢 20 土 口径15.3cm×高さ5.6cm 木箱

142 染付牡丹文蓋付鉢 1 土 口径15.2cm×高さ8.9cm 木箱
（合わせ箱）

143 染付山月人物文小鉢 5 土 口径14.5cm×高さ5.1cm 木箱

144 色絵牡丹蝶文蓋付鉢 1 土 口径13.8cm×高さ11.9cm 木箱
（合わせ箱）

145 染付草文小鉢 7 土 口径12.5cm×高さ5.0cm 木箱

146 色絵梅文向付 20 土 口径11.6cm×高さ6.4cm 木箱

147 色絵唐獅子牡丹文小鉢 1 土 口径8.3cm×高さ6.7cm

148 錦手孔雀に牡丹文八角鉢 1 土 長径23.0cm×短径21.4cm×高さ9.1cm 木箱

149 色絵松竹牡丹文菊鉢 16 土 長径17.9cm×短径17.4cm×高さ6.0cm 木箱

150 染付網目文皿 1 土 文政12年4月�
� （1829）径40.4cm×高さ8.5cm 木箱

木箱蓋表墨書
「文政十二／網藍入大鉢一面」
木箱底裏墨書
「文政十二年／横田屋／吉左衛門／己丑　
四月改」

151 錦手牡丹に桜文小皿 19 土 嘉永6年2月�
� （1853）径11.0cm×高さ2.8cm 木箱 木箱底裏墨書

「嘉永六年／癸丑二月求」

152 錦手花鳥文小皿 20 土 安政6年10月�
� （1859）径11.3cm×高さ1.8cm 木箱 木箱底裏墨書

「安政六年己未十月／佐渡氏蔵」

153 錦手柘榴菊牡丹文小皿 20 土　 明治8年1月�
� （1875）径10.5cm×高さ2.0cm 木箱 木箱蓋裏墨書

「明治八年乙亥／一月／購求之」

154 錦手竹に寿文皿 20 土 明治9年5月�
� （1876）径12.1cm×高さ2.5cm 木箱

木箱蓋表墨書
「笹の模様／大形小皿弐十枚／佐渡氏」
木箱蓋裏墨書
「明治九年五月」

155 染付孔雀に桐文菊皿 20 土 戌5月2日 径18.0cm×高さ2.6cm 木箱 木箱【B】側面墨書
「戌五月二日／くしやく／さしみ皿　拾入」

156 菖蒲に鶴亀文輪花大皿 19 土 径21.9cm×高さ3.0cｍ 木箱
合わせ箱の可能性あり
木箱【a】蓋表墨書「宝永五年／□子五月八
日□／さしみ皿　拾」

157 色絵松竹梅文菊皿 10 土 径14.2cm×高さ3.4cm 木箱 木箱蓋裏墨書
「錦躰皿拾枚／文政七年八月求之／福嶋屋」

158 色絵百子堂文皿 1 土 径19.2cm×高さ3.0cm 木箱
木箱蓋表墨書「百子童／九谷菓子鉢」
木箱底裏墨書「文政八／乙酉／得之」
※木箱蓋と底裏面の書風が異なるため、
合わせ箱の可能性あり

159 金彩赤絵孔雀に牡丹文大皿 1 土 径46.0cm×高さ7.7cm 木箱 木箱側面墨書
「嘉永／七年／甲寅／秋月／佐渡氏蔵」

160 青磁柘榴文大皿 1 土 径38.8cm×高さ7.0cm 木箱

161 染付山水人物文大皿 1 土 径36.5cm×高さ7.8cm 木箱

162 染付花鳥文皿 1 土 径35.5cm×高さ5.7cm 木箱

163 印判手桐に鳳凰文平皿 1 土 径30.6cm×高さ4.1cm 木箱 高台内銘「ヤマトク」

164 色絵竹に唐人文輪花平皿 1 土 径28.8cm×高さ4.5cm 木箱
（合わせ箱）

165 染付牡丹文皿 1 土 径28.5cm×高さ5.7cm
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166 染付花鳥文皿 1 土 径26.5cm×高さ5.0cm 木箱
（合わせ箱）

167 印判手楼閣山水文輪花皿 1 土 径26.0cm×高さ3.9cm 木箱

168 色絵船文皿 2 土 径24.8cm×高さ3.6cm 木箱

169 色絵波に飛兎文皿 7 土 径20.3cm×高さ2.7cm 木箱

170 染付花鳥文輪花鱠皿 20 土 径15.5cm×高さ5.2cm 木箱

171 色絵雲に栗鼠文輪花皿 5 土 径14.8cm×高さ2.1cm 木箱

172 色絵菊文皿 20 土 径14.5cm×高さ3.5cm 木箱

173 唐風染付皿 11 土 径14.5cm×高さ3.0cm 木箱

174 五三桐紋金蒔絵銘々皿 10 木，漆，金粉 径13.7cm×高さ1.5cm 木箱

175 赤絵花鳥文皿 1 土 径13.3cm×高さ2.0cm 高台内「九谷製」

176 錦手菊に牡丹文輪花小皿 19 土 径12.2cm×高さ2.5cm 木箱

177 稲穂に雀文小皿 16 土 径12.0cm×高さ2.7cm

178 ガラス菊皿 12 硝子 径10.8cm×高さ1.6cm 木箱 木箱底裏墨書
「佐渡良吉」

179 錦手小皿 35 土 径8.2cm×高さ2.0cｍ 木箱

180 色絵牡丹に蝶文輪花皿 1 土 長径24.3cm×短径21.2cm×高さ4.6cm 木箱
（合わせ箱）

181 雲龍文輪花小皿 19 土 長径10.6cm×短径10.3cm×高さ2.6cm 木箱

182 染付庵文木葉皿 1 土 長径20.7cm×短径12.4cm×高さ5.2cm 木箱

183 染付松竹梅文角皿 1 土 長径34.5cm×短径29.5cm×高さ5.9cm 木箱
（合わせ箱）

184 染付花蝶山水文八角皿 1 土 長径29.5cm×短径29.5cm×高さ4.3cm 木箱
（合わせ箱）

185 桜に竹文金蒔絵隅入皿 1 土，漆，金粉 長辺37.7cm×短辺29.9cm×高さ3.9cm 木箱 陶胎漆器

186 色絵水草文皿 1 土 長辺24.4cm×短辺21.8cm×高さ4.4cm 木箱
（合わせ箱）

187 染付楼閣人物文角皿 20 土 長辺13.6cm×短辺10.5cm×高さ1.5cm 木箱

188 錦手松竹梅文長皿 20 土 幅19.8cm×奥行11.9cm×高さ4.3cm 木箱

189 塔文長手皿 1 土 幅18.3cm×奥行9.5cm×高さ2.0cm

190 染付貝形小皿 10 土 幅13.6cm×奥行8.5cm×高さ3.1cm 木箱

191 黒塗縁金破子弁当 11 木，漆，金粉
【正方形】幅11.2cm×奥行10.6cm×
高さ16.8cm

【長方形】幅22.5cm×奥行10.6cm×
高さ17.4cm

木箱 正方形10点，長方形1点

192 朱塗縁金手提弁当 1 木，漆，金粉 幅18.1cm×奥行8.9cm×高さ13.8cm 木箱

193 籠弁当 1 竹，金属 幅21.7cm×奥行13.6cm×高さ9.9cm

194 朱塗箱弁当 1 木，漆，金粉 幅22.3cm×奥行10.7cm×高さ7.2cm 木箱
（合わせ箱）

195 黒塗箱弁当 1 木，漆，金粉 幅23.0cm×奥行10.3cm×高さ6.2cm 木箱
（合わせ箱）

196 花見弁当 1 木，漆，金
粉，金属 幅18.1cm×奥行10.0cm×高さ13.7cm

外箱，袋
木箱（合わ
せ箱）

197 梅文打出赤銅薬缶 1 金属 幅20.2cm×奥行17.3cm×高さ25.3cm

198 黒塗縁金湯桶 2 木，漆，金粉 慶応3年� �
� （1867）幅24.4cm×奥行14.7cm×高さ14.5cm 木箱 木箱蓋裏墨書

「慶應三年／丁卯春」
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199 黒塗湯桶 1 木，漆 幅32.5cm×奥行20.4cm×高さ20.0cm

200 黒塗湯桶 1 木，漆 幅33.3cm×奥行20.7cm×高さ18.4cm

201 黒塗湯桶 1 木，漆 幅25.6cm×奥行14.4cm×高さ15.1cm

202 朱塗湯桶 1 木，漆 幅18.8cm×奥行10.5cm×高さ11.3cm 木箱
（合わせ箱）

203 飴塗湯桶 1 木，漆 幅23.3cm×奥行9.8cm×高さ10.6cm 木箱
（合わせ箱）

204 色絵竹に菊文水次 1 土 幅16.9cm×奥行13.0cm×高さ23.2cm

205 焼締水指 1 土 径16.1cm×高さ17.7cm

206 飛鉋文水指 1 土，木，漆 径20.5cm×高さ14.9cm

207 色絵花鳥文水瓶 1 土 幅12.8cm×奥行7.8cm×高さ17.5cm 木箱

208 色絵草花文蓋付壺 1 土 径13.5cm×高さ17.9cm

209 水筒 1 金属 文化12年� �
� （1815）径24.7cm×高さ24.4cm×厚さ9.7cm 木箱

木箱墨書
蓋表「かねのすい筒」，蓋裏「銀壺入」，側
面「小竹筒」
底裏「文化拾二年／於難波求之」

210 水筒 1 金属，木 径21.2cm×高さ27.4cm×厚さ6.5cm

211 蝶模様ガラスコースターセッ
ト 7 ガラス，金

属
【コースター】径7.5cｍ×高さ1.8cｍ
【盆】径25.0cｍ×高さ2.0cｍ コースター6点，盆1点

212 四君子文沈金食籠 1 木，漆，金粉 径18.9cm×高さ6.2cm 木箱

213 蝶に三ツ巴文金銀蒔絵食籠・
杓子 2 木，漆，金

銀粉
【食籠】径24.2cm×高さ20.9cm
【杓子】幅6.5cm×長さ23.5cm×厚さ
1.9cm

木箱

214 手提籠 1 竹 幅26.0cm×奥行17.5cm×高さ38.8cm

215 手提籠 1 竹 幅26.5cm×奥行16.5cm×高さ27.2cm

216 染付菊に蝶文急須 1 土 嘉永3年3月1
日� （1850）幅10.4cm×奥行8.5cm×高さ13.8cm 木箱

木箱蓋表墨書
「鸞亭製／茗瓶」
木箱蓋裏墨書
「嘉永庚戌／三月朔日／宇津木栄藏／所贈」

217 清水焼撫子文角急須 1 土 幅12.3cm×奥行8.9cm×高さ7.4cm 木箱 木箱蓋表墨書
「玄李居士遺物／染付急須／京師清水制」

218 宝尽文金銀蒔絵天目台 2 木，漆，金
銀粉 径10.8cm×高さ5.0cm 木箱

219 天目台 3 木，漆，金粉
【a】径12.3cm×高さ7.3cm
【b】径10.9cm×高さ5.8cm
【c】径11.3cm×高さ5.8cm

木箱
（合わせ箱）

220 薔薇に蝶文漆絵茶櫃 1 木，漆 幅33.2cm×奥行30.4cm×高さ23.6cm（箸）

221 染付雲龍に牡丹文合子 1 土 径13.8cm×高さ7.8cm 木箱

222 松竹梅に鶯文煎茶器 7 土

【茶碗】口径7.7cm×底径3.2cm×高
さ4.3cm　　　　　　

【湯冷】最大幅11.3cm×奥行8.8cm×
高さ5.5cm　　　　

【急須】最大幅11.8cm×奥行10.4cm
×高さ7.3cm

木箱
法量詳細　　　　　　　　　　　　　　

【湯冷】長径8.5cm×短径7.2cm
【急須】口径5.2cm×胴径8.3cm

223 茶道具 8 木，漆，土

【1】径6.1cm×高さ6.5cm
【2】～【4】径5.6cm×高さ6.0cm
【5】径4.6cm×高さ4.2cm
【6】径5.7cm×高さ4.4cm
【7】幅5.7cm×奥行4.0cm×高さ5.3cm
【8】径4.8cm×高さ5.3cm

木箱

【1】飴色棗
【2】～【4】黒棗
【5】蓋置
【6】蓋置
【7】蓋置
【8】名称不明

224 丸茶釜 1 金属 幅24.0cm×奥行22.8cm×高さ20.6cm 鐶2点

225 竹製仙媒 1 竹 幅7.8cm×長さ16.4cm×高さ3.3cm
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226 茶巾 3 麻
【1】縦29.0cm×横14.5cm
【2】縦29.0cm×横14.5cm
【3】縦30.3cm×横14.9cm

紙箱
（合わせ箱）

227 花文色漆手鞠菓子器 1 木，漆 径11.6cm×高さ11.8cm 木箱

228 黒桐文朱塗菓子盆 5 木，漆 径17.2cm×高さ2.2cm 木箱 木箱蓋裏黒印
「富山／塗師鐡二／高瀬」

229 竹にふくら雀文金蒔絵雪輪型
菓子盆 1 木，漆，金粉 長径27.5cm×短径25.7cm×高さ2.1cm 木箱

230 松貝文蒔絵糸目菓子椀 20 木，漆，金粉 径13.0cm×高さ8.0cm 木箱

231 菊紋金蒔絵菓子入 1 木，漆，金粉 径12.9cm×高さ6.6cm 木箱

232 花に蝶文菓子器 1 木，漆 幅16.8cm×奥行16.7cm×高さ8.3cm

233 牡丹菊文金蒔絵菓子取 20 木，漆，金粉 径17.4cm×高さ1.9cm 木箱

234 桐に菊文金蒔絵菓子器 1 木，漆，金粉 径22.5cm×高さ8.7cm 木箱

235 花文螺鈿菓子器 1 木，漆，貝 径19.9cm×高さ8.8cm 紙箱，
リーフレット

身裏：商標シール貼付
「富山／米三漆器店／電二一三三番」
リーフレット：米三漆器店

236 朱塗丸菓子皿 10 木，漆 径15.6cm×高さ1.8cm 紙箱

237 椰子朱塗菓子器 1 椰子の実，
漆 口径11.0cm×高さ9.0cm 木箱

（合わせ箱）
木箱蓋表墨書「唐銀茗瓶」
木箱蓋裏墨書「安政三年／七月十日／坪井
信良所贈」

238 芙蓉文菓子皿 20 木，漆 径17.5cm×高さ2.0cm 木箱
（合わせ箱）

239 葡萄文色漆金蒔絵菓子器 1 木，漆，金粉 径23.0cm×高さ10.7cm 木箱

240 深川焼菓子皿 1 土 幅17.2cm×奥行13.5cm×高さ4.8cm 木箱

241 菊菓子皿 28 土 径12.3cm×高さ3.0cm 木箱

242 竹文蒔絵杯・杯台 2 木，漆，金粉 寛政4年� �
� （1792）幅21.0cm×奥行21.0cm×高さ18.1cm 木箱

作者：塗師　梅棚
木箱蓋裏墨書
「寛政四年／改之／塗師／梅棚」

243 萩に猪文金蒔絵酒杯 1 木，漆，金粉 文化12年� �
� （1815）口径9.7cm×高さ4.4cm 木箱

木箱蓋裏墨書
「蓬洲老人／遺物呈／佐渡龍斎老」
木箱底裏墨書
「京押小路通車屋町西北角／かたちや清兵
衛（印）」（印文「堅清」）

244 朱塗縁金杯・杯台 4 木，漆，金粉 嘉永2年� �
� （1849）幅18.8cm×奥行18.8cm×高さ21.7cm 木箱 木箱蓋裏墨書

「嘉永二年／己酉之春日／新求／佐渡氏」

245 射水神社酒杯 1 木，漆，金粉 明治35年10月�
� （1902）口径10.2cm×高さ3.1cm

木箱
（共箱・合
わせ箱）

「明治丗五年十月」
射水神社御造營紀念」

246 五三桐紋酒杯 1 木，漆，金粉 昭和15年頃��
� （1940）口径10.8cm×高さ3.4cm 木箱

（合わせ箱）
「紀元二千六百年記念」
「名古屋逓信局」

247 染付菊に柴垣文蕎麦猪口 13 土
庚午年�
11月�
�

口径9.3cm×高さ6.7cm 木箱 木箱底面墨書
「庚午十一月吉日／板屋新太郎」

248 亀文金蒔絵三ツ組酒杯 3 木，漆，金粉
【1】口径8.5cm×高さ2.9cm
【2】口径9.6cm×高さ3.1cm
【3】口径10.8cm×高さ3.6cm

木箱

249 流水亀文金銀蒔絵三ツ組杯 3 木，漆，金
銀粉

【1】口径14.0cm×高さ3.1cm
【2】口径12.7cm×高さ3.0cm
【3】口径11.3cm×高さ2.4cm

木箱

250 鶴亀文金銀蒔絵三ツ組杯 3 木，漆，金
銀粉

【1】口径13.8cm×高さ3.2cm
【2】口径12.6cm×高さ2.7cm
【3】口径11.4cm×高さ2.6cm

木箱

251 鶴に梅文金銀蒔絵三ツ組杯 3 木，漆，金
銀粉

【1】口径11.3cm×高さ2.3cm
【2】口径10.4cm×高さ2.2cm
【3】口径9.2cm×高さ1.9cm

木箱
（合わせ箱）
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252 鶴亀文金銀蒔絵三ツ組杯・杯
台 4 木，漆，金

銀粉 幅11.3cm×奥行11.3cm×高さ16.0cm 木箱

253 宝尽文金銀蒔絵朱塗三ツ組
杯・金蒔絵黒塗杯台 4 木，漆，金

銀粉 幅17.7cm×奥行17.7cm×高さ22.1cm 木箱

254 二福人金銀蒔絵酒杯 2 木，漆，金
銀粉

【a】口径10.3cm×高さ3.7cm
【b】口径10.4cm×高さ3.5cm 木箱

255 黒塗縁金杯台 1 木，漆，金粉 幅13.6cm×奥行13.7cm×高さ15.3cm 木箱

256 絵変わり文金銀蒔絵酒杯 20 木，漆，金
銀粉 口径10.1cm×高さ2.2cm 木箱

257 加賀梅鉢紋酒杯 1 木，漆，金粉 口径9.1cm×高さ3.0cm 木箱
（合わせ箱）

「菅公一千年祭紀念」
「菅公會」

258 愛国婦人会酒杯 1 木，漆，金粉 口径12.0cm×高さ4.0cm 木箱
（合わせ箱）

259 遊宴文蒔絵酒杯 1 木，漆，金粉 口径10.4cm×高さ2.5cm
木箱

（共箱・合
わせ箱）

260 桜文金銀蒔絵酒杯 10 木，漆，金
銀粉 口径8.4cm×高さ5.0cm 木箱

（合わせ箱）

261 縁金酒杯 1 木，漆，金粉 口径9.2cm×高さ3.0cm 木箱
（合わせ箱）

「利屋町／公道會」
「贈／佐渡養順君」

262 五七桐紋酒杯 1 木，漆，金粉 口径12.1cm×高さ4.5cm 木箱
（合わせ箱）

263 鶴亀文金蒔絵酒杯 2 木，漆，金粉 【a】口径12.0cm×高さ3.2cm
【b】口径11.0cm×高さ3.0cm

木箱
（合わせ箱）

264 立山頂上登山記念杯 1 木，漆，金粉 口径9.9cm×高さ3.1cm 木箱
（合わせ箱）

「立山頂上登山紀念」
「雄山神社／社務所」

265 松竹牡丹文金銀蒔絵杯・杯台 4 木，漆，金
銀粉 幅18.2cm×奥行18.2cm×高さ18.3cm

266 錦手菊に鳳凰文猪口 20 土 口径9.0cm×高さ6.9cm 木箱

267 錦手草花文猪口 20 土 口径4.3cm×高さ5.3cm 木箱

268 染付寿福文猪口 20 土 口径4.8cm×高さ5.2cm 木箱

269 黒塗縁金杯台 1 木，漆，金粉 幅18.6cm×奥行18.4cm×高さ19.2cm

270 杯台 1 木，漆 幅16.7cm×奥行16.7cm×高さ10.1cm

271 松竹梅文酒器 1
竹 ， 木 ，
漆，金粉，
金属

幅22.9cm×奥行14.8cm×高さ25.3cm 木箱

272 色漆酸漿文酒器 1 木，漆，金粉 径11.9cm×高さ32.1cm 木箱 蓋裏：光琳鐶桐紋

273 瓢箪酒器 1 瓢箪，木 径19.8cm×高さ34.9cm 　

274 鶴に松竹文蒔絵酒器 1 木，漆，金粉 径12.3cm×高さ19.0cm

275 鶴亀松竹梅文金蒔絵銚子 2 木，漆，金
粉，金属 幅18.0cm×奥行14.3cm×高さ14.5cm 木箱

276 御神酒徳利 8 土

【a-1】口径1.6cm×底径5.9cm×高さ
17.0cm

【a-2】口径1.6cm×底径5.9cm×高さ
16.7cm

【b-1】口径1.5cm×底径4.2cm×高さ
14.8cm

【b-2】口径1.5cm×底径4.2cm×高さ
14.4cm

【c-1】口径1.8cm×底径5.1cm×高さ
13.9cm

【c-2】口径1.8cm×底径5.1cm×高さ
13.4cm

【d-1】口径1.9cm×底径4.7cm×高さ
9.9cm

【d-2】口径1.9cm×底径4.7cm×高さ
9.8cm

【a】染付松竹梅蛸唐草文徳利
【b】花散文徳利
【c】瑠璃徳利
【d】染付御簾に唐草文徳利"
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277 御神酒徳利 4（2） 土
【a-1】胴径8.6cm×高さ21.6cm
【a-2】胴径8.7cm×高さ21.2cm
【b-1】胴径5.7cm×高さ11.9cm
【b-2】胴径5.8cm×高さ11.8cm

【a】鶴に松竹
【b】松竹梅

278 徳利 2 土 【a】胴径7.2cm×高さ16.5cm
【b】胴径6.8cm×高さ15.8cm

279 菊水文燗鍋 1 金属，木，漆 幅27.0cm×奥行20.4cm×高さ20.3cm

280 菊に七宝文燗鍋 2 金属，木，漆
【a】幅20.0cm×奥行15.1cm×高さ
17.4cm

【b】幅19.4cm×奥行14.8cm×高さ
17.4cm

281 菊文燗鍋 1 金属，木，漆 幅16.5cm×奥行12.2cm×高さ13.9cm

282 菊に桐文燗鍋 1 金属，木，漆 幅20.4cm×奥行14.4cm×高さ15.7cm

283 松竹に鶴亀文燗鍋 1 金属，木，漆 幅26.6cm×奥行20.9cm×高さ21.4cm

284 松竹梅に蝉文燗鍋 1 金属 幅18.0cm×奥行12.0cm×高さ17.0cm

285 亀文燗鍋 1 金属 幅14.0cm×奥行10.5cm×高さ15.8cm 陽刻「畫所預／土佐守光貞」

286 人物に虫文燗鍋 2 金属
【a】幅18.4cm×奥行13.5cm×高さ
16.8cm

【b】幅18.1cm×奥行13.6cm×高さ
16.4cm

287 芒文金蒔絵縁金杯洗 1 木，漆，金
粉，金属 幅21.3cm×奥行21.1cm×高さ16.2cm 木箱

288 錦手龍に牡丹文杯洗 1 土 口径20.4cm×高さ8.1cm 木箱

289 錦手軍配に牡丹文杯洗 1 土 口径21.6cm×高さ12.0cm 木箱

290 染付鳳凰に牡丹文杯洗 1 土 幅15.8cm×奥行15.8cm×高さ12.0cm 木箱

291 色絵葉文六角杯洗 1 土 長径18.2cm×短径16.7cm×高さ15.7cm 木箱

292 朱塗杯洗台 1 木，漆 幅30.4cm×奥行30.2cm×高さ16.7cm 木箱
木箱蓋表墨書「錦手／盃洗／并／䑓」
木箱蓋裏墨書「文政九年／丙戌六月」「高岡
佐渡氏所蔵」
※盃洗付属せず。

293 黒柿煙草盆 4 木，銅，竹 文政元年9月�
� （1818） 幅25.8cm×奥行18.1cm×高さ13.7cm 木箱

（盆・火入・灰吹）×4
木箱底裏墨書
「文政元年／寅　九月吉日製」

294 黒塗縁金煙草盆 1 木，漆，土 幅27.4cm×奥行14.0cm×高さ24.7cm 木箱 木製盆，陶製火入・灰吹

295 鷹梅文金銀蒔絵透彫煙草盆 1 木，金属 幅18.2cm×奥行18.2cm×高さ30.3cm 木箱 木製盆，金属製火入

296 根来塗煙草盆 6 木，竹，土 【盆】幅26.4cm×奥行き16.4cm×高さ8.8cm 木箱
（合わせ箱）木製盆・陶製火入・竹製灰吹

297 亀甲花菱文縁蒔絵煙草盆 2 木，竹，
銅，漆，金粉 幅26.5cm×奥行16.2cm×高さ9.6cm 木箱

298 煙管 2 木，石，銀 【1】長さ20.6cm
【2】長さ49.0cm

煙管筒，煙
草入

299 楼閣山水文堆黒印籠 1 木，漆，石
ほか

【1】幅4.6cm×長さ9.8cm×厚さ3.0cm
【2】幅2.9cm×奥行2.9cm×高さ2.1cm 木箱，薬

300 楊枝入 2 布，紙 【a】縦4.1cm×横10.3cm×厚さ0.5cm
【b】縦7.1cm×横10.3cm 楊枝

Ｃ　住

№ 名称 点数（件数） 材質 年代 法量 付属品 備考

301 土蔵「中の蔵」棟札 1 木 文政7年2月�
� （1824）縦63.4cm×横12.5cm×厚さ0.7cm 「二間壹尺二間五寸庫」

302 土蔵「大の蔵」棟札 1 木 文政8年7月�
� （1825）縦80.1cm×横17.8cm×厚さ0.8cm 「三間四間庫」
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303 波に龍文青銅火鉢 1 銅，木 幅31.3cm×奥行28.8cm×高さ18.5cm 五徳

304 瓜形火鉢 2 土 径23.8cm×高さ19.0cm 木箱

305 菊に蝶文金蒔絵桐火鉢 2 木，金属，
漆，金粉 径19.9cm×高さ16.3cm 紙箱，書簡

書簡
【1】差出：鈴木次助→宛所：佐渡速雄
【2】差出：鈴木次助→宛所：佐渡養順

306 木目文杉大火鉢 1 木，金属 径50.8cm×高さ28.8cm 五徳

307 木目文杉火鉢 4 土 径32.0cm×高さ22.0cm 陶製

308 木目文桐火鉢 4 木，金属 径31.5cm×高20.3cm 木箱

309 瓜形飴釉手焙 2 土 【a】径19.5cm×高さ22.3cm
【b】径19.5cm×高さ22.6cm

木箱，座布
団

310 鋳銅雲龍文透蓋手焙 1 金属 幅30.0cm×奥行30.1cm×高さ26.9cm 木箱

311 菊に桐文赤銅手焙 1 金属 幅20.9cm×奥行20.4cm×高さ21.6cm 木箱，
座布団

312 炭籠 1 竹，紙 幅18.3cm×奥行17.9cm×高さ17.1cm 木箱

313 炭斗 1 木，竹，金属 幅22.1cm×奥行22.1cm×高さ21.7cm 火箸，灰な
らし，木炭

314 桑柄鉋足遠州好火箸 10 金属，木 長さ24.9cm 紙箱

315 火箸 2 金属，象牙 幅1.3cm×長さ26.0cm 木箱

316 火箸 2 金属，木 【a】長さ17.3cm
【b】長さ17.5cm 収納袋 【a】黒檀

【b】紫檀

317 黒塗炉縁 2 木，漆
【a】幅42.2cm×奥行42.3cm×高さ
6.5cm

【b】幅42.2cm×奥行42.3cm×高さ
7.2cm

【a】木箱 木箱蓋表墨書
「極真黒／炉縁／岩瀬屋与左衛門」

318 祝賀提灯 1 紙，竹 大正2年9月
� （1913）径47.8cm×高さ79.0cm 「開市三百年祭」

319 祝賀提灯 1 紙，竹 大正2年9月
� （1913）径48.0cm×高さ79.0cm 「開市三百年祭」

320 祝賀提灯 3 紙，竹 昭和33年� �
� （1958）径31.0cm×高さ43.0cm 「歓迎／第13回国体」，「高岡市」

321 祝賀提灯 1 紙，竹 径42.0cm×高さ70.0cm 加賀梅鉢紋・日の丸

322 家提灯 2 紙，竹 径48.0cm×高さ48.0cm 光琳鐶桐紋・日の丸

323 六角行灯 2 木，紙，金属
【a】幅20.0cm×奥行20.0cm×高さ
48.5cm

【b】幅20.0cm×奥行20.0cm×高さ
48.3cm

324 朱塗行灯 1 木，漆，銅 幅30.0cm×奥行30.3cm×高さ100.5cm

325 銅製燭台 2 金属 基底径24.2cm×高さ55.6cm 芯切2点
芯切壺2点

326 銅製三ツ脚燭台 2 金属 幅31.6cm×奥行27.0cm×高さ58.8cm 芯切2点
芯切壺1点

327 銅製唐草燭台 1 金属 径19.4cm×高さ50.5cm

328 雪洞火袋 4 木，漆，金属 長径35.9cm×短径31.1cm×高さ36.3cm

329 置ランプ 1 金属，ガラ
ス 幅20.2cm×奥行19.8cm×高さ68.4cm

330 市松模様置ランプ 1 木，竹，ガ
ラス，金属 径18.0cm×高さ68.5cm

331 花鳥文象嵌ランプ 2 金属，ガラ
ス

【a】傘径21.0cm×底径16.0cm×高さ
78.2cm

【b】傘径21.0cm×底径16.0cm×高さ
76.7cm

木箱，燭台 木箱蓋裏墨書
「佐渡養順」
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332 門灯 1 木，紙，金属 幅28.5cm×奥行29.5cm×高さ183.5cm

333 灯明 2 金属 径4.1cm×高さ13.6cm

334 書類箪笥 1 木，金属 大正10年8月�
� （1921）幅60.5cm×奥行36.5cm×高さ75.5cm 箪笥に領収書を貼付（高岡市檜物屋町、竹

村八三郎より佐渡家宛）

335 黒塗箪笥 1 木，漆，金属 幅60.6cm×奥行30.7cm×高さ56.2cm

336 黒塗箪笥 1 木，漆，金属 幅55.0cm×奥行33.0cm×高さ57.5cm

337 書類箪笥 1 木，金属 幅54.0cm×奥行31.5cm×高さ56.5cm

338 箪笥 1 木，金属 幅104.2cm×奥行42.5cm×高さ61.3cm

339 龍に蝙蝠文小箪笥 1 木，漆，金属 幅32.5cm×奥行18.9cm×高さ21.1cm

340 黒塗小箪笥 1 木，漆，金属 幅41.8cm×奥行22.1cm×高さ26.1cm

341 白木小箪笥 1 木，金属 幅49.5cm×奥行37.5cm×高さ54.0cm

342 長持 1 木，金属，漆 幅87.7cm×奥行49.4cm×高さ59.5cm

343 革製トランク 1 革，布，金
属，紙 幅64.5cm×奥行17.2cm×高さ39.5cm 鞄 内側墨書「高岡市利屋町　佐渡康之介」

鍵金具刻印「MADE�IN�TOKYO」

344 行李トランク 1 布，竹，革 幅75.5cm×奥行42.7cm×高さ24.0cm 布製ベルト
2点

蓋外面「鈴木」，紙札「高岡市／トギヤ町／
佐渡順一」
蓋内面「鈴木岩雄」

ベルト紙札
表「高岡市利屋町／佐藤養順堂／御中」
裏「富山市覚中町一六番地／（全薬）日本全
薬株式会社富山店／電話五一一九番」

345 ボストンバッグ 2 革，布，金属
【a】幅44.5cm×奥行22.0cm×高さ
26.5cm

【b】幅38.5cm×奥行18.5cm×高さ
23.0cm

【a】名札裏ペン書「福冨明子」

346 樹下人物文堆朱中央卓 1 木，漆 幅31.5cm×奥行28.4cm×高さ43.4cm 木箱

347 唐賢人文螺鈿中央卓 1 木，漆，貝 幅34.0cm×奥行29.0cm×高さ40.3cm 木箱

348 山里棚 1 木 幅48.2cm×横33.0cm×高さ44.2cｍ 油紙（包紙）

349 文箱 1 紙，漆 長辺19.1cm×短辺5.5cm×高さ2.1cm 蓋見返貼紙「佐渡三良」

350 テーブルセット 5 木，布，金
属

【1】幅75.7cm×奥行60.5cm×高さ
66.7cm

【2】幅49.4cm×奥行48.2cm×高さ
80.5cm

【3】幅49.7cm×奥行69.3cm×高さ
81.5cm

椅子プレート「日本楽器會社製」
【1】テーブル1点
【2】椅子（a）2点
【3】椅子（b）2点

351 金屏風 2
紙，金箔，
木，布，金
属，漆

【右隻】縦172.3cm×横364.3cm
【左隻】縦172.0cm×横363.7cm 6曲1双

352 金箔風炉先屏風 1 紙，木，金
箔 縦55.0cm×横173.2cm 2曲1隻

353 竹に雀文金蒔絵屏風押え 6 木，漆，金
粉 長さ33.0cm 木箱

354 菊に小鳥文金蒔絵屏風押え 6 木，漆，金
粉，貝 長さ37.8cm 木箱

355 龍に獅子摘手水鉢 1 金属 幅37.7cm×奥行39.2cm×高さ48.0cm

356 松竹梅に鶯図欄間 2 木 【a】縦47.0cm×横169.8cm×厚さ4.4cm
【b】縦47.0cm×横170.0cm×厚さ4.5cm

357 楓図欄間 2 木 【a】縦40.6cm×横126.2cm×厚さ2.6cm
【b】縦40.6cm×横126.0cm×厚さ2.8cm

358 老松図欄間 2 木 【a】縦47.0cm×横175.0cm×厚さ2.8cm
【b】縦47.0cm×横170.0cm×厚さ2.8cm

359 家暖簾 2 木綿 【1】縦84.5cm×横405.5cm
【2】縦86.5cm×横441.0cm 吊紐
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360 家暖簾 1 麻 縦100.0cm×横499.0cm

361 水仙文鎮 1 土 文政9年� �
� （1826）幅3.6cm×長さ12.2cm×高さ2.7cm 木箱

木箱蓋表「付甥辰□子／舶来水仙文鎮／浩
斎」
木箱蓋裏「道光五年乙酉／製／文政九年丙
戌／春　雪荘和尚所贈」

362 竹図柱隠 1 木　 縦118.1cm×横8.9cm×厚さ0.8cm 作者：高島雲溟
表「雲溟泰（印）」

363 菊図柱隠 1 木 縦118.2cm×横9.0cm×厚さ1.0cm 作者：高島雲溟
表「雲溟（印）」

364 大学之道柱隠 1 木，漆 縦136.5cm×横10.4cm×厚さ0.7cm

365 柱隠 1 木，金属 縦143.9cm×横8.7cm×厚さ0.6cm

366 竹図柱隠 1 木 縦40.1cm×横5.8cm×厚さ0.2cm

367 網代吊花籠 1 竹 径16.5cm×高さ53.8cm 竹筒

368 紅染吊花籠 1 竹 幅9.4cm×奥行9.5cm×高さ60.6cm 竹筒

369 吊花籠 1 竹，蔓 径22.5cm×高さ36.5cm 竹筒

370 置筒 1 竹，銅，漆 幅18.8cm×奥行21.9cm×高さ62.4cm

371 縄目文鉄釉掛水指 1 土，木，漆 径16.9cm×高さ16.4cm 木箱 蓋：木製漆塗

372 染付楼閣山水文水指 1 土，木 径15.1cm×高さ16.3cm

373 老人に亀文薄端 1 金属 径31.2cm×高さ26.0cm

374 鉄釉筒形花入 1 土 径16.5cm×高さ36.1cm

375 一節切竹花生 1 竹，金属，漆 径14.9cm×高さ30.2cm

376 木製脚付台 1 木 幅21.1cm×奥行13.8cm×高さ7.3cm

377 肖像レリーフ 1 金属 長径20.6cm×短径15.0cm×厚さ1.4cm

378 鍵 77 木，金属
【a】【b】長さ2.9～11.7cm
【c】幅10.2cm×長さ34.4cm
【d-1】幅7.7cm×長さ12.6cm
【d-2】幅7.8cm×長さ9.5cm

【a】【b】鍵
【c】鍵（L字型）
【d-1】錠前
【d-2】金具

379 前土器 1 土 6.8cm×11.0cm×厚さ1.8cm 窯印「大樋」

380 国旗・竿 1 木，貝，金
属，布 長さ278.5cm×径8.5cm

381 源氏香弓矢 8 竹，羽，漆 長さ28.1cm 木箱

382 源氏香弓矢 6 竹，羽，金
属，漆 長さ28.1cm 木箱，矢立

383 火縄さし 1 金属 径5.8cm×長さ31.8cm×高さ3.3cm 木箱

384 瑞龍寺古材香合 1 木 昭和13年5月�
� （1938）径7.1cm×高さ2.1cm 木箱，栞 木箱蓋表墨書

「瑞龍寺／国寶古材／香合」

385 染付楼閣山水文獅子摘香炉 1 土 幅12.0cm×奥行9.8cm×高さ11.9cm 木箱
（合わせ箱）

386 青甆香炉 1 土，布，象牙 径6.8cm×高さ5.8cm 木箱

387 松鶴文金蒔絵棗 1 木，漆，金粉 径6.8cm×高さ6.5cm 木箱，仕覆

388 牛乗童子鋳銅香炉 1 金属 幅9.8cm×奥行5.9cm×高さ9.8cm

389 宗旦好三日月香合 1 木，漆 2.5cm×7.7cm×2.3cm 木箱

390 香道具 9 木，金属，羽

【1】幅0.3cm×長さ8.7cm×高さ3.9cm
【2】幅1.0cm×長さ15.5cm
【3】長さ12.2cm
【4】幅2.0cm×長さ14.8cm
【5】長さ12.0cm
【6】長さ14.1cm
【7】長さ18.0cm
【8】長さ8.6cm
【9】大：幅1.5cm×長さ7.5cm
　 小：幅1.3cm×長さ5.2cm

紙箱

【1】銀葉挟
【2】香匙
【3】鶯
【4】灰押
【5】火筋
【6】金属箸
【7】香筋
【8】羽箒
【9】羽
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２．医業・薬業

№ 名称 点数（件数） 材質 年代 法量 付属品 備考

391 薬籠（往診用薬箱） 156（11） 木，金属，
漆 【2】縦37.0cm×横43.5cm×高さ25.7cm

カバー2種
（外箱用は綿
布製で「建」
字を染め抜
く。薬籠用
はビロード
製）

【1】外箱（挟み箱。黒漆塗。身妻両面に「建」
字を金泥書）

【2】薬籠（引き出し6段7つ）
【3】生薬（薬種）入り薬包紙　135包（4件）　
【4】薬匙　2本　　　　　　　　　　　
【5】圧尺　2本　　　　　　　　　　　
【6】空の薬包紙　8枚
【7】版本『重訂古今方彙』（1747年序）1冊
【8】硯　1面
【9】水滴　1口
【10】小筆　3本
【11】診療記録　1枚

392 商標看板 1 木，金属 昭和12年10月�
� （1937） 縦48.5cm×横79.4cm×厚さ7.0cm

＜表＞登録商標　産前の薬・産後の薬・
　　　ちゝのたる薬，第十一代佐渡養順
＜裏＞「昭和十二年十月／先祖三百年祭執
　　　行記念／第十一代／佐渡養順／　
　　　五十三歳」
　　　「應需　如水　林義幹書（印）（印）」

393 吊看板 1 木，金属 縦64.4cm×横17.5cm×厚さ1.8cm 「佐渡養順堂」

394 棹秤 3 木，金属，
布

【1】長さ47.6cm
【2】長さ48.2cm
【3】長さ31.7cm

395 丸薬計数匙 2 木 【1】幅3.4cm×長さ19.4cm，型径0.5cm
【2】幅2.5cm×長さ17.3cm，型径0.35cm

396 薬匙 13 金属，木，骨

【1】幅5.6cm×長さ21.8cm
【2】幅5.1cm×長さ23.7cm
【3】幅3.7cm×長さ20.3cm
【4】幅3.1cm×長さ23.0cm
【5】幅2.5cm×長さ21.9cm
【6】幅2.7cm×長さ22.3cm
【7】幅2.3cm×長さ15.0cm
【8】幅2.0cm×長さ14.6cm
【9】径2.7cm×長さ17.8cm×高さ2.2cm
【10】径2.8cm×長さ18.7cm×高さ
1.1cm

【11】径6.1cm×長さ11.8cm×高さ
2.5cm

【12】幅5.1cm×奥行3.9cm×高さ
2.2cm

【13】長さ27.2cm

397 薬箆 4 木，竹
【a-1】幅3.7cm×長さ14.6cm
【a-2】幅2.9cm×長さ13.5cm
【b-1】幅1.2cm×長さ18.2cm
【b-2】幅0.8cm×長さ18.2cm

【ａ】木製
【ｂ】竹製

398 薬剤成型器 2（2） 木 【ａ】幅5.8cm×長さ25.4cm×厚さ2.7cm
【ｂ】幅4.9cm×長さ24.7cm×厚さ4.5cm

【ａ】木製
【ｂ】木・金属製

399 薬業道具 28 竹，金属 長さ19.0cm

400 佐渡養順堂製煎じ薬 22（6）

【ａ】幅10.0cm×奥行13.8cm×高さ3.6cm
【ｂ】幅10.0cm×奥行13.8cm×高さ3.5cm
【ｃ】幅9.0cm×奥行12.2cm×高さ3.0cm
【ｄ】幅9.0cm×奥行13.0cm×高さ3.0cm
【ｅ】幅8.8cm×奥行12.0cm×高さ2.5cm
【ｆ】幅9.0cm×奥行13.7cm×高さ2.6cm

ブリキ缶

【ａ】養順湯壱号（5箱）
【ｂ】養順湯弐号（5箱）
【ｃ】ちゝたる薬（5箱）
【ｄ】産前の薬（5箱）
【ｅ】産後の薬（1箱）
【ｆ】産湯参（1箱）

401 「産後の薬」紙箱 1 紙 長辺19.8cm×短辺11.5cm 段ボール
2箱

※1種類のため数量は「1」とした
　1箱800枚×2箱＝1,600枚あり

402 養順堂商標ラベル 1 紙 縦2.0cm×横4.4cm 抽斗2点

※図柄同一のため数量は「1」とした
　5,000枚×3包＝15,000枚
　2,000枚×9包＝18,000枚
　その他開封済あり（1,000枚程）
　計　約34,000枚

403 薬箱・薬袋 3 紙
【1】縦12.6cm×横14.6cm
【2】縦15.2cm×横9.9cm
【3】幅9.3cm×奥行13.9cm×高さ3.1cm

【1】薬袋：産ご御薬
【2】薬袋：内用劑（佐渡調劑所）
【3】薬箱：安神湯（富松武助薬房）

404 薬包紙 2 ビニール 縦12.1cm×横6.0cm 抽斗2点 ※数量は包の個数
　1包10,000枚×2包＝20,000枚
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405 吸乳管 1 ガラス 最大径4.1cm×長さ39.2cm 木箱 木箱蓋表墨書「吸乳管」
木箱蓋裏墨書「蒼龍館蔵」

406 順番札 110 木 縦15.0cm×横3.5cm×厚さ0.6cm 竹棒3本 1～98番（欠番あり）
未使用20枚

３．交通・運輸・通信

№ 名称 点数（件数） 材質 年代 法量 付属品 備考

407 挟箱 2 木，漆，金属 【a】【b】幅65.2cm×奥行43.3cm×高
さ37.0cm

408 挟箱 2 木 ， 漆 ，
紙，金属

【a】幅49.3cm×奥行30.5cm×高さ
37.6cm

【b】幅49.8cm×奥行33.0cm×高さ
38.3cm

４．交易

№ 名称 点数（件数） 材質 年代 法量 付属品 備考

409 半纏 2 木綿 【a】袖幅31.5cm×身丈95.6cm
【b】袖幅31.5cm×身丈96.0cm

410 銭枡 1 木，金属 幅12.5cm×奥行32.4cm×厚さ2.0cm

411 五つ珠算盤 1 木，竹，金属 縦7.7cm×横31.6cm×高さ2.3cm 紙箱，
説明書

412 五つ珠算盤 3 木，竹，金属
【a】縦7.0cm×横33.0cm×高さ2.3cm
【b】縦7.7cm×横36.0cm×高さ2.0cm
【c】縦8.0cm×横34.8cm×高さ2.4cm

紙箱，布袋【a】「贈呈／創立四十周年記念／高岡商工
會議所」

413 五つ珠算盤 1 木，竹 縦8.1cm×横28.0cm×高さ2.7cm

414 暦引札 1 紙 大正2年� �
� （1913）縦53.2cm×横36.9cm 「銘酒英雄／并ニ酢醤油味噌／高岡市二番

町／志浦豊吉」

415 オトギ双六引札 1 紙 縦52.5cm×横38.9cm 「和洋酒類商／銘／酒　英雄特約販賣／高
岡市二番町／志浦酒店」

416 忠臣蔵討入寿語録引札 1 紙 縦37.4cm×横51.5cm
「薬種賣薬卸商／高岡市坂下町大仏前／か
ぜねつ／たんせき　吐根錠本舗厚生舘田
代半兵衛／各地有名賣薬取次販賣」

417 電気製品宣伝装飾 18 紙，金属，紐
【1】径23.6cm×高さ18.0cm
【2】長径44.5cm×短径30.5cm
【3】縦25.0cm×横7.7cm
【4】幅32.5cm×長さ58.0cm

モールなど
【1】提灯　7点
【2】宣伝瓔珞　1点
【3】短冊　5点
【4】三角旗　5点

418 合印 1 金属 幅0.6cm×長さ3.4cm

419 広告ポスター 12（12） 紙

【1】縦78.3cm×横53.0cm
【2】縦55.5cm×横44.3cm
【3】縦76.9cm×横51.6cm
【4】縦53.7cm×横37.8cm
【5】縦77.7cm×横52.1cm
【6】縦92.3cm×横61.5cm
【7】縦77.5cm×横52.7cm
【8】縦77.1cm×横53.1cm
【9】縦77.2cm×横52.8cm
【10】縦76.0cm×横52.4cm
【11】縦92.0cm×横61.6cm
【12】縦73.5cm×横52.7cm

【1】「スキーヤーの安息所　山の家」
【2】「やさしい寫真のコンクール」
【3】「美術展ラン會」
【4】「イーストマン　シネ・コダックフヰルム」
【5】「森永シラップ」
【6】「森永シラップ」
【7】「キリンレモン」
【8】「カルピス」
【9】「珈爾比斯」
【10】「カルピス」
【11】「簡易保險」
【12】「森永ドロップス」
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５．社会生活

№ 名称 点数（件数） 材質 年代 法量 付属品 備考

420 祭礼羽織 1 布 肩幅57.0cm×身丈99.5cm

421 火消装束 14
布 ， 木 ，
漆，革，ガ
ラスほか

木 箱 ，袋
（笠），書類

【1】陣笠
【2】法被a，b
【3】鉢巻
【4】胴帯a，b
【5】草鞋
【6】胸当a，b，c，d
【7】脚絆
【8】袴
【9】旗

422 拍子木 1 木 幅3.9cm×長さ17.5cm×厚さ2.6cm

423 印章 35 木，石，金属 木箱，朱

424 印章 8 木，石，金
属，土

【1】縦3.6cm×横3.2cm×高さ3.7cm
【2】縦1.8cm×横1.1cm×高さ5.2cm
【3】縦1.3cm×横1.3cm×高さ4.0cm
【4】縦1.3cm×横1.3cm×高さ3.8cm
【5】縦2.7cm×横2.6cm×高さ5.0cm
【6】縦1.1cm×横1.1cm×高さ2.1cm
【7】径2.9cm×高さ3.4cm
【8】径1.4cm×高さ2.0cm

木箱

425 印章 4 木
【1】3.2cm×1.0cm×6.1cm
【2】2.2cm×0.8cm×6.1cm
【3】2.3cm×0.9cm×6.1cm
【4】1.8cm×1.8cm×5.9cm

袋

426 表札 5 木，土

【a】縦27.4cm×横10.7cm×厚さ2.7cm
【b】縦22.0cm×横8.3cm×厚さ2.2cm
【c】縦25.3cm×横10.1cm×厚さ2.5cm
【d】縦18.6cm×横6.7cm×厚さ1.7cm
【e】縦16.0cm×横6.5cm×厚さ1.8cm

【a】木製「佐渡養順」
【b】陶製「日本赤十字社／佩有功章／特別
社員」「佐渡養順」

【c】陶製「日本赤十字社／特別社員」「佐渡
養順」

【d】陶製「富山養得園名誉会員」「佐渡養順」
【e】陶製「愛國婦人會／佩三等有功賞／並
附加賞」「佐渡よし子」

427 藩祖三百年祭徽章 1 金属，布 明治32年� �
� （1899）2.2cm×2.2cm 紙箱

縦覧券

縦覧券【1】「時代展覧會縦覧券」「尾山神社
／舊藩祖三百年祭事務所」
縦覧券【2】「能楽、演武／競馬、相撲　縦
覧券」「尾山神社／舊藩祖三百年祭事務
所」

428 富山高等学校皆勤章 1 金属 昭和8年3月�
� （1933）3.0cm×2.3cm 木箱

「昭和八年三月／四ヶ年皆勤／富山高等学
校」
木箱蓋裏「藤塚光明堂（富山市）」の貼紙

429 日本赤十字社章 8 金属，布

【1】徽章：4.7cm×4.7cm
　　略綬：1.3cm×1.3cm

【2】徽章：径2.9cm
　　略綬：1.3cm×1.3cm

【3】徽章：径2.9cm
　　略綬：1.2cm×1.5cm

【4】徽章：径2.9cm
　　略綬：1.3cm×1.3cm

【5】径2.9cm
【6】径2.9cm
【7】径2.3cm
【8】1.2cm×1.5cm

木箱，紙箱

【1】有功章（「明治二十一年／日本赤十字
社」）

【2】【3】【4】【5】社員章（「明治二十一年／日本
赤十字社」）

【6】明治三十七八年戦役救護記念章
（「明治三十七八年戦役」「救護／記念章／
日本赤十字社」）

【7】日本赤十字社創立25年紀祝典記念章
（「明治三十五年五月一日」「日本赤十字
社／創立二十五年紀／祝典記念」）

【8】終身社員略綬

430 愛国婦人会章 3 金属，糸
【a】3.2cm×5.1cm
【b】3.1cm×4.0cm
【c】2.7cm×3.0cm

木箱

431 帝国軍人後援会章 3 金属，布
【a】4.4cm×5.0cm
【b】径2.1cm
【c】径2.1cm

木箱
【a】特殊会員徽章
【b】特別徽章
【c】通常徽章

432 大日本武徳会章 4 金属
【a】2.5cm×4.1cm
【b】2.3cm×4.2cm
【c】径2.3cm
【d】径1.8cm

木箱
【a】三等有功章
【b】四等有功章
【c】「振武」（武徳會高岡分會」）
【d】会員章

433 富山県連合共進会章 2 金属，布 【a】径2.6cm
【b】径2.6cm 木箱 【a】特別会員章

【b】評議員章
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434 高岡市共進会章 1 金属 2.3cm×2.6cm 木箱

435 帝国飛行協会会員章 2 金属，布 【a】3.1cm×1.5cm
【b】2.3cm×6.3cm 木箱 【a】特別会員章

【b】会員章

436 菅公会参拝徽章 2 金属，布 【a】1.9cm×1.9cm×4.5cm
【b】3.5cm×7.7cm 紙箱 【a】剣梅鉢紋

【b】梅花型

437 瑞龍寺護寺会徽章 2 金属 【a】2.1cm×2.1cm×5.7cm
【b】2.1cm×2.1cm×5.6cm 紙箱 【a】正会員章

【b】普通会員章

438 参宮章 4（4） 金属
【a】径1.3cm×長さ5.3cm
【b】径2.1cm
【c】1.9cm×1.9cm
【d】2.0cm×2.0cm×長さ3.2cm

【1】略章
【2】参宮章（神宮奉斎会）
【3】奉賛章
【4】参拝章（射水神社）

439 富山県軍人奨励会会員章 1 金属 径2.5cm 木箱 「日露戦役紀念」

440 軍旗奉賛会特別章 1 金属 2.1cm×3.0cm 木箱 「歩兵第三十五聯隊」

441 高岡市凱旋軍人会会員章 1 金属 2.2cm×2.5cm 紙箱

442 帝国義勇艦隊建設章 1 金属 径2.2cm 木箱

443 済生会会員章 1 金属 径1.9cm×高さ1.0cm 紙箱 「恩賜／財團　濟生會」「第一種會員章」

444 大日本私立衛生会会員章 1 金属，布 径2.8cm 紙箱 「大日本私立／衛生會通／常會員之章」

445 豊国会会員章 1 金属 径1.9cm 木箱 木箱蓋表「第四等／會員章／豊國會」

446 真宗大谷派相続講員章 1 金属 径2.4cm 木箱 木箱蓋表「真宗大谷派／相續講／通常講員
章」

447 S字章 1 金属 径0.9cm 木箱

448 桜型章 1 金属 3.0cm×3.0cm 木箱（合わ
せ箱）

449 大阪万国博覧会記念章 1 金属 縦1.9cm×横1.6cm 「EXPO�'70」

450 国体・県体参加章 4 金属
【1】1.4cm×2.5cm
【2】径1.5cm
【3】径1.3cm
【4】1.5cm×2.5cm

紙箱
紙袋
ビニール袋

【1】「19」「NIIGATA」参加記念
【2】「体」「18」「県体協」
【3】第15回県民体育大会参加賞
【4】第14回県体参加賞

451 明治戦役紀念碑建設会会員章 1 金属 2.1cm×2.1cm×長さ3.9cm

452 特別会員章 1 金属，布 径2.4cm 八稜形「特別／會員」

453 大正天皇御大典記念品 2（2） 金属 【a】2.1cm×2.2cm
【b】3.2cm×3.9cm 木箱，畳紙

【a】御即位大典記念会
【b】大阪毎日新聞第11000号記念
　　大正3年（1914）3月18日，尚美堂宝飾店

454 日満産業博覧会記念杯 1 土 口径5.5cm×高さ3.0cm

455 第七回関西府県連合共進会場
絵図 1 紙 明治23年7月�

� （1890）縦39.0cm×横55.5cm
富山日報第4897号附録
発行：明治23年7月5日
株式会社富山日報社石印

６．信仰

№ 名称 点数（件数） 材質 年代 法量 付属品 備考

456 神棚 1 木 幅33.7cm×奥行22.0cm×高さ34.8cm

457 神棚 1 木，紙 幅27.5cm×奥行13.0cm×高さ33.9cm 札・札箱 札「金刀比羅宮御守」

458 神棚 1 木，紙 幅23.0cm×奥行9.5cm×高さ46.0cm 札 札「天照皇大神宮」

459 金箔塗三方 2 木，金箔 天保11年7月�
� （1840）

【a】幅11.7cm×奥行11.6cm×高さ
14.6cm

【b】幅11.7cm×奥行11.5cm×高さ
14.5cm

木箱，敷板 木箱蓋裏墨書
「天保十一年庚子七月」
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460 三方 4 木

【a】幅31.3cm×奥行31.3cm×高さ
28.2cm

【b】幅19.9cm×奥行19.9cm×高さ
17.9cm

【c】幅12.6cm×奥行12.6cm×高さ
10.9cm

【d】幅9.0cm×奥行8.8cm×高さ6.8cm

461 三方 2 木
【a】幅31.8cm×奥行31.5cm×高さ
30.5cm

【b】幅27.5cm×奥行27.5cm×高さ
22.0cm

462 三方 1 木 幅30 . 0 cm×奥行31 . 5 cm×高さ
28.5cm

463 三方 6 木
【a】幅31.6cm×奥行31.5cm×高さ
29.7cm

【b】幅23.3cm×奥行23.3cm×高さ
13.3cm

木箱

胴内部捺印
「第一薬品株式会社／佐渡營業所／高岡市
利屋町二十一」

【a】3点
【b】3点

464 三方敷板 1 木 幅30.1cm×奥行29.4cm×高さ5.4cm

465 恵比寿像 1 木 幅11.5cm×奥行8.8cm×高さ17.9cm 木彫

466 恵比須・大黒像 2 石 石彫

467 大黒堂 1 木，布 幅38 . 8 cm×奥行23 . 4 cm×高さ
35.5cm 大黒像

468 仏具一式 16 木，漆，紙
ほか

【1】長辺70.3cm×短辺23.1cm×厚さ0.6cm
【2】幅28.5cm×奥行18.3cm×高さ13.3cm
【3】幅50.5cm×奥行15.0cm×高さ9.2cm
【4】長辺52.5cm×短辺15.0cm×高さ2.3cm
【5】幅9.0cm×奥行9.0cm×高さ9.3cm
【6】幅7.6cm×奥行7.6cm×高さ8.4cm
【7】幅7.6cm×奥行7.6cm×高さ8.4cm
【8】径15.0cm×高さ8.6cm
【9】幅11.5cm×奥行11.0cm×高さ4.6cm
【10】幅11.2cm×奥行15.0cm×高さ7.3cm
【11】縦13.1cm×横9.7cm×厚さ2.0cm
【12】縦13.1cm×横9.7cm×厚さ1.7cm
【13】縦13.1cm×横9.7cm×厚さ1.6cm
【14】幅16.4cm×奥行21.4cm×高さ11.5cm
【15】縦17.8cm×横12.2cm×厚さ0.9cm
【16】幅20.6cm×奥行25.4cm×高さ2.7cm

木箱

【1】敷板
【2】経机
【3】前卓
【4】前卓天板
【5】仏器台（大）
【6】仏器台（小1）
【7】仏器台（小2）
【8】香炉台
【9】台
【10】和讃箱（小）
【11】浄土和讃
【12】高僧和讃
【13】正像末和讃
【14】和讃箱（大）
【15】御文
【16】御文箱

469 金箔塗六合 2 木，金箔，漆 嘉永7年10月�
� （1854）

長辺14.2cm×短辺10.2cm×高さ
16.1cm 木箱 木箱蓋裏墨書

「嘉永七年／甲寅十月／造之」「佐渡氏」

470 金箔塗六合 2 木，金箔，漆
【a】長辺15.0cm×短辺12.0cm×高さ
19.3cm

【b】長辺15.0cm×短辺11.8cm×高さ
19.2cm

木箱

471 金箔塗六合 2 木，金箔，漆
【a】長辺15.0cm×短辺11.5cm×高さ
18.0cm

【b】長辺14.7cm×短辺11.7cm×高さ
18.0cm

木箱

472 草花文金銀蒔絵経箱 1 木，漆，金
銀粉 縦24.6cm×横7.4cm×高さ7.8cm 経本（普門

品），紐

473 梅文金蒔絵経箱 1 木，漆，金粉 縦22.7cm×横7.3cm×高さ4.3cm 紐

474 笹竜胆文金蒔絵経箱 1 木，漆，金粉 縦33.1cm×横8.5cm×高さ6.9cm 布 蓋裏貼紙
「越中高岡／佐渡養順」

475 菩薩立像 1 金属 幅6.6cm×奥行4.7cm×高さ15.3cm

476 木彫狛犬 2 木
【阿形】幅5.5cm×奥行3.5cm×高さ
6.5cm

【吽形】幅5.1cm×奥行3.2cm×高さ
6.8cm

台2点 法量：台含めず

477 小槌鼠置物 1 金属 幅9.6cm×奥行4.2cm×高さ4.8cm 木箱
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７．民俗知識

№ 名称 点数（件数） 材質 年代 法量 付属品 備考

478 矢立 1 金属 全長17.5cm×高さ2.8cm

479 筆 4 竹，木，毛
【a】長さ23.2cm
【b】長さ24.0cm
【c】長さ25.7cm
【d】長さ24.6cm

木箱

480 硯箪笥 1 木，金属，
漆，石 幅10.5cm×奥行31.5cm×高さ14.9cm

481 三段硯箱 1 木，漆，石 幅9.3cm×奥行18.4cm×高さ7.4cm 筆・文鎮各1点，硯・水滴各2点

482 扇文蒔絵短冊硯箱 1
木，漆，金
粉，金属，
石

幅5.7cm×奥行20.0cm×高さ5.2cm 木箱 硯・水滴・筆（筆先なし）各1点

483 墨塗五面硯箱 1 木，石，漆 幅12.0cm×奥行23.6cm×高さ17.2cm 木箱

484 羊歯文金蒔絵硯箱 1
木 ， 漆 ，
石，金粉，
金属

幅19.2cm×奥行24.2cm×高さ3.7cm

485 菊に鳥文蓋付硯 1 石，木，漆 幅10.7cm×奥行19.5cm×高さ4.7cm

486 台付天然形硯 1 石，木，漆 幅14.1cm×奥行17.2cm×高さ5.8cm 蓋（内・外）

487 台付方形硯 1 石，木，漆 幅12.5cm×奥行17.1cm×高さ4.7cm 蓋

488 人物文方形蓋付硯 1 石 幅9.3cm×奥行13.0cm×高さ2.9cm

489 楽浪鏡硯 1 石 8.1cm×8.1cm×高さ2.3cm

490 瓢箪文丸形硯 1 石 径15.1cm×高さ1.5cm 裏面刻銘「天下一／赤間関住／大森土佐守
（印「頼澄」）」

491 硯 3 石
【1】幅12.7cm×奥行16.9cm×高さ
2.1cm

【2】幅6.0cm×奥行9.3cm×高さ1.4cm
【3】幅4.1cm×奥行6.7cm×高さ1.1cm

492 書道関連道具 13 石，土，墨

【1】幅7.8cm×奥行13.9cm×高さ2.0cm
【2】幅7.7cm×奥行12.3cm×高さ2.0cm
【3】幅7.8cm×奥行12.3cm×高さ1.8cm
【4】幅7.2cm×奥行11.7cm×高さ2.1cm
【5】幅6.1cm×奥行9.1cm×高さ2.0cm
【6】幅3.8cm×奥行10.2cm×高さ1.2cm
【7】幅7.7cm×奥行5.8cm×高さ2.5cm
【8】幅7.7cm×奥行5.8cm×高さ2.6cm
【9】径5.7cm×高さ3.1cm
【10】径6.7cm×高さ3.1cm
【11】幅1.9cm×長さ17.9cm×厚さ
1.9cm

【12】径9.8cm×厚さ1.0cm
【13】長辺11.5cm×短辺9.5cm×厚さ
0.9cm

硯蓋，墨

【1】～【6】硯
【7】【8】水滴
【9】【10】茶碗
【11】文鎮
【12】梅皿
【13】絵皿

493 花籠文堆黒文箱 1 木，漆 幅8.8cm×奥行27.0cm×高さ4.6cm 筆13本

494
吸入器
　【a】安全吸入器
　【b】フヱバー吸入器

2
【a】幅23.5cm×奥行9.0cm×高さ
25.0cm

【b】幅23.3cm×奥行8.5cm×高さ
26.5cm

紙箱 【a】いわしや醫科機械舗　大川商店
【b】フヱバー体温計本舗　三田村商店

495 十二支印 12 金属 径1.2cm×高さ3.4cm

496 写本 1 紙，布 縦10.5cm×横4.8cm×厚さ0.5cm 木箱

497 置時計 4 金属，紙，
ガラス

【1】幅13.3cm×奥行9.5cm×高さ
17.9cm

【2】幅13.3cm×奥行10.0cm×高さ
17.9cm

【3】幅7.5cm×奥行5.3cm×高さ9.5cm
【4】幅7.5cm×奥行5.5cm×高さ9.7cm

精工舎製
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498 顕微鏡 1 金属，ガラ
スほか 幅8.3cm×奥行11.8cm×高さ25.4cm

木箱，
レンズ2点，
ガラス板19
点

499 解剖道具 12 金属，木ほ
か

【1】長さ15.5cm　
【2】長さ15.4cm
【3】長さ14.8cm
【4】長さ16.5cm
【5】長さ17.7cm
【6】長さ12.4cm
【7】長さ13.0cm
【8】長さ14.1cm
【9】長さ11.4cm
【10】長さ14.9cm
【11】長さ7.0cm
【12】長さ3.3cm

木箱

【1】【2】メス
【3】スパーテル
【4】【5】柄付針
【6】【7】ピンセット
【8】【9】鋏
【10】ルーペ
【11】金属棒
【12】虫ピン

８．民俗芸能・娯楽・遊戯

№ 名称 点数（件数） 材質 年代 法量 付属品 備考

500 三味線 1 木，革 明治41年1月�
� （1908）幅20.5cm×長さ92.8cm×厚さ9.2cm 木箱，撥，

琴曲集

製作者：水口又蔵
胴内面墨書
「富山市本町／水口又蔵／作」「明治四拾壱
年／壱月大吉日」

501 三味線 1 木，革，布 幅19.8cm×長さ94.8cm×厚さ9.3cm 木箱，撥，
小物入

502 三味線 1 木，革，金属 幅21.0cm×長さ97.7cm×厚さ9.7cm 木箱，布2点 胴内墨書「岸岡元照／大□二年／二月」

503 筝 1 木，布，金
属，鼈甲 幅175.8cm×奥行26.8cm×高さ10.9cm 袋

504 筝 1 木，布，金
属，貝， 幅186.7cm×奥行26.3cm×高さ11.9cm

505 筝 1 木，布，金
属，牛角 幅175.4cm×奥行26.9cm×高さ17.2cm 袋

506 大正琴 1 木，金属 大正 幅62.3cm×奥行13.0cm×高さ7.8cm 紙箱，紙小
箱

本体裏面墨書
「富山薬學専門學校寄宿舎／佐渡正吉」

507 横笛 1 竹，漆 最大径2.6cm×長さ49.5cm

508 横笛 1 竹 最大径2.2cm×長さ45.7cm

509 木琴 1 木 幅47.4cm×奥行23.5cm×高さ3.3cm マレット2本

510 鉄琴 1 木，金属 幅35.1cm×奥行13.0cm×高さ2.9cm マレット1本，
紙箱 製作者：森田吾郎

511 バイオリン 2 木
【本体】幅20.9cm×長さ59.8cm×厚
さ6.7cm

【弓】長さ74.3cm
布袋 製作者：鈴木政吉

512 アコーディオン 1 木，金属，
革，紙 幅30.0cm×奥行13.9cm×高さ26.0cm

513 富山土人形　鯛乗大黒 2 土
【a】幅19.0cm×奥行8.0cm×高さ
20.5cm

【b】幅22.0cm×奥行11.4cm×高さ
23.3cm

514 富山土人形　恵比寿・大黒 2 土
【恵比寿】幅17.1cm×奥行10.9cm×
高さ23.6cｍ

【大黒】�幅16.0cｍ×奥行10.3cｍ×高
さ23.5cｍ

515 富山土人形　鯛乗童子 2 土
【a】幅19.3cm×奥行7.8cm×高さ
23.7cm

【b】幅19.5cm×奥行8.1cm×高さ
19.8cm

516 富山土人形　福助・犬乗童子 2 土
【a】幅11.9cm×奥行5.9cm×高さ
11.5cm

【b】幅10.0cm×奥行5.1cm×高さ
14.5cm
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517 恵比寿・大黒面 2 土
【a】長径26.3cm×短径25.5cm×高さ
6.5cm

【b】長径26.8cm×短径26.0cm×高さ
7.0cm

518 メンコアソビ 1 紙 大正9年2月�
� （1920）縦30.3cm×横45.4cm

新子供第5巻第2号附録
発行：大正9年2月1日
編輯兼発行者：東京神田表神保町2番地　
島田和三郎
発売元：東京神田表神保町　中興館

519 新案おとぎ合 1 紙 大正元年10月�
� （1912）縦9.5cm×横3.2cm 説明書，紙

箱
発行：大正元年10月5日
発行所：名古屋市東区宝町3丁目14番地　

（齋藤）盛文堂

520 日本歴史あはせ 1 紙 大正12月1月�
� （1923）縦39.2cm×横54.5cm

五六年の小学生第2巻第11号附録
発行：大正12年1月1日
発行所：東京市麹町区富士見町6丁目7番
地　研究社

521 新案遊戯出世合セ 1 紙 縦9.4cm×横3.3cm 紙箱 発行所：東京市浅草区須賀町15番地須賀
橋□　近勝堂

522 職業合せ 1 紙 縦8.7cm×横2.8cm

523 教育玩具英語絵合セ 1 紙 紙箱

524 いろは歴史絵合わせ 1 紙 縦8.3cm×横11.3cm 紙箱（合わ
せ箱） 発行所：東京堂

525 子供絵合わせ 1 紙 【全体】縦8.3cm×横10.4cm×厚さ
1.5cm

紙箱（合わ
せ箱）

526 小倉百人一種 1 紙 縦6.9cm×横4.8cm 紙箱

527 百人一首 1 紙 縦7.2cm×横4.5cm 木箱

528 小倉百人一首 1 紙 縦7.2cm×横4.8cm 木箱

529 小倉百人一首 1 紙 縦7.0cm×横5.0cm 紙箱

530 小倉百人一首 1 紙 縦6.7cm×横5.0cm 紙箱 紙箱蓋表貼紙「大阪毎日新聞社」

531 教育あそび百人一首 1 紙 縦5.5cm×横3.3cm 紙箱

532 美術小倉百人一首 1 紙 縦6.5cm×横4.8cm 紙箱

533 新案英語かるた 1 紙 明治43年12月�
� （1910）縦39.8cm×横54.5cm

英語少年第1巻第1号附録
印刷納本：明治43年12月23日
発行所：東京市日本橋区本町3丁目　博文
館

534 幼年画報イロハガルタ 1 紙 大正8年7月�
� （1919）縦2.9cm×横2.2cm 帯

幼年画報第14巻第11号附録
印刷納本：大正8年7月20日
発行所：株式会社博文館

535 公定かるた 1 紙 大正14年� �
� （1925）縦7.5cm×横5.4cm 紙箱，競技

規定書など
発行所：東京かるた会
発売元：東京図案印刷株式会社

536 新案物識りかるた 1 紙 昭和5年1月�
� （1930）縦8.9cm×横5.8cm 紙箱 少年倶楽部第17巻第1号附録

発行：昭和5年1月1日

537 日本歴史カルタ 1 紙 縦6.4cm×横5.0cm 木箱（合わ
せ箱），帯

学生新年附録
発行：富山房

538 手書かるた 1 紙 縦7.2cm×横4.9cm 木箱（合わ
せ箱）

539 ばけものかるた 1 紙 縦5.9cm×横4.5cm 紙箱

540 教育なぞ合かるた 1 紙 縦5.9cm×横4.5cm 木箱 木箱蓋表貼紙「牧金発行」

541 教育軍人かるた 1 紙 縦6.0cm×横4.5cm 木箱

542 戦争いろはかるた 1 紙 縦6.0cm×横4.5cm 木箱（合わ
せ箱）

543 日露戦争いろはかるた 2（2） 紙 縦6.8cm×横4.9cm 紙箱

544 武者かるた 1 紙 縦5.4cm×横3.9cm 紙箱
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545 勤倹利殖いろはかるた 1 紙 縦7.1cm×横4.6cm 紙箱 紙箱「株式會社　藤本ビルブローカー銀
行」

546 戦争イロハカルタ 1 紙 縦5.1cm×横3.8cm 紙箱（合わ
せ箱）

547 諺いろはかるた 1 紙 縦5.4cm×横4.0cm 紙箱（合わ
せ箱）

548 イロハカルタ 1 紙 縦3.9cm×横2.8cm 紙箱（合わ
せ箱）

549 幼児イロハカルタ 1 紙 縦5.5cm×横3.9cm 紙箱（合わ
せ箱）

550 歴史いろはかるた 1 紙 読札：縦3.9cm×横6.5cm
取札：縦8.0cm×横6.5cm

紙箱（合わ
せ箱）

551 日露戦争いろはかるた 1 紙 縦7.5cm×横4.8cm 紙箱（合わ
せ箱）

552 諺いろはかるた 1 紙 縦3.9cm×横2.7cm 紙箱（合わ
せ箱）

553 諺いろはかるた 1 紙 縦3.9cm×横2.7cm 木箱

554 諺いろは豆かるた 1 紙 縦2.6cm×横2.0cm 紙箱（合わ
せ箱）

555 諺イロハカルタ 1 紙 縦3.0cm×横1.6cm

556 貯金双六 1 紙 明治28年12月�
� （1895）縦45.2cm×横61.4cm たとう紙

株式会社　高岡貯金銀行
出版：明治37年12月31日
著者兼発行人：富山県高岡市木舟町48番
地　書肆　車吉兵衛
印刷者：同県同市同町68番地　博可堂　
井波兵太郎

557 貯金双六 1 紙 大正9年1月�
� （1920）直径38.5cm，内径10.7cm 株式会社　高岡貯金銀行

印行：高岡塩谷印刷所

558 高岡繁昌双六 1 紙 明治33年1月�
� （1900）縦61.5cm×横78.0cm

北陸中央新聞附録
明治33年1月1日
発行所：高岡市宮脇町1080番地　北陸中
央新聞社
印刷：日光堂

559 新年寿語録 1 紙 明治36年1月�
� （1903）縦55.6cm×横39.8cm

北國新聞第3417号附録
明治36年1月1日
発行所：金沢市高岡町126番地3　北國新
聞社
印行：金沢高岡町　明治印刷株式会社

560 ノンキナトゥサン出世双六 1 紙 大正14年1月�
� （1925）縦54.9cm×横73.2cm

報知新聞第17212号附録
発行：大正14年1月2日
発行兼編輯兼印刷人：青木武雄　報知新
聞社

561 訪欧大飛行記念飛行双六 1 紙 大正14年12月�
� （1925）縦54.6cm×横78.6cm

大阪朝日新聞第15818号附録
大正14年12月10日
印刷：大阪市森川印刷所

562 徳川年代寿語録 1 紙 明治12年11月�
� （1879）縦71.7cm×横72.5cm

御届：明治12年11月10日
枠外余白「周延筆」「島鮮堂　辻岡屋亀吉
板」

563 太閤記新撰寿語禄 1 紙 明治17年11月�
� （1884） 縦71.1cm×横48.1cm たとう紙 出版人：日本橋区馬喰町2丁目14番地　綱

島亀吉

564 全世界巡覧双六 1 紙 明治21年11月�
� （1888）縦72.6cm×横51.4cm たとう紙

出版：明治21年11月14日
著作兼発行者：下谷区池之端数寄屋町12
番地住　横山良八

565 修身教育歴史双六 1 紙 明治25年12月�
� （1892）縦81.5cm×横49.4cm たとう紙

出版：明治25年12月10日
著作印刷兼発行者：東京市浅草区南元町
15番地　牧金之助

【たとう】東京浅草深川屋版

566 新撰東海道五十三駅電信明細
双六 1 紙 明治26年� �

� （1893）縦47.5cm×横70.6cm 著作兼印刷人：石川県金沢市賢辻坂辻通
り36番地　吉岡久一
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567 支那征伐双六 1 紙 明治27年11月�
� （1894）縦74.6cm×横104.1cm 発行：明治27年11月18日

発兌元：博文館

568 春遊亥の子双六 1 紙 明治3112月�
� （1898）縦63.1cm×横69.4cm 発行：明治31年12月12日

発行所：博文館

569 皇国山川振分双録 1 紙 明治33年12月�
� （1900）縦78.5cm×横48.5cm たとう紙

発行：明治33年12月8日
臨写印刷兼発行者：東京市浅草区南元町
15番地　牧金之助

【たとう】東京　金壽堂蔵版

570 今様少女雅遊双六 1 紙 明治34年10月�
� （1901）縦83.4cm×横70.1cm たとう紙

発行：明治34年10月28日
画作印刷兼発行者：東京市浅草区南元町
15番地　牧金之助

【たとう】東京　牧金版

571 千年紀念諸旧蹟双六 1 紙 明治34年12月�
� （1901）縦50.8cm×横74.4cm たとう紙 発行兼印刷者：東京市本郷区湯島天神町1

丁目72番地　根岸武香

572 新撰教育歴史双六 1 紙 明治36年11月�
� （1903）縦54.4cm×横73.9cm たとう紙

発行：明治36年11月10日
印刷兼発行者：東京市神田区橋本町2丁目
5番地　朝野文三郎

【たとう】発行：東京　朝野書店

573 紀念肖像双六 1 紙 縦38.9cm×横52.3cm

574 おともだち双六 1 紙 大正10年1月�
� （1921）縦53.6cm×横79.0cm

小学少女第3年第1号附録
発行：大正10年1月1日
発行所：東京市麹町区富士見町6丁目7番
地　研究社

575 新案狩人遊ビ 1 紙 大正9年1月�
� （1920）縦53.3cm×横39.0cm

コドモ第7年第1号附録
発行：大正9年1月1日
発行所：東京市小石川区林町57番地　コ
ドモ社

576 暗算応用智恵くらべ 1 紙 明治43年1月�
� （1910）縦39.3cm×横54.8cm

日本少年第5巻第1号附録
発刊：明治43年1月1日
発行所：東京市京橋区南紺屋町12番地　
実業之日本社

577 新案南極探検飛行機双六 1 紙 明治44年1月�
� （1911）縦54.5cm×横78.1cm

日本少年第6巻第1号附録
発行：明治44年1月1日
発行所：実業之日本社
東京銀座三間印刷所製

578 飛行機競争双六 1 紙 明治45年1月�
� （1912）縦54.4cm×横76.5cm

日本少年第7巻第1号附録
発行：明治45年1月1日
発行所：実業之日本社
東京銀座三間印刷所製

579 冒険小説双六 1 紙 大正2年1月�
� （1913）縦78.5cm×横53.8cm

日本少年第8巻第1号附録
発行：大正2年1月1日
発行所：東京京橋　実業之日本社

580 自働車競争双六 1 紙 大正3年1月�
� （1914）縦54.5cm×横78.3cm

日本少年第9巻第1号附録
発行：大正3年1月1日
発行所：東京京橋区南紺屋町　実業之日
本社
東京三間印刷所製

581 少年富士登山双六 1 紙 大正4年8月�
� （1915）縦27.2cm×横38.9cm

日本少年第10巻第9号附録
発行：大正4年8月1日
発行所：東京　実業之日本社

582 突飛冒険旅行双六 1 紙 大正14年1月�
� （1925）縦54.5cm×横78.8cm

日本少年第20巻第1号附録
発行：大正14年1月1日
発行所：東京市京橋区南紺屋町12番地　
実業之日本社

583 日東健児運動優勝双六 1 紙 大正15年1月�
� （1926）縦54.1cm×横78.9cm

日本少年第21巻第1号附録
発行：大正15年1月1日
発行所：東京市京橋区南紺屋町12番地　
実業之日本社
日清印刷株式会社

584 少年未来双六 1 紙 大正16年1月�
� （1927）縦54.3cm×横79.1cm

日本少年第22巻第1号附録
印刷納本：大正15年12月5日
発行：大正16年1月1日
発行所：東京市京橋区南紺屋町12番地　
実業之日本社
印行：東京　日清印刷株式会社
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585 世界早廻飛行競争双六
太平洋上大海戦双六 1 紙 昭和3年1月�

� （1928）縦54.6cm×横79.0cm
日本少年第23巻第1号附録
発行：昭和3年1月1日
発行所：東京市京橋区南紺屋町12番地　
実業之日本社

586 少年騎士遠征双六 1 紙 昭和4年1月�
� （1929）縦54.1cm×横78.5cm

日本少年第24巻第1号附録
発行：昭和4年1月1日
発行所：東京市京橋区南紺屋町12番地　
実業之日本社

587 花づくし双六 1 紙 大正3年1月�
� （1913）縦54.1cm×横78.2cm

婦人世界第9巻第1号附録
発行：大正3年1月1日
発行社：東京京橋　実業之日本社
東京三間印刷所製

588 滑稽双六卯の字冠りないない
づくし 1 紙 大正4年1月�

� （1915）縦52.2cm×横78.2cm
少女の友第8巻第1号附録
発行：大正4年1月1日
発行所：東京市京橋区南紺屋町12番地　
実業之日本社

589 初日の出参拝競争双六 1 紙 大正7年1月�
� （1918）縦25.2cm×横106.6cm

幼年の友第10巻第1号附録
発行：大正7年1月1日
発行兼印編輯人：増田義一
東京三間印刷所製

590 りゆうぐうりよかう双六 1 紙 大正9年1月�
� （1920）縦39.0cm×横54.6cm

幼年の友第12巻第1号附録
発行：大正9年1月1日
発行兼編輯人：増田義一

591 自動車競争双六 1 紙 大正14年1月�
� （1925）縦54.5cm×横79.0cm

幼年の友第17巻第1号附録
発行：大正14年1月1日
発行所：東京京橋　実業之日本社

592 日本歴史ごっこ双六 1 紙 大正15年1月�
� （1926）縦54.7cm×横79.2cm

幼年の友第18巻第1号附録
発行：大正15年1月1日
発行所：東京京橋　実業之日本社

593 動物曲芸双六 1 紙 大正11年1月�
� （1922）縦55.0cm×横78.9cm

小学男生第4巻第1号附録
発行：大正11年1月1日
編輯人：増田義一
印刷所：株式会社秀英舎

594 受験成功双六 1 紙 縦54.4cm×横79.6cm 自習と受験正月号附録
発行：受験研究社

595 大人国子供国めぐり双六 1 紙 大正15年1月�
� （1926）縦54.8cm×横79.0cm

小学3年第2巻第10号附録
発行：大正15年1月1日
発行所：東京市神田区表神保町6番地　
小学館

596 誰にも出来る仮装双六 1 紙 大正11年1月�
� （1922）縦54.1cm×横79.1cm

世界少年第5巻第1号附録
発行：大正11年1月1日
発行所：東京麹町区山元町1-3　新光社

597 處世教訓漫画双六
諸大家傑作画訓集 1 紙 昭和4年1月�

� （1929）縦54.8cm×横79.0cm
講談倶楽部第19巻第1号附録
発行：昭和4年1月1日
編輯人：淵田忠良
印行：東京　共同印刷株式会社

598
火星国探検競争双六
弥次さん喜多さん東海道道中
滑稽双六

1 紙 大正16年1月�
� （1927）縦54.2cm×横78.1cm

少年倶楽部第14巻第1号附録
印刷納本：大正15年12月8日
発行：大正16年1月1日
発行所：東京市本郷区駒込坂下町48　
大日本雄弁会
美術印刷株式会社製

599 日本歴史漫画地図
熱狂野球盤 1 紙 昭和2年9月�

� （1927）縦76.3cm×横52.9cm
少年倶楽部第14巻第9号附録
発行：昭和2年9月1日
発行所：東京市本郷区駒込坂下町48　
大日本雄弁会講談社

600 城攻め一番乗り双六
太平洋横断飛行競争盤 1 紙 昭和3年1月�

� （1928）縦53.9cm×横79.0cm

少年倶楽部第15巻第1号附録
発行：昭和3年1月1日
発行所：東京市本郷区駒込坂下町48　
大日本雄弁会講談社
美術印刷株式会社製

601 宝の城探検双六
全速力突進ゲーム 1 紙 昭和8年1月�

� （1933）縦53.6cm×横76.9cm
少年倶楽部第20巻第1号附録
発行：昭和8年1月1日
発行所：東京市本郷区駒込坂下町48　
大日本雄弁会講談社
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602 春爛漫新案花輪競争双六
新式通りぬけ双六 1 紙 大正13年1月�

� （1924）縦55.2cm×横79.0cm
少女倶楽部第2巻第1号附録
発行：大正13年1月1日
発行所：東京市本郷区駒込坂下町48番地
大日本雄弁会

603 英雄双六 1 紙 大正15年1月�
� （1926）縦55.0cm×横79.0cm

幼年倶楽部第1巻第1号附録
発行：大正15年1月1日
発行所：東京市本郷区駒込坂下町48
大日本雄弁会講談社

604 忠孝双六 1 紙 大正16年1月�
� （1927）縦54.6cm×横78.4cm

幼年倶楽部第2巻第1号附録
印刷納本：大正15年12月25日
発行：大正16年1月1日
発行所：東京市本郷区駒込坂下町48
大日本雄弁会講談社

605
幼年大双六
とうきゅうばん・フットボー
ルあそび

1 紙 昭和3年1月�
� （1928）縦54.3cm×横78.6cm

幼年倶楽部第3巻第1号附録
発行：昭和3年1月1日
発行所：東京市本郷区駒込坂下町48
大日本雄弁会講談社

606 豊臣秀吉出世双六
オニゴッコ・フクワラヒ 1 紙 昭和4年1月�

� （1929）縦53.6cm×横78.5cm
幼年倶楽部第4巻第1号附録
発行：昭和4年1月1日
発行所：東京市本郷区駒込坂下町48
大日本雄弁会講談社

607 少年運動双六 1 紙 明治40年1月�
� （1907）　縦46.9cm×横63.3cm

少年界第6巻第1号附録
発行：明治40年1月1日
発行人：下河邊半五郎
印刷所：帝國印刷株式会社

608 少年歴史明治双六 1 紙 大正元年12月�
� （1912）縦46.2cm×横63.6cm

少年界第12巻第1号附録
印刷納本：大正元年12月20日
発行：大洋社

609 小学双六 1 紙 明治45年1月�
� （1912）縦54.5cm×横78.9cm

小学生第1巻第10号附録
発行：明治45年1月1日
発行所：東京市神田区表神保町2　同文館

610 コドモ双六 1 紙 大正3年1月�
� （1914）縦78.6cm×横54.9cm

コドモ第1号附録
発行：大正3年1月1日
発行所：東京市牛込区神楽坂通　南北社

611 コドモ双六　日本太郎ノ鬼ヶ
嶋征伐 1 紙 大正3年12月�

� （1914）縦63.2cm×横44.6cm
コドモ第2巻第1号附録
印刷納本：大正3年12月10日
発行所：東京市小石川区林町57番地
［　　］社

612 日本おとぎ双六 1 紙 明治33年1月�
� （1900）縦53.5cm×横77.8cm

少年世界第6巻第1号附録
発行：明治33年1月3日
東京大江印刷所石印

613 支那戦争双六 1 紙 明治34年1月�
� （1901）縦78.9cm×横54.8cm

少年世界第7巻第1号附録
発行：明治34年1月1日
発行所：東京市日本橋区本町3丁目8番地
博文館
東京京橋区泰錦堂石印

614 新案角力双六 1 紙 明治35年1月�
� （1902）縦78.3cm×横52.2cm

少年世界第8巻第1号附録
発行：明治35年1月1日
発行所：東京市日本橋区本町3丁目8番地
博文館

615 少年少女小学教科双六 1 紙 明治40年1月�
� （1907）縦78.5cm×横54.5cm

少年世界第13巻第1号附録
発行：明治40年1月1日
発行所：東京市日本橋区本町3丁目
博文館
精美堂アルミニユーム印刷

616 開国五十年双六 1 紙 明治41年1月�
� （1908）縦54.0cm×横78.5cm

少年世界第14巻第1号附録
発行：明治41年1月1日
発行所：東京市日本橋区本町3丁目
博文館
印行：東京精美堂

617 日本十五少年双六 1 紙 明治42年1月�
� （1909）縦78.8cm×横54.1cm

少年世界第15巻第1号附録
発行：明治42年1月1日
発行所：東京市日本橋区本町3丁目
博文館

618 少年丸世界一周双六 1 紙 明治42年12月�
� （1909）縦54.5cm×横78.8cm

少年世界第16巻第1号附録
印刷納本：明治42年12月15日
発行所：東京市日本橋区本町3丁目　
博文館
東京麻布笄町　大江印刷所製
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619 少年飛行双六 1 紙 明治45年1月�
� （1912）縦54.5cm×横78.4cm

少年世界第18巻第1号附録
発行：明治45年1月1日
発行所：東京市日本橋区本町3丁目
博文館

620 大正少年双六 1 紙 大正2年1月�
� （1913）縦54.5cm×横79.3cm

少年世界第19巻第1号附録
発行：大正2年1月1日
発行所：東京市日本橋区本町3丁目
博文館

621 太閤出世双六 1 紙 大正3年1月�
� （1914）縦55.0cm×横79.0cm

少年世界第20巻第1号附録
発行：大正3年1月1日
発行所：東京市日本橋区本町3丁目
博文館

622 大正軍国双六 1 紙 大正3年12月�
� （1914）縦54.8cm×横78.8cm

少年世界第21巻第1号附録
印刷納本：大正3年12月15日
発行所：東京市日本橋区本町3丁目
博文館
東京精美堂印

623 大正少年双六 1 紙 大正4年12月�
� （1915）縦53.6cm×横78.6cm

少年世界第22巻第1号附録
印刷納本：大正4年12月12日
発行所：東京市日本橋区本町3丁目
博文館

624 若武者初陣奮戦双六
宝の山探検冒険双六 1 紙 昭和5年1月�

� （1930）縦54.6cm×横79.0cm
少年世界第36巻第1号附録
発行：昭和5年1月1日
発行所：東京市日本橋区本石町3丁目
株式会社博文館

625 新案女学双六 1 紙 明治37年1月�
� （1904）縦54.8cm×横79.2cm

女学世界第4巻第1号附録
発行：明治37年1月1日
発行所：東京市日本橋区本町3丁目
博文館
東京泰錦堂石印

626 新案征露戦局双六 1 紙 明治38年1月�
� （1905）縦54.7cm×横78.3cm

写真画報12巻日露戦争実記第46編附録
発行：明治38年1月1日
発行所：東京市日本橋区本町3丁目
博文館
東京銀座3丁目　三間印刷所石印

627 戦捷紀念双六 1 紙 明治39年1月�
� （1906）縦55.6cm×横78.8cm

写真画報第1巻第1編附録
発行：明治39年1月1日
発行所：博文館

628 新案点取双六　世界周遊競走 1 紙 明治40年1月�
� （1907）縦54.4cm×横59.4cm

写真画報第2巻第1篇附録
発行：明治40年1月1日
発行所：東京市日本橋区本町3丁目8番地
博文館

629 幼年唱歌双六 1 紙 明治40年1月�
� （1907）縦39.6cm×横54.6cm

幼年画報第2巻第1号附録
発行：明治40年1月1日
発行所：東京市日本橋区本町3丁目
博文館
はい原　中村工場石印

630 スゴロクアソビ　ボウノオウ
チ 1 紙 大正4年12月�

� （1915）縦39.3cm×横54.2cm
幼年画報第11巻第1号附録
印刷納本：大正4年12月5日
発行所：東京市日本橋区本町3丁目
博文館

631 活動ポンチ双六 1 紙 大正8年1月�
� （1919）縦54.0cm×横38.9cm

幼年画報第14巻第1号附録
発行：大正8年1月1日
発行所：東京市日本橋区本町3丁目
博文館

632 滑稽フヰルム双六 1 紙 大正9年1月�
� （1920）縦53.6cm×横40.0cm

幼年画報第15巻第1号附録
発行：大正9年1月1日
発行所：東京市日本橋区本町3丁目
株式会社博文館

633 汽車双六 1 紙 大正14年1月�
� （1925）縦39.2cm×横104.9cm

幼年画報第20巻第1号附録
発行：大正14年1月1日
発行所：東京市日本橋区本石町3丁目
株式会社博文館

634 電車双六 1 紙 大正15年1月�
� （1926）縦39.6cm×横108.4cm

幼年画報第21巻第1号附録
発行：大正15年1月1日
発行所：東京市日本橋区本石町3丁目
株式会社博文館
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635 少女滑稽買物双六 1 紙 大正14年1月�
� （1925）縦54.0cm×横78.9cm

少女世界第20巻第1号附録
発行：大正14年1月1日
発行所：東京市日本橋区本石町3丁目16番
地　株式会社博文館

636 少女ラヂオ放送双六 1 紙 大正15年1月�
� （1926）縦54.5cm×横79.0cm

少女世界第21巻第1号附録
発行：大正15年1月1日
発行所：東京市日本橋区本石町3丁目16番
地　株式会社博文館

637 少女運だめし双六 1 紙 大正16年1月�
� （1927）縦54.5cm×横78.9cm

少女世界第22巻第1号附録
印刷納本：大正15年12月9日
発行：大正16年1月1日
発行所：東京市日本橋区本石町3丁目16番
地　株式会社博文館

638 冒険壮遊双六 1 紙 明治41年1月�
� （1908）縦54.6cm×横78.6cm

冒険世界第1巻第1号附録
発行：明治41年1月1日
発行所：東京市日本橋区本町3丁目
博文館

639 マラソン競争双六 1 紙 明治42年12月�
� （1909）縦54.1cm×横78.8cm

冒険世界第3巻第1号附録
印刷納本：明治42年12月24日
発行所：東京市日本橋区本町3丁目
博文館

640
滑稽笑兵衛漫遊双六
新案西洋聯珠遊び・十六むさ
し

1 紙 昭和4年1月�
� （1929）縦77.6cm×横54.4cm

少年少女　譚海第10巻第1号附録
発行：昭和4年1月1日
発行所：東京日本橋区本石町3丁目
株式会社博文館

641 新案スポーツ双六
運命運勢独占盤 1 紙 昭和4年1月�

� （1929）縦54.4cm×横78.9cm
朝日第1巻第1号附録
発行：昭和4年1月1日
発行所：東京市日本橋区本石町3丁目
株式会社博文館

642 マラソン世界一周双六 1 紙 大正12年1月�
� （1923）縦54.5cm×横78.4cm

野球少年第2巻第1号附録
発行：大正12年1月1日
発行所：東京市芝区佐久間町2丁目18番地
武侠世界社

643 新式+−双六 1 紙 大正13年1月�
� （1924）縦39.9cm×横54.8cm

武侠少年第3巻第1号附録
発行：大正13年1月1日
発行所：東京市芝区南佐久間町2-18
武侠社
印行：株式会社精美堂

644 陸海軍戦争双六
滑稽大冒険双六 1 紙 大正14年1月�

� （1925）縦54.7cm×横78.8cm
武侠少年第4巻第1号附録
発行：大正14年1月1日
発行所：東京市芝区南佐久間町2丁目18番
地　武侠世界社

645 動物ノ国双六 1 紙 昭和4年1月�
� （1929）縦54.1cm×横78.9cm

愛児の友第9巻第1号附録
発行：昭和4年1月1日
発行所：東京市麹町区丸ビル355
婦女界社
東京銀座三間印刷所製

646 昔噺トモダチ双六 1 紙 大正5年1月�
� （1916）縦46.9cm×横62.9cm

トモダチ第2巻第1号附録
発行：大正5年1月1日
発行所：東京市麹町区富士見町1丁目30番
地　二葉社

647 日の丸修身すご六 1 紙 大正6年1月�
� （1917）縦31.3cm×横46.9cm

日の丸第2巻第1号附録
発行：大正6年1月1日
発行所：東京渋谷東エビス　文教社

648 学生双六 2 紙 明治45年1月�
� （1912）縦55.4cm×横40.1cm

学生第3巻第1号附録
発行：明治45年1月1日
編輯人：東京市牛込区新小川町2丁目2番
地　西村眞次
発行兼印刷人：東京市神田区裏神保町9番
地　坂本嘉治馬

649 海戦将棋 1 木，紙 明治37年3月�
� （1904）

紙箱（合わ
せ箱），説
明書

発売：明治37年3月
製造：開進堂

650 新案戦争将棋
飛越し遊戯盤 1 紙 縦38.9cm×横27.6cm

【表】新案戦争将棋
　　少年世界新年号第3附録

【裏】飛越し遊戯盤
　　少年世界新年号第4附録
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651 オハジキ戦遊戯 1 紙 大正8年1月�
� （1919）縦36.2cm×横54.1cm

幼年の友第11巻第1号附録
発行：大正8年1月1日
発行兼編輯人：増田義一

652 大演習遊戯 1 紙 昭和4年12月�
� （1929）縦31.8cm×横46.5cm

少年倶楽部第16巻第20号附録
発行：昭和4年12月1日
発行所：東京市本郷区駒込坂下町48
大日本雄弁会講談社

653 印刷画「此一戦」 1 紙 昭和4年5月�
� （1929）縦38.2cm×横53.6cm

少年倶楽部第16巻第5号附録
発行：昭和4年5月1日
発行所：東京市本郷区駒込坂下町48
大日本雄弁会講談社

654 歴史風俗十二ヶ月
世界珍風俗展覧会 1 紙 昭和4年1月�

� （1929）縦54.3cm×横78.6cm
キング第5巻第1号附録
発行：昭和4年1月1日
発行所：大日本雄弁会講談社

655 新選相撲五十六手
大日本スポーツアルバム 1 紙 昭和4年1月�

� （1929）縦54.3cm×横80.2cm
キング第5巻第1号附録
発行：昭和4年1月1日
発行所：東京市本郷区駒込坂下町48番地
大日本雄弁会講談社

656 新案競馬遊戯 1 紙 明治39年1月�
� （1906）縦53.1cm×横64.5cm

少年世界第12巻第1号附録
発行：明治39年1月1日
発行所：東京市日本橋区本町3丁目8番地
博文館

657 積木 1 木 木箱 平面・立体多種あり
総数67点

658 イロハ札 1 紙 縦7.0cm×横4.8cm 紙箱（合わ
せ箱）

659 旗源平 1 紙，竹
【まとい】長さ33.5cm
【旗・大】長さ29.3cm
【旗・中】長さ25.7cm
【旗・小】長さ21.6cm

紙箱，サイ
コロ

660 七巧合璧 1 木
木箱（合わ
せ箱），説
明書，冊子

説明書『七巧璧漏祕圖』
冊子『七巧圖合璧』

661 達磨相撲 1 紙 説明書 点数：土俵1，駒12

662 軍人わらい 1 紙 【台紙】縦21.7cm×横32.9cm 紙箱（合わ
せ箱）

663 野球ゲーム 1 紙 盤1，スコアボード1，点数駒7，ボール
1，サイコロ2，ピン2

664 狂言つくし 1 紙 縦6.7cm×横4.7cm 仕様伝書，
たとう紙

665 嶋めくり 1 紙 縦8.8cm×横5.0cm 仕様書，た
とう紙

666 源氏合わせ 3（3） 紙
台紙

【1】縦37.1cm×横48.6cm
【2】縦22.9cm×横34.2cm
【3】縦22.4cm×横33.3cm

667 松文金蒔絵碁笥 2 木，漆，金
粉 径12.2cm×高さ8.6cm 木箱，碁石

668 碁石 2 石，貝 径1.2cm×厚さ0.4cm 碁笥2点 碁石（黒）187点（白）181点

669 将棋盤 1 木，漆 38.9cm×33.8cm×3.5cm

670 竹返し 20 木
【角型】縦13.1cm×横0.8cm×厚さ
0.8cm

【平型】縦11.9cm×横0.7cm×厚さ
0.3cm

木箱

671 幻灯機種板 89 ガラス，紙 縦4.1cm×横4.1cm×厚さ0.3cm

672 玩具 16 木，土ほか 木箱

東北こけし・福雀・登山人形・山伏木彫
像・高砂置物・木彫置物・木製置物・田
植人形・「湯ノ山」こけし・鳥居／稚児
置物・狸置物・立ち獅子人形・七福神・
ペーパーナイフ・宝船置物・お多福置物
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673 カメラ関連一式 8
プラスチッ
ク，金属ほ
か

【1】幅14.9cm×奥行8.6cm×高さ9.0cm
【2】幅14.1cm×奥行8.8cm×高さ8.5cm
【3】幅12.2cm×奥行6.3cm×高さ8.3cm
【4】幅3.2cm×奥行7.5cm×高さ11.1cm
【5】高さ37.4cm
【6】径4.1cm×高さ3.0cm
【7】径5.1cm×高さ13.3cm
【8】長さ30.3cm

ケース（カ
メラ・スト
ロ ボ ・ 三
脚），紙箱

【1】カメラ：KONICA　auto�S2
【2】カメラ：OLYMPUS�M-1
【3】カメラ：KONICA�C35
【4】ストロボ：Toshiba�CUSTOM�D2
【5】三脚：velbon��HG-4
【6】接写レンズ：LUCKY�ENLARGING-
LENS

【7】望遠レンズ：OLYMPUS�
【8】レリーズ：HAKUBA�AUTO
�RELEASE�30cm

674 三十韻牌 2 竹
【a】縦7.7cm×横0.9cm
【b】縦8.1cm×横0.6cm
�����縦6.7cm×横0.3cm（1本のみ）

【a】予備牌
【b】木箱

【a】30本
【b】26本

675 セルロイド製玩具 1 セルロイド 幅2.5cm×奥行2.3cm×高さ5.8cm 紙箱

676 映画ポスター 163（144）紙

印刷物。状態は破損甚大。　　　　　　
件数番号1～87の作画は野口久光である。
件数番号1～130の映画は東和商事、131～
143は三映社、144は東宝映画・東京撮影
所が配給

（映画ポスター内訳）

件数
番号 名　　称

年　　代
映画製作国 数量 法　量

（縦×横cm）映画製作年 日本公開年

1 ゴルダ（「資本家ゴルダー」改題） 1931年 1935年 フランス 1 53.7×37.5

2 制服の処女 1931年 1933年 ドイツ 1 53.2×37.2

3 FP一號應答なし 1932年 ドイツ 1 76.0×52.6

4 お洒落王國 1932年 1934年 ドイツ 1 53.4×37.7

5 にんじん 1932年 1934年 フランス 1 53.6×37.6

6 あかつき 1933年 1934年 ドイツ 1 62.7×45.0

7 上から下まで 1933年 1936年 フランス 1 53.8×38.8

8 浮き雲 1933年 1936年 ドイツ 1 53.9×38.4

9 カルメン狂想曲 1933年 1936年 ドイツ 1 53.8×38.5

10 青春の海 1933年 1936年 ドイツ 1 53.3×38.3

11 春のいざなひ 1933年 1937年 ドイツ 1 53.8×37.8

12 未完成交響樂 1933年 1935年 ドイツ 1 53.9×37.8

13 モンパルナスの夜 1933年 1935年 フランス 1 54.0×37.9

14 陽気な王子様 1933年 1936年 ドイツ 1 53.8×38.4

15 レ・ミゼラブル　第1篇　ジャン・バルヂャン 1933年 1938年 フランス 1 54.8×38.8

16 レ・ミゼラブル　第2篇　コゼットの恋 1933年 1938年 フランス 1 54.5×38.2

17 レ・ミゼラブル　第3篇　青年マリウス 1933年 1938年 フランス 1 53.6×37.7

18 私と女王様 1933年 1935年 ドイツ 1 53.4×37.5

19 乙女の湖 1934年 1935年 フランス 1 53.6×38.2

20 君を夢みて 1934年 1936年 ドイツ 1 53.6×37.5

21 最後の億萬長者 1934年 1935年 フランス 1 53.1×38.0

22 囁きの木蔭 1934年 1938年 ドイツ 1 53.5×38.3

23 商船テナシチー 1934年 1934年 フランス 1 53.3×37.9

24 白き處女地 1934年 1936年 フランス 1 53.3×37.9

25 たそがれの維納 1934年 1935年 オーストリア 1 53.5×38.2

26 熱風 1934年 フランス 1 53.6×38.1

27 ミモザ館 1934年 1936年 フランス 1 53.3×38.3

28 夜の鶯 1934年 1936年 ドイツ 1 53.0×38.3

29 別れの曲 1934年 1935年 フランス 1 53.4×38.4

30 別れの曲 1934年 1935年 フランス 1 53.2×38.4

31 ワルツ合戰 1934年 1935年 ドイツ 1 62.0×43.6

32 或る映画監督の一生 1935年 1938年 フランス 1 53.7×37.9

33 ヴェニスの船唄 1935年 1936年 ドイツ 1 53.3×38.4

34 おもかげ 1935年 1936年 イタリア 1 53.8×37.8

35 女だけの都 1935年 1937年 フランス 1 53.5×37.8

36 女ひとり 1935年 1937年 オーストリア 1 53.5×38.2

37 郷愁 1935年 1936年 オーストリア 1 53.7×37.8

38 巨人ゴーレム 1935年 1937年 フランス 1 62.7×45.8
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39 恋は終わりぬ 1935年 1936年 オーストリア 1 53.0×38.2

40 最後の戰闘機 1935年 1936年 フランス 1 53.7×38.3

41 39夜 1935年 1936年 イギリス 1 52.6×37.9

42 ジプシィ男爵 1935年 1937年 ドイツ 1 53.4×37.5

43 魂を失へる男 1935年 1937年 スイス 1 53.4×38.1

44 地の果てを行く 1935年 1936年 フランス 1 62.6×30.5

45 罪と罰 1935年 1936年 フランス 1 53.5×37.7

46 どん底 1935年 1937年 フランス 1 59.2×46.2

47 南方飛行 1935年 1937年 フランス 2 ①26.9×37.7
②38.7×53.1

48 白雪地獄 1935年 ドイツ 1 53.9×38.4

49 白鳥の舞ひ 1935年 1937年 ドイツ 1 53.3×38.1

50 ハンガリア夜曲 1935年 1937年 ドイツ 1 62.8×45.4

51 風雲の欧羅巴 1935年 1937年 イギリス 1 53.4×38.3

52 ボッカチオ 1935年 1939年 ドイツ 1 54.3×38.0

53 マヅルカ 1935年 1936年 ドイツ 1 62.9×30.1

54 みどりの園 1935年 1936年 フランス 1 53.7×38.8

55 みどりの園 1935年 1936年 フランス 1 54.7×38.3

56 港の掠奪者 1935年 1937年 フランス 1 53.9×38.0

57 モスコオの夜は更けて 1935年 1938年 ドイツ 1 54.3×37.9

58 ワルツの季節 1935年 1938年 ドイツ 1 53.5×38.3

59 海のつはもの 1936年 1937年 フランス 1 53.9×38.0

60 思ひ出の曲 1936年 1939年 ドイツ 1 54.3×39.3

61 乞食学生 1936年 1938年 ドイツ 1 54.1×38.3

62 ジェニイの家 1936年 1938年 フランス 1 63.8×45.5

63 ジェニィの家 1936年 1938年 フランス 1 53.3×38.2

64 シュヴァリエの放浪児 1936年 1936年 イギリス 1 54.0×38.4

65 シュヴァリエの流行児 1936年 1937年 フランス 1 89.2×31.3

66 早春 1936年 1939年 ドイツ 1 62.8×45.7

67 早春 1936年 1939年 ドイツ 1 61.6×30.4

68 第九交響樂 1936年 1938年 ドイツ 1 53.8×38.5

69 とらんぷ譚 1936年 1939年 フランス 1 54.8×38.8

70 ひめごと 1936年 1938年 ドイツ 1 55.1×44.3

71 ブルグ劇場 1936年 1939年 ドイツ 3
①62.2×46.1
②62.5×46.1
③62.3×46.1

72 炎え上るバルカン 1936年 ドイツ 1 63.2×46.0

73 装へる夜 1936年 1937年 1 53.1×38.0

74 夜の空を行く 1936年 1936年 フランス 1 53.8×37.7

75 我等の仲間 1936年 1937年 1 53.9×38.1

76 赤ちやん 1937年 1938年 フランス 1 55.1×45.7

77 新しき土 1937年 1937年 日本・ドイツ 1 53.8×38.1

78 新しき土 1937年 1937年 日本・ドイツ 1 53.8×37.9

79 美しき青春 1937年 1939年 フランス 3
①62.5×46.2
②62.6×46.1
③62.6×46.3

80 かりそめの幸福 1937年 1937年 フランス 1 54.6×38.2

81 最後の一兵まで 1937年 1940年 ドイツ 1 53.0×36.6

82 最後の一兵まで 1937年 1940年 ドイツ 1 51.5×37.6

83 背信 1937年 1939年 フランス 1 62.1×30.4

84 背信 1937年 1939年 フランス 1 61.3×45.3

85 望郷 1937年 1939年 フランス 1 77.6×52.5

86 望郷 1937年 1939年 フランス 1 53.3×37.7

87 南の誘惑 1937年 1939年 ドイツ 6

①54.4×37.4
②53.7×37.4
③54.2×37.4
④53.7×37.4
⑤53.8×37.5
⑥53.7×37.5

88 自由を我等に 1931年 1932年 フランス 1 62.3×30.2

89 ル・ミリオン 1931年 1931年 フランス 1 53.6×37.7
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90 自殺倶樂部 1932年 ドイツ 1 62.2×30.1

91 巴里の暗黒街 1932年 フランス 1 63.3×30.2

92 巴里の暗黒街 1932年 フランス 1 54.0×37.9

93 國際間謀團 1933年 ドイツ 1 54.0×38.4

94 眞紅の恋 1933年 ドイツ 1 53.5×38.0

95 新版　未完成交響樂 1933年 ドイツ 1 67.7×52.0

96 レ・ミゼラブル（全三篇／二十六巻） 1933年 フランス 1 105.2×38.1

97 歌へ今宵を 1934年 ドイツ 1 53.9×38.2

98 大空の驚異 1934年 ドイツ 1 53.7×38.6

99 乙女の湖 1934年 1935年 フランス 1 77.6×53.0

100 ジャンダーク 1934年 1936年 ドイツ 1 55.0×38.1

101 桃源境 1934年 1936年 ドイツ 1 78.0×52.9

102 女だけの都 1935年 1937年 フランス 1 77.4×52.9

103 戀人の日記 1935年 オーストリア 1 53.6×37.6

104 紅天夢 1935年 ドイツ 1 62.3×45.2

105 ゴルゴタの丘 1935年 1936年 フランス 1 67.8×38.9

106 ゴルゴタの丘 1935年 1936年 フランス 1 78.1×53.3

107 地の果てを行く 1935年 1936年 フランス 1 53.7×37.7

108 地の果てを行く 1935年 1936年 フランス 1 53.9×37.8

109 どん底 1935年 1937年 フランス 1 57.4×45.1

110 はだしの少女 1935年 1937年 1 54.0×37.5

111 マヅルカ 1935年 1936年 ドイツ 1 53.2×34.7

112 旅順港 1935年 1937年 ドイツ・フランス 1 53.8×37.8

113 旅順港 1935年 1937年 ドイツ・フランス 1 77.5×53.0

114 愛國の騎士 1936年 1 62.6×30.0

115 愛國の騎士 1936年 ドイツ 1 62.3×44.8

116 スパイ戰線を衝く 1936年 1937年 ドイツ 1 53.5×37.8

117 スパイ戰線を衝く 1936年 1937年 ドイツ 1 63.2×30.7

118 とらんぷ譚 1936年 1939年 フランス 1 61.5×45.0

119 日本大學映画科・ブルグ劇場 1936年 1939年 ドイツ 7

①52.9×38.2
②52.8×38.2
③52.9×38.2
④52.9×38.2
⑤53.0×38.2
⑥52.9×38.2
⑦52.9×38.2

120 新しき土 1937年 1937年 日本・ドイツ 1 54.6×38.1

121 新しき土 1937年 1937年 日本・ドイツ 1 46.0×31.4

122 新しき土 1937年 1937年 日本・ドイツ 1 78.0×53.6

123 かりそめの幸福 1937年 フランス 1 53.5×37.4

124 最後の一兵まで 1937年 1940年 ドイツ 2 ①62.6×30.2
②62.7×30.2

125 望郷 1937年 1939年 フランス 1 38.9×25.8

126 東洋平和の道 1938年 1938年 1 61.5×45.3

127 ヒマラヤに挑戰して　ナンガ・パルバット登攀 1938年 1 53.7×38.0

128 帝王の道 フランス 1 77.5×52.7

129 東和商事映画部創立10周年映画提供 1 53.5×38.0

130 マヂノ要塞とフランス國防〔八巻〕 フランス 2 ①77.8×26.2
②77.9×26.2

131 タンネンベルグ大會戰 1932年 ドイツ 1 53.8×38.4

132 禁男の家 1935年 1937年 フランス 1 53.8×37.7

133 世界を敵として！ 1935年 ドイツ 2 ①38.3×26.6
②54.0×38.7

134 隊長ブーリバ 1935年 1936年 フランス 1 77.9×26.4

135 第2情報部 1935年 フランス 1 53.2×38.5

136 私の太陽よ 1935年 イギリス 1 54.6×38.8

137 樂聖ベートーヴェン 1936年 1937年 フランス 1 52.5×38.5

138 樂聖ベートーヴェン 1936年 1937年 フランス 1 53.8×37.9

139 熱砂の果て 1936年 フランス 1 53.7×38.0

140 不良青年 1936年 1937年 フランス 1 54.4×38.4

141 流血船エルシノア 1936年 1937年 フランス 1 53.9×37.8
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９．人生儀礼

№ 名称 点数（件数） 材質 年代 法量 付属品 備考

677 菓子木型 5 木 天保15年8月�
� （1844）

【a】幅15.8cm×長さ32.2cm×厚さ
3.2cm

【b】幅8.5cm×長さ17.9cm×厚さ
2.3cm

【c】幅8.3cm×長さ15.5cm×厚さ
3.9cm

【d】幅8.7cm×長さ13.2cm×厚さ
3.2cm

【e】幅8.7cm×長さ15.2cm×厚さ
3.6cm

【a】裏面墨書
「天保十五年甲辰當／元祖二百回忌実
二百三年也秋八日／十三日行齋會因製之
／第八世主人蔵」

678 鏡 1 金属，木 昭和16年4月�
� （1941）

全体：幅37.3cm×奥行5.8cm×高さ
48.0cm

鏡 台 ， 紙
垂，外箱

＜鏡陽鋳＞
「（光琳鐶紋）當家先祖／建部佐渡守／
三百年祭／昭和十六年四月吉日／執行／
第十一代佐渡養順／當年五十七歳／よし
／當年五十歳」

＜鏡台背面墨書＞
「昭和十六年四月／先祖　三百年祭執行に
際し／大工　山崎幸次ニ製作せしむ／第
十一代／佐渡養順」

679 一刀彫恵比須大黒像 1 木 昭和16年� �
� （1941）幅6.9cm×奥行3.5cm×高さ6.7cm 木箱，説明

書
製作：津田亮則
木箱蓋裏墨書
「先祖三百年祭記念／十一代佐渡養順」

680 一刀彫大黒像 2 木 昭和16年� �
� （1941）

【a】幅7.8cm×奥行5.3cm×高さ12.6cm
【b】幅7.8cm×奥行5.3cm×高さ12.6cm

木箱，説明
書

製作：津田亮則
木箱蓋裏墨書
「先祖三百年祭記念／十一代佐渡養順」

681 一刀彫寿老人像 1 木 昭和16年� �
� （1941）幅12.9cm×奥行9.5cm×高さ18.3cm 木箱，説明

書
製作：津田亮則
木箱蓋裏墨書
「先祖三百年祭記念／十一代佐渡養順」

682 御守袋 1 布ほか 幅10.2cm×厚さ4.4cm 木箱，覚書
覚書（ペン書）
表「祝／東京の／坪井信良様ヨリ」
裏「明治十八年三月五日午後二時／十世佐
渡養順の長男事／佐渡順吉生」

683
髪飾り
　【a】婚礼用髪飾り一式
　【b】簪

16（2） 鼈甲，絹 木箱 【a】14点
【b】2点

684 目録・包紙 9 紙，鮑

685 水引 48 紙

686 熨斗 17 紙，鮑

10．年中行事

№ 名称 点数（件数） 材質 年代 法量 付属品 備考

687 木彫天神座像 1 木 幅22.0cm×奥行18.5cm×高さ24.0cm 台座，木箱 座像底銘「光流　長谷川喜十郎之作」

688 天神堂 1 木 幅30.7cm×奥行16.5cm×高さ37.8cm 木彫天神座
像

689 天神堂 1 木，金属 幅35.0cm×奥行34.5cm×高さ49.5cm

690 天神堂 3 木，布，金
属，藁，紙

【天神堂】幅53.5cm×奥行62.0cｍ×
高さ62.6cｍ 天神像，鳥居あり

142 舞踏會の手帖 1937年 1938年 フランス 1 77.2×53.0

143 暁に歸る 1938年 1939年 フランス 1 53.5×37.8

144 地熱 1938年 1938年 日本 1 77.5×52.7
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691 富山土人形　天神飾 8 土

【1】幅15.0cm×奥行6.7cm×高さ
18.5cm

【2】幅9.0cm×奥行6.3cm×高さ15.7cm
【3】幅9.5cm×奥行5.8cm×高さ15.8cm
【4】幅13.8cm×奥行7.5cm×高さ
18.3cm

【5】幅9.7cm×奥行6.6cm×高さ14.9cm
【6】幅9.7cm×奥行5.7cm×高さ15.0cm
【7】幅7.7cm×奥行6.8cm×高さ17.2cm
【8】幅7.7cm×奥行6.0cm×高さ17.2cm

【1】天神
【2】神狐（左）
【3】神狐（右）
【4】右大臣
【5】狛犬（左）
【6】狛犬（右）
【7】灯籠（金）
【8】灯籠（銀）
左大臣はなし

692 富山土人形　天神飾 6 土

【1】幅15.1cm×奥行6.2cm×高さ
13.8cm

【2】幅13.4cm×奥行4.8cm×高さ
14.1cm

【3】幅7.3cm×奥行3.5cm×高さ11.2cm
【4】幅7.5cm×奥行3.5cm×高さ11.3cm
【5】幅4.2cm×奥行4.3cm×高さ12.2cm
【6】幅4.2cm×奥行4.3cm×高さ12.2cm

【1】天神a
【2】天神b
【3】左大臣
【4】右大臣
【5】灯籠a
【6】灯籠b

693 富山土人形　天神座像 1 土，木 幅11.0cm×奥行5.1cm×高さ14.0cm

694 束帯天神座像 1 紙
【本紙】縦82.8cm×横33.6cm　　　
【全体】縦161.0cm×横43.0cm　　
【軸】47.7cm

木箱

695 神農図 1 紙
【本紙】縦89.3cm×横34.8cm��
【全体】縦178.7cm×横47.1cm�����������������������������
【軸】52.2cm

木箱 木箱蓋表書「神皇圖　狩野古法眼元信筆」
狩野元信（1476～1559）か

696 雛人形 7
布，木，金
属，紙，藁
ほか

台7点，毛
氈，
屏風，鞠2
点，
竹籠2点

男雛，女雛，五人囃子

697 立雛図 1 紙
【本紙】縦109.4cm×横34.6cm　　
【全体】縦201.8cm×横48.2cm　　
【軸】54.4cm　　　　　

木 箱（ 紙
ケース付） 作者は忠夫

698 五月飾道具 13
木 ， 布 ，
革，竹，和
紙

木箱

699 矢 40 竹，羽，金
属 径2.3cm×長さ92.8cm 木箱，石突

11．その他

№ 名称 点数 材質 年代 法量 付属品 備考

700 緋色袴裂 1 布
文化10年
閏11月�
� （1813）

縦24.0cm×横4.7cm 包紙
包紙
「仙洞御所御ひのはかま／御ひものきれ／
（中略）／文化十年癸酉冬／閏十一月廿一
日／緋の御袴ひも切」

701 折 4 木 弘化2年� �
� （1845）

【1】縦87.4cm×横31.2cm×厚さ4.9cm
【2】縦87.3cm×横31.3cm×厚さ5.0cm
【3】縦87.5cm×横31.3cm×厚さ5.1cm
【4】縦87.2cm×横32.3cm×厚さ4.8cm

702 木製箆 1 木 幅4.2cm×長さ26.7cm

703 短刀 1 金属 幅1.9cm×全長21.3cm 鞘，刀袋，
紙入

刀茎「濃□住兼氏」
鞘墨書「濃州関住人志津三郎兼氏作」

704 鍔 2 金属 【1】径7.5cm×厚さ0.6cm
【2】径6.8cm×厚さ0.6cm

705 木札 50 木 幅1.5cm×長さ15.1cm×厚さ0.3cm 25枚×2束

706 蜻蛉に苧環文木片 1 木 幅5.9cm×長さ18.5cm×高さ2.8cm 木箱
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■凡例
　₁．佐渡家資料のうち、美術資料の目録である。

　₂．分類は、「１．絵画」「₂．書跡」「₃．工芸」とした。

■目録
１．絵画

通番 名　　称 形　　状 法　　量（cm） 数量 付　属　品 材質・技法 年　代 作　者　（生没年）

1 山水図 軸装（仮表具）
本紙　　縦133.1㎝×横30.2㎝
全体　　縦164.5㎝×横38.4㎝
軸　　　41.8㎝

1�

木箱（絵画通番1・
2・4・5,書跡通番3・9
合わせ箱）
蓋表書「書画書幅」

絹本淡彩 太華（福田か）
（1796～1854）

2 山水図 軸装（仮表具）
本紙　　縦137.5㎝×横45.2㎝
全体　　縦178.4㎝×横48.8㎝
軸　　　50.8㎝

1�

木箱（絵画通番1・
2・4・5,書跡通番3・9
合わせ箱）
蓋表書「書画書幅」

絹本墨画
淡彩

東岳（平山か）
（1834～1899）

3
山水画

〔書外題「林蓀坡先生画山
水」〕

軸装
本紙　　縦107.0㎝×横35.6㎝
全体　　縦176.5㎝×横44.5㎝
軸　　　49.2㎝

1� なし 絹本墨画
淡彩

林�蓀坡
（1781～1836）

4
漁夫図

〔書外題「森西園老人□文
之図」〕

軸装
本紙　　縦30.8㎝×横60.6㎝
全体　　縦87.1㎝×横66.2㎝
軸　　　70.7㎝

1�

木箱（絵画通番1・
2・4・5,書跡通番3・9
合わせ箱）
蓋表書「書画書幅」

紙本墨画
淡彩

森�西園
（1783～1859）

5 山水人物図
〔書外題「澤渡精斎書」〕 軸装

本紙　　縦112.1㎝×横34.9㎝
全体　　縦196.0㎝×横45.3㎝
軸　　　47.7㎝

1�

木箱（絵画通番1・
2・4・5,書跡通番3・9
合わせ箱）
蓋表書「書画書幅」

絹本着色 癸卯は天保14
年（1843）

澤渡精斎
（1807～1885）

6 山水図 軸装
本紙　　縦31.6㎝×横62.2㎝
全体　　縦102.2㎝×横69.6㎝
軸　　　72.44㎝

1� なし 絹本墨画
淡彩

原�松州
（1776～1829）

7 洋婦図 軸装
本紙　　縦96.6㎝×横34.1㎝
全体　　縦182.8㎝×横46.1㎝
軸　　　50.8㎝

1
収納木箱
蓋表書「宇田川榕庵
先生画蘭婦併題」

絹本着色 宇田川榕庵
（1798～1846）

8 花図 軸装
本紙　　縦31.9㎝×横50.1㎝
全体　　縦120.2㎝×横64.0㎝
軸　　　68.3㎝

1
木箱
蓋表『有栖川幸仁
親王宸□□画』

紙本墨画
淡彩

有栖川幸仁親王
（推定／1656～1699）

9 賈鳥饗神之図 軸装
本紙　　縦99.5㎝×横30.0㎝
全体　　縦176.3㎝×横36.7㎝
軸　　　42.8㎝

1� なし 紙本印刷 塩川文麟（1808～1877）、
山人道憲（書）

10 文宣王 軸装
本紙　　縦97.0㎝×横33.3㎝
全体　　縦163.4㎝×横42.9㎝
軸　　　47.5㎝

1� 木箱 絹本淡彩 法眼玉元（狩野梅笑か）
（1728～1807）

11 桜月図 軸装
本紙　　縦109.5㎝×横60.6㎝
全体　　縦185.8㎝×横73.4㎝
軸　　　78.3㎝

1� なし 紙本墨画 丙辰二月
中浣日 森兆雪（推定）

12 秋山幽屋図 軸装
本紙　　縦138.9㎝×横42.7㎝
全体　　縦205.4㎝×横56.8㎝
軸　　　62.8㎝

1�

木箱
蓋裏書「壬戌春三
月中浣題於□碧堂
竹甫□」

絹本着色 壬戌春三月中
浣 竹甫

13
琴高乗鯉図

〔書外題「洞雲筆琴高乗鯉
図」〕

軸装
本紙　　縦105.2㎝×横47.6㎝
全体　　縦191.4㎝×横61.0㎝
軸　　　65.3㎝

1� 木箱 絹本墨画
淡彩

洞雲（狩野か）
（1645～1694）

14

梅に鶯図
〔書外題「梅田景栄　左」〕 軸装

本紙　　縦119.8㎝×横31.0㎝
全体　　縦202.1㎝×横42.3㎝
軸　　　46.9㎝

1/3

木箱
蓋表書「梅田景栄画
三幅」裏書「文久四
年寺社奉行品川左
門君所賜」

紙本墨画
淡彩 梅田景栄

松に人物図
〔書外題「梅田景栄　中」〕 軸装

本紙　　縦119.7㎝×横31.0㎝
全体　　縦202.1㎝×横42.3㎝
軸　　　46.9㎝

2/3 同上 紙本墨画 梅田景栄
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葡萄に栗鼠図
〔書外題「梅田景栄　右」〕 軸装

本紙　　縦119.6㎝×横31.0㎝
全体　　縦201.3㎝×横42.3㎝
軸　　　46.9㎝

3/3 同上 紙本墨画
淡彩 梅田景栄

15
文殊菩薩図

〔書外題「雪舟獅師文殊
図」〕

軸装
本紙　　縦57.4㎝×横29.3㎝
全体　　縦141.9㎝×横40.6㎝
軸　　　45.0㎝

1�
木箱
鑑定書
領収書

紙本墨画 伝�雪舟（推定／1420～1506）

16 柳蔭白鷺図 軸装
本紙　　縦130.2㎝×横47.2㎝
全体　　縦201.7㎝×横60.4㎝
軸　　　66.0㎝

1�

木箱
蓋表書「杜鉤雪柳
蔭白鷺図」裏書「寺
社奉行品川左門君
恩賜」

絹本着色 杜鉤雪

17 雀に竹梅図
〔書外題「水上蘭堂花鳥〕 軸装

本紙　　縦132.9㎝×横29.6㎝
全体　　縦196.5㎝×横42.4㎝
軸　　　46.7㎝

1�
木箱
蓋表書「近衛殿御
書」

紙本墨画
淡彩

水上蘭堂（江戸後期、富山の絵
師。谷口藹山の師／生没年不詳）

18
山水図

〔書外題「呉竹沙画□江山
題詩」〕

軸装
本紙　　縦100.7㎝×横33.8㎝
全体　　縦164.3㎝×横45.5㎝
軸　　　48.1㎝

1� 木箱 絹本墨画
画：呉（五十嵐）
　　竹沙（1774～1844）、
書：大窪詩佛（1767～1837）

19
□（鼠？）窺香魚図

〔書外題「法眼玉元　□窺
香魚之画」〕

軸装
本紙　　縦90.5㎝×横16.3㎝
全体　　縦159.2㎝×横23.2㎝
軸　　　24.3㎝

1�

木箱（絵画通番19・
20,書跡通番20・21
まとめて木箱にあ
り）

紙本墨画 法眼玉元（狩野梅笑師信か
／1728～1807）

20 美人図
〔書外題「菱川師平画」〕 軸装

本紙　　縦31.5㎝×横14.6㎝
全体　　縦94.8㎝×横20.2㎝
軸　　　23.8㎝

1�

木箱（絵画通番19・
20,書跡通番20・21
まとめて木箱にあ
り）

絹本着色 菱川師平（江戸前～中期の浮世絵
師）

21

梅図（左幅）
〔書外題「安政六年巳末春
奉行岡田公所賜/岡田楊斎
翁画梅二幅図」〕

軸装
本紙　　縦120.2㎝×横27.8㎝
全体　　縦187.2㎝×横40.2㎝
軸　　　44.6㎝

1/2
木箱
蓋墨書「岡田楊斎翁
画梅　双幅」

紙本墨書 岡田楊斎（1786～1864／加賀藩
士・絵師・儒者）

梅図（右幅）
〔書外題「岡田楊斎翁画□
（梅？）二幅図」〕

軸装
本紙　　縦120.0㎝×横27.8㎝
全体　　縦187.0㎝×横40.4㎝
軸　　　44.8㎝

2/2 同上 紙本墨書 岡田楊斎

22 花鳥図
〔書外題「甫汀花鳥」〕 軸装

本紙　　縦131.3㎝×横42.0㎝
全体　　縦195.0㎝×横55.4㎝
軸　　　61.2㎝

1� 木箱 紙本彩色 甫汀

23 笹に鳥図 軸装
本紙　　縦92.0㎝×横27.7㎝
全体　　縦166.9㎝×横29.1㎝
軸　　　33.6㎝

1� 木箱（絵画通番23・
24合わせ箱入り） 紙本墨画

24 布袋図
〔書外題「英一蝶布袋」〕 軸装

本紙　　縦25.2㎝×横24.4㎝
全体　　縦91.2㎝×横34.2㎝
軸　　　37.9㎝

1� 木箱（絵画通番23・
24合わせ箱入り） 紙本墨画 英�一蝶（推定／1652～1724）

25

徒然草土大根精之図〔書外
題「岩倉大納言具選卿歌　
岡本豊彦画　徒然草土大
根精之図」〕

軸装
本紙　　縦128.2㎝×横54.8㎝
全体　　縦194.2㎝×横66.2㎝
軸　　　71.8㎝

1� なし 紙本墨画
淡彩

岡本豊彦（1773～1845）、
賛：岩倉具選（1757～1824/トモカ
ズ）

26

還城楽図（三幅対） 軸装
本紙　　縦100㎝×横38.2㎝
全体　　縦195.7㎝×横50.4㎝
軸　　　55.5㎝

1/3 木箱（三幅対１箱） 絹本着色 蘭春斎

採桑老図（三幅対） 軸装 本紙　　縦100㎝×横38.2㎝ 2/3 同上 絹本着色 蘭春斎

鉢頭図（三幅対） 軸装 本紙　　縦100㎝×横38.2㎝ 3/3 同上 絹本着色 蘭春斎

27 達磨図 軸装（虫損）
本紙　　縦105.0㎝×横28.6㎝
全体　　縦172.6㎝×横32.4㎝
軸　　　36.4㎝

1�
木箱（絵画通番27,
書跡通番22合わせ
箱）

紙本墨書 蔵六賛

28
高砂図

〔書外題「岡本豊彦筆高砂
図」〕

軸装
本紙　　縦120.4㎝×横50.0㎝
全体　　縦　　㎝×横64.7㎝
軸　　　71.2㎝

1�
木箱

（「正月用かけじく」
の箱に入る）

絹本墨画
淡彩 岡本豊彦（1773～1845）

29
京雛

〔書外題「大森旭亭画京
雛」〕

軸装
本紙　　縦102.7㎝×横33.9㎝
全体　　縦187.0㎝×横45.1㎝
軸　　　51.0㎝

1�
木箱

（「正月用かけじく」
の箱に入る）

絹本着色
金彩 大森旭亭（1752～1829）

30 寿老人図 軸装
本紙　　縦96.2㎝×横33.9㎝
全体　　縦187.0㎝×横45.1㎝
軸　　　51.1㎝

1�
木箱

（「正月用かけじく」
の箱に入る）

紙本淡彩
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31
福禄寿図

〔書外題「即誉筆寿老人之
図」〕

軸装
本紙　　縦88.4㎝×横34.0㎝
全体　　縦176.2㎝×横46.2㎝
軸　　　50.7㎝

1�

木箱（「福禄寿／即
誉筆」。「正月用か
けじく」の箱に入
る）

絹本墨画
淡彩

狩野即誉（?～1734／加賀藩に仕え
る）

32
山水図

〔書外題「大雅堂書觀□
圖」〕

軸装
本紙　　縦103.2㎝×横36.0㎝
全体　　縦206.4㎝×横48.4㎝
軸　　　54.0㎝

1�
木箱

（「正月用かけじく」
の箱に入る）

紙本淡彩 池�大雅（推定／1723～76）

33

松鶴・日下鶴図（三幅対）
〔墨書「左　松つる」〕 軸装

本紙　　縦112.9㎝×横40.7㎝
全体　　縦205.6㎝×横54.0㎝
軸　　　58.2㎝

1/3

木箱
蓋表「三幅対　日
下鶴松鶴栄川院法
印養川法眼筆」

紙本墨画
淡彩 狩野養川院惟信（1753～1808）

松鶴・日下鶴図（三幅対）
〔墨書「中　日下松」〕 軸装 本紙　　縦112.9㎝×横40.7㎝ 2/3 同上 紙本墨画

淡彩
狩野栄川院典信（1730～90／養川
院の父）

松鶴・日下鶴図（三幅対）
〔墨書「右　松つる」〕 軸装 本紙　　縦112.9㎝×横40.7㎝ 3/3 同上 紙本墨画

淡彩 狩野養川院惟信（1753～1808）

34 木蓮？図
〔書外題「桂□君画題」〕 軸装

本紙　　縦35.4㎝×横23.8㎝
全体　　縦104.2㎝×横31.0㎝
軸　　　34.4㎝

1� 書跡通番3に同じ 紙本淡彩

35
総花図

〔書外題「竹渓画　坪井信
良所贈」〕

軸装
本紙　　縦106.7㎝×横44.3㎝
全体　　縦169.7㎝×横53.4㎝
軸　　　59.5㎝

1� なし 紙本墨画
淡彩

竹渓（中林か）
（1816～1867）

36 草花図（襖絵） 小襖 本紙　　縦89.4㎝×横30.6㎝
全体　　縦114.4㎝×横44.0㎝ 3 なし 紙本墨画

37

春秋遊楽図屏風（右隻） 屏風
（六曲一双） 全体　　縦174.0㎝×横357.0㎝ 1/2 紙本墨画

着色
印「煙邨」→鳥越煙邨（烟村）か（江
戸後期岡山藩の絵師）

春秋遊楽図屏風（左隻） 屏風
（六曲一双） 全体　　縦174.2㎝×横357.3㎝ 2/2 紙本墨画

着色 同上

38

春秋農耕図屏風（右隻） 屏風
（六曲一双） 全体　　縦172.8㎝×横353.2㎝ 1/2 紙本墨画

淡彩
〔享保元年
（1716）か〕

落款「狩野法橋徳翁斎／行年八十二
歳」。（狩野俊信か…1635～?／加賀
藩内に作品多い）

春秋農耕図屏風（左隻） 屏風
（六曲一双） 全体　　縦172.9㎝×横353.2㎝ 2/2 紙本墨画

淡彩 同上 同上

39

四君子漢詩屏風（右隻） 屏風
（六曲一双） 全体　　縦173.0㎝×横347.0㎝ 1/2 紙本墨書

書画淡彩

第一扇（五絶）．「五山」…菊池五山
か／1769～1849。漢詩人。二（花
図）．「竹谷」…依田竹谷か／1790
～1843。画家。三（七絶）．「錦城」
…太田錦城か／1765～1825。儒学
者。加賀の人。四（山水図）．「童
嶺」。五（七絶）．「恭斎」…市川恭
斎か／1796～1833。書家。六（草
花図）．「武清」…喜多武清か／
1776～1857。画家

四君子漢詩屏風（左隻） 屏風
（六曲一双） 全体　　縦171.1㎝×横346.1㎝ 2/2 紙本墨書

書画淡彩

第一扇（七絶）「江山翁」…大窪詩
仏か／1767～1837。漢詩人。二

（梅図）．「文晁」…谷文晁か1763
～1841。画家。三（七絶）．「米庵」
…市河米庵か／1779～1858。書
家。富山・加賀藩に仕えた。四

（山水図）．「南湖（印「櫓仙」）」。五
（七絶）．「菱湖」…巻菱湖か／1777
～1843。書家。六（竹図）．「雲潭

（印「祥胤」」…鏑木雲潭か／1782～
1852。画家。市河米庵の弟。画は
文晁に学ぶ。（大野雲潭という画
家もいるが？→1821～1877。谷文
晁に師事。名は祥胤。字は三吉。
通称は祥蔵。文晁の弟子であり、
名・祥胤、字・三吉、通称・祥蔵
が共通しているが？）

40

鹿に紅葉図屏風（右隻） 屏風
（六曲一双） 全体　　縦173.1㎝×横368.6㎝ 1/2 金地紙本

着色

鹿に紅葉図屏風（左隻） 屏風
（六曲一双） 全体　　縦173.1㎝×横370.8㎝ 2/2 金地紙本

着色 第四扇と五扇の間で分断
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41 四季花鳥図屏風 屏風
（八曲一隻） 全体　　縦121.0㎝×横351.3㎝ 1 紙本墨画

淡彩

第四扇の絵が欠損／3つに分断（第
二扇と三扇の間、四扇と五扇の
間）／第七扇と八扇の間が大きく
裂けている

42 春の野に雀図風炉先屏風 風炉先屏風
（二曲一隻） 全体　　縦63.3㎝×横154.0㎝ 1 紙本淡彩

43 秋草図風炉先屏風 風炉先屏風
（三曲一隻） 縦26.6㎝×横113.2㎝ 1� 紙本着色

44 鉢図 一紙 縦38.0㎝×横50.8㎝ 1� 紙・印刷

45 絵画マクリ マクリ 72 高田、泉龍など。印刷もあり

46 山水図、草花図など 短冊 4 紙本墨画
淡彩 森田曠平（1916～94）

47 印刷色紙 色紙 縦20.0㎝×横26.1㎝ 5 紙・印刷

吉田秋光（1887～1946）、南□、奥
村土牛（1889～1990）、安田靫彦

（1884～1978）、山口蓬春（1893～
1971）

48 渓谷図 色紙 縦27.3㎝×横24.1㎝ 1 絹本着色 玲舟

49 源氏物語絵 小色紙 各　約�縦19.6㎝×横15.0㎝ 55 紙本墨画
淡彩 裏に番号墨書

２．書跡

通番 名　　称 形　　状 法　　量（cm） 数量 付　属　品 材質・技法 年　代 作　者　（生没年）

1 書「薬用之謹并ニ私嗜ノ菜
色」 軸装

本紙　　縦29.3㎝×横43.8㎝
全体　　縦116.2㎝×横56.3㎝
軸　　　60.5㎝

1 収納木箱 紙本墨書 曲直瀬道三（推定）
（1507～1594）

2 手簡
〔書外題｢小堀遠州手簡」〕 軸装

本紙　　縦30.0㎝×横45.8㎝
全体　　縦112.0㎝×横47.7㎝
軸　　　60.6㎝

1 木箱
蓋表書「遠州文」 紙本墨書 年月未詳

12日
小堀遠州（推定）

（1579～1647）

3 書状（冨田徳風ほか１名
宛） 軸装

本紙　　縦20.8㎝×横61.0㎝
全体　　縦89.6㎝×横71.6㎝
軸　　　�

1

木箱（絵画通番1・
2・4・5,書跡通番3・9
合わせ箱）
蓋表書「書画書幅」

紙本墨書 年未詳
8月17日 皆川淇園（1734～1647）

4 狂歌書 軸装
本紙　　縦127.3㎝×横58.7㎝
全体　　縦210.4㎝×横67.1㎝
軸　　　74.4㎝

1 なし 紙本墨書 大田蜀山人（1749～1823）

5
七絶

〔書外題「佐藤一斎先生
書」〕

軸装
本紙　　縦128.9㎝×横29.6㎝
全体　　縦209.6㎝×横41.47㎝
軸　　　44.0㎝

1
木箱
蓋表書「佐藤一斎先
生書」

紙本墨書 佐藤一斎（1772～1859）

6

五律
〔書外題「山陽先生真蹟霜
威収水語五律　佐渡養順
珍蔵」〕

軸装
本紙　　縦131.6㎝×横46.2㎝
全体　　縦202.3㎝×横60.1㎝
軸　　　65.5㎝

1

木箱
蓋表書「山陽先生真
蹟霜威収水五律　
一幅」

紙本墨書 頼�山陽（1780～1833）

7 七絶 軸装
本紙　　縦180.4㎝×横78.8㎝
全体　　縦205.5㎝×横92.0㎝
軸　　　98.3㎝

1 収納木箱 紙本墨書 小石元瑞（1784～1849）

8 医箴書（9代佐渡養順あて
／五行書） 軸装

本紙　　縦141.4㎝×横47.4㎝
全体　　縦205.6㎝×横61.2㎝
軸　　　66.9㎝

1 収納木箱 紙本墨書 小石元瑞（1784～1849）

9 二行書 軸装
本紙　　縦133.4㎝×横29.5㎝
全体　　縦203.5㎝×横41.5㎝
軸　　　46.3㎝

1

木箱（絵画通番1・
2・4・5,書跡通番3・9
合わせ箱）
蓋表書「書画書幅」

紙本墨書 安積艮斎（1791～1860）

10
書「ナポレオン１世詩」

〔書外題「大槻磐渓先生書
詠仏蘭西帝傘翁詩」〕

軸装
本紙　　縦169.4㎝×横92.5㎝
全体　　縦225.2㎝×横105.0㎝
軸　　　112.4㎝

1 収納木箱 紙本墨書 大槻磐渓（1801～1878）

11
五行書

〔書外題「東都医官桂川甫
周法眼書〕

軸装
本紙　　縦124.3㎝×横33.0㎝
全体　　縦185.0㎝×横47.2㎝
軸　　　53.7㎝

1 なし 絹本墨書 桂川甫周（推定）
（1751～1809）
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12 書
〔書外題「雪荘禅師書〕 軸装

本紙　　縦134.9㎝×横46.4㎝
全体　　縦211.4㎝×横54.9㎝
軸　　　60.5㎝

1 なし 紙本墨書 雪荘（閑雲）
（1778～1859）

13 燕間四適詩 軸装
本紙　　縦130.4㎝×横58.2㎝
全体　　縦201.9㎝×横70.8㎝
軸　　　76.5㎝

1 木箱 紙本墨書 貫名海屋（1778～1863）

14 教育勅語 軸装
本紙　　縦105.8㎝×横55.7㎝
全体　　縦168.7㎝×横68.5㎝
軸　　　71.0㎝

1

木箱
蓋裏貼紙「御取扱は
明治神宮参拝の時
の御気持ちで　□
書頭山満先生」

紙本墨書 亮道

15

風竹老君尊詩玉和 軸装
本紙　　縦28.5㎝×横49.4㎝
全体　　縦112.9㎝×横62.1㎝
軸　　　66.7㎝

1/2

木箱
蓋表書「姉小路實紀
卿　風竹老君尊詩
玉和　二幅対」

紙本墨書 姉小路実紀
（1679～1746）

同上 軸装
本紙　　縦28.4㎝×横49.5㎝
全体　　縦112.2㎝×横105.0㎝
軸　　　112.21㎝

2/2 同上 紙本墨書 姉小路実紀
（1679～1746）

16 二行書
〔書外題「米庵先生書」〕 軸装

本紙　　縦130.6㎝×横28.6㎝
全体　　縦189.6㎝×横38.6㎝
軸　　　112.37㎝

1 木箱 紙本墨書 市河米庵
（1779～1858）

17 漢詩書 巻子
本紙　　縦35.8㎝×横105.6㎝
全体　　縦38.6㎝×横172.9㎝
軸　　　41.1㎝

1
翻刻（金沢県立郷土
資料館用紙）
借用依頼状

絹本墨書 文化8年
（1811）

杉田玄白
（1733～1817）

18 和歌書
〔書外題「惺窩先生」〕 軸装

本紙　　縦18.2㎝×横14.3㎝
全体　　縦136.3㎝×横35.5㎝
軸　　　40.5㎝

1 なし 紙本墨書 藤原惺窩（推定）
（1561～1619）

19 七言絶句（拓本）
〔書外題「東湖先生詩」〕 軸装

本紙　　縦125.6㎝×横29.0㎝
全体　　縦169.6㎝×横36.8㎝
軸　　　41.8㎝

1 木箱（合わせ箱） 紙本拓本
詩：藤田東湖（1806～1855)
刻：木村嘉平（3代か）
　　（1823～1886）

20 小石元瑞書
〔書外題「檉園先生書」〕 軸装

本紙　　縦19.8㎝×横40.8㎝
全体　　縦105.4㎝×横50.4㎝
軸　　　55.2㎝

1

木箱（絵画通番19・
20,書跡通番20・21
まとめて木箱にあ
り）

紙本墨書 小石元瑞（1784～1849)

21

近衛信尋公書状（四亜相公
宛）

〔書外題〔近衛信尋公手
簡〕〕

軸装
本紙　　縦29.7㎝×横47.7㎝
全体　　縦105.4㎝×横51.4㎝
軸　　　56.5㎝

1

木箱（絵画通番19・
20,書跡通番20・21
まとめて木箱にあ
り）

紙本墨書 年未詳
2月20日 近衛信尋（1599～1649)

22 七絶 軸装
本紙　　縦126.8㎝×横27.2㎝
全体　　縦188.0㎝×横39.2㎝
軸　　　44.4㎝

1
木箱（絵画通番27,
書跡通番22合わせ
箱）

紙本墨書 武元登々庵（1767～1818/備前生の
漢詩人・書家・医者）

23

朱子家訓（見返しに恐らく
長崎健（浩斎）による詳細
な経緯の書込み。末尾に
「高岡�誠意堂長崎氏蔵」）

巻子
本紙　　縦57.6㎝×横305.0㎝
全体　　縦57.6㎝×横320.6㎝
軸　　　59.0㎝

1 なし
（箱弐に収納） 紙本墨書 文政9年

（1826）
藤井竹外（1807～�66／大坂出身の
書家・漢詩人）

24
熱海客舎作七絶

〔書外題「冬樹坪井先生熱
海客舎作〕

軸装
本紙　　縦110.2㎝×横55.2㎝
全体　　縦179.4㎝×横66.8㎝
軸　　　71.6㎝

1

木箱
蓋表墨書「坪井信道
先生熱海客舎詩眞
蹟　一軸」

紙本墨書 坪井信道（1795～1848)

25

自然斎記・漢詩等
①自然斎記
②七律
③漢詩（送青木生長崎）
④七絶（次韻冬樹先生秀花
作）
⑤漢詩（二首）
⑥七律（浜松候再陞首輔代
箋奉賀／右祭酒林公詩）
⑦漢詩
⑧七絶三首（為佐渡老先生
一粲）
⑨漢詩（珠翁）
⑩漢詩（望岳賦）

巻子

本紙　　縦29.7㎝×横559.2㎝
全体　　縦29.7㎝×横583.2㎝
　横　①　99.7㎝
　　　②　35.3㎝
　　　③　46.0㎝
　　　④　24.3㎝
　　　⑤　44.2㎝
　　　⑥　34.8㎝
　　　⑦　42.5㎝
　　　⑧　68.1㎝
　　　⑨　69.7㎝
　　　⑩　99.6㎝
　　　後　24.0㎝

10 木箱
蓋表『雲煙清玩』

④冬樹先
生は坪井
信道

①嘉永紀元孟
夏

⑧弘化4年
（1847）
⑨天保9年

（1838）
⑩弘化2年

（1845）

①稿：坪井信道、書：生方鼎斎
（1799～1856/書家）
②小石中蔵（1817～94/元瑞次男）
③塩泰稿
④菅原泰（松園主人）
⑤菅原泰（松園主人）
⑥林述斎（1768～1841／儒学者）
⑦坪井信道
⑧坪井信道
⑨宇田川榕庵（1798～1846／蘭学
者）
⑩佐久間象山（推定）（1811～64）

26 扁額「恵風堂」 扁額 本紙　　縦36.6㎝×横101.0㎝
全体　　縦43.4㎝×横108.0㎝ 1� なし 絹本墨書
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27 書「筆歌墨舞」 屏風
（二曲一隻） 1 紙本墨書 「癸卯元日」

（1843年）
「檉老人（印「小石龍印」）」→小石元
瑞（1784～1849）

28

富士山頂石碑拓本（右隻／
「蹲虎の碑」）

屏風
（二曲一隻） 1/2 上部、蝶番ハガレ 紙本拓本 天保13年

（1842）
岸岱（1785～1865）→画家。岸駒の
子／神戸麗山（1802～1862）

富士山頂石碑拓本（左隻）
（書「富士山記」）

屏風
（二曲一双） 2/2 上部、蝶番ハガレ 紙本拓本 天保13年

（1842）
『富士山記』は文章博士・都良
香（834～879）著

29

漢詩屏風 屏風
（六曲一双） 1/2 紙本墨書 広瀬旭荘（1807～1863）儒者、詩人

漢詩屏風 屏風
（六曲一双） 2/2 紙本墨書 同上

30 漢詩屏風（「十三夜黄石太
夫席上作」）

屏風
（二曲一隻） 1 紙本墨書 大槻磐渓（1801～1878）漢学者、蘭

学者、砲術家

31

【表】書「六勿銘／既飽」
（拓本）

小（枕）屏風
（二曲一隻） 1 紙本拓本 原書は正保3年

（1646）

原書・石川丈山（1583～1672）詩・
書、作庭に通じた。（右隻は漢詩1
点、「詩仙堂六物図」より3点（「天
造几（てんぞうき）」、「獅子榻（し
しとう）」、「木崑崙（もくこんろ
ん）」）／（左隻は同上より「残月硯

（ざんげつけん）」1点と、丈山肖像
画（丈山自賛、狩野探幽画）、丈山
書「瀬見の小河」詞書）

【裏】石川丈山「詩仙堂六物
図」等貼交ぜ屏風（拓本）

小（枕）屏風
（二曲一隻） 紙本拓本 原書・石川丈山／『詩仙堂六物図』

は、源雅修画

32 五絶 マクリ 6 紙本墨書
原松洲（1776～1829）�儒者・詩
人・書画家。越後柏崎生。高岡
「修三堂」で講義する

33 短冊（短歌102、俳諧13、
漢詩3） 短冊 119

木箱
蓋表「和漢歌集　
傲霜園」

紙本・木
に墨書

長住が多い。為美、不老、井蛙、
穀。千代、長崎玄周、岸岱、久世
通理、東林雪象（漢詩）。
他、漢詩書1点。未使用短冊11点

34 書マクリ マクリ 100 紙本墨書

小石中蔵、広瀬旭荘、閑雲、吉
田（大倉）神蘭、石秋、もと尼、山
本篤慶、松風、森華陽、神通（北
海）、支離、小松、秋琴、長崎、
寿山、脇坂義堂、生方鼎斎、黄檗
悦山、粟田容斎など

35
著名人書跡（印刷物）、徳
富蘇峰肖像写真・自筆原
稿など

その他 10
木箱
蓋表「摺屏/刀懸」

（中損）

印刷物（新聞附録多い）は以下の6
件7点→①双葉山・男女川・玉錦
手形、②大谷光演五絶、③九條武
子筆跡、④東郷平八郎和歌色紙2
点、⑤西園寺公望七絶色紙、⑥清
浦奎吾書色紙。
他は徳富蘇峰の写真と自筆原稿、
呉泉七字書短冊、天声子書画色紙

36 夢英大師集柳書（三木屋半
左衛門年賀状部分） 折本 1

包紙（墨書「唐刻
柳公権法帖」、裏
が三木屋半左衛門

（寺崎蛠洲）年賀状
部分）／合箱（黒漆
塗／朱漆書「御用
文匣／藤村庄右衛
門」

夢英は、中国衡州の人で、宣義と
号した。十八体書を学び、特に篆
書に巧み。
三木屋半左衛門（寺崎蛠洲／1761
～1822）は高岡の町役人。漢詩
人・俳人。

37 飯尾彦六左衛門常房書状 一紙 １ 包紙（墨書「飯尾彦
六左衛門常房書」） 紙本墨書

飯尾常房（1422～1485）�武将、書
家。
後欠（日付、宛名部分）

38 俳諧短冊 短冊（切紙） 5
包紙（墨書「□□
萩士遺墨短冊　四
葉」）

紙本墨書

39 和歌短冊 短冊 １

包紙（墨書「中啓
一 物 　 短 冊 一 葉
添」）。短冊挟み

（木製）

紙本墨書

署名「天舞」。短冊裏に貼紙「廣橋
大納言胤定卿」。廣橋胤定（1770～
1832）公卿。伊光の子。本姓は藤
原、名は初め兼陳、のち勝陳。参
議・権大納言を経て従一位
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３．工芸

通番 名　　称 数量 材質・技法 年　代 法　　量（cm） 付　属　品 備　考

1 杉目折敷 12 木 延宝7年
（1679）11月 幅27.6×奥行27.8×高1.9 木箱（身裏墨書「延宝七未戌暦

霜月中□／道順」） 道順は佐渡家2世

2 ガラス酒盃 1 ガラス・切子 江戸後期 径5.4×高10.2
木箱（蓋表墨書「誠軒先生遺愛
／硝子酒盞」。蓋裏墨書「嘉永
二年初夏／坪井信良所贈」）

坪井信良養父・坪井信道（誠軒）遺
愛品。信良から高岡の兄・九代佐
渡養順（三良）へ嘉永2年（1849）初
夏に贈呈

3 三ツ組ガラス酒盃 3 ガラス・切子 江戸後期
〔大〕高3.2×口径6.1
〔中〕高2.6×口径5.3
〔小〕高2.3×口径4.7

木箱（蓋表墨書「硝子杯／三
箇」。蓋裏墨書「安政二年初夏
／坪井信良所贈」）

信良から高岡の兄・9代佐渡養順
（三良）へ安政2年（1855）に贈呈。
同年3月10日付書簡（『幕末維新風
雲通信』「四八」号）では「硝子酒盞
三組一箱并コツプ一箇」を兄への
お祝いとして贈っている。〔中〕は
二ヶ所カケあり。

4 ガラス酒盃 1 ガラス・切子 江戸後期 高10.2×口径5.2
木箱（蓋表墨書「硝子酒
盞」。蓋裏墨書「安政二年孟
夏／坪井信良所贈」）

上記書簡の「コツプ一箇」と思われ
る。

5 ガラス酒盃 2 ガラス・切子 江戸後期 （1）径5.0×高さ8.9
（2）径4.2×高さ9.0

6 唐文堆黒筆筒 1 木、漆・堆黒 江戸後期 高15.3×口径13.1

木箱（箱蓋墨書1「筆筒／福
井侯所賜／於臣信良」。同2
「安政三年／丙辰七月／佐渡
三良／珍蔵」

嘉永7年（1854）松平春嶽より坪井
信良への下賜品。嘉永7年4月16日
付書簡（同上書「二五」号）に「漢製
堆黒之筆立一ツ、同刻文鎮二ツ、
大筆五本等頂戴」とある。信良か
ら兄へ安政三年(1856)贈呈。信良
は1853～64年に越前藩出仕。

7 花鳥文堆黒文鎮（一対） 2 金属、漆・堆
黒 江戸後期 （各）長17.5×幅2.5×高1.7

木箱（蓋表墨書「福井侯所賜於
臣信良／文鎮　一双」。蓋側
面墨書「安政丙辰（1856）七月
　佐渡三良珍蔵」）

上記書簡の「同刻（漢製堆黒）文鎮
二ツ」と思われる。上記筆筒と同
じ作り。

8 毛筆 2 竹、毛 江戸後期 （長）長30.3×径1.9
（短）長24.9×径1.5

各竹蓋あり。
木箱（蓋表墨書「福井侯所賜於
臣信良／巨筆　二枝」。蓋側
面墨書「安政丙辰（1856）七月
　佐渡三良珍蔵」）

上記書簡の「大筆五本」の内の1本
と思われる。
小筆の柄に印字札（「濤起／南越正
舗／文学堂造」）貼付。

9 殿岡北海書「漢詩扇子」（一
対） 2 紙、竹 安政4（1857）か

同5（1858）年 （各）長25.3×幅42.4 木箱（蓋表墨書「越侯賜扇」）

松平春嶽より坪井信良への下賜
品。信良から兄へ贈呈。共に漢詩
が書かれる。
１点は李白「夏日山中」。「懶搖白
羽／扇／裸袒靑林／中／脱巾挂石
／壁／露頂灑松／風」。要の竹釘
一部破損。
もう１点は欧陽脩「試筆」。「蘇子
美嘗云／明窓浄几筆／硯紙墨極精
／良亦自是人生／一楽然能得此／
楽者甚稀其／不為外物移／其好特
稀也」。
共に同じ落款「七十五翁　神通
書」、印章（白文方印「易翁」）。年
代は落款からの推定。
殿岡北海（1782/83～1865）。別号
に神通、海雲など。1814年、子に
家督をゆずり江戸に住む。和漢
学、易経に通じ、和歌、書もよく
した。また工芸にも才能をしめし
た。著作に『越中地誌』、『周易外
伝神通放言』、『榴弾私説』など。

10 松に宝物文蒔絵酒盃 1� 木・蒔絵 江戸後期
木箱（蓋一部欠損／蓋表墨書
「松ニ寶物蒔繪／恩賜盃／坪
井信良所贈」）

信良から高岡の兄への贈呈品

11 鋳銅明治天皇胸像 1 鋳銅 幅14.7×奥行8.9×高21.3

台座銘「楽堂謹製」。大塚楽堂
（1870～1936）作
富山県工芸学校教師（1894～1917
年在職）

12 九谷焼　鶴に唐草文金襴
手脚付杯 1 陶土、金・焼

成 口径7.3×高6.8 木箱（蓋裏墨書「善五郎造」） 作者：（永楽）善五郎
高台内銘「於九谷／永楽造」
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13 九谷焼　吉祥文金襴手台
付酒杯 1 陶土、金・焼

成
【杯】口径6.2×高4.1
【台】径11.6×高1.5 木箱（合わせ箱） 高台内銘「於九谷／永楽造」

14 雲州布志名焼　色絵松竹
梅文三ツ組杯・杯台 4 陶土・焼成 径12.8×高10.7

木箱（蓋表墨書「雲州布志名焼
／松竹梅図／三組盃／䑓付／
陶工善六造」）

作者：土屋善六

15 越中瀬戸焼　酒杯 5 陶土・焼成 口径5.0×高4.3
木箱（蓋表墨書「（印「越中瀬
戸」）酒盃／千寿窯／香岳作

（印「香岳」）」）

作者：初代　吉野香岳（1903～
99）

16 大樋焼　飴釉立鶴鉢 1 陶土・焼成 口径15.5×高6.2 木箱（蓋表墨書「立鶴　鉢／九
代大樋長左衛門（印）」）

作者：9代　大樋長左衛門（1901～
86）
窯印：「大樋」

17 大樋焼　銀留青梅菓子皿 1 陶土、銀・焼
成 径13.0×高2.0

木箱（蓋表墨書「銀留／青梅
盆　五／九世　大樋長左衛
門」）、布

"作者：9代　大樋長左衛門
窯印：「大樋」"

18 流水庵文富士形鉄瓶 1 鉄・鋳造 幅17.0×高20.4 木箱（貼紙「龍文堂／鉄瓶」） 蓋裏刻銘「龍文堂造」

19 鶏に牡丹文象嵌花瓶 1 金属 口径12.0×胴径15.5×高29.7 木箱
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佐渡家関係諸家系図

凡例

₁．佐渡家および関係諸家の系図は、宮地正人編『幕末維新風雲通信−蘭医坪井信良家兄宛書翰集−』

（東京大学出版会�1978年）に掲載の系図を元に作成した。

₂．今回の調査で新たに判明したことは、加筆した。

₃．女性の名前は自署および「応索書（₈代養順子弟）」（Ⅰ-2-14）、「戸籍謄本」（明治35年、Ⅰ-2-

68）、「戸籍謄本」（明治42年、Ⅰ-2-69）などを参考に修正した。

₄．生没年は『風雲通信』、『建部佐渡守略伝并後胤系譜』（Ⅰ-2-1）、「戸籍謄本」（明治35年、Ⅰ-2-

68）、「戸籍謄本」（明治42年、Ⅰ-2-69）、「慶弔録」（Ⅰ-3-34）などを参考に加筆した。

₅．『建部佐渡守略伝并後胤系譜』（Ⅰ-2-1）の「建部佐渡守略伝」では、₂代建部養順、₃代建部道順、

₄代佐渡養順となっているが、「後胤系譜」では、₂代建部道順、₃代佐渡養順となっているので

後者に従った。

₆．長崎家系図は、片桐一男著『蘭学、その江戸と北陸―大槻玄沢と長崎浩斎―』（思文閣出版�

1993年）などを参考に加筆・修正した。

₇．阿波加家系図は、「阿波加家家系につき書簡」（Ⅰ-2-15）などを参考に加筆・修正した。
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■主要人物解説

８代 佐渡養順　[生没年：寛政7年（1795）11月23日～安政₃年（1856）8月13日]
　佐渡家中興の祖といわれる。魚津町の町医・阿波加玄理の₅男。名は千代九郎。号は龍斎。18歳で高岡
利屋町の町医・₇代佐渡養順（竹次郎）の養子となる。文化14年（1817）、高岡町の町医（蘭方外科）・
長崎玄庭（蓬洲）の娘とらと結婚。₇男₅女をもうける。入家した当時の佐渡家は負債が山積し家計は窮
迫していた。千代九郎は家伝の典籍を頼りに研究し、新しく婦人病に効く薬（煎薬「養順湯」）を開発。
販売することで大きな財をなした。

９代 佐渡養順　[生没年：文政₃年（1820）7月26日～明治12年（1879）10月₃日]
　幕末明治期の蘭方医。₈代養順（千代九郎）の長男。幼名は達太郎、のち三龍、また三良と改める。名
は邦、諱は在邦、字は達夫、号は葆斎、葆光斎、山梁詩痴など。蘭医学書など多数の書籍を収集し、書
斎を「蒼龍館」と名付けた。「蒼龍」の称は先代養順が号を受けた書中に「曰蒼龍」とある（目録Ⅰ-2-
13）。天保₉年（1838）より同12年（1841）まで、京都の究理堂（小石元瑞）で蘭方医学を学ぶ。同13年
（1842）から儒学修行のため、江戸の昌平黌に入学。翌14年（1843）に帰郷し家業に従事した。安政₃年
（1856)、父の没後に「養順」を襲名する。家業の傍ら、蘭書の訳読につとめ『和蘭薬性歌』（上・下₂
巻）を著述。慶応2年（1866）の出版に当たっては、江戸にあって当時の出版事情に明るい弟坪井信良の
助力も大きかった。また、漢詩にも優れ、『葆斎詩文』などの著作がある。明治元年（1868)、高岡学館
が設立されると講師を務め、翌₂年、蘭学教授を務めた。同₉年（1876）₃月、新川県射水郡医務取締と
なった。「幕末維新風雲通信」の受信者である。
　佐渡家の蔵書は金沢市立玉川図書館近世史料館に「蒼龍館文庫」、高岡市立中央図書館に「佐渡家文
書」として保管されている。

坪井信良　[生没年：文政₆年（1823）₈月28日～明治37年（1904）11月₉日]
　幕末明治期の蘭方医。₈代養順（千代九郎）の₂男。幼名は未三郎。字は良益、のち信良と改める。号
は柊里、初白。天保11年（1840）より京都の究理堂（小石元瑞）で学ぶ。同14年（1843)、江戸の日習堂
（坪井信道）に入門。弘化元年（1844)、信道に才覚を見込まれ養子となる。同₄年（1847)、大阪の適
塾（緒方洪庵）に学ぶ。嘉永元年（1848)、信道の長女まきと結婚。嘉永6年（1853)、福井藩主松平春嶽
に召し抱えられ同₇年（1854)、奥医師となる。安政₅年（1858)、幕府の蕃書調所教授補となる。元治元
年（1864)、徳川慶喜の幕府奥医師となり法眼に列した。維新後、徳川慶喜に従い駿府に移転。明治元年
（1868）12月、静岡病院頭並となる。同₇年（1874）12月、東京府病院総取締に就任。同₉年（1876）₂
月に退官。同16年（1883）12月、家督を₂男正五郎（人類学者）に譲り隠居した。幕末期に実家の兄三良
（₉代養順）に宛てた江戸の情報は『幕末維新風雲通信』（宮地正人編　東京大学出版会　1978年）として
出版されている。
　訳書に『謨斯篤医学韻府抄訳』10巻、『カンスタット内科書』48巻、『新薬百品考』全4巻、『呉魯斯
外科書』22巻など多数ある。また、明治₆年（1873）11月、日本初の医学雑誌『医事雑誌』を創刊し、同
8年（1875）12月まで43号を発刊した。
�
九鬼秀達　[生没年：文政11年（1828）5月23日～明治18年（1885）5月28日]
　医師。₈代養順（千代九郎）の₃男。幼名は庚蔵。10歳で今石動町の医家、九鬼家の養子となる。嘉永
年間（1848～53)、江戸にて兄坪井信良に学び、大阪の春林軒で外科を修める。明治₉年（1876）₃月、
新川県砺波郡医務取締となった。

建部賢隆　[生没年：天保元年（1830）11月21日～明治19年（1886）₈月₃日]
　医師。₈代養順（千代九郎）の₄男。幼名は豊四郎、のち賢隆（堅隆）と改める。号は琢斎など。京都
の究理堂（小石元瑞)、江戸の日習堂（坪井信良)、大阪の適塾（緒方洪庵）で学ぶ。のち富山に分家し
て、建部姓を名乗った。
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阿波加脩造　[生没年：天保₆年（1835）12月13日～大正₅年（1916）₅月12日]
　医師・教育者・政治家。₈代養順（千代九郎）の₅男。幼名は捨五郎、のち脩造と改める。号は春塘、
酔夢など。16歳で魚津町の町医・阿波加玄李の養子となる。嘉永₇年（1854）より大阪の春日寛平に入
門し、旁ら緒方洪庵、華岡準平、山岡民部などに就いて内科、外科、眼科などの医学および蘭学を修め
た。安政₅年（1858）帰郷後、家業を継ぐ。コレラの治療にあたり『哥路里贅語』を著した。文久元年
（1861)、漢学私塾を開く。明治₅年（1872）₅月、病院「好生舎」を設立。同₉年（1876）₃月、新川
県新川郡医務取締となり、医務取締役として『医師現今心得方』を示した。同16年（1883）₉月、明理小
学校（現・魚津市立大町小学校）の校長となり、自ら学科目・教科書を選定し児童心得を作成する。医学
教育や児童の育成に尽力した。同27年（1894）₃月、衆議院議員に当選し国政にも関与した。

10代 佐渡養順　[生没年：安政₃年（1856）11月11日～大正10年（1921）₆月₉日]
　名は敬吉。阿波加脩造の長男。₉代養順（三良）の養子となり、養順の長女なつと結婚。明治12年
（1879)、養父の没後に「養順」を襲名する。専ら家業の薬業に力を注いだ。

長崎玄庭　[生没年：明和₂年（1765）₉月11日～文政12年（1829）12月₉日]
　高岡町の町医（蘭方外科）。富山藩家中・吉川唯右衛門敬明の₂男。幼名は吉五郎。権五郎。名は寿、
字は萊福、号は蓬洲。玄庭は通称。安永₄年（1775）、長崎家の₃代玄貞の養子となる。実家にならい、
長崎家も橘姓とした。
　長崎家は初代・萩原玄澄より始まる。玄澄は長崎で医学を学び、旅の途中高岡で病人を診察した。病
人はたちまち全快したので玄澄は町の人から永住するよう頼まれ、高岡に住むようになったといわれる
（「長崎家譜」）。姓も初め「萩原」と称していたが、長崎で蘭医を学んだところから、誰いうとなく「長
崎医者、長崎医者」と持てはやされたので、自分でも「長崎」を名乗るようになったといわれる（阿波加
脩造『春塘随筆』）。
　玄庭は天明₄年（1784）、京都にて楢林由仙に学ぶ。同年10月₅日、法橋に任じられる。帰郷後は外科
医として腕をふるった。また、漢学に秀で詩文もよくした。文化11年（1814）、粟田佐久間と共に富山藩
医で儒学者の島林文吾を高岡に招き儒学の勉強会を開いた。著作として『医家百年記』『蓬洲随筆』など
がある。
　₂男愿禎（浩斎）は高岡の漢詩壇の中心的存在にもなった蘭方医。娘とらは₈代佐渡養順の妻となり、
₉代養順（三良）、坪井信良、阿波加脩造らを生んだ。

長崎愿禎　[生没年：寛政11年（1799）₉月11日～元治元年（1864）₉月14日]
　蘭方医。高岡町の町医・長崎玄庭（蓬洲）の₂男。₈代養順（千代九郎）の妻とらの兄。幼名は哲次
郎。名は健、字は中正、号は浩斎。愿禎は通称。文化14年（1817)、江戸の大槻玄沢に入門し蘭方医学を
学ぶ。また、大窪詩仏の弟子となり漢詩文を学んだ。帰郷後、家業に従事するとともに、高岡の漢詩壇の
中心的存在として漢詩吟社<松映房社>を主宰した。著作として『浩斎初稿』『和蘭医学解嘲』『医経千
字文』などがある。

長崎言定　[生没年：文政₉年（1826）₅月27日～明治₇年（1874）₈月27日]
　医師。長崎愿禎（浩斎）の長男。幼名は周蔵、のち正国と改める。号は秋江。言定は通称。天保12年
（1841）より京都の究理堂（小石元瑞）で学ぶ。弘化元年（1844）に帰郷。嘉永₃年（1850)、父の隠居
により家督相続。家業に従事する傍ら、五十嵐篤好に国学を、富士谷御杖に和歌を学ぶ。維新後は高岡関
野神社、射水神社の神職を務めた。木々康子の『蒼龍の系譜』（筑摩書房　1976刊）は、歴史小説の形を
とっているが、言定の西洋への憧憬と西洋への恐怖という矛盾した感情、それが彼を国学と神道に傾斜さ
せていった内面の葛藤を描いた好著である。
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今
般
御
改
革
ニ

付

砺
波
射
水
扼
分
取
揃
候
条
、
此
段
為
御
承
知
申
進
候

（
明
治
三
年
）

　

九
月
十
五
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
江
権
少
属

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

神
保
右　

同

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

織
田
右　

同

　

射
水

　
　

郡
治
局

当
廿
七
日
射
水
郡
神
社
ニ

於
而

臨
時
御
祭
被
行
候
ニ

付
、
別
紙

御
書
立
之
通
、
当
七
月
之
通
ニ

可
相
心
得
同
様
被
仰
渡
候
間
、

同
日
朝
正
六
時
不
遅
二
上
村
金
光
院
之
事
二
上
喜
内
迄
御
揃

可
被
成
、
此
段
為
御
承
知
申
進
候
、
以
上

（
明
治
三
年
）

　

九
月
廿
五
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

助
六
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滞
無
之
筈
ニ

候
間
、
是
亦
相
泥
不
申
様
、
夫
々
御
申
渡
有
之
度

候
事

（
明
治
三
年
）

　

午
四
月　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

御
家
禄
方

別
紙
之
通
被
仰
渡
候
間
、
為
御
承
知
申
進
候
、
以
上

　

午
五
月
六
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

服
部
傳
兵
衛

町
年
寄
ゟ
元
貯
用
銭
才
許
人
並
迄
旧
来
諸
役
免
許
ニ

付
、
町
役

銭
等
都
而

割
符
物
用
捨
ニ

相
成
居
候
ヘ

共
、
今
般
市
中
一
打
ニ

付
、
已
後
諸
役
人
ゟ
町
役
銭
始
諸
割
符
物
取
立
候
条
、
得
其
意

夫
々
可
申
渡
も
の
也

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
田
大
属

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

土
田
権
少
属

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

高
岡
町
年
寄
中

　
　
　

覚

　

三
月
二
日　
　

五
月
四
日　
　

七
月
十
四
日　
　

九
月
八
日

　

十
二
月
晦
日

右
是
迄
盆
暮
両
度
ニ

切
合
之
処
、
以
来
前
段
之
通
取
極
度
旨
、

願
之
趣
承
届
候
条
、
夫
々
可
申
渡
也

　
　

他
国
修
行
等
規
則

一
、
他
国
修
行
ハ

已
来
三
年
限
之
事

但
し
追
願
ハ

修
行
方
之
都
合
ニ

寄
、
時
々
ノ
詮
義
を

以
否
可
申
渡
候
、
追
、
年
限
不
満
帰
藩
之
義
不
苦
候

事

一
、
湯
治
願
ハ
以
来
自
他
国
道
程
打
込
百
日
限
之
事

但
、
追
願
ハ

一
切
不
聞
届
候
、
尤
、
日
限
未
満
上
湯

之
義
不
苦
候

一
、
為
病
気
療
養
他
国
ヘ

罷
越
候
義
、
前
同
断

一
、
三
州
地
理
研
究
仕
度
願
ハ

五
十
日
限
之
事

一
、
他
国
地
理
研
究
願
之
義
、
志
願
及
道
程
遠
近
ニ

依
日
限
可

極
事

一
、
参
宮
願
ハ

五
十
日
限
之
事

旧
冬
以
来
御
家
録
編
輯
方
御
用
方
三
州
之
社
寺
町
在
迄
も
記
録

類
等
所
持
い
た
し
候
者
年
斟
酌
差
出
候
様
御
布
令
相
成
候
得

共
、
御
藩
中
す
ら
今
以
指
止
不
申
向
も
有
之
、
別
而

山
野
湖
邑

ニ
於
而
ハ

右
持
伝
之
品
用
捨
弁
別
い
た
し
兼
右
泥
リ

者
も
有
之
哉

ニ
候
条
、
伝
来
之
古
文
書
ハ

公
私
と
も
用
不
用
之
無
差
別
所
持

之
儘
ニ

取
集
指
上
可
申
候
、
且
御
用
済
次
第
相
返
候
義
、
尤
遅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
町
白
石
屋

　
　
　
　
　
　

四
人　
　
　
　

久
兵
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
町
竹
林
屋

　
　
　
　
　
　

壱
人　
　
　
　

佐
兵
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
町
津
幡
屋

　
　
　
　
　
　

四
人　
　
　
　

三
郎
兵
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
風
呂
屋
町
中
保
屋

　
　
　
　
　
　

三
人　
　
　
　

傳
右
衛
門

　
　
　
　
　
　

〆

別
紙
之
通
為
御
承
知
申
進
候
、
以
上

　

四
月
十
六
日　
　
　
　
　
　
　

大
橋
与
三
郎

【
袋
綴
の
中
に
差
し
込
ま
れ
て
い
た
切
紙
・
釈
文
】

先
般
被
仰
渡
候
難
渋
人
撫
育
方
之
儀
、
来
四
月
三
日
朝
ゟ
難
渋

者
と
も
名
書
之
通
帳
を
以
相
向
候
間
、
御
人
々
に
於
而

御
渡
可

被
成
候
、
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

吉
助

（
以
下
略
）
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同
町
西
屋
桃
造

　
　
　
　
　
　

弐
人　
　
　
　

後
家

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
町
吉
野
屋

　
　
　
　
　
　

弐
人　
　
　
　

長
右
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
町
笹
川
屋
長
兵
衛

　
　
　
　
　
　

弐
人　
　
　
　

後
家

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
町
白
石
屋

　
　
　
　
　
　

弐
人　
　
　
　

四
郎
兵
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
町
桶
屋

　
　
　
　
　
　

四
人　
　
　
　

与
三
兵
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
風
呂
屋
町
桶
屋

　
　
　
　
　
　

三
人　
　
　
　

利
助

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
町
荒
見
崎
屋

　
　
　
　
　
　

三
人　
　
　
　

次
左
衛
門

　
　
　
　
　
　

〆

一
、
弐
段
拾
三
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
利
屋
町
赤
口
屋

　
　
　
　

内　

壱
人　
　
　
　

小
左
衛
門

先
般
被
仰
渡
候
難
治
人
撫
育
方
之
儀
、
来
四
月
三
日
朝
ゟ
難

渋
者
と
も
名
書
通
帳
を
以
相
向
候
間
、
御
人
々
ニ

於
而

御
渡
可

被
成
候
、
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
上
屋

　

三
月
廿
九
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

吉
助

（
撫
育
人
）

　

福
清　

室
小　

鷲
善　

関
忠　

三
木
半　

関
八

　

増
勘　

綿
儀　

綿
平　

横
又　

福
小　

佐
渡

　
　
　
　
　
　
　

佐
渡
養
順　

利
屋
町

一
、
初
段
三
十
弐
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
利
屋
町
赤
祖
父
屋

　
　
　
　

内　

五
人　
　
　
　

長
右
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
町
宮
袋
屋

　
　
　
　
　
　

三
人　
　
　
　

仁
兵
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
町
藤
巻
屋

　
　
　
　
　
　

四
人　
　
　
　

清
兵
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
町
加
納
屋
武
右
衛
門

　
　
　
　
　
　

弐
人　
　
　
　

後
家

（
明
治
三
年
）

　

三
月
十
七
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

本
保
少
属

　
　
　
　
　

高
岡
町
年
寄
中

別
紙
之
通
被
仰
渡
候
間
、
為
御
承
知
申
進
候　

以
上

　

三
月
十
七
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

富
山
長
次
郎

御
救
方
之
義
ニ

付
、
被
仰
渡
候
御
用
御
座
候
間
、
只
今
之
内
、

郡
治
局
江

出
局
可
被
成
候
、
以
上

（
明
治
三
年
）

　

三
月
廿
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

富
山
長
次
郎

　
　

佐
渡
養
順
老

配
符

初
段
難
渋
者
三
十
弐
人　
　
　

壱
人
ニ

一
日
壱
合
当
リ

一
、
三
升
弐
合　
　
　
　
　
　

救
助
米

弐
段
難
治
人
拾
三
人　
　
　
　

壱
人
ニ

一
日
六
十
文
宛

一
、
七
百
八
十
文　
　
　
　
　

右
同
断
札
米
金
銭

右
御
請
書

今
般
当
町
初
段
弐
段
難
渋
人
撫
育
方
当
月
朔
日
ゟ
私
共
江
配
当

被
仰
付
奉
畏
候
、
為
其
御
請
上
之
申
候
、
以
上

　

午
三
月
廿
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
渡
養
順　

印
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處
、
中
ニ
ハ
祖
宗
以
来
之
旧
法
を
無
謂
相
改
候
様
ニ

存
居
候
者

も
有
之
哉
、
既
ニ

昨
日
本
多
従
五
位
を
及
暗
殺
候
始
末
、
全
前

後
之
次
第
も
不
弁
、
右
従
五
位
一
己
之
了
簡
を
以
、
好
而

新
法

を
行
候
様
存
込
候
故
之
義
ニ

候
、
今
般
藩
知
事
被
仰
付
候
而
ハ

猶
又
可
及
改
革
義
も
列
藩
之
標
的
と
も
可
相
成
様
、
別
段
厚
蒙

朝
旨
候
上
ハ
乍
不
肖
此
末
右
御
主
意
を
奉
し
大
変
革
も
可
申
出

筈
之
処
、
壱
人
た
り
と
も
右
様
心
得
違
之
者
有
之
候
而
ハ

先
以

対
天
朝
不
相
済
義
、
且
ハ

此
方
之
意
を
不
体
政
事
向
之
手
障
と

相
成
心
外
至
極
之
到
ニ

候
条
、
此
段
厚
被
相
心
得
、
心
得
違
之

者
無
之
様
一
統
ヘ

決
然
可
被
申
渡
置
候
也

（
明
治
二
年
）

　

八
月　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

執
政
中

別
紙
之
通
被
仰
渡
候
条
、
可
被
得
其
意
候

　

八
月
十
三
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

富
田
本
次
郎

当
所
市
政
方
ニ

付
、
役
人
ハ

勿
論
、
市
中
小
前
之
者
迄
も
心
付

之
趣
有
之
候
ハ
ヽ
、
何
物
ニ

不
依
当
廿
日
切
封
物
を
以
郡
治
局
ヘ

可
指
出
候
。
口
達
ニ
而

申
聞
度
有
之
候
ハ
ヽ
拙
者
共
出
局
前
後
之

内
、
御
貸
屋
迄
可
罷
出
右
之
趣
市
中
一
同
可
相
触
候
。
已
上

一
、
夜
番
近
頃
見
廻
リ

候
所
、
被
仰
渡
も
有
之
候
得
共
、
亭
主

番
并

一
時
番
ゆ
る
か
せ
ニ

相
見
ヘ

候
条
、
厳
重
可
相
心
得
事

右
之
外
、
倹
約
方
等
之
義
前
々
之
通
リ

堅
相
守
可
申
事

午
五
月　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

町
肝
煎

○
幕
末
の
高
岡
町
民
の
「
風
俗
」
が
わ
か
る
。

10　
29　

公
事
記
録
（
一
部
摘
録
）

【
釈
文
】

御
為
筋
之
義
乍
存
付
□
蔽
罷
在
候
而
ハ

御
趣
意
ニ

相
解
候
義
ニ

付
、
今
般
高
岡
木
船
町
江

目
安
箱
指
出
置
候
条
、
御
為
筋
之

義
銘
々
心
付
之
趣
聊
無
忌
憚
書
認
右
箱
ニ

可
入
置
、
尤
年
月
姓

名
相
認
可
申
、
万
一
姓
名
無
之
分
ハ

書
面
之
趣
不
取
揚
義
ニ

候

条
、
此
段
一
統
ヘ

可
申
渡
候
、
以
上

（
明
治
二
年
）

　
　
巳

五
月
十
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

朝
倉
元
輔

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

高
岡
町
年
寄
中
等

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
役

御
親
翰
写

大
政
御
一
新
ニ

付
而
ハ

、
朝
命
を
遵
奉
致
し
追
々
改
革
ニ

及
候

一
、
近
頃
組
合
預
ケ

或
ハ

町
内
預
ケ
等
、
其
義
越
度
之
も
の
多

有
之
ハ

、
元
来
其
町
組
合
之
も
の
共
常
々
其
有
之
あ
し
き
事
を

み（
目
）

あ
か
し
等
閑
ゟ
発
り

候
、
依
而

以
来
少
し
ニ
而
も

不
宜
義
判
り

次
第
小
事
之
内
ニ

直
ニ

夫
々
可
及
内
談
事

一
、
常
々
尊
長
之
人
ニ
ハ

い
か
ニ
も
教
へ
可
申
、
子
供
た
り
と

も
は
た
ぬ
き
・
手
拭
か
む
り
抔
い
た
し
、
無
礼
の
会
釈
有
之
間

敷
事

一
、
宮
寺
進
メ
と
し
て
世
話
致
町
方
歩
行
も
の
有
之
、
見
分
も

あ
し
く
候
、
御
縮
方
可
相
心
得
上
仏
法
信
心
者
与

相
見
ヘ

朝
夕

題
目
を
唱
候
節
太
皷
鐘
等
打
候
向
有
之
、
太
皷
鐘
等
の
義
ハ

指

支
も
有
之
間
敷
候
得
共
俗
家
ニ
而
ハ

御
縮
方
も
有
之
、
近
所
ヘ

少

し
ハ

会
釈
静
ニ

打
候
様
い
た
し
度
事

一
、
男
女
子
供
行
義
宜
敷
様
、
親
々
并

手
習
師
匠
等
ニ

於
而

得

と
教
授
可
有
之
事

一
、
近
頃
盗
ま
れ
も
の
多
く
有
之
ニ

付
、
風
呂
屋
等
別
而

心
を

配
り
縮
方
厳
重
可
致
事

一
、
町
会
所
呼
出
之
人
於
刻
限
兎
角
か（

み
）だ

り
ニ

相
成
以
来
御
呼

出
シ
日
、
刻
限
ゟ
早
き
程
ニ

何
れ
も
可
罷
出
候
、
且
指
添
人
作

法
方
ニ

付
被
仰
渡
も
有
之
候
条
、
御
詮
義
も
の
之
節
ハ

格
段
ニ

可
相
心
得
事
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○
高
峰
元
稑
は
高
峰
譲
吉
の
父
。

　

壮
猶
館
は
今
の
金
沢
医
科
大
学
の
前
身
。

10　
22　

手
合
町
々
風
俗
之
義
に
つ
き
申
談
事
書

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

〔
幕
末
年
未
詳
〕
五
月

【
釈
文
】

今
般
手
合
町
々
風
俗
之
義
ニ

付
、
才
許
方
為
心
得
被
仰
渡
之
趣

有
之
、
依
而

心
付
之
段
ヶ
条
書
を
以
申
談
候
事

一
、
其
町
々
頭
并

組
合
頭
之
教
授
方
行
届
孝
義
之
も
の
於
有
之

ハ
御
褒
美
可
被
下
、
若
不
心
得
之
族
ハ

幾
度
も
申
為
聞
教
立
可

申
候
、
其
上
ニ
も

行
状
不
相
改
も
の
ハ
早
速
可
有
内
通
候
、
尤

於
拙
子
も
時
々
相
見
廻
リ

可
申
事

一
、
近
頃
菓
物
売
并

粉
糠
買
等
町
方
処
々
ニ
而

こ
ば
与

申
手
慰
い

た
し
候
族
多
く
先
以
不
埒
之
至
ニ

候
条
、
い
つ
れ
ニ
而

も
右
之

為
体
い
た
し
居
候
所
有
之
候
ハ
ゝ
、
寄
り
候
も
の
并
其
所
之
亭

主
迄
も
急
度
可
被
仰
付
候
条
、
是
以
後
隨
分
相
互
ニ

加
意
見
置

可
申
事

一
、
碁
将
棋
ハ
稼
人
等
之
妨
ニ

候
条
、
休
日
ハ
格
別
、
平
生
取

扱
申
間
敷
候
事

　

山
本　
　

長
崎　
　

片
山

　

小
竹　
　

粟
田　
　

玄
碩

　

上
子　
　

金
子　
　

土
肥

　

北
嶋

○
前
号
で
佐
渡
養
順
は
「
冥
加
銀
指
上
」
を
し
て
い
る
の
に
対

し
、
こ
の
号
の
他
の
医
師
は
「
医
業
を
以
て
国
恩
に
報
い
た

く
」
と
し
て
い
る
。

10　
13　

高
峰
元
稑
へ
壮
猶
館
舎
塾
方
御
用
申
渡
状

（
写
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

安
政
三
年
十
月
十
八
日

【
釈
文
】

辰
十
月
十
八
日

御
用
番
遠
江
守
様
ゟ
御
細
工
奉
行
江

別
紙
之
通
リ

被
仰
談
候

一
、
七
人
扶
持　

高
峰
元
稑

右
元
稑
儀
御
扶
持
方
右
之
通
被
下
之
候
、
各
別
支
配
ニ

被
仰

付
、
壮
猶
館
舎
密
方
御
用
被
仰
付
候
条
可
被
申
渡
候
事

御
恩
度
奉
存
候
得
共
軽
キ

私
ニ

御
座
候
得
者

如
何
共
可
仕
様
も

無
御
座
、
乍
少
分
銀
三
枚
為
御
冥
加
奉
指
上
度
奉
存
候
間
、
何

卒
御
聞
届
被
為
成
下
候
へ
者

難
有
御
儀
ニ

奉
存
候
、
此
段
宜
敷

被
仰
上
被
下
候
様
御
願
申
上
候
、
以
上

　
　

寅
二
月　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
渡
養
順
（
印
）

　
　

町
肝
煎

　
　
　

新
蔵
様

10　
11　

異
国
船
渡
来
に
つ
き
医
業
を
以
て
国
恩
に
報

い
た
く
伺
書
（
案
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

〔
嘉
永
七
年
〕

【
釈
文
】

私
共
数
代
医
業
を
以
当
所
ニ

居
住
仕
候
義
、
全
く
御
国
恩
ニ

浴

申
義
、
難
有
仕
合
ニ

奉
存
候
、
然
處
近
来
異
国
船
渡
来
之
義
ニ

付
、
海
岸
御
手
当
等
御
座
候
段
、
奉
承
知
候
若
万
一
之
義
御
座

候
節
ハ

未
熟
之
私
共
ニ

御
座
候
得
共
医
業
を
以
、
御
軍
用
相
立

御
国
恩
奉
報
度
奉
存
候
、
此
段
乍
恐
奉
伺
上
候
、
以
上

　

寅　

月　

日

　

高
峰　
　

内
藤　
　

上
原
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段
々
結
構
之
御
取
扱
、
於
町
方
ハ
、
冥
加
至
極
之
仕
法
幾
年
迄

も
不
相
忘
様
可
申
諭
候
、
依
之
前
條
之
通
、
来
ル

寅
年
ゟ
、
町

方
諸
入
用
等
之
割
符
銀
割
合
等
者

、
当
年
中
最
早
日
間
も

無
之

候
間
、
来
正
月
中
ニ
可

申
渡
候
間
、
年
々
厳
重
ニ

諸
役
可
相
勤

候
、
町
会
所
宿
用
銀
、
当
暮
諸
払
余
銀
、
町
方
一
統
ヘ

割
返
候

ニ
付
而
ハ

、
此
末
役
所
銀
ニ
而
も

無
之
仕
法
ニ

候
間
、
当
取
救
地

子
米
等
ハ

、
取
扱
一
切
致
兼
候
条
、
貧
窮
人
有
之
町
柄
ハ

、
其

町
々
肝
煎
町
頭
、
是
迄
ニ

引
替
、
成
立
方
可
致
世
話
候
、

前
條
之
趣
、
一
統
ヘ

諭
可
申
渡
候
事
、

嘉
永
六
年

　

丑
十
二
月
廿
九
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

町
会
所

10　
10　

異
国
船
渡
来
に
つ
き
、
冥
加
銀
差
上
方
願
書

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

〔
嘉
永
七
年
二
月
〕

【
釈
文
】

　
　

乍
憚
小
紙
を
以
御
願
申
上
候

私
義
数
代
医
業
を
以
御
当
所
ニ

居
住
仕
候
事
全
御
国
恩
ニ

依
申

義
難
有
仕
合
ニ

奉
存
候
、
然
者

此
節
異
国
船
渡
来
一
件
ニ

付
御

手
厚
之
御
手
当
方
莫
大
之
御
物
入
与

奉
恐
察
候
、
此
節
奉
報
謝

取
捌
ゟ
、
下
之
疑
惑
も
生
し
、
不
信
服
ニ
も

可
相
成
、
其
上
於

町
会
所
も
、
前
條
之
年
々
不
足
相
立
、
右
半
役
余
弁
兼
候
義
ニ

候
、
就
而
ハ

今
度
右
様
指
引
合
違
乱
い
た
し
候
義
等
、
一
洗
致

し
、
自
他
之
條
理
も
相
立
候
様
、
仕
法
取
極
、
右
仕
法
方
ハ

、

先
是
迄
町
方
ヘ

貸
附
有
之
候
宿
用
銀
、
馬
宿
銀
、
延
払
御
塩
代

銀
、
宿
益
銀
、
返
上
残
之
分
ハ

、
今
度
一
切
全
用
捨
、
且
又
當

諸
払
之
條
銀
、
宿
用
銀
等
有
之
銀
、
町
方
一
統
ヘ

割
返
、
然
上

ハ
、
町
方
并

役
所
諸
入
用
銀
之
義
ハ

、
町
方
一
統
之
入
用
之
事

ニ
候
得
共
、
此
分
来
寅
年
ゟ
、
悉
皆
町
方
ゟ
為
指
出
候
事
ニ

改

而
申
渡
、
将
又
是
迄
瑞
龍
寺
向
、
并
ニ

町
会
所
修
覆
料
、
窂
米

代
、
曁
中
使
御
用
之
御
品
駄
賃
等
ニ

至
迄
、
数
口
御
上
ニ

於
而

御
渡
可
被
成
筋
之
品
々
、
高
岡
建
初
ゟ
町
方
割
符
等
ニ

相
成
居

候
分
ハ

、
都
而

御
渡
事
ニ

相
願
、
畢
竟
自
他
之
條
理
も
不
相
立
ヨ

リ
、
下
々
ニ

於
而
も

、
可
指
出
筋
合
之
品
を
も
、
彼
是
と
申
立
候

意
念
も
起
り
、
い
つ
し
か
手
ぬ
る
き
所
置
ニ
も

相
成
候
故
、
弥

増
風
俗
方
も
体
ヘ

押
移
り
、
歎
ヶ
敷
段
等
、
紙
面
并
ニ

口
達
を

以
、
御
達
ニ

及
置
候
処
、
前
條
町
方
仕
法
之
趣
御
聞
届
、
并
於

御
上
御
渡
可
被
成
筋
合
之
御
入
用
銀
、
瑞
龍
寺
向
寺
之
品
々
、

御
預
小
払
銀
之
内
ゟ
請
取
相
渡
候
段
、
御
用
番
周
防
守
殿
、

一
昨
廿
七
日
御
紙
上
を
以
被
仰
渡
候
、
御
時
節
柄
ニ
も

候
処
、

并
ニ

別
段
八
千
石
、
不
時
御
貸
米
配
当
、
残
五
千
石
斗
売
払
、

右
代
銀
、
并
文
化
之
夏
ゟ
諸
商
売
役
銀
と
し
て
取
立
銀
、
年
々

役
所
貯
用
銀
江

詰
込
、
町
方
江

貸
付
置
、
右
等
之
利
足
銀
等
を

以
、
右
役
銀
用
捨
之
分
相
弁
来
候
処
、
天
保
之
夏
、
御
改
法

ニ
付
、
町
方
ヘ

貸
附
銀
、
無
利
足
五
拾
ヶ
年
賦
申
渡
有
之
処
、

中
ニ
ハ

身
元
零
落
之
者
有
之
、
難
取
立
分
多
、
右
用
捨
之
役
銀

等
、
弁
兼
候
ニ

付
、
何
れ
も
承
知
之
通
、
同
九
年
ゟ
弘
化
元
年

迄
、
同
二
年
ゟ
嘉
永
四
年
迄
、
七
ヶ
年
宛
両
度
打
続
、
身
元

相
応
之
者
共
等
ヘ

見
込
割
符
申
渡
、
跡
七
ヶ
年
ハ

、
所
方
諸
造

用
之
義
ニ

候
得
者

、
見
元
之
者
迄
割
符
申
付
候
義
ハ

不
相
当
、

惣
町
一
統
申
付
候
筋
合
も

、
詮
義
取
極
申
渡
、
家
高
銭
も

取
立

有
之
候
通
ニ

候
、
其
上
不
足
之
処
ハ

、
御
改
法
節
役
所
在
銀
、

改
而

町
方
ヘ

貸
附
有
之
候
、
百
五
拾
貫
目
之
利
足
、
并
ニ

諸
商

売
少
々
宛
役
銀
取
立
、
右
半
役
銀
余
相
弁
来
、
去
年
以
来
ハ

、

先
是
迄
役
所
根
銀
貸
附
、
前
條
見
込
割
符
之
末
迄
等
厳
重
取

立
、
右
等
を
以
相
弁
来
候
得
共
、
此
侭
ニ
て
ハ

、
所
詮
後
々
弁

方
も
六
ヶ
敷
候
ニ

付
、
段
々
遂
詮
義
候
処
、
元
来
前
條
是
迄
之

仕
法
ニ
て
ハ

、
町
方
ゟ
取
立
候
筋
合
之
品
を
免
許
致
し
、
貸
附

利
足
銀
、
又
ハ

町
方
調
達
、
彼
是
之
取
合
を
以
、
役
所
ゟ
右
半

役
余
相
弁
来
候
義
も

都
而

自
他
條
理
も
不
相
立
、
右
様
苟
且
之
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10　
９　

高
岡
町
万
雑
御
改
法
一
件

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

嘉
永
六
年
十
二
月
二
十
九
日

【
釈
文
】

（
表
紙
）

「
高
岡
御
改
法
一
件
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

町
年
寄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

町
年
寄
並

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

町
算
用
聞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

本
町
肝
煎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

地
子
町
肝
煎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

散
町
肝
煎

当
町
諸
万
造
方
之
儀
、
大
綱
、
年
中
百
四
拾
貫
目
斗
之
入
用
ニ

候
処
、
其
内
御
通
行
入
用
銀
、
役
人
給
銀
、
転
馬
銀
、
建
増

馬
一
作
々
々
請
負
銀
、
御
本
陣
償
銀
、
御
印
夫
銀
等
、
四
拾

五
貫
目
余
ハ
、
町
方
ゟ
年
々
取
立
、
其
余
町
役
銀
六
拾
貫
目
斗

之
分
ハ

、
文
政
四
年
火
災
之
節
先
役
共
詮
義
之
上
、
町
役
銀
之

内
、
半
役
余
ハ

免
許
申
渡
、
翌
五
年
ゟ
、
町
会
所
ゟ
引
足
相
弁

来
候
、
其
後
ハ

役
所
貯
用
銀
、
過
分
貸
附
有
之
、
右
利
足
銀
、

候
、
紛
敷
者
於
有
之
ハ
引
揚
ヶ
詮
儀
之
上
、
本
人
ハ

不
及
申
其

親
夫
厳
重
止呰
方
申
付
事

一
、
町
人
共
之
内
、
身
許
相
応
之
者
共
、
中
ニ
ハ

職
方
は
手
代

任
ニ

い
た
し
置
、
其
身
ハ
遊
事
ニ

心
懸
僣
上
ニ

成
行
候
故
、
い
つ

し
か
手
前
も
不
如
意
ニ

相
成
、
不
指
引
分
散
等
も

出
来
候
義
、

全
不
心
得
之
至
ニ

候
、
指
定
リ

候
家
録
も

無
之
者
ハ
朝
昼
職
方
ニ

辛
苦
を
尽
、
手
代
も

仕
ヘ

申
者
ハ
同
様
ニ

励
不
申
而

は
取
続
難
相

成
義
ニ

候
条
、
是
等

之
趣
、
厚
ク

心
懸
可
申
事
ニ

候
、
右
等
之

趣
、
急
度
相
心
得
此
外
万
端
右
ニ

準
ジ

質
素
倹
約
之
心
得
可
為

肝
要
義
ニ

候
条
、
不
致
心
得
違
様
夫
々
等
ゟ
為
申
聞
請
書
取
立

可
指
出
候
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
高
岡
町
奉
行
）

　
　
　
子

十
月　

日　
　
　
　
　
　
　
　

 

太
田
勘
左
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
堀
金
五
右
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

町
会
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

町
年
寄
江

時
限
リ

為
仕
廻
可
申
候
、
其
後
三
味
線
弾
人
寄
騒
敷
体
有
之
ニ

お
い
て
ハ

一
軒
ゟ
為
過
意（

怠
）

銀
百
目
取
立
、
其
上
厳
重
手
当
可

申
付
候
、
ご
ぜ
共
内
ニ
も

浮
沈
も

有
之
躰
ニ

付
、
仲
間
之
者
よ
り

右
様
之
趣
見
聞
次
第
及
断
候
得
者

、
過
怠
銀
ハ

其
者
江

為
褒
美

為
取
候
条
心
得
違
致
間
敷
候
、
右
之
趣
居
町
々
頭
と
も
ニ

お
い

て
も
急
度
取
縮
方
可
致
事

一
、
遺
言
状
開
封
之
砌
、
才
許
肝
煎
を
は
じ
め
寄
合
之
節
、
酒

肴
并

料
理
迄
も
指
出
馳
走
ヶ
間
敷
義
有
之
体
ニ

候
、
以
来
指
止

可
申
、
開
封
相
済
候
上
、
早
々
引
取
可
申
事

一
、
嫁
を
取
迎
七
ッ
目
も
相
済
候
上
披
露
ト
カ
名
付
一
門
并

町

内
為
歩
候
躰
、
中
ニ
ハ

分
限
之
者
共
ハ

駕
籠
抔
ニ

乗
罷
越
候
義
も

有
之
由
、
僣
上
之
至
ニ

候
、
以
来
左
様
之
義
指
止
可
申
、
衣
服

等
之
義
も
毎
度
被
仰
渡
有
之
候
処
、
兎
角
着
餝
申
体
、
中
ニ
ハ

折
懸
抔
も

途
中
ハ

不
用
し
て
其
先
々
ニ

餝
置
致
着
用
候
様
子
、

是
等
ハ
身
分
を
取
失
御
趣
意
も
不
軽
之
義
ニ

候
、
以
来
右
様
之

義
於
承
ハ

無
沙
汰
止呰
方
申
付
候
事

一
、
町
方
娘
子
共
三
味
線
稽
古
為
致
候
者
も

有
之
体
、
盲
人
ハ

格
別
、
目
明
之
者
慰
ニ

為
弾
候
義
堅
相
成
間
敷
事

一
、
女
共
衣
服
近
年
猥
リ
ニ

相
成
、
御
停
止
之
品
を
致
着
用
候

者
も

有
之
躰
、
毎
度
被
仰
渡
も
有
之
處
、
等
閑
至
極
之
儀
ニ
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一
、
家
作
之
義
ニ

付
、
近
年
厳
重
被
仰
出
も
有
之
、
其
砌
夫
々

相
改
置
候
処
、
一
旦
之
事
之
様
ニ

相
心
得
、
中
ニ
ハ

栄
耀
之
家

作
を
求
候
族
も

有
之
躰
、
粗
承
及
候
御
趣
意
を
そ
む
き
不
軽

義
、
品
ニ
ゟ
為
遂
見
分
候
義
も

有
之
事

一
、
於
自
宅
人
寄
ハ

近
所
を
厭
候
而

遊
山
遊
舟
等
ニ
て

ご
ぜ
共
を

連
行
三
味
線
抔
為
弾
不
時
成
費
を
懸
義
決
而

有
之
間
敷
、
若
左

様
之
族
出
有
之
ハ
急
度
為
調
理
可
及
詮
儀
事

一
、
横
川
原
町
下
川
原
町
ご
ぜ
共
、
三
味
線
稽
古
夜
ニ

入
候

而
ハ

不
相
成
趣
毎
度
申
渡
置
候
處
、
近
年
猥
リ
ニ

相
成
、
及
深

更
候
迄
も
人
寄
騒
敷
不
届
至
極
之
義
ニ

候
、
家
作
抔
も

先
年
被

仰
出
之
砌
夫
々
相
改
置
候
所
、
其
後
中
ニ
ハ

追
々
栄
耀
之
建
物

取
繕
ひ
、
及
後
江

御
郡
地
過
分
ニ

致
請
添
、
両
方
ニ

板
塀
抔
を

付
、
是
迄
有
成
囲
之
外
ニ

有
之
候
作
道
を
付
替
候
体
、
身
分

不
相
応
之
致
方
共
沙
汰
之
限
リ
ニ

候
、
右
等
之
所
業
ご
ぜ
共
而

巳
之
了
簡
ニ

て
も
無
之
躰
、
彼
方
江

度
々
罷
越
右
様
之
棟
取
い

だ
し
別
小
座
敷
様
成
物
も
拵
、
其
所
江

昼
夜
寝
泊
リ

い
た
し
候

者
も

有
之
躰
、
粗
承
及
候
、
先
以
風
俗
方
ニ
も

指
障
リ

沙
汰
之
限

之
義
ニ

候
間
可
遂
詮
儀
筈
ニ

候
得
共
、
其
義
ハ

令
用
捨
候
、
以

来
、
右
様
之
者
共
於
有
之
ハ

急
度
可
申
付
候
、
依
而

今
度
見
分

為
致
候
上
、
栄
耀
ヶ
間
敷
建
物
取
拂
、
三
味
線
稽
古
も
暮
六
ッ

相
成
折
ハ

、
白
銀
弐
匁
を
限
リ

取
遣
可
致
事

一
、
無
尽
之
参
会
も
近
年
猥
リ
ニ

相
成
、
畢
竟
付
合
を
好
候
故

雑
費
も

相
懸
リ

、
中
ニ

又
過
酒
等
い
た
し
口
論
等

い
た
し
候
義
、

不
心
得
之
至
ニ

候

一
、
相
対
指
引
合
之
義
ハ
双
方
実
意
を
以
規
定
を
相
立
可
申
之

処
、
近
年
ハ
毎
度
役
所
江

断
出
請
裁
判
候
上
ニ
も

不
心
服
申
立
候

族
も

有
之
沙
汰
之
限
之
事
ニ

候
、
以
来
双
方
慥
成
書
物
を
以
断

出
候
分
ハ

、
其
品
ニ

よ
り
取
上
可
遂
詮
儀
候
得
共
、
証
拠
ニ

可

立
書
物
も

無
之
、
預
リ

手
形
現
セ

家
財
等

引
当
貸
等
之
分
ハ
取
揚

不
及
詮
儀
候
条
仲
人
等
ニ
も

其
心
得
可
有
之
事

一
、
近
年
分
散
人
多
、
中
ニ
ハ

其
場
江

不
至
以
前
程
能
ヲ

見
斗
家

財
組
合
江

指
出
銀
主
江

過
分
之
損
銀
を
懸
、
暫
ク

身
を
隠
し

、

夫
々
配
当
方
も
相
済
、
事
静
候
趣
内
通
を
以
承
リ

立
帰
リ

裏
町

等
ニ

居
相
応
ニ

相
暮
候
者
も

有
之
体
、
是
等

沙
汰
之
限
之
致
方
不

届
至
極
之
者
ニ

候
、
以
来
右
様
之
者
ハ
立
戻
リ

候
上
、
厳
重
手

当
も
申
付
、
品
々
ゟ
公
事
場
江
可
差
出
義
も

有
之
事

一
、
家
財
を
引
当
証
文
為
調
、
組
合
町
頭
及
肝
煎
奥
書
証
文
を

以
致
調
達
候
義
決
而

不
相
成
、
若
ニ

致
心
得
違
右
様
之
族
出
有

之
ハ

、
他
所
之
懸
リ

合
た
り
と
も
家
財
役
所
江

取
揚
候
条
其
心

得
可
有
之
事

る
事
に
て
、
玩
ニ

先
年
も
分
而

被
仰
渡
候
通
他
を
不
見
合
御
時

節
を
相
守
義
本
意
ニ

候
、
近
年
所
方
衰
微
ニ

付
而
も

風
俗
方
是
迄

兎
角
外
見
を
張
、
実
意
を
取
失
候
人
気
ニ

相
見
ヘ

候
、
是
等
之

所
深
ク

心
付
不
申
而
者

御
趣
意
も
そ
む
き
人
々
身
ノ

為
に
も
不
相

成
事
ニ

候
、
幾
度
申
渡
候
而
も

其
時
々
而
巳
ニ
而

致
違
失
候
而
ハ

奉

恐
入
候
義
ニ

候
間
、
急
度
相
改
連
続
い
た
し
候
之
様
可
相
心
得

候
、
依
而

左
ニ

ケ
条
書
を
以
申
渡
候

一
、
吉
凶
之
砌
、
随
分
懸
賞
間
敷
義
兼
而

申
渡
置
候
所
、
今
以

是
迄
之
仕
来
ニ
而

改
不
申
由
、
役
列
之
者
転
役
并

元
服
嫁
取
等

祝

之
節
当
日
及
深
更
候
迄
寄
集
リ

中
ニ
ハ

日
数
も
重
、
元
服
振
舞

抔
ハ

数
日
ニ

到
人
寄
候
向
も
有
之
義
、
度
々
承
リ

居
候
、
尤
料

理
等
華
美
を
尽
し
、
入
さ
る
費
を
懸
候
義
ハ

、
奢
侈
之
至
リ
ニ

候
、
且
葬
方
ニ

付
て
も
過
分
之
取
扱
方
も
有
之
、
一
七
日
之
内

夜
伽
ト
カ

名
目
を
付
、
一
門
并
ニ

組
合
迄
も

寄
集
夜
更
候
迄
も

酒

食
給
候
躰
、
右
ハ

是
迄
之
仕
来
リ

之
様
子
ニ
而

中
ニ
ハ

左
様
之
取

扱
も
難
致
者
迄
も

無
拠
致
来
候
様
子
、
付
而
ハ

音
信
贈
節
抔
も

増

長
い
た
し
候
躰
有
間
敷
事
ニ

候
、
以
来
吉
事
ハ

一
日
暮
六
ッ
時

を
限
リ

、
凶
事
も
右
ニ

準
ジ

都
而

事
軽
ク

取
行
、
夜
伽
抔
之
名
目

を
以
寄
集
リ

候
義
堅
ク

相
成
間
敷
、
音
信
贈
節
取
遣
不
致
而
ハ

不
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佐
渡
様

○
蓮
花
寺
屋
伝
右
衛
門
は
侠
客
大
長
で
あ
る
。

　

参
考　

『
高
岡
市
史
』
中
巻
一
〇
七
三
頁

10　
７　

倹
約
方
之
義
に
つ
き
ケ
条
書
写

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

嘉
永
五
年
十
月

【
釈
文
】

（
表
紙
）

「
嘉
永
五
年
十
月　

日

　

倹
約
方
之
儀
ニ

付
ケ
条
書
写
」

倹
約
方
之
儀
ニ

付
、
御
家
中
等
江

今
般
被
仰
渡
之
趣
、
夫
々
承

知
之
通
ニ

候
、
右
ハ

是
迄
も

度
々
被
仰
渡
候
義
ニ
而

、
其
時
々
ハ

人
々
心
得
も

有
之
躰
ニ

候
得
共
、
月
日
を
経
候
得
ハ

致
違
失
相

弛
候
ニ

付
而
者

度
々
被
仰
渡
も

有
之
何
与
も

恐
入
申
次
第
ニ

候
、
元

来
商
売
方
励
薄
く
し
て
遊
事
ニ

心
指
候
ニ

付
、
奢
侈
与

申
程
之

事
は
無
之
而
も

い
つ
し
か
雑
費
も
相
懸
リ

候
處
よ
り
追
々
難
渋

い
た
し
候
義
ニ

候
、
中
ニ
ハ

御
当
節
を
守
申
度
者
も

是
迄
之
風
俗

ニ
習
ひ
無
拠
人
並
ニ

い
た
し
来
候
者
も

有
之
体
、
是
等
ハ

い
ら
ざ

建
之
折
ゟ
諸
名
家
助
力
を
以
三
社
江

大
鏡
奉
捧
度
存
候
心
願
ニ

御
座
候
得
共
、
何
様
大
鏡
出
来
之
上
な
ら
て
ハ
難
相
願
存
付
、

一
昨
年
上
京
仕
候
砌
、
彼
表
鏡
屋
源
助
与

申
仁
実
ハ
中
嶋
町
金

森
屋
甚
右
衛
門
義
ニ

御
座
候
、
此
仁
ニ

及
示
談
ニ

候
処
早
速
出

来
仕
指
下
シ

候
処
、
壱
面
代
途
中
入
用
共
拾
七
両
計
ニ

相
成
申

候
、
然
所
折
節
米
穀
等
高
直
世
柄
悪
敷
候
ニ

付
指
扣
罷
在
候

処
、
京
都
よ
り

右
鏡
代
時
々
催
促
お
よ
ひ
候
得
共
、
時
節
柄
等

之
義
申
遣
置
候
、
然
内
取
抜

（
扱
カ
）

講
方
御
役
人
中
様
方
之
御
計
を

以
鬮
当
り
之
御
人
々
よ
り
不
限
多
少
被
奇
附
候
処
、
壱
面
代
ハ

大
体
出
来
申
場
ヘ
も

至
リ

候
ニ

付
、
鏡
台
之
義
ハ

講
方
御
役
人
中

様
ゟ
御
奇
附
可
被
下
事
ニ

相
成
申
候
、
残
リ

弐
面
之
分
諸
大
家

之
御
助
勢
を
以
成
就
仕
度
奉
存
候
、
私
義
老
年
ニ

お
よ
ひ
例
之

大
口
ヲ
は
き
え
て
唯
今
之
處
如
何
共
致
方
無
御
座
、
于
時
御
町

頭
之
内
御
懇
意
ニ

被
成
下
候
御
方
江

及
示
談
ニ

候
処
、
諸
君
子

之
御
慮
ニ

預
リ

申
外
了
簡
も
無
御
座
候
旨
被
仰
聞
候
、
此
分
幾

重
ニ

も
被
聞
召
訳
、
不
寄
多
少
御
記
帳
被
成
下
候
様
大
長
一
世

之
願
ニ

御
座
候
、
心
中
有
之
儘
書
上
申
候
間
御
高
覧
之
上
よ
ろ

し
く
奉
願
上
候
、
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

蓮
花
寺
屋

　

天
保
七
丙

申
二
月　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

伝
右
衛
門

の
た
め
上
げ
銀
は
迷
惑
至
極
と
陳
情
し
た
も
の
。

　

こ
の
史
料
に
よ
っ
て
当
時
の
高
岡
町
の
景
況
と
割
当
案
で
商

家
を
一
覧
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

藩
士
寺
島
蔵
人
の
『
ふ
ぐ
汁
の
咄
』
に
よ
る
と
、
こ
の
御
用

金
は
藩
下
全
域
で
「
愁
訴
悲
歎
之
雷
動
大
方
な
ら
ず
」
と
あ

る
。
高
岡
に
つ
い
て
も
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

「
高
岡
駅
も
同お

な
じ
く敷

扉
を
鎖
し
悲
む
も
の
軒
を
な
ら
べ
、
夜
に

入
て
は
多
く
集
り
聲
を
揚
げ
、
騒
々
敷
立
さ
わ
ぎ
等
し
て
、

い
か
な
る
事
を
か
仕
出
す
べ
か
り
し
か
ば
、
奉
行
よ
り
出
銀

割
符
之
事
等
恐
れ
難
申
出
故
に
、
様
々
取
計
に
而
漸
く
八
月

の
半
ば
四
ヶ
一
上
げ
銀
を
済
し
た
り
。」

　

参
考　

『
加
賀
藩
史
料
』
第
十
三
編　

六
七
六
～
六
八
五
頁

10　
２　

神
鏡
御
寄
付
帳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

天
保
七
年
二
月

【
釈
文
】

（
表
紙
）

「
天
保
七
年

　
　

神
鏡
御（

マ
マ
）

奇
付
帳

　

申
二
月　
　
　
　
　

」

神
鏡
除（

餘
）リ

見
苦
敷
、（

高
岡
関
野
神
社
）

御
大
社
ニ

似
合
不
申
義
与

存
、
御
宮
御
再



− −22（247）

一
、
壱
貫
弐
百
目　

紺
屋
孫
右
衛
門　
　

一
、
壱
貫
百
目　
　

新
屋
治
郎
八

一
、
八
百
八
拾
目　

竹
村
屋
宗
兵
衛　
　

一
、
七
百
目　
　
　

竹
村
屋
長
九
郎

一
、
弐
百
目　
　
　

紺
屋
源
七　
　
　
　

一
、
百
九
拾
目　
　

高
嶋
屋
吉
四
郎

一
、
百
目　
　
　
　

高
嶋
屋
幸
右
衛
門　

一
、
弐
百
四
拾
目　

長
森
屋
与
兵
衛

一
、
弐
百
目　
　
　

竹
村
屋
八
三
郎　
　

一
、
弐
百
目　
　
　

竹
村
屋
太
助

一
、
弐
百
六
拾
目　

竹
村
屋
助
九
郎　
　

一
、
百
三
拾
目　
　

紺
屋
利
八

〆
九
拾
四
貫
五
百
目

○
文
政
九
年
（
一
八
二
六
）
五
月
二
十
八
日
、
加
賀
藩
は
領
国

中
へ
七
千
貫
の
上
ヶ
銀
（
調
達
銀
）
を
命
じ
、
そ
の
う
ち
高

岡
町
は
五
五
〇
貫
で
あ
っ
た
。

　

し
か
し
、
高
岡
町
は
去
る
文
政
四
年
（
一
八
二
一
）
の
大
火

で
十
五
年
間
諸
役
お
よ
び
調
達
銀
免
除
の
扱
い
を
受
け
て
い

た
。
ま
た
、
周
辺
の
在
郷
町
の
商
人
が
増
え
た
の
と
、
前
年

の
不
作
で
不
景
気
だ
っ
た
た
め
商
売
は
不
振
で
あ
っ
た
。
そ

等
は
諸
共
ニ

手
を
束
、
御
救
を
於
不
蒙
は
渇
命
ニ

及
申
段
、
此

間
中
昼
夜
大
勢
私
共
宅
江

相
詰
御
役
所
江

召
連
奉
願
上
呉
候
様

申
聞
候
へ
共
、
色
々
申
諭
置
候
処
、
最
早
困
窮
必
死
之
場
ニ

至

り
、
此
上
私
共
取
扱
方
無
御
座
、
御
取
救
方
無
御
座
時
ハ
私
共

町
役
御
断
申
上
候
ゟ
外
無
御
座
奉
当
惑
至
極
候
之
間
、
何
卒
乍

恐
御
慈
悲
之
上
を
以
急
速
ニ

御
取
救
方
被
為
仰
付
被
下
候
様
奉

願
上
候
、
此
段
被
為
聞
召
訳
右
願
之
通
被
為
仰
付
被
下
候
ハ
ヽ

難
有
忝
冥
加
至
極
之
御
儀
ニ

可
奉
存
候
、
以
上

　
　

文
政
九
年
六
月
十
二
日
、
御
場
ニ

御
役
所
江

上
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

惣
町
五
十
六
丁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

町
頭
連
印

戸
出
上
ヶ
銀
割
符
方
写

一
、
六
拾
貫
目　
　

竹
村
屋
茂
兵
衛　
　

一
、
九
貫
五
百
目　

新
屋
仁
兵
衛

一
、
九
貫
目　
　
　

竹
村
屋
覚
右
衛
門　

一
、
三
貫
五
百
目　

大
木
屋
助
右
衛
門

一
、
三
貫
目　
　
　

竹
村
屋
七
郎
右
衛
門

一
、
壱
貫
五
百
目　

尾
崎
屋
幸
右
衛
門

一
、
壱
貫
三
百
目　

石
丸
屋
九
六
郎　
　

一
、
壱
貫
三
百
目　

長
森
屋
与
右
衛
門

達
之
手
段
尽
果
居
申
候
、
其
訳
は
近
年
近
在
近
郷
之
諸
商
人
数

多
に
相
成
、
当
町
方
商
店
次
第
ニ

衰
行
キ

申
候
処
、
外
ニ

所
方

潤
色
ニ

相
成
候
義
一
ッ
も
無
御
座
候
得
は
、
諸
方
之
取
引
不
在

候
て
は
弥
成
行
六
ヶ
敷
御
座
候
、
其
上
去
ル

巳
（
文
政
四
年
）

年
火
災
之

大
難
ニ
而

既
ニ

一
駅
滅
却
之
場
ニ

至
り
、
宿
継
御
用
も
相
勤
得
不

申
候
所
御
先
代
様
御
旧
跡
之
御
事
故
、
別
各
之
御
僉
義
方
を
以

御
取
立
被
為
城
下
、
及
拾
五
ヶ
年
之
間
諸
役
御
免
除
之
上
調
達

銀
御
用
金
等
不
被
仰
付
様
御
達
置
罷
成
下
候
間
、
早
速
家
建

仕
候
様
被
為
仰
渡
候
ニ

付
、
御
通
筋
は
前
側
漸
あ
ら
〳
〵
ニ

家

作
仕
候
得
は
一
統
面
々
手
前
は
未
渡
世
之
手
立
も
調
兼
候
、

其
上
去
年
之
不
作
ニ
而

米
穀
初
メ

諸
色
高
直
ニ

相
成
、
中
分
以
下

ひ
し
と
成
立
不
申
候
、
商
売
仕
候
者
も
一
両
年
之
処
、
前
代

未
聞
之
不
景
気
ニ
而
日
夜
渡
世
方
の
ミ
ニ

心
痛
仕
居
申
候
為
躰

ニ
而

上
ヶ
銀
御
割
符
請
申
族
ニ
而
も

無
御
座
候
、
右
御
用
金
之
御

沙
汰
ニ
而

も
御
座
候
哉
、
当
四
月
以
来
ゟ
町
方
諸
商
曽
而

以
無

御
座
候
、
就
夫
町
中
諸
普
請
も
無
之
、
諸
職
工
人
并

日
雇
人
等

悉
困
窮
至
極
仕
居
申
候
ニ

付
、
御
救
等
奉
願
上
置
候
内
、
当
時

上
ヶ
銀
之
義
被
仰
出
迷
惑
至
極
仕
候
、
右
御
割
符
請
申
義
は
扨

置
、
差
当
り
当
時
質
屋
質
取
不
申
、
銭
相
場
悉
下
落
仕
米
直
段

ニ
相
拘
り
、
勿
論
商
人
取
引
方
一
円
相
止
、
諸
職
工
人
日
雇
稼
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一
、
六
拾
貫
目　
　

石
浦
町
南
町

一
、
五
拾
貫
目　
　

五
枚
丁
博
労
町
法
船
寺
町　

一
、
百
拾
貫
目　
　

横
堤
町
近
江
町
十
間
町

一
、
九
拾
貫
目　
　

堤
丁
上
下
共　
　
　
　
　
　

一
、
百
拾
貫
目　
　

安
江
町
安
江
木
町

一
、
七
拾
貫
目　
　

鍛
冶
町
堀
川　
　
　
　
　
　

一
、
百
拾
貫
目　
　

袋
町

一
、
弐
百
拾
貫
目　

尾
張
町
今
町
新
町　
　
　

一
、
九
拾
貫
目　
　

森
下
町
大
樋
町

一
、
百
五
拾
貫
目　

材
木
町
天
神
町　
　
　
　

一
、
六
拾
貫
目　
　

小
立
野

〆
千（

実
、
千
四
百
七
十
貫
目
）

五
百
八
拾
貫
目　

但
し
拾
貫
目
過
ニ

見
ヘ
申
候

上
ヶ
銀
高
岡
町
中
一
統
ゟ
願
書
付
写

　
　
　
　

乍
恐
書
付
を
以
奉
願
上
候

今
般
、
御
領
国
江

上
ヶ
銀
被
為
仰
出
候
内
御
当
所
江

五
百
五
拾

貫
目
被
為
仰
渡
御
座
候
段
、
私
共
御
役
所
様
江

御
呼
立
之
上
被

為
仰
渡
、
奉
得
其
意
候
、
早
速
右
御
趣
意
通
町
中
江

申
渡
候

所
、
一
統
奉
恐
入
当
惑
仕
候
、
元
来
御
当
地
之
義
は
以
前
与

違

悉
難
渋
仕
候
故
、
畢
竟
町
方
江

御
割
符
被
為
仰
渡
候
共
曽
而

調

〆
三（

実
、
三
千
四
百
八
十
八
貫
目
）

千
四
百
九
拾
七
貫
目　

外
ニ

八
拾
三
貫
目　

松
任

合
三（

実
、
三
千
五
百
七
十
一
貫
目
）

千
五
百
八
拾
貫
目

右
戌
五
月
廿
八
日
御
場
ニ
而

被
仰
渡
候
事

一
、
千
五
百
八
拾
貫
目　

金
沢　
　
　

一
、
五
百
五
拾（

「
貫
」
欠
）

□
目　
　

高
岡

一
、
弐
百
七
拾
貫
目　
　

石
動
・
氷
見
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

城
端
三
ヶ
所

一
、
弐
百
六
拾
貫
目　
　

小
松
安
宅

一
、
三
百
七
拾
貫
目　
　

本
吉
湊　
　

一
、
百
拾
貫
目　
　
　
　

魚
津

一
、
九
拾
貫
目　
　
　
　

所
口　
　
　

一
、
百
七
拾
貫
目　
　
　

宮
腰

〆
七（

実
、
六
千
九
百
七
十
一
貫
目
）

千
貫
目
当
六
月
廿
日
上
納

　
　
　
　
　
　

 

十
月
廿
日

金
沢
町
方
上
納
銀
割
符
扣

一
、
百
七
拾
貫
目　

野
町
石
坂（

本
カ
）

斗
間
町　
　

一
、
百
拾
貫
目　
　

片
町
川
原
町

一
、
八
拾
貫
目　
　

立
町
新
立
町
川
原
百
姓
町　

一
、
同　
　
　
　
　

高
瀬
屋
義
八　
　
　

一
、
同　
　
　
　
　

塩
屋
弥
助

一
、
同　
　
　
　
　

竹
村
屋
清
兵
衛　
　

一
、
同　
　
　
　
　

本
松
屋
長
右
衛
門

一
、
同　
　
　
　
　

西
部
屋
市
右
衛
門　

一
、
同　
　
　
　
　

蓮
花
寺
屋（

虫
損
・
右
カ
）

伝
□
衛
門

一
、
三
百
目　
　
　

会
所

〆
　

戌
五
月
晦
日
上
納

　
　

但
し
跡
御
上
納
に
付
、
未
タ
此
分
上
納
無
之

御
国
中
上
ヶ
銀
七
千
貫
目
割
符
之
扣

一
、
七
拾
四
貫
目　
　
　

能
美
郡　
　

一
、
七
百
貫
目　
　
　
　

石
川
郡

一
、
五
百
七
拾
貫
目　
　

河
北
郡　
　

一
、
三
百
廿
五
貫
目　
　

能
州
口
郡

一
、
四
百
拾
貫
目　
　
　

能
州
奥
郡　

一
、
六
百
五
拾
貫
目　
　

砺
波
郡

一
、
四
百
四
拾
九
貫
目　

射
水
郡　
　

一
、
三
百
拾
貫
目　
　
　

新
川
郡
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一
、
同　
　
　
　
　

飴
屋
六
右
衛
門

一
、
同　
　
　
　
　

唐
津
屋
庄
右
衛
門　

一
、
同　
　
　
　
　

油
屋
又
右
衛
門

一
、
同　
　
　
　
　

水
上
屋　
　
　
　
　

一
、
同　
　
　
　
　

二
口
屋
利
兵
衛

一
、
同　
　
　
　
　

小
馬
出
屋
善
兵
衛　

一
、
同　
　
　
　
　

釜
屋
四
郎
右
衛
門

一
、
同　
　
　
　
　

釜
屋
長
右
衛
門　
　

一
、
同　
　
　
　
　

釜
屋
治
郎
兵
衛

一
、
同　
　
　
　
　

釜
屋
又
右
衛
門　
　

一
、
同　
　
　
　
　

釜
屋
権
兵
衛

一
、
同　
　
　
　
　

釜
屋
源
右
衛
門　
　

一
、
同　
　
　
　
　

釜
屋
八
郎
右
衛
門

一
、
百
目　
　
　
　

二
塚
屋
七
兵
衛　
　

一
、
同　
　
　
　
　

増
山
屋
七
左
衛
門

一
、
同　
　
　
　
　

室
屋
弥
三
右
衛
門　

一
、
同　
　
　
　
　

佐
ヶ
野
屋
伝
七

一
、
同　
　
　
　
　

室
屋
久
四
郎　
　
　

一
、
同　
　
　
　
　

木
下
屋
五
郎
右
衛
門

一
、
同　
　
　
　
　

増
山
屋
善
助　
　
　

一
、
同　
　
　
　
　

中
村
屋
吉
五
郎

一
、
同　
　
　
　
　

塩
屋
喜
三
郎　
　
　

一
、
同　
　
　
　
　

茶
屋
五
助

一
、
同　
　
　
　
　

釜
屋
久
右
衛
門　
　

一
、
同　
　
　
　
　

釜
屋
治
郎
右
衛
門

一
、
同　
　
　
　
　

関
屋
七
兵
衛　
　
　

一
、
同　
　
　
　
　

関
屋
忠
兵
衛

一
、
同　
　
　
　
　

石
瀬
屋
与
兵
衛　
　

一
、
同　
　
　
　
　

早
川
屋
安
右
衛
門

一
、
同　
　
　
　
　

糸
屋
仁
三
郎　
　
　

一
、
同　
　
　
　
　

井
波
屋
平
六

一
、
同　
　
　
　
　

室
屋
小
右
衛
門　
　

一
、
同　
　
　
　
　

本
江
屋
庄
助

一
、
同　
　
　
　
　

伊
勢
領
屋
長
右
衛
門

一
、
同　
　
　
　
　

小
松
屋
半
右
衛
門

一
、
百
目　
　
　
　

高
木
屋
藤
右
衛
門　

一
、
百
目　
　
　
　

正
源（

寺
ヵ
）

生
四
郎
兵
衛

一
、
同　
　
　
　
　

小
竹
屋
藤
兵
衛　
　

一
、
同　
　
　
　
　

鷲
塚
屋
善
右
衛
門

一
、
同　
　
　
　
　

新
保
屋
新
兵
衛　
　

一
、
同　
　
　
　
　

中
野
屋
市
兵
衛

一
、
六
百
目　
　
　

米
屋
久
兵
衛　
　
　

一
、
五
百
目　
　
　

開
発
屋
十
左
衛
門

一
、
三
百
目　
　
　

鍛
冶
屋
又
右
衛
門　

一
、
三
百
目　
　
　

開
発
屋
庄
右
衛
門

一
、
同　
　
　
　
　

釜
屋
与
四
兵
衛　
　

一
、
同　
　
　
　
　

中
野
屋
五
右
衛
門

一
、
同　
　
　
　
　

本
江
屋
伊
右
衛
門　

一
、
弐
百
目　
　
　

佐
ヶ
野
屋
伝
右
衛
門

一
、
弐
百
目　
　
　

室
屋
仁
右
衛
門　
　

一
、
同　
　
　
　
　

紺
屋
源
五
郎

一
、
同　
　
　
　
　

羽
広
屋
庄
八　
　
　

一
、
同　
　
　
　
　

塩
屋
喜
兵
衛

一
、
弐
百
目　
　
　

中
野
屋
又
四
郎　
　

一
、
同　
　
　
　
　

宮
袋
屋
半
助

一
、
同　
　
　
　
　

高
瀬
屋
義
兵
衛　
　

一
、
同　
　
　
　
　

早
貸
屋
八
郎
右
衛
門
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一
、
同　
　
　
　
　

室
屋
市
左
衛
門　
　

一
、
同　
　
　
　
　

塩
屋
半
治
郎

一
、
同　
　
　
　
　

関
屋
庄
兵
衛　
　
　

一
、
同　
　
　
　
　

増
山
屋
善
兵
衛

一
、
同　
　
　
　
　

沢
屋
伊
兵
衛　
　
　

一
、
同　
　
　
　
　

手
崎
屋
宇
兵
衛

一
、
同　
　
　
　
　

金
屋
太
兵
衛　
　
　

一
、
同　
　
　
　
　

大
野
屋
又
七

一
、
四
百
目　
　
　

早
貸
屋
吉
右
衛
門　

一
、
四
百
目　
　
　

小
間
物
屋
文
助

一
、
同　
　
　
　
　

道
具
屋
勘
右
衛
門　

一
、
同　
　
　
　
　

石
塚
屋
弥
助

一
、
同　
　
　
　
　

開
発
屋
清
兵
衛　
　

一
、
同　
　
　
　
　

井
波
屋
平
兵
衛

一
、
同　
　
　
　
　

神
嶋
屋
七
郎
兵
衛　

一
、
同　
　
　
　
　

上
市
屋
権
兵
衛

一
、
同　
　
　
　
　

立
野
屋
善
四
郎
一　

一
、
同　
　
　
　
　

中
嶋
屋
嘉
兵
衛

一
、
同　
　
　
　
　

塩
屋
弥
三
兵
衛　
　

一
、
三
貫
六
百
目　

手
崎
屋
彦
右
衛
門

一
、
三
貫
三
百
目　

鷲
塚
屋
十
右
衛
門　

一
、
弐
貫
五
百
目　

福
岡
屋
清
右
衛
門

一
、
弐
貫
五
百
目　

井
林
屋
伊
右
衛
門　

一
、
弐
貫
五
百
目　

石
瀬
屋
与
左
衛
門

一
、
弐
貫
目　
　
　

井
林
屋
善
助　
　
　

一
、
弐
貫
目　
　
　

定
塚
屋
長
兵
衛

一
、
壱
貫
五
百
目　

羽
広
屋
勘
左
衛
門　

一
、
壱
貫
三
百
目　

布
屋
庄
助

一
、
壱
貫
五
百
目　

鷲
塚
屋
八
左
衛
門　

一
、
壱
貫
三
百
目　

羽
広
屋
伊
右
衛
門

一
、
壱
貫
三
百
目　

高
辻
屋
与
右
衛
門　

一
、
壱
貫
百
目　
　

綿
屋
義
兵
衛

一
、
壱
貫
百
目　
　

横
田
屋
吉
左
衛
門　

一
、
同　
　
　
　
　

塩
屋
弥
右
衛
門

一
、
壱
貫
百
目　
　

小
馬
出
屋
八
兵
衛　

一
、
八
百
目　
　
　

羽
広
屋
久
右
衛
門

一
、
八
百
目　
　
　

横
田
屋
又
助　
　
　

一
、
同　
　
　
　
　

指
物
屋
三
右
衛
門

一
、
亭
主
一
人
限
り
下
座
致
可
罷
在
候
御
触
渡
候
得
共
、
殿
様

御
通
行
同
様
ニ

拝
見
不
苦
候
事

二
月
十
九
日
越
前
福
井
ゟ　

高
田
行
、
又
右
衛
門
申
渡
候
事

○
戊
辰
戦
争
の
東
征
段
階
。
新
政
府
軍
は
東
海
道
・
東
山
道
・

北
陸
道
の
三
コ
ー
ス
で
東
を
め
ざ
す
。
北
陸
鎮
撫
の
新
政
府

軍
は
慶
応
四
年
一
月
二
十
日
出
京
、
二
月
十
五
日
に
福
井

着
。

　

藩
主
松
平
春
嶽
は
徳
川
慶
喜
を
補
佐
擁
護
の
立
場
に
あ
る

が
、
領
民
は
肅
々
と
新
政
府
軍
を
受
け
入
れ
て
い
る
。

10　
１　

上
銀
御
願
書
付
写

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

文
政
九
年
六
月

【
釈
文
】

（
表
紙
）

「
文
政
九
年
戌
六
月

　

上
銀
御
願
書
付
写
」

　

御
仕
法
御
調
達
割
符
扣　

惣
高
六（

実
、
六
十
貫
二
百
目
）

拾
貫
目　

一
冊
分

一
、
五
貫
四
百
目　

井
波
屋
佐
七
郎　
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一
、
御
本
陣
ニ

付
、
天
気
ニ

応
し
て
下
駄
類
八
十
束
用
意
可
有

之
事

一
、
金
た
ら
へ
四
十
計

一
、
手
拭
八
十
筋
計

　

御
道
中
手
廻
り
入
用
之
品
買
上
ニ

付
、
夫
々
取
寄
候
事

一
、
按
摩
沢
山

一
、
針
医
師　

同
断

一
、
笠
杖　

但
、
三
十
弐
入（

い
）ル

候

一
、
夕
御
ぜ
ん　

汁　

白
味
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

さ
め
の
こ

一
、
焼
も
の　

か
れ
い

一
、
御
肴　

か
に
の
身
抜

一
、
朝
ぜ
ん　

焼
物
た
い

一
、
平　
く
す
し
于（

煮
）付

水
な

　

一
、
御
上
二
人
、
御
料
理
人
小
浜
古
川
伊
助

　

但
し
六
ヶ
敷
人
故
心
得
可
有
事

右
之
通
聞
及
候
丈
、
荒
増
如
此
御
座
候
、
且
又
御
通
先
門
前
厳

重
之
御
觸
渡
し
之
処
、
誠
ニ

御
心
安
き
事
御
座
候

御
往
来
先
又
小
路
之
石
塔
并
ニ

地
蔵
等
ニ

至
迄
、
若
又
筵
等
ニ
而

構
置
候
分
御
勅
使
不
及
其
義
、
宿
ニ
而

不
残
取
払
之
事

　
　
　
　
　
　

や
へ
ば
か
な
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官
軍
福
井
御
本
陣
入
用
覚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

慶
応
四
年
二
月
十
九
日

【
釈
文
】

一
、
御
本
陣
付　
　

七
十
弐
人

一
、
広
島
藩　
　
　

百
十
六
人

一
、
薩
摩
藩　
　
　

六
人

　
　
　

但
し
御
前
御
勅
使
御
取
次

一
、
伊
予
宇
和
島　

六
人

一
、
若
州
小
浜　
　

三
百
五
十
人

一
、
福
井
家
老
等　

百
人

　
　
　

是
ハ
京
都
御
陣
之
中
ゟ
被
仰
付
候

右
御
人
数
当
十
四
日
越
前
府
中
御
泊
り
、
十
五
日
福
井
御
着
、

尤
彼
地
ニ

十
日
計
り
止
宿
之
上
、
大
野
、
丸
岡
、
鯖
井（

江
）

、
勝

山
、
府
中
等
御
呼
立
之
上
決
判
有
之
御
様
子
ニ

御
座
候

一
、
京
都
ゟ
越
前
路
迄
合
戦
之
御
用
意
ニ
而

御
通
行
、
又
加
越

ハ
常
の
御
道
中
、
越
後
路
ゟ
又
合
戦
之
御
拵
ニ
而

御
通
行
可
被

遊
候
事

昔
の
剱　

今
の
菜
刀　
　
　

彦
根

お
ふ
た
子
ニ

教
ら
れ
て
浅
瀬
を
渡
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

八
幡
の
討
手

闇
の
夜
ニ

鉄
砲　
　
　
　
　

所
々
の
張
紙

下
駄
と
焼
み
そ　
　
　
　
　

倍（
陪
）

臣
御
請
之
沙
汰

是
ニ

こ（
懲
）れ

よ
道
才
坊　
　
　

長
州
行
之
異
国
人

寺
か
ら
里
へ　
　
　
　
　
　

中
川
ノ
宮

猫
ニ

小
判　
　
　
　
　
　
　

征
伐
之
朝
ね

馬
の
耳
ニ

風　
　
　
　
　
　

諸
家
の
幕
府
建
白

雀
百
ま
で
踊
忘
れ
す　
　
　

水
と（

戸
）の

隠
居

し
わ
ん
坊
の
柿
の
種　
　
　

三
条
大
店

瓢
た
ん
か
ら
馬
か
出
る　
　

諸
家
か
ち
〳
〵

京
ニ

田
舎
あ
り　
　
　
　
　

鉄
砲
の
烟

長
藩
ニ

打
手
を
す
れ
ハ

負
博
奕

長
藩
ハ

御
法
度
な
れ
共
人
か
す
て

長
藩
に
ま
け
た
会
津
ハ

伊
井

さ
ま
た
寺
迄
鉄
砲
て
焼
て
し
ま
っ
た

　

長
州
寒
中
之
水
行

打
わ
ら
て　

水
も
氷
の
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針
の
穴
か
ら
天
の
ぞ
く　
　

倍（
陪
）

臣
の
建
白

二
階
か
ら
目
薬　
　
　
　
　

長
州
の
歎
願

仏
の
顔
も
三
度　
　
　
　
　

御
上
洛

下
手
の
長
談
義　
　
　
　
　

朝
敵
の
制
札

豆
腐
ニ

か
す
か
い　
　
　
　

攘
夷
の
勅
命

地
獄
の
沙
汰
も
金
次
第　
　

三
公
九
卿

ぬ
か
に
釘　
　
　
　
　
　
　

諸
品
直
下
ヶ
触

類
を
以
而

集
る　
　
　
　
　

会
津
と
彦
根

鬼
も
十
八　
　
　
　
　
　
　

舶
来
美
人

笑
ふ
門
ニ

福
来
ル　

　
　
　

諸
芝
居
大
入
売
買
繁
昌

蟇
の
つ
ら
に
水　
　
　
　
　

会
津
悪
口

夜
目
遠
目
傘
の
内　
　
　
　

仙
台

立
い
た
ニ

水　
　
　
　
　
　

水
戸
の
建
白

れ
ん
き
て
腹
切　
　
　
　
　

長
州
征
伐

袖
の
振
合
も
他
生
の
縁　
　

武
田
伊
賀
守

な
す
時
の
ゑ
ん
ま
顔　
　
　

御
用
金

武
士
、
喰
ね
と
高
楊
枝　
　

付
合
ニ

建
白
諸
侯

江
戸
の
か
た
き
ハ

長
崎　
　

長
州
征
伐

幽
霊
の
浜
か
せ　
　
　
　
　

幕
府
の
政
事

縁
と
月
夜　
　
　
　
　
　
　

攘
夷
の
期
限

京
ゟ
香
港
ヘ

廻
候
英
国
騎
兵
九
百
人
程
有
之
申
候
。
右
騎
兵
之

中
ゟ
精
兵
撰
ひ
十
二
人
丈
呼
寄
、
江
戸
市
中
往
来
之
節
為
警
衛

召
連
申
度
候
、
右
ニ

付
日
本
ゟ
付
置
候
警
衛
人
ハ
御
断
申
上
候

よ
し
ニ

御
座
候
。

　
　

十
月
九
日

西
洋
行
使
節
人
相
減
し
漸
三
十
人
ニ

相
決
申
候
様
子
ニ

御
座

候
。

一
、
水
戸
浪
人
種
々
形
を
変
し
徘
徊
仕
候
趣
ニ
付
、
委
曲
吟
味

可
仕
段
、
御
内
意
有
之
様
風
評
御
座
候
。

一
、
仏
蘭
斯
ミ
ニ
ス
ト
ル
西
洋
行
人
数
ニ

対
面
仕
置
度
よ
し
申

出
候
事
。
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長
州
に
つ
き
い
ろ
は
た
と
ひ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

〔
元
治
元
年
〕

【
釈
文
】

　
　

長
州
ニ

付
い
ろ
は
た
と
ひ

一
寸
先
ハ

闇
の
夜　
　
　
　

当
時
武
家
人

論
語
読
の
論
語
し
ら
ず　
　

征
伐
の
職
掌

　
　

九
月
廿
四
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

手
塚

過
日
英
仏
ミ
ニ
ス
ト
ル
共
此
度
京
洲
ゟ
御
台
様
御
下
行
有
之
候

趣
承
り
及
、
何
卒
拝
見
被
仰
付
候
様
願
出
候
。
右
ニ

付
御
答
ニ

ハ
、
御
台
様
此
度
之
御
下
行
ハ

日
本
人
ニ
而
も

致
拝
見
候
義
相
叶

不
申
、
況
や
異
人
拝
見
杯
ハ
迚
も
不
申
候
由
被
仰
渡
候
。
且
木

曽
路
の
趣
も
与本

ノ
マしゝ

相
見
之
申
候
。

異
人
申
出
候
者
何
故
右
様
ニ

御
隠
し
有
之
候
哉
、
後
々
争
論
等

御
座
候
節
、
万
一
御
聞
正
し
之
御
台
様
御
裁
断
可
有
之
場
合
ニ

至
候
節
ハ

如
何
相
成
候
哉
。
余
り
御
隠
し
御
座
候
而
ハ

万
民
も

不
意
ニ

御
台
様
ヘ

拝
顔
仕
候
而
も

存
不
申
候
。
我
国
杯
ニ
而
ハ

国

王
之
夫
人
た
り
と
も
供
人
両
三
人
ニ
而

歩
行
仕
候
。
途
中
ニ
而

臣

下
ハ

礼
を
致
し
候
得
者

相
応
之
返
礼
い
た
し
過
去
申
候
段
申
出

候
。

一
、
明
春
ハ

支
那
へ
使
節
御
遣
し
ニ
相
成
候
趣
ニ

御
座
候
。
当

春
箱
館
ゟ
支
那
へ
被
遣
候
亀
甲
丸
と
申
船
帰
候
よ
し
。
右
船
中

ニ
積
行
候
荷
物
ニ
而

大
利
御
座
候
趣
御
座
候
。

一
、
英
国
ミ
ニ
ス
ト
ル
も
近
頃
者

、
横
浜
ヘ

参
り
居
候
処
、
両

三
日
前
書
状
指
出
候
。
其
趣
ハ

近
日
出
府
之
上
西
洋
行
使
節
并

ミ
ニ
ス
ト
ル
館
定
方
一
件
ニ

付
評
議
仕
度
義
有
之
、
且
此
度
北
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文
久
元
年
情
勢
覚
書

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

文
久
元
年
十
月
九
日

【
釈
文
】

文
久
元
年
辛
酉

水
野
筑
後
守
桑
山
左
衛
門
尉
両
人
西
洋
行
使
節
御
免
ニ

相
成
申

候
。
松
平
石
見
守
殿
被
仰
付
候
処
内
支
度
仕
候
ニ

付
、
為
御
手

当
金
弐
百
両
宛
被
下
候
。
水
野
筑
後
守
義
無
人
島
ヘ

検
査
御
用

被
仰
付
候
。
不
遠
内
軍
艦
ニ
而

彼
地
ヘ

被
致
出
張
候
様
子
御
座

候
。

一
、
長
崎
奉
行
岡
部
駿
河
守
殿
十
三
日
長
崎
表
出
帆
ニ
而

、
咸

臨
丸
ニ

乗
急
々
帰
府
有
之
、
又
々
右
船
ニ
而

御
用
相
済
次
第
早

速
崎
陽
出
帆
之
趣
、
長
崎
表
伝
習
ニ
而

在
留
仕
候
者
ゟ
申
来

候
。
右
一
件
何
之
為
ニ
ヤ

相
分
り
不
申
候
得
と
も
、
長
崎
ニ
而

変

事
有
之
趣
御
座
候
。

一
、
亜
国
製
造
方
御
願
ニ
相
成
候
軍
艦
二
艘
、
ニ
ウ
ヨ
ル
ク

ニ
而

作
候
趣
ニ

御
座
候
。
右
舟
製
造
の
分
并
諸
術
伝
習
と
し
て

操
練
所
ゟ
五
人
御
人
撰
ニ

相
成
、
ハ
ル
リ
ス
帰
国
之
節
被
遣
候

ニ
相
決
申
候
。
帰
国
ハ

十
二
月
ゟ
正
月
ニ

も
相
成
可
申
段
申
出

候
。

扨
、
此
品
余
り
御
麁
末
ニ

御
座
候
へ
共
、
朝
夕
御
笑
草
ニ

御
覧

ニ
入
候
。
御
召
ニ

も
相
成
候
は
ゝ
浅
か
ら
す
有
難
存
上
ま
い
ら

せ
候
。
何
も
〳
〵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

万
々
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

目
出
度
か
し
く

（
宛
名
）
御
か
も
し
様　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

よ
の

　
　
　
　
　
　
　
　

人
々
御
め
て
度
申
上
候

（
追
て
書
）

猶
々
時
か
ふ
折
角
御
い
と
ひ
遊
ハ
し
候
や
う
、
い
の
り
あ
け
ま

い
ら
せ
候
。
乍
末
、
其
御
惣
よ
ふ
様
へ
山
々
よ
ろ
し
く
仰
上
ら

れ
被
下
候
様
乍
恐
願
上
候
。

此
方
何
れ
も
替
り
候
事
無
之
子
共
も
丈
夫
に
成
人
い
た
し
参
ら

せ
候
。
乍
憚
御
心
安
思
召
被
遊
被
下
候
様
願
上
ま
い
ら
せ
候
。

猶
是
よ
り
ハ
時
々
御
そ
ば
伺
た
く
、
何
と
ぞ
幾
久
し
く
御
取
な

し
願
上
候
。
な
に
も
〳
〵
筆
廻
り
か
ね
乱
筆
恐
入
ま
い
ら
せ

候
。
御
ゆ
る
し
被
下
候
。
何
も
〳
〵
あ
ら
〳
〵
め
て
度
か
し
く

○
坪
井
よ
の
は
坪
井
信
良
の
後
妻
。
前
妻
ま
き
が
元
治
元
年

（
一
八
六
四
）
九
月
に
亡
く
な
っ
た
の
で
同
年
十
二
月
に
再

婚
。
本
状
は
そ
の
翌
年
正
月
の
も
の
。

○
追
て
書
に
「
も
は
や
当
年
も
少
々
に
相
成
候
」
と
あ
る
。
娘

の
菊
女
は
万
延
元
年
（
一
八
六
〇
）
に
生
ま
れ
、
翌
年
の
文

久
元
年
（
一
八
六
一
）
の
七
月
に
死
亡
し
て
い
る
の
で
、
本

状
は
文
久
元
年
正
月
直
前
の
万
延
元
年
十
二
月
と
し
た
。
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坪
井
よ
の
（
信
良
後
妻
）
よ
り
御
か
も
じ
様

（
佐
渡
と
ら
）
宛
賀
状

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

〔
慶
応
元
年
正
月
〕

【
釈
文
】

御
目
出
度
、
文
し
て
申
上
参
ら
せ
候
。
先
々
其
御
惣
よ
ふ
様
御

揃
遊
ハ
し
御
機
嫌
よ
く
い
ら
せ
ら
れ
候
御
事
御
め
て
度
、
な
お

折
か
ら
の
御
障
り
さ
ま
も
有
せ
ら
れ
す
候
御
事
、
か
す
〳
〵
御

悦
申
上
ま
い
ら
せ
候
。

左
様
ニ

御
座
候
得
は
、
私
事
ふ
し
き
の
御
縁
ニ
而

文
ニ
而

も
御
機

嫌
伺
候
御
事
、
身
に
余
り
い
か
斗
り
ハ
や
〳
〵
有
難
か
り
参
ら

せ
候
。
去
乍
、
ふ
て
う
ほ
う
者
ニ
而

何
事
ニ

も
行
届
か
ね
候
御

事
山
々
恐
入
ま
い
ら
せ
候
。
何
と
ぞ
〳
〵
幾
久
し
く
御
目
懸
さ

せ
ら
れ
被
遊
被
下
候
様
願
上
ま
い
ら
せ
候
。
誠
ニ

御
遠
方
の
御

事
ニ

而
折
々
御
目
通
り
も
致
し
か
ね
、
是
の
ミ
ハ
山
々
残
多
ニ

存

上
ま
い
ら
せ
候
。
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久
し
く
ま
ん
〳
〵
年
元
御
祝
ゐ
戴
候
御
事
、
是
又
恐
乍
皆
々
様

へ
右
御
礼
余
な
く
御
願
申
上
候
。

又
此
し
な
誠
に
〳
〵
御
麁
末
成
も
の
に
候
へ
と
も
御
わ
ら
い
く

さ
ニ

御
覧
ニ

入
度
、
御
か
も
し
様
へ
も
御
機
嫌
伺
之
文
ニ

て
も

さ
し
あ
け
候
筈
乍
、
取
い
そ
き
此
た
ひ
は
御
無
さ
た
申
上
候
段

よ
ろ
し
く
御
伝
言
御
願
申
上
候
。

此
か
た
ニ

て
も
ミ
な
〳
〵
そ
く
才
ニ

て
く
ら
し
居
候
ま
ゝ
御
心

安
思
召
被
下
候
。

先
ハ
寒
中
御
伺
度
サ

　
　
　
　
　

あ
ら
〳
〵
早
々

　
　
　
　
　
　
　
　
　

め
て
度
か
し
く

（
追
て
書
）

返
々
、
御
寒
サ
御
い
と
ゐ
被
遊
候
様
御
念
事
〳
〵
申
上
候
。
も

は
や
当
年
も
少
々
に
相
成
候
、
ま
た
〳
〵
春
永
ふ
ゆ
る
〳
〵
と

申
上
度
、
末
な
か
ら
皆
々
様
ヘ
宜
敷
〳
〵
御
願
申
上
候
。

　

め
て
度
か
し
く

（
宛
名
）

「
佐
渡　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

坪
井

　
　

御
あ
ね
上
様　
　
　
　
　
　
　
　
　

ま
き

　
　
　
　
　
　

申
上　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

る
の
で
、
本
状
は
信
良
が
坪
井
家
へ
入
家
し
た
嘉
永
元
年

（
一
八
四
八
）
十
一
月
の
翌
春
嘉
永
二
年
正
月
と
特
定
し

た
。
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坪
井
ま
き
（
信
良
妻
）
よ
り
佐
渡
姉
上
（
よ

り
）
宛
寒
中
見
舞
状

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

〔
万
延
元
年
十
二
月
〕

【
釈
文
】

御
め
て
度
文
し
て
申
上
ま
い
ら
せ
候
。

寒
中
と
ハ
申
乍
殊
の
外
御
寒
サ
つ
よ
く
御
座
候
へ
と
も
、
先
々

其
御
地
ニ

て
も
御
賀
も
し
様
御
初
皆
々
様
ニ

も
御
寒
サ
之
御
障

り
さ
ま
も
な
ふ
、
御
さ
え
〳
〵
し
く
被
為
入
候
御
事
、
い
か
斗

〳
〵
御
め
て
度
御
悦
申
上
候
。

左
様
ニ

御
座
候
ヘ
ハ

、
ひ
さ
〳
〵
う
ち
た
え
御
機
嫌
も
御
伺
不

申
御
無
さ
た
申
上
候
。

御
か
も
し
様
ニ

て
も
御
機
嫌
よ
く
被
為
入
候
哉
、
憚
り
さ
ま
乍

御
ま
え
様
よ
り
御
無
沙
汰
申
上
候
御
も
ふ
し
わ
け
、
よ
ろ
し
く

御
と
り
な
し
御
伝
言
御
願
申
上
候
。

扨
、
先
も
し
は
出
産
之
セ
つ
は
早
速
御
い
わ
ゐ
被
下
、
難
有
幾

御
ら
ん
ニ

入
候
。
末
な
か
ら
其
御
壱
門
様
か
た
へ
も
御
祝
ひ
宜

敷
御
て
ん
言
御
願
申
上
候
。

此
方
信
良
初
、
ミ
な
〳
〵
そ
く
才
ニ

春
を
迎
え
候
ま
ゝ
、
憚
乍

御
心
さ
ま
や
す
く
御
覚
し
め
し
被
下
候
様
、
よ
は
春
ふ
か
ふ
ニ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

万
々
年
目
出
度

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
し
く

（
追
て
書
）

か
へ
す
〳
〵
い
ま
た
よ
寒
も
つ
よ
く
御
座
候
ま
ま
、
御
ゐ
と
い

あ
そ
は
し
候
や
う
か
け
な
か
ら
御
念
事
申
上
ま
い
ら
せ
候
。
猶

当
は
る
は
信
良
の
夫
婦
初
て
ノ
は
る
の
御
事
故
、
娘
米
ゟ
も
御

年
始
文
さ
し
上
候
は
つ
乍
、
い
ま
た
屋
し
き
よ
り
も
下
り
切
ニ

も
相
成
不
申
、
折
々
上
り
下
り
致
し
居
宿
ニ

お
ち
つ
き
居
不
申

候
ま
ゝ
、
此
度
は
失
礼
申
上
候
。
此
段
皆
々
さ
ま
へ
よ
ろ
し
く

御
わ
ひ
御
願
申
上
候
。

序
乍
申
上
候
。
米
と
申
名
昨
冬
万
亀
と
申
名
ニ

取
か
へ
候
ま

ま
、
此
段
も
よ
ろ
し
く
御
願
申
上
候
。
何
も
〳
〵
わ
さ
と
御
し

う
義
、
ま
た
万
々
年

　

め
て
度
か
し
く

○
追
て
書
に
「
当
は
る
は
信
良
の
夫
婦
初
て
ノ
は
る
」
と
あ
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学
追
々
相
開
ケ

必
要
有
益
之
事
も
不
少
相
見
へ
候
間
、
以
来
御

医
師
之
義
漢
蘭
兼
学
致
候
様
被
仰
出
候
。

右
ニ

付
今
度
坪
井
信
良
召
連
候
間
、
蘭
学
之
義
ハ

同
人
ヘ

申
談

厚
致
修
行
候
様
被
仰
付
候
。
以
上

右
之
通
御
医
者
中
奥
表
共
一
同
被
仰
出
候
、
尚
以
町
医
共
有
志

之
者
ハ
信
良
旅
宿
へ
罷
出
修
行
可
致
候
。
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坪
井
く
め
（
信
良
義
母
）
よ
り
佐
渡
家
宛
賀
状

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

〔
嘉
永
二
年
正
月
〕

【
釈
文
】

幾
と
瀬
も
か
わ
ら
ぬ
春
の
御
寿
、
何
か
た
も
お
な
じ
御
事
と
祝

ひ
納
参
ら
せ
候
。

先
々
其
御
両
所
様
御
は
し
め
皆
々
さ
ま
か
た
御
揃
あ
そ
ハ
し
御

機
嫌
よ
く
わ
か
葉
の
春
へ
御
移
ら
せ
給
い
、
御
に
き
〳
〵
し
く

御
規
式
等
も
御
祝
ひ
あ
そ
は
し
候
御
事
、
幾
久
し
く
千
代
万
歳

の
外
ま
て
も
御
か
き
り
な
ふ
御
め
て
度
サ
御
歓
申
上
ま
い
ら
せ

候
。

さ
や
う
ニ

御
座
候
へ
は
こ
の
筥
の
う
ち
ま
事
ニ

〳
〵
御
麁
末
ニ

御
座
候
へ
共
、
御
年
始
申
上
候
印
ま
て
ニ

態
と
御
子
さ
ま
方
へ

為
浪
華
行　

心
如
向
陽
雁　

身
比
図
南
鴨　

千

里
始
跬
歩　

臨
別
聊
飛
觥　

朝
旭
鴉
声
喜

昨
雨
馬
蹄
軽　

少
年
多
游
蕩　

堅
志
要
強
勍

行
止
必
篤
敬　

交
游
重
忠
貞　

切
戒
軽
而
俊　

最
冀

坦
而
平　

飲
膳
淡
仍
寡　

衣
巾
粗
以
清　

非
レ
自
寿

且
健　

何
以
終
令
名　

緒
氏
関
西
傑　

学
術
無
与
京

得
師
真
所
楽　

及
時
□
研
精　

相
思
自
今
始　

鴻

鯉
慰
遠
情　
　
　

清
晨
唱
離
曲

　
　
　
　
　
　
　

挙
鞭
出
都
城

　
　

送
信
良
学
緒
方
氏
于
浪
華

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

道
稿
（
印
）
（
印
）
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医
業
の
義
に
つ
き
福
井
藩
御
触
渡
の
写

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

安
政
三
年

【
釈
文
】

安
政
丙
辰
春

　

福
井
御
触
渡
之
写

医
業
之
義
従
来
漢
方
を
以
て
治
療
致
来
候
得
共
、
近
来
西
洋
医

佐
渡
三
良
様

　
　
　
　

侍
史

○
師
の
坪
井
信
道
は
佐
渡
良
益
（
坪
井
信
良
）
を
養
子
に
す
る

こ
と
を
望
み
、
父
母
に
承
諾
を
得
さ
せ
る
た
め
弘
化
元
年
三

月
に
高
岡
の
実
家
へ
帰
郷
さ
せ
た
。
本
状
は
兄
の
三
良
へ
そ

の
決
断
を
促
し
て
い
る
も
の
。

参
考　

『
風
雲
通
信
』
参
考
二　

黒
川
良
安
佐
渡
三
良
宛
十

月
九
日
付
書
翰
（
四
頁
）、
お
よ
び
解
説
（
四
二
〇
頁
）。

６　
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坪
井
信
良
、
大
坂
の
緒
方
洪
庵
塾
へ
入
塾
に

際
し
、
師
（
義
父
）
信
道
よ
り
の
激
励
長
詩

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

〔
弘
化
四
年
〕

【
釈
文
】

（
引
首
印
）

揮
涙
辞
所
生　

張
腋
事
遠
征　

庭
闈
豈
無
慕　

桑

蓬
志
難
更　

十
八
游
京
洛　

三
歳
親
燈
檠　

廿
一

来
寓
我　

琅
々
誦
読
声　

黽
勉
四
座
駭　

議
論

十
目
瞠　

遂
為
子
与
父　

四
児
称
吾
兄　

奪
恩
慚

不
徳　

所
期
在
大
成　

言
笑
察
吾
色　

溢
清
見
汝

誠　

惟
丁
未
二
月　

春
色
方
遷
鶯　

雄
心
不
可
抑　

又
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佐
渡
良
益
（
信
良
）、
坪
井
家
入
家
同
意
方

依
頼
状

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

弘
化
元
年
三
月
二
十
三
日

【
釈
文
】

一
筆
啓
上
仕
候
。
春
寒
漸
相
退
候
処
先
以
御
地
御
揃
御
清
適
被

成
御
起
居
抃
喜
之
至
奉
存
候
。
隨
而

小
子
無
異
勤
学
罷
在
候
、

乍
憚
貴
意
易
思
召
可
被
下
候
。

扨
御
令
弟
様
当
月
二
日
此
表
御
発
足
に
相
成
候
。
定
而

山
川
無

恙
御
着
岡
被
成
、
此
節
者

御
対
面
と
奉
遠
察
候
。
附
て
ハ
毎
度

申
上
候
一
事
御
決
断
承
度
候
。
坪
井
家
之
様
子
ハ
諸
事
令
弟
様

ゟ
御
承
知
被
成
候
事
と

存
候
。
去
な
か
ら
若
又
不
分
明
之
こ
と

御
座
候
得
者

御
申
可
被
遣
候
。
尚
又
信
道
ニ

申
談
し

一
々
御
返

答
可
申
上
候
。
何
分
一
日
も
早
く
御
返
事
承
度
候
。

昨
日
深
川
ヘ

参
候
処
、
信
道
も
御
答
承
り
呉
候
様
申
聞
候
。
又

別
ニ

此
地
御
用
等
も
御
座
候
得
者

何
事
成
共
無
御
遠
慮
可
被
仰

遣
候
。
先
者

前
趣
申
上
度
、
匆
々
呈
乱
筆
候
万
余
重
信
可
申
上

候
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

誠
惶
九
拝

　
　

三
月
廿
三
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

黒
川
良
安

光
罷
在
候
。
乍
憚
御
懸
念
被
下
間
敷
候
。

扨
良
益
様
御
入
塾
已
来
昼
夜
御
研
精
日
々
御
上
達
被
成
、
此
節

者
治
療
な
と
ハ
御
独
見
ニ

相
成
申
候
。
今
暫
御
留
学
ニ

相
成
候

得
者

諸
侘
百
料
之
書
御
独
見
被
成
候
共
御
不
自
由
有
之
間
敷
と

奉
存
候
。

然
処
此
節
閑
候
得
者

是
非
一
応
御
帰
国
可
被
成
様
御
申
越
ニ

付

御
同
人
御
余
念
之
御
様
子
な
り
、
今
ハ

暫
時
候
得
共
後
ハ

終
身

之
悔
事
と

相
成
候
も
難
計
候
。
吾
兄
此
義
御
賢
察
、
御
尊
父
之

前
可
然
様
御
取
成
被
成
、
若
し
御
許
容
ニ

相
成
候
得
者

自
今
後

之
学
業
実
ニ

吾
兄
之
賜
と

奉
存
候
。
右
申
上
度
乱
筆
草
々
如
此

御
座
候
。
恐
惶
謹
言

　
　

九
月
十
三
日　
　
　
　
　
　
　
　
　

黒
川
良
安
（
花
押
）

佐
渡
三
良
様

　
　
　
　
　
　

坐
下

○
端
裏
書
に
「
閏
九
月
十
六
日
到
」
と
あ
る
の
で
、
天
保
十
四

年
と
特
定
し
た
。

○
黒
川
良ま

さ

安や
す

…
文
化
十
四
年
（
一
八
一
七
）
生
～
明
治
二
十
三

年
（
一
八
九
〇
）
没
。
蘭
方
医
。
越
中
新
川
郡
黒
川
村
出

身
。
シ
ー
ボ
ル
ト
に
師
事
し
、
天
保
十
二
年
（
一
八
四
一
）

坪
井
信
道
塾
に
入
門
、
塾
長
と
な
る
。
加
賀
藩
侍
医
、
卯
辰

山
養
生
所
（
の
ち
医
学
館
）
総
督
医
と
な
る
。

て
ハ
此
上
な
き
し
あ
わ
せ
ニ

御
座
候
。
よ
ろ
し
く
申
上
候
や
う

被
申
聞
候
。
此
度
も
私
大
坂
行
ニ

付
、
御
実
子
之
信
友
を
同
行

之
積
ニ

御
座
候
得
共
、
急
ニ
指
合
等
出
来
、
未
タ
し
か
と
相
決

し
不
申
候
。
又
々
後
之
便
り
ニ
可
申
上
候
。
先
ハ

あ
ら
〳
〵
申

上
候
。
申
上
度
事
沢
山
候
得
共
、
後
の
便
り
も
申
残
し
申
候
。

草
々
已
上
。

　
　

正
月
五
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

坪
井
信
良

佐
渡
御
母
上
様

　
　
　
　
　
　

上
ル

○
二
月
に
大
坂
適
塾
へ
入
塾
予
定
の
こ
と
を
書
い
て
い
る
の

で
、
弘
化
四
年
と
特
定
。

○
入
塾
に
際
し
、
心
情
を
こ
ま
ご
ま
と
陳
べ
た
も
の
。
母
宛
な

の
で
や
わ
ら
か
い
文
に
な
っ
て
い
る
。

６　
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佐
渡
良
益
（
信
良
）
の
学
業
等
の
こ
と
に
つ

き
書
翰

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

〔
天
保
十
四
年
〕
九
月
十
三
日

【
釈
文
】

秋
冷
之
時
節
御
起
居
益
御
清
適
奉
欣
慶
候
。
隨
而

小
子
無
異
消
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御
座
候
得
ハ
、
大
方
や
う
子
も
分
り
申
候
得
ハ
、
必
御
あ
ん
じ

被
成
被
下
間
敷
候
。
又
大
坂
ハ
江
戸
と
ハ
ち
が
へ
高
岡
辺
よ
り

多
く
あ
き
ん
人
も
参
り
候
事
ニ
御
座
候
得
ハ

、
却
而

御
国
之
や

う
す
も
度
々
承
り
候
事
も
出
来
申
候
ト
奉
存
候
而

相
た
の
し
ミ

居
申
候
。
今
年
ハ
父
上
様
ニ
ハ
と（

ど
）う

か
江
戸
表
へ
御
出
之
や
う
ニ

市
久
之
は
な
し
ニ

承
り
申
候
。
い
か
ヾ
ニ

御
座
候
や
、
も
し
御

出
ニ

候
ハ
ゝ
、

何
卆
私
之
ま
だ
発
足
ま
へ
ニ

御
出
之
程
、
家
内
一

統
御
待
申
上
候
。
併
し
あ
ま
り
御
早
く
候
て
ハ

道
中
ニ

ゆ
き
も

た
ん
と
御
座
候
べ
く
も
又
々
御
あ
ん
じ
申
上
候
。
御
父
上
様

此
せ
つ
御
き
げ
ん
よ
ろ
し
く
候
や
。
此
元
類
共
ハ

御
同
年
ニ

候

得
共
、
元
来
り
う
い
ん
之
持
病
御
座
候
而

折
々
指
起
り
、
又
平

日
誠
ニ

病
用
等
多
用
ニ

御
座
候
而

、
毎
日
通
例
ハ

朝
五
ツ
時
過
ニ

病
家
へ
出
懸
、
夜
九
ツ
時
八
ツ
時
頃
ニ

や
う
〳
〵
帰
候
事
ニ

御

座
候
。
病
家
も
江
戸
て
ハ
皆
々
遠
方
ニ
而

、
其
上
御
大
名
方
等

へ
も
出
て
候
得
ハ

何
角
手
間
取
右
之
通
ニ
而

、
宅
ニ

居
申
候
事
ハ

た
ヾ
朝
之
内
の
ミ
ニ
御
座
候
。
誠
ニ

人
之
出
入
之
多
き
内
ニ
而

、

日
々
多
用
ニ

暮
し
申
候
。
又
此
元
御
母
様
御
事
、
誠
ニ
よ
く
〳

〵
御
心
付
被
下
、
私
も
誠
ニ

母
様
ノ
や
う
ニ
そ
ん
じ
、
萬
事
御

は
な
し
致
し
、
折
々
ハ

御
国
之
は
な
し
な
ど
致
し
居
申
候
。
御

実
子
方
よ
り
ハ

却
而

私
事
を
し
ん
せ
つ
ニ

な
し
被
下
、
私
に
取

ヲ
打
沈
シ
、
今
壱
艘
ハ
、
知
其
不
免
、
自
放
火
焼
。
乗
組
人
も

何
方
ヘ
カ
遁
行
申
候
。
右
正
月
十
七
日
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〔
弘
化
四
年
〕
正
月
五
日
付
母
上
宛
書
翰

【
釈
文
】

初
春
之
御
寿
萬
々
目
出
度
申
納
候
。
先
以
其
元
父
上
様
・
母
上

様
初
メ
皆
々
様
御
き
げ
ん
よ
く
被
為
入
、
御
加
寿
目
出
度
奉
存

候
。
次
ニ

此
方
何
も
無
事
ニ
越
年
仕
候
。
憚
り
乍
御
安
心
被
下

度
候
。
御
内
之
御
や
う
子
等
ハ
毎
度
市
久
よ
り
承
り
、
皆
々
様

御
無
事
之
よ
し
喜
入
申
候
。
扨
私
事
、
兼
而

望
ミ
之
通
近
々
大

坂
へ
上
り
申
候
。
来
二
月
ニ
は
是
非
発
足
仕
候
つ
も
り
に
御
座

候
。
尤
大
坂
之
先
生
事
ハ
御
聞
及
も
御
座
候
や
、
親
共
之
第
一

之
門
人
ニ
而

当
時
大
坂
ニ
而

医
者
殊
之
外
流
行
ニ

御
座
候
。
兼
而

親
共
之
世
話
ニ

相
成
申
候
而

、
時
々
手
紙
之
往
来
等
親
類
同
様

ニ
致
し
居
申
候
人
々
ニ

御
座
候
。
又
其
門
人
ハ
三
十
人
余
り
、

書
生
も
有
之
様
子
ニ

候
得
共
、
其
内
私
之
存
知
之
人
六
七
人
も

有
之
候
。
又
大
坂
ハ
先
年
私
上
京
之
せ
つ
ニ
一
度
参
り
候
事
も

呆
レ
果
、
決
心
仕
兼
候
内
、
長
人
上
京
以
来
、
諸
願
都
て
正
大

ニ
取
扱
候
故
、
是
却
テ
関
東
之
大
害
ニ
相
成
申
候
也
。
既
ニ
、

仁
和
寺
宮
様
征
討
大
将
軍
ニ
被
任
、
近
日
東
下
と
之
事
ニ
御
坐

候
。
東
人
器
械
ハ
多
ク
且
精
、
人
材
多
ク
、
兵
粮
金
銀
多
ク
、
士

人
皆
々
奮
力
軽
死
、
然
て
戦
則
敗
、
実
可
怪
哉
。
其
縁
何
。

曰
、
名
令
一
ナ
ラ
ス
、
賞
罰
不
正
、
建
言
不
行
、
施
行
ス
ル
所
機

会
ヲ
失
ス
ル
等
之
故
也
。
此
弊
風
一
大
変
革
不
仕
内
ハ
、
江
戸
城

幕
燕
臥
薪
ニ
同
シ
ク
、
有
志
之
人
扼
腕
切
歯
、
各
尽
其
職
、
有

一
死
而
已
。
不
知
其
他
。
余
輩
、
戦
地
ニ
臨
ム
ヘ
キ
業
ニ
モ
無
之

故
、
安
心
ト
ハ
申
者
之
、
日
夜
不
平
不
快
之
事
見
聞
、
不
堪
懊

悩
憤
慍
、
無
所
慰
、
唯
呑
酒
放
言
ス
ル
ノ
ミ
。
金
銀
ハ
不
融
通
、

物
価
増
進
、
強
勇
ノ
者
勝
、
柔
弱
之
者
ハ
被
他
制
、
何
時
ニ
日

光
ト
カ
甲
州
ト
カ
え
御
供
可
仕
ヤ
ラ
相
分
不
申
候
。
其
最
大
一
之

所
憂
ハ
、
人
心
離
叛
ナ
リ
。
此
時
ニ
方
テ
、
人
君
タ
ル
者
、
英
断

果
決
有
度
事
也
。
嗚
乎
、
古
今
万
国
無
比
之
滅
亡
方
、
扨
々
遺

憾
共
、
残
念
共
、
申
方
無
之
候
。
加
州
侯
も
、
京
師
よ
り
呼
応

被
仰
付
候
ト
申
事
、
英
国
ミ
ニ
ス
ト
ル
大
ニ
薩
人
ヲ
助
ク
。

　

十
二
月
廿
三
日
、
江
戸
二
丸
城
焼
失
。
当
時
ハ
西
御
丸
計
ニ

て
急
之
還
御
。
別
シ
テ
大
混
雑
也
。
同
廿
五
日
、
江
戸
之
薩
邸

ヲ
焼
打
、
一
船
ヲ
打
破
、
正
月
六
日
、
官
軍
大
坂
ニ
テ
薩
船
壱
艘
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之
至
ニ
御
坐
候
。
次
ニ
爰
元
家
族
一
同
無
事
越
年
仕
候
条
、
乍

憚
御
休
慮
可
被
下
候
。
右
年
甫
御
祝
祠
申
上
度
、
如
斯
御
坐

候
。
恐
々
謹
言
。

　
　

正
月
吉
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

坪
井
信
良
法
眼

佐
渡
養
順
様

副
啓
、
残
寒
退
兼
時
下
折
角
御
保
嗇
可
被
下
候
。
却
説
、
旧

臘
念
五
日
、
大
坂
表
よ
り
一
書
差
出
申
候
通
、
十
二
月
十
二

日
よ
り
下
坂
仕
候
処
、
時
勢
逐
日
危
険
ニ
相
迫
、
正
月
三
日
よ

り
伏
見
ニ
於
て
戦
争
相
始
、
連
日
東
官
軍
大
敗
。
大
坂
城
も

危
ク
相
成
、
伏
見
市
中
、
淀
・
市
川
・
枚
方
等
、
不
残
薩
兵
ニ

被
放
火
、
官
軍
死
傷
不
知
数
。
無
余
義　

上
様
御
事
、
正
月

七
日
暁
御
上
船
ニ
テ
、
御
微
行
同
様
ニ
テ
、
良
等
御
供
申
上
、

当
十
二
日
先
々
無
事
東
帰
仕
候
。
然
ル
ニ
、
前
文
之
次
第
故
、

唯
々
赤
裸
ニ
テ
単
身
御
供
仕
候
迄
之
事
、
荷
物
等
ハ
一
式
不
残

京
摂
両
地
ニ
テ
焼
失
ヤ
ラ
、
紛
失
ヤ
ラ
、
未
タ
一
向
相
分
不
申
候
。

帰
府
仕
候
者
之
、
赤
裸
故
殆
ニ
困
殆
、
物
議
紛
々
、
何
日
ニ
カ

平
治
。
昨
今
之
形
勢
ニ
テ
ハ
愈
以
京
師
之
方
勢
盛
薩
長
芸
ハ
勿

論
、
尾
州
・
紀
州
・
越
前
等
ハ
皆
京
師
方
。
熊
本
・
鍋
島
・
加

州
等
ハ
中
立
、
大
略
七
八
分
ハ
京
方
ニ
て
、
江
戸
方
ハ
二
三
分
計

ニ
御
坐
候
。
何
分
ニ
モ
始
之
程
ハ
薩
人
大
ニ
乱
妨
仕
候
故
、
諸
藩

日
ヲ
可
期
ヲ
不
知
、
但
シ
信
道
事
ハ
医
者
之
身
分
、
且
ツ
家
来
ト

申
者
之
、
長
州
ハ
何
方
ナ
ル
ヲ
不
知
位
、
右
等
ニ
テ
何
ト
カ
御
処
置

も
違
可
申
と
其
後
ハ
日
夜
唯
夫
々
之
縁
ヲ
以
テ
諸
有
司
ニ
歎
願
仕

候
耳
。
此
事
以
来
、
小
子
ハ
連
日
信
道
宅
ニ
耳
参
リ
居
、
親
類

同
官
相
談
、
諸
方
奔
走
周
旋
、
他
事
ハ
一
切
梃𠠺尨
却
罷
在
心
配
仕

候
。

又
七
日
夜
、
芝
宇
田
川
丁
よ
り
出
火
、
芳
州
方
類
焼
、
又
一

事
ヲ
加
フ
。
一
同
無
難
立
退
申
候
テ
、
家
財
も
大
方
ハ
携
出
候
得

共
、
狼
狽
混
雑
、
不
取
敢
薩
州
之
装
束
屋
敷
内
ヘ
寓
居
仕
候
。

泣
顔
ハ
蜂
カ
サ
ス
ト
カ
申
ハ
此
事
ニ
ヤ
。
取
込
打
重
申
ニ
ハ
困
入
申

候
。
先
幸
ニ
荊
妻
臨
月
ナ
レ
ト
モ
、
先
々
今
日
迄
ハ
無
事
、
是
も

近
日
ニ
ハ
分
娩
ナ
ル
ベ
シ
。　

八
月
九
日
認

（
一
）
九
月
二
日
到
着
。
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風
雲
通
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』
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七
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慶
応
四
年　

一
月
十
七
日
付
書
翰

【
釈
文
】

新
禧
目
出
度
申
納
候
。
先
以
御
渾
家
御
揃
御
加
寿
可
被
成
恭
悦

候
。
模
様
ニ
寄
御
親
征
ニ
も
可
相
成
候
事
。
且
江
戸
在
勤
之
長

州
人
、
皆
被
召
囚
候
ニ
付
、
信
道
事
も
暫
時
世
上
之
動
静
相
伺

居
候
内
、
段
々
要
路
之
人
よ
り
心
附
致
呉
、
自
訴
ス
ル
ニ
不
若

と
申
事
故
、
則
当
八
月
五
日
、
別
紙
口
上
書
ヲ
捧
ケ
町
奉
行
所

ヘ
出
申
候
。

　
　
　
　
　
　
　

…
…
…
…
…
家
来
医
師

　

…
…
…
…
…
…

右
者
此
度
大
膳
太
夫
義
奉
恐
入
候
。
蒙
御
沙
汰
候
私
事
…
…
…

町
住
居
仕
候
。
進
退
之
義
如
何
相
心
得
可
申
哉
。
此
段
自
訴
仕

候
。
御
法
之
通
御
沙
汰
奉
願
上
候
以
上
。

　
　
　

月　

日

右
之
書
附
指
出
申
候
処
、
直
ニ
当
人
ハ
一
応
御
問
糺
有
之
、
一

夜
仮
牢
ニ
被
召
置
、
翌
日
陸
軍
処
ニ
被
指
送
申
候
。
扨
々
無
是

非
次
第
ニ
御
坐
候
。
扨
此
陸
軍
処
と
申
ハ
近
年
御
開
キ
ニ
テ
、

神
田
橋
外
ニ
在
リ
、
長
藩
之
人
皆
此
処
ニ
被
囚
居
申
候
。
米
沢

侯
、
掛
川
侯
、
唐
津
侯
警
固
被
仰
付
、
右
之
三
家
之
人
数
、

昼
夜
邸
内
ヲ
警
ム
。
陸
軍
兵
歩
等
邸
外
ヲ
警
ム
。
町
奉
行
事
理
ヲ

糺
ス
。
御
老
若
惣
掛
リ
、
賄
方
ア
リ
テ
衣
食
ヲ
理
シ
、
中
々
以
テ
厳

重
ナ
ル
事
ナ
リ
。
扨
々
一
般
ニ
論
ス
レ
ハ
、
根
本
よ
り
緩
解
シ
来
ル

ニ
非
レ
ハ
、
江
戸
之
家
来
抔
ニ
ハ
不
及
筈
ナ
リ
。
左
ス
レ
ハ
何
之
月
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国
ト
云
フ
ヘ
シ
。
是
ハ
此
度
之
京
都
戦
争
之
翌
日
当
着
之
筈
也
。

如
何
ナ
リ
シ
ヤ
。

其
後
老
公
ヲ
被
召
候
得
共
、
未
タ
御
上
京
之
御
沙
汰
無
御
坐

候
。

加
州
侯
邸
ハ
京
師
ニ
て
ハ
長
州
邸
之
隣
故
、
不
意
ニ
隣
邸
よ
り

放
火
シ
出
シ
、
大
ニ
狼
狽
、
且
建
仁
寺
よ
り
君
侯
御
出
馬
之
途

中
、
長
州
人
ニ
出
逢
、
大
ニ
敗
北
之
由
ニ
テ
、
本
郷
邸
ニ
て
ハ
一

切
話
ハ
不
仕
事
之
由
。

右
ハ
拝
復
旁
近
事
申
上
度
匆
々
斯
御
坐
候
。

　
　

八
月
三
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

坪
井
信
良

佐
渡
養
順
様

尚
以
時
下
折
角
御
保
嗇
可
被
下
候
。

荊
妻
事
、
当
月
臨
月
ニ
相
成
申
候
。
尤
も
初
発
よ
り
至
極
健

全
、
動
作
如
平
、
唯
炎
暑
故
、
太
儀
カ
リ
居
候
ノ
ミ
。
定
て
不
遠

内
分
娩
可
有
之
存
申
候
。
殊
ニ
信
道
之
一
件
ニ
付
、
母
ハ
始
終

付
添
候
得
ハ
却
て
此
度
ハ
心
丈
夫
ニ
罷
在
申
候
已
上
。

前
文
相
認
候
通
リ
、
此
度
之
長
州
一
件
、
不
容
易
一
大
珍
事
ニ

付
、
此
上
之
御
処
置
如
何
相
成
哉
、
何
分
西
国
四
国
二
十
一
諸

侯
追
討
被
仰
付
、
総
大
将
ハ
紀
州
様
、
副
将
ハ
我
君
公
被
仰
蒙

も
夫
々
御
吟
味
之
上
、
町
人
百
姓
婦
女
子
等
ハ
夫
々
御
免
ニ
相

成
、
昨
日
御
放
シ
ニ
相
成
申
候
。
先
々
一
段
落
付
申
候
故
、
一

同
少
々
ハ
安
堵
仕
候
。
乍
去
此
上
官
命
厳
と
ナ
リ
、
長
藩
之
士
ハ

不
残
御
召
捕
ニ
成
ト
カ
、
又
ハ
屋
敷
留
守
居
抔
よ
り
信
道
之
名
前

申
出
ス
事
ア
レ
ハ
無
是
非
御
探
索
ニ
も
可
及
哉
、
何
分
今
暫
時
日

数
立
申
デ
ハ
愈
以
安
心
之
廉
ニ
も
参
不
申
、
日
夜
諸
有
司
等
之

評
を
竊
聞
合
申
候
事
ニ
御
坐
候
。

常
州
・
野
州
争
乱
不
大
方
、
大
分
官
軍
も
向
申
候
得
共
、
未

タ
小
戦
ア
リ
タ
ル
耳
ニ
テ
聢
と
勝
敗
有
之
タ
ル
ニ
モ
非
ス
。
当
時
浪
士

輩
ハ
筑
波
山
ヲ
引
払
、
当
時
府
中
と
申
ニ
屯
集
、
尤
も
結
党
数

隊
も
ア
リ
テ
、
其
話
不
相
合
故
同
士
打
ス
ル
事
、
小
戦
争
毎
々
有

之
。
是
亦
何
レ
も
義
俠
之
類
ナ
レ
ハ
、
必
ス
シ
モ
官
よ
り
立
派
ニ
御

制
止
も
難
被
成
趣
、
唯
々
小
民
困
厄
難
渋
不
可
謂
、
中
々
君
公

之
命
ヲ
不
用
、
横
行
之
体
御
坐
候
。
右
等
ニ
テ
東
西
ニ
事
起
リ
、

是
又
異
国
軍
艦
数
十
艘
、
去
月
廿
八
日
迄
ニ
横
浜
ニ
来
リ
留
リ
シ

者
、
或
ハ
長
州
ヘ
行
、
或
ハ
摂
海
へ
行
云
々
、
如
何
可
相
成
哉
。

我
藩
ニ
て
も
先
頃
之
福
原
伏
見
ニ
迫
之
節
ニ
京
よ
り
被
為
召
候
ニ

付
、
不
取
敢
御
出
馬
ニ
相
成
申
候
処
、
中
之
河
内
ニ
テ
旧
来
之

脚
気
症
大
発
動
、
不
得
止
御
願
之
上
御
帰
国
、
御
養
生
ニ
相
成

申
候
。
尤
も
人
数
ハ
本府

中
公多

氏
引
纒
上
京
夥
敷
軍
勢
也
。
実
ニ
傾

道
之
雑
沓
可
知
耳
。

大
坂
表
長
州
邸
没
収
、

江
戸
桜
田
上
屋
敷
并
ニ
檜
木
屋
敷
没
収
セ
ラ
ル
。
元
来
中
屋
敷
・

下
屋
敷
抔
数
ケ
処
有
之
候
処
、
近
年
皆
他
家
ニ
譲
リ
、
右
二
邸

ノ
ミ
、
内
々
住
居
之
者
上
下
総
計
弐
百
六
人
ナ
リ
。
皆
上
リ
屋

入
、
禁
錮
被
仰
付
、
右
ニ
付
本
家
信
道
方
も
一
時
ハ
如
何
可
相

成
ト
存
シ
、
一
同
大
心
配
、
種
々
評
議
仕
候
処
、
或
ハ
云
フ
、
速

ニ
潜
伏
シ
近
在
ヘ
行
ヘ
シ
、
或
ハ
曰
、
右
等
之
事
ヲ
仕
出
シ
、
後
日

ニ
知
レ
タ
ラ
ハ
却
テ
御
疑
ヲ
不
免
、
不
若
自
訴
セ
ン
ニ
ハ
、
或
曰
ク
自

訴
ス
ル
ニ
ハ
不
及
、
唯
自
慎
居
、
官
命
是
聴
ニ
ハ
ト
。
畢
竟
当
人

之
量
見
ニ
ア
ル
コ
ト
ニ
テ
必
て
他
よ
り
可
勧
ニ
ハ
非
ス
ト
則
一
決
シ
テ

謂
ナ
ク
、
畢
竟
此
度
之
珍
事
、
京
都
ニ
テ
之
事
ニ
テ
、
江
戸
人
之

不
知
処
、
疑
ヲ
蒙
ム
ル
モ
一
応
之
御
尋
有
之
迄
ナ
ル
ベ
シ
。
今
更
難

ヲ
免
レ
ン
ト
テ
遁
隠
ル
ル
ハ
君
家
之
危
ヲ
不
顧
シ
テ
累
世
之
鴻
恩
ヲ
忘

却
ス
ル
ニ
似
タ
リ
。
万
一
囚
ト
ナ
ル
モ
是
亦
夫
迄
之
不
運
と
可
申
者

也
云
々
。
於
是
乎
決
心
ス
。
依
之
母
并
ニ
妹
等
女
子
之
分
ハ
改

テ
小
生
屋
敷
え
願
達
之
上
此
頃
引
取
、
長
ク
養
育
仕
候
事
ニ
致

申
候
。
信
道
ト
養
子
信
敬
ト
ハ
慎
テ
命
ヲ
待
ツ
也
。
然
処
屋
敷
没

収
ハ
七
月
廿
六
日
、
最
早
七
日
ニ
及
申
候
得
共
、
未
タ
屋
敷
よ

り
も
官
よ
り
も
何
等
御
沙
汰
無
之
、
加
之
桜
田
邸
禁
錮
之
内
ニ
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中
応
援
之
者
不
少
、
中
国
四
国
之
諸
侯
ニ
も
合
体
之
者
往
々
有

之
、
事
発
動
仕
候
得
共
、
固
是
奇
謀
策
略
不
一
致
、
福
原
も
炮

死
、
益
田
切
腹
、
人
数
も
多
ク
ハ
死
て
、
国
司
ハ
遁
去
、
未
知

其
処
在
、
右
ニ
付
残
党
追
罰
、
長
防
二
国
御
征
罪
被
仰
付
、
西

国
中
国
四
国
合
弐
十
二
侯
蒙
命
、
但
シ
未
タ
進
発
之
月
日
并
ニ

手
配
等
ハ
御
評
議
中
ナ
リ
。
此
内
ニ
ハ
御
味
方
と
否
ト
ハ
相
分
可
申

哉
。
縉
紳
家
中
大
ナ
ル
者
十
八
家
、
皆
々
長
ニ
心
ヲ
傾
ケ
、
已
ニ

放
火
中
ニ
頻
ニ

御
遷
幸
ヲ
奉
勧
申
候
。
又
御
郭
内
へ
長
之
人
勢
ヲ
引
入
置
候

抔
、
鷹
司
殿
・
九
条
殿
始
之
計
と
申
事
。
長
之
屋
敷
ハ
河
原
町

ニ
ア
リ
、
又
嵯
峨
天
龍
寺
ニ
ア
リ
、
伏
見
蔵
屋
敷
之
人
数
ア
リ
。
其

外
諸
処
散
乱
ス
ル
者
一
時
ニ
頓
挫
、
手
配
齟
齬
シ
、
廓
内
御
花
畑

之
側
并
ニ
鷹
司
殿
・
九
条
殿
邸
内
ヘ
潜
伏
之
者
、
先
動
出
ス
。

折
節
堺
町
御
門
ハ
我
藩
之
警
固
場
ナ
リ
。
不
意
戦
争
、
死
傷
不

少
、
指
引
色
々
相
成
候
処
ヘ
会
津
・
彦
根
之
加
勢
来
ル
因
リ
勝

利
ヲ
得
申
候
。
鷹
司
殿
邸
ハ
浪
士
自
ラ
砲
火
ヲ
放
ナ
リ
。
九
条
殿

邸
ハ
我
砲
火
ニ
テ
焼
申
候
。
伏
見
屋
敷
ヘ
ハ
会
津
・
彦
根
之
人
数

押
寄
、
火
ヲ
放
ツ
ト
云
。
鳥
羽
街
道
、
竹
田
海
道
、
嵯
峨
道
等

諸
方
ニ
戦
争
ア
リ
。
死
傷
総
計
未
可
知
、
加
之
市
中
火
勢
方
一

団
ニ
散
蔓
、
混
雑
可
察
、
廿
一
日
ニ
至
リ
始
テ
焼
止
と
申
事
、
諸

以
磷
兼
申
候
。
益
以
御
揃
御
清
祥
大
慶
不
過
之
候
。
爰
元
家
族

無
事
、
乍
憚
御
休
意
可
被
下
候
。

一　

金
弐
百
疋
、
右
此
度
小
生
結
構
被
仰
付
之
御
祝
儀
ニ
御
坐

候
て
御
恵
投
、
何
共
難
有
幾
久
敷
拝
頂
仕
候
。
家
眷
一
同
宜
敷

御
厚
礼
申
上
候
。

一　

賢
隆
一
件
、
扨
々
種
々
御
手
数
御
心
配
相
掛
申
候
段
、

何
共
申
上
様
無
之
、
恐
入
申
候
義
ニ
御
坐
候
。
当
時
富
山
ニ
開

業
之
趣
、
今
度
ハ
是
非
改
心
仕
リ
、
篤
実
之
人
ニ
仕
度
者
ニ
御
坐

候
。
最
早
逐
々
可
也
之
年
令
ニ
相
成
、
尋
常
青
年
之
放
心
と
申

訳
ニ
ハ
無
之
、
何
故
ニ
悔
悟
之
心
起
不
申
哉
、
可
歎
息
至
ニ
御

坐
候
。

一　

森
助
よ
り
金
子
入
封
、
秀
達
子
之
書
共
々
慥
ニ
入
手
仕
候
。

却
説
、
近
来
世
上
兎
角
不
穏
、
年
々
月
々
珍
事
出
来
、
唯
々
澆

季
之
時
運
、
恐
縮
之
外
無
之
候
。
七
月
十
八
日
夜
於
京
都
変

事
、
長
人
侵
禁
闕
、
兵
火
散
蔓
、
市
中
多
分
類
焼
、
廿
一
日
ニ

至
リ
始
て
鎮
火
と
申
事
、
定
て
御
地
ニ
て
も
種
々
風
評
も
可
有

之
。
兼
て
色
々
入
込
候
品
有
之
趣
ニ
テ
、
長
公
御
父
子
禁
入
京

被
置
、
其
後
福
原
越
後
と
申
者
伏
見
迄
来
居
、
種
々
歎
願
仕

候
内
、
益
田
右
衛
門
外
国
司
信
濃
等
跡
よ
り
来
会
、
愈
以
強

訴
ニ
及
、
事
不
成
ヲ
以
遂
侵
禁
闕
申
候
也
。
尤
も
是
ニ
ハ
縉
紳
家

　
　

日
本
ハ
ツ（

無
恙
―
無
筒
の
云
）

ツ
カ
な
し

已
ニ
芝
辺
銕
炮
洲
辺
之
町
家
ハ
御
引
払
ニ
可
相
成
と
之
御
沙
汰
ニ

御
坐
候
。
中
々
筆
紙
ニ
申
上
尽
難
キ
混
動
ニ
御
坐
候
。
折
節
、

盆
ニ
掛
俗
事
紛
紛
、
不
遑
細
書
草
々
閣
筆
、
万
後
便
可
申
上
、

尚
両
人
并
に
数
馬
よ
り
御
聞
取
可
被
下
候
。

尚
両
人
へ
土
産
物
等
調
テ
遣
度
候
得
共
無
暇
日
、
唯
少
々
許
手

取
有
合
之
品
拝
呈
仕
候
。
御
受
留
被
下
候
得
ハ
本
懐
之
至
ニ
御

坐
候
以
上
。

　
　

七
月
十
二
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

坪
井
信
良

佐
渡
三
良
様

（
一
）
七
月
二
十
三
日
到
着
。
「
数
馬
持
到
」
と
あ
る
。

○
『
風
雲
通
信
』
四
七
頁

５　
100　

元
治
元
年　

八
月
三
日
付
書
翰

（
一
）

【
釈
文
】

七
月
八
日
之
御
書
、
同
廿
五
日
到
来
、
拝
読
仕
候
。
爾
来
久
々

御
無
沙
汰
打
過
、
何
共
不
本
意
至
極
ニ
御
坐
候
。
当
年
ハ
暑
中

ハ
却
て
凌
易
御
坐
候
得
共
、
残
暑
ニ
相
成
、
殊
之
外
酷
烈
、
今
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事
ニ
御
座
候
。
扨
今
度
数
馬
帰
国
ニ
付
幸
伴
之
事
故
、
両
弟
共

御
帰
申
上
候
。
乍
去
暑
中
之
道
中
相
障
不
申
哉
と
被
案
申
候
。

秀
達
子
も
八
月
迄
之
期
也
。
平
常
ナ
レ
ハ
此
方
よ
り
願
上
、
一

日
も
永
ク
留
置
度
存
申
候
得
共
、
異
国
船
騒
キ
ニ
付
都
下
殊
之

外
騒
々
敷
、
何
時
何
様
之
事
ア
ル
ト
モ
難
計
、
心
配
ニ
被
存
申
候

ニ
付
、
先
便
市
久
ニ
申
上
候
御
返
事
も
不
相
待
、
取
計
相
帰
申

候
、
何
分
ニ
も
纔
之
月
数
学
事
も
為
指
上
達
も
有
之
間
敷
、
且

又
小
子
も
多
用
中
之
事
故
、
中
々
一
日
之
閑
暇
無
之
、
可
記
之

游
学
も
不
仕
、
今
更
残
念
之
至
ニ
御
坐
候
。

九
鬼
氏
よ
り
迎
え
人
も
不
来
ニ
御
帰
申
候
義
、
何
カ
我
儘
之
取

計
ニ
も
当
リ
、
無
申
訳
義
ニ
御
坐
候
得
共
、
小
子
心
中
御
推
察

被
下
、
宜
敷
御
申
遣
可
被
下
候
。
今
度
数
馬
同
道
ニ
付
何
も
不

自
由
等
之
事
ハ
有
之
間
敷
ト
存
申
候
。
八
月
ニ
ハ
異
船
又
々
渡
来

之
趣
ニ
も
風
聞
仕
候
得
ハ
迎
之
来
ル
ヲ
待
テ
ハ
如
何
と
心
配
ニ
御
坐

候
。
就
て
ハ
賢
隆
も
同
道
ニ
テ
帰
省
為
致
申
候
。
何
分
ニ
も
不
穏

人
気
世
間
ニ
相
成
申
候
。
一
円
合
戦
之
仕
度
而
已
。

　
　

武
具
馬
具
屋
ア
メ
リ
カ

　
　

様
ト
ソ
ツ
ト
云

諸
家
ニ
テ
俄
ニ
銕
炮
ヲ
製
シ
調
練
大
混
動

　
　

ア
メ
リ
カ
が
来
テ
モ

只
今
ノ
ト
コ
ロ
頭
重
ク
桶
ヲ
覆
ル
カ
如
ク
オ
ホ
エ
、
但
別
シ
テ
頭
痛
ハ
不

仕
、
せ
キ
時
々
増
ス
様
ニ
オ
ホ
エ
、
せ
キ
後
頭
痛
ノ
気
味
有
之
、
食

味
ナ
ク
、
但
三
度
共
壱
膳
斗
ツ
ヽ
用
、
心
気
ハ
常
ノ
如
ク
別
シ
テ
ア
シ

カ
ラ
ズ
、
ウ
キ
ハ
来
不
申
、
少
シ

痩
セ
タ
ル
程
、
乳
汁
ハ
別
シ
テ
ホ
ソ
ラ

ズ
、
腹
底
ジ
ユ
ツ
ナ
ク
、
寐
汁
出
テ
病
気
朝
ザ
メ
、
午
後
三
四
時
ヨ
リ

夜
中
殊
ニ

ヨ
ロ
シ
カ
ラ
ス
、
小
便
通
シ
カ
タ
ク
、
腹
底
ニ
カ
〳
〵
ト
仕
、

産
前
ヨ
リ
職
務
ニ

ツ
キ
ヒ
エ
タ
ル
哉
ニ

存
ス
、

病
体
等
右
之
通
ニ

御
座
候
間
、
何
卒
御
調
薬
被
成
下
度
、
偏
奉

願
候
、
以
上

　
　

明
十
、
五
月
五
日

５　
11　

嘉
永
六
年　

七
月
十
二
日
付
書
翰

（
一
）

【
釈
文
】

六
月
二
十
四
日
之
御
書
、
七
月
十
日
春
亭
子
兄
数
馬
持
参
、
拝

見
仕
候
。
先
以
万
里
同
様
大
旱
之
時
下
、
信
御
多
福
御
揃
大
慶

此
事
ニ
御
坐
候
。
次
に
当
方
無
事
消
光
御
放
慮
可
被
下
候
。
当

地
も
五
十
日
来
大
旱
之
処
、
昨
日
よ
り
風
雨
大
嵐
大
ニ
凌
能
罷

成
申
候
。
春
亭
一
件
ハ
毎
々
申
上
置
候
通
リ
何
ト
モ
気
之
毒
成

海
道
等
か
ら
の
一
七
八
通
が
残
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
と
次
号

は
そ
の
一
例
で
あ
る
。

４　
505
の
う
ち
②　

患
者
よ
り
の
病
状
書

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

明
治
十
年
五
月
五
日

【
釈
文
】

　
　
　

産
後
悩
病
ニ

付
御
調
薬
願

　
　
　
　
　
　
　
　

本
県
第
五
大
区
十
小
区
徳
成
村
十
六
番
邸

　
　
　
　
　
　
　
　

平
民
山
田
次
郎
左
エ

門
長
男
山
田
庄
蔵
妻

　
　
　
　
　
　
　

病
人　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
か
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

年
廿
六

　
　
　
　
　
　

病
体
等

筆
端
ヲ
以
上
申
仕
候

産
、
本
年
三
月
十
九
日
午
前
一
時　

女
子
出
生
初
産
ヨ
リ

七
ヶ

年
目
、
中
間
産
不
仕
産
前
無
病
壮
健
、
業
務
縫
織
等
ニ

付
身
体

動
作
別
シ
テ

手
足
励
用
本
産
よ
り
一
時
間
余
ヲ
経
テ
胞
衣
下
、

但
シ
産
安
易
産
日
ヨ
リ
十
一
二
ヶ
日
ヲ
ヘ
テ
風
邪
ノ
気
味
ニ
オ
ホ
エ
四

月
廿
二
日
朝
、
ヲ
カ
ン
瘧
ノ
如
シ
、
同
日
夕
方
治
止
、
身
体
常
ノ

如
、
同
日
夜
左
乳
ノ
下
痛
ミ

、
手
ノ
動
用
モ
デ
キ
カ
タ
キ
程
、
同
廿

三
日
夕
方
ヨ
リ

一
身
中
ヤ
メ
タ（

ダ
）

ヤ
ク
、
頭
オ
モ
ク
オ
ホ
エ
ル
事
二
日
間

計
、
ソ
レ
ヨ
リ
四
五
日
ヲ
経
テ
セ
キ
出
テ
只
今
ニ

ヤ
マ
ス
、
其
頃
ヨ
リ
飲

食
後
忽
に
ア
セ
出
テ
、
右
汗
并
ヲ
カ
ン
コ
ノ
二
三
日
前
ヨ
リ
ヨ
ロ
シ
ク
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４　
505
の
う
ち
①　

患
者
よ
り
の
病
状
書

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

明
治
七
年
四
月
六
日

【
釈
文
】

　
　
　

用
書
記

一
、
壱
人　
　
　

婦
人

　

年
当
三
十
六

一
、
昨
年
十
月
廿
二
日
女
子
一
人
リ

安
産
ス

、
則
二
十
日
斗
り

不
全
快
ニ
而

薬
用
ヒ

候
処
全
快
ニ

相
成
、
然
ニ

当
年
正
月
二
十
日

頃
よ
り
悪
寒
し
て
足
だ
る
き
、
心
服
斉
々
な
し
、
眩
暈
し
て

頭
（
か
し
）

ら
ふ
ら
ち
き
、
喰
ハ

す
れ
と
も
味
な
し
、
依
而

愈
薬
奉
願
上

候
、
以
上

　

明
治
七
年
甲
戌
四
月
六
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

新
川
郡
上
末
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宗
七
（
略
押
）

　
　
　

佐
渡
養
順
様

○
佐
渡
家
の
家
伝
薬
を
求
め
る
に
際
し
、
こ
の
よ
う
な
病
状
書

を
書
い
て
き
て
い
る
。
佐
渡
三
良
が
医
業
を
兼
務
し
て
い
た

た
め
で
あ
ろ
う
。

　

病
状
書
は
明
治
七
年
か
ら
三
十
年
ま
で
、
県
内
や
近
県
、
北

○
「
医
務
取
締
」
に
つ
い
て

「
医
務
取
締
」
は
県
内
各
大
区
管
内
の
医
務
を
管
掌
す
る
た

め
に
置
か
れ
た
職
制
で
、
新
川
県
で
は
明
治
九
年
二
月
十
九

日
付
で
各
大
区
へ
公
選
方
を
布
達
し
た
。
そ
こ
で
は
新
川
郡

一
～
八
大
区
に
三
名
、
新
川
郡
九
・
十
大
区
と
婦
負
郡
に
二

名
、
射
水
郡
に
二
名
、
砺
波
郡
に
二
名
の
計
九
名
と
な
っ
て

い
る
（
４　
19
）。
任
命
は
同
年
三
月
十
二
日
で
あ
る
（
４　

23
）。

同
九
年
四
月
、
新
川
県
が
石
川
県
へ
併
合
さ
れ
る
と
、
そ
の

ま
ま
引
き
継
が
れ
た
。
職
務
は
明
治
十
年
九
月
二
十
日
付
石

川
県
「
医
務
取
締
事
務
心
得
」
に
よ
る
と
、
「
西
洋
医
学
の

教
育
普
及
、
医
師
薬
舗
に
関
す
る
制
度
の
確
立
、
管
内
医
師

施
治
患
者
死
亡
の
届
出
、
医
師
・
売
薬
業
者
・
産
婆
・
整
骨

業
者
・
歯
医
師
の
管
掌
、
伝
染
病
対
策
な
ど
」
区
内
の
日
常

医
務
を
取
扱
う
第
一
線
の
衛
生
行
政
機
関
構
成
員
と
し
て
大

区
の
戸
長
と
と
も
に
そ
の
役
割
を
果
た
す
よ
う
に
記
さ
れ
て

い
る
。
こ
の
制
度
は
大
区
の
財
源
問
題
か
ら
明
治
十
三
年
初

め
に
廃
止
さ
れ
た
が
、
佐
渡
三
良
は
そ
の
前
、
明
治
十
一
年

七
月
十
五
日
に
健
康
上
の
理
由
か
ら
辞
職
願
を
提
出
し
、
八

月
二
十
二
日
付
で
許
可
さ
れ
て
い
る
（
４　
107
）。

な
お
、
三
良
の
弟
の
九
鬼
秀
達
（
今
石
動
）
は
砺
波
郡
の
、

阿
波
加
脩
造
（
魚
津
）
は
新
川
郡
の
医
務
取
締
に
任
命
さ
れ

て
い
る
（
６　
23
）。

参
考　

赤
祖
父
一
知
「
明
治
十
年
石
川
県
大
区
医
務
取
締
役

医
師
に
つ
い
て
」
『
醫
譚
』
通
巻
七
九
号　

一
九
九
二
年
五

月

第
十
二
女　

弘
化
二
年
乙
巳
三
月
廿
五
日
申
刻
出
生

　
　
　
　
　

火
性　
　
　
　

お
つ
ね

　

嘉
永
元
年
戊
申
八
月
朔
日　

応
索
書　

長
崎
半
健　

時
年
五
十

○
筆
者
長
崎
半
健
（
愿
禎
〈
浩
斎
〉）
は
八
代
養
順
の
妻
と
ら

の
実
家
の
兄
。
長
崎
家
の
外
孫
に
あ
た
る
子
弟
の
経
歴
を
記

し
た
も
の
。

４　
23　

医
務
取
締
申
付
書

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

明
治
九
年
三
月
十
二
日

【
釈
文
】

　
　
　
　
　
　
　

佐
渡
養
順

公
撰
ヲ
以
射
水
郡
医
務
取
締

申
付
候
事

　

但
、
年
給
拾
五
円

明
治
九
年
三
月
十
二
日

　
　
　
　
　
　
　

新
川
県
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歳
ノ
九
月
宇
津
木
翁
孫
女
ノ
壻
ト
ナ
ル

第
七
女　

天
保
三
年
壬
辰
十
一
月
廿
二
日
申
刻
出
生　

　
　
　
　

水
性　
　
　
　
　

お
き
よ

十
六
歳
十
二
月
小
杉
駅
丸
屋
弥
左
衛
男
弥
三
郎
ヘ

嫁
ス

三
十
歳
十
二
月
十
四
日
氷
見
鍋
屋
治
兵
衛

男　
　
　
ヘ

嫁
ス

第
八
女　

同
五
年
甲
午
十
月
十
二
日
酉
刻
出
生

　
　
　
　

金
性　
　
　
　
　

お
て
い

第
九　

同
六
年
乙
未
十
二
月
十
三
日
丑
刻
出
生　
　

　
　
　

金
性　
　
　
　
　

脩
五
郎　
　
　
　
　
　
　

　
　
　

幼
名
捨
五
郎　

対
門
津
島
屋
清
五
郎
ノ
勧
ニ

　
　
　

因
テ

改
ム

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

第
十　

同
十
年
己
亥
七
月
廿
六
日
未
刻
出
生　
　
　

　
　
　

木
性　
　
　
　
　

亥
六
郎　
　
　
　
　
　
　

　
　
　

「（
後
筆
、
朱
書
）

安
政
二
年
乙
卯
六
月
十
五
日
物
故
寿
十
七
」

第
十
一　

同
十
四
年
癸
卯
五
月
廿
三
日　

出
生

第
三　

同
六
年
癸
未
八
月
廿
八
日
丑
刻
出
生　
　

　
　
　

木
性　
　
　
　
　

信　

良　

幼
名

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

未
三
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

後
良
益

十
八
歳
二
月
上
京
小
石
先
生
ノ
塾
ニ

入
リ
廿
一
歳
ノ
二

月
江
戸
ヘ

行
キ

坪
井
信
道
翁
ノ
塾
ニ

入　

廿
二
歳
三
月
帰

同
九
月
改
テ
往
坪
井
氏
ニ

入
贅
ス

嘉
永
六
年
癸
丑
九
月
三
日
越
前
福
井
侯
聘
為
侍
医
賜
月

俸
十
口
歳
丗
一

第
四
女　

同
八
年
乙
酉
三
月
廿
六
日
丑
刻
出
生　

　
　
　
　

水
性　
　
　
　
　

お
と
り

　
　
　
　

十
九
歳
ノ
十
二
月
魚
津
阿
波
加
玄
李
ヘ

嫁
ス　

　

第
五　

同
十
一
年
戊
子
五
月
廿
三
日
午
刻
出
生　

　
　
　

火
性　
　
　
　
　

秀　

達　

幼
名　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

庚
蔵　
　

十
歳
ノ
五
月
石
動
駅
九
鬼
秀
輔
ノ
養
子
ト
ナ
ル

廿
歳
二
月
上
京
宇
津
木
太
一
郎
翁
ノ
塾
ニ

入
ル

第
六　

同
十
三
年
庚
寅
十
一
月
廿
一
日
未
刻
出
生　

　
　
　

木
性　
　
　
　
　

賢　

隆　

幼
名　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

豊
四
郎　
　
　

十
八
歳
二
月
上
京
小
石
先
生
ノ
塾
ニ

入
十
九

○
聖
安
寺
…
佐
渡
家
の
菩
提
寺
。
建
長
六
年
（
一
二
五
四
）
恵

教
の
創
建
。
真
宗
大
谷
派
。
利
長
に
従
い
高
岡
利
屋
町
へ
移

転
。
現
在
は
高
岡
市
瑞
穂
町
に
あ
る
。

○
略
伝
は
四
代
養
順
が
享
保
六
年
（
一
七
二
一
）
に
誌
し
た
も

の
を
七
代
養
順
の
依
頼
に
よ
っ
て
菩
提
寺
の
聖
安
寺
重
擔
が

浄
書
し
た
も
の
。
「
後
胤
系
譜
」
は
そ
の
と
き
付
載
し
た
。

筆
跡
が
同
筆
の
七
代
ま
で
を
翻
刻
し
た
（
八
代
以
降
は
後
筆

の
た
め
省
略
）。
た
だ
し
、
七
代
も
卒
年
は
後
筆
な
の
で
名

と
室
の
名
ま
で
と
す
る
。

２　
14　

応
索
書
（
八
代
養
順
子
弟
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

嘉
永
元
年
八
月
一
日

【
釈
文
】

第
一
女　

文
政
二
年
己
卯
三
月
九
日
朝

　
　
　
　

辰
刻
出
生
土
性　

お
こ
と　
　
　
　
　
　

　
　
　
　

十
七
歳
二
月
朔
日
石
動
駅
森
本
屋
卯
兵
衛
ヘ

嫁
ス

第
二　

同
三
年
庚
辰
七
月
廿
六
日
辰
刻　
　
　
　

　
　
　

出
生
金
性　
　
　

三　

良　

幼
名

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

達
太
郎　
　
　

十
九
歳
四
月
上
京
小
石
元
瑞
先
生
ノ
門
人
ト
ナ
リ
廿
二
歳

ノ
九
月
帰　

廿
三
歳
九
月
江
戸
ヘ

行
廿
四
歳
三
月
帰
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渡
守
こ
れ
を
辞
し
て
言ご

ん
じ
ょ
う上

す
。
某そ

れ
がし

当と
う

今こ
ん

武
を
息や

め
医
を
以
て

業
と
な
す
の
身
は
、
こ
れ
を
戴
く
由よ

し

無
し
と
。
乃す

な
わち

鰍
し
ゅ
う
き
ん筋

一い
っ

双そ
う

を
献け

ん

じ
て
、
こ
れ
を
謝
し
奉

た
て
ま
つる

。
そ
の
後
、
利
長
公
、
御
寵ち

ょ
う
き姫

御
不ふ

例れ
い

之
事
有
り
。
則す

な
わ

ち
佐
渡
守
御
薬
、
こ
れ
を
献
ず
べ
き

旨
、
横
山
山（

長
知
）城

、
山
崎
閑（

長
徳
）斎

、
連
印
の
奉ほ

う

書し
ょ

を
賜
る
。
命
に
よ

り
て
家か

方ほ
う

一
剤
を
献け

ん

じ
奉

た
て
ま
つる

処と
こ
ろ、

即
日
御
平
癒
、
こ
れ
に
よ
り

御ご

書し
ょ

を
頂
戴
し
て
以
来
、
利
常
公
し
ば
し
ば
御ご

直じ
き

書し
ょ

を
賜
う
。

そ
の
後
、
慶（

一
六
〇
九
）

長
十
四
年
、
利
長
公
髙
岡
御
入
城
の
砌み

ぎ
り、

御お

召め
し

に

よ
り
佐
渡
守
は
、
髙
岡
下し

も
が
わ
ら
ま
ち

川
原
町
に
移い

じ
ゅ
う住

す
。
そ
の
後
、
利と

ぎ

屋や

町ま
ち

に
転
ず
。
二
代
目
建
部
養
順
、
三
代
目
建
部
道
順
、
四
代
目

養
順
に
至
り
、
建
部
の
姓
を
改
め
、
佐
渡
を
以
っ
て
姓
と
な

す
。
こ
の
時
以
来
、
佐
渡
養
順
こ
れ
也
。
そ
の
余
は
伝
を
略

す
。

　
　

享（
一
七
二
一
）

保
六
年
四
月　

釈
温
故
こ
れ
を
誌
す

右
建
部
氏
の
由
起
、
七
代
目
養
順
の
需も

と
めに

応
じ
こ
れ
を
書
す
。

聖し
ょ
う
あ
ん
じ

安
寺
重
擔
（
花
押
）

○
釈
温
故
…
四
代
佐
渡
養
順
、
享
保
十
三
年
（
一
七
二
八
）

没
、
享
年
五
三
。

○
七
代
目
養
順
…
文
化
九
年
（
一
八
一
二
）
没
、
享
年
四
八
。

八
代
目
養
順
の
義
父
。
九
代
目
養
順
（
三
良
）
の
祖
父
。

（
以
下
、
略
）

【
読
み
下
し
】

そ
れ
建
部
佐
渡
守
は
、
天
正
の
頃
、
越
中
砺と

な
み
ご
お
り
い
な
み

波
郡
井
浪
の
郷
止し

観か
ん

寺じ

邑む
ら

を
居
城
と
な
し
て
、
建
部
一
党
之
旗
頭
を
司
る
云う

ん

々ぬ
ん

。

そ
の
頃
、
井
浪
瑞ず

い

泉せ
ん

寺じ

と
佐
々
内（

成
　
政
）

蔵
介
と
取
り
合
い
有
り
て
、

瑞
泉
寺
籠
城
す
。
こ
の
時
、
佐
渡
守
ま
た
一
方
を
搦か

ら

め
て
籠
城

す
。
而し

か

る
後
に
瑞
泉
寺
と
内
蔵
介
と
和わ

ぼ
く睦

す
。
こ
こ
に
於
い
て

佐
渡
守
は
止
観
寺
邨
に
帰
ら
ず
、
直す

ぐ
に
浪ろ

う

窂ろ
う

の
身
と
な
る
。

飛
州
高
山
に
住
居
し
て
、
専
ら
済さ

い

世せ
い

の
志
有
り
。
竟つ

い

に
武
道
を

息や

め
て
、
医
を
以
っ
て
業
と
な
す
。
こ
の
時
に
前
田
利
長
公
、

越
中
守も

り

山や
ま

の
城
を
造
営
し
、
頻し

き
り

に
佐
渡
守
を
召
す
。
こ
れ
に

よ
っ
て
飛
州
従よ

り
来
り
て
初
め
て
利
長
公
に
謁
す
る
に
御ね

ん
ご
ろ

懇
の

命
有
り
。
尚
、
知ち

ぎ
ょ
う行

を
賜
う
べ
き
の
旨
、
仰
せ
有
り
と
雖い

え
ども

佐

佐
渡
養
順

五
代
目

佐
渡
養
順

七
代
目

室
妙
貞
元
文
五
年
申
五
月
十
九
日
卒

庄
司
宗
四
郎
ヨ
リ
嫁

圓
受
慶
圓
後
妻

　於
家
相
続
有
甚
功
故
広
雅
母
分

寛
政
三
稔
四
月
朔
日
卒

（
朱
書
）

宝
暦
六
子
十
月
十
四
日
卒

法
名
慶
圓

初
号
養
益
広
雅
第
二
子

庄
司
宗
四
郎
女

ノ
リ

佐
渡
養
順

六
代
目

魚
津
阿
波
加
李
仙
弟
有
レ
由
養
子
初
号
宗
順

寛
政
八
辰
年
八
月
廿
一
日
卒

　法
名
広
雅

寛
保
癸
亥
有
故
改
佐
渡
用

建
部
姓
後
閲
三
年
延
享
丙

寅
八
月
復
以
佐
渡
為
氏
云

女
子
清

室
方

天
明
四
年
八
月
八
日
卒

法
名
妙
朗

男
子
秀
貞
宝
暦
三
酉
年
四
月
廿
七
日
卒

俗
名
号
貞
順

室
妙
樓
安
永
七
年
正
月
十
二
日
卒

永
守
屋
九
郎
三
郎
妹

継
室
従
関
野
林
馬
嫁

　法
名

栄
寿

　文
政
七
甲
申
五
月
廿
三
日

卒

　寿
七
十
一

男
子
茂
吉
明
和
七
年
五
月
十
八
日
卒

法
名
世
燈

男
子
竹
次
郎
初
号
養
益
後
七
代
目

家
相
続

男
子
園
次
郎
明
和
七
年
四
月
廿
五
日
卒

法
名
示
園

男
子
八
十
吉
初
号
順
益

　後
阿
閇
善
左
衛
門

養
子
ト
ナ
ル

女
子
照
天
明
四
年
十
二
月
十
二
日
卒

法
名
妙
蓉
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其　
后
、
利
長
公
、
御
寵
姫
有
二
御
不
例
之ノ
事
ト

一
、
則
佐

渡
守
御　
薬
可
レ
献
レ
之
ノ

旨
横
山
々
城
、
山
崎
閑
斎
、
連

印
之
奉
書
、

賜
ル

レ
之
ヲ

、
従
テ

レ
命
ニ

奉
レ
献
二
家　
方
一　
剤
ヲ

一

處
ロ

即
日
御
平　
愈
、
因
レ
茲
、
御　
書
頂　
戴
シ
テ

已
来
及
テ

二

利
常
公
一
屢
々
賜
二
御
直
書
一
、
其　
後
慶
長
十
四
稔
、

利
長
公
、
高
岡
御　
入　
城
ノ

砌
因
二
御
召
ニ

一
佐　
渡　
守
ハ

移
住
二

高
岡
下
河
原
町
ニ

一
其　
後
転
ス

二
利
屋
町
ニ

一
、二
代
目
建
部

養
順
、
三
代
目
建
部
道
順
、
四
代
目
至
二
養
順
ニ

一
改
二
於

建
部
之
姓
ヲ

一
以
二
佐
渡
ヲ

一
為
レ
姓
、
是　
時
已
来
佐
渡
養

順
是
也
、
其
餘
ハ

伝　
略
ス

　

享
保
六
稔
丁

丑
四
月　

釈
温
故
誌
之

右
建
部
氏
由
起
応
七
代
目
養
順
需
書
於
之
、
聖
安
寺
重
擔
（
花

押
）

【
後
胤
系
譜
】

２　
１　

建
部
佐
渡
守
略
伝
并
後
胤
系
譜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

享
保
六
年
四
月

【
釈
文
】

夫
レ

建　
部
佐　
渡　
守
者ハ
天　
正
之ノ
頃
ロ

越　
中
砺　
波　
郡

井　
浪
之ノ
郷
止　
観　
寺
邑
ヲ

為
二
居
城
ト

一
而
司
ル

二
建　
部
一

　
党
之ノ
旗　
頭
ヲ

云
云
、
其
ノ

頃
ロ

井　
浪
瑞
泉
寺
ト

与
佐
々

内
蔵
介
ト

有
テ

二
取　
合
一
瑞
泉
寺
籠　
城
ス

、
是
ノ

時
、
佐
渡
守

亦
搦
メ
テ

二
於
一
方
ヲ

一
籠　
城
ス

、
而　
後
ニ

瑞
泉
寺
ト

与
内
蔵
介
ト

和

睦
ス

矣
、
於
二
于コ

ヽ
茲ニ
一
佐　
渡　
守
者ハ
不
レ
皈
二

止
観
寺
邨
ニ

一
直
ニ

為
二

浪
窂
之
身
ト

一
住

二　
居
シ
テ

飛　
州
高　
山
ニ

一
専
ラ

有
二
済　
世
之ノ
志
一

竟
ニ

息
メ
テ

二
於
武
道
ヲ

一
以
レ
医
為
レ
業
ト

、
是
ノ

時
ニ

前
田
利
長
公
、
造

二　
営
シ

於
越　
中
守　
山
之ノ
城
ヲ

一
頻
ニ

召
二
佐
渡

守
ヲ

一
、
因
テ

レ
茲
ニ

従
二
飛　
州
一
来
テ

初
テ

謁
ル
ニ

二　

利
長
公
ニ

一
有
二
御

懇
ノ

之
命
一
而
尚
ヲ

可
キ
ノ

レ
賜
二
知
行
ヲ

一
之
旨
雖
レ
有
ト

レ
仰
セ

佐
渡

守
辞
シ
テ

二
於
之
ヲ

一
而
言　
上
ス

、
某
シ

当　
今
息
メ
テ

レ
武
ヲ

以
レ

医
ヲ

為

レ
業
之ノ
身
ハ

無
ト

レ
由
レ
戴
レ
之
、
乃
献
シ
テ

二
鰍
筋
一
双
ヲ

一
奉
レ

謝
レ
之
ヲ

、

○
建
部
佐
渡
守

元
祖

　建
部
道
順

女
子

二
代
目

佐
渡
養
順

三
代
目

寛
永
十
九
年
二
月
十
三
日
卒

釈
名
道
斎

元
禄
八
年
十
一
月
十
四
日
卒

釈
名
順
超

　寿
七
十
八

貞
亨
二
年
十
月
七
日
卒

釈
名
妙
誉

室
延
宝
二
年
十
二
月
二
日
卒

釈
名
妙
超

男
子
順
益
後
号
養
順

家
相
続

女
子
蘭
一
間
市
右
衛
門
へ
嫁

一
子
ア
リ
号
孫
太
郎

男
子
養
哲
後
号
養
順

家
相
続

男
子
杏
次
郎
正
徳
元
年
四
月
三
日
死

釈
名
道
可

男
子
未
四
郎
享
保
元
年
五
月
十
四
日
死

釈
名
宗
圓

男
子
当
才
享
保
二
年
四
月
死

釈
玄
超

女
子
そ
つ
享
保
五
年
九
月
十
五
日
死

釈
妙
貞

室
釈
名
知
新

　寿
三
十
二

　享
保
六
年
九
月
九
日
卒

三
木
屋
半
左
衛
門
妹

男
子
三
弥
元
禄
二
年
九
月
朔
日
卒

釈
名
乗
運

正
徳
元
年
三
月
八
日
卒

釈
名
宗
恕

　寿
七
十
一

　加
州
金
沢
産
入
聟

佐
渡
養
順

四
代
目

享
保
十
三
年
正
月
廿
二
日
卒

釈
名
温
故

　寿
五
十
三
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信
長
に
仕
え
、
本
能
寺
の
変
の
の
ち
は
豊
臣
秀
吉
に
馬
廻

と
し
て
仕
え
、
の
ち
に
豊
臣
秀
次
に
仕
え
、
伊
勢
国
の
蔵

入
地
の
代
官
と
な
る
。
文
禄
三
年
（
一
五
九
四
）
二
月
、

内
膳
正
に
叙
任
さ
れ
る
。
豊
臣
姓
を
賜
る
。
慶
長
元
年

（
一
五
九
六
）、
織
田
信
雄
に
仕
え
た
。

　

慶
長
八
年
（
一
六
〇
三
）、
前
田
利
長
に
招
か
れ
、
五
〇
〇
〇

石
で
前
田
家
に
仕
え
る
。
同
十
年
（
一
六
〇
五
）、
利
長
の

富
山
隠
居
に
従
う
。
同
十
四
年
（
一
六
〇
九
）
利
長
の
高
岡

入
城
に
従
う
が
、
同
十
六
年
（
一
六
一
一
）
に
金
沢
へ
返
さ

れ
た
。
同
十
九
年
に
江
戸
で
没
す
る
。
子
孫
の
生
駒
勘
右
衛

門
家
は
、
加
賀
藩
の
人
持
組
（
三
〇
〇
〇
石
）
と
し
て
続
い

て
い
る
。
肖
像
画
は
金
沢
市
指
定
文
化
財
（
石
川
県
立
美
術

館
蔵
）。
／
『
加
能
郷
土
辞
彙
』
（
日
置
謙
）

永
十
九
年
（
一
六
四
二
）
二
月
十
三
日
没
。
安
土
桃
山
～
江

戸
前
期
の
武
将
・
医
者
。
高
岡
町
医
者
・
佐
渡
養
順
家
の

祖
。
諱
は
不
明
。
釈
名
は
道
斎
。
天
正
の
頃
、
越
中
砺
波
郡

の
止
観
寺
城
主
で
建
部
一
党
の
旗
頭
で
あ
っ
た
。
そ
の
頃
、

井
波
瑞
泉
寺
は
佐
々
成
政
と
争
い
、
佐
渡
守
は
瑞
泉
寺
の
味

方
を
し
た
が
、
寺
が
成
政
と
講
和
し
た
の
で
、
城
を
す
て
て

飛
騨
の
高
山
に
去
っ
た
。
彼
は
、
か
ね
て
済
生
の
志
を
抱
い

て
お
り
、
こ
こ
に
至
っ
て
武
士
を
や
め
医
者
と
な
っ
た
。
前

田
利
長
が
守
山
在
城
の
折
（
一
五
八
五
～
九
七
年
）、
彼
を

迎
え
よ
う
と
し
た
が
固
辞
し
て
う
け
な
か
っ
た
（
１　
１
号

文
書
に
よ
る
と
高
岡
在
城
の
折
）。
あ
る
時
、
利
長
の
「
寵

姫
」
（
満
姫
か
）
が
病
に
か
か
っ
た
の
で
、
加
賀
藩
重
臣
の

横
山
長
知
と
山
崎
長
徳
が
連
署
状
を
も
っ
て
佐
渡
守
に
薬
を

求
め
、
寵
姫
は
そ
の
薬
に
よ
り
即
日
快
癒
し
た
と
い
う
。
慶

長
十
四
年
（
一
六
〇
九
）
利
長
が
高
岡
城
に
入
っ
た
と
き
、

召
さ
れ
て
高
岡
の
下
川
原
町
に
移
り
、
高
岡
最
古
の
町
医
と

な
る
。
の
ち
利
屋
町
に
転
じ
た
。
子
孫
も
代
々
産
婦
人
科

医
と
し
て
名
を
な
し
た
。
／
「
建
部
佐
渡
守
略
伝
并

後
胤
系

譜
」
（
２　
１
）

○
尊
斎
宗
伯
（
そ
ん
さ
い　

そ
う
は
く
）
…
不
明

○
生
駒
直
勝
（
い
こ
ま　

な
お
か
つ
）
…
永
禄
七
年

（
一
五
六
四
）
生
～
慶
長
十
九
年
（
一
六
一
四
）
五
月
十
九

日
没
。
安
土
桃
山
時
代
の
武
将
。
通
称
、
甚
右
衛
門
。
別

名
、
吉
田
又
市
。
内
膳
正
。
吉
田
直
元
の
子
。
織
田
信
長
の

落
胤
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。
室
は
織
田
信
雄
の
娘
。
織
田

儀
ニ

候
、
縦
御
不
適
候
共

不
苦
候
間
、
御
斟
酌

有
間
敷
候
、
為
其
申
入
候

恐
々
謹
言

　
　
　
　
　
　

生
駒
内
膳
正

　

七
月
六
日　
　
　

直
勝
（
花
押
）

　
　
　
　
　
　

尊
斎

　
　
　
　
　
　
　
　

宗
伯
（
花
押
）

　
　

竹
邊
佐
渡
守
殿

【
読
み
下
し
】

　

御
病
人
の
儀
、
今
迄
大
医
、
御
療
治
を
達
し
候
へ
ど
も
、
す

き
す
き
と
御お

験げ
ん

気き

無
き
故
、
そ
の
方
こ
の
上
に
て
御
薬
の
み
と

御
尤
（
も
に
）
候
。

　

御
大
病
の
儀
、
御
迷
惑
た
る
べ
く
候
へ
ど
も
、
手て

人に
ん

よ
り
御

理こ
と
わり

申
す
儀
に
候
、
例
え
御
不
適
（
に
）
候
と
も
、
苦
し
か
ら

ず
候
間
、
御
斟
酌
有
る
ま
じ
く
候
。
そ
の
為
申
し
入
れ
候
、

恐
々
謹
言

○
「
す
き
す
き
と
」
…
す
っ
き
り
と

○
手
人
…
家
来

○
竹
邊
佐
渡
守
（
た
け
べ　

さ
ど
の
か
み
）
…
生
年
不
詳
～
寛
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五
月
二
十
六
日　

利
常
（
花
押
）

○
薯
蕷
（
し
ょ
よ
）
…
ナ
ガ
イ
モ
ま
た
は
ヤ
マ
ノ
イ
モ
の
別

名
。
「
じ
ょ
よ
／
と
ろ
ろ
」
と
も
い
う
。

○
利
常
の
花
押
…
『
富
山
県
史
』
通
史
編
Ⅲ　

近
世
上
（
昭
和

五
十
七
年
）、
一
五
一
頁
に
よ
る
と
、
利
常
の
花
押
は
四
種

あ
る
。
本
史
料
の
も
の
は
そ
の
う
ち
最
後
の
時
期
の
も
の

で
、
寛
永
十
七
年
（
一
六
四
〇
）
か
ら
使
用
さ
れ
た
と
い

う
。

１　
５　

生
駒
直
勝
・
尊
斎
宗
伯
連
署
状
（
御
病
人
へ

薬
進
上
方
依
頼
状
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

年
不
詳
七
月
六
日

【
釈
文
】

　

以
上

御
病
人
之
儀
、
今
迄
大
医

達
御
療
治
候
へ
共

、
す
き
〳
〵
と

無
御
験
気
故
、
其
方
此

上
ニ
而

御
薬
而
已

御
尤
候
、

御
大
病
之
儀
、
可
為
御
迷
惑

候
へ
共

、
自
手
人
御
理
申

（
高
岡
市
立
博
物
館
蔵
／
高
岡
市
指
定
文
化
財
）
に
「
山

田
与
兵
へ
や
し
き
（
屋
敷
）
の
事
、
ぶ
ぎ
や
う
（
奉
行
）

へ
申
し
候
へ
と
申
す
べ
く
候
」
と
あ
り
、
慶
長
十
四
年
の

利
長
の
高
岡
入
城
に
従
っ
た
と
わ
か
る
。
現
在
の
と
こ
ろ

知
行
高
は
不
明
。
別
人
の
可
能
性
も
あ
る
が
、
寛
永
四
年

（
一
六
二
七
）
の
侍
帳
で
は
百
石
で
犬
千
代
様
衆
に
属
し
て

い
た
。
／
『
慶
長
元
和
寛
永
侍
帳
』
森
田
平
次
写

○
利
長
の
「
長
盛
」
印
…
本
史
料
の
よ
う
な
返
礼
状
に
捺
さ
れ

た
。
二
種
あ
っ
て
、
他
は
「
秀
」
印
。

１　
４　

前
田
利
常
書
状
（
帰
城
に
つ
き
到
来
物
へ
の

礼
状
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

年
不
詳
五
月
二
十
六
日

【
釈
文
】

就
帰
城
候
、
薯
蕷

一
折
到
来
、
喜
入

事
候
、
か
し
く

　
　

五
月
廿
六
日　

利
常
（
花
押
）

【
読
み
下
し
】

　

帰
城
候
に
就
き
て
、
薯し

ょ
よ蕷

一
折
到
来
、
喜
び
入
る
事
（
に
）

候
、
か
し
く

１　
３　

前
田
利
長
書
状
（
井
波
の
医
師
佐
渡
方
よ
り

献
上
物
へ
の
礼
状
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

年
不
詳
六
月
五
日

【
釈
文
】

「

〆

（
端
裏
ウ
ハ
書
）　

　
　
　

山
田
与
兵
へ　
　
　

ひ
（
前
田
利
長
）」

杏
子
一
折
百
六
拾
八
、
井

波
之
医
師
佐
渡
か
た
よ
り

挙
之
候
、
満
足
候
、
能
意

得
候
て
、
可
申
渡
候
、
謹
言

　
　

六
月
五
日　

利
長
（（

印
文
「
長
盛
」
）

印
）

【
読
み
下
し
】

　

杏
子
一
折
百
六
十
八
、
井
波
の
医
師
佐
渡
方
よ
り
、
こ
れ
を

挙
（
上
）
げ
候
、
満
足
（
に
）
候
、
よ
く
意こ

こ
ろ
え得

候
て
、
申
し
渡

す
べ
く
候
、
謹
言

　
　

六
月
五
日　

利
長
（
印
）

○
山
田
与
兵
衛
…
利
長
の
側
近
。
「
年
未
詳
五
月
三
十
日
付
、

前
田
利
長
、
西
部
金
屋
鋳
物
師
の
高
岡
移
住
に
つ
き
書
状
」
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１　
２　

前
田
利
長
書
状
（
医
師
建
部
方
よ
り
献
上
物

へ
の
礼
状
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

年
不
詳
五
月
十
四
日

【
釈
文
】

「

〆

（
端
裏
ウ
ハ
書
）　

　
　
　

九（
脇
田
直
賢
）

兵
衛　
　
　

ひ
（
前
田
利
長
）　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

左（
大　

内橋
）　

　
　
　
　
　

」

医
師
建
部
か
た
よ
り

杏
子
百
上
候
、
令
満

足
事
候
、
能
相
意
得
候
て
、

可
申
候
、
か
し
く

　
　

五
月
十
四
日
（（

前
田
利
長
）

花
押
）

【
読
み
下
し
】

　

医
師
建
部
方
よ
り
、
杏
子
百
上
げ
候
、
満
足
せ
し
む
る
事
に

候
、
よ
く
相
意こ

こ
ろ
え得

候
て
、
申
す
べ
く
候
、
か
し
く

　
　

五
月
十
四
日
（
花
押
）

○
宛
所
の
九
兵
衛
・
左
内
は
１
と
同
名
な
の
で
、
高
岡
城
時
代

の
も
の
。

○
脇わ

き
だ田

九
兵
衛
…
天
正
十
三
年
（
一
五
八
五
）
生
～
万
治
三
年

（
一
六
六
〇
）
没
。
利
長
の
側
近
。
諱い

み
なは

直な
お

賢か
た

、
九
兵
衛
は

通
称
。
朝
鮮
生
ま
れ
。
朝
鮮
名
・
金
如
鉄
。
文
禄
の
役
後

に
、
宇
喜
多
秀
家
に
伴
わ
れ
て
来
日
。
そ
の
夫
人
豪
姫
（
利

家
四
女
）
に
よ
り
金
沢
へ
送
ら
れ
利
家
夫
人
ま
つ
に
養
育
さ

れ
る
。
利
長
の
近
侍
と
な
り
、
脇
田
重
俊
の
入
婿
と
な
る
。

慶
長
十
四
年
（
一
六
〇
九
）、
利
長
の
高
岡
入
城
に
従
っ

た
。
そ
の
時
点
で
は
二
百
三
十
石
で
、
詰
小
将
組
に
所
属
。

の
ち
大
坂
両
役
な
ど
で
功
を
立
て
一
〇
〇
〇
石
と
な
り
、
算

用
場
奉
行
、
公
事
場
奉
行
、
金
沢
町
奉
行
な
ど
を
歴
任
。
連

歌
に
秀
で
た
。
享
年
七
十
五
。
大
橋
左
内
と
連
名
の
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は
「
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社
文
書
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（
高
岡
市
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定
文
化
財
）
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通
に
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み
ら
れ
る
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／
『
加
能
郷
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日
置
謙
編
、

一
九
五
六
年
）

○
大
橋
左
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…
利
長
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側
近
。
慶
長
十
四
年
、
利
長
の
高
岡
入

城
に
従
っ
た
。
そ
の
時
点
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は
二
百
石
で
、
大
小
将
組
に
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し
て
い
た
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○
利
長
の
花
押
…
『
富
山
県
史
』
通
史
編
Ⅲ　

近
世
上
（
昭
和

五
十
七
年
）、
一
三
〇
頁
に
よ
る
と
、
利
長
の
花
押
は
三
種

あ
り
、
本
史
料
の
も
の
は
そ
の
う
ち
最
後
の
も
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
使
用
期
間
は
慶
長
十
三
年
（
一
六
〇
八
）
十
二
月

か
ら
、
同
十
六
年
（
一
六
一
一
）
三
月
ま
で
と
い
う
か
ら
高

岡
城
時
代
に
あ
た
る
。
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書
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（
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上
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年
不
詳
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月
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【
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（
端
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ウ
ハ
書
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脇
田
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建
部
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、
医
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鱸
十
枚
く
れ
候

能
意
得
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て
、
可
申
候

　
　
　
　
　
　
　
　

か
し
く

　
　

五
月
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日
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前
田
利
長
）

花
押
）

【
読
み
下
し
】

　

建
部
佐
渡
、
医
師
用
捨
せ
し
む
る
に
付
い
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、
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す
ず
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十
枚
く
れ

候
、
よ
く
意こ

こ
ろ
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候
て
、
申
す
べ
く
候
、
か
し
く

　
　

五
月
九
日
（
花
押
）

○
鱸
…
す
ず
き
。
ス
ズ
キ
科
の
硬
骨
魚
。
全
長
約
一
メ
ー
ト

ル
。
体
型
は
美
し
く
、
背
び
れ
は
二
基
、
口
は
大
き
い
。
夏

か
ら
初
秋
に
美
味
。
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佐渡家資料調査経緯（平成21年～26年度）

日程 作業内容等

H21.5.1 佐渡家と高岡市の間で、佐渡家土地を高岡御車山展示館（仮称）建設用地として賃貸借
することに合意。高岡市より同家資料の調査・整理の協力を申し出る

H23.8.2～8.5 資料の概略調査を実施

H23.12.7～9 資料のうち、Ａ群（屏風・書籍・古文書・衣類・什器）の燻蒸作業を実施

H23.1.11～20 資料のうち、Ｂ群（書画軸・書籍一部・ポスター）の燻蒸作業を実施

H24.4.1 佐渡家から高岡市が同家資料の寄託を受ける

H24.5.17 資料のうち、前田利長・利常書状、土蔵棟札等を記者発表

H24.11.28 資料のうち、坪井信良書簡、松平春嶽恩賜品等を記者発表

H25.4.2 国の緊急雇用創出事業「佐渡家資料調査事業」の開始。調査打合せ会議の実施

H25.8.22 宮地正人氏来高。資料調査・整理作業の進捗状況を確認

H25.10.8～11.7 資料のうち、民具の燻蒸作業を再度実施

H26.3.31 国の緊急雇用創出事業「佐渡家資料調査事業」の終了

H26.4.1 「佐渡家資料調査事業」の開始。資料目録の刊行に向けた原稿作成と目録の編集作業を
行う

H26.5.30 調査打合せ会議の実施（目録原稿の内容等の検討）

H26.9.30 民具班の作業終了

H27.1.22 全体会議の実施（目録原稿の内容等の検討、資料分類の最終確認）

H27.3.31 目録の刊行
「佐渡家資料調査事業」の終了

宮地正人氏（左）来高（平成25年8月22日） 資料調査風景（平成25年11月20日）



佐渡家資料調査事業関係者名簿
（平成25年4月1日～27年3月31日）

○監修
	 宮地　正人（東京大学名誉教授）
○総括責任者
	 太田　久夫（富山県郷土史会会長）
	 佐伯　安一（富山民俗の会代表）
	 神保　成伍（元高岡市立博物館館長）
	 晒谷　和子（高岡市立博物館館長）
	 放生　　稔（高岡市教育委員会参事・生涯学習課長）
○古文書・歴史資料調査員
	 中村　知子（高岡市立博物館学芸員補）※チーフ。目録編集担当
	 若林　陵一（緊急雇用職員／任用期間：平成25年₅月₁日～10月31日）
	 水上　悦子（緊急雇用職員／任用期間：平成25年₅月₁日～12月26日）
	 柳澤　京子（緊急雇用職員／任用期間：平成25年₆月₁日～同26年₃月31日）
	 太田　幸子（緊急雇用職員／任用期間：平成25年₆月₅日～同26年₃月31日）
	 神島　早苗（緊急雇用職員／任用期間：平成25年10月22日～同26年₃月31日）
	 保田　絵里（緊急雇用職員／任用期間：平成25年11月₁日～同26年₃月31日）
	 三浦佳代子（緊急雇用職員／任用期間：平成25年12月13日～同26年₃月31日）
	 生源　貴子（緊急雇用職員／任用期間：平成25年12月13日～同26年₃月31日）
○民具調査員
	 滝澤真由美（高岡市立博物館学芸員補：平成25年₄月₁日～同26年₉月30日）※チーフ
	 寺尾　承子（緊急雇用職員／任用期間：平成25年₄月₁日～同26年₃月31日）
	 酒井　達也（緊急雇用職員／任用期間：平成25年₄月₁日～同26年₃月31日）
	 京谷　文代（緊急雇用職員／任用期間：平成25年₄月₁日～10月31日）
	 中島　倫子（緊急雇用職員／任用期間：平成25年₆月₁日～同26年₃月31日）
	 安田　絵里（緊急雇用職員／任用期間：平成25年10月22日～同26年₃月31日）
○美術資料調査員・巻頭図版撮影
	 仁ヶ竹　亮介
	 〔高岡市美術館主査学芸員（平成25年度）、高岡市立博物館主査学芸員（平成26年度）〕
○資料整備・管理員
	 藤井　恵里（高岡市立博物館学芸員）
○資料調査協力
	 高岡市美術館、高岡市教育委員会文化財課、高岡市経営企画部、高岡市産業振興部
〇総務
	 総　　括・中尾　光博（高岡市立博物館副館長）
	 事務担当・野村　匡宏（高岡市立博物館主査）
	 事務担当・大野　洋靖（高岡市教育委員会生涯学習課副主幹）
	 （敬称略・順不同）



あとがき

　佐渡家の遠縁にあたる木々康子氏は昭和51年（1976）に、『蒼龍の系譜』（筑摩書房）を出版された。
その後書に、佐渡家の書庫名“蒼龍館”には、多くの蘭書を含んだ4000冊にのぼる蔵書があったと記され
ている。それまでは知る人ぞ知る佐渡家の文庫「蒼龍館」であったが、この著作により一般市民に「蒼龍
館」文庫の存在が知れわたった。その₂年後、同53年宮地正人氏は幕末維新期に佐渡家兄弟が交わした書
簡を編纂し、『幕末維新風雲通信−蘭医坪井信良家兄宛書簡集−』（東京大学出版会）を刊行された。九
代養順の弟坪井信良が、幕府最後の将軍・徳川慶喜のご典医に昇りつめ、幕末期から維新へと向かう日本
の大変革期に江戸・京都の情勢を刻々と高岡の兄（九代養順）に書き送った手紙である。佐渡家と高岡の
名は全国の日本史研究者へ浸透した。それから40年近くの歳月が流れる。
　さて、「蒼龍館」文庫の膨大な図書や資料の一部は金沢市立図書館（現金沢市立玉川図書館近世史料
館）へ、さらに草稿・版本を中心とした史料が高岡市立中央図書館に収蔵され、各館において目録が出版
されている。
　平成21年（2009）、佐渡家住宅は解体、土蔵₂棟は本市に寄贈された。同23年、土蔵に収蔵されていた
資料群の概略調査が実施された。同24年、前年調査の貴重な資料群が本市に₃年間寄託されることとなっ
た。同年第一級資料の存在を公表し、一方全資料の燻蒸を行った。この時点では佐渡家資料調査に₅年間
は有すると考えていた。ところが天の助けか国の予算の配分を受け、同25年、緊急雇用創出事業「佐渡家
資料調査事業」を開始。一気呵成、大車輪での事業展開となった。古文書・歴史資料、図書、民具、美術
資料に大別し、20名余りの職員により台帳作成を実施。同26年には市費を受け目録整備と一部資料の詳細
調査を実施し、『佐渡家資料目録』の発刊へと漕ぎ着けた。
　本書が刊行できたのは、監修の宮地正人先生、13代養順佐渡豊氏、総括責任者の太田久夫先生・佐伯安
一先生・神保成伍先生のご指導・ご尽力のお蔭である。深く感謝申し上げる。とりわけ総括責任者の先生
方には雨の日も雪の日も、暑い日照りの日も博物館や市役所へ足を運び調査・研究に取り組んで頂いた。
この間のご労苦にはお礼の言葉もない。またこの事業に縁あって関わった方々に心より感謝して出版を喜
びたい。今後、この目録は江戸期高岡町の研究に多方面から示唆を与えてくれるだろう。更には幕末維新
前後の激動の日本の歴史研究において広く活用されることを祈念するものである。　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　
	 高岡市立博物館館長　晒谷　和子
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